取扱 書 

よく お読みに なって ご 使用く ださい。 
取扱 書は 車の 中に 保管し ましよ ラ。 
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サービス データ 

さ  <  いん 

このたびは トヨタ まを お買い上げ いただを 
誠に ありび とうご ざいます。 

本書は， まを- 快適で 社会 環境に もやさし い 運転を していた だくた めに 正しい 取り 
扱いと 簡単な 点検- 手入れに ついて 説明して ありまず。 

取り扱い や 点検- 手入れを 誤りまず と 故障 や 事故の 原因に なりまず ので， お 車を ご 
使用ず る 前に 必ず お読みく ださい。 

•  r 必読！ 安全'  快適に 運転す るた めに」 やム 尉 ま， A 警告. 么 ミ 主意.^ ア 

ド バイス， 知識，*  * の マークの ところは 重要です。 これらの 記載事項を 守 
らな いと 傷害を 負ったり 事故の 原因に な D, また， 保証を お受けで をない 場合 
びあります ので， よく お読みく ださい。 

•  A ミち 意の 欄に 記載した 事項で ち, 状況によっては 重大な 結果に 結びつく 場合び 
あります。 

いずれの 場合ち を 全に 関する 重要な 内容を 記載して いますので， 必ず 守って < 
ださい。 


A を 巧 


部品 自体び を険 性を 内包し， 取り扱いを 誤った 場合， 生命のを 険や 重大な 傷害に 
つなび る 事項です。 


ム 警告 


取り扱いを 誤った 場合， 生命のを 険や 重大な 傷害に つなび る 可能性び ある 事項 
です。 


A ミち 意 


取 り 扱いを 誤つ た 場合. 傷害を 負 つたり 車な どの 物的損害 につな びる 可能性び あ 
る 事項です。 


アドバイス 

車両の 正規 性能を 確な する ために 守って いただを たい 事項です。 


网巧識 

巧って おいてい ただをたい こと， 巧って おくと 便利な ことです。 

* 取り扱い， 運転ち 法， 点検 整備に 関しての 参考と なる 事項です。 


•  •の マークは， 項目の 大 ささを 順に 示します。 

参 本文 中の ★印の 装置に ついては， お 車の 仕様に より 装着され ていない 場合び あ 
ります。 

参 取扱 書は， いつち 使用で さるよ ラに 自動車 検査 証 および メンテナンス ノートと 
とちに おず お 車の 中に， 大切に な 管して ください。 

参 本書は 車両 本体 （シャシ） の 説明書です。 架 装 物の 取り扱いに ついては， 架 装 
メーカーの 「取扱説明書」 を ご覧く ださい。 

参 排出 ガス 規制 適合 車を 表す 記号は 省略 した 型式で 表示 して あ ります。 

• お 車を おゆずりに なるとを は， なに 所有され るかた のために 本書と メンテ ナン 
スノー  トを 必ず お 車に つけて おいてく ださい。 

♦本書の 内容で ご 不明な 点び ありましたら， 別冊の 「メンテナンス ノート」 に 記 
載され ている トヨタ 販売店まで お問い合わせく ださい。 

• お 車の 仕様な どの 変更に より， 本書の 内容の 一部び あなたの お 車と 一致し ない 
場合び あります ので ご了承 < ださい。 

♦単位に ついて： SI 単位と 従来 単位を 併記し， 従来 単位は { ( 内に 示して あり 
ます。 


本書に 記載して いる 車の 型式 名 


名称 


ダイナ/ 
トヨ ェース 


型式  エンジン 型式 


XZC 巨已已 


XZU 已〇已 

XZU 已〇〇 

XZU600H 

XZU600D 

XZU610D 

XZU620D 

XZU630D 

XZU600A 

XZU64 已 

XZU 已 40 

XZU 已已已 

XZU 已已〇 

XZU600W 

XZU640W 

XZU650W 

X 之 C 已 7 己 

XZC67 已 D 

X 之し 168 已 

X 之 U 已白已 

X 之し 167 已 

X 之 U 已 7 已 D 

X 之 巳 7 10 

XZU700 

XZU710 

XZU720 


名称 


ダイナ/ 
卜 3 ェース 


型式 

X 之し 177 已 
XZU700A 
XZU730 
XKC 已〇已 
XKC64 已 
XKC 已已已 
XKU 巨〇已 
XKU600 
XKU600A 
XKU 巨 4 已 
XKU 已 40 
XKU 巨 己 己 
XKU 巨已〇 
XZC 巨曰已 V 
X 之 巳 巨 00 
XZC 已 10D 
XKU700 
XKU710 
XKU720 
XZC 已 30D 
XZ 巳 巨 4 已 
TRC600 
TRC 巨 00 冉 
TRU600 
巨 之 U 已〇〇 
BZU600A 


エンジン 型式 


N04C 


2TR 


1BZ 


* この 本は 上に 書いて ある 型式の 車に ついて 説明 しています。 
お 車の 型式を ご 確認の 上 お使い < ださい。 


本書には， 知りたい ことび 簡単に をび せる よ ラ 
いろいろな 目次を 用意して あります。 

目的に 応じて お使いく ださい。 

■ 総 目; 夕 

• この 本の 構成を 巧りたい とさは， こ 
ちらを ご覧く ださい。 


■ 絵で 見る目; 夕 

• 名称び ねからない とさは， こちらを 
ご覧く ださい。 


miin  niu 


■ さ  <  いん 


TZ01-007A 


•名称が わかって いると さは， こちら 
を ご覧く ださい。 

各項 目が. あい ラえ お 順に 書いて あ 
ります。 


絵で 見る目 次 


本文 中の ★印の 装置は. お 車の 使用に より 装着され ない 場合び あ D ます。 


絵で 見る目 次- 1 


給で 見る目 次 


ま 巧 （標準 キャブ) 


助手席 SRS エアバッグ ★  (一  P. 已-已 8) 

I — ピラー バイ ヴー ★  (一  P.8-34) 


I - ペダル （一 P. 巳- 14) 

シート （一 P.4 -巧 


絵で 見る目 次- 2 


田 


を 

3^ 


.フ □ン トルームラン プ （一 P.8- 20) 

ー コンソール ボックス 類 （一 P.8-28) 


远 


—— サンバ イヴ ー （一 P.8- 23) 
イン ナー ミラー (一 P.8-23) 


回 


シフ トレバー 
- MT  車 （一  P. 巳- 1 已） 

- AT  車 （一  P. 巳- 17) 

- 已 AMT 車 （一 P. 已 -2 曰） 


パーキング ブレーキ レバー （一 P. 已-已 4) 


旧 


絵で 見る目 次- 3 


給で 見る目 次 


ま 巧 （ワイド キャブ) 


助手席 SRS エアバッグ ★  (一  P. 已-已 8) 

I — ピラーバイ ヴー ★  (一  P.8- 34) 


ペダル （一 P. 已 -14) 


シート （一  P.4-2) 


フ □ン トルームラン プ （一 P.8- 20) 

r- コン ソール ボックス 類 （一 P.8-28) 


Q 

〇 


—— サンバ イヴ ー （一 P.8- 23) 
イン ナー ミラー (一 P.8-23) 


旧 


絵で 見る目 次-己 


給で 見る目な 


インス トル メント パネル 
(標準 キャブ） 


オーディオ （一 P.8 -已） 


I— ワイ パ ー& ウォッ シャー (一 P. 巳- 日 7) 

排気 ブ レー キ女 （一 P. 已 -7 己） 

L- 隱機 ★  (一  P.5- 1 1) 

メーター 類 （一 P. 巨-巧 

「ち 向 指示 （一 P. 己- 73) 

ランプ （一 P. 已-目 日） 

フオグ ランプ ★  (一  P. 己- 73) 


ス □ッ トル （一 P. 己- 1 0) 

室内  LED  打 ★  (-  P.8-22) 
消防 PT0 方 イン ★(一  P. 已 - 1 ]3) 


ホー ン ボタン （一 P. 已-已 8) 
八ン ドル （一 P. 己-巳 7) 

ミラー ヒー ター ★  (一  P. 已 - 79) 
1-リ モ コン ミラー ★  (一  P. 已 -78) 

.電動 格納 式 アウ ターミラー ★  (一  P. 己- 76) 
シガレット ライター (一 P.8-34) 


絵で 見る目 次- 6 


リヤ パワー ウインドウ [左側] ★  (一  P.3-21) 


U ヤ パワー ウインドウ [ち 側] ★  (一  P.3-21) 


エアコン （一 P.7-3) 


4WD 切り 替え [4WD 車] (一 P.5-82) 


排出 ガス ミき 化 装置 [ディーゼル 車] (^P.5-87) 


EC 日  MODE  [MT  車] (一  P. 己- 97) 

一 ECT  パワー [AT  車] (一  P. 己-日 7) 

_ エコ-パ ワー モード [巳 AMT 車] (一 P. 巳- 98) 


非常点滅灯 P.5-72) 


I — へッ ド ランプ 光軸 調整 ★(一  P. 已 -74) 


I —— アイドル ストップ キャンセル ★  (一  P. 已-日 1) 

I _ VSC  OFF  *  (-  P. 已 -1 ]  8) 

I —— ES スター ト女 （一 P. 已 -9 目） 

I —— 発進 アイドル アップ ★  (一  P. 巳-日 0) 

I —— ブレーキ □ック ★  (一  P. 巳- 1 1 日） 

PT 日*  (一  P. 己- 10 目） 

I —— U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガー [ルー ト バン] (一 P. 巳- 8 目) 
I— ワイヤレス ドア □ック [宅配 仕様] (一 P.3-4) 

—— U ヤ ヒーター [ルート バン] (一 P.7-11) 

ー シートベルト 非 着用 警告 灯 [助手席] (^P.6-35) 


絵で 見る目 次- 7 


給で 見る目な 


インス トル メント パネル 
(ワイド キャブ） 


-才ー デ ィオ （一 P.8 -已） 

■シガレット ライター (一 P.8- 24) 

I— ワイ パ ー& ウォッ シャー (一 P. 已-目 7) 

排気 ブレーキ ★  (一  P. 巳- 7 已） 

I— 暖機 ★  (一  P. 己- 1 1) 

メーター 類 （一  P. 目- 2) 

方向 指示 （一 P. 己- 73) 

ランプ （一 P. 已-日 9) 

フオグ ランプ ★  (一  P. 己- 73) 


ス □ッ トル （一 P. 已 -1 日） 

室内  LED  打 P.8-22) 

ホーン ボタン （一 P. 巳- 已扫） 

八ン ドル （一 P. 已-已 7) 

三 ラー ヒー ター ★  (一  P. 已 -7 日） 

.リモコン ミラー (一 P. 已 -78) 

.VSC  OFF^  (一  P. 巳- 1 18) 

- 電動 格納 式 アウター S ラー ★  (一  P. 己- 76) 


絵で 見る目 次- 8 


囚 


リヤ パワー ウインドウ [左側] ★(一  P.3-21 ) 


U ヤ パワー ウインドウ [ち 側] ★(一  P.3-21) 


エアコン （一 P.7-3) 


細 山 酵稱视 


I — 非常 点滅 口 （一  P.5-72) 

—— へッ ド ランプ 光軸 調整 ★(一  P.5-74) 

EC 日  MODE  [MT  車] (一  P. 己- 97) 

__ ECT  パワー [AT  車] (一  P. 己-日 7) 

_ エコ-パ ワー モード [巳 AMT 車] (一 P. 巳- 98) 


I — 排出 ガス 浄化装置 [ディーゼル 車] (一 P. 已 - 87) 
I — ES スター ト^  (一  P. 巳-目 日） 

I — 4WD 切り替え [4WD 車] (一 P. 已 - 8 巧 
I — アイドル ストップ キャンセル ★  (一  P. 已-日 1) 

I — 発進 アイ ドル アップ ★(一  P.5-90) 

I — ブレーキ □ック ★  (一  P. 已 -1 1 巨） 

_pPTO*  (一  P. 巳-]  0 日） 

^ ワイヤレス ドア □ック [宅配 仕衞 （一 P.3-4) 


シートベルト 非 着用 警告な [助手席] (^P.6-25) 


絵で 見る目 次- 9 


給で 見る目 次 


が お C シングル キャブき) 


絵で 見る目 次- 1 曰 


■ 


占 


絵で 見る目 次- 1 ] 


給で 見る目 次 


が 親 （ダブル キャブ 車) 


絵で 見る目 次- 12 


■ 


絵で 見る目 次- 13 


給で 見る目 次 


車両 周りの 紹な （ルー ト バン) 


絵で 見る目 次- 14 


■ 


絵で 見る目 次- 1 已 


警告 ラベル 


■ 


★印の 装置は， お 車の 仕様に より 装着され ない 場合び あります。 

• し U 下の 警告 ラベルは 重要です ので， ご 使用 前には 必ず お読み < ださい。 

•記載事項び 見に < いちのや， 損傷の あるち の， は びれ ている ちの び ある 場合に 
は， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 

なお， これらの 警告 ラベルは 車両 本体 （シャシ） について のちのです。 架 装 物 
に関する ちのは 架 装 メーカーの 資料を ご覧く ださい。 

■ 警告 ラベルの シンボルマークと 意 ほ 


シンボル マ ー ゥ 

意 ほ 

A 危険 

部品 自体び を険 性を 内包し， 取り扱いを 誤った 場合， 生命 
のち 険や 重大な 傷害に つなび る 事項です。 

A 警告 

取り扱いを 誤った 場合. 生命のを 険や 重大な 傷害に つなび 
る 可能性び ある 事項です。 

A を 意 

取 D 扱いを 誤った 場合， 傷害を 負ったり 車な どの 物的損害 
につな びる 可能性び ある 事項です。 

警告 ラベル- 1 


警告 ラベル 


キャブ 巧 


警告 ラベル- 2 


□ 巧手 席 SRS エアバッグ ★ 


エアバッグの^ により、 を 制 こか かねる 重大な 傷害を 
受ける おそれ か' あるた め、 な 下の ことを おず お守りく ださい。 

• 滿姊こ 前 席に ベ ビーンー トを おりつ けたり， チャイルド 
シー ト をを 巧き に 取りつ けたり しないで ください。 

•組姊 こお 子 さまを 前 席の 前に 立たせたり. 原の 上に _ . 
巧いたり しないで ください。 _ U-CJ-. 


Q ブレーキ □ック ★ 


グ 


A 注意 I  ブレーキ ロック （ 作業用 補助 制動 装置） 


•この 涅 ちは パーキング ブ レー キ として 巧 巧し ないで 下さし、。 

•エンジンが 存 止した がを のとき は、 巧 用し ないで 下さい。 

*  I 時間を 超える 長 時 聞の 巧 巧は しないで 下さし、。 

•接 這の 巧 吊 中は、 まの 巧く から おれないで 下さい。 

•巧ち 時間な かの な 車 時にはを 巧し ないで 下さい。 

•装 竜を 巧 用 するとき は、 お 1 ず パーキング レバーを かけ." 廚 止め" で 車を 巧 実に 困を 
して ください。 

•巧一、 巧を ブ ザーが 頃った 巧 合は をが を < おそれが あります。 

直ちに 運 巧 巧に ま y ブレーキべ ダルを 招み 込んで ください。 

[お 巧い この 装置の ぶ玲 -s 拓は .メンテナンス ノート にしら がって 必ず 実 巧して < ださい。 I 

- 巧し  <  はお 没宙を ごち 〈ださい- 


■巧 動 手順 

〇)[ バキ ューム S さ 灯]  0 が お灯して いる ことを 巧設 します。 
③ パーキング ブ レー年を 活実 にかけ ます。 

[ホ 実を 巧 打]® が 点 打し ます。 （空: 気 制 術 まを おく） 

③ブ レー キを 度んだ 巧 態で. 作な スイッチを ON にします。 

[ 圧力 お 待 口]  〇 がぶ 巧して いれば 装置は 巧 動して います。 
■お 除 手順 

作動 スイッチを OFF にしまず。 

[ 圧力 保持 灯] が; 肖な し ブレーキ ロックが 巧 おされます。 
* パーキング ブ レー キ をが 除ず ると [巧 業を 巧な] が 消灯し ます。 
馆まお瞄 まを 挣〇  


S 排出 ガス 浄化装置 〔ディーゼル 車〕 


A  ’ ま 意 r_ 排出 ガス ミ 争 fb^ 置 

上記 マークの ランプが 点滅を はじめましたら （お 度ではありません） 150km 走 巧な 巧に、 

下記 操作を 巧って ください。 これは 排出 ガスを 化 装置の 街き を 雑 持す るた めの ものです。 

义巧 防止の ため 排気 营の 周辺に 巧 おおがない ことを 確認して ください。 

1.  操作は 車を 止めて 巧って ください。 パーキング ブ レー キを 確実に 引き、 チェンジ レバーは 
ニュー トラ ル まは P) じして ください。 

2.  エンジンは 止めないで くださ L、。 

3.  点 巧して いる 排出 ガス 浄イヒ 装置 スイッチを 巧して ください。 

ランプが 点讯 こを わり アイ ド リング 回転 驻 [が 上がります。 アイ ド リング 回転 毀 [が もとに もどり、  ，，… ■ 

ランプが 消えましたら、 る 常 通りに 走行で きます。 一 詳しくは 取扱 書を こ-真 〈ださいー  スィッチ 

ク りーニン グモー ド 中は 停車 時に アイドリング 回転 绝 [が 上がり、 エ キゾー スト ブ レー キが イ^し ます。 又雙 
^ アイ ドルスト ップ 付までは アイ ドルスト ップ をし ません。 扫他 ガスを f ヒ のた めでが 度ではありません。 _な 山/ 


警告 ラベル- 3 


警告 ラベル 


□ 運転 お SRS エアバッグ 


告  CAUTION  PRECAUCIO 卜 


SRS エアバッグが 不意に 展開し、 または SRS エアバッグ システムが 巧 障し、 死 こまたは 
重大な 巧 害に つながる あれが あります ので、 次の 羣告 にがって 下さい。 

- この カバーのを にある SRS エアバッグ センサー及 びその 巧 がが 付ぶ に 強い 衝 望を ちえ 
ないで 下さい。 

- 如 S エアバッグ センサーやその 化の 電気 部品が あります ので、 この カバーの 奥に 水 等 
を かけないで 下さい。 


捉に拍 して I も 巧 没 •と メンテナンス ノート をよ <お 話み いただき、 
正しい^ と 度 実な 点 を 巧って  <  ださい， 


A 警 

ブの ^ こより、 


» ま  SRS エアバッグ 


エアバッグの ^ により、 巧 C または 重 ホな 傷害に まる おそれが あるた め 
iU 下の ことを をず お 巧り ください。 

•SRS エ乃 トング! よ シート ベ レ トの« 助涅 a です ので、 シート ベルトは 化ず 看 用して ください。 
•お 子 さまは 子供き 巧 シート を 巧 巧し、 できるだけを 細 動! にお 索せ ください。 

•エアバッグに 化丢凶 上に 巧ヴ いて まったり、 さり かかったり しないで ください。 

•エ乃 f ッグの 上 や 周扭に 巧を 置いたり 、巧り つけたり しないで ください。 

•SRS サイ ドエ 乃 も/ グ装 g までは、 このまき。 の 当社 巧 正 シート か f— WW ま 
巧 田し ないで ください， 

, _ — 詳し  <  は 巧 巧 おご He ださぃ 一 _ を 


@ 後部 架 装 物 


ムミ 主意  後部 架 装 物 


公ち 上での な 停車 時に 架 装 物 （ 荷台 
あおり、 バック ドア 等） で、 尾な、 ち 向 
指示 器、 後部 反射 器が 半分な 上 隠れ 
てし まう 場合は 兰角 表示板な どの 
停止 表示 器材 または 警告 反射 板 等を 
周 困から 見やす い 位置に 設置し 他の 
交通に ミち 意を ラな がして ください。 

37M30  〔3K) 
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@ 巧 倒 ま バー キング ブレーキ レバー 


可 倒 ま/ 《ー キング ブ レーキ レ/  く 一 操作 

• レバーを 倒す ときは、 

1 . 巧 彻ノ ブ をを 方へ 動かします。 

2.  レバーを 下け ます。 

[巧洒 ノブに ホ マークが 現れます。] 

巧 倒 ノブ^  ,  • 

• レバーを もとに 房す ときは、 レバーを 引き上げます。 

[巧 倒 ノブが 前方に 動き、 ホ マークが 陽れ ます。] 

A 警告 

、  37060 

ブレーキ 引きずり じよる 火 巧を 巧 止す るた め、 走行 巧に 
必ず パーキング ブ レー キき吿 ランプ @) が ミ 肖な している 
ことを 確 語して ください。 

Q 非甫 操作 ケー フル 


A 警告 


% 


非常時が 外は ケーブルを 
操作し ないで ください。 
車両が 動き 出す 事が あり ます。 
( 必ず 取极 説明書に がって 


I い 票 作して 〈だか >  i 


回 DC/ □巳 コン バ- 夕- ★ 

A 注意  [DC/DC] ン パ- 夕 

•本な および; I ネ クタ 綱を;' I ら さないで ください， 

•巧 部に 窥が こもる ため 物を かぶせないで くだ ミい。 

•衝擊 をち えないで ください。 

•エンジン 停止の 拙が あるた め 本が および ま兩 醜を 改 這し ないで ください。 
•整 循’ 髓晚が が ソ テリの 7 イ ナス 軒を かしてく ださい， 

•巧 付け 時は 最 をに パッ テリの 7 イナ ス瑞 チを 鱗して ください， 

整 摘’ 交 叙む 日郎臓 おこち まかせく ださい。 

A  CAUTION  fpc/DC  Converter 

■  Do  not  allow  water  or  other  liquid  to  unit  and  connector. 

■  Do  not  cover  unit  with  any  item  that  would  trap  heat  inside. 

■  Do  not  subject  unit  to  impact. 

■  Do  not  attempt  to  modify  unit  or  wiring  that  would  stop  the  engine, 

■  Disconnect  the  battely  terminal(-)atthe  time  of  service. 

■  Connect  the  battely  terminal(-)  at  the  last  of  attachiment. 

Service  by  Qualified  Technician  only. 
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警告 ラベル 


回 ジャッキ 


を検 ですから ジャッキ ァッブ した まの 下には 絶対に もぐらないで ください。 作業 時は 支持 台で 支持して ください。 
ジャッキを 使用 するとき は 必ず 取 巧 書を ご覧 〈ださい。 

4 トン 2 段 ジャッキ （HPD- 午〇女  4 トン] 段 ジャッキ （NP-4H/NF-4H)^ 


1.  ジャッキは 平らな 固い 巧で 使用して ください， 是 大巧 
用 巧 su 上で 巧 巧し ないで ください。 ジャッキを 上げ 
たままで ご 巧 巧され る 巧 さは まを のちに ま 持ちで ま 持 
してく ださい。 ご 使用を， ラムは 化ず S 街まで 茵 ろし 
て ください。 

2 . 上# 任 止 マー ク （S を 塗 哀>  がちえ たら/、 ン ドル 巧 巧 
を 止めて ください。 そのまま 担 巧を 爲 けます とな 居の 
馬 因になります. 


ジャッキは 平らな 固い 巧で 巧 巧して ください。 虽 大巧 巧 頁 mU 上で 巧 用し ない 
で ください， ジャッキを 上げた ままで ご 巧 用され る 巧 合は をを の 為に 支持を で 
支 待して ください。 ご 巧 用を， ラムは 化ず 虽 をまで 巧ろ してく ださい。 


田] ヒ ュ-ズ 


么を意 指定の ヒュ ーズな 外は 使用し ないで 下さし、。 
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田]  u ヤシー ト 


(  A ま 意 

リア シート 

\ 

•車両 走 巧 中は シートを 動かさないで 下さい。 

•クッション 跳ね 上げ 時は、 ストラップが 巧 実に 留められ ている 事を 巧 詔して 下さい。 

v 

- 詳細は ホー ナーズ マニュアルを ご賣 下さし、。- 

ノ 
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警告 ラベル 


ドア 周 
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n プ レー キ フルード 


A ミ 王 息 


当社の 純正 ブレーキ 
フルード （D0T3) を 
ご 使用く ださい。 
詳しくは このまを 取り扱う 
販売店に ご 相談く ださい。 


日 ES スター ト 1 


A 警告 [ ES スター ト （巧 道 巧 ち巧 化ち ■) 

1 . 巧 IW が 巧 口、 ■& によるを々 にかが? る なかが S につ^ 

が 4 ちそれ が 左 0 ます® で、 》 。警宙 にわて ください， 

.ES スター ト は， ブ レー キべ 巧し か 6 足 そ ■し， アクせ J レ' タル SSWMkI® がな 
の一 IMS なブ レー キカ® «« 目のと fS を。 で f, ，時 田 ■再を ffItS 
(•るは、 プ レー年べ か!/ «K« け 4 か :ー キング プ レー キ を巧宙 して ください， 
es ス ，ート It プ レー キべダ Jl/Sggf にプ レーキカを «S し SHJ るた。。 g ■では* り 
壬 ちん 

•  ES スター ト 左な 用して S 巧な ■る RW、 ブ レー キべ ブル か 占 g モ •し、 アウが レ •げル 
巧み &CRI こ、 せ ザ！!, け レー キぺか んだ 上で、 イン ジケー タラ シヴ怪 J 
が 点灯して い 《 こと モ、 *8 して  <だ3 い. 

2 . 次。 い fn®'。! •を。、 ES スター トは ftiJ しません. 

の/ トキ ンブプ レー キが巧 して I 々場を 

®ES スター ト ®X インス イッ チが - 

なキ ー ® 也 ■ザ MCj  * たは 1 

王 3 ベタ)"。 ラ， チべ 巧 俯） 助 t& 

イン ジケー タラン ブ恆 >  がが し WI が ■つた! •含 こは、 ES スター トめ乂 イ；/ スイ リ 
チモ WFFj にし をよ 0 な 度*® で; 用 Ml* モタ けて ください. 

ちを ない と'  不 ■! こ •が。，。 レ ，泣!! <{ る 生か こか かねる I 犬な OSZUSHl 
*が つなが 去 おそれが SO まも 

4  2 ベ ダ! ぶり ラリ 尹 ■< かめし) か •を 

の ES ユター トの X インス イッチが 【OFFj の ♦©でを、 アイドル ストップが 樹 して 
い《と*0、 ES スター トが巧 BUST, 

® 上 民 S-j の !§« (こ扣 えて， ES スター トの X イソ スイッチが 々FFj かつ アイドル 
ストップ キャンセルの イン ジケー タラ：/ ブめ 8 打して I ■巧 場なも es スター ト a ホ ■! 
し： せん. 

® インジ ケー タラ ソブ应 J め a* レ ■* が (•つた ♦©に It  B スター トめ X インス 
イヴ チを rOFFj に レ、 かつ、 アイドル スト ジブ 年 t ジか Utt タツを » し 7 イド ル 
ストップ キャンセルの イン ジケー タラ y ブが 点な した;: と 《>* の 上、 右よ o®6« 
巧で) «か«巧1 巧 <  だ 3L、 ちを。 いと. 不意に 田れ t  ロックし， wac よる 
を « に かかわる 重 夫な «: た。 Hgmc つながる £«れ ザ t り ff. 


げ が。 か •& 
t  fLOCKj 


g アイ ド ルス トップ 時の ブレーキ 保持 ★ 


客告了  アイ ドル ストップ 時の ブ レー キ锅 ^ 

1 . 不意 I 巧耐带 道 定^り、 事な による 生命 I なかねる が 訊 勘 S につな 
が 5 おそれが ち 口 ますので、 巧の ■吿 におって くださし、 

- アイ 円に トップ システムの プ レー キ 保持は、 ブ レー キ ペダルから 足を) 8 し、 アクが レ 
ペダルを 宙 み这* •、車両が 再発 佳す るまでの一時 的な プ レーキカの 巧 持を 目的と する 
をのです， ち 時な ま 西を ff まする 場を は、 ブ レー キ ペダルを g み！! ける かバー キング 
プ レー キを巧 巧して <  ださい. アイ ド ルス トップ システムの ブ レー キ 保持は、 ブ レー キ 
ぺの巧»まずにブ1/-キカホ«^し16けるための»1では$0ません， 

- 巧な で# ま 中口 主、 必ず バー キン ププ レー キを巧 苗 して  <  ださし、 

•アイ ドルスト •づ システムが ホ 動して いると きは、 プ レー キ ペダルから ちを K し、 アクセル 
ぺ巧巧 度み 达 C 前に、 必ず 度！! にプ レー キ ベタ 巧芭ん だが 態で、 イン ジケータラン プ 
優 » が 点な している ことを 巧まして ください， 

2 . インジ ケづ ランプ 風が ぶ* し »« が 1 った it 合には、 アイドル ストップ キャンセル 
ポタンな f し アイドル ストップ キャンセルの インジケータ ランプが ホ 打した ことを 在 巧し 
をよ 0 の 度 巧 巧で ホ 検^を 受けて くだち し、 さもないと、 不意に 寒 g が ロックし 、事な 
I なる を ホに かかわる ■大な «S または 財 £»害 につな がる おそれが ちります • 

3 . 巧の いすれ かの « をは、 アイドル ストップ 時の ブ レー キ 保持は 巧 曲し ません， 

① バー キング プ レー キを脚 している 場合 

②  アイ ド ルス トツプ キャンセルの イン ジケータラン プめ が! している 場を 

③ キー のな ■が WCCj または lOCKj の 場を 

④  シフト 位置が fPj の 場を 

-  一- 1 


警告 ラベル- 9 


□  PTO レバー ★ 


(MT  車） 


(AT  車） 


PTO レバーの 操作 


■クラッチペダルを 踏み込み、 ボタン® を 
巧して PTO レ/  {一を 揉 巧し ます。 
■レバーは [曲] または [接] 位置で 
ボタン® を お すと ロックされ ます。 


A を 意] f 


走 巧 時は、 必ず レバーを 
巧] 位置に してく ださい。 

苗し くは 巧 巧* を ご 民け ミ さい。 


PTO レバーの 操作 

■ ボタン® を 巧して P  T  0 レバーを 

•レバ _ は [が] または [を] か 置で  f を 

ボタン® を おすと ロックされ ます。  I  ロック， 


- ;モ ±  I 走行 時は、 必ず レバーを 

; 王る Ir お 他 置 じして 〈ださい。 

- 首し くは 曲 巧 宝を ご 技  <  ださぃ。- 


@ ダンプ レバー ★ 


(MT  車） 


(AT  車） 


ダンプ レ パーの 操作 

■ クラッチペダルを 踏み込み、 ボタン ④を 
巧して ダンプい 《一を 揉 巧し ます。  . 

■レバーは [上昇] または [下 巧] 位置で/を 
ボタン® を 請す と ロックされ ます。  ( ロック 


ぶ ホ 音 I 走行 時は、 化ず いく一を 


[下锅 位置に してく ださい。 

'註 し<  は 巧 巧 ミを ごちけ ミ さし、。- 


ダンプ レバーの 操作 


■ボタン® を 巧して ダン ブ レバーを 
お 巧し** 

■レバーは 让 昇] または [下降] 位置で 
ボタン 饭を强 すと ロックされ ます。 

走行 時は、 おず レバーを 


A を 意] 


[下晚 位置に して ください。 

.註し  <  は 阳汲丢 を ごちく ださい, 


@ ダンプ レバー □ック ★ 


A 危険 


■保す 点検 専で词 ちを 上げる ときは 
应す 水平な: 垣 巧で、 空車が おで 巧 

つて 下 S し、。 

■ 保守 お 巧 旁の ため ダン; 7’ した まま 
面 台の 下 CA ると ぎは、 化す エン 
ジンを 岳 止し、 ま 転属の ダンプし 
バー □ック を r 上げ」 のぬ ■で 巧 
ミ に □ック し， 必す 安を 任を 巧 吊 
して 下ち し、。 

■をを 佳と ダンプし"一 □ック をし 
g いで 上ヴ つた 荷台の 下 C 入る こ 
とな、 を 巧に し « いで 下さい。 

面 台 ヴ下ヴ U、 はさまれる 事故 
E つな ヴる あそれ 巧あります。 

■おおやは、 ダン ブ し/ T-C 巧 5 な 
いで 下さし、。 

■ま S 宿のと ぎは、 化す 安を 安 巧と 
をと めを が 巧して 下 S い。 


Q 駆動 切り替え ★ 


A; ま 意 [ 


距動 （2WDA4WD) の 切り替え 


車両の が 障 や 思わめ 事 巧に つながる おそれが あります ので、 な 下を 遵守 
してく ださい。 

•乾燥した 舗 皆 路面では、 必ず 2WD (を 節 i 駆動) を 巧 用して 〈ださし、。 

•  2WD から 4WD へ 切り替える 前に、 必ず 左右の フリー ホイール ハブを 
LOCK に 切り替えて くださし、。 

•スイッチの 操作は、 5krn/h レ: TF の 直進 走 巧 時 または 停車 時に おこ 
なって くださし、。 

-操巧 方 まじつ いては、 必ず 巧 巧 書を お読み  <ださぃ- 
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0 タイヤ 交換 〔4WD 車〕 


タイた 交換に ついて 

タイヤを 巧換 するとき は， 

4 輪と も 同 一 の サイス， 
メー カー， を 柄 および 
トレッド バター ン (溝 模様） 
の タイヤを 装着して くださ 
い。 また. 指定の 空気 圧で 
ご 使用く ださい。 

詳しく は 取 没 害を ご 貴く ださい。 


g] アーム レール カバー 〔スライド ドア 車〕 


この カバーじは 手を かけないで くださし、。 


A を 意 

• ドアを 開閉す る 時は 

- ドアから 手 や顏を 出さないで ください。 

• 後方のを をを 十せ 巧認 してく ださい。 

. レール や アーム に 手を かけないで ください。 

於 

♦チル ト キャブ 接 作 するとき は、 ドアを « 実に 

Pj めてから 巧 なって ください。 

•读巧 しないと きは， 常に， チル トレ パーを 
「ロックが おの 位置」 にして おいてく ださい。 

の ドア 側グ U ップ 〔スライド ドア 車〕 


么ミ 主意) ドアを 開閉 するとき は 
この 部分を 持たな いでく ださし、。 
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警告 ラベル  キャブが 
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■ 


警告 ラベル- 13 


警告 ラベル 


n ラジェー ター キャップ 


且 マフ; 


♦ - 

A を 意 

k. 

やけどの 恐れ あり 
さわるな 

S スペアタイヤ 


口 安全 棒 ★ 


g バッテ U-/ 補 機 バッテ U- 


(g) 戀  @A( 

火 韻 止 メボネ 着 巧 こども 禁止 硫酸 主意 説明 觀読 爆発を 意 
1 ♦水素 ガス 発生、 取 級い を 誤る と 引火 爆発の 恐れ あり 
■ 工具 等で シ 3 - 卜やス "-ク をがない • を 電は圃 通しの よい 巧で 巧う 
• フー スター ケー ブルの 巧 巧は 取扱説明書 になう 
I  •バッ テリ 液 （硫酸 ) で 失 日月 ややけ どの 恐れ あり 
あがつ いとら すぐに 多量の 水で 洗い'  目の 場合は 医師の 治療を 受ける 
•爆発の をれ あり、 あ 面は LOWER 下で 使用 しない 
」 参 液 漏れの をれ あり、 UPPER 上に 巧 水し ない 

VliTJJWW  keep  sparks,  flame,  cigarettes  away. 

V  ■ ，■の K の  j"  ELOIGN 口  LES  ETI 胞 ELLES,  FLA 醒 E,  CIGARETTES.  


公称 ms 
12V 


(ルー ト バン） 


心 ま 意 


A 危険 


250N{25kgf}U 上の 力で ハンドルを 締め上げ 
てな 5 逆 回 乾しないで 抜いて ください 
詳し < は 取の 書を ご 黃< だち い 

▲  A  ■  A タイ わ 


タイた 収納 要領 


L 争 ミ 主意 


タイ わ 収納 要領 


A ミ 主 意 


A を険 
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@ ヒュー ジブ ル リンク 


H スライ ド ドア （ルー トバ ン) 


A  ; 主意 


•おを の ヒュー ジブ ル リンク、 ヒ ューズ 
リレー] U かは 使用し ないで ください。 


NOTICE 


•USE  THE  DESIGNATED 
FUSIBULE  LINKS.  FUSES 
AND  RELAYS  ONLY. 


i 

1 

J 

ドアを 閉める 時は， ここに 

手を かけないで 下さい。 

0 チル ト キャブ ステ ー 〔手動 式 チル ト キャブ〕 


(標準 キャブ 車）  （ワイ ド キャブ 車) 


Acaution 

PRECAUCION 

BHMMAHME! 

ATTENTION 

警告 

•  r; 

~ Lo^R ~ 

BLOQUEAR 

3A(l>NKCNPQBATb 

VERRQUILLER 


鎖 上 


Acaution 

PRECAUCION 

BHUMAHME! 

ATTENTION 

— 1告 

LOCK  ' 

BLOQUEAR 

3A*NK  佩  BATb 

VERRQUILLER 


警告 ラベル- 1 已 


警告 ラベル 


g] チル ト キャブ 〔手動 ま チル トキ ャプ） 

(標準 キャブ 車) 

(ワイ ド キヤ プ 車） 

r  AS  告  ^ 

[ A 警告  1 

キャブの 上げ下げ 

キャブの 上げ下げ 

につな がる おそれが あ y まずの 

る おそれが あ y ますので、 キャブを 上げ 下 

は， 化ず 下な を ずって ください， 

• まを 平らで， キャブの 周 y じ 十分な ス 

•まを 平らで、 キャブの 周 y に 十 

ぺース が ある 場所に 居め て ください。 

めて ください。 

パーキング ブ レー キ をな 実に 巧 かせ 

入れ、 パーキング ブ レー キを巧 

止めを かけて ください， 

房 止し， タイヤに 巧 止めを かけ 

ドアを 巧ち に 田め て  <  ださい。 

•キャブ 内 や ルーフ 上の 巧 品を 巧 
りおき ドアを 巧 実に 田め て  <  だ 

がない ことを 巧を して ください。 

• 走 R 直坟 は、 ロック (E) •ストッパー (F), 

•キャブ 巧 や キャブ 垣 辺に 人 や 
度ち 抱がない ことを 巧設 してく 

ト パイプ、 その 化 エンジン 届の 部品が 
なくなって いる 巧 巧を があります • これ 
らの 苗! 分が ホめ たこと を 巧 記してから 

•を 巧 直を は. ロック （E)、 スト ッ 
パーく F〉， ステー (の や ラジ エー 
夕一、  エ キソー スト パイブ、 その 

巧 美を 行って ください。 

• ルーフ 上に 重 ま 巧が 巧 y 巧 けられて い 
る ま 合は、 一 入で キャブの 上け 下け を 

化 エンジン 周辺が 品が 規 くな つ 
ている 可能せ があります， これ 
ら のが 分が をめ たこと を 巧费し 

• キャブを 上げ 下 If している fi 中は、 キャ 
ブの 下に# を 入れないで ください。 

• キャブを 上げた 法は. ロック 巧) が 巧 実 

•ルー フ 上に ま呈 巧が 助り がけ 

パー (F) を彻し ，ロック 旧に 必ダ かけて 

ブの 上げ下げを 行わないで くだ 
さい。 

• キャブを 下げる 巧に， キャブの 下に エ 
具 や グロー ブ などの 垣き ちれがない こ 

は- キャブの 下に 化を 入れない 
でく ださい。 

•キャブを 上げた をは， ロック (E) 

とを 巧 記して ください。 

• キャブを 下げた をには •ハンドル 旧) を 
巧 実に ロックす るまで 下がて ください。 

がな 実 レ かかって いる— とを 確 

ク (E) に 必ず かけて ください。 

1 .レバー (A) をを 前に 引いた まま" ンド 

下 1 こ 工具 や グロー ブ などの 置き 

2 グリップ (C) を 持って キャブを 保持し 

さぃ。 

3 .ロック (E) が 巧 実に かかる まで キャブ 

ル (B) を お 実に ロックず るまで 
下げて ください。 

4 .ステー (G) に ストッパー げ) を 巧 実に 
かけまず。 

1(^ キャブの 上げち 

タ キャブの 下げ 方 

/、 ン ドル 旧) を 上け ます。 

2 .グリップ (C) を 持って モャ ブぞ保 

固定し ます。 

2 .グリップ (むで キャブを 支えた まま ロッ 

持し. フク チ （D) を 手前に 引き 
ホす。 

3 ラッチ （H) が 巧 実 1 こか かるまで グリ 

キャブを 上げまず。 

4. ステー (G) じ スト ツバー (F) を 確 

けまず。 

4  /、 ンドル (B) を 巧 実に ロックす るまで 

実 じかけ ます。 

みろ キャブの 下 If 方 

1. ストッパーのを « 除し ステー 

1 かに 国を しまず。 

まま ロック (E) を かしまず。 

り V 

グリップ (C) を 待って ゆっ <y と 

織。 

4. バンドル (B) をな 実に □ック す 
るまで 下げます。 

1  -屏 し<  は 巧 巧 まを も' 読みく ださい。- J 

、 1373001  ♦ 

、-巧 し<  は 巧 巧 s を わなみ ください-, 

、 1375701  ィ 
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の チル ト キャブ 雇 動 式 キャブ チルり 


A 警告 


チル ト キャブの 操作 手順 


0 地面が 平坦で， 上ち と 前方 I こ 十 かな 空間が ある 場所で 操作して ください。 

0 チル ト するとき。 キャブの 下側には おがに 体を 入れないで ください。 

0 チル ト した キャブには おず ち 全 棒を セットして ください。 

■チル トの しかた 

(1)  バー キング フ レー キを かけ、 チェンジ レバーを |‘N" にいれ （才ー トマ チック 車は、 
シフト レバーを" P") , エンジンを 博 止します。 

(2)  シート の 上 や フロアに 物が 置かれて いない こと 巧 かめ. ドアを 巧め ます， 

(3)  レバー (A) を 引き上げた まま/、 ン ドル (B) を いっぱいに 引き， 

ロックを 解除し ます。 を） 誓吿ブ ザーが 喝 ります。 

(4)  コント ロール ボックスの フタを 開け、 スイッチに） を 上 測に 巧し， 

キャブを 上昇させます。 

(5)  キャブの 上昇が 得と したら スイッチから 手を 巧し、 をを 梧を 
巧 袖 場所 （シャシー フ レー ム） から 取り出し、 キャブの 支持 
ブラケットに セットし まず。 を） S 告ブ ザーが 巧り 止みます。 

■チル トの もどし かた 

(1)  エンジン ルー ム 巧に 工具な どの 置き をれ がない か 巧 記します， 

(2)  受を ちを 取りは ずしを おします 。を） » 吿ブ ザーが 巧り ます。 

(3)  スイッチ (C) を 下側へ 巧し、 キャブが まかに おさまる まで 下 跨させます。 

(4)  キャブと まがは ロックす ると. 營吿フ ザーが 鳴り 止みぎ す。 

を） 査告 ブザーが 巧って いる 場合は を 行し ないで ください。 

詳しくは 化 巧 書を ご覧く ださい。 


〔チル トスイ ツチ〕 

A 警告 


キャブ 下降 後、 3 秒 間 
スイッチを 押し 続けて 
下さい。 


〔安全 棒〕 


安全 棒 支持 巧 

- を 全 棒のを 下側は 安を 
ピンで 固定し ます。 

- 簡易 チル ト車 のち 下側は 
差込み ピンで 固定し ます。 

キ けを チル ト 
しにと さは， 必ずを を 棒を 
它ッ ト して <  ださい。 


ED ハイブリッド 


f  A 危ぉ 

巧 巧る 《 圧 

[必 

乙の ユニ  V  卜 のか (一受 ■口々 CM  •  W  •  tots- x«a>ena«g& た  eimciii  巧  V、 で  <c  か、 

-  巧 ブー ビス ブラ ブロ mn 口 ifitt いで <だ か、 

ntcD ピ ， —  プ uiuxm レないで  <  ださし、 

な々 

A  養 告 


A  力"- AOTCS  け. 

Jl^\  •ゥ け. 

UJl  C めか t-CIM か ■，で 

&  I  ク 


A なお 


A  ウ 3 巧宙 ■«STT. 


A 危険 


^ も' 6 ホ處 


巧 巧} ig 圧/アル カ 巧 お 义 


参 巧 S 裏 It 圧の た 修 3 巧 g 者 U 外の 人は 絶 的に ザ 解 や 修3 を 巧わないで 
ください， g ■の おそれが* ります， 

<«3. 交 » は S 巧 会 tt にご 拍》< ださい，） 


、 かけ a.  IUNM4K 


•* ♦け vijM  いむ  cai<e  か、 

••••■♦ASftKMW  (7>  —  9 リ 7hC<4«IM レ* •▼■)  いで <«11、 

レ 《 い w»c4AAS«M« よけ 


れ. XCBft けけ. AMT 


•。方へ 


リサイクル イン フ オター シ a ン 


•«1 ••レ 

y^kr-jsnrv-  t 


Te け ♦ri>ii44»*< け I、 
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警告 ラベル 


E クラッチ (己 AMT 車) 


A を 意 

リザー バー タンクに 足を の 
せないで ください。 タンク 
の 破損に より クラッチ; 夜が 
漏れ、 走行 不能になる おそ 
れ があります。 

心  < 
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基本 操作 早 わかり  ■ 

(はじめて この 車に お柔 りになる 方へ） 

この 章では， はじめて 車を 購入され たち や トヨタ 車に はじめて お乗りになる ちの た 
めに， このまの 基本的な 運転 装置 および 装備 品を 簡単に 説明 しています。 

詳 しい 取り 扱い 説明 やま 意 事項は 各 章を しっかり お読みく ださい。 

ドアの 随 錠と 解 錠 . 基本 操作- 2 

各部の 開閉に 関する 詳しい おかは . 基本 操作- 3 

運転席の 調舊 機能 . 基本 操作- 4 

リ ヤシー ト の調舊 機能 （ダブル キャブ 車） . 基本 操作- 已 

シート に関する 詳しい 紹介は . 基本 操作- 已 

シート ベルトの 着用の しかた . 基本 操作-色 

シート ベルトに 関ず る 詳しい 紹介は . 基本 操作- 7 

エンジンの かけち . 基本 操作- 8 

シフト レバーの 動かしち （発進 時の 場合） . 基本 操作- 10 

パーキング ブ レー キ レバーの 使いち . 基本 操作- 1 1 

運転 装置に 関ず る 詳しい 紹介は . 基本 操作- 12 

警告な び 点な または 点滅 した ままのと きは . 基本 操作- 13 

警告 巧に 関ず る 詳しい 紹介は . 基本 操作- 14 

夜間 や 雨天 時な どの 走行 . 基本 操作- 1 已 

他 車への 合図 . 基本 操作- 1 已 

スイッチ に関する 詳しい 紹介は . 基本 操作- 1 色 

エアコンの 使いち . 基本 操作- 1 色 

才ーデ ィオ 使いち （AM/FM ラジオ） . 基本 操作- 17 

エアコン， 才ーデ イオに 関ず る 詳しい 紹介は . 基本 操作- 18 


基本 操作 早 わかり— 1 


基本 操作 早 わかり 


ドアの 施捉 とお 錠 


W 


キ- 


ワ イヤ レス リモコン 


解 錠 


施錠 


施錠 
解 錠 


基本 操作 早 わかり- 2 


A 


碁 本 操作 早 わかり 


る 部の 開閉に 関ず る 詳しい 紹 なは 


ドア ガラスの 開閉 


フュー エル キャップ （燃料 補給 □) の 
開閉 


基本 操作 早 わかり- 3 


碁 本 操作 早 わかり 


運拓 席の 調 壁 機能 


シート スライド 


シート バックの 角度 


基本 操作 早 わかり- 4 


碁 本 操作 早 わかり 


リ ヤシー トの 調整 機能 （ダブル キャブ 車) 


ヘッド レスト （脱 着 式へ ッ ドレス ト 装着 車） 


シートに 関ず る 詳しい 紹介は 


基本 操作 早 わかり- 已 


碁 本 操作 早 わかり 


シー ト ベル トの 着用の しかた 


着用の しかた 

n ベルトを 引を 出します。 

0 プ レー トを バックルに 巧し 込み ま 
す。 

因 カチッ とい ラまで 挿し 込みます。 

3 点 式シー ト ベルト 


はずし かた 

n バックルの 解除 ボタンを 押します。 
0 ベルトを 巻を 取らせます。 


3 点 式シー ト ベルト 


2 点 式シー ト ベルト 


基本 操作 早 わかり- 已 


碁 本 操作 早 わかり 


シー ト ベル ト に関する 詳しい 紹介は 


基本 操作 早 わかり- 7 


碁 本 操作 早 わかり 


II ち 足で ブレーキ ぺダ 
ルを しっかり 踏み込 
がます。 


ii 


キーを 巧を 挿しで をる 位置 

ノ  V ン ドルを 回した 状態で キーを おくと 
八ン ドルび □ック されます。 


エンジン 停止 時， 次の 電装 品が 
使用で さる 位置 

オーデ イオ. シガレット ライター 
な ど。 


エンジン 回 乾 中の 位置 

予熱 付を 車は. 始動 時に 
そ 熱します。 


(スタート) 


エンジンを 始動す る 位置 


0 パーキング ブレーキ 0 エンジン スイッチを 


がか かつてい る こと 
を 確認し ます。 

シフト レバーの 位置 
を 確認し ます。 


START まで 回し ま 
す。 


MT 車は、 クラッチ ぺダ 
ルを いっぱいまで 踏み込 
みます。 

己 AMT (風位 置 付を 車は 
シフ トレバーを 「(重))」 に 
します。 


ACC 

(ア クセヴ ij—) 


LOCK 
に ツク) 


エンジン のかけ 方 


基本 操作 早 わかり- 8 


碁 本 操作 早 わかり 


スターター キーの 抜 さち  A ン ドル □ック 解除 

MT 車， 已 AMT (風位 置 無し 車は シフト 八ン ドルを 動かしな びら エンジン ス 
レバーを 「N」 にして 行います。  イッチを 回します。 

AT 車は シフト レバーを 「P」 にして 行 
います。 

已 AMT (風位 置 付を まは， シフト レバー 
を  「(倒」 にして 行います。 （凍結の おそ 
れび ある 場合は， ギヤ 入れ 駐車 状態で 
行います） 

ギヤ インキ ー ロック 機能 付を 車は， ギ 
ヤ 入れ 駐車 状態で 行います。 

□  ACC の 位置に 合わせてから スター 
ター キーを 押し込みます。 

旦 LOCK に 回し 引き抜きます。 


基本 操作 早 わかり-日 


甚本 操作 早 わかり 


. シフト レバ-の 動かし 方 （発 勘き の 贈） . 


[| ち 足で ブレーキ ぺダ 
ルを しっかり 踏み込 
みます。 


0 バー キング ブレーキ 
びか かつてい る こと 
を 確認し ます。 


因 MT 車は クラッチ ぺ 
ダルを いっぱいに 踏 
み 込んで 操作し ます。 


AT まは シフ トレバーを 
rp」 から 操作し ます。 

已 AMT (風位 置 無し まは 
シフト レバーを 「N」 ， 
已 AMT 倒 位置 付き 車は 
シフト レバーを 「(©)」 か 
ら 操作し ます。 


基本 操作 早 わかり -10 


碁 本 操作 早 わかり 


— キング ブ レー キ レ/  V— の 使い方 


固定 式， 巧 倒 式 パーキング ブレーキ 


解除の しち 

ブレーキ ペダルを 踏みます。 

〇 レバーを 少し 引を 上げます。 

0 解除 ボタンを 押します。 

旦 完全に 下まで 降ろします。 同時に 
胃 ランプび 消灯し ます。 


かけち 

ち 足で ブ レーキ ペダルを しっかり 踏み 
ふ 〇 

解除 ボタンを 押さずに レバーを いっぱ 
いまで 引を 上げます。 同時に!^ ラン 
プび 点な します。 


► 電動 パーキング ブレーキ 
解除の しち 

フ レーキ ペダルを 踏みます。 

□ レバーを 少し 引を 上げます。 

0 ス U —ブを 前ち へ 押します。 

因 完全に 下まで 降ろします。 同時に 
胃 ランプび 消な します。 


かけち 

ち 足で ブ レーキ ペダルを しっかり 踏み 
ます。 

レバーを いっぱいまで 引を 上げます。 
パーキング ブレーキが 完全に かかった 
ら胃 ランプが 点な します。 


基本 操作 早 わかり- 1 ] 


基本 操作 早 わかり 


運拓 装置に 関する 詳 しい 紹介は 


基本 操作 早 わかり -12 


碁 本 操作 早 わかり 


警告 巧び 点な または 点滅 
した ままのと をは 


表示 

名称 

警告 理由 

A/TOIL 

TEMP 

オートマチック 
トランス S ッシ ヨン 油 温 

オー トマ チック トランス S ッシ ヨン オイルの 温度 
び 異常に 高くなる と 点灯し ます。 

P 

オート レべ リング 
(デ イス チャージ 
へッ ド ランプ 装着 車） 

デ ィス チャー ジへッ ド ランプの 
オート レべ U ング システムの 異常です。 

KHt 

FRONT 

フ □ント デイ ファレン シャ ルオ 
イ ル 油 温 

フ □ント ディ ファレン シャル オイルの 温度び 
異常に 高くなる と 点灯し ます。 

(の) 

ブレーキ 

. IJ ヴー バー タンク 内の ブレーキ フルー ドび 規定 量 
政 下に なった とを。 

■ブレーキ システムに 異常び あると を。 

(ブレーキ 油圧 加圧 機能 付を 車） 

バキューム 

バキューム タンク 巧の 負 圧び 低下す ると 
点な しまず。 

切 

油圧 

エンジン 内の オイル 圧力の 異常です。 

燃料- 水分 離 器 水位 

燃料 フィルターに 規定 レベル 切 上の 水が たまって 
いまず。 

(©) 

冉巨 S 

冉日 S の 異常で ず。 

- + 

充電 

充電 系統の 異常です。 

充電 （八 イブ リッ ド 車） 

電装 品への 電力供給 機能 停止 

HV 

ノ、 イプ IJ ッド 

从 イブ 1」 ッ ド システムの 異常で ず。 
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甚本 操作 早 わかり 


表示 

名称 

警告 理由 

み 

PASSENGER 

シートベルトが 着用 
(助手席） 

助手席の 乗員び シー ト ベル トを 着用 していません。 

が 

SRS エアバッグ 

SRS エアバッグ システム または 

フ U テン ショ ナー付 シートベルト システムの 異常 

です。 

打 

エンジン 

エンジン 電子 制御システム などの 異常です。 

警告な に関する 詳しい 紹介は 


基本 操作 早 わかり -14 


碁 本 操作 早 わかり 


巧 巧 や 雨天 時な どの 走 巧 


フ □ン ト ワイパーの 使い方  ランプの 使い方 


W 


/ 高速 作動 

式 


停止 


点な （へッ ド ランプ/ 車 幅 巧/ 尾な/ 番号 I な) 


点な （車 幅な/尾灯/番号 灯) 


ち 向 指示な 


他 まへの を 回 


非常 点滅な 


W 


基本 操作 早 わかり- 1 已 


基本 操作 早 わか 0 


スイッチ に関する 詳しい 紹介は 


エアコンの 使い方 


□ 吹き出し 口を 選択し ます。  0 風 量を 調整し ます。 


基本 操作 早 わかり -16 


碁 本 操作 早 わかり 


因 希望 温度に 合わせます。  0 エアコン スイッチを 押します。 


才ーデ イオ 使い方 （AM/FM ラジオ) 


電源の 入 •切  音量の 調整 


ツマ 5 を 押す と 電源び 入り， ち ラー 度 ツマ 5 をち に 回す と 音量び 大 をくな 
押す と 電源び 切れます。  り， 左に 回す と ル さくなります。 
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碁 本 操作 早 わかり 


ラジオを 聞 ぐには 

[|AM/FM 放送の 切り替え 


B 放送局の 設定 


才ート ストア ボタン （AS) を 「ピ ツ」 
と 音び する まで 押し 続ける と， 自動で 
チヤン ネルに 放送局び セツ ト でを ま 
す。 


エアコン， 才ーデ ィオに 関ず る 詳しい 紹介は 
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必読！ 安全- 快適に 運輯 ずるた めに 

運転 前に . 1-2 

まを •快適 走行の ために . 1-9 

夕ー ボ 車の 取り扱い . 1-19 

才ー トマ チック 車を 運転す るに あたって . 1-20 

已 AMT 車を 運転ず るに あたって . 1-22 

A イブ リッ ド 車を 運転ず るに あたって . 1-23 

4WD 車の 取り扱い . 1-27 

駐 •停車ず ると き . 1-30 

お 子 さまを 柔 せる ときの 気く ばり . 1-32 

これは ちない！ 気をつけて . 1-34 

SRS エアバッグ について . 1-38 

DPR  (排出 ガス 淨化 装置） の 取り扱い . 1-41 


1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


運 お 制 


A 警告 


■ まず， 出発ず る 前に 日常 （運行 前） 点検を （一 P. 12-1) 

• 曰 常 点検 や 定期 点検は 道路 運送 車両 法に より 運転者に 義務付けされ てい ま 
す。 

一 曰 一回 お 車を 運転す る 前に 必ず 曰 常 点検を 行い 異常び ない ことを 確認し 
てくだ さい。 

• 定期 点検は， 安全の 確な， 公害 防止の 観点から， 定期的に 実施す る 点検で 
す。 定期 点検 整備は， 専用の 設備 機器， 指定の 油脂 類， 交換され た 部品 •油 
脂 類の 適切な 処理な どび 必要な ため， トヨタ 販売店に ご 相談  <  ださい。 

• 点検 整備を 実施 しないと， 例えば エンジン オイルの 不足- 劣化に より エン 
ジン 内部び 焼を 付を などを 起こす おそれび あります。 また， ブレーキ パッ 
ド や ブレーキ ディスク など， その 役割を 果たす と共に 摩耗して いく 部品に 
ついては， 使用 限度 （摩耗 限度） を こえての 使用は 故障を 引を 起こす ばか 
りか， 事故に 結びつく おそれび あります。 

• 点検 時， または 前 曰 や 前回の 運転で 異常び あった とさは， トヨタ 販売店で 
点検'  整備を 受けて ください。 

■ 指定され た 燃料を 

• ディーゼル 車には 軽油 （標準と して」 信 軽油 2 号） を 使用して ください。 
ただ し 寒; 令 地では 地域に 合った 燃料を 補給 して  <  ださい。 指定し U がの 燃料 
を 補給す ると， エンジンに 悪影響を およぼし， 損傷す る おそれび あります。 
また， 煤煙の 発生に よ D 排出 ガスび 悪化し， 白煙の 発生 や 触媒を 劣化 させ 
る 原因に ちなります。 給 ミ 由 時に 指定され ている 燃料で ある ことを 確認して 
< ださい。 万一 誤った 燃料を 入れた とさは， 完全に 抜を 取って < ださい。 
参 DPR 付き まには 超な 硫黄 軽油 (S10  : 硫黄 成分 lOppm しツ 下） を 使用し 
てくだ さい。 

参 ガソ U ン まには ガソ U ン （無鉛 レギュラー ガソ U ン） を 使用して ください。 
給 ミ 由 時に 指定され ている 燃料で ある ことを 確認して ください。 

指定し ソ 外の 燃料を 使用す ると， エンジンの 始動 性び 悪く なった D,  ノッキ 
ングび 発生したり， 出力び 化 下す る 場合び あります。 また， そのまま 使 ラ 
と エン ジンの 故障 や 燃料 系 部品の 損傷に よる 燃料 漏れな どの 原因と なるお 
それび あ 〇を険 です。 

参 LPG 車には LP ガスを 補給して ください。 また， LP ガスの 補給は， LP ガ 
ス スタン ドの 係員に おまかせく ださい。 

LP ガス 補給 時は， 指定の 場所し ツ 外で 火気を 取り扱わな いよ ラ 十分に ご注意 
< ださい。 引火す る おそれび ありを 険 です。 

参 バイオ ディーゼル 燃料を 使 巧す る 際は， 「揮発油 等の 品質の 確な 等に 関する 
法律」 に 準拠した 已 日/ 〇しツ 下の ちのを 使用 してく ださい。 

指示され たちのし U 外の バイオ ディーゼル 燃料を 使用す ると， サプライ ポン 
プ および インジェクターの 故障の 原因になります。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 


■ 燃料 添加剤 や 燃料 水 巧き 剤な どを 使用 しないで く ださい 

• 燃料 添加剤 や 燃料 水 抜を 剤， 燃費 向上 添加剤， 使用 済 エンジン オイル 等を 
使用す ると， 煤煙の 発生 や サプライ ポンプ および インジェクター 内の 燃料 
酒 滑 部分の 握 動 不良に より 故障の 原因と なります。 

■ 燃料 タ ンク 内に 燃費 向上 装置な どを 取り付けな いでく ださい 

• 取り付けた 装置 （市販品） の 摩耗 粉 や 破片な どは， サプライ ポンプ および 
インジェクターの 故障の 原因と なります。 

■ 窓 ごしな ど 車が か 6 の エンジン 始動は 絶対に 巧わない でく ださい 

参 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 〇を険 です ので， おず 運転席に 座って 
行って ください。 

■ 走 巧 前に 全ての ドア および テール ゲート- サイ ド ゲート （荷台 装着 車） およ 
び バック ドア （ルー ト バン） び 確実に 閉まって いる ことを お認 してく ださい 

• ドア および テール ゲート'  サイ ド ゲー ト または バック ドアび 確実に 閉まっ 
ていないと 走行 中に 突然 開を， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険で 
す。 また， ツール ボックス 装着 車は， ツール ボックスの フタび 確実に 閉まっ 
ている ことを 確認して ください。 

■ キャブ チル ト 警告な び 点な した まま 走 巧し ないで ください 

• キャブび 確実に □ック されて いないため， 走行 中に キャブび はね 上び り， 思 
わめ 事故 や 重大な 障害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 
ります。 

■ 走 巧ず る 前に シート バック トレイ ★び 確実に 固定され ている ことを 巧認 して 
ください 

• 確実に 固定され ていないと， 急 ブレーキを かけた とを などに シート バック 
トレイび 不意に 動を， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■ フ □ント のが 気取り 入れ □に 雪， 落ち葉な どが 付いている ときは 取り除いて 
ください 

参 外気び 導入で をず， 車内の 換気び 十分で をな < なり， 雨天 時な ど 車内の 湿 
度び 上び り， ガラスび 曇ったり して 視界び 悪くなる おそれび あります。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運き ちずるた めに 


ム 警告 


■ 助手席 や センター シート ★， リ ヤシー ト ★に 巧 物を 積み重ねないで ください 

参 急 ブレーキを かけた とを や 車び 旋回して いると をな どに 荷物び 飛び出し 
て， 柔 員に あたった D, 荷物を 損傷したり， 荷物に 気を とられた りして， 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あ 〇を険 です。 

参 荷物は 荷台 または 荷 室に ま定 した 状態で （例えば， 荷物 または 荷 室 前ち に 
巧 等に） で 置いて ください。 

■ キャブと 巧 台の 間に， 物を 置かないで ください 

•また， ロープ や ほろ などを 使用す る 場合は， 先端び たれ 下 びらない よ ラに 
ま 意して < ださい。 （ルート バンを 除 < 荷台 装着 車） 

•  □ープ や ほろ などの 燃え やすいち のびたれ 下び ると， エンジン や 排気管の 
熱に より 引火し， 車両 乂巧 につな びる おそれび あり を険 です。 

■ フレームの 上の ずき 間に 板な どを 差し込まないで ください 

参 排気管の 熱で 車両 火災に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■ オーバーヘッド コンソール ★には， 重い 巧 物 や 開 □部 か 6 はみ出る よ ラな 巧 
物を 置いたり， 荷物を 積み重ねないで ください 

• 発進 時 や 旋回 時， 急 ブレーキを かけた とを などに 荷物び 飛び出し けび をし 
たり， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

■ アウ ターミラーを 格納した まま 走行し ないで ください 

• アウター 5 ラーに よる 後ち 確認び でさず， 思わめ 事故に つなび る おそれび 
ありを 険 です。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 


■ 燃料の 入った 容器 や スプレー ホな どは のせないで 

- •車内に 燃料の 入った 容器 やスプ 

レー 宙 などを 持ち込まないで くだ 


さい。 

万一の 事故のと を， 破裂 または 引火 
する おそれび ありを 険 です。 


• ブレーキ ペダル や アクセル ペダル 
の 下に 空ち などび はさまる とブ 
レーキ 操作び でさな < なるお それ 
や アクセル ペダルび 戻らな く おそ 
れ などび ありを 険 です。 空ち などび 
あると をは， 取り除いて ください。 


• フロア マツ ト はお 車に 合った もの 
を 正しく 敷いて ください。 フ □ア 
マツ トび ずれて 運転 中に 各 ペダル 
と 干渉し， 思わめ ス ピー ドび 出たり 
車を 停止し にくくなる などの おそ 
れび ありを 険 です。 また， アクセル 
ペダルを 覆ったり， 重ねて 敷いたり 
すると アクセル ペダルび ち どらな 
< なるな どの おそれび あ D を険で 
す。 
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.必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


ム 警告 

■ 運 お 席 付近の 整理 整頓 

参 トヨタ 純正 部品で あってち， 他 車種 および 異なる 年式の フロア マットは 使 
用し ないで ください。 

• 運転席 専用の フ □アマ ッ トを 使用して ください。 

• 他の フ □アマ ッ ト 類と 重ねて 使用し ないで ください。 

• フ □ア マットを 前後 逆さまに したり， 裏返して 使用し ないで ください。 

参フ □ア マットび すべての 固定 フック （ク リップ） で 正しい 位置に しっかり 
と 固定され ている ことを 定期的に 確認して ください。 

参 運転す る 前にし:! 下の ことを 確認して ください。 

- フロア マッ トび 正しい 位置に 敷かれて いる ことを 定期的に 確認し， 特に 洗 
車 後は， 必ず 確認を 行って ください。 

- エンジン 停止 および シフト レバーび 「N」 （ 「P」 ， 「(®)」 位置 付を 車では 
rpj, 「(©)」） の 位置で， 各 ペダルを 踏み込み， フロア マットと 干渉し ない 
ことを 確認して ください。 

■正 しい 運転 姿勢が 取れる よ ラに 

•シートの 調整， シートベルトの 調整， 八ン ドルの 調整は 停車して いると を 
に 行って ください。 走行 中に 調整す ると 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 
ります。 

► シート の調舊 （一 P.4-2) 

• シー トは 前後に 動かし 確実に 固定した ことを 確認して ください。 

►  A ン ドル 位置の 調整 （一 P. 已-已 7) 

• 八ン ドルの 位置は 操作び 最ち 楽な 
位置に 調整して ください。 

•調整 後は， 八ン ドルび 確実に □ック 
されて いる ことを 確認して くださ 
し、。 


► シート ベルトの 調舊 （一 P.4-9) 

• 腰部の ベル ト はおず 腰骨ので をる だけ 低い 位置に 着用 してく ださい。 

• 妊娠 中の 方 や 疾患の あるち ち 必ず シートベルトを 正しく 着用して くださ 
し、 （ただし， かかりつ けの 医師と 相談して から 使用して ください。） 

参 アジ ヤス タブ ル ショルダー ベルト アンカー ★の 高さは， 肩部の ベルトび 首 
や あごに あたらな いよ ラに 調節して ください。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 

■積 巧は 正しく （一  P.9-1 色） 

• 積みす ざ や 片寄った 積みち は， 故障 や 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 ミ 夫め られた 最大 積載量を 守り 正しい 積みち をして ください。 過 積載 
は 法律で 禁止され ています。 

■ ウインドウ ガラスな どに アクセサリーを 取り付けないで 

• ア クセヴ U —類は 運転を さまたげ 
る ほか， ア クセヴ U —の 吸盤び レン 
ズの 働を をして， 火災の 原因と ちな 
ります。 


■  メガ ネや ライターを 放置した まま， 車 か 6 離れないで 


• 車内に 放置した まま にしておくと. 
ライターび 爆発した D して 火災の 
原因と なります。 また， プラス チッ 
ク素 ネオの メガ ネは変 お- ひび 割れを 
起こす ことび あります。 


1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


A 警告 


■ 運 面の さまたげになる ところには 物を 置かないで 

参 インスト ルメン ト バネル やダッ 
シュ ボー ドの 上に 物を 置いた まま 
走行す ると、 運転者の 視界を さまた 
げたり、 発進 時 や 走行 中に 動いて 運 
転の さまたげになる おそれび あ 0 
ます。 


■ フ □ント ガラスに ついて 

• 装飾 板を 取り付けたり フィルムな 
どを 貼らないで ください。 前ち の視 
界び さまたげられ， 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あ 0 ます。 


■ エンジンを 始動 するとき は （一 P. 已 -已） 

参 パーキング ブレーキび 確実に 効を. 
シフト レバーを 「N」 (TPJ , 「(風」 
位置 付き 車では 「P」， 「(風」） の 位置 
にある ことを 確認して ください。 こ 
れらの 位置！; (外で エンジンを 始動 
させる と 急 発進して 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ 0 ます。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


まを- 快適 走 巧の ために 


A 警告 

■ 渡河な どの 水中 走 巧は しないで ください 

• 水中 走行は でを ません。 

• エア ク U- ナーや DPR ク U- ナ ーから エンジンに 水び 入る と エンジンを 破 

損する おそれび あります。 

(ウォー ター八 ン マー現象） 

•  ノ I イブ U ッ ド 車の 場合， H  V バッテ U —に 水び 入る と ショート する おそれ 

び 友 0 ます。 

■ 冠水 お 脱出を の 車両 点検 

参 必ず 下記の 項目な どを トヨタ 販売店で 点検して < ださい。 

- エア ク U- ナーや DPR ク U- ナー などに 水び 入って いない ことを 確認し 
ます。 

- 電気系統に 浸水び ないか 各部を 点検 します。 特に ノ （ッテ U  -/ 補 機 バッテ 
1」 一前ち の 電装品 ボックス 内部の 点検を 行い 浸水び ない ことを 確認し ま 
す。 水び 入って いた 場合は， 拭を 取り 乾燥させます。 また， バッテリー/ 
補 機 バッテ U —端 子 部の 水分を なを 取り， 清を します。 

. スターター， オルタ ネーターを 分解し， 内部に 水び 溜まって いない ことを 
確認し ます。 

- フ レーキの 効を 具合を 確認し ます。 効を び 悪い とさは， 前後の 車に 十分 ま 
意し ほ连で 走行し なびら 効を び 回復す るまで. 数回 ブレーキを 踏み ブレー 
キの 湿りを 乾かします。 

•八 イフ U ッ ド 車の 場合， 八 イブ U ッ ド システムを 点検 します。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


ム 警告 


■スタック * 1 したと をは 

• スタックからの 脱出を こころみ ると をは， 化ず 周囲の ま 全を 十分に 確認し 
て < ださい。 脱出の 勢いで， ちのを 損傷 させたり， 人身事故を 引を 起こす 
おそれび ありを 険 です。 

•タイヤを 高速で 回転 させないで ください。 タイヤび バースト （破裂） した 
り， 駆動 部品 （ディ ファレン シャル ギヤな ど） の 異常 過熱に より， 思わめ 
事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

•スタックからの 脱出の ために， やむ を 得ず 前進 •後退を 繰り返す とさは， 卜 
ランス ミッション や ディ ファレン シャル ギヤな どに 損傷を 与える おそれび 
あるた め， なの ことに ま 意して ください。 

•AT 車， 已 AMT まは シフト レバーを 「□」 または rnj,  MT 車は ri」 ま 
たは 巧」 に 確実に 入れてから， アクセル ペダルを 軽く 踏んで ください。 
また， シフ トレバー 操作 中は 絶対に アクセル ペダルを 踏まないで くださ 
し、。 

- 過度の 空ぶ かしや タイヤの 空転を させないで ください。 

- 過度に タイヤび 空転した 場合には. エンジン 回転び 低く なって から 徐 々に 
ブ レーキ 操作を してく ださい。 

- 数回 行っても 脱出で をない とさは， 本 操作を 中止して ください。 

参 スタック 脱出には， なのち 法び 有効です。 

- タイヤ 前後の ± や 雪を 取り除く 
- タイヤの 下に 木 や 石な どを あてび ラ 

• スタックからの 脱出な どに けん 引 フックを 使用 するとを は， おず; 欠の こと 
を お守りく ださい。 お守りいた だかない と， けん 引 フック や □ープ に 無理 
な 力び かかり 破損す る おそれび あります。 また， 万一の 場合， その 破片び 
周囲の 人 やちのに あた 0 重大な 障害を あたえる おそれび あ 〇を険 です。 

- けん 引して ちら 5 車び なかなか 動かない とさは. 無理に けん 引し ないで く 
ださい。 

- けん 引は 車に 巧して できるだけ まっすぐに 引っ張って ください。 

- けん 引 中は 車に 近畜ら ないで ください。 

参 けん 引 フック や サスペンション 部品な どに □ープ を かけて けん 引す ると， 
けん 引 フック やヴス ペン ショ ン 部品を 損傷す る おそれび あり ます。 無理に 
けん 引せ ず， トヨタ 販売店 や JAF などに 依頼して ください。 

* 1 : 飽かる み- 砂地- 深雪 路 などで 駆動輪び 空転したり， 埋まり 込んで 動けな < なった 状態。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 


■ 窓 か S 手 や 顔を 出さないで ください 

•走行 中， 手 や 顔を 出して いると， 車が の ものな どに あたったり， 急 ブレー 
キ 時に 頭を 窓 巧に ぶつけた りして， 重大な 障害に およぶ か， 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あります。 

■ ドア ガラスな どを 開ける とを や 閉める とさは， 他の 人の 手 •腕 •頭 •首な ど 
を 巧んだり 巻を & まない よ ラ に ま 意して く ださい 

• ドア ガラスに 挟まれたり 巻を 込まれた りして， 生命に かかわる 重大な 障害 
を 受ける おそれび あり を険 です。 

■ オープン トレイ- 物入れ 内な どに 窗 びり やず いもの や 凹面より はみ出ず もの 
を 収納し ないで ください 

•急 ブレーキ， 急 旋回した とを などに 収納 物び 飛び出し， 思わめ 事故に つな 
びる おそれび ありを 険 です。 

■ア ッ パー ボ ッ クスな どの フタを 開けた まま 走 しないで く ださい 

参 急 ブレーキを かけた とを などに 荷物び 飛び出し， 思わめ 事故に つなび る お 
それび あ 〇を険 です。 

■ 湿度び 高い とさに エアコンを 作動 させて いる 場合は， 吹き出し □切り替え レ 
バーを でり の 位置に しないで  <  ださい 

• 外気と ウインドウの 温度 差で ウインドウ 外側 表面び 曇り， 視界を さまたげ 
る 場合び あります。 

■ 巧 台 または 巧 室には 人を 柔 せて 走行し ないで ください 

• 急 ブレーキを かけた とを や 衝突した とを などに， 重大な 障害に およぶ か， 最 
悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■ エンジン 回転 中は シフ トレバーを 倒さないで ください 

参 万一， ギヤび 入って いると 車両び 動を 出し， 思わめ 事故に つなび る おそれ 
び あ 〇を険 です。 

■走 巧 中には シフト レバーを 「N」 にしないで ください 

• 走行 中に シフト レバーを 「N」 にす ると， エンジンブレーキび 効かな く  R な 
いっ M ゴ 

■ 走 巧 中は ドア レバーを 引かないで ください 

参 ドアび 開を 車が に 放り出された りして， 重大な 障害に およぶ か， 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あり ます。 
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.必読！ 安全- 快適に 運き ちずるた めに 


ム 警告 


■エンストした ときは， 落ち着いて 操作して ください 

参 エンスト したと をは， フレー キ倍力 装置 や パワー ステア U ングび 作動し な 
くな り， ブ レー キの 効きび 悪く なったり， 八ン ドルび 重く なったり します。 
この場合は， 制動 力な どび な < なった わけでは あ D ませんで， 通常より 力 
を 入れて 操作し， 周囲の ま 全を 確かめ， 路肩に 寄せて 停車して ください。 

■ 走行 中， 継続のに ブレーキ 付 おか 6 警告音 （キー キー 音） び 発生した ときは 

• ブレーキ パッドの 使用 限度です。 トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

•警告音は， ブレーキ バッド ウェア インジケーター によるち ので， 走行 中に 
警告音 （r キー キー」 とい 5 金属 音） を 発生 させ， ブレーキ バッドび 使用 限 
度に 近付いた ことを 運転者に 巧ら せます。 

•警告音び 発生した まま 走行し 続ける と， ブレーキの バッドび な < なり， ブ 
レーキ 部品を 損傷 させたり， 効を び 悪く なって， 思わめ 事故に つなび る お 
それび あ D を険 です。 

■ 走 巧 中に やむ を 得ず エンジンを 停止ず ると きは， 巧の ことを お守りく ださい 

参 十分に 減速す るよ ラに してく ださい。 エンジンを 停止す ると， ブレーキの 
効 さび 悪くなる と共に 八ン ドルび 重くなる ため， 車の コン ト □ー ルび しに 
くくなる など， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

参 スターター キーは 絶対に 抜かないで ください。 スターター キーを 抜く と 八 
ン ドルび □ック される ため， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 


■ 排出 ガスには 十分 気をつけて 

• 排出 ガスには 無色- 無臭で 有害な 一酸化炭素 （C0) び 含まれて いるた め, 
排出 ガスを 吸い込む と 一酸化炭素中毒になる おそれび ありを 険 です。 


• 換気び 悪い 場所では エンジンを か 
けた ままに しないで ください。 特に 
車庫 や 屋内な ど 囲まれた 場所では 
排出 ガスび 充満し， 一酸化炭素中毒 
になる おそれび あ 0 を険 です。 


参 排気管は とを ど さ 点検して ください 。排気管の 腐食な どに よる 巧 や 亀裂. お 
よび 禮 ざ 手 部の 損傷、 また 排気管の 異常な どに 気づいたら， 必ず トヨタ 版 
売店で 点検' 整備を 受けて < ださい。 そのまま 使用す ると 排出 ガスび 車内 
に 侵入し， 一酸化炭素中毒になる おそれび ありを 険 です。 

参 車内に 排出 ガスび 侵入して さたと 感じたら， すべての 窓を 全開に したり， 
ヒーターの 内が 気 切 0 替えを 外気 導入に するな どして， 新辭 なか 気を 車内 
に 入れて ください。 また， すみやかに トヨタ 販売店で 点検' 整備を 受けて 
ください。 そのまま 放置す ると 排出 ガスに よる 一酸化炭素中毒になる おそ 
れびあ D を険 です。 

■ 走 巧 中は エンジン スイッチを 切 5 ないで （一 P. 已 -2) 

• 走行 中は 絶対に 「ON」 の 位置し:! か 
にしないで ください。 

• 「ACC」 の 位置に すると エンジンび 
停止し， 八ン ドル 操作 や クラッチ ぺ 
ダル 操作び 極端に 重 < なった 0, ブ 
レーキの 効を び 悪 <な0 を険 です。 
また， スターター キーを 巧いた まま 
や 「LOCK」 の 位置に した ままで 絶 
巧に 走行し ないで ください。 八ンド 
ルび ロック さ れ 操作 びで をな  <  な 
〇を険 です。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


ム 警告 

■坂道を 下る ときは （一 P.9-7) 


参 坂道を 下る とさは， フット ブレーキ 
にた よらず， エンジンブレーキ •排 
気 ブレーキを 併用して ください。 ブ 
レーキ ペダルを 踏み 続ける と， 過熱 
により フ レーキの 効を び 悪くなる 
おそれび あ 〇を険 です。 


参 車の 前後に 人 や 障害物び ない こと 
を 5 ラー だけでなく 直接 自分の 目 
で 見て 確認して ください。 = ラーで 
は 確認 しされない 死角び あり ます。 

•信号待ち などで 停車した とさは， い 
つち 周 0 の 状況に 目を 配り ま 全を 
十分 確認して から 発進して  <  ださ 
い。 

• 後退 するとを に 十分な 視界び 得ら 
れ ない 場合は， 車から 降りて 後ち に 
障害物び ない こと を 確認して  <  だ 
さい。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 

■警告 巧が 点な したと きは （^P.6-1) 


油圧  充電  ABS 


TA01-068A 


■ カーブの 手前では 減速を 


• 警告な び 点な したり ブヴ ーび 鳴つ 
たと さは， ただちに 安全な 場所に 停 
車し， 各部を 点検して ください。 警 
告 灯- 計器 類の 警報を 無視して 運転 
すると 思わめ 事故の 原因に なり ま 
す。 原因び わからな いとを や 自分で 
整備で をない とさは， トヨタ 販売店 
で 点検- 整備を 受けて  <  ださい。 
左記の 警告 巧は 一例で， お 車の 仕様 
により 異なります。 


• カーブの 手前では 十分に 減速して 
ぐ ださい。 力 ー ブ 途中での 急ブレ ー 
キや 急八ン ドルは， 荷く ずれ や タイ 
ヤス U ップ， 横転な ど 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あ 0 ます。 また， 
内輪 差に ミ 主意し， 5 ラーで 左側の ま 
全を 確認 し 走行して く ださい。 


•  5 ラーは 車体より 張り出して いま 
す。 狭い 道路を 走行 するとを は， 歩 
行者な どに ま 意して ください。 

• 運転 中に 5 ラーを 見る と 視界び 大 
さ < 移動し ます。 前ち のま 全に ま 意 
をし なびら 5 ラーでの 確認を 行つ 
て  <  ださい。 


1-1 巳 


1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


ム 警告 


■走 巧 中に タイヤが パンク や パーストした ときは （一 P.13 -巨 1， 1 已 -4 已） 

参 急 ブレーキを かけないで < ださい。 
八ン ドルを 強く とられを 険 です。 八 
ン ドルを しっかり 持って 徐 々にブ 
レーキを かけて スピード 落とし. ま 
全な 場所に 停車して < ださい。 ま 
た， そのまま 走り続け ると タイヤの 
過熱から 出火に つなび る おそれび 
ありを 険 です。 


参 ほ 速で ブレーキ ペダルの 踏み 効を 
具合を 確認して < ださい。 ブレーキ 
ドラムに 水び 入る と 効を び 悪くな 
0, 思わめ 事故に つなび る おそれび 
あります。 

• 効を び 悪い とさは， 前後の 車に 十分 
ま 意 しな 速で 走行 しなびら 効を び 
回復す るまで， 数回 ブレーキを 踏み 
ブ レーキの 湿り を 乾かして く ださ 
し、。 


■ カー ナビ ゲー シヨ ン システム ★をつ か ラと さは 

• を 全の ため， 運転者は 走行 中に 操作 
をし ないで ください。 わを 見 運転 や 
前ち 不ま 意， または 八ン ドル 操作を 
誤るな ど 思わめ 事故に つなび る お 
それび あります。 車を 停止 させて か 
ら 操作して 下さい。 

♦画面を 見る 時間は， 必要 最小限と し 
てくだ さい。 


■ 洗車を や 水たまり を 走行した 後は 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 

■運転 中は， 携帯電話を 使用し ないで 


• 運転者び 自動車電話 や 携帯電話を 
使用す る 場合は， 安全な 場所に 停車 
してから 使用して ください。 

走行 中の 使用は， わを 見 運転 や 前ち 
不ミ 主意に よる 追 ま 事故な どに つな 
びる おそれび ある ほか， 法律で 禁止 
されて います。 


• 悪天候 時は， 速度を 控えて 走行して 
ください。 視界び 悪くなる ほか， 路 
面び 滑 り やす  <  なる ため 制動 距離 
は 乾燥 路 よりも 長くな ります。 ま 
た， 急 ブレーキ •急 八ン ドルは ス 
1」 ップ しやす  <  なります ので エン 
ジン ブレーキ- 排気 ブレーキを 併用 
して 減を してく ださい。 


■車を 移動ず ると さは， 必ず エンジンを 始動して 


• 坂道な どを 利用して エンジンを か 
けずに 移動し ないで ください。 エン 
ジンび かかって いないと ブレーキ 
の 効きび 悪く なったり. 八ン ドルび 
極端に 重 < な 0 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あります。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


A 警告 


■  ES スター ト ★を 使う ときは （一 P. 已 -99) 


参 ES スタート 作動 時， ブレーキ 保持 
力び 十分で ない と 車両び 動を 出す 
場合び あります。 このと さは ブレー 
キ ペダルを 増し 踏みす るか， パー キ 
ング ブレーキを 使用して ください。 


■ 排気 ブレーキ ★を 作動させる とき 

参 滑り やすい 路面 状態で 排気 ブレーキを 作動させる とス U ップ する おそれび 
あります ので 十分 ミ 主意して ください。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


ーボ まの 取り扱い 


W 


礙瓶 i 


■ ターボ 装置とは 

• エンジンに 大量の 空気を 過 給して エンジンからより 大 をな 馬力を 引を 出す ち 
ので， 非常に 精密に 作られて います。 

■ ターボ 車の 点検 手入れは しっかりと 

参 ターボ 装置は 毎分 1 0 数万 回転に およぶ 高 回転， 700 むし ツ 上の 高温 下で 使わ 
れ， その 潤滑と; 令 却は エンジン オイルと; 令 却 水で 行われて います。 


A を 意 

■ エンジンげ 冷えて いると きは 空ぶ かしや 急 加速は 絶対に 巧わないで 

• 始動 直後に 空ぶ かしや 高速 回転を させないで ください。 エンジンの 不調 や 
故障の 原因になります。 また， 燃料の 無駄 使いに ちなります。 

■ マフラー などには 指定! •ソ がの 部品を 使わないで 

• ターボ 装置の 故障の 原因になります。 

■ 夕ー ボ 車の 運転に ついて 

参 水温 計の 指針び 動を 出す まで 暖機 運転を 行って < ださい。 

• 登坂 や 高速 走行 後は， アイ ド U ング 運転を 行い ターボ チャー ジャーを; 令 却 
してから エンジンを 停止して ください。 

■ ターボ 車の 点検 手入れは しっかりと 

• ターボ 性能を なつた めには， トヨタ 純正 エンジン オイル. オイル フィルター 
の 定期的な 交換， そ して エア ク U —ナ ーの 定期的な 清掃と 交換び 必要です。 
• シビア コンディション 時を 除を エンジン オイル， オイル フィ ルターは 
1 已 ,000km 走行 ごとに 化ず 交換して ください。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運き ちずるた めに 


•- トマ チック まを 運拓 する にあたって 


アドバイス 


■ オートマチック 車の 運転 操作ち 法を 十分 理解して 


• オートマチック 車 固有の 特性び あ 
ります ので 運転 操作ち 法を 十分 理 
解して 正しく 操作して ください。 


网巧識 


■ オー トマ チック 車の 発進 時の シフ ト チェンジは ブレーキ ペダルを 踏んだ ままで 
卜  P.5-17) 


• ブレーキ ペダルを 踏んだ ままで ない と 「P」 位置から シフ ト でさません。 
• レバーを 「R」 位置に 入れる とブヴ ーび 鳴ります。 


A 警告 

■ 発進 時の シフト チェンジは ブ レー キ ペダルを 踏んだ ままで （一 P. 已 -17) 


• エンジン 回転び 高い とさは， ブレー 
キ ペダルを 踏んで いない 状態で 
の」 • 「4」 ' 「L- 引 または 旧」 位置 
に 入れる と 急 発進す る おそれび あ 
0 を険 です。 


参 発進 時には 必ず ブレーキ ペダルを 踏んだ まま 「P」 または 「N」 位置から 
「D」 または 「R」 位置に シフトして ください。 

参 シフト 位置を 確かめ， 周りの 安全を 確認して から 発進して ください。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 

■ めれ た 路面- 凍結 路 などでは 

• アクセル ペダルを いっぱい 1 し 踏み 
込む と 自動的に シフ ト ダウンし ま 
すので 滑り やすい 路面では アクセ 
ル ペダルを 急激に 踏み込まないで 
ください。 タイヤび 空転し， 車の 方 
向性を 失 ラ おそれび あり ます。 

■ ブ レー キ ペダル 操作は 必ずち 足で （一 P. 已 -14) 

• ち おを アクた ル ペタル 1 しの だに ま 
ま， 左足で ブレーキ ペダル 操作を す 
ると， ブレーキの 効 さが 悪く なった 
り， ブレーキ パッド または ライ こン 
グの 摩耗を 早める おそれが ありま 
す。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運き ちずるた めに 


5AMT まを 運 面する にあたって 


■ 停車 中の シフ ト レバー操作 


• 停車 中の シフト レバー 操作では， フ レーキ ペダルを 踏まない と ギヤは 入り ま 
せん。 


■ 発進に ついて 


• ク U —プ 現象はありません。 

参 ES スタートを 解除した 状態で 坂道な どを 発進 走行 するとを は， バーキン グブ 
レーキを 併用 して 発進して ください。 

参 発進 ギヤび 入った 状態では， アクセル ペダルを 踏む だけで 発進し ます。 発進 
走行 時！; (外には アクセル ペダルに 足を のせないで ください。 

■ 滑り やず い 路面での 走 巧 

• 走行 中， アクセル ペダルを いっぱいに 踏み込む と 自動的に シフ ト ダウンし ま 
すので 滑り やすい 路面では アクセル ペダルを 急激に 踏み込まないで < ださ 
し、。 タイヤび 空転し， 車の 方向 性を 失 ラ おそれび あります。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


八 イブ リツ ド 車を 運 おず るに あたって 


A 


エンジンと トランス 5 ッシ ヨンの 間に 取り付けられた 電気 モーターを， イン バー 
ターび コン  トロール する ことにより， なの 日 つの 機能を 発揮し ます。 


I スターター 


エ ン ジン 始動 時には，  電気 モーターを 
スタ ー タ ー モ ー タ ー と して 作動 させ， 
エンジンを 始動させます。 


モー ター （トルク アシスト） 


車両の 発進， 加 ま 時には， エンジンの 
発生す る トルクに， モーターの トルク 
び 加算され ます。 


I エネ ルギー 回生 


車両 減速 時に 車両の 運動 エネルギーを 電気 エネルギーに 変換し， HV バッテ U —に 
充電し ます。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


I リターダー ブ レー キ （補助 制動 装置) 


車両 減速 時の 運動 エネルギーを 大 容量 
の 電気 エネルギーに 変換し ます。 電気 
エネルギーに 変換され る ことで， ブ 
レーキ カと なります ので， 補助 ブレー 
キ として 作動し ます。 また， エネルギー 
回生ち 行います。 U ター ダーは， ブレー 
キ ペダルを 踏む ことにより （フット ブ 
レーキ 連動） 作動し ます。 なお， その 
他に エンジンブレーキ および 排気 ブ 
レーキを 使用した 場合に ち 作動し ま 
す。 


t オル タネーター機能 

回生した エネ ル ギーを HV バッテ U- に充量 DC-DC コン バー ターで 変圧し， 電 
装 品へ 電力供給を します。 従って， 一般的な オルタ ネーターは 装着され ていません。 


网巧識 


■ スターター 

•エンジンの 始動 方法は， 標準 車と 同じです。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A を 巧 


■ 高電圧- 高温に ミち 意して ください 

•高電圧 部位， 高電圧の 配線 （オレンジ色） および その コネクターの 取り か 
し， 分解な どは， 生命に かかわる よ ラな 重大な 障害を 受ける おそれび あり 
を険 です ので， 絶対に 行わないで <  ださい。 

■  HV バッテリーの 収納 部は， 不用意に ふれないで ください 

•  HV バッテ U —には 高電圧び 蓄えられて いるた め， 取り扱いを 誤る と 感電 
し， 生命に かかわる よ ラな 重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 
事故な どで HV バッテ U —の 収納 部び 損傷した 場合は， 不用意に 破損 箇所 
に 触れない よ ラに 注意し， トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 

■ の 気 □の カバーは 絶対にが さないで ください 

• カバーの 内部には 高電圧を 制御す る 部品 類び あるた め， 不用意に ふれる と 
感電し， 生命に かかわる よ ラ な 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 

■車の 点検 •調整 作業を 行 ラと きは， オレンジ色の 高電圧 配線に ふれたり， 配 
線を 傷付けたり しないよう に ま 意して く ださい 

• 感電し， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 〇を険 です。 

■ 万一， 事故び 発生した ときは 次の 点に を 意して ください 

• 八イフ 1」 ッ ドは， HV バッテ U- などの 高電圧 システムを 使用して います。 
事故に より， 高電圧 部位 （HV バッテ U —， 高電圧 配線な ど） び大を < 破損 
した 場合は， 不用意に さわる と， 感電な ど 生命に かかわる よ ラな 重大な 傷 
害を 受ける おそれび あ D を険 です。 

• 移動で をる 場合は， 他の 交通の さまたげに ならない よ ラな ま 全な 場所に 車 
を 移動し， 続発 事故 防止を 図って < ださい。 

• 高電圧び 各 ユニッ ト にかから ない よ ラに する ため， 車両の 状態を なのよ 5 
にして ください。 

. ブレーキ ペダルを 踏み， シフト レバーを 「N」， 「(風」 位置 付を 車では 「(風」 
の 110 宣 にす々 

- パーキング ブレーキを かける 
- エンジン スイッチを 「LOCK」 の 位置に する 
参 HV バッテ U —， 高電圧 配線 （オレンジ色） などの 高電圧 部位には， 絶対に 
さわらないで ください。 感電の おそれび ありを 険 です。 

参 車 室内 および 車 室外に はみ出し ている 電気 配線に ち， 絶対に さわらないで 
ください。 漏電に よる 感電の おそれび ありを 険 です。 

参 車両に 液体の 付着 やちれ び ある 場合， 絶対に さわらないで < ださい。 

HV バッテ U- の 電解液 猫 アル カ U 性） び. 目 や 皮膚に ふれる と 失明 や 皮 
膚 傷害の おそれび ありを 険 です。 万一， 目 や 皮膚に 付着した 場合， ただち 
に 大量の 水で 洗い流し， 早急に 医師の 診断を 受けて < ださい。 

•誤って HV バッテ U — 液を 飲み込んだ 場合は， 多量の 水を 飲んで， すぐに 
医師の 該 察を 受けて ください。 

•万一. 車両 火災び 発生した とさは， ABC 消火器を 使用して 消化して くださ 
し、 水を かける 場合には， 消火栓な どから 水を 大量に かけて ください。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


ム 警告 


■ 燃料 計の 舒が E に 近付いた ときは， ずみ やかに 燃料を 補給して ください 

参 八 イブ U ッド 車と いってち， 燃料 びないと 走行で をません。 通常の ディー 
ゼル エンジン 車と 同様に， 燃料 計の 目盛 D び E に 近付いた とさは， すみ や 
かに 燃料を 補給して く ださい。 

■  HV バッテリー 冷却 用の 吸気 □まわりを ふさび ないで ください 

• 吸気 □び ふ さびれる と. HV バッテ U —び 過熱して 八 イブ U ッ ド システムの 
出力 ほ 下につな びる おそれび あります。 

■  HV バッ テリー を 却 用の 吸気 □に 水 や 異物を 入れないで ください 

参 HV バッテ U —の 吸気 口に 水 や 異物を 入れないで < ださい。 また. 高圧 洗車 
機を 使用 するとを は， HV バッテ 1」 一 収納 部に 近付けす ざない よ ラに ミ 主意し 
てくだ さい。 HV バッテ U —な どに 悪影響を およぼし， 損傷す る おそれび あ 
ります。 吸気 □に 大量の 水 や 異物を 入れて しまったと をは， トヨタ 販売店 
で 点検を 受けて ください。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


4WD 車の 取 日 巧い 


礙瓶 i 


■スタック （立ち往生） した 5 


• タイヤの 下に 石 や 木な どを あてび 
い 脱出す るか， 前進 •後退を 繰り返 
し 慣性を 利用して 脱出し ます。 

また， めかる みび ひどい とさは， 夕 
イヤ チェーンを 利用す るの ち 効果 
的です。 


■ 急坂 路を 上る ときは 

• 上る 前に あらかじめ 路面の 状態を 確かめ， 凹凸の 少ない ところを 選びます。 上 
り 始めと 終わりは， なだらかな 斜面を 選んで ください。 

■ 急坂 路を 下る とさは 

• 下る 前に あらかじめ 路面の 状態を 確かめ， 斜 度に 合った 変速 ギヤを 選びます。 
下る 途中での 変速 や クラッチ 操作は 避けて ください。 


ム 警告 


■ 乾燥した 舗装 路面 および 高速道路を 走行ず ると をは 


参 必ず 2WD  (後輪 駆動） で 走行して 
ください。 4WD  (4 輪 駆動） で 走 
行す ると 駆動 系 部品に 悪影響を あ 
たえ， 駆動 系の オイル 漏れ や 焼を 付 
をな どに より， 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あります。 


■雪路 走行は， 4WD  (4 輪 駆動） で 慎重に 走 巧して ください 

•アクセル， 八ン ドル， ブレーキ 操作は 一般の 車と 同様に 慎重に 行って くだ 
さい。 急な 操作は 思いび けない 事故 や スタック （立ち往生） の おそれび あ 
ります。 
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.必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


A ミち 意 


■ タイヤを 交換ず ると きは 

参 サイズ， メーカー， 銘柄 および トレッド パターン （溝 模様） の 異なった 夕 
イヤを 混ぜて 使用したり， 指定 サイズし がの タイヤを 装着す ると， 駆動 系 
部品に 悪影響を あたえる おそれび あります。 

参 なの 場合ち， 駆動 系 部品に 悪影響を あたえる おそれび あります。 タイヤ 空 
気圧の 点検を 行 ってく ださい。 

- 空気 圧の 差び 著しい とを 
- 空気 圧び 指定 値から 外れて いると を 
参 タイヤを 交換す ると さは， なの 事項を 必ず 守って ください。 

- トヨタ 販売店に 相談す る。 

- ノーマル タイヤ •を 用 タイヤを 装着 するとを は， 全 輪と も 指定 サイズ， 同 
ー メーカー， 同一 銘柄 および 同ー トレッド パターン （溝 模様） の タイヤを 
装着す る。 

参 異常の ある タイヤを 装着し ない。 

■ ラフ □-ド 走行を は， さ 部 点検を 忘れずに 巧って 

参 路面の 凹凸な どで 損傷した 箇所は 
ないか 下 周りな どを 入を に 点検し 
て  <  ださい。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A ミち 意 


■  4WD  (4 輪 駆動） 走 巧 時は （一 P. 已 -82) 

# 必ず 左ち のフ U — ホイ ー ル 八ブを 
両方と も 「LOCK」 の 位置に 含 わせ 
て  <  ださい。 

「FREE」 の 状態で 4WD  (4 輪 駆動） 
への 切り 替えを 行わないで  <  ださ 
し、。 異音が 発生したり， 故障の 原因 
となります。 

•左ち のフ U — ホイール 八ブが 
「LOCK」 されて いないと.  4WD 切 
り 替え スイッチを 操作し 表示 口が 
点 口した 状態で ち 車両は 4WD  (4 
輪 駆動） にはな りません。 

■ 4WD 車に ついて 

•  4WD 車と いっても 万能 車ではありません。 アクセル， 八ン ドル， ブレー 
キの 操作は 一般の 車と 同じ < 慎重に 行い， 常に 安全運転 をむ 掛けて < ださ 
い。 

■  4WD  (4 輪 駆動） か S2WD  (後輪 駆動） への 切り替え 操作を したと きに 

• 表示灯が 消灯 しないと さは， 周囲の 安全を 確認して 加減 速 または 後退を 
行って ください。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


停ま するとを 


W 


ム 警告 

■ パーキング ブレーキは 確実に 効かせて 


• パーキング ブレーキ レバーは いっぱいに 引いて < ださい。 パーキング ブ 
レーキ レノ （一の 引を び 不足 している と 駐車 中に 車び 動を， 事故に つなび る 
おそれび あります。 

■ エンジンを かけた まま 運転席で 仮 旧し ないで 

• 仮眠 するとを は， 必ず エンジンを 止 
めて ください。 眠って いると をに 無 
意識に アクセル ペダルを 踏み込ん 
だり シフト レバーを 動かした りし 
て， 事故 や エンジン- 排気管な どの 
異常 過熱に よる 火災の 原因に なり 
を険 です。 

• 風通しの 悪い 所で 駐 停車し ないで 
ください。 周囲の 状況によっては， 
排出 ガスび 車内に 侵入し 一酸化 炭 
素 中毒になる おそれび お 0 を険で 
す。 


■ 燃え やず い 物の 付近に 車を 止めないで 


参 枯草や 紙 < ず など 燃え やすい 物び 
ある 場所に 車を 止めないで < ださ 
し、。 走行 直後 や DPR 再生 中は 排気 
管 や マフラー 付近び 高温に なって 
います。 

燃え やすい 物び 近 < にある と 火が 
の 原因になります。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


ム 警告 

■ 坂道 駐車は 確実に 

•坂道の 駐車は 避け， 平らな 場所を 選んで 駐車して < ださい。 坂道に 駐車す 
ると， 駐車 中に まび 動を， 事故に つなび る おそれび あります。 

• やむ を 得ず 坂道に 駐車 するとを は， パーキング ブレーキを 確実に 効かせ， 車 
び 動かない ことを 確認して から タイヤに 輪 止めを かけて ください。 

• レバーの 引きし ろは 適正に 調整して ください。 (- P.12-19) 

引を しろび をい と 駐車の 際に いっぱいに 引けなくなります。 

■ お 車 か 6 離れる とさは 


■ ドアを 開ける ときは （一 P.3-9) 


• パーキング ブレーキを 確実に 効か 
せ エンジンを 止め ドアは 施錠して 
ください。 坂道に 駐車 するとを や 長 
時間の 駐車は タイヤに 輪 止めを 併 
用して ください。 無人で 車び 動いた 
り 車両を 難の おそれび あります。 ま 
た， 施錠して いてち 車内に 貴重品を 
おいたま まにしないで < ださい。 


• いを なり 開ける と 後続 車 や 歩行者 
などに ぶつかる おそれび あります。 
前後の ま 全を 十分 確かめてから 開 
けて  <  ださい。 
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A 警告 

■ お テ さまを ひざの 上で 抱いて 柔 せないで ください （一 P.4-2) 

• ひざの ラえ にお テ さまを 抱いて いてち， 急 ブレーキ や 衝突した とを などに 
十分に 支える ことび でさず お 子 さまび 放り出された りして， 重大な 傷害に 
およぶ か 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ ります。 

■ お 子 さまに も シート ベルト または チャイルド シート を （一 P.4-9) 


• シー ト ベル トび首 や あごに あたる 
場合 や 腰骨に かからない よ ラな ル 
さな おモ さまには， 年令 や 体の 大を 
さに 合った テ 供 専用 シート （ベビー 
シート， チャイルド シート， ジュニ 
ア シート） を ご 使用く ださい。 テ 供 
専用 シートを ご 使用なる とさは， お 
ず 商品に 付属の 取扱 書を よ  <  お 読 
みの ラえ， 確実に 取 0 付け， 使用ち 
法を 守って ご 使用く ださい。 


• お テ さまは U ヤ シートに 座らせて 
ください。 


■ 助手席 SRS エアバッグ 装着 車 

• 助手席 SRS エアバッグ 装着 車では 助手席べ ビー シー トを 取り付けたり チャ 
イル ド シー トを 後ろ 向を に 取り付けたり しないで ください。 

• 助手席 SRS エアバッグ 装着 車で， やむ を 得ず 助手席に お 子 さまを 乗せる と 
をで も， 必ず シートベルト または チャイルドシートを 着用 させ， シートに 
深く 腰かけて， 背ち たれに 背中び ついた 正しい 姿勢で 座らせて ください。 
SRS エア バッ グびふ くらんだ と をの 強い 衝撃で 生命に かかわる よ ラ な 重大 
な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

■ パワー ウインドウ などは お 子 さまに 操作 させないで （一 P.3-21) 

• パワー ウインドウ はおず ウインドウ ロック スイッチを 使用し， 運転席 側で 
操作して ください。 

お テ さまび 操作す ると， 手 や 頭な どを はさんだり 思わめ ケガ をす る おそれ 
び ありを 険 です。 


1-3 吕 


安全- 快適に 運転ず るた めに 


ム 警告 


■ 車 か 5 離れる ときは， お 子 さまを 車内に 残さないで 

• おモ さまの いたずらにより 車び 発 
進した 0 火災を 起こすな ど 思わめ 
事故に つなび る おそれび ありを 険 
です。 

• 炎天下の 車内は 高温と なり 熱射病 
になるな どの おそれび あ 0 を険で 
す。 


■ 運 面 装置 や 装備 品には 触れさせないで 

参 おモ さまの いたずら などに より， 思わめ 事故 や 故障の 原因になります。 

•パワー ウインドウ 装着 車は， ウインドウ ロック スイッチを 使用して， お テ 
さまび 誤って 操作 しないよ ラに してく ださい。 また， ドア ガラスを 開ける 
とを や 閉める とを は， 他の 人の 手 ■腕 ■頭- 首な どを 挟んだ D 巻を 込まな 
いよ ラ に ま 意 して 操作 してく ださい。 

■ 窓 か 5 手 や 顔を 出させないで 


♦車 外の 物な どに 当たったり， 急ブ 
レーキ 時に 生命に かかわる よ ラな 
重大な 傷害を 受ける おそれび あり 
ます。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運き ちずるた めに 


これは をない！ 気をつけて 


A ち 巧 


■点検 整備を 巧う ときは （一 P. 13-3) 

• 点検- 取り扱い 時には， 端 テ 部との 接触に よる ショートび 起さない よ ラに 
十分 ま 意して ください。 感電， 爆発な どの おそれび あり 非常にを 険 です。 

•バッ テ U  —/補 機ノ （ッテ U —からは 弓 I 火 性の 水素 ガスび 発生 してい ますの 
で， バッテ U  —/補 機ノ （ッテ 1」 一の 近く で乂 巧を 飛ばしたり タノ く コの乂 な 
どの 火気を 近づけたり しないで く ださい。 バッテ 1」 一/補 機 バッテ 1」 一 か 
ら 発生す る 水素 ガスに 引火す ると 爆発す る おそれび あり 非常にを 険 です。 

■ ラジェーターキャップに 気をつけて （一 P. 13-40) 

参 ラジェーター キャップび 熱い とを 
は， キャップを がさないで くださ 
し、。 熱湯 •蒸気び 噴を 出して， やけ 
どを する おそれび ありを 険 です。 ま 
た， ラジェーター キャップは 確実に 
締めて  <  ださい。 


■ バッ テリー/ 補 機バッ テリーび あげった ときは （一 P.1 已 -48) 


参 引を びけ や 坂道で 車を 動かして ェ 
ン ジンを かけないで < ださい。 

追突 事故に つなび る おそれび あり 
を険 です。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


A 警告 

■灰皿を 開けた ままに しないで （一 P.8-2 已） 

•マッチ. タバコな どの 火は 消して か 
ら 灰皿の 中に 入れて < ださい。 火の 
ついた ままで 入れる と 吸い びら に 
燃え移り 火 巧の 原因になります。 

• 使用 後は 必ず ふたを 閉めて < だ 
さい。 

• 灰皿の 中には 吸いび らし U がの 物を 
入れないで ください。 特に 紙 < ず や 
空箱な ど 燃え やすいちのは タバコ 
の 火び 燃え移 0 火災の 原因に なり 
ます。 

参 灰皿の 中には 吸い びら をた めす ざないで < ださい。 

• 火の ついた タバコ や 吸 いびらな どは， 絶対に 窓の がに 巧げ 捨てないで < だ 
さい。 道路を ミちす ばかりでなく， 捨てた タバコ や 吸 いびらび， 火災の 原因 
になります。 

■ バッ テリー/ 補 機バッ テリーび あびった ときは （一 P.15-48) 

• ブースター ケーブルで 他 車の ノ （ッテ U  —/補 機 バッテ U —と 接続 するとを 
は. 故障車と 同じ 電圧の 車を 使用して ください。 

■ ジャッキは 正しい 位置で （一 P. 13 - 已已） 

• 地面び かたい 平坦な 場所を 選んで 
ください。 また， パーキング ブレー 
キを 確実に 効かせ， ジャッキ アップ 
軸し U 外の タイヤの 前後に 輪 止めを 
掛けて < ださい。 坂道 および 地面の 
柔らかい ところでは， ジャッキび 傾 
いたり 滑ったり して 車び 落下し 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 


1-3 巳 


A 警告 


■ 電飾 品を 取り付ける とさは 

参 市販の 電飾 品を 取 0 付ける ために 勝手に 配線す ると 装置の 誤作動 や 電線の 
過熱に より 火災の 原因になります。 

•電装 品 （無線機， オーディオ など） を 取り付ける 際は， トヨタ 販売店に ご 
相談く ださい。 

■  DC/DC コンパ‘一 夕一について 

• 車両に 搭載され ている DC/DC コンバーターを 電装 品の 電源と して 使用し 
ないで ください。 過 電流に よる DC/DC コンバーターの 出力 停止び 原因で 
エンス ト する おそれび あります。 

■ 無線機に ついて 


X 


• 電源に ま 意 （V 数の 異なる 仕様の 無 
線 機は 直接 取 0 付ける ことは でを 
ません。） 


• コンピューター や 八 ー ネスからで 
をる だ け 離して 取り付けな いと 電 
テ 部品 び 誤作動 を 起こす ことび あ 
0 ます。 


1-3 己 


ム 警告 


■ 不正 改造は しないで 


X 


参 トヨタ自動車び 国 ± 交通 省に 届出 
を した 部品！; (がの 物を 取り 付けた 
り， 部品を 取りが すと 法規 違反に な 
る ことび あ 0 ます。 


• トヨタ 純正 部品 (がの 部品を 取り 
付ける と， 車の 性能 や 機能を 損な ラ 
ことがあり， 故障 や 事故の 原因に な 
ります。 ア クセヴ U- を 取り付ける 
とさは， トヨタ 販売店に ご 相談く だ 
さい。 


参 車 高を 落としたり， ワイド タイヤを 装着す るな ど， 車の 性能 や 機能に 適さ 
ない 部品を 装着す ると， 故障の 原因に なった D, 事故を 起こし 重大な 傷害 
を 受ける か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

• 八ン ドルの 改造は 絶対にし ないで ください。 SRS エアバッグ 装着 車は 八ン 
ドルに SRS エアバッグび 内蔵され ている ため， 不適切に 扱 5 と 正常に 作動 
しなく なったり， 誤って ふくらみ， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あり ます。 

• なの 場合は トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

- タイヤ， ディスク ホイール， ホイール 取り付け ナット- ボルトの 交換 
異なった 種類 や 指定し:! がの ちのを 使用す ると， 走行 中に 悪影響を およぼし 
たり， 不正 改造になる ことび あります。 

- 電装 品， 無線機な どの 取り付け， 取り外し 
電モ 機器 部品に 悪影響を およぼしたり， 故障 や 車両 火災な ど 事故に つなび 
る おそれび ありを 険 です。 

• フ □ント ガラス および 運転席 ■助手席の 窓ガラスに 着色 フィルム （含む 透 
明 フィルム） などを 貼り付けないで ください。 視界を 妨げる ばかりで な <, 
不正 改造に つなび る おそれび あります。 

■ 巧 台に ついて 

参 荷台の テール ゲート や サイ ド ゲートを 降ろした まま 走行し ないで < ださ 
し、。 降ろした まま 走行す ると 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 ま 
た， 排気 菅 からの 熱で サイ ド ゲートを 損傷す る おそれび あります。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


SRS エアバッグに ついて 


SRS エア バッ グ は， 運転者 または 助手席 乗員 （助手席 SRS エア バッ グ 装着 車) 
に 重大な を 害び およぶ よ 5 な 強い 衝撃を 車両 前方から 受けた とさに ふくらみ， 
シートベルトび 身体を 巧 束す る 働を と あわせて， 運転者， 柔 員の 頭 や 顔な どの 上 
体に 作用す る 衝撃 力を 分散， 緩和させる 機能び あります。 


► 運転席  ► 助手席 

□ 展開 部  @ 展開 部 

日 バッド 部 


A 警告 

■ シー ト ベル トを 必ず 着用 してく ださい。 （一 P.4-9) 

参 SRS エアバッグは シートベルトの 
補助 巧 ま 装置で あ D、 シートベルト 
に 代わる ちので はありません。 シー 
ト ベルトを 正しく 着用 しないと. 衝 
まや 急 ブレーキ などで 前ち に 放り 
出された と 同時に， SRS エア バッ 
グ びふくら み， 強い 衝撃を 受け 生命 
にか かわる よ ラな 重大な 傷害に つ 
なびる おそれび あり を険 です。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


• シートを 正しい 位置に 調整し， 背ち 
たれに 背中を つけた 正しい 姿勢で 
シート に 座って ください。 SRS エ 
アバ ッグに 近づを すぎた 姿勢で 柔 
車して いると SRS エアバッグび ふ 
く らんだと をに 強い 衝撃を 受けを 
険 です。 

• 運転者は 正しい 運転 操作び でさる 
範囲で， でさる だけ 八ン ドルに 近づ 
をす ざない よ ラに 座って ください。 


• 助手席 SRS エアバッグ 装着 車では， 助手席 乗員は 助手席 SRS エアバッグ 
から できるだけ 離れて 後ち に 座って ください。 シート 前端に 座った D. イ 
ンス トル メン トノ て ネルに もたれかか ったり， 足を 柔 せたり しないで く ださ 
い。 

参 ひざの 上に 物を かかえる など 乗員と SRS エア バッ グの 間に 物を 置いた 状態 
で 走行し ないで ください。 SRS エアバッグ びふく らんだと をに 物び 飛ばさ 
れた D, 正常な 作動を さまたげたり してを 険 です。 

■  SRS エアバッグ 展開 部に 物を 置かなないで ください 

• カー 用品な どを 装着 するとを は， お 
ず; 欠の ことを お守りく ださい。 お 守 
りいた だかない と SRS エアバッグ 
び 正常に 作動し なくなった 0, 誤っ 
て ふくらみ 生命に かかわる よ ラな 
重大な 傷害を 受ける おそれび あり 
を険 です。 

•  SRS エアバッグの 展開 部を カバー 
や ステッカー などで おおね ないで 
< ださい。 


参 助手席 SRS エアバッグ 装着 車では， インス トル メント パネル 上部に 芳香剤 
など 物を 置いたり， 傘な どを 立て かけないで ください。 助手席 SRS エア 
バッグび ふくらん だとを に 飛ばされ てを 険 です。 

参 無線機の 電波な どは， SRS エアバッグを 作動させる コンピューターに 悪 影 
響を 与える おそれび あります ので， 無線機な どを 取り付け ると をは， トヨ 
夕 販売店に ご 相談  <  ださい。 


A 警告 


■ 正しい 姿勢で （一 P.4-2) 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


A 警告 


■ お テ さまを 柔 せる ときのを 意 

参 必ずな のこと を お守りく ださい。 お守りいた だかない と SRS エアバッグび 
み <  らんだと をの 強い 衝撃で お 子 さまの 生命に かかわる よ ラ な 重大な 傷害 
を 受ける おそれび あり を険 です。 

- ダブル キャブ， ルート バン 3/ 己人柔 りでは お 子 さまは U ヤシー トに 座ら 
せて 必ず シー ト ベル トを 着用 させて ください。 シー ト ベル トを 正しく 着用 
でさない ル さ なお子 さまには， ベビー シート- チ ャイ ル ド シート- ジュニ 
ア シー ト などの テ 供 専用 シー トを U ヤシ ー トに 装着して ご 使用く ださい。 

- 助手席 SRS エアバッグ 装着 車では， 助手席には ベビー シートな ど ラし ろ 
向を 装着の モ供 専用 シー トは 絶対に 取り付けないで < ださい。 助手席 
SRS エアバッグび 面く らんだと を， テ 供 専用 シートの 背面に 強い 衝撃び 
加わ D を険 です。 

- おモ さまを SRS エアバッグの 前に 立たせたり， ひざの 上に 抱いたり した 
状態では 走行し ないで く ださい。 

■ 車 や SRS エアバッグを 修理 や 廃棄ず ると をの ま 意 

参 SRS エアバッグび 収納され ている パッド 部に 傷び ついていたり， ひび 割れ 
び あると をは そのまま 使用せ ず トヨタ 販売店で 交換して ください。 衝突し 
たと をな どに SRS エア バッ グび 正常に 作動せ ずケガ をす る おそれび ありま 
す。 

•  SRS エアバッグに かかわる 改造 や 修理を 行う 場合は， トヨタ 販売店に お 申 
し 付けく ださい。 

参 車 や SRS エアバッグを 廃棄 するとを は 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
し、。 SRS エアバッグび 思いび けなく 作動し， ケガ をす る おそれび あります。 
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安全- 快適に 運転ず るた めに 


DPR  (排出 ガス 浄化装置） の 取り扱い 


フィルターに 捕 集した ススび 一定量 堆積す ると （一般 道 走行では 約 150 〜 
200km 《） 自動的に 捕 集した ススを 燃焼 （再生） する ク U- ニン グ モードと な 
ります。 排出 ガス; 争 化 装置の 故障を 防ぐ ため， 必ずし ツ 下の 点を お守り < ださい。 
(※お客様の 走り 方に よって 距離は 異なります。） 


を アドバイス 


■ 自動のに 捕 集した ススを 燃焼 （再生） しまず 

• 排出 ガス; 争 化 装置に 捕 集した ススを 燃焼 （再生） する ため， ク U —ニ ング モー 
ド 中は 車両び 信号待ち などで 停車した とさに アイド U ング 回転 数び 上び り排 
気 ブレーキび 作動し ます。 

参 車両を アイ ド 1」 ング 状態で 長時間 放置す ると 白煙 排出 防止の ため アイ ド 1」 ン 
グ 回転 数び 上び り， 排気 ブ レーキび 作動す る こと び あ ります。 

•運転 条件に よっては， 排出 ガス 浄化装置 内に 捕 集した ススの 燃焼 （再生） び 
完了 しない 場合び あり ます。 このと をは スイ ッ チ 内蔵の 表示な と メーター バ 
ネル 内の 警告 灯び 常時 点滅し ます。 排出 ガス 浄化装置 スイッチを 押して， ス 
スの 燃焼 （再生） を 行って ください。 

■巧の よ 5 な 特徴が あ りまず 

•排出 ガス; 争 化 装置に より， 排出 ガスを 浄化して 放出す るた め， 従来の ディー 
ゼル 車とは 排出 ガスの 臭いび 異な D ます。 


• 始動 時に 排気管から 白い 煙び 出る ことび あ D ますび， これは 水蒸気で すので 
異常ではありません。 

•スス の 燃焼 （再生） 中 および アイド U ング 状態での 長時間 放置 時に マフラー 
の 周辺から 白い 煙び 出る ことび あります び， これは 水蒸気で すので 異常では 
ありません。 
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1 .必読！ 安全- 快適に 運 乾ず るた めに 


瞬 知識 


■  DPR とは 

•  Diesel  Particulate  active  Reduction  system  の 略で  DPR  - ク  U— ナー 
内に 排出 ガス 中の ススび 一定量 堆積す ると 自動的に 捕 集した ススの 燃焼 （再 
生） 処理を 行います。 これにより， スス などび 異常に 堆積す るのを 防ぎ， DPR 
の ミ 争 化 能力を 常に 良好に 保ちます。 また， 高性能 触媒と 電子 制御 コモン レー 
ル 式 燃料 噴射 システムの 採用に より， 走行 中に ススの 燃焼 （再生） 処理を 可 
能と しています。 


A 警告 


■ 指定! •ソ がの 燃料を 補給し ないで ください 

• 燃料は 超 化 硫黄 軽油 (S10； 硫黄 成分 1 Oppm け 下） を 使用 してく ださい。 

■ 枯草や 紙く ずな ど 燃え やず い 物が ある 場所に 車を 停めない でく ださい 

参 走行 直後 やク 1」 一ニ ング モー ド 中は 排気管 や マフラー 付近 および 排出 ガス 
び 高温に なって います。 燃え やすい 物び 近くに あると 火災の 原因に なり ま 
す。 また， 高温の 排出 ガスに より やけどを する おそれび あります。 

塗装され ている 路面に 停ま している 場合， 路面び 変色す る おそれび ありま 
す。 


A を 意 


■ 指定 （推奨） 銘柄の エンジン オイルを 使用して ください 

• 排出 ガス ミき 化 装置の 機能を 長期 間 維持す るた めに 指定 （推奨） 銘柄の エン 
ジン オイルを お使いになる ことを 巧奨 します。 

■ 排気管の 改造は しないで ください 

参 排気管の 向を や 長さを 変更す ると 排出 ガス; 争 化 装置に 悪影響を およぼす お 
それび あ ります ので， 排気管の 改造は 行わないで < ださい。 
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お 車を たいせつに 

巧 証に ついて .  2-2 

車の 点検に ついて . 2-3 

新車 時の 取り扱い . 2-4 

車台 番号- エンジン 番号- 電気 モータ ーを号 . 2-5 
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2 .お 車を たいせつに 


巧 話に ごいて 


お買い上げいた だいた お 車は， 高度の 技術と 徹底 した 品質管理の ちとに 製造 して お 
ります ので， 性能と 機能と もに 十分 お客様に ご 満足いた だける ものと 確信して おり 
ます。 しかし， 万ー ネオ 料 または 製造 上の 不具合び ありました 場合， な 証書に 記載 さ 
れ ている 範囲 内に おいて 無料で 整備 させて いただを ますので な 証書を ご 持参の ラ 
え， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 

な 証書は 「メンテナンス ノ ート」 にと じ 込まれて います。 


f 点な 整備と 取り 巧い について 

取り扱いの 不ま 意に よる 故障， および 「メンテナンス ノート」 に 定められた 点検 整 
備を 怠った ために 生じた 故障に ついてはな 証に 応じられません。 曰 頃から 正しい 取 
り 扱いと 点検 整備を 実施して く ださい。 


[巧 話の 巧 まか 


■ 純正 品 がの 部品の 使用に よる 故障 

• 純正し U 外の 部品， ミ 由 脂 類 および 追加 装着 部品の 使用に よる 故障に ついてはな 
証で をません。 

■ 不正 改造に よる 故障 

• 法律で 定められ ている 基準に 適合し な < な るよ ラな 改造 （用品 類の 不正な 取 
り 付け 方ち 含みます。） は 禁止され ています。 したびって， これらに 伴 ラ 故障 
について ちな 証で をません。 

■ 燃料 

• エンジン 性能を 確 なする ため 指定され た 燃料の み 使用して < ださい。 不適切 
な 燃料の 使用に よる エンジン故障の 場合は な 証を 受けられません。 


f 純正 部品に ついて 

部品， ミ 由 脂 類な どを 購入 するとを は， 「トヨタ 純正 部品」 を ご 指定く ださい。 「トヨ 
夕 純正 部品」 は， 弊社び その 品質を な 証して おります ので， 安む して ご 使用いた だ 
けます。 


f トヨタ自動車の ヴー ビス 網 

•別冊の 「メンテナンス ノート」 には. 全国の トヨタ 販売店の 所在地び 記載され 
ています。 

• 点検 整備 や 一般 整備は， トヨタ 販売店を ご 利用 < ださい。 
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2 .お 車を たいせつに 


まの 点検に ついて 


お 車の 性能を 維持し， いつち ま 全' 快適に， また 末永く ご 使用いた だくた めには, 
予備 整備と して 定期的な 点検'  整備を 実施して いただ < ことび 大切です。 


r 日常 （運行 前） 点な 

1 曰 1 回 お まを 運転す る 前に 必ず 曰 常 点検を 行い， 異状び ない ことを 確認して  <  だ 
さい。 （一  P. 12-1) 

簡単な 点検に よ 0, 常に お 車の 状態を 知って おくと， 思わめ トラフ ルを 未然に防 止 
でを ます。 なお， 「曰 常 点検」 はま 律で 義務づけられて います。 


r 巧き 時点な 

• ご 使用 開始 後 1 ,000  km と 己, 000  km 走行 時の 2 回に ついては， 「 点検 整備 
記録 簿」 にち とづを 工賃 無料 （油脂 液 代- 部品 代な どは 有料） で 点検- 調整を 
いたします。 

別冊の 「メンテナンス ノート」 を ご 持参の ラえ， トヨタ 販売店に お申し付けく 
ださい。 

なお， お 車の 性能 維持の ためにち， 「新車 時 点検」 時に， なの オイル 交換を お 勧 
めします。 


■  N04C 型 エンジン 

• 1 ,000  km 時： エンジン オイル 
• 己, 00 0  km 時： パワー ステア U ング オイル 


I 定期 点な 

• 定期 点検では 法令で 定められた 期間 （自家用 自動車は 日 力 月 ごと ■ 12 力 月 ご 
と， 事業 用 自動車は 3 力 月 ごと • 12 力 月 ごと） での 実施び 義務づけられ てい 
ます。 また， 法定 点検に 加え 弊社では 一部の メーカー 指定 点検 項目を 定めて あ 
ります。 

別冊の 「メンテナンス ノート」 の 定期 点検 整備 記録 簿 にした びって 実施して < 
ださい。 

■ 走行距離 （稼働時間） ごとに 巧 ラ 点検 舊備 

• ミ 由 脂 液 類- エレメント 類は 使用 期間より ち 走行距離に 大を < 影響され ますの 
で， 使用 期間とは 別に 走行距離 ごとの 点検-交換 （有料） を 行って ください。 


f 定期 交 巧 部品 

自動車 部品の 5 ちま 全 上 重要な 3’ ム 部品な どは， 時間の 経過と ともに 材質び 変化し 
て 劣化び 進みます。 

定期 点検 時は， し 〇 まで 安全に 使用で きる か 予測び しにくい ものです。 

お 車の 機能， 性能と ま 全を な 持す るた めに 重要な 役割を ちって いる 部品です から， 
興 社び 指定す る 期間 ごとに 定期 交換を 行って  <  ださい。 

この 定期 交換 部品 および 時期は， 別冊の 「メンテナンス ノート」 に 詳しく 記載して 
あります ので ご覧く ださい。 
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2 .お 車を たいせつに 


f 点な 》 手入れ 

•お 車の 性能を 維持して いただく ために， 「メンテナンス ノート」 に 定められた 定 
期 点検 項目の ラち， 車両の 構造と 装置の 基礎知識び あれば 皆様に ちで をる 点検 
項目に ついて， また， お 車を 快適に お使いい ただく ための 点検-手入れ につい 
てまと めて あります。 

♦ま 全の ため r 点検-調整 作業に あたって のま 意」 を 必ず お読み < ださい。 

(- P.1 3-3) 


み アドバイス 


■ 故障を 未然に防 ぐには 

• お 車は 使用す る 期間と 使いち に応じて 劣化び 進み， その 構成 部品 や 装置に 性 
能 ほ 下び 生じます。 

参 故障を モ然に 防ぎ 社会 環境に 悪影響を およぼす 公害の 防止の ためにち 定期 点 
検- 整備は おず 実施して ください。 

■ 保障 修理 や 交換 時期に ついて 

• 定期 交換は， お客様の 責任と 費用の ご 負担に より 実施して いただく ちので イ呆 
証 修理と は 異なり ますので あらかじめ ご了承く ださい。 

• この 交換 時期は 弊社び 標準 的な 走行距離 にち とづいて 期間を 定めたち ので 
す。 

お 車の 走行 条件 その他の 事情に より， 定期 交換 時期 前で あってち 早めに 交換 
び 必要と なること び あ ります ので， トヨ タ 販売店に ご巧談 ください。 


网 知識 


■ 点検 項目に ついて 

•車両 総 重量 8 トンし U 上の 車 または レンタカー （乗用車は 除 <) は. 事業 用 車 
と 同じ 取り扱い とな ります ので 事業 用 定期 点検 項目 および 期間で 実施 しなけ 
れ ばな 0 ません。 


新車 時の 取り扱い 


1 な 6 し運拓 

新車 時の 取り扱い かたに よっては， お 車の 性能 や 寿命に 影響び でます。 

走行距離び 1,000  km ぐらいまでは， エンジン 回転 数を 控えめ にし， 速度を おさ 
えて 走行して ください。 

その後， 徐 々に 低まから 高速まで なら し 運転を 行って ください。 
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2 .お 車を たいせつに 


ま 台 番号- エンジン 番号- 電気 モーター 番号 


お 車の 登録 および 車検 時に 必要です。 また， 部品 ミ 主文 や 整備を お申し付けの 際， 
一緒に ご連絡いた だければ よ り 適切な 処理び 行えます。 

► 車台 番号 


0 巧 刻 位置 

• 車両ち 側 フレームの フ □ン トホ 
イー ル 付近に， 車両 型式と 車台 ま 号 
びな 刻して あ D ます。 

例 ： XZU 已〇 己〜 0000002 
P ラベル 

• 運転席 ドアを 開いた ピラー 部に 車 
両 型式と 車台 番号を 記載した ラべ 
ルび 貼り付けて あります。 


► エンジンを 号， 電気 モー ターを 号 


0 エンジン ま 号な 刻 位置 
(N04C, 1BZ 型 エンジン） 

旦 エンジン 番号 （2TR 型 エンジン） 

•クー U ング ファ ン 側より 見て ち 側 
に. エンジン 型式と エンジン ま 号び 
巧 刻して あ D ます。 

例： N04C  UD10101 
因 電気 モーター ま 号な 刻 位置 
• モーター 八ウ ジングの 上下 2 力 所に 
電気 モーター ま 号び 巧 刻 して あ D 
よ 9  〇 


例： H 1 


2-5 


吕. お 車を たいせつに 
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各部の 開閉 

キー . 3-2 

ワイヤレス ドア □ック ★ .  3-4 
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3. 各部の 開閉 


■ エンジン イモビ ライザー 機能 付 さキー 


D  且 


畔。 


U マスターキー （黒色） 
旦ヴブ キー （灰色） 

@ キー グ I」 ップ 
gj キーナン バー プレート 


► 次のと をは 車が キー か 5 の 信号を 正確に 受信で きず， エンジンの 始動げ でき 
ない 場合が ありまず。 

• キー グ U ップに 金属製の 1」 ング などび 接して いると を 

• キー グ 1」 ップに 他の キーの 金属 部び 接して いると を 

• キーび 他の 車の エンジン イモ ビラ イヴ ー システム 用 キーと 近いと を 

■ エンジン イモ ビラ イザー磯 能無し キー 


□ マスターキー 
B サブ キー 

0 キーナン バー プレート 
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し 各部の 開閉 


网 知識 


■ エンジン イモ ビラ イザー機能とは 

• 車両 盜難 防止の ために， マスターキー および サブ キーに 信号 発信 機を 内蔵し 
ており， あらかじめ 登録され た キー！; (外では エンジンを 始動で をない よ ラに 
した 機能です。 

• キーに 登録され た 信号は 車 ごとに 異なります。 

• キーの 操作 状況- 環境 等に よ D, ごくまれに エンジンの 始動び 出来ない こと 
びあります び 異常では あ D ません。 エンジンの 始動び 出来なかった 場合は， 
いったん キーを 抜を， 1 0 秒し i (上 待って から エンジンを 始動して ください。 

■ エンジン イモ ビラ イザー機能 付を キー について 

参 マスターキーを 紛失 しないよ ラに 十分 注意して ください。 マスターキーを 全 
て 紛失す ると， キーの 作 裂に コンピューターの 交換び 必要と なります。 詳し 
くは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

参 キーは， 同 じ 車で マスターキーは 最大 5 本， サブ キーは 最大 3 本まで 使用す 
る ことび でを ます。 詳しくは トヨ タ 販売店に ご 相談く ださい。 

■ キーナン バー プレート について 

• お客様し U 外の ちに キーナン バーを 知られな いよ ラに， キーナン バーを キーナ 
ン バー プレー ト にな 刻して います。 

• 車両し U 外の 場所で 大切に 保管して  <  ださい。 

万 一 ，キ ー を 紛失した とを は， トヨタ 販売店で キ ー ナンパ' 一 から 新しい キ ー 
を 作製で をます。 


A を 意 

■ エンジン イモ ビラ イザーシステム について 

• エンジン イモ ビラ イヴ ー システムの 改造 や 取り外しを しないで ください。 
システムび 正常に 作動 しない おそれび あ ります。 

■ エンジン イモ ビラ イザー機能 付を キー について 

参 故障を 防ぐ ためにな のこと を お守り  < ださい。 

- キーを 無理に 曲げたり， 強い 衝撃を 与えたり しないで ください。 

- インス トル メント パネルの 上な ど 高温になる 場 巧に 置かないで くださし、。 

- 磁気を 帯びた キーホルダー などを 付けないで < ださい。 

. キーを 超音波 洗を 機な どでは 洗を しないで  <  ださい。 

- 水に 濡らさないで ください。 
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3. 各部の 開閉 


ワイヤレス ドア □ック ★ 


■ 宅配 仕様 


ワイヤレス U モ コンの 操作に より， 離 
れた ところから ドアの 施錠- 解 錠び で 
をます。 また， 一般 仕様は， 車両の 非 
常 点滅 巧に よる 点滅 応答で 施錠- 開 錠 
の 確認び でを ます。 


D 施錯 （非常 点滅 打] 回 点滅）※ 
旦解錠 （非常 点滅 打 2 回 点滅）※ 

《 ドアび 開いて いる， または 半 ドア 状 
態では ワイヤレス 1」 モ コンは 作動 
しません。 


スイッチを 押して roN」 にす ると 已秒 
後に ロックし ます。 

使用 しないと きは もう一度 押し roFF」 
にします。 


U スイッチ （施錠/解 錠) 
旦 バンド 用ク U ップ 
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3. 各部の 開閉 


■電池の 交 巧 

ワイヤレス U モ コンを 操作して ち陆 錠- 解 錠で をない とさは 電池の 消耗び 考えられ 
ます。 電池び 消耗した とさは， 新しい 電池と 交換して ください。 

► -般 仕様 


凹 部に ドライバーを 差し込み， カバー 
を かす。 


電池 カバーを 外す。 


電池を 新品の 電池と 交換す る。 


y rl  4 1 電池 交換 後は， 取り外しの 逆の 手順で 取り付ける。 
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3. 各部の 開閉 


► 宅配 仕様 


ネジを 2 本 外す。 


カバーを かし. 新品の 電池と 交換す る。 


MA  3 1 電池 交換 後は， 取り外しの 逆の 手順で 取り付ける。 

■ 電池の 種類 


仕様 

使用 電池 

数量 

一般 

1」 チウ ム CR 2032 

1 

宅配 

単 3 形 

2 

あァド バィス _ 

■ 宅配 仕様に ついて 

•  メイン スイッチを 「ON」 にした 状態で まから 離れる 場合は， 必ず ワイヤレス 
U モ コン および スターター キーを 身に つけて おいてく ださい。 

参 ワイヤレス リモコンは， 腰に つけて 操作して ください。 腰に つけた 状態で 操 
作 しないと 作動 範囲び 狭くなる ことび あ ります。 

• 使用 時は アンテナを 立てて ください。 アンテナは ラジオ 用と 共通になります。 
■ 電池の 交換に ついて 

•使用 済の 電池は， 地ち 自治体の 条例 または 規則に したびって， 適切に 処置し 
て  <  ださい。 

■ ワイヤレス U モ コンに ついて 

参 ワイヤレス U モ コンを 紛失した とさは， トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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し 各部の 開閉 


网 知識 


■ -般 仕様に ついて 

•キャブから 約已 m しツ 内で 作動し ます。 周囲の 状況 や 電波 ノイズな どに より， 
作動 距離び 変わる ことび あ D ます。 

•ワイヤレス U モ コンで 解 錠した とさは， 30 砂 じ I 内に ドアを 開けなければ， 自 
動的に 陆錠 します。 同時に， 非常点滅灯び] 回点滅します。 （アンサー バック 
機能） 

♦なのよ ラな とを は， 作動し ません。 

- エンジンび かかつ ている とを 
. スターター キーび ささつて いると を 

- ダブル キャブ 車 （標準 キャ フ） の U ヤ ドアを 除く いずれ かの ドアび 開いて い 
ると を 

■ 宅配 仕様に ついて 

•キャブから 約 1 m しツ 内で 作動し ます。 周囲の 状況 や 電波 ノイズな どに より， 
作動 距離び 変わる ことび あります。 

• ワイヤレス U モコ ン または 手動で 解 錠した とさは， 已 砂し U 内に 自動的に 施錠 
します。 

• 運転席 ドアの キー または □ック ボタンで 施錠- 解 錠して ち， 同時に 助手席 側 
の 施綻- 解綻 はでを ません。 

■ 電池の 消耗に ついて 

• 電池の 寿命は 使用 条件に よりを わる ことび あります。 

■ 機能が 正常に 働かない おそれの ある 状況 

• なのよ ラな 場合， ワイヤレス 機能び 正常に 働かない おそれび あります。 

- 近くに テレビ塔 や 発電所- 放送局- 空港な ど 強い 電波を 発生す る 設備， 電波 
式の オーディオ 機器な ど 電波を 発生す る電モ 機器- 大型 ディスプレイび ある 
とを 

- 無線機 や 携帯電話 •コー ドレス 電話な どの 無線通信 機器を 携帯して いると を 
- 複数の ワイヤレス U モ コンび 近くに あると を 
- ワイヤレス U モ コンび 金属製の ものに 接したり. 覆われて いると き 
- 近くで 電波 式 ワイヤレス キーを 使用して いると を 
- ワイヤレス 1」 モ コンを パソコン などの 電化製品の 近くに 置いて いると を 

■ 航空機に 柔る ときは 

• 航空機に ワイヤレス 1」 モ コンを 持ち込む 場合は， 航空機 内で ワイヤレス U モ 
コンの スイッチを 押さないで ください。 また， かばんな どに な 管す る 場合で 
も， 簡単に スイッチび 押されな いよ ラに イ呆 管して ください。 スイッチび 押さ 
れ ると 電波び 発信され， 航空機の 運行に 支障を およぼす おそれび あります。 
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3. 各部の 開閉 


ム 警告 

■ 取りが した 電池と 部品に ついて 

参 お テ さまに さわらせないで ください。 部品び ル さいため， 誤って 飲み込む 
と， のどな どに つまらせ 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな び 
る おそれび あ 0 ます。 


A ミち 意 

■ ワイヤレス リモコン について 

•水に めら したり， 分解したり， 落としたり， 強い 衝撃を 与えたり しないで 
ください。 故障の 原因になります。 

参 高温になる 場所に 放置し ないで < ださい。 電池の 寿命 低下 や 故障の 原因に 
なります。 

• 磁気の あるち のに 近付けたり， 電磁波を 遮断す るち のを キー 表面に 貼り付 
けた 0 しないで  <  ださい。 

■ ダブル キャブ 車 （標準 キャブ） について 

参 U ヤ ドアの 開閉 感知を 行って いないため， 1」 中 ドア だけを 開いて ち タイ 
マー ロックび 解除され ません ので キーのと じ 込みに ご注意く ださい。 

■  メイン スイッチ について （宅配 仕様） 

•なのよ ラな とさは スイッチを 「OFF」 にして おいてく ださい。 

電池の 寿命を 短く する おそれび あり ます。 

- 車両を 長時間 使用 しないと を 
- ワイヤレス U モ コンを 紛失した とを 

■ 電池 交換 後， 正常に 機能させる ために 

参 なの ことを お守り < ださい。 

- めれ た 手で 電池を 交換し ない （鐘の 原因になります） 

- 電池し U 外の 部品に， ふれたり 動かした 0 しない 
- 電極を 曲げない 

■ 電波 キーは 電波法の 認証に 適合して いまず 

• 必ずし ツ 下の ことを お守りく ださい。 

- 電池 交換 時 外は， 不用意に 分解し ない 
(分解， 改造した ちのを 使用す る ことは 法律で 禁止され ています） 

- 必ず 日本国内で 使用す る 
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し 各部の 開閉 


[ ドアの 施 泣- お 狂 


■ 車 外 か 5 

► 運転席- 助手席- 後部 席 ★ 


Q 施錠 
旦解錠 

* 運転席 ドアを キーで 操作す ると， 助 
手 席 側ち 同時に 施錠- 解 錠び でを ま 
す。 （宅配 仕様 ワイヤレス ドア ロッ 
ク 車， 助手席 側 スライド ドア 車 除 
く） 


► スライド ドア ★ 


► バック ドアは ね 上げ 式 ★ 


Q 施錠 
0 解 錠 


Q 施錠 
曰 解 錠 
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3. 各部の 開閉 


► バック ドア 観音開き 式 ★ 


■ 車内 か S 

► 運転席- 助手席- 後部 席 ★ 


Q 施錠 
0 解 錠 


Q 施錠 
旦解錠 

* 運転席 側の ロック ボタンを 操作す 
ると， 助手席 側ち 同時に 施錠 •解 錠 
びで をます。 （宅配 仕様 ワイヤレス 
ドア □ ック 車， 助手席 側 スライド ド 
ア車除 <) 


Q 施錠 
0 解 錠 


己- 10 


し 各部の 開閉 


► バック ドアは ね 上げ 式 ★ 


n 施錠 （下げ) 
且解錠 让げ) 


TC11-015B 


n 施錠 （下げ) 
且 解 錠 让げ) 


■ 車 外 か 5 の キーを 使わない 施錠 
► 運転席- 助手席- 後部 席 ★ 

y || 1 1  ロック ボタ ンを 施錠 側に する。 

y  1 2 1 アウ トサ イド ドア 八ン ドルを 引を 上げた まま ドアを 閉める。 
► スライド ドア ★ 

ロ ック ボタンを 施錠 側に する。 

ドアを 閉める。 

► バック ドアは ね 上げ 式 ★ 

E3：fl 1 I  ロック ボタンを 施錠 側に する。 

y.i  2 1 ドアを 閉める。 

► バック ドア 観音開き 式 ★ 

y 1 1 1  ロック ボタ ンを 施錠 側に する。 

lid  2」 ドアを 閉める。 
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3. 各部の 開閉 


I ドアの 開閉 

■ 車が か 5 

► 運転席- 助手席- 後部 席 ★ 


n 開く 

参 □ツク び 解除され るまで アウト ヴ 
イ ドド ア八ン ドルを 引を 上げます。 

0 閉じる 


► スライド ドア ★ 


n 開く 

•  ロックび 解除され るまで アウト ヴ 
イ ドド ア八ン ドルを 引を ます。 

0 閉じる 


助手席 スライド ドア ★ 


田 開く 

参 アウ トサ イド ドア 八ン ドルを 手前 
に 引を なびら ドアを スライ ドし ま 
す。 

0 閉じる 
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3. 各部の 開閉 


► バック ドアは ね 上げ 式 ★ 


参 ドア 八ン ドルを 引いて 開けます。 
• 閉める とさは そのまま 閉めます。 


► バック ドア 観音開き 式 ★ 


ドア 八ン ドルを 引いて 開ける。 


助手席 側 ドアは， レバーを 手前に 引い 
て 開ける。 


y;：fi  3 1 閉める とさは 助手席 側 ドアから 閉める。 

* ドアを 開ける とさは 運転席 側 ドアから 開を， 閉める とさは 助手席 側 ドアから 開 
めて  <  ださい。 
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3. 各部の 開閉 


■ 車内 か 5 

► 運転席- 助手席- 後部 席 （ダブル キャブ 車) 


田 開く 
0 閉じる 

参 ロックび 解除され るまで イン サイ 
ド八ン ドルを 引を ます。 


イン サイ ド八ン ドルを 引を なびら ドア 
を スライ ドし ます。 


□ ック ボタンび 施錠の 状態で 八ン ドル 
をち に 回します。 
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3. 各部の 開閉 


► バック ドア 観音開き 式 ★ 


ノブを 引いて 開ける。 


レバーを 外に 倒して 開ける。 


ち お I  3  I 閉める とを は そのまま 閉めます。 

I バック ドア 節 音 開き 式 ドアの 開き 方を 制阳 ずるには 


固定 棒を ゴム フック から 取り がす。 
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3. 各部の 開閉 


レール 部の 切れ目に はめ込む。 


[バック ドア 観音 開を 式 ドアを 開けた が 態で 固定す るには 


ゴム バン ドの ツメを 固定 フックから 外 
す。 


車体 後部の フックに しっかりと 固定す 
る。 
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し 各部の 開閉 


网 知識 


■ ドアの 開閉に ついて 

• 傾斜した 場所では 平坦な 場所より ち バック ドアの 開閉び しにくかったり， 急 
に 開閉して しま 5 場合び あります。 

■ キー 巧き 忘れ 防止 警報 （チャイム） 

参 スターター キーび 「LOCK」 または 「ACC」 の 位置に 差し込まれ たままで 運 
転 席 ドアを 開ける と， チャイムび 鳴り， キーの 抜を 忘れを 巧ら せます。 


A 警告 


■ 走 巧 前に 全ての ドアび 閉まつ ている ことを 確認して ください 

• ドアび 完全に 閉まって いないと 走行 中に ドアび 突然 開を， 思わめ 事故に つ 

なびる おそれび あ D を険 です。 

• 走行 中は ドア レバーを 引かないで ください。 

• お テ さまに ドアの 操作を させないで ください。 

- 閉める とさ 手 •頭- 首な どを 挟んだり して， 生命に かかわる 重大な 傷害に 
およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦スライド ドアの 操作に あたって は， 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お 

守りいた だかない と， 体を 挟むな どして 生命に かかわる 重大な 傷害に つな 

びる おそれび ありを 険 です。 

- 傾斜 地， ドアと 壁な どの 間び 狭い 場所， 強風な ど 周囲の 状況を 確認し， 予 
期せめ 動を にち 対処で さるよ ラ， ドア 八ン ドルを 確実に イ呆 持して ドアを 開 
閉 して  <  ださい。 

- スライド ドアを 開閉 するとを は， 十分に 周囲の ま 全を 確かめて ください。 

- ドア ガラスを 開けた 状態で スライド ドアを 開閉 するとを は， 窓から 手. 足. 
顔な どを 出さないで ください。 

- 人び いると きは， 安全を 確認し 動かす ことを 知らせる r 声 かけ」 をして く 
ださい。 

- 半開 さ 状態では スライド ドアび 静止し ないた め， 必ず 全開に してく ださ 
し、 傾斜 地での 停ま 時に ドアび 開いて いると， 突然 動を 出す おそれび あり 
ます。 

- 巧 道では スライド ドアの 開閉 スピードび 速くなります。 ドアび 体に 当たっ 
たり 挟んだり しないよ ラ， ま 意して ください。 

- 下り坂の 停車 時に 乗り おり するとを は， スライド ドアを 全開に して おいて 
ください。 また， 途中で ドア 八ン ドルを 操作し ないで ください。 ドアび ま 
然 動を 出す おそれび あり ます。 

- スライド ドアを 閉める とさは， 指な どを 挟まない よ ラ 十分 ま 意して くださ 
い。 
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3. 各部の 開閉 


ム 警告 


■走 巧 中は バック ドアを 閉じて ください。 また， 巧 室には 絶対に 人を 柔 せない 
で  <  ださい 

参 走行 中は， バック ドアを 閉じて ください。 開けた まま 走行す ると， バック 
ドアび 車 外の ちのに 当たった D 荷物び 巧げ 出された 0 して， 思わめ 事故に 
つなび る おそれび ありを 険 です。 また， 排出 ガスび 車内に 侵入し， 重大な 
健康 障害 や 死 t につな びる おそれび ありを 険 です。 走行す る 前に 必ず バッ 
ク ドアび 閉まっ ている ことを 確認して く ださい。 

参 走行 前に バック ドアび 完全に 閉まって いる ことを 確認して ください。 バッ 
ク ドアび 完全に 閉まって いないと， 走行 中に バック ドアび 突然 開を， 思わ 
め 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

参 荷 室には 絶対に 人を 乗せないで ください。 急 ブレーキを かけた とを や 衝突 
したと をな どに， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れびあ D を険 です。 

参 お テ さまを 柔せ ている とさは， し:! 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守り 
いただかな いと 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれ 
び ありを 険 です。 

- 荷 室で お テ さまを 遊ばせないで ください。 誤って 閉じ こめられた 場合. 熱 
射 病な どを 弓 I を 起こす おそれび あ ります。 

- おモ さまには バック ドアの 開閉 操作を させないで ください。 不意に バック 
ドアび 作動したり， 閉める ときに 手， 頭， 首な どを 挟んだり する おそれび 
あります。 
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3. 各部の 開閉 


A 警告 


■ バック ドアの 操作に あたって は， 1 •ソ 下の ことを 必ず お守りく ださい 

• お守りいた だかない と， 体を 挟むな どして 重大な 傷害に つなび る おそれび 
あ 0 を険 です。 

- はね 上げ 式 バック ドア 車は バック ドアを 開ける 前に， バック ドアに 貼り付 
いた 雪 や 氷な どの 重量 物を 取り除いて ください。 開いた あとに 重みで バッ 
ク ドアび 落下す る おそれび あります。 

- バック ドアを 開閉 するとを は， 十分に 周囲の 安全を 確かめて ください。 

- 人び いると をは， 安全を 確認し 動かす ことを 知らせる r 声 かけ」 をして く 
ださい。 

- 強風 時の 開閉には 十分 ま 意して ください。 バック ドアび 風に あおられ， 勢 
いよ  <  開いたり 開 じたり する おそれび あり ます。 

- 半開を 状態で 使用す ると， バック ドアび 閉まり 重大な 傷害を 受ける おそれ 
びあります。 とくに 傾斜 地では， 平坦な 場所より ち バック ドアの 開閉び し 
にくく， 急に バック ドアび 開いたり 閉じたり する おそれび あります。 はね 
上げ 式 バック ドアは 必ず バック ドアび 全開で 静止して いる ことを 確認し 
て 使用して ください。 

•バック ドアを 閉める とさは 指な どを 挟まない よ ラ 十分 ま 意して ください。 

- バック ドアは 必ず 外から 軽く 押して 閉めて ください。 イン サイ ド八ン ドル 
や ノブで 直接 バック ドアを 閉める と， 手 や 腕を 挟む おそれび あります。 

参 はね 上げ 式 バック ドア 車は バック ドア ダン パース テ ーを 持って バック ドア 
を 閉めたり， ぶら さびったり しないで ください。 手を 挟んだり， バック ド 
ア ダン パース テ ーび 破損した 0 して， 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
ます。 

参 バック ドアに トヨタ 純正 部品し U 外の アク セヴ U — 用品を 取り付けないで < 
ださい。 はね 上げ 式 バック ドアは バック ドアの 重量び 重くなる と， 開いた 
あとに 落ちる おそれび あり ます。 

参 観音 開を 式 バック ドアを 開けて 駐 停車す ると をは， 車両 後ち に 停止 表示板 
または 停止 表示な を 置いて ください。 バック ドアび 開いて いると 非常 点滅 
巧な どび 見えな < な るた め， 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 

参 観音 開を 式 バック ドアを 開けた とさは， 必ず 3’ ム バン ド または 固定 棒で 固 
定 してく ださい。 固定した まま 放置す ると， バック ドアび 不意に 動を， 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あ 〇を険 です。 
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3. 各部の 開閉 


A ミち 意 


■ ドアの 施錠 •解 錠に ついて 

参 車から 離れる とさは， 必ず パーキング ブレーキを 確実に 効かせ エンジンを 
止め ドアを 施錠して ください。 

参 おモ さま づれ のとを は， 車内に お テ さまを 残した まま お 車を 離れない でく 
ださい。 

■ スライド ドアを 開閉ず る 前に， 付近の 巧 態を 必ず お認 してく ださい 

• スライド ドアを 開閉す る 前に， スライド ドアび ま 全に 開閉で さるよ ラに 車 
外 および 車内の スライド ドア 付近の 状態を 必ず 確認して ください。 

• 助手席 スライド ドアを 開閉 するとを は， ガー ド バー インパネ サイ ド 部を 持 
たないで  <  ださい。 

■ スライド ドアの ステップ 下の ローラー 滑走 面に， 石な どの 異物び 入り込まな 
いよ ラに 注意して ください。 異物び 入り込んだ まま スライ ド ドアを 開閉す る 
と， スライド ドアの 故障の 原因になります。 

■ ダン パース テ ーの 損傷 や 作動 不良を 防ぐ ため 次の ことを お守りく ださい 

参 バック ドアには バック ドアを 支える ための ダン パース テ ーび 取り付けられ 
ています。 ダン パース テ ーの 損傷 や 作動 不良を 防ぐ ためにな のこと を お 守 
りく ださし、 

- ビニール 片. ステッカー- 粘着 材 などの 異物を ステーの ロッド 部 （棒 部） 
に 付着 させない 

■□ッ ド 部を 軍手な どで 触れない 

- バック ドアに トヨタ 純正 部品し U がの アク セヴ U — 用品を 付けない 
- ステ ーに 手を かけたり， 横ち 向に 力を かけたり しない 
- はね 上げ 式 バック ドアを 閉める とさは， バック ドア 後端 部を 持って バック 
ドアを 降ろして ください。 イン サイ ド八ン ドル や カバーに 無理な 力び 加わ 
り 破損す る おそれび あ ります。 

- はね 上げ 式 バック ドアを 閉める とさは， スト ライカ バーに 異物を かみ 込ま 
ない よ ラに してく ださい。 バーび 破損し， バック ドアび 閉まらなくなる お 
それび あ 0 ます。 

参観 音 開を 式 バック ドアは， 必ず 助手席 側の ドアから 閉めて < ださい。 運転 
席 側 ドアを 開 じた 状態で 助手席 側 ドアを 閉める と， 破損す る おそれび あり 
ます。 
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3. 各部の 開閉 


ドア ガラスの 開閉 


■ パヮー ウインドウ ★ 

エンジン スイッチび 「ON」 位置のと をに ドア ガラスの 開閉び でを ます。 

► 運転席， 助手席 


II 閉める （少し 引を 上げる） 

0 自動 全閉 （運転席の み）※ 

因 開ける （少し 押し下げる） 

£1 自動 全開 （運転席の み）※ 

※途中で 停止 するとを は， スイッチを 
反対側へ 操作し ます。 


► ダブル キャブ 車 運転席 側 スイッチ （後部 ドア ガラス 用) 


► ダブル キャブ 車を 部 席 側 スイッチ （後部 ドア ガラス 用) 


□ 閉める 
B 開ける 
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3. 各部の 開閉 


■ レギュ レーター ン ドル ★ 


□ 閉める 
B 開ける 


ウインドウ □ツ クス イッチ 


□  lock 

且 LOCK 解除 

• 助手席 側また は 後部 席 側 ドア ガラ 
スをロ ック する スイ ツチです。 


ム 警告 


■走 巧 中は 窓 か S 手 や 顔を 出さないで ください。 また， ドア ガラスな どを 開閉 
ずると きは 手 •腕 •頭- 首な どを 挟まない ようにして ください 

• 走行 中は 窓から 手 や 顔を 出さないで ください。 車が のちのな どに あたった 
り， 急 ブレーキを かけた とを などに， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 
死 t につな びる おそれび あ D ます。 

• ドア ガラス や サイ ドウ イン ドウを 開閉 するとを は， 他の 人の 手-腕 •頭-首 
などを 挟まない よ ラに ま 意して ください。 とくに お 子 さまへは 手な どを 出 
さない よ ラ 声 かけを してく ださい。 お守りいた だかない と， 重大な 傷害に 
およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

• おモ さまに ドア ガラス や サイ ド ウインドウの 操作を させないで ください。 
開ける とを や 閉める とを， 手-腕 •頭- 首な どを 挟んだり 巻を 込まれたり 
して， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 


己- 吕吕 


サイド ウインドウ ガラス ★ 


ツマ 5 を 押して ロックを 外す と 開く こ 
とびでを ます。 


エンジン 点 巧 □の 開閉 ★ 


1 開け 方 


助手席 足元に ある レバー 2 力 所の □ッ 
クを 外す。 


• シートを 持ち上げる。 

ホ ワイド キャブ 車は， シー トバックを 
前方に 倒してから シートを 持ち 上 
げ ます。 
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3. 各部の 開閉 


バンドを フックに 掛けて 固定す る。 


1 巧 じ 方 

• 閉じる とさは， 開けた とを のをの 手順で 行います。 

• エンジン カバーを 閉める とさは， フロア マットび かみ 込まない よ ラに ま 意して. 
確実に ロックして ください。 


ム 警告 


■ エンジン 点検 □を 閉める 前に 

• エンジン ルーム 内に 巧 や 手袋， 工具 類な どの 置 さ 忘れび ない ことを 確認し 
て < ださい。 巧な どの 燃え やすい 物は 乂 巧の 原因に な D ます。 また 工具 類 
は 振動な どで 飛びは ね， 部品を 損傷させる おそれび あります。 

■ エンジン 点検 □を 閉めた 後は 

• 走行 前に シートを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認して くだ 
さい。 固定され ていないと， 走行 中に シートび 動を 思わめ 事故の 原因と なっ 
て 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 
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し 各部の 開閉 


車両への 柔り陌 0 


■ シングル キャブ 車 

II グ 1」 ップ 

0 ステップ 


II グ 1」 ップ 

0 ステップ 


[ま 降の しかた 

•グ 1」 ップを 握って ステップに 足を かけ 乗降し ます。 


W 
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3. 各部の 開閉 


み アドバイス 


■ 柔降 について 

♦グ U ップし U がの 装置を つかんで 柔降 しないで  <  ださい。 


A ミち 意 


■ 柔 降の しかた 

参 車両への 柔 り 降り は 必ず ステ ッ プを 使用して く ださい。 

•  くつ 底に ミ 由やグ U —ス， 雪な どび 付着して いると 柔降時 や ペダル 操作 時に 
滑ったり する おそれび あ D ますので， でさる だけ 付着 物を 落と して 柔 車し 
て  <  ださい。 

参 ステ ッ プび めれ ていたり 着氷 している 場合は 滑らない よ ラ に ま 意 して ゆっ 
くり 乗降して ください。 

参 風の 強いと きな どは， 乗降 中に 突然 ドアび 開閉す る ことび あります ので 十 
分注 意して ください。 
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3. 各部の 開閉 


ー エル キャップ （燃料 補給 口) 


W 


► シングル キャブ •ダブル キャブ 車 


Q 解 錠 
且 施錠 


• フュー エル U ッ ド オープナーを 引 
くと フュー エル U ッ ドび 開を ます。 
フュー エル キャップを 廻して 開け 
ます。 

• 使用 後は， フュー エル 1」 ッ ドを 閉め 
ます。 


n 開 


曰 開 

参 燃料 補給 時には， 切り替え レバーを 
II の 位置に します。 

* レバーを 旦の 位置す ると 補助 燃料 
タンクび 使用で をます。 
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3. 各部の 開閉 


ム 警告 


■ 燃料 補給 時には 

参 なの ことを 必ず お守りく ださい。 

- エンジンは 必ず 止めて ください。 

- 車両の ドア. 窓は 閉めて ください。 

- タバコな ど 火気を 近づけないで ください。 

- 車体な どの 金属 部分に 触れて 体の 静電気 除去を 行って < ださい。 

放電に よる 乂 巧で 燃料に 引火す る 場合び あり， やけどを する おそれび あり 
を険 です。 

- フューエル キャップを 少し ゆるめた とを に 「シュー」 とい ラ 音び する 場合 
は， その 音び 止まって から ゆっくり 開けて ください。 

ゆっくりと 開けない と 気温び 高い とを などに. 燃料 タンク 内の 圧力び 高く 
なって いると， 給 ミ 由 □から 燃料び 吹を 返す おそれび あります。 

- 給 ミ 由 ノス レは 確実に 給油 □へ 挿入して ください。 

給 ミ 由 ノズルの 巧 入び 浅い と， オートストップび 作動せ ず， 燃料び 噴を こぼ 
れる おそれび あります。 

- オートストップ 作動 後の 継 ざ 足し 給油は. 燃料び 溢れて こぼれる おそれび 
あ 0 ますので しないで  <  ださい。 

- その他， ガソ 1」 ン スタンド 内に 提示され ている ま 意 事項を 守って くださ 
い。 

- 給 ミ 由 中. 再び 車内の シートに 戻った D, 帯電して いる 人 や 物に 触れないで 
< ださい。 ふたたび 帯電す る ことび あります。 

- 給 ミ 由 □には 静電気 除去を 行った ちし U 外の 人を 近づけないで < ださい。 

- 気化した 燃料を 吸わない よ ラ に ま 意して く ださい。 

- 給油 ，終了後は， フューエル キャップを 確実に 閉めて ください。 

- トヨタ 純正し ツ かの フュー エル キャップは 使用し ないで ください。 

- フュー エル キャップを 開ける とさは， キャップ 周辺の 巧れ を 確認し， ミ 尼な 
どで 巧れ ている 場合は 表面を ないて， 燃料 タンク 内部に 入らない よ ラに ま 
意して ください。 


*  LPG 車に ついて (-P.  9-19) 
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巧 台 


I テール ゲー トの陌 ろし 方 

► スチール ほ巧ボ デー 


左ち の レバーを 手前に 引いて ロックを 
がすと テール ゲー トび 開を ます。 


左ち の レバーを 上に 回し 内側に 押し込 
んで ロックを 外す と テール ゲー トび開 
さます。 
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3. 各部の 開閉 


[サイ ドゲー トの 開け 方 

► 木製 ボ デー 


ボデー 後部の レノ （一を 横に 倒す。 


サイ ド ゲートの 前後に ある レバーを 引 
を 上げて □ック をが す。 


[チェー ン のかし 方 

► ス チール 抵巧ボ デー 
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3. 各部の 開閉 


サイ ド ヴート 側の チェー ツを 外す。 


テール ゲー ト 側の チェーンを がす。 


サイ ド ゲー ト 側の チェーンを がす。 
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3. 各部の 開閉 


[ガ ードフ レームス トツ パー 

• ガード フレーム 上に 積 荷を 載せる 場合は， 必ず ガード フレーム ストッパ ー間に 
載せ， □ープ で しっかり 固定し ます。 

► スチール 低巧ボ デー 


TC10-027A 

► 木製 ボ デー （巧り たたみ 式） 


使用 するとを は ストッパーを 引を 上げ 
ます。 


3-32 


3. 各部の 開閉 


[中間 柱 巧き サイ ド ゲート ★ 

中間 柱で ゲートを 2 分割して あります。 また， 中間 柱を 取り外す こと もで をます。 

■ 中間 柱の 取り外しち 


■ 


サイド ゲート 開閉 時の 操作 力を 調整で をます。 調整す るには， 8  mm および 14 
mm の スバ ナび 必要です。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

■ 調整の しかた 
► タイプ I 


レバーを 回して □ック をが し， 中間 柱 
を 引を 上げます。 


かるがる ゲート ★ 


□ テンション □ッド 

旦 □ック ナット 
0 荷重 調整 ナット 
ES 切り 欠を 部 


□ック ナツ トを ゆるめる。 
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3. 各部の 開閉 


墳ぶ I  5mm 程度 

TC10-019A 


寺 頂 


• 切り 欠を 部を ゆるめて □ッ ドを 少 
したる ませた 状態 （已 mm 程度） に 
する 0 

* たるみす ざに ミち 意して ください。 


n ゲ- 卜 軽い 
0 ゲー ト 重い 

参 荷重 調整 ナットを 回し， 荷重 調整を 
行 ラ。 

* テンション ロッドの 張りを 少し ゆ 
る んだ 状態に 保 つてく ださい。 


テンション ロッ ドの 切り 欠を 部を 締め 
て □ッ ドび 張った 状態に する。 


調整 後， □ック ナットを 締める。 
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3. 各部の 開閉 


► タイプ n 


□ック ナツ トを ゆるめる。 


n ゲ- 卜 軽い 
0 ゲー ト 重い 

♦荷重 調整 ナットを 回し， 荷重 調整を 
行 ラ。 


な' ;1  3  I 調整 後， ロック ナットを 締める。 
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3. 各部の 開閉 


を アドバイス 


■ ガ ードフ レームス トツ パーについて 

• ガー ド フレームには 重量 物を 載せないで ください。 


ム 警告 


■ テール ゲ ート- サイ ド ゲート を 操作ず ると きは， 次の ことを お守りく ださい 

参 荷台には 人を 柔 せて 走行し ないで ください。 急 ブレーキを かけた とを や衝 
ましたと をな どに 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れび友 0 ます。 

• 走行 前に テール ゲート- サイ ド ゲートび 確実に ロックされ ている ことを 確 
認 してく ださい。 ゲートび 確実に 閉まって いないと， 走行 中に 突然 開を， 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あ 〇を険 です。 

参 テール ゲートを 開けて 駐 停ます ると をは， 車両 後ち に 停止 表示板 または 停 
止 表示灯を 置いて ください。 ゲー トび 開いて いると 非常 点滅 灯な どび 見え 
な <  なる ため， 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 〇を険 です。 

参 テール ゲートを 閉める とさは， チェーン （チェーン 装着 車） びかみ 込んで 
いない ことを 確認し， 八ン ドルで 確実に ロックし てくだ さしん ロックび 不 
十分 だと， 走行 中に ゲー トび開 < など 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
危険です。 

参 テール ゲート- サイ ド ゲートを 閉める とさは， 周囲の 安全を 確かめ， ゲー 
卜で 指な どを 挟まない よ ラに 十分 ま 意して < ださい。 重大な 傷害を 受ける 
おそれび あ 〇を険 です。 

参 おモ さまには テール ゲート' サイ ド ゲー トの 操作を させないで ください。 お 
モ さまび 操作す ると， 手-頭- 首な どを 挟んだり して， 生命に かかわる 重 
大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 

参 テール ゲート' サイ ド ゲートを 開けた まま 走行し ないで ください。 開けた 
まま 走行す ると， ゲートび 車 外 のちのな どに あたり， 思わめ 事故に つなび 
る おそれび ありを 険 です。 走行す る 前に， 化ず ゲートび 閉まって いる こと 
を 確認して ください。 

• テール ゲート ■サイド ゲート •の 八ン ドル や レバーを 操作 するとを は， しっ 
かりと 握り， 確実に 操作して ください。 手を 挟んで けび をしたり， 思わめ 
事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 

• テール ゲート- サイ ド ゲートの 八ン ドル や レバーを はずす とさは， ゲート 
を しっかり 支えて ください。 車両の 傾斜 や 積 荷の 重みで 急に 開を， 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

• 傾斜 地では， 平坦な 場所より ち テール ゲート- サイ ド ゲー トの 開閉び しに 
くかったり， 急に 開閉して しま ラ 場合び あります。 指な どを 挟まない よ ラ 
十分 注意して ください。 


3-3 巨 


3. 各部の 開閉 


A ミち 意 


■ テール ゲート- サイ ド ゲー ト には 積 巧の 重量を かけないで ください 

参 テール ゲート. サイ ド ゲートには 積 荷の 重量を かけないで < ださい。 ゲー 
卜 などび 損傷す る おそれび あり ます。 

参 テール ゲートを 閉める とさは， チェーン びかみ 込んで いない ことを 確認し 
てくだ さい。 かみ 込んだ まま ロックす ると， ゲート や チェーンを 損傷す る 
おそれび あります。 （チェーン 装着 車） 

• テール ゲート- サイ ド ゲー トを 開閉す る 前に， ゲー トびま 全に 開閉で をる 
よ ラに， 荷台 および 車 外の ゲー ト 付近の 状態を 必ず 確認して < ださい。 
•ガ ー ドフレ ー ム ストッパ ー の 破損を 防ぐ ため， ガ ー ドフレ ー ム ストッパ ー 
に 過度に 重い ちのを 乗せないで ください。 
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3. 各部の 開閉 


3-3 呂 


4 

シ ー ト •シ ー トべル トの 取り扱い 


シート . 4-2 

シ ー ト ベルト . 4-9 
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4 .シ ー ト •シ ー ト ベル トの 取り 巧 い 


I ドライバー シート 

■ 正しい 運転 姿勢 


• シート バックから 背を 離さない 
• ペダルを 十分に 踏み込める 
参 八ン ドルび 楽に 操作で をる 
• シートベルトび 正しく 着 巧で をる 
• シフト レバーの 操作び 楽に でさる 


U ラン バーサ ポート ★ 

• 腰部の 硬さを 調整で さます。 

0 シー トス ライド 
参 シー トを 前後に 調整で をます。 
因シー トバック 角度 
• 背ち たれの 角度び 調整で をます。 
0 体重 調整 ダイヤル 

(磁気 ヴス ペン シヨ ン シー ト 装着 
車） 

@ 体重 調整 目盛 0 

(磁気 ヴス ペン シヨ ン シー ト 装着 
車） 

参 ダイヤルを 回して 希望の ヴスぺ 
ン シヨ ンの 硬さに 調節で をます。 
* 体重 目盛りは 目安です。 

* 大 をな 段差を 乗り越えた 場合は， 
底 付く ことび あります。 
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ート. シー ト ベル トの 取り扱い 


I センター シート ★ 

シート バック （背 もたれ） を 前ち に 倒す とさは， □ック 解除 レバー または ロック 解 
除 ストラップを 引を ます。 

► 標準 キャブ 


► ワイド キャブ 


[|  □ック 解除 レバー 
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4 .シ ー ト •シ ー ト ベル トの 取り 巧い 


I アシス タン トシー ト^ 

□ック 解除 レバー または □ック 解除 ス トラップを 引く と， 背 もたれび 倒れます。 

► 標準 キャブ 


n □ック 解除 ストラップ 


u □ック 解除 レバー 
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I u ャシー ト 

■ ダブル キャブ 車 
► 巧り たたみ 


■ ルート バン 3/6 人柔り 
► 巧 室の 作りち 


□ フック 
0 バンド 

参 シートを 巧り たたむ ことび でを ま 
す。 

• シート クッシ ヨンの バンドを フツ 
クに 掛けて 固定し ます。 


D へツ ドレ スト 
0 固定 ボタン 

• 上げる とさは， へツ ドレ ストを 持つ 
たま ま 引を 上げます。 

参 下げる とさは， 固定 ボタンを 押した 
まま 押し下げます。 

♦取りが すと をは， 固定 ボタンを 押し 
たま ま 引を 抜を ます。 


[|  ロック レバー 
且 □ッ ク 解除 レバー (背 もたれ） 

• □ッ クレバーを 回して □ック をが 
し. □ック 解除 レバーを 引いて 背 も 
たれを 倒します。 


ート. シー ト ベル トの 取り 巧い 


► 巧 室の 戻しち 

• 作った とさの 逆の 手順で 行います。 


Q 脚 

0 バンド 
因 フック 

♦シート 全体を 持ち上げ， バンドを 背 
もたれの フックに かけて 固定し， 
シー トの 脚を 巧り たたむ。 


ム 警告 


■ 走 巧 中は ドライバー シー トの 調整を しないで ください 

参 調整 中に シートび 突然 動を 運転を 誤り， 思わめ 事故の 原因と なって， 生命 
にか かわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 

参 シートを 調整した あとは， シートを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている こ 
とを 確認して ください。 固定され ていないと シートび 動を， 思わめ 事故の 
原因と なって， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

参 シートの 下に 物を 置かないで ください。 ちの び 挟まって シートび 固定され 
ず， 思わめ 事故の 原因と なるお それび ありを 険 です。 また， □ック 機構の 
故障の 原因になります。 

参 背ち たれと 背中の 間に クッション （座布団） などを 入れないで ください。 正 
しい 運転 姿勢び とれない ばかり か， 衝突した とを シートベルト や ヘッド レ 
ス トの 効果び 十分に 発揮され ず， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそ 
れびあ D を険 です。 

•助手席 や センター シート （センター シート 装着 車）， U ヤ シート （ダブル 
キャブ ま， ルート バン） に 荷物を 積み重ねないで ください。 急 ブレーキを 
かけた とを や 車び 旋回して いると をな どに 荷物び 飛び出して， 柔員 にあ 
たったり， 荷物を 損傷したり， 荷物に 気を とられた りして， 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あり を険 です。 

• 走行 中は シートの 操作を 行わないで < ださい。 ブレーキを かけた とを や衝 
ましたと をな どに， 生命に かかわる 重大な 傷害を ラけ る おそれび ありを 険 
です。 

•走行 中， シートし U 外の 場所への 乗車 や 車内の 移動は しないで < ださい。 急 
ブレーキを かけた とを や 衝突した とを などに， 体び 慣性 力で 飛ばされ， 頭 
などを 強 < 巧ち， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険で 
す。 

• シートの 操作を するとを は， 必ず 平坦な 場所で 行って < ださい。 不整 地 や 
傾斜 地では， 操作 中に 不意に シートび 動を 手足を 挟まれ， 生命に かかわる 
重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 
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ート. シー ト ベル トの 取り扱い 


ム 警告 


■ 走 巧 中は ドライバー シー トの 調整を しないで ください 

• シート バック トレイ 装着 車は， センター シートを 倒した 上に 人を 柔 せて 走 
行し ないで ください。 急 ブレーキを かけた とを や 衝突した とを などに 体び 
飛ばされ， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

■ シート を 巧り たたんだ 状態で， 空いた スペースに 人を 柔 せて 走 巧し ないで く 
ださい。 

• 急 ブレーキを かけた とを や 衝突した とを などに， 生命に かかわる 重大な 傷 
害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

• 脱 着 式へ ッ ドレス ト 装着 車は， へッ ドレス ト をはず した まま 走行し ないで 
ください。 首に 大 をな 衝撃び 加わり， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける 
おそれび ありを 険 です。 

• 脱 着 式へ ッ ドレス ト 装着 車で へッ ドレス トを 取り付け ると をは， 「カ チッ」 
と 音び して 固定された ことを 確認して ください。 へッ ドレ ストを 間違って 
取り付け ると， 固定す る ことび でさず， 衝突した とを などに 生命に かかわ 
る 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 

■ 倒した 背ち たれの 上 や， 巧 室に 人を 柔 せて 走行し ないで ください 

• 急 ブレーキを かけた とを や 衝突した とを などに， 生命に かかる 重大な 傷害 
を 受ける おそれび あり を険 です。 

• シートを もとに もどした ときは， シートを 軽く ゆさぶり， さらに シート クッ 
シ ヨン 後部を 持ち上げ 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 固 
定 されて いないと 急 ブレーキ 時な どに シー トび 倒れたり， 荷 室内 のちのび 
飛び出す など， 思わめ 事故に つなび り， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受け 
る おそれび ありを 険 です。 

• シートを 操作 するとを は， シートベルトを 挟み込まな いよ ラに してく ださ 
し、。 シートベルトび 傷付く おそれび あり， 傷付いた まま 使用す ると 衝突し 
たと をな どに シー ト ベル トび 十分な 効果を 発揮せ ず， 重大な 傷害に およぶ 
か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

■  U ヤ シートに ついて 

• シート クッシ ヨンを 巧り たたむ とさは， バンドび フックに 確実に 掛かって 
いる こと を 確認 してく ださい。 
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4 .シ ー ト •シ ー ト ベル トの 取り 巧い 


A ミち 意 


■ シー トを 調整 するとき は 同 柔ちや 荷物な どま わりの 状況に ミち 意して ください 

参 シートを 調整 するとを は， 同 柔者や 荷物に あてない よ ラに ま 意して くださ 
し、。 同柔 者び けび をしたり， 荷物を こわした りする おそれび あります。 

参 シートを 調整して いると をは， シートの 下 や 動いて いる 部分の 近くに 手を 
近付けないで ください。 指 や 手を 挟み， けび をす る おそれび あります。 

• 車内を 清掃 するとを や シートの 下に 落とした ものを 拾 5 とを などは， シー 
卜の 下に 手を 入れる と， シー トレール. シー トフ レー ム （シ ートの ± 台 部 
分） などに あた D, けび をす る おそれび あります ので 十分に 注意して 行っ 
てくだ さい。 

■ 背ち たれに ち たれ かかった まま シー トバックの 角度 調整を しないで ください 

• 背ち たれに 力び 加わって いると， レバー 操作び 重かったり， 突然 背ち たれ 
び 倒れる おそれび あ 0 ます。 

• シートを 操作 するとを は， 可動 部 や 結合 部に 手足を 挟まない よ ラに 注意し 
て < ださい。 けび をす る おそれび あります。 

• 背ち たれを ラし ろに 倒した 状態で， 荷物な どを 背ち たれの 上に 載せないで 
ください。 シートを 損傷す る おそれび あります。 
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シー ト ベルト 


運転す る 前には 必ず 着用し， 同柔 者に ち 必ず 着用 させて ください。 

シー ト ベル トは 正しく 着用 しないと 効果び 半減す る だけでなくを 険な 場合び あ 
ります。 

なお， 着用は 法律に よって 義務づけられて います。 

シー ト ベル ト のを 意 事項を 十分 理解し， 正し <取0 扱って < ださい。 
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ート. シー ト ベル トの 取り 巧い 


[3 点 式 シート ベルト 

ドライバー シ ート. アシス タン トシー ト のシー ト ベルトは ELR び 装着され てい ま 
す。 

n プ レ- 卜 
旦バッ クル 
0 解除 ボタン 


■  ELR  (緊急 □ック 式き き 取り 装置） 

• 通常 ベルトは 体の 動を に 合わせて 自由に 伸縮で をます び， 万一 衝突 や 急停車 
のと 志 自動的に 固定し 体を 守ります。 

• ベル トを 急に 引を 出す と 途中で 固定す る ことび あります。 

■ プリ テン シ ヨナー 付を シートベルト ★ 

• 前ち から 一定し ツ 上の 強い 衝撃を 受ける と， 着用して いる シートベルトび 瞬時 
に卷き 取られ， 運転者を シートに 拘束し， 衝撃の 緩和と ともに SRS エア バッ 
グの 効果を 高める 装置です。 

■ 使用ち ま 

► 装着 

kiA 1 1 シー トバックは 倒さずに シー トに 深く 腰掛けて 座る。 

確実に 肩に ベルトを とおして プレートを 持って 引を 出し. ねじれて いな 

いこと を 確認す る。 

* シートベルトび ロックした まま 引を 出せない とさは， 一度 ベルトを 強く 引い 
てから， ベルトを ゆるめ， 再度 ゆっくりと 引を 出します。 

hi'J  3 1 プレートを バックルに 「カ チッ」 と 音び する まで， 確実に 差し込む。 

* エンジン スイッチび 「ON」 のとを は， 運転席 シートベルト 非 着用 警告 打 •助 
手 席 シー ト ベル ト非 着用 警告 灯び 消 打した ことを 確認して ください。 （フロン 
ト シートベルト 着用 時の み） 

腰部 ベルトを 密着させる。 

* 腰部 ベルトは 必ず 腰骨の できるだけ 低い 位置に かかる ようにし， 肩部 ベルト 
を 引を， 腰部に 密着させます。 
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MA 5 1 肩部 ベルトを かける 

* 肩部 ベルトは， 必ず 肩に 十分に かかる よ ラに します。 このと を， ベルトび 首 
にあた つたり， 肩からは ずれない よ ラに してく ださい。 

► 取りが し 

• 解除 ボタンを 押します。 ベルトは 自動的に 巻を 込まれます。 


[2 点 式シー ト ベルト ★ 

■ センタ ー シ ー ト 

► 装着 


ベルトを 引いて 必要な 長さに する。 


n プ レ- 卜 
旦バッ クル 
0 解除 ボタン 

• ベル トに ねじれび ない よ ラに プ 
レートを バックルに 「カ チッ」 と 音 
びす るまで 確実に 差し込む。 


ベル トを 引いて 腰骨ので をる だけ 化い 
位置に 密着させる。 


► 取りが し 

• 解除 ボタンを 押します。 


4 .シ ー ト •シ ー ト ベル トの 取り 巧い 


■ダブル キャブ， ルート バンの フ □ント シート 
► 装着 


ベルトを 引いて 必要な 長さに する。 


n プ レ- 卜 
旦バッ クル 
0 解除 ボタン 

参 ベル トに ねじれび ない よ ラに プ 
レートを バックルに 「カ チッ」 と 音 
びす るまで 確実に 差し込む。 


ベル トを 引いて 腰骨ので をる だけ 低い 
位置に 密着させる。 


► 取りが し 

• 解除 ボタンを 押します。 
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ート. シー ト ベル トの 取り扱い 


[アジ ヤス タブ ル シヨ ル ダーベル ト アンカー 

• ベル トび 肩に 十分 かからな いとを 使用 します。 高さは 已 段階に 調節で さます。 

• 解除 ボタンを 押しな びら 上下に 動 
かし， ベルトび 肩に 十分 かかる 位置 
で ボタンから 手を 離し 固定し ます。 
調整 後， 確実に 固定され ている こと 
を 確認し ます。 


1 おモ さま 用シー ト 選択の 目 ま 

体重 （kg) 

身長 （cm) 

参考 年齢 

ベビー シート 

〜 1 0 未満 

〜 7 已じ (下 

〜 1 2 力 月 

チャイルド シ ー ト 

日〜 1 8 未満 

7 已〜 1 〇已じ TF 

9 力 月〜 4 ホ 

ジュニア シート 

1 已〜 3  2 じ (下 

1 0 曰〜]  3 已切下 

4 才〜] 〇才 
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4 .シ ー ト •シ ー ト ベル トの 取り 巧 い 


A 警告 


■ シー ト ベル ト について 

参 走行 前に 必ず 着用して < ださい。 

ベルトを 着用 しないと， 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とを などに 重 
大な 傷害を 受ける おそれび あ 0 を険 です。 

参 上体を 起こし， シートに 深 < 腰を 掛けた 状態で 着用して ください。 

正しい 姿勢で 着用 しないと 十分な 効果を 発揮し ない おそれび あります。 

• 腰部の ベル ト はおず 腰骨ので をる だけ 低い 位置に 密着 させて 着用 して < だ 
さい。 腰部から ずれて いると 衝突した とを などに 強い 圧迫を 受け ケガ をす 
る おそれび あ 〇を険 です。 

参 ねじれた まま 着用し ないで ください。 衝突した とを などに 衝撃 力を 十分に 
分散させる ことび でさず ケガ をす る おそれび あ 0 ます。 

•首 •あご- 顔に あたらな いよ ラに 着用して ください。 

•  3 点 式 シートベルトは， 腕の 下に 通して 着用し ないで < ださい。 ベルトび 
十分 かかって いないと 衝突した とを などに 体び 前ち に 巧げ 出され ケガ をす 
る おそれび あります。 

• シー トべル トは 1 人 用です。 2人しツ上で 1 組の ベル トを 使用し ないで くだ 
さい。 衝突した とを などに ベル トの 機能び 正常に 働かず ケガ をす る おそれ 
び 友 0 ます。 

• シートの 背ち たれを 必要し ツ 上に 傾けて 走行し ないで < ださい。 衝 ましたと 
をな どに 体び シー ト ベル トの 下にち ぐり 込み， 腹部な どに 強い 圧迫を 受け 
ケガ をす る おそれび あ 〇を険 です。 

• 炎天下に 車両を 屋外に 停車 させて いると シー ト ベル トの プレー ト などの 金 
属 部分び 高温と な り やけどを する おそれび あり ますので 金属 部分を 直接 触 
れな いよ ラに ごま 意く ださい。 

• アジ ャス タブ ル ショルダー ベルト アンカーを 調整 するとを は， なの ことを 
お守りく ださい。 お守りいた だかない と， 衝突した とを などに シートべ ル 
卜び 十分な 効果を 発揮せ ず， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につ 
なびる おそれび あります。 

- シートベルトび 首に あたらな いよ ラに， また 肩の 中央に 十分 かかる よ ラで 
をる だけ 高い 位置に 調整して ください。 

- 調整した あとは， 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

参 妊婦- 疾患の あるち び 着 巧す ると さは， かかりつ けの 医師と 相談して から 
使用 してく ださい。 衝突のと をな ど 腹部な どに 強い 圧迫を 受ける おそれび 
あります。 

参 シートベルトを ドア や シートに はさんで 傷つけな いよ ラに ま 意して くださ 
い。 
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ート. シー ト ベル トの 取り扱い 


ム 警告 


■ シー ト ベル ト について 

• ほ つれ- すり 切れび あったり バックルび 正常に 作動 しないと をは， 交換し 
てくだ さい。 

• 万一 事故を 起こした 後は， おず シートベルトを 新品に 交換して < ださい。 
外観 上に 異常び な < てち 正常に 作動し ない ことび あります。 軽い 衝撃で ち 
トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

•改造 や 取りが しを しないで ください。 また， バックル や 巻を 取り 部に 異物 
などを 入れないで ください。 ベル トの 機能び 低下し を険 です。 

• 巧れ は 中性洗剤を 用いて 洗い落として ください。 ガソ 1」 ン. シンナー など 
の 揮発 剤は， シートベルト 地を 著しく 弱める 原因になります ので 絶対に 使 
用し ないで  <  ださい。 


■ シート ベルトの 取り扱い について 

•取り外し， 取り付け， 分解な どを しないで ください。 不適切に 扱 ラと， 正 
常に 作動し なくなったり， 誤って 引を 込み 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
りを 険 です。 

•下記を 修理 するとを は， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 不適切な 修 
理を行 5 と 正常に 作動 しなくなる おそれび あります。 

- シートベルト 付近の 修理 
- キャブの 板金， 塗装 


■ 巧娠 中の ちの シー ト ベル ト 着用に ついて 

参 妊娠 中の 女性 も 必ず シー ト ベル トを 正しく 着用して ください。 

(ただし， 医師に ミ 主意 事項を ご 確認く ださい。） 

巧娠 中の 着用に ついては， 基本的に 
通常 着用 するとを と 同様です び， 腰 
部べ ル トび 腰骨ので をる だけ 低い 
位置に かかる よ 5 にお 腹の ふくら 
みの 下に 着用す るよ ラに してく だ 
さい。 また， 肩部 ベルトは 確実に 肩 
を 通し お腹の ふくらみを 避けて 胸 
部に かかる ように 着用して くださ 
し、。 正しく 着用して いないと， 急ブ 
レーキを かけた とを や 衝突した と 
をな どに ベル トび お腹の ふくらみ 
に 食い込むな どして， 母体 だけで な 
< 胎 おまで び 重大な 傷害に およぶ 
か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れ びあります。 

• 疾患の あるち も 必ず シートベルトを 正しく 着用して ください。 

(ただし， 医師に ま 意 事項を ご 確認 ください。） 


お腹の ふくらみを さけて 
胸部に かかる よ ラに 

の? 

着用の こと - ^ 

腰骨ので さる だけ  を 

低い 位置に かかる よ ラに 
お腹の ふくらみの  { 

蕾ノ 

下に 着用の こと —— 2^==^ 

yy  /\  'TD02-015B 
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4 .シ ー ト •シ ー ト ベル トの 取り 巧 い 


A 警告 


■ 車の シート ベルトが 正しく 着用で きない ル さ なお子 さまは， 体に 合った モ供 
専用 シートに 座 5 せて ください 

参 乳 おは， 頭 や 首を 含め 完全な 安全な 護 サポート （ベビー シート） び 必要で 
す。 乳 おの 首は 安定して いな < て， また 頭は 他の 部分に 比べて を わめて 重 
いからです。 乳 おは， 必ず 適切な ベビー シートに 座らせて ください。 

参 幼 おの 体 おは， シートベルトの 設計 対象と なって いる 大人とは 異なって い 
ます。 かおの 骨盤は ル さく， 通常の シートベルトでは 骨盤の 化い 位置に と 
どまらず， 腹部に かかって しまいます 。衝突した 場合， シートベルト によっ 
て 腹部に 強い 圧迫を 受け， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな 
びる おそれび あります。 幼児は 必ず 適切な テ 供 専用 シー トに 座らせて くだ 
さい。 

■ 子 巧 専用 シートを ご 使用になる ときは， 必ず 商品に 付属の 取扱 書を よく お 読 
みの ラえ， 確実に 取り付け， 使用ち まを 守って ご 使用く ださい 

参 使用ち 法を 誤ったり， 確実に 固定され ていないと， 急 ブレーキ や 衝突 時な 
どに， 子供 専用 シートび 正しく 機能せ ず， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 
場合 死 t につな びる おそれび あります。 

参 モ供 専用 シートに ついては， 販売 会社に ご 相談く ださい。 

参モ供 専用 シートに よっては， 取り付けび でを ない， または 取り付けび 困難 
な 場合び あ 0 ます。 

■ プリ テン シ ヨナー付 シート ベルトを 着用ず ると きは， 必ず; 夕 のこと を お守り 
ください 

• プ U テン シヨ ナー付 シートベルトを 着用 するとを は， おず; 欠の ことを お 守 
りく ださい。 お守りいた だかない とプ 1」 テン シヨ ナ ーび 十分な 効果を 発揮 
せず. 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 

•シ ート ベルトを 正しく 着用す る （一 P.4-9) 

- シートベルトを 正しい 運転 姿勢の とれる 位置に 調整す る （一 P.4-2) 

• プ U テン シヨ ナー付 シートベルトの 取り付け- 取りは ずし， 分解な どを し 
ないで ください。 また， プ U テン シヨ ナー付 シートベルトを 修理 するとを 
は， 必ず トヨタ 販売店で 行って ください。 プ U テン シヨ ナー付 シートべ ル 
卜を 不適切に 扱う と， 正常に 作動し なくなったり， 誤って 卷き 取り， 重大 
な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あ 0 ます。 

参 プ 1」 テン シヨ ナー付 シー ト ベル トび 作動す ると SRS エアバッグ 警告 灯び 点 
巧し ます。 その 場合は シートベルトを 再 使用す る ことび でを ないた め， ぶ、 
ず トヨタ 販売店で 交換して ください。 
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已 


スイッチ. 運輯 装置の 取り扱い 


エンジン （イグ ニッシ ョン） 

スイッチ  . 已 -2 

バッテリー メイン スイッチ 

(消防車） .  5-4 

エンジン のかけ 方 . 已-已 

オイル パン ヒーター 

コンセント ★ . . . 已 -8 

ス □ッ トル ノブ .  5-10 

暖 機運 乾 ★ . 已 -11 

エンジンの 止め 方 . 已 -12 

ペダル 類 . 已 -14 

マニュアル 

トランス ミッション （MT 車）.. 已 -1 已 
オー トマ チック 

トランス ミッション （AT 車）.. 已 -17 

已 AMT . 已 -29 

パーキング ブレーキ レバー.... 已-已 4 

ハンドル . 已-已 7 

ホー ン ボタン . 已-已 8 

SRS エアバッグ （シ ート ベルト 

補助 拘束 装置） . 已-己 8 

ワイ パ ー& 

ウォ ッシャ ー スイッチ .  5-67 

ランプ スイッチ .  5-69 

非常 点滅 巧 スイッチ . 己- 72 

方向 指示 レバー . 已 -73 

フォグ ランプ スイッチ ★ . 已 -73 

ヘッド ランプ 

光卽 調整 スイッチ ★ . 已 -74 

排気 ブ レーキス イッチ ★ . 已 -7 已 

電動 格納 式 アウター S ラー 

スイッチ ★ . 已 -76 

リモコン ミラー スイッチ 已 -78 
ミラー ヒーター スイッチ 5-79 

手動 式 ミラー ★ .  5-80 

ワイド ビュー ミラー ★ . 已 -80 


2 面 鏡 ミラー ★ . 已 -81 

4WD  ★ . 已 -82 

リヤ ウインドウ デフ ォッ ガー 

スイッチ ★ . 已 -8 色 

排出 ガス 浄化装置 スイッチ ★.. . 曰- 87 
発進 アイ ドル アップ ★ . 已 -90 


アイ ド ルス トップ システム ★. ..已 -91 
ECO  MODE スイッチ （MT 車） 已 -97 
ECT パワー スイッチ （AT 車）.. 已 -97 


エコ •パワ ーモー ドス イッチ 

(日 AMT 車) . 百- 98 

ES スタート 

(坂道 発進 補助 装置） ★ . 已 -99 

アイ ドル ストップ 時の 

ブレーキ 保持 （AT 車） . 已 -104 

トランス 5 ッシ ヨン PTO^  . 已 -10 色 

ダンプ レバー ★ . 已 -110 

消防  PTO^ .  5-113 

ブレーキ □ック 

(作業 巧 補助 制動 装置） ★  ...  5-116 

VSC-TRC* . 已 -11 8 

八 イブ リツ ド システム 已 -121 


已 -1 


n スターター キーを 抜を 差しす る 位置 
• キーを 抜く と八ン ドルび □ツク され ま 
す。 

B エンジン 停止 時， 電装 品び 使用で をる 位置 
• オーデ ィオ- シガ レツ トライ ターな ど。 
因 エンジン 回転 中の 位置 
□ エンジンを 始動す る 位置 


冷 マ ド バィス _ 

■ スターター キーの 取り扱い 

• スターター キーは エンジン スイッチの 奥まで 確実に 押し込んで ください。 
♦「LOCK」 の 位置で， キーの 巧を 差し や キーを 回しに くいと きは， 八ン ドルを 
軽く 左ち に 動かしな びら 行って ください。 

参 「ACC」 から 「LOCK」 の 位置に 回す とさは， キーを 押し付け なびら 回します。 
AT 車は シフト レバーを 「P」 ， 已 AMT 「(©)」 位置 付き 車は シフト レバーを 
「(©)」 位置に してから， ギヤ インキ ー ロック 機能 付を 車は， ギヤ 入れ 状態で, 
キーを 「LOCK」 の 位置に 回して ください。 

• 長時間 駐車 するとを は， スターター キーを 抜いて おいてく ださい。 

■ ディー ゼル 車の エンジンを 始動ず ると きは， エンジンが 完 をに 停止して いる 状 
態で 操作して ください 

• エンジンび 完全に 停止す る 前に エンジン スイッチを 「 START 」 の 位置に した 
場合は， スターター フ □ッ ク 機能に より スターターび 作動 しない 場合び あり 
ます。 

■ エンジン 始動 時， エンジン スイッチを 繰り返し 「START」 位置に した 場合 

• スターター ブロ ッ ク 機能に より スターターび 作動 しない 場合び あり ます。 3 秒 
上 間隔を あけて 操作を して  <  ださい。 


ン） ス イツ 


エンジン （イク ニツ 


運転 装置の 取 0 扱し、 


已 -2 


I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


ム 警告 


■ 走 巧 中は， エンジン スイッチを 絶対に 「ON」 の 位置! •ソ がに しないで ください 

♦「ON」 の 位置し U 夕 りこす ると エンジンび 停止し， 八ン ドル 操作 や クラッチ ぺ 
夕、 レ 操作び 極端に 重 < なったり. ブ レーキの 効を び 悪 < な D を険 です。 

■ スターター キーを 巧いた まま や 「LOCK」 の 位置で 絶対に 走 巧し ないで くだ 
さい 

• スターター キーび 抜かれた 状態に なると 八ン ドルび □ック され 操作び でを 
な <  な D を険 です。 


A ミち 意 


■ エンジン スイッチの 取り扱い 

• エンジン 始動 後， 再度 「START」 の 位置に 回さないで ください。 ス ター 
夕 一の 故障の 原因に な  0  ます。 

• エンジンを 止めた 状態で 「ON」 や 「ACC」 の 位置の まま 長時間 放置した 
り， ラジオな どを 長時間 使用し ないで ください。 バッテ U —/補 機 バッテ 
U — あびり を 起こし， エンジンび 始動で をなくなる おそれび あります。 


己- 3 


已. スイッチ- 運転 装置の 取り扱い 


バッ テリー メイン スイッチ （消防車） 


noN 

且 OFF 

• スイッチを 「OFF」 に するとを は， 
カバーを 開け， スイッチの 「OFF」 
側を 押して  <  ださい。 

* 走行 中は， カバーを 閉じて くださ 
い。 


• スイッチを roN」 にしてから エンジン スイッチを roN」 の 位置に してく 
ださい。 

► エンジンを 停止ず る 

• エンジン スイッチを 「LOCK」 の 位置に してから スイッチを roF 円 にし 
てくだ さい。 


を アドバイス 


■ 長時間 駐車ず ると きは， 必ず スイッチを 「OFF」 にして おいてく ださい 

•  roNj の 状態 にしておくと バッテ U-/ 補 機 バッテ U- あびり を 起こし， ェ 
ン ジンび 始動び でさな < なるお それび あります。 


A 警告 

■ 走 巧 中は スイ ッチを 「 OFF 」 に しないで ください 

• 「OFF」 にす ると エンジンび 停止し を険 です。 

■ エンジン 回 車 5 中は スイッチを 「OFF」 にしないで ください 

• 電源び 切れ， 各 電気装置び 作動せ ずを 険 です。 


已 -4 


I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


エンジン のかけ 方 


I エンジンを かける 前に 

iron  パーキング ブレーキび 確実に 効いて いる ことを 確認す る。 

b む I  2  I シフト レバーを 「N」 （口」. 「(風」 位置 付を 車では 「P」. 「(倒」 ） の 位 
置に する。 

* 已 AMT まは， シフトイン ジケーターの ギヤ 位置 表示び 「N」 である ことを 確認 
する。 

► クラッチ スタートシス テム ★  (MT 車） 

• クラッチペダルを いっぱいに 踏み込まない と， エンジンび かからな いよ ラに 
なつて います。 


[デイー ゼル車 または 八 イブ リツ ド まの 始動 方法 


► 通常 または エンジンび 暖まつ ている とを 

•エンジン スイッチを 「START」 の 位置に 回し エンジンを かける。 

*  MT まは クラッチペダルを いっぱいに 踏み込んで 行います。 このと を アクセル 
ペダルは 踏まないで ください。 

* 已 AMT 車は フレー キ ペダルを 踏み込んで 行います。 このと を アクセル ペダル 
を 踏まないで  <  ださい。 


t ガソリン まの 始動 方法 

y；i 1 1 クラッチペダルを いっぱいに 踏む。 

y :ri  2  I アクセル ペダルを 踏み込まずに エンジン スイッチを 「START」 の 位置 
にして エンジンを かける。 

1LPG 車の 始動 方法 


燃料 取り出し バルブ （赤色） を 左い っ 
ぱいに 開ける。 


y,j 2 1 クラッチペダルを いっぱいに 踏み込む。 

ki'4  3  I アクセル ペダルを 踏み込まずに エンジン スイッチを 「START」 の 位置 
にして エンジンを かける。 


己-己 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


[寒を 時に エンジンを かける とを 


■ 予熱 （始動 補助 装置） 付 さ 車 

HE  ス □ッ トル ノブ （八 イブ U ッド 車を 除く） を 左 いっぱいに 回す。 （一 
P.5-10) 


参 スターター キーを 差し込み roN」 の 
位置に する。 

* 予熱 表示 好び 約 2 砂 点な します。 

* を 却 水温び 0 でし ツ 下のと を 予熱表 
示 打び 約 5 砂 点 打し ます。 


b む I  3  I 消灯と 同時に， クラッチペダル （AT 車を 除く） を いっぱいに 踏み込ん 
で エンジン スイッチを 「START」 の 位置に 回し， エンジンを かける。 

■  LPG  車 

•  -20で1； (下で 始動 するとを は， アクセル ペダルを 約 1/2 踏み込んだ 状態に し 
てから エンジン スイッチを 「START」 の 位置に します。 

■  LPG エンジンび かか 5 ない とき， または 寒を 時の 再 始動のと きは 

参 アクセル ペダルを 適度に 踏んだ まま， エンジン スイッチを 「START」 の 位置 
に して エンジンを かけます。 

*  上の 操作を してち エンジンび かからな いとを は， 燃料 過 流 防止 弁び 作動し 
ている ことび あ 0 ます。 

燃料 取 り 出し ノ U レブを 完全に 閉 じてから， 再度 ノ （ルブ を ゆっくりと 開 けて く 
ださい。 


接 アドバイス 


■バッ テリ ー/ 補 機バッ テリ ー あがり を 防止ず るた めに 

• 1 度でエンジンびかからないとをは， バッテ U —/補 機 バッテ U —の 機能 回 
復の ため 「ACC」 の 位置に 戻し.  30 秒 ほど 待って からかけ なおして ください。 
• ディーゼル エンジン 車で 始動 時に アクセル ペダルを 必要し ツ 上に 踏む と， 黒煙 
の 発生に つなび 0 ます。 

♦予熱 （始動 補助 装置） ★は 消費 電力び 大 をいた め， 繰り返し 作動させる と， 
バッテ U  —/補 機 バッテ U —の 負担び 大 さいので， でさる だけ 避けて く ださ 
い。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ ディーゼル 車の ェンジンを 始動ず ると をは， ェンジンび 完 をに 停止して いる 状 
態で 操作して ください 

• ェンジンび 完全に 停止す る 前に ェンジン スイッチを 「 START」 の 位置に した 
場合は， スターター ブ □ッ ク 機能に より スターターび 作動 しない 場合び あり 
ます。 

■ ェンジン 始動 時， ェンジン スイッチを 繰り返し 「START」 位置に した 場合 

参 スターター ブ □ッ ク 機能に より スターターび 作動 しない ことび あり ます。 3 砂 
しツ上 間隔を あけて 操作を して  <  ださい。 

■ 寒を 地での LPG まの 暖機 運転 

• 寒; 令 地での 暖機 運転 中は アクセル ペダルを あおらないで ください。 

レギュ レーターび 凍結す る おそれび あります。 

•寒; 令 時， が 気温び 低温に なると 燃料び 十分に 気化で をず， ェンスト-再 始動 
不良の 原因になります ので， 寒; 令 時 （5 でし U 下） の 始動 後は， 水温 計び 動を 
始める 程度の 暖機 運転を し， 走行す るよ ラに してく ださい。 

■ 寒を 時 LPG ェンジンの 始動び できなかった ときは 

•寒; 令 時. 始動に 失敗した とを， または 始動 後 ェンスト したと をは， レギュ レー 
ターび 凍結す る ことび あります。 この場合は， レギュ レーターを ウェスで お 
おってめ る ま 湯を かけて 暖めます。 （レ ギュ レーター 外にめ る ま 湯を かけな 
いよ ラに してく ださい。） その後 ウェスを 取り除を， アクセル ペダルを いっぱ 
いに 踏み込んだ まま エンジン スイッチを 「START」 の 位置に 回し， エンジン 
始動 音び したら アクセル ペダルを 適度に 戻します。 


网巧識 

■ エンジン イモ ビラ イザー機能 付き 車に ついて （一 P.3-2) 

•システム により， エンジンび かからない ことび あります。 その 場合， いった 
ん スターター キーを 巧を， 10 秒し:! 上 待って から エンジンを 始動して くださ 
い。 

■ エンジン 始動を 容易に ずるには 

• 予熱 表示灯の 消灯 後 ただちに エンジン スイッチを 回す と， エンジンび 容易に 
始動し ます。 

• 寒; 令 地域では 大 容量 バッテ U —を 使用す ると 始動 性び 良好に な 0 ます。 


A 警告 

■ エンジンの 始動 

参 ドライバー シー トに 座って いない 状態で エンジンを かけないで ください。 
思わめ 急 発進に そなえ 必ず ドライバー シー トに 座り エンジンを かけて くだ 
さい。 あず 「エンジンを かける 前に」 を 行って ください。 （一 P. 己-己） 

参 車を 少し 移動させる とを も， 必ず エンジンを 始動して ください。 エンジン 
を かけず， 坂道を 利用して 車を 動かす と， 思わめ 事故に つなび る おそれび 
あります。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A ミち 意 

■ スターターの 使用に ついて 

•スターターは， 1 已 秒し i (上 連続して 使用す ると スターターび 故障した D, 
バッテ U  —/補 機 バッテ U — あびり の 原因と なり ます。 


オイル パン ヒーター コンセント ★ 


寒; 令 時に， エンジン オイルを あらかじめ オイル パン ヒーターで 暖めて， エンジン 
の 始動を 容易に する ことが でさます。 


* オイル パン ヒーターは， 寒; 令 地 政 列で 使用し ないで ください。 


* コードの アースは， 必ず 取り付けて ください。 


* コードは ドアには さまったり. 折れ曲がらな いよ ラに してく ださい。 


* オイル パン ヒーターの 消費 電力は 已日 0W です。 


* 延長 コードを 接続す る AC100V コンセントに 十分な 容量が ある ことを 確認 
してく ださい。 


オイル パン ヒーター による エンジン オイルの 温度 


常温 約 30 〜 4crc 


ちむ i 1 1 エンジン オイル 量を 点検す る。 

hi  A  2 1 コンセントに 車 載の 専巧 コードを 接続す る。 

bid  3 1 コー ドの プラグを 外部 電源 （AC100V) に 接続す る。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■ プラグ や 手を め 5 したと きは， なず 乾かして か 6 接続して ください 

• 1 00  V 交流 電源です ので， が 部 電源を 接続す ると 感電す る おそれび ありを 
険 です。 

■ 延長 コー ドの 接続 や 取りは ずしは， 正しい 順 巧で 巧って ください 

• 正しい 順序で 行わない と 感電し， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそ 
れびあ D を険 です。 

■ コンセント 内に 水滴な どが 付いている ときは， 完全に 取り除いて ください 

参 コンセント 内の 水気を 完全に 取り除い てから， 車両 側 プラグを 巧し 込んで 
ください。 水気を 完全に 取り除かな いと， 漏電の 原因と なり， 感電な ど 生 
命に かかわる 重大な 障害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

■ コンセントを 使用した あとは， ずみ やかに 延長 コー ドを 取りは ずして くださ 
い 

• コードを はずし 忘れた まま 車を 発進して しま ラな ど， 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あ 〇を険 です。 
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-• 運 乾 装置の 取り 巧い 


■ 暖機 運転 

* 寒; 令 時の エンジン 暖 機に ついては （一 P.5-ll) 


D アイ ド 1」 ング 自動 調整 
(左 いっぱいに 回す） 


0 アイド 1」 ング 手動 調整 
(ちに 回す） 


^ 自動 調舊 

• エンジンの; 令 却 水温に 応じて アイ ド 1」 ング 回転 数び 自動的に 調整され ます。 
アイド 1」 ング 回転 数び 下 びったら 暖機 完了です。 

* 通常は 左 いっぱいに 回した 状態で 使用して ください。 

► 手動 調整 

• ス □ッ トル ノブを ちに 回す と エンジン 回転 数び 上び り， アイ ド 1」 ング 回転 数 
を 調整す る ことび でを ます。 

削 1」 エンジン びかかったら， ス □ッ トル ボタンで やや 高めの アイド U ング回 
転 数に します。 

b も I  2  I 暖機 運転は 水温 計の 指針び 動を 出す まで 行い， 水温 計の 指針び 動を 出し 
たら， 左 いっぱいに 戻す。 

* 手動 調整 時は， 不用意に スロット ル ノブを ちに 回す と エンジン 回転 数び 急に 
上び ります ので ミ 主意して ください。 

を アドバイス _ 

■ 寒を 時の エンジン 暖 機に ついては （一 P. 已 -1 1) 

■ 始動 直後は， 空ぶ かしや 高を 回転を させないで ください 

• エンジンの 不調 や 故障の 原因になります。 

• 燃料の 無駄 使いに ちなります。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


A 警告 

■ 換気の 不十分な 車庫 や 屋内での 暖機 運転は しないで く ださい 

参 排出 ガスに より 一酸化炭素中毒になる おそれび ありを 険 です。 

■ 走 巧ず る 前に 必ず ス □ッ トル ノブを 左 いっぱいに 戻して ください 

• スロッ トル ノブを 作動 させた まま 走行す ると 急 発進の 原因になります。 

参 燃料の 無駄 使いになる ほか， クラッチの 寿命を 縮めます。 

■ 暖機 運転は， 排気管 や マフラー 付近に 枯草や 紙く ずな どの 燃え やず い 物げ な 
しにと を 巧 認 して か 6 行っ てく ださい 

• 燃え やすい 物び 近 < にある と 火災の 原因になります。 


暖 機運 拓* 


寒い とさに エンジンを 始動して， 早く ヒーター (暖房） および デフロスターを 効 
かせたい とき や 長時間 停車 中の ヒー ター (暖鼠 効果を 高めたい ときに 使用し ま 
す。 


• 排気 ブレーキ スイッチを 押し下げ 
ると， 暖機 システムび 作動し， 表示 
打び 点な します。 

• 排気 ブレーキ スイ ッチを 元に 戻す 
と， 作動び 終了し， 表示 打び 消 打し 
よ 9  〇 

* 早く ヒーター （暖房） を 効かせたい 
とさは， 暖機 システムび 作動 状態の 
まま， ス □ッ トル ノブで エンジン 回 
転を 標準 アイ ド U ング 回転 数よ D 
やや 高めに します。 


み アドバイス 


■ シフト レバーを 「N」 の 位置! •リタ 1 •にず ると， 暖機 システムは 解除され まず 

♦再度 暖 機を 行いたい 場合は， 一度 排気 ブレーキ スイッチを 戻し， ち ラー 度 押 
し 下げて  <  ださい。 

■ エ キゾー スト ブ レー キを 巧し 下げた 状態で エンジンを 始動した 場合， 暖機 シス 
テムは 作動し ません 

参 再度 暖 機を 行いたい 場合は， 一度 エキゾ ー スト ブレーキ スイッチを 戻し， ち 
ラー 度 押し下げて  <  ださい。 
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-• 運 乾 装置の 取り 巧い 


□  ACC 

• エンジン スイッチを 「ACC」 の 位置 
にして エンジンを 止める。 


n 押す 
且 回す 

参 スターター キーを 抜を 取る とさは, 
「ACC」 の 位置で 押し付け なびら 
「LOCK」 の 位置に 回す。 


A 警告 

■ 換気の 不十分な 車庫 や 屋内での 暖機 運転は しないで く ださい 

参 排出 ガスに より 一酸化炭素 中毒になる おそれび ありを 険 です。 


エンジンの 止め 方 


1 信 止 前の アイド リンク 

y：rf 1 1 パーキング フ レー キを 確実に 効かせ， シフト レバーを 「N」 （「p」， 「(©)」 
位置 付を 車では 「P」. 「(©)」） の 位置に する。 

* ギヤ インキ ー ロック 機能 付を 車は， ギヤ 入れ 駐車を します。 
bi d 2 1 エンジンを 停止させる 前に， アイド U ング 状態で エンジンを; 令 却す る。 
参 ディ ーゼル 車， ガソ U ン 車は 約 2 分 程 
•  LPG 車は 3 〜已 分 程 

* 登坂 や 高を 走行 直後は エンジン 各部び 高温に なって いますので， 十分に エン ジ 
ン を; 令 却し ます。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


を アドバイス 


■夕 ー ボ チャ ー ジャ ー について 

• ターボ チャージ ャー 付を エンジンは， エンジン 停止 前に 必ず アイ ド 1」 ング状 
態に し エンジンを; 令 却して ください。 走行 直後に エンジンを 止める と ターボ 
チャージ ヤーに 悪影響を あたえます。 


ム 警告 


■ 駐車ず ると をは 

参 坂道に 駐車 するとを や， 長時間の 駐車 および 車両の 点検' 整備な どの 作業 
を するとを は， を険 防止の ためおず タイヤの 輪 止めを 掛けて く ださい。 

■ ギヤ 入れ 駐車に ついて 

• トランス 5 ッシ ヨンの ギヤを 入れた 状態で 駐車す る お 要び あると をは， 
パーキング ブレーキを 使用し エンジンび 回されても 始動 しないよ ラに， ス 
ター ター キーを 巧を， さらに タイヤに 輪 止めを 掛けて ください。 

■ 車両 义災の 防止 

• 枯草や 紙 < ず など 燃え やすい 物び ある 場所に 車を 止めないで < ださい。 走 
行 直後は 排気管 や マフラー 付近び 高温に なって います。 燃え やすい 物び 近 
< にある と 火災の 原因になります。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


ペダル 類 


各 ペダルを 確実に 操作す るた め， フロア マツ トを 正しく 敷いて ください。 

□ アクセル ペダル 
0 ブレーキ ペダル 
因 クラッチペダル ★ 


■ ブレーキ ペダル 

参 ブレーキ ペダルの 踏みし ろに 応じて 制動 力の 大 ルび 変化し ます。 また， 八ィ 
ブ U ッ ド 車は 自動的に U ター ダーび 作動して エネルギー 回生を 行います。 


网 知識 _ 

■ エンジンの 空ぶ かしは しないで ください 

• 燃料の 無駄 使い および 公害 姐 f 出 ガス- 騒音） のちと になります。 

■ エネルギー 回生とは 

•車両 減速 時に， 車両の 運動 エネルギーを 電気 エネルギーに 変換し， HV バッテ 
U —を 充電し ます。 


ム 警告 

■ 運転席 付 おの 舊理 豊頓 

• ブレーキ ペダルの 下に 空宙 などび はさまる と， ブレーキ 操作び でさな < な 
る おそれび あり を険 です。 空ち などび あると をは 取 り 除いてく ださい。 

■ アクセル ペダルの 異常に ついて 

参 操作に 異常 （踏 力 軽す ざ， 戻り 不良， しぶりな ど） を 感じた とさは， その 
まま 運転を 続けないで ください。 速度の コン ト □ー ルび でを なくなる おそ 
れび あり 大変を 険 です。 トヨタ 販売店で 点検'  整備を 受けて ください。 

A ミち 意 

■クラ ッ チ ペダルに 足を のせた まま 運転 しないで く ださい 

• 力び 出ない ばか りで なく クラ ッ チの 寿命を 縮めます。 

■ 変を ずると きは、 クラッチペダルを いっぱいに 踏み込んで ください 

• クラッチペダルの 踏み込みび 浅い と、 クラッチ や トランス 5 ッシ ヨンを 損 
傷させる おそれび あ 0 ます。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


マニュアル トランスミッション （MT 車) 


n シフ トレ バー 

• 「R」 の 位置に シフトす ると 後退な び 
点灯し， 同時に キャブ 内 および 車が 
のブヴ ーび 鳴ります。 

* ランプ スイッチび 「ON」 のとを は， 
車 外の バック ブヴ ーは 鳴 りません。 
* 後退 するとを は， 車両 後方 および 左 
ちの ま 全を 十分 確認して  <  ださい。 


[巧 脚 式 シフ トレ バー 

• シフト レバーを、 助手席 側に 倒す ことび でを ます。 


お:; 1 1 I パーキング ブレーキを 確実に 効かせ， シフト レバーを 「 N 」 の 位置に す 

シフト レバーを 上ち に 弓 I き 上げる。 


シフト レバーを 引を 上げた まま， 助手 
席 側へ 倒す。 


戻す とさは、 シフト レバーを そのまま 起こす。 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


瞬 知識 


■ オーバーランとは 

• エンジンを 許容 最高 回転 数を 超えて 回転させる ことを いい， このよ ラな 状態 
にす ると 各部に 無理び 生じて， エンジン などを 破損させる ことになります。 


ム 警告 


■ 巧 倒 式 シフ ト レバーについて 

参 倒す とさは， 必ず 停車して. パーキング ブレーキを 確実に 効かせ. 「N」 の 位 
置に シフトし てから 行って ください。 万一 「N」 位置し:! がに ギヤび 入っ ている 
と， 車両び 動を だし， 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 

参 エンジン 始動 時には， シフト レバーび 確実に □ック されて いる ことを 確認 
してく ださい。 

■ 走 巧 中には シフ ト レバーを 「N」 にしないで ください 

• エンジンブレーキび 効かない ため， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありま 
す。 

■ 部品の 損傷を 防ぐ ために 

• 前進から 後退， 後退から 前進に 変速 するとを は， 車両を 完全に 止めてから 
行って ください。 トランス 5 ッ シヨ ンを 損傷させる おそれび あります。 

参 シフトダウン するとを は， 減速して から 1 段ず つ 行って ください。 
エンジンび オーバーランを 起こし， 破損す る おそれび あります。 


A を 意 

■ 変を ずると きは， クラッチペダルを いっぱいに 踏み込んで ください 

• クラッチペダルの 踏み込みび 浅い と， トランス 5 ッシ ヨンを 損傷させる お 
それび あります。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


ン （AT ま) 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


シフ ト ポジション 

目的 

P 

いてー キ 

ング） 

•車輪び 固定され まず。 

•エンジン 始動 時 および 駐車 時に 使用して  <  ださい。 

- PTO  ★を 操作ず ると をに ち 使用し ます。 

•駐車 時は. 必ず 「P」 位置に してく ださい。 

• 「P」 位置の み エンジン スイッチから スターター キーび 损を 取れます。 

回 

(リバース） 

•車両を 後退させる とさに 使用し ます。 

• 「R」 位置に 入れる と 後退の び 点 好し， キャブ 内 および 車両 棲 方の バック 
プヴ ーび 鳴り 「R」 の 位置に ある ことを 知らせます。 

•ランプ スイッチび roN」 のとを は， 車両 禮 方の バック ブザーは 鳴りません。 

N 

(ニュー ト 

ラル） 

•動力び 伝わらない 状態の 位置で ず。 

• 「N」 位置で を エンジンは 始動で をまず び 安全の ため 「P」 位置で 行って 
< ださい。 

回 

(ドラ イプ） 

•通常の 走行 時に 使用し ます。 

•オーバードライブ （0/D) スイッチを 「日 N」 にした と 走は] 速〜 巨 速 ま 
で， 「OFF」 のと さは] 速〜 己 速まで 変速し ます。 

因 

(フ オース） 

•車 速 や 走行 条件に 応じて， ] 速〜 4 速まで 変速し ます。 
•エンジンブレーキび 必要な 場合 に 使用し ます。 

回 

(L-3) 

•車 速 や 走行 条件に 応じて. ] 速〜 3 速まで 変速し ます。 

•強い エンジン ブレーキび 必要な 焉 合に 使用し ます。 

■ 才ー パ‘ー ドライブ （0/D) スイッチ 


田 才 ーバー ドライブ (0/D) スイッチ 

• スイッチを 押す と 「ON」 になり ま 
す。 もう一 度 押す と， rOFF」 （メー 
夕ーパネル 内の  0/D  OFF ランプ 点 
打） になります。 


* 通常 走行 時は スイッチを 「ON」 にして おを ます。 「□」 位置で 1 ま〜 曰 速 ま 
で 自動的に 変速し ます。 

* スイッチを rOFF」 にす ると 0/D  OFF ランプび 点な し， 1 速〜 已 ままで 自 
動的に 変を します。 

* お 道 走行 時は スイッチを 「OFF」 にして おを ます。 

下り坂では， エンジンブレーキ， 排気 ブレーキの 効を びよくなります。 上り 
坂では， を ま 回数の 少ない 滑らかな 走行び でを ます。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ 油 温 警告む 


. .了_  11  •エンジン スイッチを roN」 にす ると 点 口し， エンジンを かけ 
A/  I  UIL  て 消な すれば 正常です。 

TEMP 


■ 油 温 警告む が 点な したと を 

• トランス 5 ッ シヨ ンの オイルの 温度び 高くなる と 点灯 します。 

y;.j ij ランプび 点な したと をは， すみやかに 車両を 安全な 場所に 停止して， 
「P」 位置に する。 

b む 1 2 1 エンジン 回転 数を アイド U ング 回転 時より 若干 高めに し， を 却す る。 

* ランプび 消な すれば， 通常 走行び でを ます。 

* アイド U ング 回転を 続けても ランプび 消な しないと を， または 走行 中に 頻繁 
に 点な するとを は， トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

* 通常は 数 分 じ I 内に 消な します。 

■  A/T 警告む 


- •エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると ランプび 点 打し, 

CHECK  才ー トマ チック トランス 5 ッシ ヨン システムび 正常で あれば 約 

A/T  3 秒 後に 消な します。 


[| シフト ロ ック 解除 ボタン 

•  rpj から 「R」 位置へ シフ ト する 際， 
ブレーキ ペダルを 踏んで ち シフト 
びで をない とさに 使用 します。 

* ま 全の ため， ブレーキ ペダルを 踏ん 
だ 状態で， ボタンを 押 しなびら レ 
バーを 操作して ください。 

* ボタンを 押してい る 間， シフト 可能 
となります。 
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-• 運 乾 装置の 取り 巧い 


t 運拓 操作 

踏み 間違いを 防 ぐた め， ァクセ j レ ペダルと ブ レー キ ペダルは 必ずち 足で 踏んで くだ 
さい。 

■ エンジンの 始動 

パーキング ブレーキび 確実に 効いて いる ことを 確認す る。 


レバーび rp」 位置に 入って いる ことを 
確認す る。 


b む 1 3 1 ブレーキ ペダルを ち 足で 踏む。 

凹;; I  4  I エンジン スイッチを 「 START」 の 位置に して エンジンを かける。 

* 「N」 の 位置で も 始動で をます び， ま 全の ため タイヤび 固定され る 「P」 の 位 
置で 行って ください。 

* 押しび け やけん 引に よる エンジン 始動は でを ません。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ 発進 および 通常 走行 

bi  fi 1 1 必ずち 足で ブレーキ ペダルを 踏む。 

* レバーをの」 ' 「4」 • 「L- 引. 巧」 位置に 入れる と， ク U- プ 現象に より ア 
ク セル ペダルを 踏まな < てち 車両び 動を 出 します。 発進 前は ブレーキ ペダル 
を しっかり 踏み， 車両び 動かない ようにして ください。 


レバーを の」 または 旧」 位置に する。 


• パーキング ブレーキ レバーを 戻し， 
ブレーキ ペダルを 徐 々に ゆるめる。 
• アクセル ペダルを ゆっくり 踏む。 

* ま 速と 負荷に 応じて 自動的に 変速 
されます。 


* の」 位置で 走行 中， アクセル ペダル 
を いっぱいに 踏み込む と， 自動的に 
シフトダウンし， 加速 力び 大 をくな 
ります。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


► マニュアル シフト 走行 


MT 車と 同様に 車 速に 応じて 手動で シ 
フ ト する ことび でを ます。 


► 坂道 走行 

* 上り あでは 勾配 や 積 荷に 応じての」 ' 「4」 . 「L- 引 を 使い分け ると， 変速 回 
数の 少ない 滑らかな 走行び でを ます。 

* 下り坂では 排気 ブレーキを 併用し， 安全に 走行して ください。 

* 勾配に 応じて 「□」 ' 「4」 • 「L- 引 を 使い分け， 必要な エンジン ブ レーキカを 
得て 走行して ください。 


■ 停車 


• 「□」 位置の まま 必ずち 足で ブレーキ 
ペダルを しっかり 踏んで おを ます。 
巧 道な どでは バー キング ブレーキ 
を 確実に 効かせます。 

• 停車時間び 長くなる ときは 「P」 ま 
たは 「N」 位置に シフトし ます。 

• 停車 後， 再発 進 するとを は 「□」 位 
置に ある ことを しっかり 確認して 
から 発進して ください。 


己- 吕吕 


I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ 駐車 

曲ぃ」 車両を 確実に 停止 させ， ブレーキ ペダルを 踏んだ まま パーキング ブレー 
キを 確実に 効かせる。 


参 「P」 位置に する。 

• フ レーキ ペダルを 離し， エンジンを 
止める。 


* 坂道に 駐車 するとを はおず タイヤに 輪 止めを 掛けて ください。 


[巧 倒 式 レバー 


n シフ ト レバー 
且 可 倒シャ ッター 
0 可 倒 解除 レバー 


• 運転席- 助手席 間の 移動 時な どに， シフト レバーを 助手席 側に 倒す ことび でを 


• シフト レバーを 「P」 位置に する。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


• 巧 倒 解除 レバーを いっぱいまで 引 
を 上げ， シフト レバーを 助手席 側に 
倒す。 


y ：|| 3 1 戻す とさは， シフト レバーを そのまま 起こし， 巧 倒 シャッターび 元の 位 
置に 戻って いる ことを 確認す る。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


网 知識 


■ シフト □ツクシ ス テムとは 

• この 装置は， フ レーキ ペダルを 踏んだ 状態で なければ 「P」 の 位置からの レ 
ノ （一 操作び でさない よ ラ になつ ています。 

よく 理解して 正しい 操作に 役立てて ください。 

•エンジン スイッチび 「ACC」 または 「LOCK」 位置のと きに， ブ レー キぺダ 
ルを 踏んで ち 操作で をません。 


• 「P」 の 位置し U がでは エンジン スイッチから スターターキーは 抜けません。 「P」 
の 位置に してから スターター キーを 抜いて ください。 

• 「P」 の 位置！; (外では， エンジン スイッチを 「ACC」 から 「LOCK」 位置に 回 
せません。 

• 「R」 の 位置に 入れる とフヴ ーび 鳴り， 「R」 の 位置で ある ことを 運転者に 知ら 
せます。 

♦ 「P」 から レバー 操作 するとを に， 「R」 位置ち 向に 引いた まま ブレーキ ペダル 
を 踏む と 操作で をない ことび あります。 先に ブレーキ ペダルを 踏み 操作して 
ください。 

■ ク リープ 現象とは 

参 シフト レバーび 走行 位置に あると を， エンジンの アイド U ング 回転に より， ア 
ク セル ペダルを 踏んで いなくて ち 車両び ゆっ く り 動を 出す 現象を いいます。 

■ シフト レバーの 操作に ついて 

•エンジン スイッチび 「ACC」 または 「LOCK」 位置のと きに， ブ レー キぺダ 
ルを 踏んで ち 「P」 の 位置から レバー 操作で をません。 

• ブレーキ ペダルを 踏んだ ままで ない と 「P」 位置から シフ ト でさません。 

■ 巧 道 走 巧に ついて 

♦ 「P」 • 「N」 位置では， 排気 ブ レー キは 作動し ません。 

rPJ  -  TNJ 位置し ツか でも 車 まび 約 lOkm/h し U 下では， 排気 ブ レー キ び一時 的 
に 解除され ます。 車 速び 上 びれば （約 12  km/h し U 上） 再び 作動し ます。 

•マニュアル シフトダウン 時， 車 速び ますざる と， エンジン オーバーラン 防止 
のた め， シフトダウンされ ない とを びあります。 この場合， ブレーキ ペダル 
を 踏んで 減を してく ださい。 

■ オーバーランとは 

参 エンジンの 許容 最高 回転 数を 超えて 回転させる ことを いい， このよ ラな 状態 
にす ると 各部に 無理び 生じて， エンジン などを 破損させる ことになります。 


己- 吕巳 


-• 運 乾 装置の 取り 巧い 


■ 高 回 お 時の レバーの 取り扱い 

参 エンジン 回転び 高い とを （始動 直後な ど） は. ブレーキ ペダルを 踏んで い 
ない 状態で 「□」 または 旧」 位置に 入れないで ください。 急 発進す る おそ 
れびあ 〇を険 です。 

■シフ ト レバーの 操作 


参  > の 操作は □ック ボタンを 押さな 

いで 操作して ください。 

常に ロック ボタンを 押して 操作し 
ている と 意に 反して 「P」 • 「R」 位 
置に 入れて しまい、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あ 0 ます。 


■ 発進 および 通常 走' 行に ついて 

• シフ トレバー 操作 時は 絶対に アクセル ペダルを 踏み込まないで ください。 
車両び 急 発進し を険 です。 

■ 坂道 走行に ついて 

参フッ ト ブレーキは 使いす ざないで ください。 

長い 下り坂で フ レーキを 使いす ざると 過熱して 効を び 悪くなる おそれび あ 
りを 険 です。 

• お 道な どでは， 「□」 • 「4」 または rL-3」 位置に 入れた まま 惰性で 後退した 
り， 「R」 位置に 入れた まま 惰性で 前進す る ことは 絶対にし ないで ください。 
エンストして， フ レー キの 効きび 悪く なったり， 八ン ドルび 重くな ったり 
して， 思わめ 事故 や 故障の 原因と なるお それび ありを 険 です。 

■ 停車 時 エンジンの 空ぶ かしは しないで 

参 「P」 • 「N」 位置し U かに 入って いると 急 発進して を険 です。 


A 警告 


n 且 回 


P  R  M  □含 


み ♦♦♦み 

なな ♦♦♦ 


已 -2 巨 


I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


ム 警告 


■ シフト レバーについて 

• 発進 時には， 必ずち 足で ブレーキ ペダルを 踏んだ まま 「P」 • 「N」 位置から 
「D」 または 「R」 位置に シフトして ください。 

• ブレーキ ペダルを 踏んで ち レバーび 動かない とさは， ブレーキ ペダルを 踏 
んだ まま シフ ト ロック 解除 ボタンを 押して レバーを 操作して ください。 ま 
た， そのまま 使用し 続けず， ただちに トヨタ 販売店で 点検' 整備を 受けて 
ください。 

• エンジン 始動 直後な ど アイ ド U ング 回転 数び 高くなる とク U —プ 現象び 強 
くな り， 車両び 動 こ 5 とする 力び 強まります。 ブレーキ ペダルは 確実に 踏 
み 込んで ください。 

参 「P」 位置に シフト するとき は， 確実に 「P」 位置に 入れ， ロック ボタンを 
離して  <  ださい。 

参 運転席から 助手席に 移動 するとを など レバーに つかまらないで ください。 


• 巧 倒 操作は， 必ず 可 倒 解除 レバーを 完全に 引を 上げてから 行って < ださい。 

参 運転席- 助手席 間の 移動な どを 目的と した 操作し U がで 可 倒 操作を 行わない 
でく ださい。 

参 可 倒 シャッター または 可 倒 解除 レバーに 指 や 物な どを はさまな いよ ラに し 
てくだ さい。 

■ 走 巧 中は 「N」 位置に しないで 

• エンジン フ レーキび 効かない ため， 思わめ 事故の 原因になります。 

■ キック ダウンに ついて 

参 アクセル ペダルを いっぱいに 踏み込む と 自動的に シフ ト ダウンし ますの 
で， 滑り やすい 路面では アクセル ペダルを 急激に 踏み込まないで ください。 
タイヤび 空転し， 車の ち 向性を 失 5 おそれび あり ます。 

■ 上り坂で 停車ず ると きは 

参 上り坂で ブレーキを 使用せ ずに エンジンの 動力を 使っての 停車は しないで 
ください。 ち 足で しっかりと フ レーキ ペダルを 踏み. 必ず パーキング ブレー 
キを かけて  <  ださい。 

■ けん 引 時の ま 意 

•  AT 車を けん 引 するとを はおず 後輪を 持ち上げて 行って ください。 

• 後輪を 持ち上げずに ワイヤー □ープ などで けん 引 するとを は， プロペラ 
シャフトを 外して ください。 がさないで けん 引す ると トランス 5 ッシ ヨン 
焼を 付を の 原因になります。 

•  AT まは， 車を 引いたり 押したり して エンジンを かける ことは でを ません。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A ミち 意 

■ 走行 中の 0/D  OFF ランプ 点滅に ついて 

参 走行 中， オーバードライブ （0/D) スイッチび 「ON」 の 状態で ランプび 点 
滅 したと さは， オートマチック トランス 5 ッシ ヨンの 異常び 考えられます 
ので トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

■  A/T 警告な が 消' I 打 しないと さ 

•エンジン スイッチび 「ON」 の 位置で ランプび 点な した まま 消な しないと 
を， または 走行 中に ランプび 点な したと をは， システムの 異常び 考えられ 
ますので トヨタ 販売店で 点検'  整備を 受けて < ださい。 

参 ランプび 点 打した ままのと きは， 車 速 己 0  km/h しツ 下で 走行して ください。 

■ 油 温 警告な び 点な したと を 

• すぐに エンジンを 止めないで ください。 トランス 5 ッシ ヨン 焼を 付を の 原 
因と なります。 

• ランプび 消な してから エンジンを 止めて ください。 

■ シフト レバーの 操作 

参 前進から 後退， または 後退から 前進へ と シフト するとを は， ブレーキ ぺダ 
ルを しっかり 踏み 必ず 車両び 停止して から 行って ください。 また. レバー 
位置を 必ず 目で 確認して ください。 お守りいた だかない と トランス = ッ 
シ ヨンを 損傷させる おそれび あります。 

参 めかる みから 脱出 するとを は 「□」 な 「N」 位置， または 「R」 け 「N」 位 
置を 交互に シフトして ください。 

参 「P」 • 「N」 しツ がの 位置で， フ レーキを 踏みな びら エンジンを 高 回転 させな 
いでく ださい。 
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5AMT 


この 已 AMT は シフト ポジションに 「(風」 位置 無し タイプと 「(思)」 位置 付を タイプ 
の 2 種類び あります。 

► 「(倒」 位置 無し タイプ 


■ 各部の 名称 


シフ トレバー 

シフ ト ポジション 表示 

シフ ト インジケーター 
(マルチ イン フ オメーシヨ ン） 
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シフ ト ポジション 

目的 

R 

車両を 後退させる とさに 使用 します。 

* トランス ミッ ショ ン ギヤ 位置び 1」 ノ （ース にな ります。 

* 「R」 位置に 入れる と 後退 灯び 点灯し， キャブ 内 および 
車両 後ち の バック ブヴ ーび 鳴り 「R」 の 位置に ある こと 
を 巧ら せます。 

* ランプ スイッチび 「ON」 のとを は， 車両 後ち の ブヴー 
は 鳴 0 ません。 

N 

エンジン 始動 時. 暖機 運転 および 駐車 時に 使用し ます。 

东 トランス ミッション ギヤ 位置な こ ユート ラルになります。 

* 駐車 時は 必ず 「N」 位置に して， パーキング ブレーキ レ 
バーを いっぱいに 引を ます。 

回 

(  〇 表示) 

通常の 走行 時に 使用 します。 

* アクセ J レぺダ J レの 踏み込み 量に 応じて 自 動を 速 します。 

S 

(且 

表示） 

手動 変速 時に 使用し ます。 

* 任意の ギヤ 操作び 巧 能です。 

* 「□」 から 「引 位置へ 移動す ると 手動 変速 モー ドに 切り 
替わり， 「□」 位置で 走行して いた ギヤ 段 数び な 持され 
ます。 

+ 

手動 変速 時に 使用し ます。 

* 「+」 位置に 1 回操作するごとに 1 段ず つ シフ ト アップ 
します。 

— 

手動 変速 時に 使用し ます。 

* 「-」 位置に 1 回操作するごとに 1 段ず つ シフ ト ダウン 
します。 

* 停車 中の レバー 操作では， ブレーキ ペダルを 踏まない と ギヤは 入りません。 


*  E] 位置， 日 位置では レバーは な 持され ません。 

■ シフ ト インジケーター 

□ トランス 5 ッシ ヨン ギヤ 位置 

且 自動 変速 モード （「D」 位置） 

因 手動 変速 モード （ 「3」 位置） 

* イラストは 説明の ために 表示した 
ちので す。 実際の 表示とは 異なり ま 
す。 
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t 運拓 操作 

踏み 間違いを 防 ぐた め， ァクセ j レ ペダルと ブ レー キ ペダルは 必ずち 足で 踏んで くだ 
さい。 

■ エンジンの 始動 

故 い」 パーキング ブレーキび 確実に 効いて いる ことを 確認す る。 


n シフ ト レバー 

参 エンジン スイッチを 「ON」 の 位置 
に 回す。 

• レバーを 「N」 位置に し， インジ ケー 
夕一に ギヤ 位置  「N」  び 表示され てい 
る ことを 確認す る。 


お:; I  3  I ブ レー キ ペダルを ち 足で 踏み， エンジン スイッチを 「 START」 位圖 こし 
て エンジンを 始動す る。 

■ 発進 および 通常 走行 
►  roj 位置 （自動 変を モード） 

liilij 必ずち 足で ブレーキ ペダルを しっかりと 踏む。 


[| シフ トレ バ- 


• 「□」 位置に する。 （  〇 表示) 


* 発進 ギヤ 段に ギヤび 入り， シフ トイ 
ン ジケーターに 表示され ます。 通常 
は 2 速び 発進 ギヤです。 

* シフトイン ジケーターの 表示び 発 
進 ギヤに なった ことを 確認し ます。 


参 ブレーキ ペダルから 足を 離す。 

• パーキング ブレーキ レバーを 戻す 
と 同時に， アクセル ペダルを ゆつ く 
り 踏む。 

* アクセル ペダルの 踏み 量， 車 速 およ 
び 負荷に 応じて 自動的に 変速され 
ます。 
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► 走行 モー ドに よる 変を タイ S ングの 違い 

参 走行 モー ド 切り替え スイ ツチに より 選択した 走行 モー ドに よって 変速 タイ 5 
ングび 変わります。 


モード 

タイ S ング 

NORMAL 

燃費 性能と 加速 性能を バランス 良く 両立 させた 変速 タイ S ング 

ECO 

燃費 性能を 優先し， 「NORMAL」 よりも 低い エンジン 回転で シフト アップ 
します。 

POWER  (PWR) 

加速 性能を 優先し. 「NORMAL」 よりち 高い エンジン 回転で シフト アップ 
しまず。 

►  3 つの 発進ち 法と 発進 ギヤ 

参 HV バッテ U —の 容量に 応じて 発進ち 法び 自動で 切り替わります。 このと を, 
発進 方法に 応 じて 発進 ギヤち 自動で 切 り 替わります。 


バッテ 1」 一容 量 

発進 方法 

発進 ギヤ 

みない 

エンジン のみ 

1 速 

i 

エンジン + モーター 動力 

2 速 

多い 

モーター 動力の み 
(ECO モー ド 選択 時） 

2 速 

►  rsj 位置 （手動 変速 モード） 

吐 い」 必ずち 足で フ レーキ ペダルを しっかりと 踏む。 


n シフ トレ バー 

• に」 位置に する。 （ U 表示） 

* 発進 ギヤ 段に ギヤび 入り， シフ トイ 
ン ジケーターに 表示され ます。 


•ギヤ 段を 変更したい 場合は， レバー 
で 「+」 または 「一」 側に 操作す る。 
• インジケーターの 表示び 「1」 また 
は 「2」 になった ことを 確認す る。 

* 選択で をる 発進 ギヤ 段は 1 速 または 
2 速です。 
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• ブレーキ ペダルから 足を 放す。 

• パーキング ブレーキ レバーを 戻す 
と 同時に， アクセル ペダルを ゆつ く 
り 踏む。 

* 走行 中， 自動 変速は 行いません の 
で， 変速を 行 ラ 場合は シフト レバー 
を  「+」  または 「一」 または 「D」 位 
置へ 操作して く ださい。 


を 退 


y;：fi 1 1 必ずち 足で ブレーキ ペダルを しっかりと 踏む。 


n シフ ト レバー 
• 「R」 位置に する。 

• シフトイン ジケーターの 表示び 「R」 
になった ことを 確認す る。 


• ブレーキ ペダルから 足を 放す。 

参 バー キング ブレーキ レバーを 戻す 
と 同時に， アクセル ペダルを ゆつ く 
0 踏む。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


■ 停車 


n シフ トレ バー 

•アクセル ペダルから 足を 放し， ブ 
レーキ ペダルを 踏み込み 減速 させ 
ます。 

• 減を 時は 自動的に クラッチび 切れ， 
エンストを 防止し ます。 また， 停車 
後， 発進 ギヤに 変速し ます。 

* 停車時間び 長くなる とさは 「N」 位 
置に シフトし ます。 


駐車 


パーキング ブレーキを 確実に 効かせる。 


n シフ ト レバー 
♦ 「N」 位置に する。 


齡 I  3  I エンジン スイッチを 「ACC」 の 位置に して エンジンを 止める。 

* 坂道に 駐車 するとを は 必ず タイヤに 輪 止めを 掛けて ください。 

■ ギヤ 入れ 駐車 

y  J 1 1 ブレーキ ペダルを 踏み， パーキング ブレーキを 確実に 効かせる。 

ki4  2 1 シフト レバーを の」 または rs」 または 旧」 の 位置に する。 

仁 も <  3  I インジケーターの 表示び 「N」 でない 事を 確認す る。 

y ' d  4  I エンジン スイッチを 「ACC」 にして エンジンを 止める。 

y  5  I エンジンび 停止した ことを 確認して から， エンジン スイッチを 「LOCK」 
まで 回 して スターター キーを 抜く。 
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■ ギヤ 入れ 駐車を エンジン 始動 

bi fi 1 1 バー キング ブレーキび かかって いる 事を 確認し， ブレーキ ペダルを 踏み 
込む。 

y：：  2  I エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に して， イン ジケー ターの 表示び 
「N」 でない 事を 確認し ます。 

ブレーキ ペダルを 踏み込み. シフト レバーを 「N」 の 位置に する。 

削 4  I インジケーター 表示が 「N」 となった 事を 確認 後， ブレーキ ペダルを 踏 
み 込み， エンジン スイッチを 「START」 の 位置に して エンジンを 始動 
する 0 

► ギヤ インキー □ック 機能 付き 車 

• ギヤ インキ ー ロック 機能 付を 車では， ギヤ 入れ 駐車 状態し ツ 外では スターター 
キーび 抜けません。 シフト レバーび 「N」 の 位置 ギヤ ニュー トラ ルの 状態で 
は スタ ー タ ー キ ー び 抜けません ので， おず ギヤ 入れ 駐車を 実施し スタ ー タ ー 
キーを 抜いて ください。 また， スターター キー OFF から クラッチを 接続す る 
までは 数秒の 時間を 要し， その 間は スターター キーび 抜けません。 

をァ ド バィス _ 

■ ギヤ 入れ 駐車を は， シフト レバー操作 だけでは ギヤを ニュー トラ ルに ずる 事は 
でを ません 

参 必ず ブレーキ ペダルを 踏み込ん でから シフト レバーを 操作して ください。 

■ 発進 ギヤ 段は 坂道の 傾斜に 応じて 1 を または 2 をに 切り替わりまず 

•巧 道に 停まして ち 1 速に ならない 場合び あります び， その 場合は 必要に 応じ 
て シフト レバーを 操作して 手動で 1 速を 選択して ください。 

■ 発進 時に ギヤび 入 6 ない 場合び ありまず 

•一度 シフト レバーを 「N」 の 位置に 戻し， 再度 ギヤ 入れ 操作を してく ださい。 

■ 変速に ついて 

• 変速 中は アクセル ペダルの 踏み込み 量を をえない 方び スムーズ にを 速で さま 
す。 

■ 自動 変速 モード （D レンジ） について 

• 自動を 速 モードは 一般的な 道路 状況を 想定して いるた め， し U 下の よ ラな 状況 
では 意思と 合わない 変速を する 場合び あります ので， 手動 変速 モード （S レ 
ンジ） 走行を 活用して ください。 
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■ 後退に ついて 

参 後退 ギヤへの 変速 （「N」 ^ 「R」） および 後退 ギヤから 前進 ギヤへの 変速 (rnj 
^ 「N」 ^ 「□」 ） は， 車両び 完全に 停止 しないと 変 ませず ギヤび ニュートラ 
ルの ままになる ことび あります。 


瞬が 識 


■ エンジン さ 台 動に ついて 

• シフト レバー 位置と インジケーター 表示び 共に ニュートラル 位置！; (外では エ 
ン ジン 始動で をません。 

■ 手動 変を モード （S レンジ） について 

参 手動 変速 モードから シフト レバーを 「□」 の 位置に すると 自動で 車 速に あった 
ギヤを 選択し， 変速し ます。 

参 手動 変速 モードで ち， 減速 後の 再 加速 時は 自動で 車 まに 合った ギヤ 段を 選択 
し， 変速す る ことび あります。 

参 手動 変速 モードで ち， 車両び 停止す ると 自動的に 発進 ギヤへ 変速し ます。 


■ 停車に ついて 


• 停車して シフト レバーを 「N」 の 位置に したと を， 車両び 少し 揺れる ことび あ 
ります び， これは クラッチ 学習を している ためで あり， 異常ではありません。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■ ギヤ 入れ 駐車に ついて 

• トランス 5 ッシ ヨンの ギヤを 入れた 状態で 駐 まする 必要び あると をは， エ 
ン ジンび 回されても 始動し ないように スターター キーを 抜を， さらに タイ 
ヤに輪 止めを かけて ください。 

■ エンジンを 始動 し ギヤが 入って いる 状態では 降車し ないで ください 

• 車両び 動を 出し 事故に つなび る おそれび あります。 降車す る 場合は おず シ 
フ トレバーを 「N」 の 位置に して， パーキング ブレーキを 確実に 効かせて く 
ださい。 

•ギヤ 入れが 態で ドアを 開ける と 警告 ブヴー （連続 音） び 鳴ります。 

■ 発進に ついて 

参 アクセル ペダルを 踏む だけで 発進し ます。 発進 走行 時し U かには アクセル ぺ 
ダルに 足を のせないで ください。 無意識に アクセル ペダルを 踏み込んだり 
して 事故に つなび る おそれび あ 0 ます。 

参 クラッチ 過熱 ミ 主意び 点灯した まま 発進 操作を 続けないで ください。 クラ ッ 
チの 滑り や 早期 摩耗， 破損の 原因になります。 

■ 後退に ついて 

•後退， 切り返し 時な ど， シフト レバーを 旧」 の 位置へ 操作 するとき はおず 
インジケーター 表示で ギヤ 位置を 確認 してから， アクセル 操作 してく ださ 
し、。 意図した ち 向と をに 発進し， 事故に つなび る おそれび あります。 
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A 注意 


■ ギヤ 入れ 駐車に ついて 

•エンジン スイッチを 「ACC」 の 位置に すると， ブヴ ーび ピピピ の 断続 音で 
鳴ります。 クラ ッチび つなび り ギヤ 入れ 駐車び 完了 となると ブヴ ーび 鳴り 
止む ので， 鳴り 止む まで ブレーキ ペダルを 放さないで ください。 車両び 動 
を 出し 事故に つなび る おそれび ります。 また， 何ら かの 原因で ギヤ 入れ 駐 
車び 完了で をなかった 場合には， ピピピ の 断続 音び 已 砂し U 上 継続す る 事び 
あります。 その 場合は 再度 ギヤ 入れ 駐車を やり直す か， パーキング ブレー 
キを 確実に 引いて 駐車して ください。 車両び 動を 出し 事故に つなび る おそ 
れ びあります。 

■ ニュートラルの まま 走行し ないで ください 

参 エンジンブレーキ や 排気 ブレーキび 効かな <な0 ます。 

■ シフ トレバーに 手を のせた まま 運転し ないで ください 

参 不用意に ギヤび 変速され る ことび あります。 

■ エンジン 始動 時に ついて 

• エンジン 始動 時には， 運転席に 座り ブレーキ ペダルを しっかりと 踏み込み， 
アクセル ペダルは 踏み込まないで ください。 

参 車 外からの エンジン 始動は 行わないで ください。 車両び 動を 出し 思わめ 事 
故につな びる おそれび あります。 

■ 発進に ついて 

参 お 道な どで 車両び 後退して いると をに， シフト レバーを 「N」 一 「□」 に 操 
作を しないで  <  ださい。 また， 前進 ギヤ 入れ 状態で， 坂道な どで 車両を 後 
退 させないで < ださい。 前進 段への 変速 および クラッチの 接続び 行われ. ク 
ラッチ， トランス ミッション， エンジン などび 破損す る おそれび あります。 

•お 道な どで 車両び 前進して いると をに， シフト レバーを 「N」 一 「R」 に 操 
作を しないで  <  ださい。 また， 後退 ギヤ 入れ 状態で， 坂道な どで 車両を 前 
進 させないで < ださい。 後退 段への 変速 および クラッチの 接続び 行われ. ク 
ラッチ， トランス ミッション， エンジン などび 破損す る おそれび あります。 

参 発進 ギヤ 選択は 一般的な 状況を 想定して いるた めに， 適切で ない 発進 ギヤ 
び 選択され る ことび あり ます。 その 場合は 積載量 や 道路 勾配な ど 状況に 応 
じた 最適な ギヤに 変更して ください。 

参 坂道で アクセル ペダルを 踏んだ まま 車両を 停止 させ 半 クラッチ をを 用し な 
いでく ださい。 クラッチ 損傷の 原因になります。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


A 注意 


■ 発進に ついて 

参 ク U —プ 現象はありません。 ES スター トを 解除した 状態での 坂道な どでは 
パーキング ブレーキを 併用して 発進して < ださい。 車両 後退 または 車両 前 
進び 発生す る おそれび あります。 また， アクセル ペダルの 踏み込み 遅れ や 
踏み込みび 不十分で ある 場合ち， 車両び 後退 または 前進す る おそれび あり 
ます。 

• 車両び 後退して いる 状態で 前進 ギヤでの 発進 および 前進して いる 状態で 後 
退 ギヤでの 発進は しないで ください。 クラッチ， トランス 5 ッシ ヨン， エ 
ン ジンに 過大な 負荷び かかり， クラッチ 早期 摩耗， クラッチ 破損， ト ラン 
ス 5 ッシ ヨン 破損， エンスト， エンジン 逆 回転び 発生し エンジンび 破損す 
るな どの 原因と なるお それび あります。 万一， 後退 または 前進して しまっ 
た 場合には すぐに ブレーキ ペダルを 踏み込み， 一旦 停止 させてから 再度 発 
進して ください。 

• 短時間に 連続 して 発進 操作を 行 ラ と クラ ッ チ 過熱 注意び 点な する こと び あ 
ります。 

• アイドル ストップからの 発進 時， アクセルを 踏んで ち 発進び 遅れる 場合び 
あります。 これは エンジン 始動 後に 発進 ギヤへ 変速して いるた めで あり， 故 
障ではありません。 また， ギヤび 入らず 入れ 直しを 行 5 場合は， ブヴー 単 
発音 「ピ ッ」 にて お知らせ します。 アイドル ストップ 後は 必ず 「READY」 
ランプの 点灯を 確認して から アクセルを 踏んで ください。 

■ 走行 中に ついて 

•走行 中は エンジン スイッチを 必ず 「ON」 の 位置に して おいてく ださい。 
「ACC」 または 「LOCK」 の 位置に すると， 電源び 断たれ 変速で を なくなり 
ます。 

• 走行 中に おいてち， シフト レバーを 「N」 の 位置に すると ギヤび ニュートラ 
ルになります。 ニュートラルの まま 走行し ないで ください。 エンジン ブレー 
キび 効かな <  なります。 

■ 停車に ついて 

参 停車 中は， 信号待ち などの 短時間で ち 常に ブレーキ ペダルは 踏み込ん でい 
て  <  ださい。 

参 長時間 停車す る 場合には， 必ず シフト レバーを 「N」 の 位置に して ギヤを 
ニュートラルに してく ださい。 

参 急 ブレーキ などに より 車 速 （エンジン 回転 数） び 急激に 下 びった 場合， ク 
ラッチの 制御び 間に合わず エンスト する ことび あります。 万一， エンスト 
した 場合には. すぐに ブレーキ ペダルを 踏み込み 車両を 停止 させた あと， シ 
フ トレバーを 「N」 の 位置に 戻し. ギヤを ニュートラルに してから エンジン 
スイッチを 「START」 にして エンジンを 再 始動して ください。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A 注意 


■ 手動 変を モードに ついて 

•手動 変速 モード （S レンジ） では 自動的に 車 速に 適した ギヤに 選択は され 
ないた め， シフト レバーの 「+」 ， 「一」 操作に より 適切な エンジン 回転を 
なって ください。 エンジンの 許容 最高 回転 数を 越えて 回転 （オーバーラン） 
させる と エンジンび 破損す る ことび あります。 また， アイドル 回転し U 下に 
なると エンスト 防止の ために 自動的に クラッチび 切れます。 

■ エンジンが 始動で きなかった 場合 

参 スターター モーターでの 車両 移動は でを ません。 エンジンび 始動で をな < 
なった 場合は， けん 引な どに より 車両 移動を 行って ください。 

■ ブ レー キ テスターなど □- ラー側か 5 タイヤを 廻ず 場合 

• シフト レバーび 「N」 の 位置し U 外では 已 AMT は 走行 開始した と 判断して， 
アクセル ペダルを 放して いてち， クラッチび 接続され 車両び テスター 上 か 
ら 動を 出す ことび あります。 したびって， 必ず シフト レバーを 「N」 の 位置 
にし， ギヤを ニュー トラ ルの 状態に して 行って ください。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


► 「(©)」 位置 付 さ タイプ 


■ 各部の 名称 


シフ トレバー 

シフ ト ポジション 表示 

シフ ト ロック 非常 解除 用 キャップ 

シフ ト インジケーター 
(マルチ イン フ オメーシヨ ン） 
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シフ ト ポジション 

目的 

(煩） 

エンジン 始動 時， および 駐車 時に 使用 します。 

駐車 時は 「(©)」 位置に し 化ず 電動 パーキング ブレーキ レ 
バーを 引を ます。 

*  PTO  (パ ワー テイク オフ） を 操作 するとを にも 使用し 
ます。 

* 「(風」 位置 または ギヤ 入れ 駐車 状態で スターター スイ ッ 
チから キーび 抜を 取れます。 

* 「(風」 位置では 電動 パーキング レバーび 連動し 作動し ま 
す。 

R 

車両を 後退させる とさに 使用 します。 

* トランス 5 ッシ ョン ギヤ 位置が U バースになります。 

* 「R」 位置に 入れる と 後退 口が 点な し， キャブ 内 および 
車両 後方の バック ブヴ ーが 鳴り 「R」 の 位置に ある こと 
を 知らせます。 

* ランプ スイッチが 「日 N」 のとを は， 車両 後方の ブヴー 
は 鳴 0 ません。 

N 

動力が 伝わ ら ない 状態の 位置です。 

东 トランス ミッション ギヤ 位置な こ ユート ラルになります。 

* 「N」 位置で ち エンジンは 始動で をます が 安全の ため 
「馆 ))」 位置で 行って  <  ださい D 

回 

( 四 表示） 

通常の 走行 時に 使用 します。 

* アクセ J レペタ V レの 踏み込み 量に 応じて 自 動 変速 します。 

S 

(且 

表示） 

手動 変 ま 時に 使用し ます。 

* 任意の ギヤ 操作び 可能です。 

* 「□」 から 「引 位置へ 移動す ると 手動 変速 モー ドに 切り 
替わり， 「□」 位置で 走行して いた ギヤ 段 数び な 持され 
ます。 

+ 

手動 変速 時に 使用し ます。 

* 「+」 位置に 1 回操作するごとに 1 段ず つ シフ ト アップ 
します。 

— 

手動 変速 時に 使用し ます。 

* 「-」 位置に 1 回操作するごとに 1 段ず つ シフ ト ダウン 
します。 

* 停ま 中の レバー 操作では， ブレーキ ペダルを 踏まない と ギヤは 入りません。 


*  1+1 位置， E] 位置では レバーは な 持され ません。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ シフトイン ジケーター 


〇 トランス 5 ツシ ヨン ギヤ 位置 

且 自動 変速 モード （「D」 位置） 

旦 手動 変 ま モー ド （ 「 S 」 位置） 

* イラストは 説明の ために 表示した 
ちので す。 実際の 表示とは 異なり ま 
す。 


f 運拓 操作 

踏み 間違いを 防 ぐた め， アクセ j レ ペダルと ブ レー キ ペダルは 必ず も 足で 踏んで くだ 
さい。 


■ エンジンの 始動 

y =1 1 1 パーキング ブレーキび 確実に 効いて いる ことを 確認す る。 
エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に 回す。 


n シフ トレ バー 

•ブレーキ ペダルを ち 足で 踏み， レ 
バーを 「(風」 位置に し， シフトイン 
ジケーターに ギヤ 位置 「N」 び 表示 
されて いる ことを 確認す る。 


削 4  I エンジン スイッチを 「START」 位置に して エンジンを 始動す る。 

* 「N」 位置で ち 始動で さます び， ま 全の ため タイヤび 固定され る 「(風」 位置で 
行って ください。 
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■ 発進 および 通常 走 巧 
►  roj 位置 （自動 変速 モード） 

ysiij 必ずち 足で フレー キ ペダルを しっかりと 踏む。 


n シフ トレ バー 

参 「□」 位置に する。 （  〇 表示） 

* 発進 ギヤ 段に ギヤび 入り， シフ トイ 
ン ジケーターに 表示され ます。 通常 
は 2 速び 発進 ギヤです。 

* シフトイン ジケーターの 表示び 発 
進 ギヤに なった ことを 確認し ます。 

参 ブレーキ ペダルから 足を 離す。 

• パーキング ブレーキ レバーを 戻し， 
アクセル ペダルを ゆっくり 踏む。 

* アクセル ペダルの 踏み 量， 車 速 およ 
び 負荷に 応じて 自動的に 変速され 
ます。 


► 走行 モー ドに よる 変を タイミングの 違い 

• 走行 モー ド 切り替え スイ ツチに より 選択した 走行 モー ドに よって 変速 タイ 5 
ングび 変わります。 


モード 

タイ S ング 

NORMAL 

臟費 性能と 加速' I を 能を バランス 良く 両立 させた 変速 タイ S ング 

ECO 

燃費 性能を 優先し. 「NORMAL」 よりも 低い エンジン 回転で シフト アップ 
します。 

POWER  CPWR) 

加速 性能を 優先し. 「NORMAL」 よりち 高い エンジン 回転で シフト アップ 
しまず。 

►  3 つの 発進ち 法と 発進 ギヤ 

•  HV バッテ U —の 容量に 応じて 発進ち 法び 自動で 切り替わります。 このと を, 
発進ち 法に 応 じて 発進 ギヤち 自動で 切 り 替わります。 


バッテ U —容 量 

発進 方法 

発進 ギヤ 

みない 

エンジン のみ 

1 速 

t 

i 

エンジン + モーター 動力 

2 速 

をい 

モーター 動力の み 
(ECO モー ド 選択 時） 

2 速 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


►  rsj 位置 （手動 変を モード） 

必ずち 足で フレー キ ペダルを しっかりと 踏む。 


n シフ トレ バー 
♦ 「S」 位置に する。 （ q 表示) 


* 発進 ギヤ 段に ギヤび 入り， シフ トイ 
ン ジケーターに 表示され ます。 


参 ギヤ 段を 変更したい 場合は， レバー 
で 「+」 または 「-」 側に 操作す る。 
• インジケーターの 表示び 「1」 また 
は 「2」 になった ことを 確認す る。 

* 選択で をる 発進 ギヤ 段は 1 速 または 
2 速です。 


• ブレーキ ペダルから 足を 放す。 

• パーキング ブレーキ レバーを 戻し， 
アクセル ペダルを ゆっくり 踏む。 

* 走行 中， 自動 変速は 行いません の 
で， 変速を 行 ラ 場合は シフト レバー 
を  「+」  または 「一」 または 「D」 位 
置へ 操作して  <  ださい。 


■ を 退 

秘ぃ」 必ずち 足で フレー キ ペダルを しっか D と 踏む。 


n シフ トレ バー 
• 「R」 位置に する。 

参 シフトイン ジケーターの 表示び 「R」 
になった ことを 確認す る。 
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参 ブレーキ ペダルから 足を 放す。 

• パーキング ブレーキ レバーを 戻し, 
アクセル ペダルを ゆっくり 踏む。 


■ 停車 


n シフ トレ バー 

•アクセル ペダルから 足を 放し， ブ 
レーキ ペダルを 踏み込み 減速 させ 
ます。 

• 減速 時は 自動的に クラッチび 切れ， 
エンストを 防止し ます。 また， 停車 
後， 発進 ギヤに 変速し ます。 

* 停車時間び 長くなる とさは 「(倒」 位 
置に シフトし ます。 


駐車 


丽 1 1  パーキング ブレーキを 確実に 効かせる。 


n シフ ト レバー 
• 「(風」 位置に する。 


お'; I  3  I エンジン スイッチを 「ACC」 の 位置に して エンジンを 止める。 
* 坂道に 駐車 するとを は 必ず タイヤに 輪 止めを 掛けて ください。 


5-46 


I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ ギヤ 入れ 駐車 


因 .a  2 1 

mE 

ieaji4i 


巧. ミ I  5  I 


ブレーキ ペダルを 踏み， パーキング ブレーキを 確実に 効かせる。 
シフト レバーを 「D」 または 「引 または 旧」 の 位置に する。 
インジケーターの 表示び 「N」 でない 事を 確認す る。 

エンジン スイッチを 「ACC」 にして エンジンを 止める。 


エンジンび 停止した ことを 確認して から. エンジン スイ ッチを 「LOCK」 
まで 回 して スターター キーを 抜く。 

■ ギヤ 入れ 駐車を エンジン 始動 


巧.: il  1 1 

ち 3 1 

お!'; I  4  I 


パーキング ブレーキび かかって いる 事を 確認し， ブレーキ ペダルを 踏み 
込む。 

エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に して， インジケーターの 表示び 
「N」 でない 事を 確認し ます。 

ブレーキ ペダルを 踏み込み， シフト レバーを 「(風」 の 位置に する。 


インジケーター 表示び 「N」 となった 事を 確認 後， ブレーキ ペダルを 踏 
み 込み， エンジン スイッチを 「START」 の 位置に して エンジンを 始動 
する。 

■ シフト □ック 非常 解除 

「(倒」 位置から シフト レバーを シフ ト する 際 ブレーキ ペダルを 踏んで ち シフ ト びで 
をない とさに 使用し ます。 

* ま 全の ため 手動で 非常 解除 するとを は 必ず ブレーキ ペダルを 踏んで シフト レ 
バーを 操作して ください。 


[| キャ ップの 溝 部 

旦 マイナスドライバ ーな ど 

• キャップの 溝 部に マイナス ドライ 
バーな どを 入れ， キャップを 取り か 
す。 

* 傷付を 防止と して ドライバー 先端 
などには 柔らかい 巧 等を 巻いて く 
ださい。 


田 キ_ 

曰 キー溝 

•キー 溝に キーを 差し， 押し込み なび 
ら シフ ト レバーを 操作す る。 

* キーで 押し込んで いる 間， シフト 可 
能と なります。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


► キー □ック 機能 （電動 パーキング ブレーキ 付を 車） 

•シフト レバーび 「(©)」 位置で 電動 パーキング ブレーキび 作動 完了 状態， また 
は ギヤ 入れ 駐車 状態な 外では キーび 巧け ません。 シフト レバーび 「N」 の 位 
置， ギヤ ニュートラルの 状態では キーび 抜けません ので， 必ず シフト レバー 
「(風」 位置で 電動 パーキング ブレーキ 作動 完了を 確認す るか， ギヤ 入れ 駐車を 
実施し キーを 巧いて ください。 また， ギヤ 入れ 駐車 時は， キー OFF から ク 
ラッチを 接続す るまでは 数 砂の 時間を 要し， その 間は キーび 抜けません。 

► ギヤ インキー □ック 機能 付を 車 （電動 パーキング ブレーキ 無し 車） 

• ギヤ インキ ー ロック 機能 付を 車では， ギヤ 入れ 駐車 状態し i (がでは キーび 抜け 
ません。 チェンジ レバーび 「N」 の 位置 ギヤ ニュー トラ ルの 状態では， キー 
び 抜けません ので， 必ず ギヤ 入れ 駐車を 実施し キーを 抜いて < ださい。 また， 
キー 0  F  F から クラッチを 接続す るまでは 数秒の 時間を 要し， その 間は キー 
び 抜けません。 


趣 アドバイス 


■ ギヤ 入れ 駐車を は， シフト レバー 「N」 操作 だけでは ギヤを ニュー トラ ルに ずる 
事は でを ません 

• 必ず ブレーキ ペダルを 踏み込ん でから シフト レバーを 「N」 へ 操作して ください。 

参 「(©)」 の 位置に 操作した 場合は 電動 パーキング ブレーキ 作動 完了 （(風 ランプ 
点灯） 後に ニュー トラ ルに 変速して ください。 

■ 発進 ギヤ 段は 坂道の 傾斜に 応じて 1 速 または 2 速に 切り替わりまず 

♦坂道に 停車して ち 1 速に ならない 場合び あります び， その 場合は 必要に 応じ 
て シフト レバーを 操作して 手動で 1 速を 選択して ください。 

■ 発進 時に ギヤが 入 5 ない 場合が ありまず 

参 一度 シフト レバーを 「N」 または 「(風」 の 位置に 戻し， 再度 ギヤ 入れ 操作を 
してく ださい。 

■ 発進 時 パーキング ブレーキ 引きずり 

• 電動 パーキング フ レーキでは， パーキング ブレーキ レバー 引を 下げ または シ 
フ トレバーを 「(倒」 位置から 操作して から パーキング ブレーキび 解除す る ま 
でに 数秒の 時間を 要します。 パーキング ブレーキ 解除 完了 （(風 ランプ 消な） 
前に アクセルを 踏み込む と 発進の ち たつをび 発生したり， パーキング ブレー 
キや クラッチへ 大 をな 負荷び かかり 早期 磨耗の 原因と なること びあります。 

■ 変速に ついて 

• 変速 中は アクセル ペダルの 踏み込み 量を 変えない ちび スムーズに 変速で さま 
す。 


已 -4 目 


I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ 自動 変速 モード （D レンジ） について 

• 自動を 速 モードは 一般的な 道路 状況を 想定して いるた め， し U 下の よ ラな 状況 
では 意思と 合わない 変速を する 場合び あります ので， 手動 変速 モード （S レ 
ンジ） 走行を 活用して ください。 

- 雪道 や 凍結した 滑り やすい 路面， 砂地， 不整 地 
- 上り坂， 下り坂 

参 自動 変速 モードでの 走行 中， アクセル ペダルの 操作 または 負荷に よって 変速 
を 連続して 行 ラ ことび あります。 これは， その 走行 状態での 最適な ギヤ 段を 
選択して いるた めです。 このよ ラな とさは 手動 変速 モー ドを 使用す る ことで 
連続す る 変速を 止める ことび でを ます。 

■ を 退に ついて 

• 後退 ギヤへの 変速 （「N」 ^ 「R」） および 後退 ギヤから 前進 ギヤへの 変速 (rnj 
^ 「N」 ^ 「□」 ） は， 車両び 完全に 停止 しないと 変 ませず ギヤび ニュートラ 
ルの ままになる ことび あります。 


■ 

• シフト レバーび 「(煩)」 および 「N」 位置， インジケーター表示び ニュートラ 
ル 位置し U 外では エンジン 始動で をません。 

■ 手動 変を モード （S レンジ） について 

参 手動 変 連 モードから シフト レバーを 「□」 の 位置に すると 自動で 車 速に あった 
ギヤを 選択し， 変速し ます。 

参 手動 変速 モードで ち， 減速 後の 再 加速 時は 自動で 車 まに 合った ギヤ 段を 選択 
し， 変速す る ことび あります。 

参 手動 変 連 モードで ち， 車両び 停止す ると 自動的に 発進 ギヤへ 変速し ます。 


因 知識 _ 

■ エンジン 始動に ついて 


■ 停車に ついて 


♦停車して シフト レバーを 「(風」 または 「N」 の 位置に したと を， 車両び 少し 
揺れる ことび あります び， これは クラッチ 学習を している ためで あり， 異常 
ではありません。 


■ シフト □ツクシ ス テムとは 

参 この 装置は， フ レーキ ペダルを 強 <  踏み込んだ 状態で なければ 「(風」 の 位置 
からの レバー 操作び でさない よ ラに なって います。 

よく 理解 して 正しい 操作に 役立てて く ださい。 

参 スターターキーび 「ACC」 または 「LOCK」 位置のと をに， ブレーキ ペダル 
を 踏んで ち 操作で をません。 


己- 4 日 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■ ギヤ 入れ 駐車に ついて 

参 トランス 5 ッシ ヨンの ギヤを 入れた 状態で 駐 まする 必要び あると をは， エ 
ン ジンび 回されても 始動し ないように スターター キーを 抜を， さらに タイ 
ヤに輪 止めを かけて ください。 

■ エンジンを 始動 し ギヤび 入って いる 状態では 降車し ないで ください 

• 車両び 動を 出し 事故に つなび る おそれび あります。 降車す る 場合は 必ず シ 
フ トレバーを 「(倒」 の 位置に し， 電動 パーキング ブレーキ レバーを 引いて 
パーキング ブレーキを 確実に 効かせて ください。 

参 ギヤ 入れ 状態で ドアを 開ける と 警告 ブヴー （連続 音） び 鳴 D ます。 

■ 発進に ついて 

• アクセル ペダルを 踏む だけで 発進し ます。 発進 走行 時し U がには アクセル ぺ 
ダルに 足を のせないで ください。 無意識に アクセル ペダルを 踏み込んだり 
して 事故に つなび る おそれび あ 0 ます。 

• クラッチ 過熱 ま 意び 点灯した まま 発進 操作を 続けないで < ださい。 クラ ッ 
チの 滑り や 早期 摩耗， 破損の 原因になります。 

• パーキング ブレーキを 作動 させた まま 発進し ないで ください。 パーキング 
ブ レーキの 故障の 原因と な ります。 

■ 後退に ついて 

参 後 思 切り返し 時な ど. シフト レバーを の」 の 位置へ 操作 するとき は 必ず 
インジケーター 表示で ギヤ 位置を 確認 してから， アクセル 操作 してく ださ 
し、。 意図した ち 向と 逆に 発進し， 事故に つなび る おそれび あります。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


A 注意 


■ ギヤ 入れ 駐車に ついて 

参 エンジン スイッチを 「ACC」 の 位置に すると， フヴ ーび ピピピ の 断続 音で 
鳴ります。 クラ ッチび つなび り ギヤ 入れ 駐車び 完了 となると ブヴ ーび 鳴り 
止む ので， 鳴り 止む まで ブレーキ ペダルを 放さないで ください。 車両び 動 
を 出し 事故に つなび る おそれび ります。 また， 何ら かの 原因で ギヤ 入れ 駐 
車び 完了で をなかった 場合には， ピピピ の 断続 音び 已 砂し U 上 継続す る 事び 
あります。 その 場合は 再度 ギヤ 入れ 駐車を やり直す か， パーキング ブレー 
キを 確実に 引いて 駐車して ください。 車両び 動を 出し 事故に つなび る おそ 
れ びあります。 

■ ニュートラルの まま 走行し ないで ください 

• エンジンブレーキ や 排気 ブレーキび 効かな <な0 ます。 

■ シフ トレバーに 手を のせた まま 運転し ないで ください 

• 不用意に ギヤび 変速され る ことび あります。 

■ エンジン 始動 時に ついて 

• エンジン 始動 時には， 運転席に 座り ブレーキ ペダルを しっかりと 踏み込み， 
アクセル ペダルは 踏み込まないで ください。 

参 車 外からの エンジン 始動は 行わないで < ださい。 車両び 動を 出し 思わめ 事 
故につな びる おそれび あります。 

■ 発進に ついて 

参 お 道な どで 車両び 後退して いると をに， シフト レバーを 「N」 一 「□」 に 操 
作を しないで < ださい。 また， 前進 ギヤ 入れ 状態で， 坂道な どで 車両を 後 
退 させないで < ださい。 前進 段への 変速 および クラッチの 接続び 行われ， ク 
ラッチ， トランス ミッション， エンジン などび 破損す る おそれび あります。 

•お 道な どで 車両び 前進して いると をに， シフト レバーを 「N」 一 「R」 に 操 
作を しないで  <  ださい。 また， 後退 ギヤ 入れ 状態で， 坂道な どで 車両を 前 
進 させないで < ださい。 後退 段への 変速 および クラッチの 接続び 行われ， ク 
ラッチ， トランス ミッション， エンジン などび 破損す る おそれび あります。 

参 発進 ギヤ 選択は 一般的な 状況を 想定して いるた めに， 適切で ない 発進 ギヤ 
び 選択され る ことび あ 0 ます。 その 場合は 積載量 や 道路 勾配な ど 状況に 応 
じた 最適な ギヤに 変更して ください。 

参 坂道で アクセル ペダルを 踏んだ まま 車両を 停止 させ 半 クラッチ をを 用し な 
いでく ださい。 クラッチ 損傷の 原因になります。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


A 注意 


■ 発進に ついて 

• ク U —プ 現象はありません。 ES スター トを 解除した 状態での 坂道な どでは 
パーキング フ レーキを 併用して 発進して < ださい。 車両 後退 または 車両 前 
進び 発生す る おそれび あります。 また， アクセル ペダルの 踏み込み 遅れ や 
踏み込みび 不十分で ある 場合ち， 車両び 後退 または 前進す る おそれび あり 
ます。 

• 車両び 後退 している 状態で 前進 ギヤでの 発進 および 前進 している 状態で 後 
退 ギヤでの 発進は しないで ください。 クラッチ， トランス 5 ッシ ヨン， エ 
ン ジンに 過大な 負荷び かかり， クラッチ 早期 摩耗， クラッチ 破損， ト ラン 
ス 5 ッシ ヨン 破損， エンスト， エンジン 逆 回転び 発生し エンジンび 破損す 
るな どの 原因と なるお それび あります。 万一， 後退 または 前進して しまっ 
た 場合には すぐに ブレーキ ペダルを 踏み込み， 一旦 停止 させてから 再度 発 
進して ください。 

• 短時間に 連続 して 発進 操作を 行 ラと クラ ッ チ 過熱 注意び 点な する こと び あ 
ります。 

• アイドル ストップからの 発進 時， アクセルを 踏んで ち 発進び 遅れる 場合び 
あります。 これは エンジン 始動 後に 発進 ギヤへ 変速して いるた めで あり， 故 
障ではありません。 また， ギヤび 入らず 入れ 直しを 行 5 場合は， フヴー 単 
発音 「ピ ッ」 にて お知らせ します。 アイドル ストップ 後は 必ず 「READY」 
ランプの 点 打を 確認して から アクセルを 踏んで ください。 

■ 走行 中に ついて 

•走行 中は エンジン スイッチを 必ず 「ON」 の 位置に して おいてく ださい。 
「ACC」 または 「LOCK」 の 位置に すると， 電源び 断たれ 変速で き なくなり 
ます。 

参 走行 中に おいても， シフト レバーを 「N」 または 「(風」 の 位置に すると ギ 
ヤび ニュートラルになります。 ニュートラルの まま 走行し ないで ください。 
エンジンブレーキび 効かな < な 0 ます。 

■ 停車に ついて 

• 停車 中は， 信号待ち などの 短時間で ち 常に ブレーキ ペダルは 踏み込ん でい 
て  <  ださい。 

参 長時間 停車す る 場合には， 必ず シフト レバーを 「(風」 または 「N」 の 位置 
にして ギヤを ニュートラルに してく ださい。 

参 急 ブレーキ などに より 車 速 （エンジン 回転 数） び 急激に 下 びった 場合， ク 
ラッチの 制御び 間に合わず エンスト する ことび あります。 万一， エンスト 
した 場合には， すぐに ブレーキ ペダルを 踏み込み 車両を 停止 させた あと， シ 
フト レバーを 「(©)」 または 「N」 の 位置に 戻し， ギヤを ニュー トラ ルに し 
てから エンジン スイッチを 「START」 にして エンジンを 再 始動して くださ 
い。 


己-己 吕 


I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


A 注意 


■ 手動 変速 モードに ついて 

参 手動 変 連 モード （S レンジ） では 自動的に 車 速に 適した ギヤに 選択は され 
ないた め， シフト レバーの 「+」 ， 「一」 操作に より 適切な エンジン 回転を 
なって ください。 エンジンの 許容 最高 回転 数を 越えて 回転 （オーバーラン） 
させる と エンジンび 破損す る ことび あります。 また， アイドル 回転し U 下に 
なると エンスト 防止の ために 自動的に クラッチび 切れます。 

■ エンジンが 始動で きなかった 場合 

参 スターター モーターでの 車両 移動は でを ません。 エンジンび 始動で をな < 
なった 場合は， けん 引な どに より 車両 移動を 行って ください。 

■ ブ レー キ テスターなど □- ラー側か 5 タイヤを 廻ず 場合 

参 シフト レバーび 「N」， 「(風」 の 位置し ソ 外では 已 AMT は 走行 開始した と 判断 
して， アクセル ペダルを 放して いてち， クラッチび 接続され 車両び テスター 
上から 動を 出す ことび あります。 したびって， 必ず シフト レバーを 「N」 の 
位置に し. ギヤを ニュー トラ ルの 状態に して 行って ください。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


— キング ブ レー キ レバー 


W 


■ パーキング ブレーキ レバーの 操作 


□  ；  v°- キング ブ レーキ レバー 
0 解除 ボタン 
0 解除 （下げ） 

H 作動 让げ） 


•解除 ボタンを 押さずに， レバーを いっぱいに 引いて ください。 同時に 警告 
灯び 点な します。 

• レバーを 戻す とさは， レバーを 少し 引を 上げ 解除 ボタンを 押しな びら 戻し 
ます。 警告 打び 消灯した ことを 確認して ください。 

■ 巧 倒 式 パーキング レバー 


〇  ノ て ー キング ブ レーキ レバー 
旦可倒 ノブ 

* パーキング ブレーキを 効かせた 状 
態で， パーキング ブレーキ レバーを 
倒す ことび でを ます。 


► 倒ず とさ 

• 巧 倒 ノブを 手前に 引を， パーキング ブレーキ レバーを 下げます。 （可 倒 ノブ 
上部に 赤色 マークび あらわれます） 

► 戻ず とき 

• パーキング ブレーキ レバーを 元の 位置まで 引を 上げます。 （可 倒 ノブ 上部の 
赤色 マークび 隠れた こと を 確認 してく ださい） 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


■ 電動 パーキング レバー 

パーキング ケー フルの 引っ張りと 戻しを モー ターび 行う ことにより. 軽い 操作 力 
で 作動と 解除び でを ます。 


II  ノ  v°- キング ブ レーキ レバー 
0 ス 1」ー ブ 
0 解除 （下げ） 

H 作動 让げ） 


♦レノ  く 一を 引を 上げる と モーターび ノ  f ー キング ケーブルを 弓 I つ 張 D  ノ て ー キン 
グ ブレーキを 作動させます。 

•レノ  く 一を 少 し 引を 上げ ス 1」 ーブを 前ち に 押 しなびら 戻す と モーターび パー 
キング ケーブルを 戻し， パーキング ブレーキを 解除し ます。 


► 作動. 解除に ついて （已 AMT (風位 置 付を 車） 

• エンジン スイッチび 「ON」 の 位置に あると をに シフト レバーを 「(風」 の 
位置に 入れる と パーキング ブレーキび 作動し， シフト レバーを 「(倒」 の 位 
置より 動かす と 解除し ます。 

* パーキング ブレーキの 作動は， パーキング ブレーキ レバーを 引を 上げる かシ 
フ トレバーを 「(©り の 位置に 入れる かの どちら かを します。 

解除は， シフト レバーを 「(風」 位置し ソ州こ 動かす ことと パーキング レバーを 
下げる 操作の 両方を しないと 解除 しません。 

■ 電動/  くー キング ブレーキび 解除で をな  <  なった とを 

• 故障に よ D 電動 バー キング ブレーキび 解除で を なくなった とを パーキング 
フ レーキ 故障 ランプび 点な します。 （一口. 1 己- 44) 


己-己巳 


-• 運 乾 装置の 取り 巧い 


瞬が 識 


■ 電動 パーキング ブレーキの 警報に ついて 
► パーキング ブレーキ 引さず り 防止 ブザー 

• バー キング ブ レー キび 掛かって いる 状態で 車 速び 已 km/hUU； になる と ブヴー 
び 鳴 D ます。 

► パーキング ブレーキ 引き 忘れ ブザー 

• パーキング ブレーキを 引かない 状態で ドアを 開ける とブヴ ーび 鳴ります。 


ム 警告 


■  !  キング ブレーキ レ/  f 一は いっぱいに 引いて  <  ださい 

参 パーキング フ レーキ レバーの 引を び 不足して いると 駐車 中に 車び 動を， 事 
故につな びる おそれび あります。 

参 警告 灯の 点灯は， パーキング ブレーキ レバーの 引を び 十分で ある ことを 示 
すち のでは あ 0 ません。 レバーは 常に いっぱいに 引いて < ださい。 

■ パーキング ブレーキ レバー 操作 時のを 意 

参 緊急 時し U 外は 走行 中に パーキング フ レーキを 使用し ないで < ださい。 走行 
中に パーキング ブレーキを 使用す ると， 後輪び ロック して 車両び 不ま定 に 
なり 事故に つなび る おそれび あります。 

参 緊急 時に パーキング ブレーキを 使用した とさは， 故障して いない か 必ず 点 
検 してく ださい。 

• パーキング ブレーキの 使用 状況によって 随時 点検- 整備を 行って < ださい。 

参 パーキング ブレーキを かけた まま 走行し ないで ください。 ブレーキ 部品の 
早期 摩耗を 招 < ほか， 過熱で 効を び 悪 < なったり 火災の 原因 とちなります。 

•巧 道に 駐車 するとを は， パーキング 
ブレーキを 確実に 効か 吐 タイヤに 
輪 止めを かけて  <  ださい。 

• 電動 パーキングの 故障 ランプび 点 
灯して いる 場合は， すみやかに ま 全 
な 場所 （平坦は 場所） に ギヤ 入れ 駐 
車 して 輪 止めを かけて く ださい。 


•  ノ て ー キング ブ レーキ レノ （一を 連続して 20 砂し ツ上 操作し ないで く ださい。 回 
路イ呆 護の ため， 解除 禁止 モードになる 場合び あります。 （最大 荷重 引を で 保 
持され 故障 ランプび 点滅し， 20 砂 間 解除び でを なくなります） 

• ウインチ 等で 車両 駐車 後に 過大な 力び 車両に かかる 場合は 車輪に 輪 止めを 
行なって ください。 

• 電動 パーキングを 作動 させた あと， 車両 姿勢び 大を < 変化す る 場合 （キャ 
U ヤ カー や 船舶での 車両 移動 等） は 車両び 動を 出す おそれび あり ますので 
輪 止め， 固 縛を 確実に 実施して ください。 


己-己 己 


I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


八ン ドル 


八ン ドル 位置の 調整 方法 


[|  ロック レバー 
旦 ロック 
旦 解除 

• 八ン ドル 位置を 上下と 前後に 調整 
びで をます。 


bid 1 1  ロック レバーを 引き上げて， 八ン ドル 操作の しやす し 倩 さと 角度に 調整 
する。 

調整 後， □ック レノ （一を 押 し 下げて 確実に □ッ ク する。 

MA  3 1 八ン ドルを 上下 前後に ゆすり， □ック された ことを 確認す る。 

A 警告 

■  A ン ドルに ついて 

参 八ン ドル 位置の 調整は 停車して いると をに 行って ください。 走行 中に 調整 
する と 運転を 誤り 思わめ 事故に つなび る おそれび あり ます。 

参 八ン ドルを いっぱいに 回した 状態を 長く 続けないで ください。 パワー ステ 
ア U ング 装置び 故障す る 原因になります。 
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運 乾 装置の 取り扱い 


—ン ボタン 


W 


n ホーン ボタン 

• 八ン ドル 中央部の ホーン ボタンを 
押す と ホーンび 鳴ります。 


SRS エアバッグ （シ ート ベルト 補助 拘束 装置) 


SRS エアバッグは， 運転者 または 乗員に 重大な を 害び およぶ よ 5 な 強い 衝撃を 
車両 前ち から 受けた とさに ふくらみ， シートベルトび 身体を 巧 束す る 働を と あわ 
せて， 運転者 または 柔 員の 頭 や 顔な どに 作用す る 衝撃 力を 分散， 緩和させる 機能 
び あ 0 ます。 


□ 展開 部 
0 パッド 部 


* シート ベルトに ついて (- P4-9) 


己-己 8 


I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


网巧識 


■  SRS とは 

•  Supplemental  Restraint  System の 略で 補助 巧 束 装置の 意味です。 


■  SRS エアバッグの 作動に ついて 


• 衝突に より 車両 前部び 大を < 変形して ち， 乗員への 衝撃は 大を < ならない 場 
合び あります ので， 車両の 変形， 損傷と SRS エアバッグの 作動とは おず しち 
一致し ません。 

• 強い 前面 衝突 時に おいて， シートベルトび 身体を 拘束す る 働を と あわせて 乗 
員の 頭 や 顔な どの 上体び 受ける 重大な 傷害を 輕減 する 装置です。 シー ト ベル 
卜を 正し  <  着用して いる 柔 員び 重大な 傷害を 受ける おそれの ない 衝突では. 
SRS エアバッグは 作動し にくく なって います。 

■ 車両 前部げ 受ける 衝撃び 弱い とを には， 作動し ない 場合び ありまず。 


□ 衝突 時に 変 お， 移動し ない コンク U- 卜 のよ ラな 固い 壁に 正面衝突 したと をで 
あってち， 衝突を 度び ほい 場合。 

B 衝突 時に 変形， 移動し ない 電柱 や 立 木な どの 狭い 範囲に 正面衝突 したと をで 
あってち 衝突 速度び ほい 場合。 

■衝突した ものび 変 おしたり， 移動した 場合は， 衝突に よる 衝撃び ゆるめ 6 れる 
ため， SRS エアバッグの 作動ず る 車を は 高くな りまず。 

旦 停車 中の 同程度の 重さの 車へ 正面から 衝突した 場合には， SRS エアバッグは 作 
動し ない ことび あります。 

0 衝突の 方向 （角度） や 片側 衝突 （オフセット 衝突） などに よっては， さらに 高 
いま 度で あっても SRS エアバッグは 作動し ない ことび あります。 

百 片側 衝突 （オフセット 衝突） した 場合で ち， ラップ 量び ル さいか， または 衝突 
速度び ほい 場合には， SRS エアバッグは 作動し ない ことび あります。 


己-己 日 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


巧識 

■ 巧の ような 場合ち 衝突に よる 衝撃び 緩め 5 れ， 作動し ない ことがありまず 


B 前ち の 斜めの 方向から 衝撃を 受けた 場合 
因 乗用車と 衝突した 場合 

■ 巧の ような 場合は 作動ず る 場合 も ありまず が， 本来の 効 まを 発揮し ません 

〇 側面 や 後ち から 衝撃を 受けた 場合 
0 車両び 横転， 転覆した 場合 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


网 知識 


■巧の ような， 車両 下部に 強い 衝撃を 受けた 場合には， 作動ず る ことがありまず 


□ 縁石な どに ぶつかった 場合 
0 深い 巧 や 溝に 落ちたり， 乗り越えた 場合 
且 ジャンプして 地面に ぶつかったり， 道路から 落下した 場合 

■  SRS エアバッグの 作動に ついて 


•  SRS エアバッグは 非常に 速い スピードで ふくらむ ため， SRS エアバッグと 
の 接触に よりな 撲 やすり 傷な どを 受ける ことび あります。 

• 助手席 SRS エア バッ グ 装着 車では， 衝突 時な どに 助手席 SRS エア バッ グび 
& くらむ ことによって， 車両の フ □ント ガラスび 破損す る ことび あります。 


己-己 1 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■  SRS エアバッグ について 

参 SRS エアバッグは シー ト ベル トを 補助す る 装置で シー ト ベル トに 代わる も 
のではありません。 

柔車 するとを には 必ず; 欠の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と 
衝突した とを などに SRS エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ことび でを 
ず， 生命に かかわる よ 5 な 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 〇を険 です。 

- シートベルトを 正しく 着用して ください。 シートベルトを 着用して いない 
と 急 ブレーキ などで 前ち に 放り出され たと 同時に SRS エアバッグ びふく 
ら み， 強い 衝撃を 受けを 険 です。 

- シートを 正しい 位置に 調整し， 背 もたれに 背中を つけた 正しい 姿勢で 座っ 
てくだ さい。 SRS エアバッグに 近づを す ざた 姿勢で 乗車して いると ふく 
らんだと をに 強し) 衝撃を 受けを 険 です。 

- 運転を は 正しい 運転 操作び でさる 範囲で でさる だけ 八ン ドルに 近づを す 
ざない よ ラに して 座って ください。 

助手席 乗員は 助手席 SRS エアバッグ 
からでを る だけ 離れて 後ち に 座って 
ください。 シート 前端に 座ったり， イ 
ンス トル メン ト 八 ネルに もたれ か 
かったり しないで ください。 

シートの 調整， 正しい 運転 姿勢に つ 
いては （一 P.4-2) 

ひざの 上に 物を かかえる など 乗員と 
SRS エアバッグの 間に 物を 置いた 状 
態で 走行し ないで ください。 SRS エ 
アバ ッグび ふく らんだと をに 物び 飛 
ばされ たり， 正常な 作動を 巧げ たり 
して 危険です。 


己-巨 吕 


I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■  SRS エアバッグ について 

参おモ さまを 柔せ ると さには， 必ず; 欠の ことを お守りく ださい。 お守りいた 
だかない と SRS エアバッグび ふくらん だとを の 強い 衝撃で お テ さまの 生命 
にか かわる よ 5 な 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 〇を険 です。 

- ダブル キャブ， ルート バン 3/ 己人柔 りな どの U ヤ シートの ある 車両では 
おモ さまは U ヤシ ー トに 座らせて 必ず シー ト ベル トを 着用 させて くださ 
し、 U ヤ シートび お テ さまに とって 最 ちま 全な 乗車 位置と 言われて いま 
す。 

- シートベルトを 正しく 着用で をない ル さ なお子 さまには， ベビー シート， 
チャイルドシート， ジュニア シートな どの 子供 専用 シート （ダブル キャ 
ブ， ルー ト バン 3/ 日 人 乗りでは U ヤシー ト） を 着用して ご 使用く ださい。 

助手席 SRS エアバッグ 装着 車では， 
助手席には ベビー シー ト など 後ろ 向 
を 装着の モ供 専用 シー トは絶 巧に 取 
り 付けないで < ださい。 また， チャ 
イル ド シー ト など 前後 向を とち 装着 
可能な テ 供 専用 シー ト でち 後ろ 向を 
には 絶対に 取り付けないで くださ 
し、。 助手席 SRS エアバッグ びふくら 
ん だとを， 子供 専用 シートの 背面に 
強い 衝撃び 加わり 尉まで す。 なお. や 
むを 得ず 助手席に 前 向を で テ 供 専用 
シートを 取り付ける 場合には， 必ず 
シートベルトを 着用 させ， シートに 
深 < 腰かけて， 背ち たれに 背中び つ 
いた 正しい 姿勢で 座らせて くださ 
い。 

助手席 SRS エアバッグ 装着 車では. 
おモ さまを 助手席 SRS エアバッグの 
前に 立たせたり， ひざの 上に だいた 
0 した 状態では 走行し ないで くださ 
い。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■  SRS エアバッグ について 

参 車両の 整備 作業の 場合には 必ず; 欠の ことを お守りく ださい。 お守りい ただ 
かないと SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり， 誤って ふくらみ 生 
命に かかわる よ ラな 重大な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 これらの 
作業び 必要な とさは 必ず トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

- SRS エアバッグ および インストルメントパネル （助手席 SRS エア バッ 
グ 装着 車） の 取り外し， 取り付け， 分解修理 などを しないで ください。 

- サスペンションを 改造し ないで ください。 車 高び をね ったり， ヴス ペン 
シ ョンの 硬さび 変わる と SRS エアバッグの 誤作動に つなび D ます。 

- 車両 前部 または 車両 客室 部の 修理を しないで <  ださい。 不適切な 修理を 行 
うと SRS エアバッグ センサーに 伝わる 衝撃び 変わり， SRS エアバッグ 
び 正常に 作動 しなくな ります。 

- 車両 前部の 改造 や 架 装 物の 取り付けを しないで < ださい。 SRS エア バッ 
グ センサーに 伝わる 衝撃び 変わり， SRS エアバッグび 正常に 作動し なく 
なります。 

〔車両 前部の 改造 や 架 装 物の 例〕 

バンパー 改造 （はりだし）， 前ち 格納 式 クレーン， スノー プ ラウ （雪 かを）， 
消防車 （バン パーステップ 前 出し）， キャン パー (フロント スペアタイヤ） 
•カー 用品な ど 装着 するとを は， 必ずな のこと を お守りく ださい。 お守りい 
ただかない と SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり. 誤って ふくら 
み 生命に かかわる よ 5 な 重大な 障害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

. SRS エアバッグの 展開 部を カバー や ステッカー などで おおわないで くだ 
さい。 

- 助手席 SRS エアバッグ 装着 車では， インストルメントパネル 上部に 芳香 
剤な ど 物を 置いたり， 傘な どを 立て かけないで ください。 助手席 SRS エ 
アバ ッグび ふ < らんだと をに 飛ばされ てを 険 です。 

- 無線機の 電波な どは， SRS エアバッグを 作動させる コンピューターに 悪 
該 響を 与える おそれび あります ので， 無線機な どを 取り付け ると をは， 卜 
ヨ タ 販売店に ご 相談 ください。 

- 車両 前部に グ U ルガード や ウインチ などを 装着 するとを は， トヨタ 販売店 
にご 相談く ださい。 車両 前部の 改造を すると SRS エアバッグ センサーに 
伝わる 衝撃び かわり， SRS エア バッ グの 誤作動に つなび ります。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■  SRS エアバッグ について 

• ステア U ング パッド. インストルメントパネル 上部 （助手席 SRS エア バッ 
グ 装着 車） など SRS エアバッグ 展開 部は. 強 < たた < など 過度の 力を 加え 
ないで  <  ださい。 

SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなる などして 生命に かかわる よ 5 な 重 
大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 

参 SRS エアバッグび ふくらんだ 直後は SRS エアバッグ 構成 部品に 触れない 
で < ださい。 構成 部品は 大変 熱 < なって いるた め， やけどな ど 重大な 傷害 
を 受ける おそれび あ D を険 です。 

参 カバーの 奥に SRS エアバッグ センサーび 装着され ています。 なの 事項を お 
守り ください。 お守りいた だかない と SRS エアバッグび 正常に 作動し なく 
なったり， 誤って ふく らみ 重大な 傷害を 受ける おそれび あ D を険 です。 

- カバー および その 取り付け 部 付近には SRS エアバッグ センサー やその ほ 
かの 電気 部品び あります。 強い 衝撃を 与えた D, 水な どを かけないで < だ 
さい。 

n センサー 
且 カバ- 


己-己巳 


-• 運 乾 装置の 取り 巧い 


ム 警告 


■  SRS エアバッグの 廃棄に ついて 

参 車 や SRS エアバッグを 廃棄 するとを は 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
い。 

SRS エアバッグび 思いび けなく 作動し， ケガ をす る おそれび あります。 

■  SRS エアバッグの 交換に ついて 

•  SRS エアバッグは 一度 ふくらむ と 再 使用で をません。 必ず トヨタ 販売店で 
交換して ください。 

•  SRS エアバッグび 収納され ている パッド 部に 傷び 付いていたり， ひび 割れ 
び あると をは そのまま 使用せ ず トヨタ 販売店で 交換して ください。 衝突し 
たと をな どに SRS エア バッ グび 正常に 作動せ ずケガ をす る おそれび ありま 
す。 


•  SRS エアバッグび 作動す ると， 作動 音と 共に 白い 煙の ような ガスび 発生し 
ますび， 火災ではありません。 この ガスを 吸 ラと， 瑞息 などの 呼吸器系を 
患つ た 経緯の あるち は， 呼吸び 苦 しくなる ことび あります。 

この場合は， 乗員び 車が に 出て ち 安全で ある ことを 確認して， 車が に 出て 
< ださい。 なお， 車が に 出られない 場合は， 窓 や ドアを 開けて 新辭な 空気 
を 入れて ください。 また， SRS エアバッグ 作動 時の 残留 物 （カスな ど） び 
目 や 皮膚に 付着した とさは， でさる だけ 早く 水で 洗い流して ください。 皮 
膚の 弱い ちは， まれに 皮膚を 刺激す る 場合び あり ます。 

参 一度 作動した SRS エアバッグは ， 2 回目し ツ 降の 衝突では 再 作動し ません。 
必ず トヨタ 販売店で 交換して < ださい。 同様に 連続して 衝突した 場合， 1 
回目の 衝突で SRS エアバッグび 作動 すれば， 2 回目の 衝突では SRS エア 
バッグは 作動し ません。 
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i. スイッチ- 運 お 装置の 取り扱い 


ワイ パ ー& ウォツ シャー スイ ツチ 


[フ □ント ワイ パー 

■ ワイパーの 動かし かた 


H 停止 

B 間欠 作動 （INT) 

S ほ 速 作動 （L0) 

□ 高速 作動 （HI) 

参 レバーを 回す と 作動し ます 


■ウォ ッシャ ー 液の 噴射ち 法 


•レバーを 引いて いる 間， ウォッ 
シャー 液び 噴射され ます。 

参 レバーを 引を 続ける と （約 0.3 砂し U 
上） ウォッシャー 液び 噴射され た あ 
と， ワイ パースイッチび 「停止」 の 
位置で ち ワイパーび 2 〜 3 回 作動 
します。 


* 1 回の 噴射は 1 已秒じ (内に してく ださい。 


[リヤ ワイ パー ★ 


H 停止 

B ウォ ッシャ ー液 噴射 
旦 間欠 作動 (INT) 

H 作動 

向 作動- ウォ ッシャ ー液 噴射 
• ツマ 5 を 前後に 回す と 作動し ます。 


己-日 7 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


■ リヤ ウォッシャー 液の 噴射ち ま 

• 作動 中に ウォッシャー 液を 噴射させる とさは ツマ 5 を r 作動」 の 位置から 
側に 回します。 

• ワイ パー停止 中に ウォッ シャー 液を 噴射させる とさは ツマ 5 を 「停止」 の 位 
置から fp] 側に 回します。 

* ウインドウ ウォッ シャー 液の 補給 （一 P. 13-84) 

* ワイ パー ブ レー ドの 交換 （一 P. 1 3-8 己） 


A 警告 


■ 寒を 地では 

参 フ □ント ガラスび 暖まる までは， ウォッシャー 液を 噴射 させないで くださ 
し、 ガラスに 噴射され た 液び 凍結し， 視界 不良を 起こす おそれび あります。 


A ミち 意 


■ ワイ パ ー& ウォッ シャー スイッチの 取り扱い ま 意 

• ガラスび 乾いて いると をは， ワイ パーを 作動 させないで ください。 ガラス 
や ワイパー ブレー ドを 傷つける おそれび あ ります。 必ず ウォ ッ シャー 液を 
噴射して から 作動 させて ください。 

参 凍結な どで ワイ パーブレードの コ’ム び ガラスに 張り付いて いると をは， ワ 
イノ f 一を 作動 させない でく ださい。 ワイ パーブ レー ドび 損傷 したり モー 
ターび 故障す る おそれび あります。 

• ウォッシャー 液 びないと をは， ウォッシャー スイッチを 操作し ないで くだ 
さい。 ウォッシャー モーター 焼を 付を の 原因になります。 

• ワイパーを 長期 間 使用して いなかった とを には， ワイパー フレー ドと ガラ 
スの 間に ほこり や 砂な どび たまって いる ことび あ ります。 

そのまま 作動させる と ガラスに 傷を つけます ので 清掃して から 使用して く 
ださい。 
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レバーを 回す と， なの 各 ランプび 点な します。 


ランプ 類 

ラン フス イッチ 位置 

1 段 目 

2 段 目 

車 幅な， 尾灯 
番号な， メーター 照明 

〇 

〇 

へッ ド ランプ 

X 

〇 

*  (〇 印： 点な， X 印： 点灯せ ず） 


〇  □- ビーム （下向を） 

且八 イビー ム （上向を） 

旦 パッシング （上向を） 

•へッ ド ランプを 点な させた 状態で 
レバーを 前ち に 押す と， ヘッド ラン 
プび 上向を に 切り替わります。 

•ヘッド ランプび 消灯して いてち， レ 
バーを 手前に 引いて いる 間は へッ 
ド ランプび 点な し 上向を になり ま 
す。 

•ヘッド ランプび 上向を のとを は， 同 
時に 表示な び 点な します。 


己-日日 


[八 イビー ム， パッシング 


ランプ ス イツ 


.スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧し、 


扣 段段 
012 

D 曰 曰 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


[デ ィス チャー ジへッ ド ランプ ★ 

• デ ィス チャージ ヘッド ランプは， ランプ 管内の ガスと 金属 ヨウ 化物を 使って 発 
光 させ， 通常の ランプより 白い 光と 広び りのある 配 光を 持つ ランプです。 

* へッ ド ランプの □ー ビームに 装着され ています。 


[才ー トレべ U ング システム ★ 

オート レべ 1」 ング システムは， 積 荷に よる 車両 姿勢の 変化に 対応して， ヘッド ラン 
プの 光軸を 自動的に 調整す る 装置です。 

■ へッ ドライ トオー トレべ リング 警告な （一 P.6-28) 

• エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると ランプび 点灯し， 数 
砂 後に 消な します。 

参 デ ィス チャー ジへッ ド ランプの オート レべ U ング システムに 異 
常び あると ランプび 点な します。 

* オート レべ U ングび 正常に 作動して いないと 感じた とさは， ただちに トヨタ 版 
売店で 点検を 受けて  <  ださい。 


あ アドバイス 


■ へッ ド ランプの 点な について 

参 不用な 点な， 消 巧の 繰り返しは しないで < ださい。 寿命を 短 < する 原因に な 
0 ます。 

参 エンジン スイッチび 「LOCK」 または 「ACC」 の 位置の 場合は 点な しません。 

■ オート レべ リング システム について 

•縁石に 乗 0 上げた とを や 急な坂 道では， システムび 正常に 作動し ません。 光 
軸び 異常と 感じられ ると をは， 平らな 路面に 停車し， 光軸び 正しく 調整され 
るのを 待って から 発進して ください D 

• 荷物を 載せる とさは， 荷台 オフ セッ ト中 むを 基準に 前後 均等 積みに してく だ 
さい。 オート レべ U ングが 正しく 作動し ない 可能性が あります。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


网 知識 


■ デ イス チャー ジへッ ド ランプの 作動 電圧 節 囲に ついて 

• システムの 異常に より， 電圧び デ イス チャージ ヘッド ランプの 作動 電圧 範囲 
から がれた 場合は 消な し， 電圧び 正常に 復帰な 第， 再 点灯し ます。 点な しな 
いとを は， トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

• 点 打 操作を するとを に 作動 電圧 範囲から がれて いる 場合は， ランプ スイッチ 
を 操作して ち 点灯し ません。 

■ オート レべ リング システム について 

参 エンジンを 始動して はじめてへ ッ ド ランプを 点な したと を， へッ ド ランプの 
光軸び 動く ことび あり ますび 異常では あ りません。 


ム 警告 


■ デ イス チャージへ ッ ド ランプの バルブを 交換ず ると さは 

• デ イス チャージ ヘッド ランプの バルブを 交換 するとを は， 化ず トヨタ 販売 
店に ご 相談く ださい。 デ イス チャージへ ッ ド ランプは 高電圧を 使用して お 
り， 不適切な 取り扱いを すると 感電の おそれび あり 大変を 険 です。 


A ミち 意 


■ デ ィス チャー ジへッ ド ランプの 点検に ついて 

参 ランプび 点滅して いると さは， バルブの 寿命び 考えられ ますので， トヨタ 
販売店で 点検を 受けて < ださい。 

参 衝突な どで ランプ まわりに 衝撃び あったと をは， へッ ド ランプ 本体 下部に 
ある ライ ト コン トロール コンピューターび 正常に 作動し なくなっ ている お 
それび あります。 早めに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

■ 才ー トレべ リング システム について 

参 走行 中に 警告 灯び 点な したと をは， ただちに 安全な 場所へ 停車し， いった 
ん エンジンを 停止して ください。 再度 エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に 
したと を. ランプび 数秒 点灯した 後に 消灯 すれば そのまま 使用で をます。 消 
巧 しないと さや 点滅 するとを または 再び 点な するとを は， システム 異常の 
おそれび あります ので， ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


非常 点滅 灯 スイ ツ 


路上で 緊急 停車 するとを などに 使用し ます。 


• スイッチを 押す とすべ ての ち 向 指 
示な び 点滅し ます。 同時に 表示な び 
点滅し ます。 ち ラー 度 押す と 消灯し 
よ 9  〇 


* この ランプは エンジン スイッチの 位置に 関係な く 点滅し ます。 

接 アドバイス 


■ スイッチ について 

• 路上に おける 緊急 停ま 時し ツ 外は 使用 しないで ください。 


A を 意 


■ スイッチ について 

• エンジンを 止めた まま 長時間 使用し ないで ください。 バッテ U —/補 機 
バッテ U — あび りを 起こし， エンジンの 始動び でを なくなる おそれび あり 
ます。 
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方向} 旨 示 レバ- 


^ 


田 L 姑 斤） 

曰 R 姑 斤） 

• レバーを 上に 押す と 左側. 下に 押す 
とち 側の ち 向 指示な び 点滅し ます。 
同時に 表示 巧び 点滅し ます。 

•車線 変更 時は， レバーを 軽 < 上 また 
は 下へ 押さえて いる 間， それぞれの 
ち 向 指示な び 点滅し， 表示な ち 点滅 
します。 


* レバーは 八ン ドルを 戻す と 自動的に 戻ります び， ゆるいカーブ などで 自動的 
に 戻らない とさは 手で 戻して ください。 

* 方向 指示な は エンジン スイ ツチの 位置に 関 f 系な く 点滅し ます。 


フォグ ランプ ス イツ 


• 霧な どで 見通しび 悪い とさに 使用し ます。 

HOFF 

pON  口 □ン ト） 

• ランプ スイッチ レバーを 1 段 目 また 
は 2 段 目の 位置に 回 した 状態で ツマ 

ミを 妻 D の 位置に 回す と フォグ ラン 

プび点 打し， 同 時に 表示 打び 点な し 
ふ ^  〇 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


へツ ド ランプ 光軸 調舊ス イツ 


[八 □ゲンへ ツ ド ランプ ★ 


♦ヘッド ランプの 照射 角度を， 状況に 
庇 じて 調整で をます。 

参 へッ ド ランプを 点 巧 させ， スイッチ 
を 回す とへ ッ ド ランプの 照射 角度 
を 下向き 1 0 段階 （0 .己〜 己） に 切 
り 替えられます。 

* スイッチは 「0」 の 位置び 標準です。 


礙巧識 


■ 光軸 調整に ついて 


• 車検な どで 光軸 調整 するとを は， ス 
イッチ 位置を 「0」 （光軸び 一 ま 上向 
を） にしてから 行って ください。 

参 光軸 調整 時に スイッチ 位置び の」 
のとを の 光軸 基準を 示す 数値び, 
へッ ド ランプ 下部に 刻印して あり 
ます。 


A ミち 意 

■ 照射 角度に ついて 

参 必要 (上に 照射ち 度を 下向を にしないで < ださい。 夜間の 視界び 悪 < なり 
ます。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


が気ブ レー キス イッチ ★ 


U レバーを 押し下げる （ON) 

•表示 打び 点な し， 排気 ブレーキび 
作動 待機 状態になります。 

• アクセル ペダル および クラッチ 
ペダルから 足を 離す と， 排気 ブ 
レーキび 作動し ます。 

且 元に 戻す （OFF) 

• 表示 打び 消 打し， 作動 待機 状態び 
解除され ます。 


网 知識 


■ 排気 ブレーキ について 

•排気 ブレーキは， エンジンブレーキの 効果を さらに 高める ちので す。 下り 巧 
や 高速 走行 時な どの 補助 ブレーキと して 使用 します。 


•ス U ップ しやすい 氷雪 路 やま 起を 乗 D 越える 時 および カーブ 走行 時な どで 
は. 排気 ブレーキび 自動的に 解除され る 場合び あります。 

•  DPR 付を まは 排気 ブレーキ スイッチび rOFF  (解除)」 の 状態で ち 排気 ブレー 
キび 作動す る ことび あり ますび， これは 排出 ガス 浄化の ためで 故障では あり 
ません。 


■ 作動を 件に ついて 

• なの 場合は 排気 ブレーキは 作動し ません。 

- アクセル ペダル または クラッチペダルを 踏んだ とを 
- シフト レバーび 「N」 （MT 車)， 「P」 . 「N」 （AT 車）， 「(風」. 「N」 （已 AMT 
車） の 位置に あると を 
- ABS び 作動した とを 


ム 警告 

■ 排気 ブレーキを 作動させる とき 

参 滑り やすい 路面 状態で 排気 ブレーキを 作動させる とス U ップ する おそれび 
あり ますので 十分 ミち 意して く ださい。 


己- 7 巳 


運転 装置の 取 0 扱い 


電動 格納ぶ アウター ミラー スイッチ ★ 


n 格納/復帰 

• スィッチを 1 度 押す と 5 ラーび 格 
納 され， ち ラー 度 押す と 定位置に 復 
帰します。 


► 運転席- 助手席 側 格納 式 


ON 脂納） 

OFF 徒 位置） 

A 

も-も 移 若 

TE027-023A 

t  ^ 

TE027-022A 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


网 知識 


■ スイッチの 作動に ついて 

•エンジン スイッチび 「ACC」 または 「ON」 の 位置のと を 使用で をます。 
•エンジン スイッチび 「LOCK」 の 位置で スイッチを rOFF」 側に した まま エ 
ン ジン スイッチを 「ACC」 または 「ON」 の 位置に すると = ラーステーび 定位 
置に 戻ります ので ミ 主意して ください。 


A 警告 


■ ミラーの 操作に ついて 

参 5 ラーを 格納した まま 走行し ないで ください。 

5 ラーに よる 後ち 視界び 確認で をず 事故に つなび る おそれび あります。 


A ミち 意 


■ ミラーの 操作に ついて 

• 走行 中は 5 ラーの 調整を しないで ください。 運転を 誤る おそれび あります。 
参 電動 格納 式 アウター = ラーを 操作して いると を， 5 ラース テ ーに 手で 触れ 
たりし ないで ください。 手を はさまれて ケガ をす る おそれび あり， また 電 
動 格納 式 アウター 5 ラーの 故障の 原因になります。 

■ 電動 格納 式 アウター 5 ラーの 故障に ついて 

参 5 ラース テ ーには つかまらないで ください。 故障の 原因になります。 

参 電動 格納 式 アウター = ラーの モーターに 無理な 力び かかる とま 全 装置び 働 
を， 作動び 停止す る ことび あります。 このと を スイッチを 再度 操作し 正常 
に 作動す る ことを 確認して ください。 

たびたび 作動び 停止 するとを は， トヨタ 販売店で 点検'  整備を 受けて < だ 
さい。 

参 スイッチで 5 ラー 操作で をない とさは， 手で 調整して ください。 この場合 
は トヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて ください。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


■J モ コン S ラース イツ 


[|  メイン スイッチ 

0  1」 モ コン = ラースイ ッチ 

• スイッチの 操作で 左ち アウター 5 
ラーの 角度び 調整で をます。 エン ジ 
ン スイッチび 「ACC」 または rON」 
の 位置のと をに 使用で をます。 


削 1 1  メイン スイッチで， 調整す る アウター ミラーを 選ぶ。 

* 左側は ru. ち 側は 「R」 の 位置です。 

U モ コン 5 ラースイッチの 「▲」 部を 押して， アウター = ラーの 角度を 
調整す る。 

* スイッチの 上 •下側を 押す と， 5 ラーの 上下の 調整び でを， また， 左 •ち 側を 
押す と 左ち の 調整び でを ます。 


•使用 しないと をは， メイン スイッチ 
を 中立の 位置 にしておくと， 作動し 
ません。 


A 警告 

■ ミラーの 調整に ついて 

• 走行 前に， 後ち 視界び 正し < 確な される よ ラに 調整して ください。 

• 走行 中は 5 ラーの 調整を しないで < ださい。 運転を 誤り 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あります。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


5 ラー ヒー タースイ ッ 


■  5 ラー ヒーター について 

•エンジン スイッチび 「ON」 位置のと さに 使用で をます。 

A ミち 意 

■  5 ラー ヒーター について 

•作動 中は， アウター 5 ラーの 表面び 熱くな ります ので， 手を ふれない でく 
ださい。 やけどを する おそれび ありを 険 です。 

■バッ テリ  ー/補 機バ ッ テリー あがりを 防止ず る ため 

• エンジンを 止めた とさは 使用し ないで ください。 バッテ U —/補 機 バッテ 
U 一 あび りを 起こ し エンジンび 始動で をなくなる おそれび あり ます。 


己- 7 日 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


手動 式 S ラー ★ 


15 ラー角度 調整の しかた 

アウター 5 ラー 全体を 手で 調整し ます。 調整した 後は， 運転席に 座り， 了 ウターミ 
ラーで 後ち 確認び 十分で をる か 確認して  <  ださい。 


[アウ タ ーS ラーの 格納- 復帰 

アウター 5 ラーを 手で 車両 前ち に 倒して 格納し ます。 走行 前には 元の 位置に 戻し, 
運転席に 座 り アウター 5 ラーで 後ち 確認び 十分で をる か 確認 してく ださい。 


► タイプ I 


n 境界線 

•ワイ ド ビュー 5 ラーとは， 境界線よ 
D 上側と 下側で 5 ラーの 曲率を 変 
ラ ト ア 。々 一 三 =1 一 です 
境界線よ D 上側は 通常の アウター 
5 ラーと 同じ 範囲の 視界です び， 境 
界 線よ D 下側は 通常の アウター 5 
ラーよ D もよ D 広い 範囲まで 視界 
び 確な でを るよ ラに なって います。 
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► タイプ n 


D メイン ミラー 

旦 補助 5 ラー 

•ワイド ビュー ミラーとは， メイン = 
ラーと 補助 5 ラーで 曲率を 変えた 
アウター = ラーです。 

•  メイン 5 ラーは 通常の アウター 5 
ラーと 同じ 範囲の 視界です び， 補助 
5 ラーは 通常の アウター = ラーよ 
りちより 広い 範囲まで 視界び 確イ呆 
でを るよ ラに なつて います。 


因 知識 


■  5 ラーの 見えち について 


•境界線よ 0 下側に 映る 物は 上側に 比べ （タイプ I). 補助 5 ラーに 映る 物は メ 
イン ミラーに比べ （タイプ n), 実際よりも 遠くに あるよう に 見えます。 


2 面 窺 ミラー ★ 


□ 境界線 ★ 

旦 補助 5 ラー 

•  2 面 鏡 5 ラーとは， 境界線より 上側 
と 下側で 5 ラーの 曲率を 変えた ア 
ウタ ー 5 ラーと， 補助 = ラーを 一体 
化した アウター 5 ラーです。 
•境界線より 上側は， 通常の アウター 
5 ラーに 比べて より 高い ななめ 上 
ちの 位置まで 確認び でを ます。 


• 境界線より 下側は， 通常の アウター 5 ラーと 同じ 範囲の 視界と なります。 
参 補助 5 ラーは， 助手席 下ち および 車両 側ち を 広範囲に 確認で をます。 


网 知識 


■  5 ラーの 見えち について 

• 境界線よ D 上側 および 補助 5 ラーに 映る 物は， 通常の アウター 5 ラーに 比べ 
て， 実際よりも 遠くに あるよ ラに 見えます。 
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4WD 


•この 装置は， 前後 輪の 回転 数の 差び 微少な とを には， 後輪 駆動に 近い トルク 
配分で 走行し， コーナー 1」 ング時 や 雪路， 登坂 時， 発進 時な ど 前後 輪の 回転 
数に 差び 生じた とを には， 状況に 応じて 前輪への トルク 配分を 自動的に コン 
卜 □ー ルす る ことにより， なのよ 5 な 走行で 効果を 発揮し ます。 

• コーナー U ング 時に 高い 走行 安定性， 操縦 性を 発揮し ます。 

• 雪 や 雨な どで 滑り やすい 路面 や 急坂， 悪路での 高い 発進， 走行 安定性， 操 
縦 性を 発揮し ます。 


[4WD  (4 輪 駆動） の 切日 替无方 

♦フ U- ホイール 八ブと 4WD 切り替え スイッチを 操作して， 4WD  (4 輪 駆動) 
に 切り替える ことび でを ます。 


参 フ U — ホイール 八ブを 前輪の 両側 
とも 「LOCK」 の 状態に する。 


• まを 直進 状態に して， 4WD 切り 替 
え スイッチを 押します 

•  [] ロ ランプび 点な した ことを 確認し 
ます。 

* ち ラー 度 スイッチを 押す と， 2WD 
(後輪 駆動） に 戻り. 固] ランプび 消 
なします。 
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[フ IJ- ホイール パブ 

• 前輪と 前輪駆動 系の 接続- 切り離しを する 装置です。 


□  FREE  (後輪 駆動 時） 

且 LOCK  (4 輪 駆動 時） 

* 「LOCK」 け 「FREE」 の 切り替えは, 
手 または ドライバー などで 行って 
< ださい。 


[4WD 切日 替え スイッチ 

• フ U — ホイール 八ブび 前輪の 両側と も 「LOCK」 の 状態で あれば, 車内から 2WD 
(後輪 駆動） と 4WD  (4 輪 駆動） の 切り替えを 行えます。 


P  4WD/2WD 

• スイ ツチを 押す と 4WD (4 輪 駆動) 
に 切り替わります。 もう 一度 押す と 
2WD  (後輪 駆動） に 戻ります。 

*  4WD  (4 輪 駆動） に 切 D 替わる と， 
表示な び 点灯し ます。 


[4WD 表示 巧 


•  4WD 切り替え スイッチで 4WD  (4 輪 駆動） に 切り替え ると 
点 口 します 0 


[フ □ント デイ ファレン シャル 油 温 警告 打 


KHf 

FRONT 


•  4WD  (4 輪 駆動） で 走行 中に フ □ント デイ ファレン シャルに 
異常が 生じる かまた は 油 温が 高温に なると 点な します。 
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み アドバイス 


■ フリー ホイール/ \ブ の 操作に ついて 

•  2WD  (後輪 駆動） 走行 時， フ U- ホイール 八ブ は， 「LOCK」 の 位置の まま 
でも 走行で きます び， 「FREE」 の 位置に すれば 騒音， 摩擦な どび 減り， 経済 
的な 走行び でを ます。 

• 長時間， 4WD  (4 輪 駆動） に 切り替えない ときは， 月に 1 回 程度， 2WD 惟 
輪 駆動） のま ま 左ち のフ U- ホイール 八ブを 「LOCK」 の 状態に して 走行す る 
と， 前輪駆動 系び 適度に 涵 滑され ます。 


网 知識 


■  4WD  (4 輪 駆動） への 切り替え 操作 

参 停車 中 またはな 速 走行 （已 km/h け 下） 中に 切り替える ことび でを ます。 走行 
中に 切り替え ると をは， 直進 状態で 行います。 

■ フリー ホイール/ \ブ の 操作に ついて 

• 前輪の 両側の フ U- ホイール 八ブび 「LOCK」 されて いないと， スイッチを 操 
作して ランプび 点な した 状態で も 車両は 4WD  (4 輪 駆動） になり ません。 

■ 表示な について 

•  4WD  (4 輪 駆動） への 切り替え 操作を してち 国] ランプび 点な しないと をは， 
八ン ドルを 直進 状態の まま 少し 走行す ると 点な します。 

•  2WD  (後輪 駆動） への 切 D 替え 操作を してち 国] ランプび 消な しないと をは， 

少 し 加減 速 または 後退を 行 5 と 消な します。 周囲の ま 全を 確認 して 行って < 
ださい。 
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A 警告 


■ 乾燥した 舗装 路面 および 高速道路では， 必ず 2WD  (後輪 駆動） で 走行して く 
ださい 

参 4WD  (4 輪 駆動） で 走行す ると 駆動 系 部品に 悪影響を 与え， 駆動 系の オイ 
ル ちれ や 焼を つを などに よ D, 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険で 
す。 また， タイヤの 早期 摩耗 や 燃費 消費量の 悪化に つなび る おそれび あり 
ます。 

■ フリー ホイール A ブの 操作に ついて 

• フ U — ホイール 八ブを 切り替え ると をは， 必ず 左ち とち 切り替えて くださ 
し、 左ち とち 切り替えな いと 故障の 原因と なったり， 走行に 悪影響を およ 
ぼし， 思わめ 事故に つなび る おそれび あ ります。 

• フ U- ホイール 八ブを 「FREE」 と 「LOCK」 の 中間 位置に セットし ないで 
< ださい。 

• 走行 直後は， 左ち のフ U — ホイール 八ブの ノブの 部分び 熱 < なって いる 場 
合び あります ので 触れないで ください。 やけどを する おそれび ありを 険で 
す。 

■ 4WD 切り替え スイッチの 取り扱い について 

•走行 中， 直進 状態し U 外で 切り替え ると， 故障の 原因と なります。 

参 タイヤび 空転して いると を， 2WD  (後輪 駆動） から 4WD  (4 輪 駆動） へ 
の 切り替え 操作は 行わないで < ださい。 空転 中に 切り替え ると， 故障 や 思 
わめ 事故の 原因と な 0 ます。 

参 フ U- ホイール 八ブび 「FREE」 の 状態で 4WD  (4 輪 駆動） への 切り替え 
操作は 行わないで ください。 故障の 原因と なります。 


A ミち 意 


■ 装着 タイヤの ま 意 

•  @ ランプび 点な したと をは， すみやかに 2WD  (後輪 駆動） に 切り替え， 

各 タイヤ サイズ， 銘柄， タイヤの 摩耗が 態を 確認して < ださい。 異なった 
サイズ や 摩耗 差の 著しい タイヤを 使用す ると フロント ディ ファレン シャル 
に 過大な 負荷び かかる ため 必ず 全 輪と ち 指定 サイズ， 同  ー メ ー カ ー ，同 一 
銘柄 および 同ー トレッド パターン （溝 模様） の タイヤを 装着して ください。 
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運 乾 装置の 取り 巧い 


リヤ ウインドウ デフ ォッ ガース イッチ ★ 


n 押す （作甄 
0 表示な 

• スイッチを 押す と U ヤ ウインドウ 
のく もりを 取り除を， も ラー 度 押す 
と 作動び 停止し ます。 

• 作動 中は， 内蔵の 表示灯び 点な しま 
す。 


アドバイス 


■バッ テリ  ー/補 機バッ テリ ー あび りを 防止ず る ため 

•消費 電力び 大 さいので， くちり び 取れたら すぐに スイッチを 切り， 長時間の 
使用を 避けて  <  ださい。 
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排出 ガス 浄化装置 スイ ツ 


■ディー ゼル 車， A イブ リッ ド 車 

• 排出 ガス ミき 化 装置 スイ ッチ 内蔵の 表示な と 匿] ランプび 常時 点滅した とを 
は， 排出 ガス; 争 化 装置 スイ ッチを 押して 排出 ガス; 争 化 装置に 捕 集され たス 
スを 燃焼 （再生） させて ください。 

* この 操作を 行わない まま 走行を 続ける と， ブヴ ーび 鳴ります。 ブヴ ーび 鳴つ 
たと をは， すみやかに ススを 燃焼 （再生） 処理して ください。 ブヴ ーび 鳴つ 
たま ま 走行を 続ける と ランプび 点な します。 @ ラ ンプび 点な したと を 
は， ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて <  ださい。 

* 始動 後に 一定 時間の み 排出 ガス 浄化装置 表示な び 点滅した 場合は， 排出 ガ 
スミ 争 化 装置 スイッチを 押して ススの 燃焼 （再生） 処理び 可能な 状態です。 
ただし， このと を 通常は 排出 ガス 浄化装置に 捕 集され た ススは 自動的に 燃 
焼 （再生） されます ので， 必ず 排出 ガス ミき 化 措置 スイッチを 操作す る 必要 
はおりません。 お客様の 使いち に 合わせて 操作を 行 5 ことび 出来ます。 

* ススの 燃焼 （再生） 処理 中は， アクセル ペダルを 操作し ないで ください。 ス 
スの 燃焼 （再生） 処理び, 終了す る 前に， アクセル ペダルを 踏み込んだ D, 空 
ぶかし した D すると， ススの 燃焼 （再生） 処理び 中断され ます。 処理 中に 
作動び 停止して しまつ た 場合は， ち ラー 度 操作を やり なおして く ださい。 
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[が 出 ガス 浄化装置 警告 I 灯 


• エンジンを 始動した とを. ススび 一定量 堆積して いると， 睦当ラ 
ンプと 排出 ガス; 争 化 装置 スイッチ 内蔵の 表示な び 点滅し ます。 


* 常時 点滅して いると をは， 排出 ガス 浄化装置 スイッチを 押して ススの 燃焼 （再 
生） 処理を 行 5 化 要び ある ことを 示して います。 

* 始動 後に 一定 時間の み 点滅した とさは， お客様の 使いち に 合わせて 排出 ガス; 争 
化 装置 スイッチ による ススの 燃焼 （再生） 処理を 伝える ことを 示して います。 
•エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に し， 排出 ガス 浄化装置 スイッチを 押す と 
@ ランプと スイッチ 内蔵の 表示な び 点な します。 ち ラー 度 スイッチを 押す か. 
エンジンを 始動した とさに ススび 一定量 堆積して いなければ ランプは 消な しま 
す。 


f 操作 方法 

車両を ま 全な 場所に 停まさせる。 

b む 1 2 1 バー キング ブレーキを 確実に 効かせ， シフト レバーを 「N」 （rp」， r (風」 
位置 付を 車では 「P」， 「(風」） の 位置に する。 

ホ エンジンは かけた ままに して おを ます。 


n 押す （作甄 
0 表示な 

• 排出 ガス; 争 化 装置 スイッチを 押す。 

* 内蔵の 表示 巧と @ ランプび 点滅 か 
ら点 なに 変わり. アイド U ング 回転 
数び 上び 0 ます。 


y  1 4 1 スイッチの 表示な と 匿] ランプび 消な し， アイド U ング 回転 数び 元に 
戻ったら ススの 燃焼 （再生） 処理は 終了です。 

*  PTO 付き 車は， PTO スイッチ または PTO コント □-ル レバーび rON」 のと 
を， 排出 ガス ミき 化 装置び 作動し ない 場合び あります ので PTO スイッチ または 
PTO コント □-ル レバーを rOFF」 にして ください。 

* アイドル ストップ システム 装着 車は， アイドル ストップ キャンセル スイッチび 
「OFF」 の 場合， アイドル ストップ します。 その 際は， エンジン スイッチ にて エ 
ン ジンを 再 始動 させて  <  ださい。 

* ク U —ニ ング モー ド 中は 車両び 信号待ち などで 停車した とさに アイド U ング回 
転 数び 上び ります。 このと をに 排出 ガス 浄化装置 スイッチを 押す と アイドル 
アップを キャンセル する ことび でを ます。 この 状態で， 再び スイッチを 押す と 
ススの 燃焼 （再生） 処理び 始まり， アイド U ング 回転 数び 上び ります。 
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を アドバイス 


■ ススの 燃焼 （再生） について 

• ススの 燃焼 （再生） び 自動で 行われ やす <す るた めに， 停車 時は シフト レバー 
を rN」（rp」. 「(風」 位置 付き 車では rp」. 「(倒」） の 位置に する ことを 推奨し ます。 


因 瓶 i 


■ ススの 燃焼 （再生） について 

•  DPR 付を 車は 一定 距離 ごとに ススを 排出 ガス ミき 化 装置に 捕 集して 自動的に 燃 
焼 （再生） します び， 運転を 件に よっては ススの 燃焼 （再生） び 完了し ない 
場合び あります。 そのと をは， 排出 ガス; 争 化 装置 スイッチ 内蔵の 表示な と 
匿] ランプび 常時 点滅し ます。 これは， 排出 ガス; 争 化 装置の 機能を 回復す るち 
ので 故障では あ 0 ません。 

•システムび 自動で 捕 集した ススを 燃焼 （再生） 処理 中 （=ク|」 一ニ ング モー 
ド 中） に 停車した とさは アイド U ング 回転 数び 上び り， 排気 ブレーキび 作動 
します。 これは 排出 ガス; 争 化の ためで 故障では あ りません。 


■  DPR とは 

参  Diesel  Particulate  active  Reduction  system  の 略で  DPR  - クリーナー 
内に 排出 ガス 中の ススび 一定量 堆積す ると 自動的に 捕 集した ススの 燃焼 （再 
生） 処理を 行います。 これにより， スス などび 異常に 堆積す るのを 防ぎ， DPR 
のを 化 能力を 常に 良好に 保ちます。 また， 高性能 触媒と 電子 制御 コモン レー 
ル 式 燃料 噴射 システムの 採用に より， 走行 中の ススの 燃焼 （再生） 処理を 可 
能と しています。 

■排出 ガス ミき 化 装置 スイッチ による ススの 燃焼 （再生） 処理に ついて 

•約 1 已 分〜 20 分で 終了し ますび， が 気温に より 異なります。 

参 マフラー 内の 温度び 高い ほど 早く 終了し ます。 

• エンジンび; 令え ている ときよりも 運転 直後に 行う ちび 早く 終了し ます。 

エンジンび; 令え ている 場合は， 暖 機を 行った 後に 燃焼 （再生） 処理を 行い ま 
すので 20 分し ツ 上の 時間び かかる 場合び あります。 

参 終了す るまでは， アクセル ペダルを 操作し ないで ください。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A 警告 


■ 枯草や 紙く ずな ど 燃え やず い 物が ある 場所に 車を 止めない でく ださい 

参 走行 直後 やク 1」 一ニ ング モー ド 中は 排気管 や マフラー 付近 および 排出 ガス 
び 高温に なって います。 燃え やすい 物び 近くに あると 火災の 原因に なり ま 
す。 また， 高温の 排出 ガスに より やけどを する おそれび あります。 塗装 さ 
れ ている 路面に 停車して いる 場合， 路面び 変色す る おそれび あります。 

参 ススの 燃焼 （再生） 処理は， 風通しの 良い 野外の 広い 場所で 行って くださ 
し、。 排出 ガスには 無色- 無臭で 有害な 一酸化炭素 （C0) び 含まれて いるた 
め， 排出 ガスを 吸い込む と 一酸化炭素中毒になる おそれび ありを 険 です。 


A ミち 意 


■ 排出 ガス ミき 化 装置 スイッチの 操作に ついて 

参 この 操作は 警告 灯び 常時 点滅を はじめてから 1 已 Okm 走行し ツ 内に 行って く 
ださい。 


巧 進 アイ ドル アップ ★ 


坂道 や 重 積載 時な どの 発進を 補助 します。 


[篇進 アイ ドル アップ スイッチ 


•スイッチを 「ON」 にし， クラッチ 
を 踏み込み ギヤを 入れる と， エン ジ 
ンの アイ ドル 回転 数び 上び ります。 


A 警告 

■ 発進 時の ま 意 

•下り坂 やを 滞路 では， 発進 アイドル アップを 作動 させないで < ださい。 作 
動 状態で 発進す ると， 急 発進の おそれび あり 大変を 険 です。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


アイ ドル ストップ システム ★ 


• 信号待ち 
ほ 減を 医 

の 

ブ よどの 停車 時に 自動的に エンジンを 停止 させ， 燃費 向上と 排出 ガス 
] り， 発進 時には 自動的に エンジンを 始動し ます。 

• アイ ドル ストップ シス 了ムの エンジン 自動 停止 時 |し アイ ド ルス 
トップ 表示な び 点な します。 

1 アイ ド ルス トップ キャン 七 ルス イッチ 

の 


OFF 


♦エンジン スイッチび 「ON」 の 位置 
で， スイッチを 押す と アイド ルス 
トップの 作動び 停止し ます。 同時に 

[gj ランプび 点 好し ます。 

•もう 一度 押す と 作動び 復帰し， 

I 爲] ランプび 消灯し ます。 


[アイ ド ルス トツプ システムの 作動 


■  MT 車 

► 自動 停止の しかた 

IPT] クラッチペダルを 踏む。 


シフト レバーを 「N」 の 位置に する。 


ipn パーキング ブレーキ レバーを 引 <。 


y .1 4 1 クラッチペダルから 足を 放す。 

► 自動 始動の しかた 

• クラッチペダルを 踏んで ください。 

* クラッチペダルを 踏み， 自動 始動した あと ギヤを 入れずに ニュートラル のま 
ま クラ ッ チ ペダルを 放せば 再度 エンジンび 停止 します。 


* クラッ チ ペダルを 踏む より 先に ギヤを 入れて しま ラと 自動 始動は され ませ 
ん。 （ま 全 性 優先） その 場合， 一度 シフト レバーを 「N」 の 位置に 戻してから 
クラ ツチ ペダルを 踏みな おせば 自動 始動 します。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


■  AT 車 

► 自動 停止の しかた 

• シフト レバーび の」 または 「4」 の 位置に あるときに ブ レー キ ペダルを 踏み 
続けて ください。 

* 自動 停止 時の フレー キ 認識は 道路 勾配の 角度に よって ブレーキ ペダルを 踏む 
踏 力 認識を 変化 させて います。 

► 自動 始動の しかた （下記の いずれ かのを 件で 自動 始動し まず） 

参 ブレーキ ペダルから 足を 放した とを 
参 シフト レバーを 「D」 または 「4」 の 位置し ツ外 にした とを 
• 自動 停止から 日 0 砂 経過した とを 

(8 已秒 経過す ると 表示な 点滅 および ブヴ ーにて 警報し ます） 

* ブ レー キ ペダルを 放し 自動 始動した あと 再度 自動 停止す るには 車 速 1 Okm/h 
(上の 走行 経験び 必要です。 

■ 已 AMT 車 
► 自動 停止の しかた 

参 シフト レバーび の」 または に」 の 位置に あるときに ブ レー キ ペダルを 踏み 
続けて ください。 

► 自動 始動の しかた （下記の いずれ かのを 件で 自動 始動し まず） 

• ブレーキ ペダルから 足を 放した とを 
• シフト レバーを 操作した とを 


* ブレーキ ペダルを 放し 自動 始動した あと， 再度 自動 停止す るには 車速已 km/h 


し U 上の 走行 経験び 必要です。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


[アイ ド ルス トップ システムの 作動の 流れ 

■  MT 車 

〔エンジン g 動 停止〕  に エンジン g 動 始動 I 

1 走 ■む I 
r クラッチ ON 


「エンジン 自動 始動 I 

小  _ 

発進  I  クラッチ 日 FF 胃 


尘 


1  「N」 の 位置  1 

車両 停止 

1 パー キング プ レー キ ON  1 

1  クラ ッ于 OFF  1 

小 

エンジン 自動 停止 .の ランプ 点な 

■  AT 車 

[エンジン 自動 停止] 


走。 1 

小 

プ レーキ ON 

1 

車両 停止  [ 

プ レー キ 保持 作動  1 

(©) ランプ 点な 

小 

エンジン 自動 停止 .の ランプ 点灯 

〔 ： TV ジン 白 動 始動] 


■ 百 AMT 車 

〔王ン ジン 白 動 停止 I  〔エンジン g 動 始動) 


走行 1 

ん 

ブ レー キ ON 

ん 

J 

車両 停止  [ 

ES スター ト 連動 作動 1 

. (©) ランプ 点な 

ん 

エンジン 自動 停止 ■の ランプ 点な 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


アドバィス 

■ クラッチペダルを 踏んでも エンジンが 始動 しないと さは （MT 車） 

• ペダルを 踏みな おしてく ださい。 

■ ブレーキ ペダル か S 足を 放して ち エンジンび 始動 しないと をは （AT 車) 

参 ペダルを 踏みな おしてく ださい 

A 警告 


■  MT 車の 自動 停止 中に ついて 

• 必ず パーキング ブレーキを 引いた ままに して おいてく ださい。 車両び 動を 
出 して 思わめ 事故に つなび る おそれび あ ります。 

• ま 全の ため， エンジンび 確実に 始動す るまで， パーキング ブレーキ レバー 
は 解除し ないで < ださい。 特に， 坂道では パーキング ブレーキ レバーを 確 
実に 引いて  <  ださい。 

■ 運 面 席を 離れる ときは 

♦スター タキ ーを 「OFF」 の 位置に し， パーキング ブレーキを 確実に 効かせ 
てくだ さい。 車両び 動を 出 して 思わめ 事故に つなび る おそれび あ D ます。 

■ エンジン 停止 中の 走 巧は パワー ステアリングが 効かない 等， 非常にを 険 でず 

• 自動 停止 中は ブレーキ ペダルを しっかり 踏んで ください。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


A を 意 

■  ]^^^のを件のとき， アイ ド ルス トップを 行いません 

参 前回の アイ ドル ストップから 車 速 1 Okm/h し i (上で 走行して いないと き (AT 
車） 

参 前回の アイドル ストップから 車 速 已 km/h しツ 上で 走行して いないと き 
(已 AMT 車） 

• シフト レバーび 「N」 の 位置し U 外に あるとき （MT 車） 

• シフト レバーび 「D」 または 「4」 の 位置し U 外に あるとき （AT 車） 

• シフト レバーび 「0」 または rs」 の 位置し U 外に あるとき （已 AMT 車） 

参 ち 向 指示 好また は 非常 点滅 灯の 点な 時 
参 急勾配 路 での 停ま 時 （AT ま， 已 AMT 車） 

参 を 凍- を 蔵 コンプレッサー 作動 時 
参 PT0 作動 時 

•  DPR 作動 時 

•  HV バッテ U- の 容量 レベルび 2 個 しツ下 のとを （已 AMT 車） 

• エンジンの; 令 却 水温び 化い とを 

参 停車して いない （約 1 km/h 1；(上 の 走行） 

•アイドル ストップ キャンセル スイッチび rON」 の 状態のと き 

■  A ン ドルを 回した ままで エンジンを 停止ず ると （MT 車） 

• パワー ステア U ングの アシストび 停止す るた め， 八ン ドルに キックバック 
诚 E ね 返し 衝撃） び 発生し ます。 八ン ドルを 回した ままのと をは， ブレーキ 
ペダルを 踏み 続けるな どして 自動 停止 しないよ ラに ま 意して ください。 

■ 自動 停止を， ずぐ に 自動 始動を しようと ずると 

参 始動び 若干 遅れる ことび あります び， これは 機構 上， エンジンび 完全に 停 
止してから 始動す るた めで あり 異常ではありません。 

■ アイ ド ルス トップ 作動 中に ついて 

•アイ ドル ストップ 中に ドアび 開く と 警告 ブヴ ーび 鳴ります。 

• 尼 ランプび 点な します び， エンジン 始動 後に 消な していれば 正常です。 

参 ^ ランプび 点灯し ますび， エンジン 始動 後に 消灯して いれば 正常です。 
ただし， 八 イブ U ッ ド 車は 停車 後 200 秒 間は 点な しません。 

•  A ランプび 点な します び， エンジン 始動 後に 消 打して いれば 正常です。 
ただし， 八 イブ U ッ ド 車は 点な しません。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


A を 意 

■ アイ ド ルス トップ 中に アイ ドル キャンセル スイッチを 巧しても 機能し ません 

• クラッチペダルを 踏み， エンジンび 自動 始動して から スイッチを 操作して 
ください。 （MT 車） 

• シフト レバーを 「D」 または 「4」 し i (がに し， パーキング ブレーキを 効かせ 
(ブレーキ 保持を 解除して から）， エンジンび 自動 始動して から スイッチを 
操作して ください。 （AT 車） 

• シフト レバーを 「(思)」 または 「N」 にし， パーキング フ レーキを 効かせ （ブ 
レーキ 保持を 解除して から）. エンジンび 自動 始動して から スイ ッチを 操作 
してく ださい。 （已 AMT 車） 

■ アイ ドル ストップ キャンセル 作動 中に ついて 

参 アイドル ストップ キャンセル 中に エンジン スイッチを 「 OFF 」 に すると， 
キャンセルは 解除され ます。 

■長時間 停車ず ると きは， エンジン スイッチを 「OFF」 の 位置に してく ださい 

• エンジン 自動 停止の まま 放置す ると， バッテ U-/ 補 機 バッテ U- あびり 
の 原因になります。 

■ クラッチペダルを 何度 踏んで ち エンジンび 始動 しないと きは （MT 車） 

参 シフ トレバーを 「N」 にしてから エンジン スイッチで 手動 始動して ください。 

■ ブレーキ ペダルを 何度 踏んで ち エンジンび 始動 しないと をは 
(AT 車， 已 AMT 車） 

参 シフト レバーを 「P」 （AT 車)， 「(倒」 （5AMT (風位 置 付き 車） または 「N」 
(已 AMT (風位 置 無し 車） の 位置に してから エンジン スイッチで 手動 始動し 
て  <  ださい。 

■ アイ ド ルス トップ 作動 時の 発進に ついて 

• エンジンび 始動して から アクセル ペダルを 踏んで くださし、 （MT 車, AT 車） 

参 エンジン 始動 後, 应 M) ランプび 点な してから アクセル ペダルを 踏んで くだ 
さい。 （已 AMT ま） 

■アイドル ストップ システム について （MT 車， AT 車） 

参 スターター 作動 回数び 規定値し ツ 上に 達した 場合， エンジン スイッチを roN」 
の 位置に したと き， または アイドル ストップ キャンセル スイッチを roN」 

にした ときに I 袋 b ンプび 点滅し. その後. 常 灯して アイドル ストップ シス 
テムび 作動し なくなります。 アイ ドル ストップ システムを 作動させる には， 
スターターと スターターカッ ト U レーを 交換し， スターター 作動 回数を ク 
U ア する お 要び あります。 スターター 作動 回数の ク U アち 法は トヨタ 販売 
店へ お問い合わせ < ださい。 

• エンジン 始動 時に バッテ U  —/補 機 バッテ U —  電圧び 1 0V しツ 下にな 下した 
場合, I 盈 1 ランプび 常 巧し. エンジン スイッチを 「OFF」 の 位置に する まで 
アイ ドル ストップ システムび 作動し なくなります。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


ECO  MODE スイッチ （MT ま) 


ECO 

MODE 


• スイッチを 押す ごとに エコ モード 
の ON と OFF び 切り替わります。 

• エコ モー ド 作動 中は 表示な び 点な 
しぶ!; ^  0 


礙 知識 


■ エ コモードとは 

• エンジンに 出力 制御を かけ， 化 燃費 走行を 補助す るな ど， 化 燃費 性能を 優先 
した 走行 モー ドです。 

• エンジン スイッチを 「OFF」 した 後， 再び r  ON」 にした とさは， 前回 走行の 走 
行 モードび 引を 継 びれ ます。 


ECT パワー スイッチ （AT 車) 


• スイッチを 押す ごとに パワー モー 
ドの ON と OFF び 切り替わり ます。 

• パワー モー ド 作動 中は 表示な び 点 
灯します。 


礙巧識 


■  ECT パワーとは 

• 加速 性能を 優先した 走行 モードです。 登坂 路 などの 走行に 適して います。 
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• スイッチを 押す ごとに 3 つの 走行 
モー ド （エコ. パワー. 通常） び 切 
り 替わります。 


•エコ モード 作動 中は ランプ， パ 

ワー モー ド 作動 中は ランプび 
点 打し， 通常 走行 モード 時は どちら 
ち 点灯し ません。 


み アドバイス 


■ 走行 モー ドに ついて 

• エコ モードとは， エンジン 出力 制限を かけるな ど， 省 燃費 走行に 特化した モー 
ドです。 

参 パワー モードとは， 加速 性能に 特化した モードです。 

• 通常 モードとは， 燃費 性能と 動力 性能を 両立 させた モードです。 

♦モーター 発進は， エコ モード 選択 時の み 実施し ます。 

• キー OFF 後に 再度 キー ON にした とを， 前回 選択され ていた 走行 モードび 引 
を 継 びれ ますび， パワー モードの 場合の み， 自動で 通常 モードに 切り替わ 0 
ます。 

• パワー モードのを 用は 燃費の 悪化に つなび ります。 適切な 判断で 切り替えて 
ください。 

• 走行 中に 走行 モードを 切り替え ると， 加速 感や 減速 感 などに 変化び 生じる 場 
合び あ 0 ます。 切 D 替え 操作は 停車 中に 行 5 ことを おすすめ します。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


ES スタート （坂道 巧 進 補助 装置） ★ 


巧 道 発進のと をに ブレーキの 踏み かえ 操作を な <  し ドライバーの 負担を 輕 減す 
るた めの ちので す。 メイン スイッチを 「作動」 にした 状態で ブレーキを 使用して 
車両を 完全に 停止 させ， 約 1 秒!; (上 ブレーキ ペダルを 踏み 続ける と 本 装置び 作 
動し， ブレーキ ペダルから 足を 離して ち ブレーキ カを な 持し ます。 発進 操作を 行 
ラ と ブレーキ カび 解除され 楽に 発進び 行えます。 


[ES スタートスイ ツチ 

►  メイン スイッチ 


n 押す （作動） 

•  メイン スイッチを 押し込んだ 「作 
動」 の 状態から， ち 5 —度 押して 
「解除」 にす る ことにより， ES ス 
ター トの 解除び でを ます。 

メイン スイッチび 「解除」 のとを に 
は， ES スタートは 作動せ ず， 通常 
の 状態になります。 

* 已 AMT まの 場合, メイン スイッチび 
「解除」 のとを でも アイ ドルスト ッ 
プび 作動 するとを は ES スタートび 
自動で 作動し ます。 


► 解除 タイ S ング スイッチ 


B  FAST  (早) 


且 SLOW 婚） 

•解除 タイミング （発進 タイミング) 
を 調整す る スイ ッ チです。 


[ま 示な 


•エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると， 表示な び 瞬時 点 
灯し， 機能び 正常で ある ことを 示します。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


t 操作 方法 

■ 作動 

参 メイン スイッチび 「作動」 になって いると 志 または アイドル ストップ キャ 
ンセ ルス イッチび OFF 状態 （已 AMT ま） に 使用で きます。 

参 車両を を 全に 停止 させ, 約 1 砂し ツ上 ブレーキ ペダルを 踏み 続ける と ES スター 
卜び 作動し ます。 

•この 機能び 作動す ると， ES スタート 表示な び 点な します。 （停車 時） 

■ 解除 

• 通常の 発進 操作， または パーキング ブレーキ レバーを 引 < と 自動的に 解除 さ 
れ， 表示灯び 消灯し ます。 

* 解除 位置の 調整に ついて （一 P.5-101) 

■ 警報 表示 （警告な- ブザー） された ときの 対処ち 法 


ウォー ニ 

ング 

ブザー 

種類 

警報 内容 

対処 方法 

点滅 

吹鳴せ ず 

未 調整 
警報 

初期設定び 行われて いない 

初期設定を 行って ください 

点滅 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

故障 警報 

各種 信号 スイッチ- センサーの 
異常 

■メイン スイッチ をち ラー 度 押 
し. ES スタートを 解除して く 
ださい。 

- 卜 3 夕 販売店で 点検を 受けて 
< ださい。 

点灯 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

離 席 警報 

作動 中に ドアを 開けた。 

) て ー キング ブ レーキ レノ  く 一を 確 
実に 引く か. または ブレーキ ぺ 
ダルを 増 し 踏みして  <  ださい。 

消灯 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

キー OFF 
警報 

•エンジン スイッチを 「ACC」 や 
「LOCK」 にした。 

•シフ ト 位置： ニュー トラ ル 

ノ て ー キング ブ レーキ レノ  く 一を 確 
実に 引いて  <  ださい。 

点な 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

動を 出し 
警報 

作動 中 （シフト 位置： ニュー ト 
ラル 時） に 車両び 動いた。 

ノ て ー キング ブ レーキ レノ  く 一を 確 
実に 引 < か. または プレー キぺ 
ダルを 増し 踏みして ください。 

点な 

経過 時間を 吹 
鳴。 1 0 分し ソ降 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

作動 時間 
情報 

作動 時間を] 分 ごとに 運転者に 
知らせます。 作動！〜 9 分： 作 
動 時間を 間欠 吹鳴 
例 

1 分 経過… "ピッ "を] 回 吹鳴 

7 分 経過… "ピ ッ" を 7 回 吹鳴 
]0分_1ソ上は "ピ ビビ…" と 連続 
吹鳴 

ノ て ー キング ブ レーキ レノ （一を 確 
実に 引 < か. または ブレーキ ぺ 
ダルを 増 し 踏み して  <  ださい。 

プ レーキ ペダルを 増し 踏みした 
場合は. 警報音び U セッ ト され. 
再び 1 分 後から 警報音び 作動し 
ます。 
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[解 お 位置の 微調整が 化 要な とを 

• 発進 時に フ レーキの 引さず 〇感び あると を （解除び 遅い） 

• 坂道で 発進 時に まび 下び る ことび あると を （解除び 早い） 

• 発進 時の ブレーキ 解除 タイ 5 ングび 自分の 希望に 合わない とを 
•通常の クラッチ 操作で ブレーキび 解除 しないと を （解除び 遅す ざる， または 早 
すざる） 

■調整 方法 

hi  i 1 1 エンジン スイッチを roN」 の 位置に し， メイン スイッチを r 作動」 にす る。 
hi  A  2 1 調整したい 方向に スイッチを 適量 操作す る。 

• 「FAST 悍)」 側に 押した とさは， 解除 タイ 5 ングび 早くなります。 

参 「SLOW 谁)」 側に 押した ときには， 解除 タイミングび 遅くなります。 

* スイ ッチを 押す たびに ブヴ ーび 鳴り 調整 位置を 示します。 

* ブヴー 音は， それぞれ 中立： r ピ ー」 ， FAST  (早） 側： r ピ ッ」， SLOW  (風 
側 ： 「ピ ピッ」 です。 

* 初期設定の 状態は 中立： 「ピー」 です。 

圓ぉぉ位置のネ刃巧設定 （|\/|1~車） 

•  ES スタートの 解除 位置 （クラッチ のつな びり 点） の 初期値を ES スタート コン 
トローラーへ 記憶す るた めに 行います。 
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み アドバィス _ 

■ 巧の 場合は ES スター トを 解除した ちが 運転し やず い ことがありまず 

♦発進' 停止を 繰り返して， 車両の 位置を 調整した いとを 

•長い 下り 坂の 渋滞な どで クラ ッ チ 操作び わず ら わしい とを 

• 凍結 道路 や 雪路で ブレーキ ペダルを 踏む と ES スター トび 作動 するとを 

■ 装置の 操作に ついて 

• 急 ブレーキ や タイヤを □ック させて 車を 停止した とを には， ES スタートび 作 
動し ない ことび あります。 

•  ES スタート 作動 中， フ レーキ ペダルから 足を 離して いると をは， 制動灯は 点 
灯しません。 

■ 下り坂で も ES スター トび 機能し まず 

• 下り坂で 作動 させた くないと をは， メイン スイッチを 「解除」 にして ください。 


A 警告 

■ ま 結 道路 や 雪 おで ブレーキ ペダルを 踏む と ES スター トび 作動ず ると さ 

•  メイン スイッチび 「ON」 のとを， 凍結した 路面 や 雪路で ブレーキ ペダルを 
踏む と 作動す る おそれび ありを 険 です。 状況に より メイン スイッチを 
「OFF」 にして ください。 

■ 不用意に 車両び 坂道を 下り， 事故に よる 生命に かかわる 重大な 傷害 または 財 
産 傷害に つなび る おそれび あります ので， 巧の 警告に 従ってく ださい 

•  ES スタートは， ブレーキ ペダルから 足を 放し， アクセル ペダルを 踏み込 
み， 車両び 再発 進す るまでの 一時的な ブレーキ カの な 持を 目的と する ちの 
です。 長時間 車両を 停車す る 場合は， ブレーキ ペダルを 踏み 続ける か パー 
キング ブレーキを 使用して ください。 ES スタートは， ブレーキ ペダルを 踏 
まずに ブ レーキ カを 保持 し 続ける ための 装置では あり ません。 

•  ES スタートを 使用して 再発 進す る 際は， ブレーキ ペダルから 足を 放し， ア 
ク セル ペダルを 踏み込む 前に， 必ず 確実に ブレーキ ペダルを 踏んだ 上で， 表 
示な び 点な している ことを 確認して く ださい。 

■ 巧の いずれ かの 場合は， ES スタートは 作動し ません 

• パーキング ブレーキを 使用して いる 場合 

•  ES スタートの メイン スイッチび 「OFF」 の 場合 

参 キーの 位置び 「ACC」 または 「LOCK」 の 場合 
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ム 警告 


■表示な が 点滅し， 警告 ブザーが 鳴った とさ （MT 車） 

♦表示な び 点滅し， 警告 ブヴ ーび 鳴った とさは， ES スタートの メイン スイ ッ 
チを 「OFF」 にし， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて ください。 さもな 
いと， 不意に 車輪び ロックし， 事故に よる 生命に かかわる 重大な 障害 また 
は 財産 損害に つなび る おそれび あり ます。 

■  ES スター トの メイン スイッチび 「OFF] のとき （已 AMT 車） 

•  ES スター トの メイン スイッチび rOFF」 の 場合で も， アイ ドル ストップび 
作動して いると をは， ES スタートび 作動し ます。 

•  ES スタートの メイン スイッチび rOFF」 かつ アイ ドル キャンセルの 表示な 
び 点な している 場合は， ES スター トは 作動し ません。 

•表示な び 点滅し， 警告 ブヴ ーび 鳴った 場合には， ES スタートの メ インス 
イッチを rOFF」 にし， かつ アイドル キャンセル スイッチを 押して アイド 
ル キャンセルの 表示 好び 点な した ことを 確認し， トヨタ 販売店で 点検 •整 
備を 受けて ください。 さちない と， 不意に 車輪び □ック し， 事故に よる 生 
命に かかわる 重大な 障害 または 財産 損害に つなび る おそれび あります。 

■ 解除 タイミング について 

•解除 タイ 5 ングを 「FAST  (早)」 側に 調整した 状態で， クラッチペダルを 
目一杯 踏み込まずに 発進す ると， ブレーキび 解除され ない とを びあります。 
このと をは， 解除 タイ 5 ングを 「SLOW  (遅)」 側に 調整す るか， クラッチ 
ペダルを いっぱいに 踏み込んで 発進して ください。 

■ 解除 位置の 巧 期 設定に ついて 

• なの 場合には， 解除 位置の 初期設定を 行って < ださい。 

•クラッチ ぺダ j レの 部品の 交換 や クラッチ ぺ夕 V レの 遊び 調整を 行 ったと を 
- 発進 時， ブレーキ 解除 タイ 5 ン グび大 をく ずれて いると を 

参 解除 位置の 初期設定は， トヨタ 販売店で 行って < ださい。 


己- 103 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


アイ ド ルス トップ 時の ブ レー キ巧持 （AT ま) 


アイ ドル ストップ 時に ブレーキ ペダルから 足を 放して エンジンを 始動 させ， アク 
セル ペダルを 踏んで 車両を 発進させる までの 一時的な ブレーキ カを な 持す るシ 
ス テムです。 

圓表示巧 

•エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると， 表示な び 瞬時に 
点な し， 機能び 正常で ある こと 示します。 


t 操作 方る 

■ 作動 

•アイドル ストップ キャンセル スイッチび 「OFF」 の 状態で 使用で をます。 

• システムび 作動す ると 表示灯び 点な します。 （停車 時） 

■ 解除 

• 通常の 発進 操作 または ノ て ー キング フ レーキ レノ （一を 引く と 自動的に 解除され 
表示灯び 消 好し ます。 

■ 警報 表示 （警告な- ブザー） された ときの 対処ち 法 


ウォー ニ 

ング 

ブザー 

種類 

警報 内容 

対処 方法 

点滅 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

故障 警報 

各種 信号 スイッチ- センサーの 
異常 

- パーキング ブレーキ レバーを 
確実に 引いて. プ レーキ 保持を 
觸 除して ください。 

- 卜 3 夕 販売店で 点検を 受けて 
< ださい。 

点灯 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

離 席 警報 

作動 中に ドアを 開けた。 

ノ て ー キング ブ レーキ レノ （一を 確 
実に 引 < か. または ブレーキ ぺ 
ダルを 増 し 踏みして  <  ださい。 

消な 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

キ ーOFF 
警報 

•エンジン スイ ツチを 「ACC」 や 
「LOCK」 にした。 

•シフ ト 位置： ニュー トラ ル 

ノ て ー キング ブ レーキ レノ  く 一を 確 
実に 引いて  <  ださい。 

点灯 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

動を 出し 
警報 

作動 中に 車両び 動いた。 

ノ て ー キング ブ レーキ レノ  く 一を 確 
実に 引く か. または ブレーキ ぺ 
ダルを 増 し 踏みして  <  ださい。 

点な 

経過 時間を 吹 
鳴。 1 0 分し ソ降 

"レ。 レ。 レ。..." と 

連続 吹鳴 

作動 時間 
情報 

作動 時間を] 分 ごとに 運転者に 
知らせます。 作動！〜 9 分： 作 
動 時間を 間欠 吹鳴 
例 

1 分 経過… "ピッ "を] 回 吹鳴 

7 分 経過… "ピ ッ" を 7 回 吹鳴 
]0 分 上は "ピ ビビ…" と 連続 
吹鳴 

ノ て ー キング ブ レーキ レノ （一を 確 
実に 引 < か. または プレー キぺ 
ダルを 増し 踏みして ください。 

プ レーキ ペダルを 増し 踏みした 
場合は. 警報音び U セッ ト され. 
再び 1 分 後から 警報音び 作動し 
ます。 
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A 警告 


■ アイ ド ルス トップ システムの ブレーキな 持は 

• ブレーキ ペダルを 踏まずに ブレーキ カを イ呆 持す るた めの 装置では ありませ 
ん。 長時間 停車す る 場合は， フ レーキ ペダルを 踏み 続ける か パーキング ブ 
レーキを 使用して ください。 

■ 坂道で 停車ず ると をは 

• 必ず バー キング ブレーキを 使用して ください。 

■ アイ ド ルス トップが 作動して いると きは 

参 ブレーキ ペダルから 足を 放し アクセル ペダルを 踏み込む 前に， 必ず 確実に 
ブ レーキ ペダルを 踏んだ 状態で， 表示な び 点な している こと を 確認 してく 
ださい。 

■ 表示な が 点滅し， ブザーが 鳴った ときは 

• 不意に 車輪び ロックし， 事故に よる 生命に かかわる 重大な 障害 または 財産 
障害に つなび る おそれび あります。 

• アイ ドル ストップ キャンセル ボタンを 押して アイ ドル ストップ キャンセル 
の 表示 好び 点な した こと を 確認し， トヨ タ 販売店で 点検- 整備を 受けて < 
ださい。 

■ 下記の いずれ かのを 件で 機能び 作動し ない ことび あ りまず 

• パーキング フ レーキを 使用して いると を 

参 アイ ドル ストップ キャンセルの 表示灯び 点 打して いると を 

• キーの 位置び 「ACC」 または 「LOCK」 のとき 

参 シフト レバーび 「P」 の 位置に あるとき 
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トランス 5 ッ 

シ ヨン PTO^  1 

|PTO スイッチ 

□  ON/OFF 

• トランス 5 ツシ ヨンからの 動力を 
取り出す PT 日の rON」 •  rOFF」 を 
行う スイッチです。 


■ 接続 


►  MT 車 


1 1 パーキング ブレーキを 確実に 効かせ， シフ トレバーを 「N」 の 位置に し， 
クラッチペダルを いっぱいに 踏み込む。 


bi:d  2  I  PTO スイッチを 押して 「ON」 にし， メー ター内の^ ランプ 点 打を 確 
認 する 0 


b も I  3  I クラッチを 静かに つなぎ PTO を 接続す る。 

►  AT 車 （ダンプ •塵す 車を 除く） 

赶 ..;1 1  I  パーキング ブレーキを 確実に 効かせ， シフト レバーを 「P」 の 位置に す 
る。 


y：  I  2  I  PTO スイッチを 押して 「ON」 にし， メー ター内の 面。 ランプ 点 打を 確 
認 する 0 

►  AT 車 （ダンプ •塵 巧 車） 

お:; j 1 1 パーキング ブ レー キを 確実に 効かせ， シフト レバーを rp」i 「N」 また 
は 「1_-3」 の 位置に する。 

b む I  2  I  PTO スイッチを 押して 「ON」 にし， メー ター内の ランプ 点 打を 確 
認 する 0 

*  rL-3」 の 位置のと をは. ブヴ ーが 鳴ります。 
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► 百 AMT 車 

•通常 仕様 車 （r(®)」 位置 無し 車. 「(©り 位置 付 さ 車） 
hi  A 1 1 パーキング ブレーキを 確実に 効かせ. シフト レバーを 「(®)」 または 「N」 
の 位置に する。 

hi  A  2  I  PTO スイッチを 押して 「ON」 にし， メー ター内の 眉引 ランプ 点 打を 確 
認 する。 

•走行 するとき はおず PTO スイッチを rOFF」 にし， PTO イン ジケーターラ 
ンプの 消灯を 確認して ください。 走行 中に PTO スイッチを 「ON」 にす ると 
トランス = ッ ショ ンの ギヤび 損傷す る おそれび あ ります。 

•駐車 ポジション 限定 仕様 ま （「(風」 位置 付を 車の み） 

お,'; 1 1 I シフト レバーを 「(風」 の 位置に する。 

y  2  I  PTO スイッチを 押して 「ON」 にし， メー ター内の^ ランプ 点灯を 確 
認 する。 PTO 作動 中は シフ ト レバーを (® 似 州 こする と PTO は 自動 解 
除す る。 

■ 解除 

►  MT 車 

• クラッチペダルを いっぱいに 踏み込み， PTO スイッチを 押して rOFF」 にし， 
メータ— 内のを^ I ランプ 消灯を 確認 後， クラッチペダルから 足を 離す。 

►  AT 車- 已 AMT 車 

•  PTO スイッチを 押して 「OFF」 にし， メー ター内の P ランプ 消灯を 確認す る。 


己- 107 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


|PTO コント □-ル レバー 

noFF 

pON 

因 PTO コント ロール レバー 
□ツク ボタン 

• トランス 5 ツシ ヨンからの 動力を 
取り出す PTO の roN」 '  rOFF」 を 
行 ラ レバーです。 


■ 接続 

y ：|| 1 1 パーキング ブレーキを 確実に 効かせ， シフ トレバーを 「N」 の 位置に し， 
クラッチペダルを いっぱいに 踏み込む。 

献 I  2  I  PTO コント □-ル レバーを しり ぱいに 引き rON」 の 位置に し， クラ ッ 
チを 静かに つなぎ PTO を 接続す る。 

■ 解除 

参 PTO を 解除 するとを は， クラッチペダルを いっぱいに 踏み込み， □ッ クボタ 
ンを 押しな びら レバーを 「 OFF」 の 位置に する。 


四が 識 


■ アイ ドル ストップ について 

参 PTO 作動 中は， アイ ドル ストップを 行いません。 

■ 已 AMT 車の PTO 

• 「(風」 位置 付を 車では PTO の 作動に r 通常 仕様 車」 と 「駐車 ポジション 限定 
仕様 車」 を 設定し， ダイ アグ 通信 ツールで 選択で さるよ ラに しました。 

- a 常 仕様き： シフ トレ パーび 「(風」 または 「N」 位置で PTO び 作動し ます。 

走行 するとき は 必ず PTO スイッチを rOFF」 にし， メー ター 

内の 面! ランプの 消灯を 確認して ください。 走行 中に PTO ス 
イッチを 「ON」 にす ると トランス ミッションの ギヤび 損傷す 
る おそれび あります。 

- 駐車 ポジ ショ ン 限定 仕様 ま ： シフト レバー 「風」 位置での み PTO び 作動し， 
PTO 作動 中は シフト レバーを 「(©)」 位置し ツ がに 操作す ると 
PTO び 解除され ます。 

詳しく は最寄 りの トヨ タ 販売店へ ご 相談く ださい。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


A ミち 意 

■ 部品の 損傷に ついて 

•走行 前には， PTO を 必ず 「OFF」 にして ください。 「ON」 のま ま 走行す る 
と オイル ポンプな どを 損傷させる おそれび あります。 

• 走行 中は， PTO を rOFFJ から roNj に 切り替えないで ください。 トラ 
ンス 5 ッ ショ ンの ギヤを 破損させる おそれび あり ます。 

•  PTO 接続 するとを は， クラッチは 急激に つなげないで ください。 クラッチ 
を 損傷させる おそれび あり ます。 

■ 排出 ガス 淨化 装置 スイッチを 操作ず ると きは 

参 必ず PTO スイッチ または コント ロール レバーを rOFF」 にして くださし、。 
排出 ガス; 争 化 装置び 作動 しない 場合び あ ります。 

■  AT 車の PTO 操作 （ダンプ- 塵す 車） 

参 PTO 作動 中は 「P」， 「N」， rL-3」 し:! がに 操作す ると PTO は 解除され ます。 

• 「1_-3」 位置のと き， 車 まび 約 日 km/h を 超える と PTO スイッチを 「ON」 
にしても PTO は 作動し ません。 

■ 日 AMT 車の PTO 操作 

•  PTO スイッチは， 停車. エンジン アイ ドル 回転 中， シフト レバーび 「(©)」， 
「N」 （通常 仕様 車） または 「(©)」 （駐車 ポジション 限定 仕様 車） の 位置の 状 
態で rON」 にして ください。 それし U 外で PTO は 作動し ません。 りお] ラン 
プち点 巧し ません） また， PTO スイッチを 「ON」 にしても PTO び 作動 
しない 場合は， スイッチを一 旦 rOFF」 にし， 3 砂 後に 再度 roN」 してく 
ださい。 

•走行 するとき はおず PTO スイッチを rOFF」 にし， メ ーター 内の り ラン 
プ 消灯を 確認して ください。 走行 中に PTO スイッチを rON」 にす ると 卜 
ランス 5 ッ ショ ンの ギヤび 損傷す る おそれび あります。 

参 通常 仕様 車の 場合， PTO 作動 中は シフト レバーを 「□」 位置に 操作して ち 
トランス 5 ッシ ョン ギヤは 「ニュートラル」 の 状態を 維持し ます。 

なお， ドライバーに 巧して は 変速し ない ことを ブヴ ーで 知らせます。 
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ダンプ レバー ★ 


1 電気 式 PTO 

■  PTO スイッチ 


P ON/OFF 

• トランス 5 ツシ ヨンからの 動力を 
取り出す PTO の rON」 '  rOFF」 を 
行 ラ スイ ツチです。 


■ ダンプ レバー 


荷台を 上昇 または 下降させる レノ  く 一です。 

〇 棉 台下げ」 

且 棉台 上げ」 

0 ダンプ レバー 
g]  □ック ボタン 

•  ロック ボタンを 押しな びら 「荷台 上 
げ」 位置へ 引く と， 荷台び 上昇し ま 
す。 r 荷台 下げ」 位置へ 戻す と 荷台 
び 下降し ます。 


* ダンプ 操作 および 取り扱いの 詳細に ついては， 架 装 メーカーの 「取扱説明書」 
を ご覧く ださい。 

1 ダン ブ 操作 

■ ダンプ 荷台を 上げる とさ 

パーキング ブレーキを 確実に 効かせ， シフト レバーを 「N」 の 位置に し， 
クラッチペダルを いっぱいに 踏み込む。 

b む I  2  I  PTO スイッチを 押して 「ON」 にし， メー ター内の^ ランプ 点灯を 確 
認 して， クラッチを つなぐ。 

y ji 3 1  ロック ボタンを 押しな びら ダンプ レバーを r 荷台 上げ」 の 位圖こ 引く。 
(荷台 上昇） 
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■ ダンプ 荷台を 下げる とを 

1 1  □ック ボタンを 押した まま ダンプ レバーを r 荷台 下げ」 位置へ 戻す。 
(荷台 下降） 

MA  2  I クラッチペダルを いっぱいに 踏み込んだ まま， PTO スイッチを 押して 
「OFF」 にし， メーター内の 隔 I ランプ 消な を 確認す る。 
b む I  3  I クラッチペダルから 足を 離す。 

■ワイヤー式 PTO 

荷台を 上昇 または 下降させる レノ  く 一です。 

□ 棉 台下げ」 

且 棉台 上げ」 

0 ダンプ レバー 
□  □ッ ク ボタン 

•  □ック ボタンを 押しな びら 「荷台 上 
げ」 位置へ 引く と， 荷台び 上昇し ま 
す。 「荷台 下げ」 位置へ 戻す と 荷台 
び 下降し ます。 

* ダンプ 操作 および 取 D 扱いの 詳細に ついては， 架 装 メーカーの 「取扱説明書」 
を ご覧く ださい。 

I ダン ブ 操作 

■ ダンプ 荷台を 上げる とき 

b も 1 1 1 パーキング フ レーキを 確実に 効かせ， シフ トレバーを 「N」 の 位置に し， 
クラッチペダルを いっぱいに 踏み込む。 

b も 1 2 1  ロック ボタンを 押しな びら ダンプ レバーを r 荷台 上げ」 の 位圖こ 引く。 

y：；i 3 1  メーター内の^ ランプ 点灯を 確認 後， クラッチを 徐 々につな ぐ。 

(荷台 上昇） 

■ ダンプ 荷台を 下げる とき 

b も h  I クラッチペダルを いっぱいに 踏み込み， □ック ボタンを 押した まま ダン 
プ レバーを r 荷台 下げ」 位置へ 戻す。 （荷台 下降） 

制 2」 メーター内の^ ランプ 消な を 確認 後， クラッチペダルから 足を 離す。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


み アドバイス 


■ ダンプ レバーを 操作ず ると きは 

• ダンプ レバーは 「上げ」 または 「下げ」 の 位置で □ック ボタンを 離す と □ッ 
ク されます。 

• ダンプ レバーを 「下げ」 位置へ 戻す と エンジンの 回転. 停止に かかわらず 荷 
台は 下降し ます。 

• ダンプ 操作は 静かに 行って ください。 


♦上昇を 度は ダンプ レバーを r 上 机 位置の 方向に 引く ほど 早くなります。 


A を 巧 

■ 上がった ままの 巧 台の 下には， 1 •ソ 下の 操作を 完了ず るまで 絶対に 入 6 ないで 
ください 

• 荷台び 下び り， はさまれる おそれび あり 大変を 険 です。 

■ やむ を 得ず 点検- 整備な どで 荷台の 下に 入る ときは 

参 必ず 水平な 場所で， 空荷 状態で 行って < ださい。 

参 必ず エンジンを 停止し， 室内の ダンプ レバーを 「上げ」 の 位置で 確実に □ッ 
ク し， サブ フレームに 付けて ある ま 全 フロックを 起こし， サブ フレームと 
荷台の 間には さむと ともに ま 全 棒を 使用して ください。 

• 重 整備のと をは， 必ず 安全 支柱と 輪 止めを 併用して ください。 

D 安全 支柱 （木 ネオ） 

0 ま 全 棒 
旦輪 止め 
0 ま全フ □ック 


■点検 •整備 中は， エンジンの 停止， 回 おに かかわ 5 ず ダンプ レバーには 絶対 
に 触れないで ください 

参 荷台び 下び る おそれび あり 大変を 険 です。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


ム 警告 

■ まさの 処置 

♦荷台を 上げた 状態で 止める とさは， 必ず 「上げ」 の 位置で □ック ボタンを 
離して ダンプ レバーを 確実に ロックして ください。 

さらに サブ フレームに 設けて ある 安全 フロックを 起こし， サブ フレームと 
荷台との 間には さんで ください。 

■ 操作 中の 事故 やけび を 防ぐ ために 

•荷台び 完全に 下 びったら， ダンプ レバーび 「下げ」 の 位置に あり □ッ クピ 
ンび 確実に 掛かっ ている ことを 確認して ください。 

• 走行 するとを は， 必ず PTO スイッチび 「OFF」 になって いる ことおよ び ダ 
ンプ レバーび 「下げ」 の 位置で □ック されて いる ことを 確認して ください。 

■ 操作 時の ま 全 確認 

参 ダンプ 操作を 行 ラ 前に 周囲の 安全を 確認して < ださい。 荷台を 下げる とを 
は， 荷台の 下'  荷台 および 荷台 周囲の ま 全を 確認して から ダンプ レバーを 
「下 机 の 位置に 戻して ください。 

■ ダンプ レバーの 操作 

参 走行 時は， 必ず レバーを 「下げ」 の 位置に してく ださい。 

■ 部品の 損傷 防止 

• 荷台を 上げた 状態で 点検- 清掃 するとを は， シャシ 側の パイプ 類 や 補 機 類 
には 絶対に 乗らないで ください。 破損 や 故障の 原因になります。 


肖 防 PTO の 操作 

■ 操作ち 法 


消防 PTO 


y 1 I バー キング ブレーキを 確実に 効かせ， シフト レバーを 「N」 （MT 車） ま 
たは 「P」 （AT 車） の 位置に する。 


田 ON 

•  PTO スイッチの roN」 側を 押す。 
同時に 表示 打び 点な する。 
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■ 解除 方法 


□  off 

参 PTO スイッチの rOFF」 側を 押す。 
同時に 表示 好び 消 好す る。 


■ 警告 ブザーび 鳴る とを 

•下記の 操作を 行 ラと， 警告 フヴ ーび 鳴り， 作動び 停止し ます。 

- シフト レバーを 「N」 （MT 車） または 「P」 （AT 車） の 位置！; (州 こした とき 
- パーキング ブレーキを 解除した とを 

•警告 ブヴ ーを 止める には， 前記の 操作を 元に 戻し， PTO スイッチの 「OFF」 
側を 押して  <  ださい。 

■ 非常 PTO スイッチ 

• 通常の PTO スイッチの 電気回路に 断線 や 故障び あった ときに、 PTO の rON]' 
rOFF] を 行う スイッチです。 

•スイッチ カバーを 開け、 スイッチの 「ON」 側を 押す と、 PTO び 作動し ます。 
同時に 内臓の 表示 好び 点な します。 

n スィッチ ヵバ- 

旦 ON 
曰 OFF 

•  PTO スイッチの rOFF」 側を 押し 
ます。 同時に 表示な び 消な します。 


* 通常の 表示な は 点な しません。 また， ポンプ 系統 表示 システムち 使用で さませ 

hjo 

* スイッチの 「OFF」 を 押す と， PT 日の 作動が 停止し ます。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


网 知識 


■  PTO の 作動に ついて 

•油圧を 板 クラッチの 構造 上， PTO スイッチを 「ON」， 「OFF」 してから 出力 
軸び 開始， 停止す るまでに 多少の 時間 差び あ 0 ますび， 異常ではありません。 
なお， 時間 差の 長短は 架 装 側の 慣性 マス や 巧抗の 大小， エンジンの 暖機 状態 
によって異なります。 


を アドバイス 

■ 再 作動に ついて 


•  PTO を 再度 作動させる ためには， なのい ずれ かの 操作を 行って ください。 

- スイッチを いったん roFF」 にした 後， 再び roN」 にします。 

- エンジン スイッチを いったん 「ACC」 または 「LOCK」 の 位置に した 後， 再 
び エンジンを 始動させます。 


A ミち 意 


■ エンジン 始動 直後に ついて 

• 急激な 高速 回転， 高 負荷 運転は， PTO および エンジンの 不調 や 故障の 原因 
となります。 エンジン; 令 間 時には 必ず 暖機 運転を 行って く ださい。 

■  PTO の 断続 操作に ついて 

• 必ず アイ ド U ング 回転で， 架 装 側の 負荷を 下げた 状態で 行って < ださい。 ま 
た PTO 接続 後は， 徐 々に 負荷を 上げる よ ラに してく ださい。 高 回転 高 負 
荷での 断続 や 急激な 負荷 上げ 操作は PTO や エンジンへの 負担と なる ばかり 
でな く， 放水な どの 作業 時は 操作 員に 過大な 衝撃を 与える ことになる ため， 
必ず 適正な 操作 方法を 守って  <  ださい。 

■  PTO を 使 巧 しないと きは 

•必ず スイッチを 「OFF」 にして ください。 「ON」 のままでの 長時間の アイ 
ド U ング 運転は， 排出 ガス ミき 化 装置に 悪影響を 与えます。 

■ 非常 PTO スイッチ について 

参 緊急 時し U 外は 使用し ないで ください。 

•作業 後は， 必ず スイッチを 「OF 円 にして ください。 「ON」 のままで 走行 
すると， 車両の 破損 や 故障の 原因に な D ます。 

参 車両の 点検 時は， スイッチび rOFF」 になって いる ことを 確認して ください。 

■ 排出 ガス 淨化 装置 スイッチを 操作ず ると きは 

• 必ず PTO スイッチを rOFF」 にして くださし、 排出 ガスを 化 装置び 作動し 
ない 場合び あります。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


(作業用 補助 制動 装置） 女 


W 


この 装置は， エンジンを かけた ままで 一時 停車して 各種 作業を 行 ラと をに， パー 
キング ブレーキと 併用して 使用す るち のです。 

パーキング ブレーキ レバーを 引を， ブレーキ ロックを 作動させる ことにより 直接 
ホイール ブレーキに 制動 力を 発生させます。 


I ブ レー キ □ツク スイ ツチと 表示な 


曰 

回 


凸 


(©) 

B-LOCK 

( 

E 

〇) 

-LOCK 

(©) 

□ ブレーキ □ッ クス イッチ 
旦 作動 準備 （電動 パーキング ブレーキ 
無し 車） 

0 圧力 保持 
0 パーキング ブレーキ 


f 操作 方法 

irnn エンジンび 回転し. 画 ランプび 消灯 （パーキング ブ レー キ 解除 状獻し 
ている ことを 確認す る。 


解除 ボタンを 押さずに パーキング ブ 
レーキ レノ （一を 十分 弓 I を 上げる。 

*  g ランプと 胃 ランプび 点な する 
ことを 確認して ください。 


□  ON し 尉 1: 國圍 圏） 

参 フ レーキ ペダルを 踏んだ 状態で， ブ 
レーキ □ッ クス イッチを 押して 
「ON」 にし. ランプび 点な する 
ことを 確認す る。 

*  P] ランプび 点な せずに ブヴ ーび 
鳴った とさは， 点灯す るまで ブレー 
キ ペダルを 踏み込んで < ださい。 
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■おお 方法 


blA 1 I フ レーキロ ッ クス イッチを も ラー度 押して 「OFF」 にす ると フ レー キ 

ロックは 解除され る。 同時に. ランプび 消灯す る。 

* 巧 道で 解除す る 場合は 必ず ブレーキ ペダルを 踏み込んだ まま 解除して < ださ 
し)。 

WJ2] パーキング ブレーキ レバーを 戻す と ランプと g ランプび 消灯し， 
パーキング ブレーキち 解除され る。 


A 警告 


■ ブ レー キ □ック の 使用に ついて 

参 ブレーキ ロックは. パーキング ブレーキではありません。 パーキング ブ レー 
キとは 使用  目的び 異なります ので，  なの 事項を 厳守し 使用 して < ださい。 

- パーキング フ レーキを 確実に 効かせてから 使用して ください。 

- パーキング ブレーキ のみで 停止で をない 急な坂 道では， 使用し ないで < だ 
さい。 

- エンジンを かけた まま 使用して ください。 使用 中は エンジンを 止めないで 
< ださい。 

- 必ず タイヤに 輪 止めを 掛けて ください。 

- 使用して いると をは， 車の 近くから 離れないで ください。 

- 作業 時し U 外は ブレーキ □ ックを 使用 しないで ください。 

- 連続 1 時間し:! 上は 使用し ないで < ださい。 ブレーキ 装置の 3 ム 部品の 劣 
化を 早め， ブレーキ カを ほ 下させる 原因に な D ます。 

- 使用 中に 警告 ブヴ ーび 鳴った とさは， すぐに 使用を 中止して 車を 安全な 場 
所に 移動して から， トヨ タ 販売店 に 連絡して ください。 

- この 装置は フ レーキ 装置の 各部 品に 大 をな 負担び かかります ので. 安全の 
ため 定期 点検 時， 必ず 定期 交換 部品 （別冊の 「メンテナンス ノート」 を 参 
照して ください。） の 交換を してく ださい。 

■ ブレーキ □ック を 解除ず ると きは 

•先に フ レーキロ ック スイッチを rOFF」 にしてから パーキング フ レーキ レ 
ノ （一を 戻 してく ださい。 逆の 順序で 解除す ると 車び 動を 出す おそれび あり 
ます。 

■ 電動 パーキング ブレーキ 付 ブレーキ □ック について 

• ブレーキ □ック 自動 増し 付を 機能び 付いています。 

電動 パーキング ブレーキ 作動 時に ブレーキ ペダルを 踏みな びら ブレーキ 
□ッ クス イッチを 押す と 自動的に 増し 引を を 行い， ブレーキ ロックび 作動 
します。 


己- 1 17 


己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り扱い 


VSC  •  TRC 


[VSC  (ビー クル スタ ピリ テイ コント □- ル） 

急な 八ン ドル 操作 や， 旋回 時に 発生す る 車両の 横滑り や ロール 現象を 抑える ため, 
自動的に ブレーキ や エンジンの 出力を 制御して 車両の ち 向 安定性を 確な しよ ラと 
する システムです。 


■ 作動 時 


参 車両び 横す ベり しそ ラに なった とさは VSC び 作動し， ス 1」 ッ 
プイ ン ジケーターび 点滅し ます。 

参 同時に ブヴー （ 断続 音） び 鳴ります。 

• 通常 走行 時は， 必ず VSC  OFF スイッチを VSC の 作動 状態 
([器 I ランプ 消な） にして おいて < ださい。 スターター キーを 
「0  N」 の 位置に した 初期 状態では VSC は 作動 状態になります。 


■ 解除ち 法 


n  VSC  OFF スイッチ 
旦 押す （作動 停止） 

• 停車 時に VSC  OFF スイッチを 押す 

と. [磊 I ランプび 点灯し, 作動び 解除 
されます。 

* スイッチ をち ラー 度 押す と， 作動 状 
態に 戻ります。 
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I. スイッチ- 運輯 装置の 取り 巧い 


[TRC  (トラ クシ ヨン コント □- ル） 

雪路 など すべりやすい 路面での 発進 および 加速 時に タイヤの 空転を 抑え， 走行の 安 
定性を 高めます。 

■ 作動 時 


解除ち ま 


• 駆動輪び 空転した とさは TRC び 作動し， ス U ップ インジ ケー 
ターび 点滅し ます。 


□  VSC  OFF スイッチ 

0 押す （作動 停止） 

•  VSC  OFF スイッチを 押す と 陋 g 
ランプび 点な し， TRC の 作動び 解 
除され ます。 

* スイッチ をち ラー 度 押す と， 作動 状 
態に 戻ります。 


接 アドバイス 


■ 解除に ついて 

• めかる みや 新雪な どから 脱出 するとを に， VSC や TRC び 作動して いると， ア 
ク セル ペダルを 踏み込ん でち エンジンの 出力び 上 びらず， 脱出び 困難な 場合 
びあります。 このよう なと をに VSC  OFF スイッチを 押す ことにより， 脱出 
しやす くなります。 
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己. スイッチ- 運 乾 装置の 取り 巧い 


网巧識 


■  □ー ル 現象とは 

• 走行 中の 車両び 旋回したり 横風を 受けた とを， 車両び 横ち 向に 傾く 現象です。 

■  TRC 付き 車の 運転 上のを 意 

•  TRC を 装着して いてち アクセル， クラッチ， 八ン ドルの 急な 操作は 避けて く 
ださい。 特に 滑り やすい 路面での 発進は， 半 クラッチを 効果的に 使い， 静か 
に 発進して ください。 

■  VSC や TRC の 自動 復帰に ついて 

•  TRC または VSC の 作動 停止 後， エンジンを 停止に すると 自動的に 作動 可能 
状態に 戻ります。 

■ 圍 ランプが 点な している とき 

•  TRC  •  VSC いずれ かの システムに 異常び あります。 トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 


ム 警告 


■  VSC を 過信し ないで ください 

参 VSC び 作動した 状態で も 車両の ち 向 ま 定性の 確保には 限界び あります。 無 
理な 運転は 思わめ 事故に つなび 0, 生命に かかわる 重大な 障害を 受ける お 
それび ありを 険 です。 常に 安全運転を むびけ， ス 1」 ップ 表示な び 点滅した 
とさは， とくに 慎重に 運転して ください。 

■  TRC を 過信し ないで ください 

参 TRC び 作動した 状態で ち 車両の 方向 ま 定性の 確保には 限界び あ 0 ます。 無 
理な 運転は 思わめ 事故に つなび 0, 生命に かかわる 重大な 障害を 受ける お 
それび ありを 険 です。 常に 安全運転を むびけ， ス U ップ 表示な び 点滅した 
ときは， とくに 慎重に 運転して ください。 

■  TRC の 効果を 発揮で きないと き 

• すべりやすい 路面では， TRC び 作動して いてち 車両の ち 向 安定性 や 駆動力 
び 得 られ ない ことび あります。 慎重に 運転 してく ださい。 

■  VSC  •  TRC の 作動 停止に ついて 

• 必要な とさを 除いて， VSC と TRC の 作動を 停止し ないで ください。 作動 
させて いると をち 路面 状況に 応じた 速度で， 慎重に 運転して ください。 

■ 屋) ランプび 点滅し， 作動 警告 ブザーび 鳴って いると を 

参 VSC 作動 中を 示して います。 慎重に 運転して ください。 
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I. スイッチ- 運き ち 装置の 取り 巧い 


八 イブ リツ ド システム ★ 


減速 時に 車両の 運動 エネルギーを 電気 エネルギーに 変換し， HV バッテ U —へ 充 
電 したり， 発進- 加速 時に モーターで トルク アシス トを 実施す る ことで 燃費の 向 
上と 排出 ガスの 低減を 可能に する システムです。 


[八 イブ U ツ ド システムの 機能 

■ エンジンの 始動 

• HV モーターで エンジンの 始動を 行います。 

* 「(©)」 または 「N」 の 位置し ソ かでは エンジンの 始動び でを ません。 

■車を 廃棄 （廃車） する 場合は， 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい 

•  HV バツテ U- は， トヨタ 販売店を 通じて 回収を 行って いますので， 回収に ご 
協力  <  ださい。 

■  HV バツ テリーが バツ テリーあ びりを 起こず と， エンジンび 始動で きなくなる た 
め， ま 意して ください 

•  HV バツテ U- は， 八 イブ リツ ド システムの エネルギー 回生 機能に よって 充電 
されます。 そのため， 長時間に わたって 車を 使用 しないと， HV バツテ U —び 
充電され ず， バツテ U- あびり を 起こす ことび あります。 万一， HV バツテ 
U 一び あびって しまっ た 場合には， トヨ タ 販売店へ ご連絡く ださい。 

■ 発進と 加速 

•  H V バッテ U —の 容量に 応じて 発進 方法び 自動で 切り替わり ます。 


HV バッテリー 容量 

発進 方法 

発進 ギヤ （D レンジ） 

j=!fD=| 

口 

口 

巧 

口 

口 

モーター 発進 
(HV モーター のみ） 

2nd 

口 

口 

門 

口 

口 

アシスト 発進 
(エンジン +HV モーター) 

2nd 

口 

口 

門 

口 

口 

エンジン 発進 
(エンジン のみ） 

1  St 

参 モーター 発進に 関しては HV バッテ U —容 量し ツ外 にち 諸 条件に よって 実施し 
ない 場合び あります。 
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■ 減速 


参 走行 中に アクセル ペダルから 足を 離す と， 自動的に クラッチび されて， エネ 
ルギー 回生 機能び 作動し， HV ノ （ッテ U -に 充電を 行います。 （か a ランプ 点な) 


■ 停止 

参 車両 停止 時に アイ ドル ストップ 機能び 働く ことで 燃料 消費を 抑制で をます。 

* アイドル ストップ システム （一已- 91) 

■ 走行 モー ド 切り替え 

• エコ .パワー モード スイッチを 押す ことで 3 つの 走行 モード （エコ •パ ワ ー- 
通 常）  を 切り替える ことび でを ます。 

* エコ .パ ワー モード スイッチ （一已- 98) 


■ オルタ ネーター 機能 

参 HV バッテ U- の 電力を DC-DC コンバーターで 降 圧し， 量 装 品へ 電力を 供給 
する 機能です。 HV バッテ U- の 容量び 化く なった 場合は エンジンの アイド U 
ング 回転を 上昇 させて 電力供給を 行います。 

♦オルタ ネーター 機能 作動 中は， 已 AMT の ギヤ 位置 表示び 点滅 （シフト レバー 
位置を 「(風」 または 「N」 の 位置に 切り替える ことを 促し） して. 画亞 3 ラン 
プび消 口し， ホ 回 ランプび 点な します。 


接 アドバイス 


■ エンジン 始動 時 

♦アイドル ストップ 作動 時を 除いて， シフト レバーび 「(風」 または 「N」 の 位置 
し U 外では エンジンび 始動し ません。 

•シフ トレバーを r (倒」 または r  N 」 の 位置し i (がで エンジンを 停止した 場合， フッ 
ト ブレーキを 踏みな びら シフト レバーを 「(©)」 および 「N」 の 位置に し， エン 
ジン スイッチを 「 ON」 の 位置に してく ださい。 

•一度で エンジンび 始動 しないと をは， HV バッテ U- 機能 保護の ため， エン ジ 
ン スイッチを r  ACC」 の 位置に 戻し， 30 砂 ほど 待っ てから 再 始動して くださ 
い。 

■ 発進- 加速 時に ついて 

•  HV バッテ U- 容量び 低下し やすくなる ため， 極 ほ 車 速 （5km/hUI 下） での 
連続 走行を 長時間 継続 させないで ください。 オルタ ネーター 機能び 停止し， 補 
機 バッテ U — 上び りの 原因と なります。 

- やむ を 得ず 極 ほ まま 運転を 継続させる 場合， H V バッテ U —容 量び 2 個し i (上 
点灯 している ことを 確認の ラえ 行って く ださい。 

- HV バッテ U —容 量び 1 個 点な になった 場合， 極な 車 速 走行を 止め 通常 走行 
に 切り替える. あるいは ま 全な 場所に 駐車 させ シフト レバーを 「(風」 または 
「N」 の 位置に 切り替え， アイド U ングで 待機して ください。 

- 上記び 困難な 場合は， こまめに 停車 させ， その都度 シフト レバーを 「(倒」 ま 
たは 「N」 の 位置に 切り替え るよ ラに してく ださい。 

- 回生 機能 および オルタ ネーター 機能に より， HV バッテ U —容 量び 回復 すれ 
ば ふたたび 極な 車 速 走行は 可能です。 
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参 モーター 発進 実施を 件は し U 下のと おりです。 （し U 下の 条件び 全て 成立 時に 実 
施） 


(1) 

HV バッテ U —容 量 

高 （4 個な 上 点 打び 目を） i|<^(g) 

に） 

道路 状態 

平坦 路 

(3) 

走行 モード 

ECO モード 

(4) 

シフ トレバー 位置 

D レンジ （ギヤ 位置は 2nd のみ） 

间 

その他 条件 

•アクセル 操作： 緩やかな 操作 

•架 装 物 （冷凍機. コンプレッサー など） ：が 作動 

•エンジンの 状態： （暖 機- 禮 処理 再生 中 政 外） 

•从 イブ 1」 ッ ド システムの 巧 態： ユニッ ト 温度 適正 時 

• 走行 条件， 使用 環境 （特にを 場） によって は モーター 発進を ほとんど 行わな 
い 場合び あります。 この場合 でち 燃費 効果び 出ない とい ラ ことはありません。 
また， 故障で ち あ 0 ません。 


■ 減速 時に ついて 

•  HV バッテ 1」 一容 量 や 八 イブ 1」 ッ ド システムの 状態に よって， エネルギー 回生 
による 減速 力び 化 下す る 場合び あります。 その 際は 排気 ブレーキを 併用して 
< ださい。 

■ 減速 時の クラッチの 巧 態は， 1<ソ下 のを 件で 自動のに 切り替わりまず 

• 走行 モー ド/ HV バッテ 1」 一容 量 


走行 モード 

ECO/ 通 背 モード 

PWR モード 

HV バッテリー 容量 

低〜 中 
(4 個 切 下） 

(4 〜 已 個） 

— 

クラッチ 状態 

断 

接 

接 

• その他 条件 


条件 

クラッチ 状態 

断 

接 

排気 ブレーキ レバー 使用 時 

〇 

高速 走行 中 （70km/h 政 上び 目安） 

〇 

HV バッテ IJ 一 温度び 低温 時/ 高温 時 

〇 

シフト レバー 位置び 「S」 レンジ 

〇 

エンジン 回転び アイ ドル 回転 近辺 

〇 
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A 警告 


■ エンジン 始動 時 

参 ドライバー シートに 座って いない 状態で エンジンを 始動し ないで くださ 
い。 

• を 全の ため ブレーキ ペダルを 踏み込んで， エンジン スイッチを 操作して く 
ださい。 

• 盗難 防止 システム により， エンジンび 掛からない ことび あります。 

■ 減を 時に ついて 

参 緊急のと をし:! 外は 急ブ レーキを 控えて く ださい。 

■ 停車 時 

• ま 全の ため アイ ド U ング 状態で 長時間 停止させる 場合は， シフト レバーを 
「(風」 または 「N」 の 位置に 切り替え， パーキング ブレーキ または フット ブ 
レーキを 使用して ください。 

• エンジン 停止 状態で エンジン スイッチを 「ON」 のま ま 放置し ないで くださ 
し、 エンジン 停止 状態では DC-DC コンバーターによる 電力供給は 停止 （ア 
イ ドル ストップを 除く） して おり 補 機 バッテ U — あびり を 起こします。 

■ オル タネーター機能 について （HV バッ テリー容量 ほ 下 時） 

参 オルタ ネーター 機能 作動 中 （ギヤ 位置 表示び 点滅 時） は 安全の ため， し i (下 
の 点に ごま 意く ださい。 

- 停車す る 場合， シフト レバーを 「(倒」 または 「N」 の 位置に 切り替えて 待 
機して ください。 

- 発進す る 場合， シフト レバーを 「(煩)」 または 「N」 の 位置に 切り替え たの 
ち， 通常の 発進 操作を 行って < ださい。 （フット ブレーキを 踏み込んだ 状 
態で シフト レバーを 「0」 の 位置に 切り替える） 

参 オルタ ネーター 機能 作動 中は， HV バッテ U —容 量び 回復 か a ランプび 消な 
する まで エンジンを 停止 させないで ください。 

参 アイド U ング 状態で 長時間 停車させる と， オルタ ネーター 機能び 作動し や 
すくなります。 
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メーター • 警告な • 表示な の 見方 


メ ー タ ー 類の 配置 . 色- 2 

スピー ドメーター . 色- 3 

タコ グラフ ★ . 色- 3 

夕 3 メ ー タ ー .  6-4 

稼働時間 積算 計 〔消防車] . 6-5 

エンジン 油 温 計 〔消防車] . 色- 已 

燃料 計 〔LPG 車〕 . 色- 6 

マルチ イン フ オメーシヨ ン . 色- 7 

警告 巧- 表示 巧 . 6-1 1 

A イブ リッ ド システムの 表示な ★ . 6-17 

ブ レー キ 警告な- バキ ューム 警告な . 6-19 

電動 パーキング ブ レー キ 警告な . 6-20 

バキ ューム 警告な- ブ ザー . 色- 20 

油圧 警告な . 6-21 

油 量 警告な ★ . 6-21 

燃料- 水分 離 器 水位 警告な . 6-22 

ABS 警告 巧 . 6-23 

充電 警告な . 6-24 

HV 警告な ★ . 巨- 2 已 

シー ト ベル ト非 着用 警告な . 巨- 2 已 

SRS エアバッグ/プリ テン シ ヨナー警告な . 巨- 2 色 

エンジン 警告な . 6-26 

キャブ チル ト 警告な ★ . 6-27 

DC/DC コンパ‘一 夕一警告な . 6-27 

へッ ドライ トオー トレべ リング 警告な ★ . 6-28 

已  AMT  警告 口  ★ . 6-29 
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巨. メーター. 警告な. 表示な の 見ち 


メー ター類の 配置 


本書の 内容は お 車の 仕様に よ り 装着され ていない 場合び あり ます。 


P タコ メータ _( 一  P. 己- 4) 

且 スピー ドメーター (一 P.6-3) 

因 マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ （一 P. 日- 7) 

• 燃料計 （ ^  P.6-7) 

• 水温計 （ ^  P. 己- 7) 

♦オ ドメーター. 卜 U ップ メーター. 燃費 表示 （一 P.6-8) 
•シフトイン ジケー ター 〔AT 車， 已 AMT 車〕 （一 P. 己- 1 0) 
• スス堆積量計女 （ ^  P.6-8) 

0 オドメーター- 卜 U ップ メーター切り替え ボタン 


6-2 


スピー ドメー ター 


^ 

A 


タコ グラフ ★ 


• 運転 中の 車 連- 時間 • 走行距離 •運 
転 手の 交替な どを 記録で をます。 


* 詳しくは 別冊の 「タコ グラフ 取扱説明書」 を ご覧く ださい。 
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巨. メーター. 警告 好. 表示な の 見ち 


タ コメー ター 


1 分 間 あたりの エンジン 回転 数を 示し 
ます。 

II エ コノ 5 - ゾーン 
• 経済 運転 時の 目安です。 

0 レツ ド ゾーン 

# オー パーランを 示して います。 


* 車 型に より エコ ノ 5 — ゾーン， レッド ゾーンの 範囲び 異なります。 

网 知識 _ 

■ オーバーランとは 

• エンジンの 許容 最高 回転 数を 超えて 回転させる ことを いい， このよ ラな 状態 
にす ると 各部に 無理び 生じて， エンジン などを 破損させる ことび あります。 

A ミち 意 

■ 下り坂 や シフ ト ダウン 時， レッ ド ゾーン に 入 S ないように ま 意して ください 

参 エンジンび 破損す る おそれび あります。 
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メーター. 警告 打. 表示 打 •の 見ち 


稼働時間 積算 計 （消防車) 


エンジンの 稼働を 時間 単位で 示します。 なお， 下一析 は， 0.1 時間です。 


□ 作 》 表示な 

• エンジンを 始動す ると 点な します。 


* 表示され る 時間に 基づいて， エンジン 各部の 点検-整備を 行って ください。 


エンジン 油 温 計 （消防車) 


エンジンの オイル バン 内の 温度を 示します。 

• レッド ゾーンは， オーバーヒート 状 
態を おします。 

• ゲージの 指針び レッ ド ゾーンを 示 
した 場合は， ただちに 安全な 場所に 
停車 させて < ださい。 停車 後は すぐ 
に エン ジ ンを 止めず エン ジ ン 回転 
数を アイ ド 1」 ング 回転 時より 若干 
高めに し， 指針び 適正 温度 域に なつ 
てから エンジンを 止めて ください。 


適正 温度 域 
80  ~ 1 1 0 で 

を アドバィス _ 

■ 指が について 

• 指針び レッ ド ゾーンを 示した とさは， すぐに エンジンを 止めないで ください。 
エンジン 焼を 付を の 原因になります。 


巨-己 


巨. メーター. 警告 好. 表示な の 見ち 


燃料 計 （LPG ま) 


• 外周の 表示び 燃料 タンク （ボンべ) 
内の 燃料 容量を％ 表示で 表します。 


瞬 知識 


■ 燃料 計に ついて 

•エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると 指針び 0 の 位置から 動を 出し， 

約 4 秒 後に 現在の 燃料の 残 量を 示します。 

また， エンジン スイッチを 「ACC」 の 位置に すると 指針び 0 の 位置へ 戻ります。 


A ミち 意 

■ 指定 燃料に ついて 

参 指定され たし U かの 燃料は 使用し ないで < ださい。 エンジン トラブルの 原因 
になります。 （-P.l-2) 


日-日 


7 ル チイ ンフ オメー シ 


□ 燃料 計 ★ 

0 水温 計 

因 オドメーター. 卜 U ップ メーター 
□ スス 堆積 量 計 ★ 

@ シフ ト インジケーター ★ 


■燃料 計* 


燃料 残 量を 目盛り で 示します。 
n 満 量の 
且 残り 少ない （曰 

• 燃料び 残 0 少な < なると 最下 部の 
目盛りび 点滅し ます。 早めに 燃料を 
補給して ください。 


1化 活計 


• エンジンの; 令 却 水温 度に 応じて 
バーび 移動し ます。 

• 運転 中は 中央 付近に バーび 位置す 
るの び 正常です。 

• バーび 最上 部で 点滅した とさは， 
オーバーヒート 状態を 示します。 


* 才ー パ'- ヒート したと を （-P.l 己- 14) 
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巨. メーター. 警告 好. 表示 巧の 見ち 


t スス巧 積 量 計 ★ 

• ススの 巧 積 量を 目盛りで 示します。 


n 再生 完了後は 目盛りび 消えます。 

B 目盛りび 3 〜 4 本のと きは 自動的に 
ススの 燃焼 （再生） を 行います。 

因 目盛りび 已〜 9 本のと さは 手動 再 
生び 必要です。 

□ 目盛りび いっぱいに なるとた 司 ラ 
ンプび 点な します。 


* 手動 再生に ついては r 排出 ガス; 争 化 装置 スイッチ」 を 参照して ください。 

(- P' 己- 87) 

* 目盛りび いっぱいになる 前に 必ず 手動 再生を 行って ください。 万一. 区 司 ランプ 
び 点灯した とさは， ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

1 オ ドメーター • 卜 U ップメ  ーター 

^  qI U オ ドメーター •トリップ メー ター 

慕目圓 圓圓圓 圓圓喊  旦 切り替え ボタン 


扫 


■ オ ドメーター- トリップ メー ター切り替え ボタン 

• 押す ごとに なのよ ラに 表示び 切り替わります。 


オドメーター  トリップメーター々  卜 U ップ メーター B  瞬間 燃費 
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■ オドメーター 


ODDDDD 

ODO  UUUU しり— I  km 

I トリップ メータ ー 

TRIP  凸〇  〇  〇  〇  〇  〇 
UU UUUU  km 

TRIP  000000 
回  UUUUUUkm 


• 走行した 総 距離を km の 単位で 表示 
します。 


•  2 種類の 区間 距離 （卜 U ップ A. 卜 
U ップ B) を km の 単位で 表示し ま 
す。 

* 卜 U ップ A, 卜 U ップ B のど ちらか 
を 表示 させ， 切り替え ボタンを 押し 
続ける と 0 に もどります。 


■ 燃費 計 
► 瞬間 燃費 


参 走行 中の 燃費を km/L の 単位で 表示 
します。 


参 平均 燃費を km/L の 単位で 表示し ま 
す。 

* 切り替え ボタンを 押し 続ける と 0 に 
ちどります。 

* 表示され る 平ち 燃費は， 参考と して 
利用して  <  ださい。 

■ディスプレイ 照明 設定 （エコ カスタマイズ） 〔A イブ リツ ド 車） 

• マルチ インフォメーションの 照明 
色 変更 機能の ON/OFF を 表示し ま 
す。 

# 「EcoOn」 表示の 場合. /i 面 ランプ 

点 巧と 同時に マルチ インフォ メー 
シ ヨンの 照明 色び 緑色に 切り替わ 
ります。 


平均 燃費 


* 切り替え ボタンを 押し 続ける と 「ON/OFF」 び 切り替わります。 
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巨. メーター. 警告 好. 表示 巧の 見ち 


■ デイ モード 


C 

•• 

J  - 1  广し 

Jf  1  しり 1 

_|_  1  ncc 

JI  1  UI  1 

1 シフ ト イン ジケーター ★ 

1 

甲 

3 配 

• 照明 減光キ ャン セ j レ 設定の  ON/ 
日 FF を 表示し ます。 

*  ー ター 盤面， 指針な どの 減 光は 
キャンセルで さません。 

* 切り替え ボタンを 押し 続ける と 
日 N/ 日 FF が 切り替わります。 


シフ トレバー 位置 または ギヤ 段 数を 表 
术 しま 9 。 

II 手動 変速 モード 〔5AMT 車〕 

B 自動 変速 モード 〔5AMT 車〕 

0 ギヤ ポジション- ギヤ 段 数 

* イラストは 説明の ために 表示した 
ちので す。 実際の 表示とは 異なり ま 
す。 


* 才ー トマ チック トランスミッション （一 P. 己- 17) 
ホ 已 AMT  (-  P' 已 -2 白） 


喊 知識 _ 

■ トリップメーター について 

• バッテ U —/補 機 バッテ U —との 接続び 断たれた ときは， トリップメーター 
は 0 になります。 


ム を 巧 

■ を 却 水が 高温のと きは 絶対に ラジエーター キャップを がさないで ください 

•熱湯 や 蒸気び 噴を 出して， やけどを する おそれび ありを 険 です。 

A ミち 意 

■ 水温 計の バーが 最上 部で 点滅した ときは 

参 停車 後， すぐに エンジンを 止めないで ください。 エンジン 焼を 付を の 原因 
になります。 

■ 指定 燃料に ついて 

• 指定され たし i (外の 燃料は 使用し ないで < ださい。 エンジン トラブルの 原因 
になります。 (-P.1-2) 


已 -10 


警告な- 表示な 


本書の 内容は お 車の 仕様に よ り 装着され ていない 場合び あ 0 ます。 

I 警告 灯 

►  /\ イブ リツ ド 車! •ソが 


►  A イブ リツ ド 車 


► 助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告な 


* イラストは 説明の ために 表示した ちので す。 実際の 表示とは 異なります。 


6-1 1 


. メー ター 


表示な の 見ち 


警告な 一覧表 


表示 


名称 


地色 


警報 内容- 表示 内容 


参照 

ぺージ 


A/TOIL 

TEMP 


オートマチック 
トランス ミッション 油 温 


ホ 


オー トマ チック トランス ミッ 
シヨ ン オイルの 油 温び 高 くな つ 
たと さ 


己- 17 


CHECK 

A/T 


オートマチック 
トランス ミッション 


赤 


オー トマ チック トランス ミッ 
シヨ ン の電モ 制御 系統に 異常び 
発生した とを 


己- 17 


0 


己 AMT 


ホ 


已 AMT の 電子 制御 系統に 異常び 
発生した とを 


6-2 白 


オート レべ リング 
(デ ィス チャージ 
へツ ド ランプ ★) 


糧 


オート レべ IJ ング システムの 
異常 


已 -69 
6-28 


1〇0 

FRONT 


フ □ント 

デイ ファレン シャル オイル 
畑 温 


ホ 


フ □ン ト デイ ファレン シャ ルオ 
イ J レの 油 温び 高  <  なった とを 


己- 82 


(©) 


ブレーキ 


ホ 


•  U ヴー バー タンク 巧の ブレーキ 
フルー ドび 規定 量し 乂下 になった 
と 走 

•ブレーキ システムに 異常び ある 
とさ 


バキューム 


バキューム タンク 内の 負 圧び 低 
下した とを 


6-19 


6-19 


(©) 


パーキング プ レーキ 


赤 


パーキング プ レーキ 作動 時 


己-己 4 


油圧 


ホ 


エンジンの 油圧び 異常に 
低下した とを 
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油 量 


糧 


エンジン オイルの 量び 規定 量 政 
下に 近づいた とさ 


6-21 


燃料- 水分 離 器 水位 


憧 


燃料 フィルターに 規定 レベル じ I 
上の 水び たまった とさ 


6-22 
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メーター. 警告 打. 表示 打 •の 見ち 


表示 

名称 

地色 

警報 内容- 表示 内容 

参照 

ページ 

(©) 

冉巨 S 

檔 

冉日 S の 異常 

巨- 23 

- + 

充電 

ホ 

充電 系統の 故障 

6-24 

充電 （从 イプ リツ ド 車） 

ホ 

- HV バッテ 1」 一容 量 低下に よる 
電装 品への 電力 お 給 停止 
- DC/D 巳 コンパ‘一 夕一異常 によ 
る電装 品への 電力 お 給 機能 停止 

6-24 

HV 

ノ、 イブ IJ ッド 

穏 

从 イブ 1」 ッ ド システムの 異常 

巨- 2 已 

备 

シートベルト 非 着用 （運転席） 

ホ 

シートベルト （運転席 側） び 
非 着用のと を 

巨- 2 已 

み 

PASSENGER 

シートベルト 非 着用 （助手席） 

ホ 

シートベルト （助手席 側） び 
非 着用のと を 

巨- 2 己 

が 

SRS ェアバッグ 

ホ 

SRS エアバッグの システム およ 
びフリ テン シヨ ナー 付を シート 
ベルト システムの 異常 

巨- 2 巨 

A 

車両 制御 ECU 

穏 

車両 制御 ECU の 異常 

- 

む 

エンジン 

穏 

システムの 異常 

巨- 2 巨 

キャブ チル ト 

ホ 

チル トキ ャプ □ック の 異常 

6-27 

DC/DC 

CONV 

DC/DC コンパ‘一 夕一 

穏 

システムの 異常 

6-27 

6-13 


巨. メーター. 警告 好. 表示 巧の 見ち 


t 表示な 

►  A イブ リツ ド 車! •ソが 


►  イブ リツ ド 車 


* イラストは 説明の ために 表示した ちので す。 実際の 表示とは 異なります。 

■ 表示む 一覧 


表示 

名称 

地色 

警報 内容- 表示 内容 

参照 

ぺージ 

Tnr 

予熱 

穏 

予熱 （始動 補助 装置） 

作動 時 

5-5 

0/D 

OFF 

オーバ‘ ー ドライブ 

OFF 

糧 

オーバードライブ （0/D) 
スイッチび rOFF」 の 
状態のと を 

己- 17 

已 -14 


メーター. 警告 打. 表示 打 •の 見ち 


表示 

名称 

地色 

警報 内容- 表示 内容 

参照 

ページ 

街 

PTO 

檔 

PTO の 作動 時 

已 -106 

A イ ビーム 

ち 

へッ ド ランプ 上向を 点灯 時 

己-巨 日 

パッシング 

へッ ド ランプ 上向を 点 巧 時 

已 -6 日 

♦  ♦ 

非常 点滅な 

緑 

全 方向 指 お 阿の 点滅 時 

已 -72 

方向 指示な 

方向 指 お 巧の 点; 施 時 

己- 73 

新 

) 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

緑 

フォグ ランプ 点' な 時 

己- 73 

[E 

1 

排気 ブレーキ 

緑 

排気 ブレーキ 作動 時 

已 -7 已 

X 

4WD 

緑 

4WD 切 0 曾え スイッチ 
び 「4WD」 のとを 

己- 82 

ふつ、 

-ii-y 

排出 ガス 浄化装置 
〔ディーゼル 車〕 

穏 

排出 ガス 浄化装置の 
手動に よる 再生び 
必要な と 走 

已 -87 

(®) 

ES スタート 

糧 

ES スター トの 作動 時 

己-日日 

ブレーキ 保持 

穏 

アイ ドル ストップ 時の 
ブレーキ 保持 

已 -104 

> 

ス 1」 ップ 

穏 

VSC.  TRC の 作動. 

および 異常 表示 

5-1 18 

OFF 

VSC  OFF 

穏 

VSC 作動 停止 時 

已 -1 ]8 

TRC 

OFF 

TRC  OFF 

穏 

TRC 作動 停止 時 

5-1 18 

6-1 已 


. メー ター 


表示 巧の 見ち 


表示 

名称 

地色 

警報 内容- 表示 内容 

参照 

ページ 

の 

アイドル スト ッフ中 

緑 

アイドル ストップ 自動 停止 中 

已-日 1 

の 

OFF 

アイドル ストップ 
キャンセル 

穏 

アイドル ストップ 
の 作動 解除 時 

己-日 1 

网 

[modeI 

エコ モード 

緑 

エコ モー ド 作動 時 

己-日 7 

PWR 

MODE 

パヮー モード 

穏 

パワー モード 作動 時 

己-日 8 

ECT 

PWR 

パヮー モード 

緑 

パワー モード 作動 時 

己-日 7 

ECO 

緑 

省エネ 運転び 実施され ている と 
を 

— 

IREADYI 

READY 

緑 

発進 準備 完了 時 
(八 イブ リッ ド 車） 

— 

(®) 

B-LOCK 

ブレーキ □ック 作動 準備 
(電動 パーキング 
ブレーキ 無し 車） 

緑 

ブレーキ □ック の 作動 準備 時 

5-1 16 

(O) 

B-LOCK 

ブレーキ □ック 圧力 保持 

緑 

ブレーキ □ック の 作動 時 

5-1 16 

(の) 

電動 パーキング ブレーキ 

糧 

電動 パーキング ブレーキ 故障 時 

巨- 20 

6-1 己 


[  A イブ U ツ ド シ; C テムの 表示! 灯 ★  j 

八 イブ U ッ ド 車の 状態を 表す 各種 表示 
打び あります。 

/ xIOOOr/min  fECg； 

を ©SI 

vt 

* イラストは 説明の ために 表示した ちので す。 実際の 表示とは 異なります。 

■  A イブ リツ ド モニター 


UHV バッテ U- 容量 
参 H V バッテ U — 残 量を 6 段階で 表示 
且 CHG  (チャー ジ） 

• HV バッテ U — 充電 中に 表示 
因 AST  (アシスト） 

• HV バッテ U —の 電力 使用 中に 表示 
Q タイヤ アニメー シ ヨン 

• 車両の 停 発車に 合わせて アニメ ー 
シヨ ンび 動作 


* イラストは 説明の ために 表示した ちので す。 実際の 表示とは 異なります。 

■ 表示な 
►  READY 


- • 発進 準備 完了の 状態で 点な 

〔READ  の 


► アイドル ストップ キャンセル 

• アイ ドル ストップを 使 巧したくない ときに スイッチを roN」 に 
すると 点な 


辯 


6-17 


メーター. 警告 好. 表示 巧の 見ち 


►  ECO 

• 省エネ 運転が 実施され ている と 点灯 
• 八 イブ U ッ ド 効果が 発揮す ると 点な 

* シフト レバーが 「S」 の 位置 または パワー モード 選択 時は 点な 
しません 0 

► アイドル ストップ 

- 1  •アイドル ストップ 自動 停止 中に 点な 

の 


あァド バィス _ 

■ 省エネ 運 面を む 掛けて ください 

•  ECO ランプび 点な する よ ラな 運転を む 掛けて ください。 

•  H V バッテ U —容 量の 表示び 3 〜 4 個 点灯す るよ ラ な 運転を む 掛けて < ださ 
い。 

■  HV バッ テリー容量び 全 点な している とき 

参 回生 ブレーキ カび 化 下す る 場合び あります。 

■  HV バッ テリー容量が 1 ~  2 個 点な している とさ 
• アシスト トルクび 低下す る 場合び あります。 

■  HV バッテリー 容量が 1 個 点な している とを 

•  DC/DC コンバーター による 量 装 品への 電力供給 機能び 停止して いる 可能性 
びあります。 エンジンを 始動 させ， シフト レバーを 「(風」 または 「N」 の 位 
置で 待機す るか， 走行を 開始す る ことで 自動的に 回復し ます。 

网 知識 

■  ECO ランプ 点な 中は 

• マルチ インフォメーションの 色相び グ U- ン にを 化します。 


f^coj 


6-1 呂 


ブレーキ 警告巧- 
バキューム 警告な 


■ ブレーキ 警告な 

•エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると ランプび 点 打し， ABS び 正常で 
あれば 数 砂 後に 消な します。 


(①) 


► エンジン スイッチび 「ON」 の 位置で; 夕 のよう な 場合に 点な し 
まず。 

•  U ヴー バー タンク 内の ブレーキ フルー ドび 規定 量し ツ 下にな っ 
たと を 


• ブレーキ システムの 異常び あると を 
(ブレーキ 油圧 加圧 機能 付 さ 車） 


■ バキューム 警告な 


• バキューム タンク 内の 負 圧び 低下した とを 

(①） 


知識 


■ ブレーキ 油圧 加圧 機能とは 

• ブレーキ ブースターの 助勢 効果び ほ 下した とを， ブレーキ 油圧を 加圧し 必要 
なブ レーキ 性能を 確な する 機能です。 

■ バキューム 警告な 

•  < り 返し ブレーキ ペダルを 踏む とフヴ ーび 鳴る ことび あります び （ブレーキ 
ミ 由 圧 加圧 機能 付を 車の 場合は， ランプち 点な） 数秒 後に 消えれば 異常では あ 
0 ません。 

•  ABS 装着 車は， エンジン 始動 時 やくり 返し ブレーキ ペダルを 踏む と， キャ フ 
後方 または 足元から "ウイーン". "トン" などの 音び する ことび あります び， 
これは ブ レーキ 装置の ポンプな どの 作動 音で あり， 異常では あ りません。 


A 警告 


■ ブレーキ 警告む び 消えない とさは 

参 フ レーキ 液を 補給して ち 点 打した ままのと をは， フ レーキの 効を び 悪く 
なって いる おそれび あります。 ただちに 安全な 場所に 停車し， トヨタ 販売 
店に 連絡して ください。 

• ブレーキの 効 さび 悪い とさは， ブレーキ ペダルを 強く 踏んで ください。 
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巨. メーター. 警告な. 表示な の 見ち 


電動 パーキング ブレーキ 警告な 


A 


■ パーキング ブレーキ シュー ギャップ 警告な 

• パーキング ブレーキの シューが 摩耗し. 調整が 必要に なると 
点灯 します 0 

• ランプび 点な したと をは 使用 限度に 近づいて いますので すみ 
やかに トヨタ 販売店に 連絡して シューを 交換して ください。 

■ ア クチ ュ エー ター 交換 警告な 

参 モーターの 寿命び 近 < なると 交換 情報と して 点な します。 

• ランプび 点灯した とさは モーターの 寿命です ので すみやかに 
トヨタ 販売店に 連絡して ください。 


(①) 


(①) 


.ーム 警告な- ブザー 


W 


• ブレーキ ブースター （ブレーキ 倍 力 装置） の 負 圧び ほ 下す ると， ウ オーニング 
ブヴ ーび 鳴ります。 なお， ブヴ ーは 車両を 停止して パーキング ブレーキを 効か 
せる と 鳴り やみます。 


网 知識 


■ ブザーに ついて 

• エンジン スイッチび 「ON」 の 位置で なのよ 5 な 場合は， フヴ ーび 鳴る ことび 
あります び 異常ではありません。 この場合， エンジンを かける と 鳴り やみ ま 
す。 

- エンジン 停止 状態び 続いた とを 
- エンストした とを 


A 警告 


■ ブザーび 鳴った とさは 絶対に 走行 しないで く ださい。 

• ブレーキび 十分に 効かない ためを 険 です。 

• エンジン 回転 中に ブヴ ーび 鳴った ときは， ただちに ま 全な 場所に 停車し， 
パーキング ブレーキを 確実に 効かせ， エンジンを アイ ド U ング 回転に して 
< ださい。 

• パーキング ブレーキ 解除 時に ブヴ ーび 鳴らな < な るまで 負 圧を 上昇 させて 
ください。 この場合， ブレーキの 効を び 悪く なって いる おそれび あります。 
効を び 悪い とさは， ブレーキ ペダルを 強く 踏んで ください。 

• アイ ド U ング 回転を してち ブヴ ーび 鳴る とさは トヨタ 販売店に 連絡して く 
ださい。 


已-吕 0 


油旺 警告な 


A 


• エンジンの ミ 由 圧び 異常に 化 下した とさに ランプび 点な します。 

• ランプび 点な したと をは， ただちに ま 全な 場所に 停車 させ エン 
ジンを 止め， エンジン オイル 量 および オイル 漏れび ないかを 点 
検 してく ださい。 


* オイル 漏れび あった 場合は， トヨタ 販売店に 連絡して ください。 


A ミち 意 

■ 警告な が 点な したと きは 

• 走行し ないで ください。 エンジン 焼を 付を の 原因になります。 


油 量 警告な ★ 


►  LPG 車 •ガソリン 車 


• エンジン 回転 中に， エンジンの オイル 量が かなくな ると 点灯し 
ふ 9  0 


A ミち 意 

■ 警告な び 点な したと さは 

• すみやかに エンジン オイル 量を 点検し， 補給して ください。 

参 点 打 した まま 長時間 走行を 続ける と エンジンび 損傷す る おそれび ありま 
す。 

* エンジン オイルの 点検 （一 P. 12-4) 

* エンジン オイルの 補給 （一 P. 14 -已） 
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巨. メーター. 警告 好. 表示な の 見ち 


i 

燃料. か 分 謎 おか 位 

L 

警告な 

J 

► ディーゼル 車 


• 燃料 中に 含まれて いる 水び 規定 レベルし ツ上 フュー エル フィル 
夕一にた まると ランプび 点な します。 

• ランプび 点な したと をは， すみやかに ま 全な 場所に 停車 させ. 
エンジンを 止めた 後， フュー エル フイ ルターの 水 巧を を 行って 
ください。 


* 水 抜を 要領に ついて （一 P. 13- 18) 


A を 意 


■ 警告な が 点な したと をは 

• ランプを 点な させた まま 走行を 続けないで < ださい。 噴射 系 部品び 焼を 付 
を， エンジンび 損傷す る おそれび あります。 点な したと をは， すみやかに 
排水して ください。 


已 -吕吕 


メーター. 警告な. 表示 打 •の 見ち 


ABS 警告 ■な 


(毎)) 


• エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると ランプび 点 打し. 
ABS び 正常で あれば 数秒 後に 消灯し ます。 


巧識 

■  ABS  (アンチ □ツ クブ レー キ システム） とは 


• 雪路 などの 滑 D やすい 路面で 急フ レーキを かけて ち 車輪び ロック しないよ ラ 
にし， 車両の 尻 ふりな どを 抑え 車両を 安定した 状態で 停止し やす < する 装置 
です。 

• 滑り やすい 路面では 乾いた 路面より ち 制動 距離び 長 <  なります。 


A 警告 


■  ABS 警告な について 

• ランプび 点 打 中に なのよ 5 になった とさは， ただちに ま 全な 場所に 停車 さ 
せ， トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

- (の) I ランプち 点な した ままのと を 

- (の)! ランプの 点な と 同時に バキューム 警告 灯 - ブヴ ーち 鳴った とを 

参 この場合， ブレーキの 効を び 悪くなる おそれび あります。 効を び 悪い とを 
は， ブレーキ ペダルを 強 < 踏んで < ださい。 


A を 意 


■  ABS 警告な について 

•走行 中， ABS に 異常び あると ランプび 点灯し 運転者に 警報し ます。 ランプ 
び 点灯した とさは， すみやかに トヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて < ださ 
い。 

• エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に しても ランプび 点 好 しないと をは， シ 
ス テムの 異常び 考えられ ますので すみやかに トヨタ 販売店で 点検'  整備を 
受けて ください。 

• スピードメーター テスターを 使用して いると さや エンジンを 空ぶ かしの ま 
まにした とさに. まれに ABS 警告 灯び 点な する ことび あります び 異常では 
ありません。 いつたん エンジンを 停止 させ， ランプを U セットして くださ 
い。 

参 ランプび 点 打して いると をは， 急 ブレーキ 時 や 滑り やすい 路面での ブレー 
キ は， タイヤび □ック する ことび あります。 
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巨. メーター. 警告な. 表示な の 見ち 


巧電 警告な 


イブ リツ ド 車! •ソが 


参 充電 系統に 故障び 起を たと をに 点灯 します。 

• エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると 点な し， オル タネー 
ターび 発電を 始める と 消灯し ます。 

* オルタ ネーターの ベル トの 点検 および 調整 要領 （一 P. 13-41) 


A イブ リツ ド 車 


エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると 点な し， エン ジ 
ンを かける と 消な します。 

規定 時間し U 上の アイ ドル ストップを 行 ラと 点灯し ます。 エン 
ジン 自動 始動 後， 問題び なければ 消な します。 

HV バッテ U —容 量び 化 下す ると 点灯し， 同時に ブヴ ーび 鳴 
ります。 

走行 開始 あるいは オルタ ネーター 機能で HV バッテ U —容 量 
び 回復す ると 消灯し， ブヴ ーち 止まります。 

DC/DC コンバーターび 故障す ると 点な します。 


A を 意 

■ ランプび 点な したと き （ A イブ リツ ド 車！ •ソ が） 

• ただちに ま 全な 場所に 停車 させ， エンジンを 止めて， オルタ ネーター のべ 
ル トの 張り 具合 や 損傷び ないかを 点検して ください。 異常び あると をは 卜 
ヨタ 販売店に 連絡して ください。 

■ ランプび 点な したと を （A イブ リツ ド 車） 

• エンジンび 作動して いる 状態で HV バツテ U —容 量び 2 個な 上 点な してい 
る 場合は， DC/DC コンバーターの 故障び 疑われます。 ただちに ま 全な 場 
所に 停ま させ トヨタ 販売店に 連絡して < ださい。 


已-吕 4 


メーター. 警告 打. 表示 打 •の 見ち 


HV 警告な ★ 


- • 八 イブ U ッ ド システムの 故障 時に 点な します。 

HV 


A 警告 

■ 警告な が 点な したと きは 走行 しないで く ださい 

• すみやかに 安全な 場所に 停車し， トヨタ 販売店に 連絡して < ださい。 


シー ト ベル ト非 着用 警告な 


► 運転席 側 

• シートベルトを 着用せ ずに， エンジン スイッチを 「ON」 の 位 
置に すると ランプび 点滅し ます。 

* シートベルトを 着用 すれば 消な します。 


► 助手席 側 

• エンジン スイッチび roN」 の 位置のと き 乗員び シート ベルト 
を 着用して いないと 点滅し ます。 

* シートベルトを 着用 すれば 消な します。 

* 荷物な どを おいた 場合に ち 点滅す る 場合び あり ます。 


み 

PASSENGER 


み 


f 運拓お シー ト ベル ト巧 着用 警告 ブ ザー 

• 警告 灯び 点滅して いる 状態で， 車 速び 約 20km/h し i (上になる と， 断続 音び 約 
120 砂 間 鳴ります。 

* ブヴ ーび 鳴り はじめてから. 約 30 秒 後に フヴ ーの 音び 変わります。 

* シートベルトを 装着す ると 鳴り やみます。 


已-吕 巳 


巨. メーター. 警告 好. 表示 巧の 見ち 


SRS エアバッグ/プリ テン シヨ ナー 警告な 


が 


• エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると SRS エアバッグ お 
よび プ 1」 テン シ ヨナー付を シー ト ベル トの システム 作動 確認を 
行 ラた め， ランプび 約 己 秒 間 点な し 異常 びないと をは 消灯し ま 
す。 


A 警告 

■ 警告 巧が; 夕 のよう なと きは システムの 異常が ちえ 5 れ まず 

参 衝突した とを などに SRS エアバッグび 正常に 作動し ない おそれび ありま 
す。 なの 場合は， ただちに トヨタ 販売店で 点検' 整備を 受けて  <  ださい。 

- エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に しても 点灯 しないと を， または 点な 
した ままのと を 
- 走行 中に 点灯した とを 


エンジン 警告な 


む 


•エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると 点な し， エンジン 
を かける と 消な します。 

• アイドル ストップ 中に も 点な します び， エンジン 自動 始動 後に 
消な します。 


A ミち 意 


■ エンジン 回転 中に 点な したと き 

参 エンジン 回転 中に エンジン 電子 制御システム， 電子 制御 スロット ル または 排 
出 ガス; 争 化 装置に 異常び あると 点な します。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 
受けて ください。 
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キャブ チル ト 警告な ★ 


A 


参 エンジン スイッチび 「ON」 の 位置に あると を， キャブの チル 
ト ロック に 異常び ある と 点灯し， ブヴ ーび 鳴 ります。 

• ランプび 点な したと をは， ただちに 安全な 場所に 停車 させ キャ 
ブを 確実に □ック しなおして ください。 

* ランプび 消な すれば そのまま 走行で をます。 

* 消 好し ない 場合は， トヨタ 販売店に 連絡して ください。 


A 警告 

■ 走 巧ず る 前に ランプび 消な している こ とを 必ず 確認して く ださい 

• 点 巧した まま だと キャ フび ロックされ ていない ため， 走行 中に キャブび 上 
びるな どして 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 です。 


DC/DC コンパー ター警告 巧 


- •エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると 点な し， 1 砂 後に 

DC/DC  消な します。 

CONV  •エンジン 回転 中に 八 イブ U ッド システム または DC/DC コン 

-  バーター 本体に 異常び あると 点な します。 エンジン 回転 中に 点 

巧した とさは， すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて くださ 
い。 


A を 意 


■ 警告 巧が 点な したと きは 

•一度 エンジン スイッチを 「ACC」 または 「LOCK」 にして ください。 走行 
中に 点灯した 場合は， 安全な 場所に 停車 させ 操作を 行って < ださい。 再度 
エンジン スイッチを 「ON」 にします。 そのと を， ランプび 常時 点灯し なけ 
れば 正常です。 ランプび 点な した まま 消な しない 場合は トヨタ 販売店で 点 
検を 受けて ください。 

■ 警告な が 点な し たま まのと きは 走行を 続けない でく ださい 

• バ 'ッテ U —び あびる おそれび あります。 
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巨. メーター. 警告 好. 表示な の 見ち 


へッ ドライ ト オー トレべ リング 警告' な ★ 


•エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に すると 点な し， 数秒 後に 
消な します。 

• デ イス チヤー ジへツ ド ランプの オート レべ U ング システムに 異 
常び あると 点な します。 


A ミち 意 


■ 走行 中に 警告 なげ 点な したと きは 

参 ただちに ま 全な 場所へ 停車し， いったん エンジンを 停止して ください。 再 
度 エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に したと を， ランプび 数秒 点灯した 後 
に 消な すれば そのまま 使用で をます。 消な しないと さや 点滅 するとを， ま 
た 再び 点灯 するとを は， ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

■ 正しい 作動の ためには 

参 縁石に 柔り 上げた とを や 急な坂 道では， システムび 正常に 作動し ません。 光 
軸び 異常と 感じられ ると をは， 平らな 路面に 停車し. 光軸び 正しく 調整 さ 
れ るのを 待って から 発進して ください。 

参 荷物を 載せる とさは， 荷台 オフ セッ ト中 むを 基準に 前後 均等 積みに してく 
ださい。 

■ オー トレべ リングび 正常に 作動して いないと 感じた とを 

• ただちに トヨタ 販売店に て 点検を 受けて < ださい。 
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メーター. 警告な. 表示 打 •の 見ち 


5 AMT 警告な ★ 


I - : - 1  •己 AMT の システムに 異常が あると 点に [します。 

巧 


■ 警報 表示され たと きの システム 状態 および 対処ち 法 


• ブヴ ー音と 已 AMT 警告 灯に より 已 AMT の システム 状態と 操作ち 法を お知ら 
せし ます。 


プヴー 

ランプ 

己 AMT システムが 態 

対応 操作 

停車 中 レバー 操作 時 

単発 音 
「ピ ッ」 

— 

ブレーキび 踏まれて いない レ 
バー 操作の ため. 変速を キャン 
セルし ました 

ブレーキを 踏む か. シフト レ 
バーを 「N」 の 位置に する 

PTO 作動 中 
レバーの」 操作 時 

単発 音 
「ピ ッ」 

(PTO 通常 仕様 車） 

— 

PTO 作動 中の レバー 「D」 操 
作の ため， 変速を キャンセルし 

か U 了し。 

シフト レバーを 「N」 または 
「版)」 の 位置に する。 

アイ ドル ストップ か 
らの エンジン 始動 後 
または 

停車 中 レバー 操作 後 

単発 音 
「ピ ッ」 

— 

発進 ギヤへ 蜜 速を 行いました 
び. ギヤび 入らなかった ため. 
入れ 直しを 行って いまず。 

「READY」 ランプの 点灯を 確 
認 してから 発進 操作を 行って 
< ださい。 

ドア 開放 時 

連続 音 
「ピー」 

— 

エンジン 始動 状態で. シフト レ 
バーび 「風」 または 「N」 の 位 
置 L ソ がで， ドアび 開放され てい 
ます 

シフ トレ パ‘一 を 「(風」 または 
「N」 の 位置に し. ギヤ 位置を 
ニュートラルに してから 降車 
して < ださい 

レ バート」 操作 時 

単発 音 
「ピ ッ」 

— 

オーバーラン する 変速 操作な 
ので キャンセル しました 

エンジン 回転を 下げてから 再 
度 操作して < ださい 

レバー 「+」 操作 時 

単発 音 
「ピ ッ」 

— 

エンス ト する 変速 操作な ので 
キャンセル しました 

エンジン 回転を 上げてから 再 
度 操作して < ださい 

レバー 「R」 操作 時 

断続 音 

「ヒ ーッ， ヒ ーッ」 

— 

シフ トレバーび 「R」 の 位置で， 
ギヤ 位置を 「R」 に 入って いま 
ず 

— 

キ ーOFF 時 

単発 連続 音 
「ピピ ピピ」 

— 

ギヤ 入れ 駐車 中です 

ブザーの 停止を 確認して から 
降車して < ださい 
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メーター. 警告な. 表示 巧の 見ち 


ブザー 

ランプ 

己 AMT システム 状態 

対応 操作 

発進 動作 時 

単発 連続 音 
「ピピ ピピ」 

点滅 

クラッチ ディスクに 負荷び か 
かり. クラッチ オーバーヒート 
に 近づいて いまず 

政 下の いずれ かを 行って くだ 
さい 

•発進を 完了 させ 走行ず る 

•より 低い ギヤで 発進ず る 
•車両を 停止し， エンジンを ア 
イド U ング回 乾に し. シフト 
レバーを 「N」 の 位置に ずる 

— 

点滅 

重要 機能び 停止して いる 状態 
で， 走行 中は ギヤ 位置び 保持 さ 
れ 変速で をません 

そのまま 走行を 続ける と 危険 
な 場合び あります ので. すみ や 
かに 安全な 場所に 停車 させて 
< ださい 

— 

点な 

軽微な 故障び 発生して いる 状 
態で ず 

機能 や 操作は 通常と 変わり ま 
せんび. 出来るだけ 早い 時期に 
卜 3 夕 販売店で 点検を 受けて 
< ださい 

アドバィス _ 

■ シフト レバーを 「N」 の 位置に したと き 

参 エンジン 回転び 変動す る ことび あります び， これは クラッチび 作動した ため 
であり 故障ではありません。 

ム 警告 

■ ランプび 点滅した とき 

• そのまま 走行を 続ける と 危険な 場合び あります。 すみやかに ま 全な 場所に 
停車 させて ください。 その後， 一旦 エンジンを 止め， 10 砂し U 上 経過 後に 再 
度 エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に しても 表示され る 場合は， トヨタ 版 
売店へ 連絡して ください。 

A ミち 意 

■ 発進 動作 時に ランプび 点滅し， 単発 連続 音 「ピピ ピピ」 び 鳴った とき 

参 発進 操作を 続けないで < ださい。 クラッチの 滑り や 早期 摩耗， 破損の 原因 
になります。 

■ ランプび 点な したと き 

参 機能 や 操作は 通常と 変わりません び， 出来るだけ 早い 時期に トヨタ 販売店 
で 点検を 受けて ください。 
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7 

ヒ— 夕—. エアコンの 取り扱い 


吹き出し □の 調整 . 7-2 

エアコン .  7-3 

リ ヤクー ラー ★ . 7-10 

リヤヒ ーター ★ . 7-1 1 
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I ヒー ター. エアコンの 取り扱い 


巧を 出し □の 調舊 


[| 助手席 側 吹を 出し □ 
且 中央 吹を 出し □ 

旦 運転席 側 吹を 出し □ 


国 調整 方法 


〇  くぼみ 
旦 フィン 

参 フィンの くぼみを 押して， 吹を 出し 
□を 開ける。 


• フィンを 動かして， 風向きを 調整す 
る。 

* 閉める とさは フィンを 押し下げ ま 
す。 


I. ヒー ター- エアコンの 取り} 5 い 


エアコン 


11内 外気 切り替え レバ- 
且 吹を 出し □切 D 替え ダイヤル 
旦風量 切り替え ダイヤル 
□エアコン スイッチ 
白 温度 コントロール ダイヤル 

1 昼 本 設定 

■ 風 量の 調節 

• 旦 をち （増） または 左 （減） へ 回 します。 

* 「0」 に 回す と 送風び 止まります。 

■ エアコンの ON/OFF 

•  0 を 押す たびに エアコンの 作動- 停止び 切り替わります。 

* エアコン 作動 中は， スイッチ 内蔵の 表示な び 点な します。 

* 因び 「0」 のとを は, 0 び 「ON」 でも エアコンは 作動し ません。 

■ 温度の 調節 

• 因を ち （暖） または 左 （: 令） へ 回 します。 
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[巧を 出し □の 切日 替え 

0 の ダイヤルを 回 して 吹を 出 し □を 切り替えます。 

* ダイヤルの 位置を 各 吹を 出し □の 中間に 合わせる と， 吹を 出し □を 細かく 選択 
でを ます。 


上半身へ 送風。 


上半身と 足元へ 送風。 


足元へ 送風。 
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I. ヒー ター- エアコンの 取り扱い 


足元へ 送風， 窓ガラスの くもりを 取る。 
•  [| の レバーを の 位置に して 使 
用し ます。 


足元へ 送風， 窓ガラスの くもりを 取る。 
•  [| の レバーを の 位置に して 使 
用し ます。 


窓ガラスの くもりを 取る。 

参 II の レバーを の 位置に して 使 
用し ます。 

*  0 を 押して エアコンを ON にす る 
と， 曇りび 早く 取れます。 
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I ヒー ター. エアコンの 取り 巧い 


[化 入口の 切日 替え 

■ 外気 導入- 内気 循環の 切り替え 

参 II の レバーを 左ち に 動かします。 

• 外気 導入に する には！ § の 位置に し 
ます。 

参 内気 循環に する には の 位置に し 
ます。 


1 あ 房 •除湿 

► 普通を 房 および おだやかな; を 房 

HOT] 曰を ダ  の 位置に する。 

な j'l  2  I 凸 を 押す。 

3 1 因 および 回で 風 量と 温度を 調整す る。 

► 強力を 房 稳風こ 冷房した いとき） およびが 気温び 高い とき 

ち 丈: d 1 1 曰を  ダ  の 位置に する。 

fc も I  2  I  D を 眉 の 位置 （内気 循環） にす る。 

な: ミ I  3  I 凸を 押す。 

fe も I  4  I  0 および 因で 風 量と 温度を 調整す る。 

圓巧房 

iffi] 曰  を み y の 位置に する。 
b も I  2  I  D を！ § の 位置 （外気 導入） にす る。 

地 3」 因 および 白で 風 量と 温度を 調整す る。 
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I. ヒー ター- エアコンの 取り 巧い 


[巧 気 

• 走行 中の 自然 換気 および 因 による 強制 換気す る ことび でを ます。 

•  u を 度 の 位置 （外気 導入） にす る。 

• 強制 換気 するとき は 因 を 操作して 送風 量を 調整し ます。 

1 くち 日 取 日 

iTim 旦 をで の 位 B にす る。 

足元への 暖房ち 同時に 行いたい とさは, 0 を  卿  または  み.  の 位 
置に する。 

邑3^  n を诗  の 位置 （が 気 導入） にす る。 

巨 江;; I  3  I  0 を 押す。 

111 4] 因  および 因で 風 量と 温度を 調整す る。 

1 バィレべ ル 

• 暖房 時， 顔び ほてる とを など， 暖かい 風を 足元へ， 比較的 温度の 低い 風を 上半 
身に 送風し ます。 

な： ミ I 1 I  0 を の 位置に する。 
b も I  2  I  D を！ § の 位置 （外気 導入） にす る。 

封!! ミい I  H で お好みの 風 量に 調整す る。 

111 3 曰  を 中間の 位置に する。 

I エンジンを お 機運 面しな び 5 の 暖房 

ちゎ  1 1 1 旦 をみ/ の 位置に する。 
y fi 2 1  D を!! の 位置 （内気 循環） にす る。 

齡 I  3  I 白を ち 端の 位置に する。 

yij 4」 因を ち 端 またはち から 2 番目の 位置に する。 


7-7 


7. ヒー ター- エアコンの 取り扱い 


接 アドバイス 

■ 冷房- 除湿に ついて 

• 炎天下， アイ ド U ング 状態で エアコンを 使 巧す る 場合は， D を の 位置 （内 
気 循環） にして 使用して ください。 

参 ドア ガラスび ずるよ ラな とさは, 旦 を; y または ♦み •し， 運転席 側 および 助手 
席 側の 吹を 出し □び ドア ガラスに 当たる よ ラに 操作して ください。 

瞬 知識 _ 

■ 内が 気 切り替え について 

• トンネル 内 やお 滞な どで 巧れ たか 気を 車内に 入れた < な いとを や 早 <; 令 暖房 
したいと を. か 気温 度び 高い とさの; 令 房 効果を 早めたい とさに, II で 内気 循環 
にす ると 効果的です。 

• 長時間， 内気 循環に すると ガラスび 曇り やすくなります。 

■ のさ 出し □について 

♦旦 を の 位置に し. 因 を 中間 位置で 使用 すれば， 暖められた 風び 足元 か 

ら， 比較的 温度の ほい 風び 中央 および 運転席 側， 助手席 側 吹き出し □から 送 
風され ます。 

■ より 早く ガラスの 量りを 取る には 

• ガラスの 曇りを 取る （前 ページ 参照） の 操作と 併せて， なの 操作を 行います。 
- 風 量を 増す （因を 操作す る） 

- 設定 温度を 上げる （因を 操作す る） 

■ 窓ガラスの 量りを 取る ときに 

•吹を 出し □ を 巧 ご， または 
♦み I に して 窓ガラスの 曇りを 取る と 
をは 内外 切り替え ダイヤル でが 気 
導入に して 使用 してく ださい。 


外気 導入 （鸣） に 
切り替える ことを 
示ず マークで ず。 


■ エアコンの 臭いに ついて 

参 エアコン 使用 中に， 車 室内が の さまざまな 臭いび エアコン 装置 内に 取り込まれ 
て 混ざ り 合 5 ことにより， 吹き出し □ からの 風に 臭いび する こと び あ りまず。 
• エアコン 始動 時に 発生す る 臭いを 抑える ために， 駐車 時は か 気 導入に して お 
< ことを おすすめ します。 
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I. ヒー ター- エアコンの 取り扱い 


■ 車内の 温度げ 高い ときは 

参 駐車の あと 車内 温度び 高い とさは， 窓を 開けて 熱気を 逃び してから エアコン 
を 作動 させて ください。 

■ 内気 循環の 状態で 長時間 使用ず る 

• 室内の 空気び 巧れ たり ガラスび くちる ことび あります ので， か 気 導入に する 
か 窓を 開けるな どして 空気を 入れ替えて ください。 

■ を 房. 除湿に ついて 

参 外気 温び 0 で しツ 下のと をは， 0 を 「ON」 にしても， エアコンの 圧 カス イッ 
チび 働を コン プ レッ ヴ ーび 停止し ますので U を 外気 導入に して 使用して く 
ださい。 

•炎天下に 長時間 駐車した とさは， 0 を 「4」 の 位置に して 窓を 開け， 換気を 
行った 後に， エアコンを 作動させる と 効果的です。 

• を 房 時 湿った 空気び 急に; 令 やされ て， 吹を 出し □から 霧び 吹を 出した よ ラに 
見える ことび あります び， 異常ではありません。 


■ 暖房に ついて 

• 暖機 運転 中 や 長時間 停車 中に 暖機 スイッチを roN」 にす ると 暖房の 効果を 高 
めら れ ます。 


* 暖機 スイッチ ★の 取り扱い。 （一 P. 己- 11) 


ム 警告 

■ のを 出し □の 切り替え について 

• 温度び 非常に 高い とさに エアコンを 作動 させて いる 場合は， 0 を 巧 クの位 
置に しないで < ださい。 が 気と 窓の 温度 差で 窓が 側 表面び 曇り 視界を さま 
たげ る 場合び あります。 

■ 運転席での 仮 旧に ついて 

• 運転席での 仮眠は しないで ください。 おってい ると をに 無意識に アクセル 
ペダルを 踏み込んだり シフト レバーを 動かした りして， 思わめ 事故に つな 
びる おそれび ありを 険 です。 

A ミち 意 

■ エアコンの 作動に ついて 

• バッテ U —/補 機 バッテ U — あびり を 防ぐ ために， エンジン 停止 中に 作動 
させないで  <  ださい。 
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I ヒー ター. エアコンの 取り扱い 


リヤ クーラー ★ 


• フロント エアコンび 「OFF」 のとを は， ：令 房， 除湿 機能は 作動せ ず 送風の み 
となります。 スイッチで クー ラーの 「ON」， 「OFF」 および 風 量の 調整び でを 
ます。 

□ フアン スイッチ 

且 停止 
0 微風 
0 謂 風 
向 強風 
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I. ヒー ター- エアコンの 取り扱い 


リヤ ヒーター ★ 


1」 ヤ シート 下に 1」 ヤ シート 専用 ヒーターび 装備され ています。 

► ルート バン 


II  メイン スイッチ 

スイッチを 押す ごとに ヒーターの 
作動と 停止の 切 D 替えび でを ます。 

0 温度 調整 レバー 

ほめから 高めまで 無 段階に 暖房 温 
度を 調整で をます。 

0 フアン 調整 レバー 

風 量を 3 段階に 調整で をます。 

□ フアン スイッチ 

風 量を 2 段階に 調整で をます。 

白 メイン スイッチ （運転席 側） 

• スイッチを 押す ごとに ヒーターの 
作動と 停止の 切 D 替えび でを ます。 

•作動 中， スイッチ 内蔵の 表示な び 点 
なします。 


► ダブル キャブ 車 
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ヒー ター- エアコンの 取り 巧い 
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アクセサリー （装備 品） の 取り扱い 


オーディオを 上手に お使いい ただく ために . 8-2 

アンテナ .  8-4 

才ーデ ィオの 種類 . 8-5 

AM ラジオ ★ .  8-6 

AM/FM  ラジオ ★ . 8-9 

CD  -体  AM/FM  ラジオ ★ . .  . . 8-1 日 

フ □ン トルー ム ランプ . 8-20 

リヤ ルーム- デッキ ルーム ランプ ★ . 8-21 

室内  LED  巧 ★ . 8-22 

イン ナー ミラー . 8-23 

サンバ イザー . 8-23 

ピラー バイ ザー ★ . 8-24 

シガレット ライター . 8-24 

灰皿 ★ . 8-2 曰 

移動 式 セ パレー ター バー ★ . 8-26 

セ パレー ターカー テン ★ . 8-27 

コン ソール ボックス 類 . 8-28 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り扱い 


オーディオを 上手に お使いい ただ < ために 


1 ラジオの 夏 信に ついて 

• 車両の 移動に とちない アンテナの 位置ち 変わる ため 電波の 強さび を わったり， 
障害物 や 電車， 信号機な どの 影響に より 最良な 受信 状態を 維持す る ことび でを 
ない ことび あります。 


[CD プ レー ヤーの 取 日 巧い 


• 左の マークの ついた CD のみ 使 巧で 
さます。 

•悪路 走行な ど， 激しい 振動に より 音 
飛びを 起こす ことび あります。 

参 CD は 熱に 弱い ので， 直射日光の 当 
たる 場所 や ヒーター などの 近くに 
置かないで  <  ださい。 


参 寒い とを や 雨降りのと をに， プレーヤー 内に 露び 生じ 正常に 作動し ない ことび 
あります。 このと をは CD を 取り出し， しばらくの 間 除湿 や 換気を してから 使 
用して  <  ださい。 

•  CD に 巧れ やゴ 5 びつ いたと をは， 水を 含ませた 柔らかい 巧で 拭いた 後， 乾いた 
巧で 拭いて ください。 （ディスク 面を 拭く とさは， 必ず 内側から 外側 方向に 拭い 
て  <  ださい） 


A ミち 意 


■ オーディオ について 

参 操作は， 車び 止まって いると をに 行って ください。 運転 中は， ま 全 運転の 
さまたげ とな D ます。 

参 運転 中の 音量は， 車が の 音び 聞こえる 程度に して < ださい。 車が の 音び 聞 
こえない と， 安全の さまたげと なります。 

• 故障す る 原因になります ので， なの ことに 注意して ください。 

- アンテナの 近くに 無線機の アンテナを 立てない こと 
- 異常に 高 出力の 無線機を 使用し ない こと 

- 溶接 作業を 行 ラと きは， ラジオの コネクタを 抜いて から 行 ラ こと 

■  CD プ レー ヤーの 取り扱い について 

•ベンジン， アナ □グ式 レコード 盤ク U —ナ， 静電 防止 剤を 使います と CD 
を 傷める ので 使用 しないで ください。 
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; .アクセサリー. 装備 品の 取り扱い 


A ミち 意 


■  CD の 取り扱い について 

参 イジ ェク ト ボタンを 押して， CD び 飛び出た 状態の まま 長時間 放置し ないで 
ください。 CD びそり， 使用で をなくなる おそれび あります。 

•  CD は 直射日光を 避けて イ呆曽 してく 
ださい。 CD びそり， 使用で さなく 
なるお それび あります。 また， ディ 
スク 面には 直接 手を 触れない よ ラ 
にして ください。 

•  CD を 扱 5 とさは， 中む の 巧と 端を 
挟んで 持ち， ラベル 面を 上に してく 
ださい。 


参 直径 1 2cm, または 8cm の 円 あし U 
外の CD は 再生で をません。 特殊 形 
がの CD は 機器の 故障の 原因と なり 
ますので， 使用し ないで ください。 


• 記録 部分に 透明 または 半透明 部分び ある CD は， 正常に 出し入れ や 再生び 
でを なくなる おそれび あり ますので 使用 しないで く ださい。 

• レン ズク U —ナ ーを 使用す ると， プレーヤーの ピックアップ 部の 故障の 原 
因と なるお それび あります ので 使用し ないで ください。 

•セ ロ八ン テー プ， シー ル， CD-RS 
ラベルな どび 貼って ある CD や， は 
び した あとの ある CD は 使用 しない 
で < ださい。 プレーヤーび 正常に 作 
動し なくなったり， CD び 取り出せ 
なくなる など， 故障の 原因と なるお 
それび あ 0 ます。 


参 CD の 巧れ は. プラスチック 用 メガ ネ なをな どの 柔らかく 乾いた 巧で 軽くな 
さ 取って ください。 手で 強く 押したり， かたい 巧で こする と 表面に 傷び 付 
くこと びあります。 また， ベンジン， アナログ 式 レコード 盤ク U- ナー ，静 
電 防止 剤な どの 溶剤 や 化学 ぞ ラさん などを 使用す ると， CD び 損傷し 使用で 
をな  <  なるお それび あ 0 ます。 

• 変 おした ディスクは 機器の 故障の 原因と なります ので 使用し ないで < ださ 
い。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り 巧い 


1 巧 瓶 タイプ 


アンテナ 


W 


■ねじ 式 脱 着 タイプ ★ 


• ラジオを 聞 < とさに， いっぱいに 引 
を 出します。 


♦ラジオを 聞く とさに， 立てて 使用し 
ます。 

参 アンテナは， 運転席 側 ドアの 上部に 
あります。 

• アンテナは 已 段階に 角度を 変える こ 
とびでを ます。 傾ける 際は 根本に 近 
い 所を 持って 操作して ください。 

参 洗車 機に 入れる とを など， アンテナ 
を 取りが す ことび でを ます。 その 際 
は 添付の キヤ ッ プを 取り 付けて く 
ださい。 


*  45°  (巧奨 位置） にす ると， 風 切り 音に いちばん 有利です。 


G 因 知識 


■ アンテナ について 

• 伸縮 タイプは アンテナを いっぱいに 引を 出さない と， ラジオの 性能び 十分に 
発揮され ません。 

参 ねじ 式 脱 着 タイプは アンテナを 立てた 状態に しないと， ラジオの 性能び 十分 
に 発揮され ません。 

■ ワイヤレス ドア □ック （宅配 仕様） について 

• 伸縮 タイプの アンテナは， □ッ ドを 常に 伸ばした 状態で 使用して ください。 

• ねじ 式 脱 着 タイプの アンテナは， ロッ ドを 常に 取 付けた 状態で 使用して くだ 
さい。 


8-4 


8 .アクセサリー- 装備 品の 取り扱い 


オーディオの 種類 


オーデ イオは， 種類 別に 説明して あります ので， それぞれの ページを 参照して く 
ださい。 

AM  ラジオ ★  (一  P.8-6)  AM/FM  ラジオ ★  (一  P.8-9) 


CD —体 AM/FM ラジオ ★ 
(一  P.8-15) 
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ニン グ ボタン 

電源 スイッチ/ 

— ^  ボ U ユー ムツ マ S 


DISP ボタン 

交通 情報 
ボタン 

— RESET ボタン 

TH04-022A 


チュ- 


スピーカ ー部 


表示 部 


T.AD」 ボタン 


プ IJ セツ ト ボタン 


t 音量の 調整 

■ 電源 スイッチ/ボリューム ツマ 5 

• 電源の roN」 ■  roFF」 と 音量の 調整が できます。 

•押す と roN」 になり もう一度 押す と roFF」 になります。 

. ちへ 回す と 音量が 大さ < なり， 左へ 回す と ル さ < なります。 

I ラジオの 聞を 方 

fe む 1 1 I エンジン スイッチを 「ACC」 または rON」 の 位置に する。 
bi'A  2 1 電源 スイッチ/ ボ U ュー ムツ マ 5 を 押して 電源を入れる。 

ETin  ◎◎ ボタンで 聞を たい 放送局を 選ぶ。 

•あらかじめ 記憶 させた 放送局を 聞く とさは， プ U セット ボタン (わ〜 ホ) 
を 押します。 


1. アクセサリー* 装備 品の 取り扱い 

AM ラジオ ★ 


00000000( 

00000000( 

00000000( 

00000000( 

00000000( 

00000000( 

00000000( 

00000000( 

00000000(  _ 

00000000000 

00000000000 

00000000000 

00000000000 

00000000000 

00000000000 

100000000000 

00000000000 

00000000000 

00000000000 
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[選局の しかた 

► 手動 選局 

•  @ または @ を 押す ごとに 日 kHz ずつ 周波数び 変わります。 

► 自動 選局 

•  ©または© を 押し 続ける と， 発信音び 鳴り 受信した 放送局で 自動的に 止ま 
0 ます。 

► プ U セツ ト 選局 

• よく 聞く 放送局の 周波数を あらかじめ 記憶 させて おく ことにより， だ]〜 
に fn の ボタンを 押す だけ （ワンタッチ） で 受信で をます。 


[化ち 局の プリセット 【記憶） 

• 記憶 させたい 放送局を 選局し， プ U セッ ト ボタン （だ〕〜 じむ） のい ずれ かを 
選んで， 発信音び 鳴る まで 押し 続けます。 （表示 部に 「CH」 び 表示され ます） 


r 才一  トプ リセット  1 

•ピ] 〜 じむ ボタンに それぞれ 已 局を 自動で 記憶させる ことび でを ます。 

•  D 旧 P ボタンを 押し 続ける と， 発信音び 鳴 D, 規定 感度し:! 上の 上位 已 局を 選び， 

プ 1」 セッ ト ボタンの r^~m に 周波数の ほい 順に 記憶し ます。 （検索 中， 表 
示 部の 「AS」 び 点滅 表示され ます） 

• 規定 感度し U 上の 放送局び 5 局に 満たない とさは， プ 1」 セッ ト されて いない ボタ 
ンを 押す と 「 - 」 び 表示され， プ 1」 セットされ ていない ことを 巧ら せます。 

• 発信音び 2 回 鳴った とさは， な 前に プ 1」 セッ ト されて いた 放送局び 書を 替えら 
れ たこと を 巧ら せます。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り 巧い 


I 時刻 設定 

y =1 1 1  D 旧 P ボタンを 押し 時刻を 表示す る。 

•  DISP ボタンは 押す たびに， 時計 一 周波数 （ラジオ ON 時） と 繰り返し 切り 替 
わります。 

y；il^  T.AD」 ボタンを 押しな びら チューニング ボタンを 押す。 （表示 部の 時刻 
び 点滅し ます） 

. ◎ …… 1 回 押す ごとに 1 時間 進み， 押し 続ける と 連続して 進みます。 

- …… 1 回 押す ごとに 1 分 間 進み， 押し 続ける と 連続して 進みます。 

•時刻 設定 中， RESET ボタンを 押す と， 正 時 合わせび でを ます。 

-  30 分 未満 …… 切り捨て 

•30 分し i (上 …… 切り上げて， 1 時間 繰り上げ 

赶 .'が I  RESET ボタンを 押す。 

• 時刻 設定び 完了し， 時刻を 表示し ます。 

• エンジン スイッチび 「ACC」 または 「ON」 のとを し U 外は 時刻 設定で をません。 

に 通 情報 

参 〇 ボタンを 押す と， 交通 情報 （1 日 20  kHz または 1 日 29  kHz) を 聞く こと 
びで をます。 ち ラー 度 押す と 受信して いた 放送局に 戻ります。 

•  AM 放送を 受信 中に ド^ ボタンを 押し 続ける とその 周波数び 記憶され ます。 


网 知識 


■ 自動 選局に ついて 

参 電波び 弱く ラ まく 受信で をない とさは， 手動 選局を してく ださい。 

■ 放送局の プリセット （記憶） について 
•バッ テ U  —/補 機ノ （ッテ U — 交換 や ヒューズ 交換な どで オーディ オと バッテ 
1」 一/補 機ノ （ッテ U —との 接続び 断たれた とを には， 記憶され ていた 周波数 
はすべ て 消去され ます。 
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; .アクセサリー. 装備 品の 取り扱い 


AM/FM ラジオ ★ 


■ 電源 スイッチ 

•エンジン スイッチを 「ACC」 または rON」 の 位置に します。 

• 電源/音量/バランス ツマ 5 を 押す と 電源び 入 D, ち ラー 度 押す と 電源は 切 
れ ますび 現 時刻は 表示され ます。 

■ バランス 調舊 

• 電源/音量/ ノ （ランス ツマ 5 を 手前に 引く と 左ち ス ピーカーの 音量 ノ  く ランス 
び 調整で をます。 ちに 回す とち 側 スピーカーの 音量び 大 をくな り， 左に 回す 
と 左側 ス ピーカーの 音量び 大を くなります。 

■ 音量 調整 

• 電源/音量/バランス ツマ 5 をち に 回す と 音量び 大 をくな り， 左に 回す と ル 
さくなります。 

■ 音質 調整 

• 高音'  ほ 音の 調整び でを ます。 

ちに 回す と 高音， 左に 回す と 低音び 強調され ます。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り扱い 


■ ディスプレイの 切り替え 


• 通常は 現 時刻び 表示され ています。 

•  ^ ボタンを 押す と 周波数 表示に 
切り替わります。 


(5 砂 後) 


[円 K 弓.-, 1 台 

1— 

FM2  FM1 

1 

i  ^  \ 

AM1 — - AM2 

ドが つ お 

) 一 

(5 秒し:! 内） 

TH28-005A 


• 現 時刻から^ ボタンを 押し， 周 
波 数表示に 切 り 替わつ た 後， 已 砂し U 
内に^ ボタンを 押す ごとに， バ 
ン ドび 切り替わります。 


■ 選局ず る 
► 手動 選局 

•  P または^を 押す と （0 .已秒 未満)， 押す ごとに AM は 9  kHz,  FM 
は 0. 1 MHz ずつ 周波数び をね ります。 

► 自動 選局 

•  P または P を 「ピ ッ」 という 音び する まで 押し 続ける と の. 已 秒し i (上) 

放送局を 受信して 停止し ます。 周波数び 表示され ます。 なの 局を 選ぶ とさは， 
いったん 手を 離します。 

• 電波び 弱く ラ まく 受信で をない とさは， 手動 選局を してく ださい。 

► ワンタッチ 選局 

♦あらかじめ 放送局を プ リセット （記憶） させて いれば， ^ ボタンを 軽く 押 
すだけ で セッ ト 済みの 放送局を 受信し ます。 

参 ディスプレイ 部に 周波数と チャンネル ま 号を 表示し ます。 
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■ 放送局の プリセット 
► プ U セッ ト 選局 

参 ^ ボタンに AM 1, AM2,  FM1.  FM2, それぞれに 6 局ず つ， 合計 24 
局の 放送局を 記憶させる ことび でを ます。 

ion ラジオ 受信 中に^ ボタンを 押す。 

•  メモ U- 書を 込み モードと なり， ディスプレイ 部の 「CH」 び 点滅し ます。 
昆回 H  ボタンで 記憶させる チャン ネルを 選択す る。 

• 再度^ ボタンを 押せば プ U セッ ト 完了です。 

► 才ート ストア 

参 P ボタンを 「ピ ッ」 とい ラ 音び する まで 押し 続ける （2 砂し U 上） と， 現地 
での 電波の 強し) 順に 日 局を 周波数の ほし、 放送局から 順に セットし ます。 

■ 交通 情報を 聞 < 

• 交通 情報を 放送して いる 地域で， ラジオ 受信 中に 交通 情報を 聞 < ことび でを 
ます。 

国 正] 資  ボタンを 押す。 

• 1 日 20  kHz を 受信し， "11)) マー クび 点灯し ます。 

交通 情報 受信 中に^ または^ ボタンを 押す。 

• 1 己 20  kHz と 1 己 29  kHz を 切 D 替文 ます。 

• 通常の ラジオに 戻す とさは， 再度^ ボタンを 押す と 聞いて いた 放送局に 戻 
ります。 
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アクセサリー. 装備 品の 取り扱い 


t 時計 

■ 時刻 合わせ 

参 エンジン スイッチを 「ON」 または 「ACC」 の 位置に すると， 現 時刻び 表示 さ 
れ ます。 

* ただし ラジオの 電源び 「ON」 で 現 時刻表 示のと をは， ラジオ 周波数び 約已砂 
間 表示され た 後， 現 時刻び 表示され ます。 

► 現 時刻 合わせ 

mTi 圆  ボタンを 「ピ ッ」 という 音び する まで 押し 続ける （2 砂し ツ 上)。 

• 時刻び 点滅し， 現 時刻 合わせ モードになります。 

ちす;; I  2  I  または^^を 押して， 時刻を 合わせる。 

参 ボタンを 押し 続ける と， 連続して 数字び 変わります。 

- ^ ボタン： 「時」 

- g ボタン： 「分」 

^ ボタンを 再度 押す。 

• 点滅び 止まり 時刻び セッ ト されます。 

► 時報 合わせ 

• 現 時刻 合わせ モードに します。 

• 時報と 同時に P ボタンを 押す と， 正 時に セットされ ます。 

-  00 〜 29 分のと を ； 切り下げられます。 

-  30 〜已 9 分のと を ； 切り上げられます。 
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■ アラー ム （目覚まし） 

► アラー ム 時刻の 設定 

例） 午前 7 時 1 0 分に アラームを 設定 するとを。 

y：：d 1 1  ^ ボタンを 「ピ ッ」 とい ラ 音び する まで 押し 続ける （2 砂し U 上)。 

•  "4*" マークび 点滅し， アラーム 時刻 合わせ モードになります。 

お':; I  2  I  P または^を 押して， 設定す る 時刻に 合わせる。 

• ボタンを 押し 続ける と， 連続して 数字び 変わります。 

- ^ ボタン： 「時」 

- @ ボタン： 「分」 

iTiryi ^ ボタンを 押す。 

• 現 時刻表 示に 戻 D ます。 

► アラー ム （目覚まし） の セット 

•  ^ ボタンを 押し 続け （2 砂 未満） て "早" マークを 点な させます。 

► アラー ム 音の 止めち 

• アラーム 音は， 3 分 間 鳴り 続けます。 途中で 止めたい とさは， いずれ かの ボ 
タンを 押します。 

► アラー ムの 解除 

•  ^ ボタンを 押す と "早" マークび 消え， アラームの 設定び 解除され ます。 
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アクセサリー. 装備 品の 取り 巧い 


巧識 

■ ディスプレイ 切り替え および AM/FM バンド 切り替え について 

•已 秒 間 ^ ボタン 操作を しないと， 現 時刻表 示に 戻ります。 

■ オー トス トア について 

• 受信 可能な 放送局び 少ない 場合は， 己 局に 満たない ことび あります。 

- オート ストアは 1 周 サーチを 行 5 と 解除され ます。 

- オー トス トアは 現在の バン ドに 巧して 行われます。 

■ 交通 情報に ついて 

参 交通 情報 受信 中， 電源 rOFF」 や. エンジン スイッチを一度 「LOCK」 の 位 
置に してから 再度 「ACC」 または rON」 の 位置に した 時は， 交通 情報 受信 前 
に 聞いて いた 放送局に 戻ります。 

■ 現 時刻に 合わせる には 

• ボタン 操作を 1 已秒 間し i (上 行わない と， 元の 状態に 戻ります。 このと きは， 再 

度^ ボタンを 押して， 設定を やり直して ください。 

• 12 時間表 おです ので， AM  (午前） と PM  (午後） 表示を 間違えな いよ ラに 
してく ださい。 

■ アラー ム （目覚まし） の セットに ついて 

参 マークび 点な していな いと， アラーム 音は 鳴りません。 

•アラームは， 一度 セットす る ("4*" マークを 表示させる） と 毎 曰 同時 刻に 
鳴ります。 
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CD  — 巧; AM/FM ラジオ ★ 


f 音量 •音質 •バランス 調 塵 

■ 電源 スイッチ/ボリュー ムツ マミ 

• 電源の roN」 •  roFF」 と 音量の 調整び できます。 押す と roN」 になり もう 
一度 押す と 「OFF」 になります。 

ちへ 回す と 音量び 大 をくな り， 左へ 回す と ル さくなります。 

■  AUDIO ボタン 

• 押す たびに モードが 化 下の 順で 変わり. それぞれの 調整び できます。 
BASS-  TREBLE-  FADER  一  BALANCE  一前 回 使用 時の 状態 
^ _ I 

►  BASS 

•八 を 押す と 化 域び 強くな り， V を 押す と 弱くな ります。 

►  TREBLE 

•八 を 押す と 高 域び 強くな り， V を 押す と 弱くな ります。 

►  FADER 

• 八 を 押す と 前 側の スピーカーの 音量び 大を < なり， V を 押す と 後 側の ス 
ピーカーの 音量び 大を  <  なります。 

►  BALANCE 

•入 を 押す と 左の 音量び 減少し， V を 押す とちの 音量び 減少し ます。 
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アクセサリー. 装備 品の 取り扱い 


► スピー カー出力 4CH および 2CH 切り替え 

•  +  tS で 切り替えられます。 2CH スピーカー出力 選択 時は， フロン 

卜 出力と なり， FADER 調整び できなくなります。 

1 ラジオの 聞を 方 

hl  i 1 I エンジン スイッチを 「ACC」 または 「ON」 の 位置に する。 

お: rf  2  I 電源 スイ ッチ/ ボ U ュー ムツ マ 5 を 押 して 電源を入れる。 

赶 .3  31 拉  ボタンを 押して， AM か FM を 選ぶ。 

•押す ごとに AM1,  AM2,  FM1, FM2 の 順に 切り替わります。 
y 1 4 1 チューニング ボタンで 聞を たい 放送局を 選ぶ。 

•あらかじめ 記憶 させた 放送局を 聞く とさは， & ボタンを 押し， AM1,  AM2. 
FM1. FM2 を 選んで から， プ U セット ボタン （ G 召〜 ) を 押します。 

1 選局の しかた 

■ チューニング ボタン 

♦八 を 押す と 周波数び 高 < なり， V を 押す と 周波数び 化 <な0 ます。 

► 手動 選局 

•八 または V を 押す ごとに AM は 9  kHz.  FM は 0.1 MHz ずつ 周波数び 変 
わります。 

► 自動 選局 

参 八 または V を 押し 続ける と， 発信音び 鳴り 受信した 放送局で 自動的に 止ま 
0 ます。 

• 電波び 弱く ラ まく 受信で をない とさは， 手動 選局を してく ださい。 

► プリ セッ ト 選局 

•よく 聞く 放送局の 周波数を あらかじめ 記憶 させて おく ことにより， （ GO 〜 
B  ) の ボタンを 押す だけ （ワンタッチ） で 受信で をます。 


[化を 局の プリセット （記憶） 

• 記憶 させたい 放送局を 選局し， プ U セット ボタン （ Gk] 〜 丘]) のい ずれ か 
を 選んで， 発信音び 鳴る まで 押し 続けます。 （表示 部に 「CH」 び 表示され ます。） 
♦  AMI,  AM2,  FM1.  FM2, それぞれ 日 局， 合計 1 8 局を プ U セットで をます。 
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[アラー ム 設定 

y ri 1 1 胃 ボタンを 押す。 

削 2  I 国^ ボタンを 押し 続ける。 （表示 部の 時計 表示び 点滅し ます） 

3  I プ U セッ トボタンの ^ および ボタンを 押し， アラー ム 時刻を 設 
定 する D 

- Q …… 1 回 押す ごとに 1 時間 進み， 押し 続ける と 連続して 進みます。 

•  ^ …… 1 回 押す ごとに 1 分 間 進み， 押し 続ける と 連続して 進みます。 

fe も I  4  I 国 ボタンを 押し， アラー ム 時刻を 設定す る。 

• アラーム 音び 鳴った とさは， いずれ かの ボタンを 押す と 鳴り 止みます。 

参 アラーム 時刻 設定 中に， 設定 ボタンし U がの ボタンを 押す と 時刻 設定 モードは 解 
除され ます。 

•アラー ム 設定され ている とさは， 「 夕^」 マークび 点 打し ます。 

•設定を 解除 するとを は， II ボタンを 時計 表示になる まで 順な 押します。 

I 時刻 設定 

bj' i 1 1  S ボタンを 押し 続ける。 （表示 部の 時計 表示び 点滅し ます。） 

- Q …… 1 回 押す ごとに 1 時間 進み， 押し 続ける と 連続して 進みます。 

•  ^ …… 1 回 押す ごとに 1 分 間 進み， 押し 続ける と 連続して 進みます。 

• 時刻 設定 中， プ U セッ ト ボタンの 〇 を 押す と 正 時 合わせび でを ます。 

-  30 分 未満 …… 切り捨て 

-  30 分 Li (上 …… 切り上げて ， 1 時間 繰 D 上げ 

y ：=|  2 1  & ボタンを 押す。 

♦時刻 設定び 完了し， 時刻を 表示し ます。 

•エンジン スイッチび 「ACC」 または 「ON」 のとを 1；( がは 時刻 設定で をません。 

I 交通 情報 

• 巨の ボタンを 押す と， 交通 情報 (1620  kHz) を 聞く ことび でを ます。 も 5 
一度 押す と 受信 していた 放送局に 戻ります。 

•  AM 放送を 受信 中に ボタンを 押し 続ける とその 周波数び 記憶され ます。 
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アクセサリー. 装備 品の 取り扱い 


[CD の 聞 ま 方 

秘い」 エンジン スイッチを 「ACC」 または rON」 の 位置に し， 電源 スイッチ 
/ ボ 1」 ュー ムツ マ 5 を 押して 電源を入れる。 

b む I  2  I  CD を 挿入 □に 挿入す る。 

• 再生び 始ま 0 ます。 

•  CD モードし U がのと をで も臣； ボタンを 押す と ディスクび 挿入され ている とを 
は 再生び 始まります。 

•再生を 止める とさは， ラジオの 電源 スイッチ/ ボ U ュー ムツ マ 5 を 押す か， ラ 
ジオの 国^ ボタンを 押して モードを 切り替えます。 

I 頭 出し， 早を り I 早 戻し 

参 再生 中に 入 を 押す と 曲 まび 進み， 押し 続ける と 発信音び 鳴り， 有 音 早送りを 
行います。 

• 再生 中に V を 押す と 曲 まび 戻り， 押し 続ける と 発信音び 鳴り， 有 音 早 戻しを 
行います。 

I スキ ャン 

• 再生中に ボタンを 押す と， なの 曲から 先頭 部分 10 砂 間を， 全曲 演奏し ま 
す。 （表示 部に 「SCAN」 と 表示し ます。） 

* しツ 下の 操作を すると スキャン 中で も 機能び 解除され ます。 

•  H ボタンを 押す。 押す たびに 「ON」 と 「OFF」 び 切り替わります。 

• チューニング ボタン，® ボタン， G 召 ボタンを 押す。 

•  CD モー ドし U 外の モー ドに する。 
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[ランダム 

• 再生 中に® ボタンを 押す と， 曲を 順 不同で 再生し ます。 

• ランダム 再生 中 頭 出しを 行 ラと， 全曲 またはな 曲び 終了後 ランダム 再生を 開始 
します。 

•ランダム 再生 中， 早送り •早 戻しを して， 現在の 曲び 終わっても ランダム 再生 
は 続けられます。 

* しツ 下の 操作を すると ランダム 再生 中で ち 機能び 解除され ます。 

♦回 ボタンを 押す。 押す ごとに rON」 と 「OFF」 び 切り替わります。 

•  H ボタンを 押す。 

* ランダム U ピート 中， Gy ボタンを 押す と ランダム のみ 解除され ます。 

|u ピー ト 

• 再生 中に ボタンを 押す と， 演奏して いる 曲を 繰り返し 演奏し ます。 

* しツ 下の 操作を すると 機能び 解除され ます。 

•  @ ボタン，® ボタン . ra ボタンを 押した とを 
♦入 または V を 押した とを 

•入 または V を 押し 続け， その 曲び 終了した とを 

* ランダム 1」 ピート 中， ® ボタンを 押す と 1」 ピートの み 解除され ます。 

瞬 知識 

■  FADER について 

• 後 側 スピーカーび 無いた め， 後 側を 最大に すると， 音び 聞こえません。 

■ 放送局の プリセット 聞 憶） について 

♦バッ テ U  —/補 機ノ （ッテ 1」 一 交換 や ヒューズ 交換な どで オーディ オと バッテ 
1」 一/補 機ノ （ッテ 1」 一との 接続び 断たれた とを には， 記憶され ていた 周波数 
はすべ て 消去され ます。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り 巧い 


フ □ント ルーム ランプ 


W 


► 標準 キャブ 車 


HON 

ドアの 開閉に かかわらず ランプび 
点灯し ます。 

且 OFF 

ドアの 開閉に かかわらず ランプび 
消な します。 

@DOOR 

ドアを 開ける と 点な し， 閉じる と 消 
打し ます。 


noN 

ドアの 開閉に かかわらず ランプび 
点に T し ます。 

曰 OFF 

ドアの 開閉に かかわらず ランプび 
消灯し ます。 

日  DOOR 

ドアを 開ける と 点な し. 閉じる と 消 
灯します。 


獲 アドバイス 


■ フ □ン トルームラン プ について 

• エンジンを 止めた 状態で 長時間 点な させる と， バッテ U  —/補 機バ ッテ U — 
あびり を 起こす 原因になります。 

•ダブル キヤ フ車 （標準 キャブ） は， 1」 ヤ ドアの 開閉 感知を 行って いないため， 
ドア 開閉に よる ランプ 点な 消な 切り替えは 行えません。 
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リヤ ルーム- デッキ ルーム ランプ ★ 


► 標準 キャブ 車 

HON 

ドアの 開閉に かかわらず ランプび 
点灯し ます。 

且 OFF 

ドアの 開 開に かかわらず ランプび 
消な します。 

0DOOR 

ドアを 開ける と 点な し， 閉じる と 消 
なします。 


► ワイド キャブ 車 

noN 

ドアの 開 開に かかわらず ランプび 
点に T し ます。 

曰 OFF 

ドアの 開 開に かかわらず ランプび 
消灯し ます。 

日  DOOR 

ドアを 開ける と 点な し. 閉じる と 消 
打し ます。 


* ダブル キャブ まは U ヤ ルーム ランプと して， また ルート バンでは デッキ ルー 
ム ランプと して 使用し ます。 


麵 アドバイス 


■ リヤ ルーム- デッキ ルーム ランプに ついて 

• エンジンを 止めた 状態で 長時間 点な させる と， バッテ U  —/補 機バ ッテ U — 
あびり を 起こす 原因になります。 

•ダブル キャブ 車 （標準 キャブ） は， 1」 ヤ ドアの 開閉 感知を 行って いないため， 
ドア 開閉に よる ランプ 点灯 消な 切り替えは 行えません。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り扱い 


ま 巧 LED な ★ 


► 標準 キャブ 車 


P ON/OFF 
且 室内 LED な 


IP  ON/OFF 
旦 室内 LED な 


* エンジン スイ ツチの 位置に 関係な く 使用で をます。 

接 アドバイス 


■ 室内 LED なにつ いて 

• エンジンを 止めた 状態で 長時間 点な させる と， バッテ U  —/補 機バ ッテ U — 
あびり を 起こす 原因になります。 


A 警告 

■ 室内 LED なにつ いて 

•走行 中 使用し ないで ください。 明るく なった 室内び ガラスに 写る ため， が 
の 道路 状況び 判断し に  << なり 事故の 原因になります。 
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イン ナ ーミラー 


II イン ナー 5 ラー 

• 後ち の 確認び しやすいよ ラに 調整 
します。 


r 


サンバイザー 


A 


u サンバ イヴ ー 
旦 フック 

• 直射日光から 目を な 護し ます。 角度 
を 自由に 変えて 使用し ます。 ドア ガ 
ラス 側に 回す ことにより サイド バ 
イヴ ーとしても 使用で をます。 


* フロントガラスで サンバ イヴ ーを 使用 するとを は， 必ず フックに 掛けて くだ 
さい。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り 巧い 


ピラー バイ ザー ★ 


□ ピラーパ' イヴー 

• デ イス チヤー ジへッ ド ランプの 反 
射に よる， ドア ガラスへの 写り 込み 
び 気になる 場合に 使用して くださ 
い。 


シガ レツ トライ ター 


n シガ レッ トラ イター 

• エンジン スイッチび 「ACC」 または 
「ON」 の 位置で 使用で をます。 

•押 し 込む と 約 1 0 〜 20 秒 後に 赤熱 
して 元の 位置に 戻ります。 

• タバコに 火を つけた 後， 再び 使用す 
ると をは， 2 〜 3 分 程度 待って くだ 
さい。 


A を 意 

■ シガ レッ トライ ターに ついて 

•  24V, 1 2V それぞれ 専用の シガ レッ トライ ターを 使用して ください。 

• シガレット ライターの 金属 部分に 触れないで ください。 やけどを する おそ 
れ びあります。 

• シガレット ライターの 故障 や 周辺 部の 焼 損を 防ぐ ため， なの ことを お守り 
< ださい。 

- シガレット ライターを 押し込まないで ください 
- 他 車の シガ レッ トライ ターを 差し込まないで ください 
- ソケッ ト から トヨタ 純正 部品し ツ 外の 電化製品の 電源を 取り出さな いでく 
ださい 
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A ミち 意 

■ シガ レッ トライ ターに ついて 

参 20 砂し i (上 たって ち 元の 位置に 戻らない とさは 故障して いる おそれび あり 
ます。 飛び出し 不良は 火災の 原因になります ので すみやかに トヨタ 販売店 
で 点検- 整備を 受けて < ださい。 

• 押し込んだ まま 席から 離れないで ください。 火災の 原因になります。 

参 シガ レッ トライ ターを 変形 させた とさは トヨタ 純正 部品と 交換して くださ 
し、。 シガ レッ トライ ターの 変 おは 巧び 出し 不良と なり 火災の 原因に なり ま 
す。 

•シ U ン ダーに プラグを 差し込んで 電源を 取る 巿販品 （コーヒー ポット. 掃 
除 機な ど） は 使用し ないで ください。 配線な どび 過熱し， 乂 巧の 原因に な 
ります。 


巧 皿 ★ 


A 


► 前部 席の ドア 側 


n 灰皿 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り扱い 


A 警告 

■ 义災を 防 ぐた め に! •ソ 下の こと を 必ず 守 つてく ださい。 

参 マッチ- タバコな どの 火は 完全に 消してから 灰皿に 入れて ください。 吸い 
びら に 延焼して 火災の 原因に な ります。 

• 使用 後は 必ず 面た を 閉めて < ださい。 

• 灰皿の 中には 吸いび らし U 外の 物 （特に 紙 < ず や 空箱な どの 燃え やすいちの) 
を 入れないで  <  ださい。 

• 灰皿の 中には 吸 いびらを ためす ざないで < ださい。 

• 火の ついた タバコ や 吸 いびらな どは 絶対に 窓の 外に 巧げ 捨てないで くださ 
し、 道路を ミちす ばかりで な <, 火災の 原因になります。 


移動 式 七 パレー ター バー ★ 


[取り外し 方 


セ パレーター バー 端の ツマ 5 を 持って， 
① 「UNLOCK」 側に 回した まま ③ 内側 
へ 引き ③ 「LOCK」 側に 回して 固定して 
から 左ち の ブラ ケッ ト からが します。 


1 取 日付け 方 

• 取り外した ときのを の 手順で 行い， ツマ ミを 「LOCK」 側に 回して セ パレーター 
ノ （一を 固定し ます。 

* セ パレー ター バーは 荷 室 後ち にち 取り付ける ことび でを ます。 


网巧識 


■ セ パレー ター バーに ついて 

• 移動 式 セ パレー ターは 必ず 荷 室の いちばん 前の 位置になる よ ラに 取り付けて 
使用して ください。 

取り外した まま 走行す ると 不正 改造になります。 また， 紛失す ると 車検を 受 
ける ことび でを なくなります。 
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目. アクセサリー- 装備 品の 取り扱い 


七 パレー ター カーテン ★ 


|i^ 動 式 


アクセサリー. 装備 品の 取り扱い 


□ オーバーへ ッ ド コンソール ★ 
0 シー トバック トレイ ★ 

日 ドア ポケット 
0 オープン トレイ 
日 ボ トル ホルダー 


因ア ッバーボックス 
H 物入れ 
回 買い物 フック 
gj シー トバック ポケット 
の センターコンソール ★ 


* コンソール ボックス 類は お 車の 仕様に よ D 異な D ます。 

* ボック ス 類の ドアを 開けた 状態で 走行 しないで く ださい。 

* ボックス 類の 中に 高温で を険 になる ちの （ライター. 強 燃 性 スプレー 吿， ぺッ 
ト ボトルな ど） や， 変形す る おそれび ある ものは 入れないで ください。 
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■ボ トル ホルダ ー 


ペット ボ トルな どの ボ トル 類を 入 
れて 使用し ます。 

キャップ 付を ボ トル!; (外は 置かな 
いで  <  ださい。 


•ボタンを 押す と. ボトル ホルダーが 
展開し ます。 使 巧 しないと をは 収納 
して  <  ださい。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り 巧い 


[シー トバック トレイ ★ 

使用 するとを は， ロック 解除 レバーまたは ロック 解除 ストラップを 引いて， 背 もた 
れを 前に 倒します。 

► 標準 キャブ 


U □ック 解除 レバー 


n □ック 解除 ストラップ 


•使用 するとを は， ロック 解除 レバー 
を 引いて， 背 もたれを 前に 倒しま 
す。 

* トレイと して 使用で をます。 
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1 

貢い 物 フック 

• コンビ-袋 やゴニ 袋な どを かけて 
使用し ます。 

* 買い物 フック （2 力 所） の耐 荷重は 
各 Ik 目し U 下です。 

幾 

r 

1 

シー トバック ポケット 

雑誌な どを 入れて 使用 します。 
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8. アクセサリー- 装備 品の 取り扱い 


ム 警告 

■ コン ソール ボックス について 

参 オーバーヘッド コンソールに 重い ちの （3k 巨し i (上） や 工具 等の 落ち やすい 
ものを 載せないで ください。 走行 中 落下して， 運転の さまたげになる おそ 
れび友 0 ます。 

参 走行す る 前に シート バック トレイび 確実に 固定され ている ことを 確認して 
ください。 確実に 固定して いないと 急 ブレーキを かけた とを などに シート 
バック トレイび 飛び出し， 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 

■ボ トル ホルダー について 

• ボトル ホルダーには， キャップ 付を ボトルし ツが のちのを 入れないで くださ 
し、。 急 ブレーキを かけた とを や 衝突 時に 収納して いたちのび 飛び出し， け 
びを する おそれび あ ります。 

• 急 ブレーキを かけた とを や 衝突 時に， ボトル ホルダーに 体び あたるな どし 
て， 思わめ けび をす る おそれび ありを 険 です。 ボトル ホルダーを 使用し な 
いとを は 収納して おいてく ださい。 

• チル ト キャブ 操作を するとを は， ボトル ホルダーに 飲料な どび ない ことを 
確認して ください。 電気 部品な どに かかる と 故障の 原因と なったり， 車両 
火災に つなび る おそれび あ D を険 です。 


A ミち 意 


■ シー トバック トレイに ついて 

参 シート バック トレイの 上に 柔 ったり， 大 をな 力を 加えないで ください。 損 
傷す る おそれび あります。 

■ボ トル ホルダー について 

•破損す る おそれび あるた め， ボトル ホルダーに 手を ついたり， 足で 踏んだ 
りしないで くださし、 
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正しい 運輯 操作 
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I .正しい 運輯 操作 


巧 進 前の 準備 


1 エンジン 始動 前の 準 摘 


柔車 する 前に， 車の 周りに 人 や 障害物 
びない ことを 確認す る。 


ノ て ー キング ブ レーキび 確実に 効いて い 
る ことを 確認す る。 


タイヤに 輪 止めび 掛けて ある 場合には 
がす。 


字 巧 


• 燃料 バルブ (赤色) を 開 <d(LPG 車) 
* 燃料 タンク （ボンべ） の 取 D 付け 状 
態に 異常び なし) かを 確認し， 燃料 取 
り 出し バルブ （赤色） を 開を ます。 


9-2 


目. 正しい 運転 操作 


正しい 運転 姿勢び とれる よ ラに ドライ 
バー シート， 八ン ドルを 調整す る。 


後ち や 側 方 および 直前- 直 左の 状況び 
十分に 確認で さるよ ラに， 各 5 ラーを 
調整す る。 


シートベルトを 正しく 装着す る。 


不要な ランプ やア クセヴ U —類の ス 
イッチを 切る。 
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9 .正しい 運 乾 操作 


シフト レバーを 「N」 ( rpj , 「(風」 位 
置 付 さ 車では 「P」， 「(風」） の 位置に あ 
る ことを 確認す る。 


t エンジンの 始動 -お 機 

* エンジンの 始動ち 法には， 「通常 または エンジンび 暖まつ ている とを」 と 「寒; 令 
時に エンジンを かける とき」 びあります。 (- P.5-5) 

* エンジンの 暖機 運転 （一 P.5-11) 

1 メー ターパネル 巧の 確認， レバー 操作 

■ 1 •ソ 下のを 件で 発進して ください。 

□ 水温 計の 針び 適正 温度 域内を 指示 
B 警告 好 消な 

因 パーキング ブレーキ レバーは 完全に 戻す 
Q 発進は， 1 速 または 2 速から 静かに 

ム 警告 _ 

■ スタ ー タ ー キ ー について 

参 スターターキーを 抜いた まま， または 「LOCK」 の 位置に した ままで 絶対 
に 走行し ないで ください。 八ン ドルび ロックされ 操作び でさ なくなりを 険 
です。 

■ エンジン 始動に ついて 

• 万一の 急 発進に そなえ 必ず ドライバー シートに 座り エンジンを かけて < だ 
さい。 （一  P.9-2) 
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9 .正しい 運転 操作 


八 イブ リツ ド 車の 効率の よい 運拓 操作 


fECQj 


の 


•  ECO モー ドを 使用し， PWR モード 
は 必要 最小限で 利用す る。 


• 排気 ブレーキ レバーを 引を っぱな 
しにし ない。 


•  ECO ランプび 点な する よ 5 な 運転 
をむ 掛ける。 


• バッテ U —容 量 ランプび 3 〜 4 個 
点灯す るよ ラむ 掛ける。 


• 積極的に エネルギー 回生を 行 5。 

□ 早めの アクセル オフを む 掛ける。 

且ま 全に 留意し， ブレーキは 停車 直前 
まで 控える。 


• アイ ドル ストップを 積極的に 活用 
する。 


• 高速道路 主体の 走行は 八 イブ U ッ ドの 効果び 小さ < な 0 ます。 
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I .正しい 運輯 操作 


走 巧 時の ま 意 


走行 中は なの 点に 注意す る ほか， 異常び 認められたら， ただちに ま 全な 場所に 停車 
させて， 点検して ください。 なお， 原因び 不明な とを や 整備び 困難な とさは， トヨ 
夕 販売店に ご連絡  <  ださい。 


f を 巧 中のを 意 

► エンジン スイッチは 「ON」 の 位置! •ソ がに しないで ください 

• 警告 灯 類- メーター 類の 電気回路び 作動し ないだ けで な <, 電気 部品を こわ 
す おそれび あります。 

► さ 警告な （ホ ランプ） が 消えて いるの が 正常で ず 

参 点 好また はブヴ ーび 鳴ったら， ただちに ま 全な 場所に 停車 させて， 点検して 
ください。 

► シフト レバーの 操作は， ゆっくり 行って ください 

• 急 発進'  急停車は， 緊急のと をし U がは でさる だけ 避けて ください。 

► さ 5 ラーは， 常に 車両の 直前- 直 左- 側ち- をち の 状況が 十分に お認 でさる 位 
置に 調整 して おいてく ださい 
► 異音- 異常 振動- 異臭に ま 意して < ださい 

参 異常を 認めた とさは ただちに ま 全な 場所に 停車 させて 点検して < ださい。 

► 過 負荷 運転は しないで ください 

• 過 負荷 状態で 長時間 運転す ると， 車両 各部に 悪影響を およぼします。 

► 最大 積載量を 守って ください 

• 過 積載は 法律で 禁じられ ている だけでなく， 車両 各部に 悪影響を およぼした 
り， 事故の 原因に もなります。 

► 走行 中は 絶対に エンジンを 止めない でく ださい 

• ブレーキび 効かな < なるお それび あ 0 ます。 

• パワー ステア U ングび 作動し ない 状態と なり， 八ン ドルび 急に 重くな ります。 

► クラッチペダルを 踏んだ まま， また ニュー トラ ルの まま 走行し ないで ください 

• エンジン フ レーキ， 排気 フ レーキび 効かな < なります。 

• クラッチペダルに 足を 乗せた まま 運転し ないで ください。 

► 半 クラッチは， できるだけ 使わないで ください 

参 クラッチを 摩耗させる 大 をな 原因になります。 
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目. 正しい 運転 操作 


► 力ー ブを 巧び ると きは， あ 6 かじめ 減速して ください 

• 内輪 差に ま 意し、 狭い 街 中な どでは アウター 5 ラーに より 十分 後ち- 側 方を 
確認して ください。 


•八ン ドルを 切りな びら 強く フ レーキを かける と， タイヤび ス U ップ し， 車両 
の 最後 部び 流れた りする ことび あります。 

• 滑 0 やすい 路面 （めれ た 路面- 凍結 路面- 雪路 など） では， ス U ップ してち 
向を 失い やすくなります ので， フ レーキの かけち には ま 意して ください。 

• 急八ン ドルは タイヤを 摩耗させる ばかりでなく， 車両の 横転 や スピンの 原因 
になる ことび あ 0 ます。 

•八ン ドルび 急に 重くなる など， 異常を 認めた とさは， ただちに ま 全な 場所に 
停車 させて， 点検して ください。 

■ 急 ブレーキ 


* 緊急 時は フレー キ ペダルを いっぱ 
いに 踏み込んで ください。 急 ブレー 
キび かか 0 急停車し ます。 


[上 0 巧 •下 日 坂の 走行 

► 上り 巧 

•已 AMT まは， 「S」 レンジで 走行 中の 上 D 坂では 早めに シフトダウンを 行い. 
エンジン および 八 イブ U ッ ド システムに 負担を 掛けない よ ラに してく ださ 
し、。 

•已 AMT 車は， 「S」 レンジで 走行 中の 化い 回転 数で 走行を 続ける と 八 イブ U ッ 
ド システムに 負担び かかり， 電力の 消費び 大 をくな ります。 

► 下り 巧 

•急勾配 や 長い 坂道を 下る とさは， あらかじめ ブレーキを かけ， ブレーキび 正 
常に 作動す る ことを 確認して ください。 

•下り坂では 上り坂と 同じ 変速 段を 使用し， エンジンブレーキ， 排気 ブレーキ 
を 有効 活用し， 必要に応じて フット ブレーキを 併用して， スピードの 出しす 
ざに ま 意して ください。 また， これにより フット ブレーキの 負担を 少なく す 
る ことび でを ます。 

• 下り坂では エンジンを オーバーラン させない よ ラに ミ 主意して ください。 

• シフトダウン するとを は， 十分 減速して から ギヤ チェンジを 行って ください。 

•已 AMT 車は， HV バッテ U —び 満 充電と なり， 回生に よる 減速 力び 低下す る 
場合び あります。 必要に応じて 排気 ブレーキ や フット ブレーキを 併用し、 ス 
ピー ドの 出しす ざに ま 意して ください。 
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I .正しい 運 乾 操作 


[高速 道 巧のを 巧 

• 高を 道路では， 一般 道路と 比較して， ほとんど 支障の ない よ ラな ル さな 原因で 
ち 大事に いたる おそれび あります。 

► を 全 運転を む 掛ける とともに， 次の ことを 守って 走行して ください 

参 曰 常 （運行 前） 点検を 確実に 行って ください。 燃料， を 却 水， エンジン オイ 
ル， V ベルト， タイヤは を 入りに 点検して ください。 （一 P.12-1) 

参 シートベルトは 必ず 着用して ください。 

•本線へ 進入 するとを は， 方向 指示な で 早めに 合図し， 加速 車線で 十分 加速し 
なびら， 後ち および 本線 上の 車の流れを 十分 確認して < ださい。 

参高连 走行は， 速度に 対する スピード 感び 大幅に 鈍くな ります。 速度は 常に ス 
ピー ド メーター により 確認して ください。 

• 高速では， わずかな 八ン ドル 操作で ち 車は 大 をく 移動し ます。 八ン ドルは 徐々 
に 操作して ください。 

• 車間距離は 十分 とってく ださい。 


• 車間距離は 少なくとも 速度 （km/h) 
を 距離 （m) におを かえた 数値を あ 
けて くださし、。 80km/h で 走行して 
いると をは 80m の 車間距離を とる 
よ ラに します。 また， レーンを 変更 
するとを は， 特に 後続 車に ミ 主意し 早 
めに 合図して ください。 


• 雨天 時は スピードを 控えめ にして ください。 ス U ップを 起こしたり タイヤび 
浮いて 八ン ドル や ブレーキ びを かなくなる 八イ ド □プレーニング 現象び 発生 
する ことび あ D ます。 

• 急 ブレーキは スピン やス U ップを 起こし やすく 非常にを 険 です。 

参 急 ブレーキを かける お 要の ない 運転を む 掛けて < ださい。 

•フット ブレーキを 使いす ざると フ レーキび 過熱し， フェード 現象， ベー パー 
ロック 現象の 発生 やフ レーキ ドラム または ディスク □ー ター および ライ ニン 
グ または バッ ド そのほかの 部品の 早期 摩耗- 寿命 短縮を 招を ます。 

• エンジンブレーキ， 排気 ブレーキを 効果的に 使い. 必要に応じて フット ブレー 
キを 使用す るよ ラに む 掛けて ください。 
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目. 正しい 運転 操作 


横風に ミ 主意して ください。 特に トン 
ネルの 出 □付近 や 切り通しを 出た 
とを， 横風を 受けて 車体び 流される 
ことび あります び， あわてずに 速度 
を 下げな びら 徐 々に 進路を 修正し 
て  <  ださい。 


•本線から 出る とさは， 合図を 早めに 行い エンジン フ レーキ， 排気 ブレーキを 
有効 活用し， 必要に応じて フット ブレーキ などを 併用し， 適切に シフト ダウ 
ンを しなびら 減速して， 減速 車線に 移動 してく ださい。 


■おおのを 巧 


砂利道， ミ 尼 道な どは イ氏速 ギヤで ゆつ < 
り 走行して ください。 


[悪天候 時の 走 巧 


参 雨の 降り はじめは， 特に ス 1」 ップし 
やす < を険 です。 車 速を 落とし， 急 
ブレーキを 避けて， 十分 注意し なび 
ら 走行して ください。 

参 水たまりを 走行す ると， ブレーキの 
効を びな 下す る ことび あります の 
で， ま 意して ください。 


•霧のと をは， フォグ ランプを 点な させ， センターライン や 前ち をよ く 確認し， 化 
速で 走行して ください。 
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I .正しい 運 乾 操作 


• 雪路 または 凍結 路を 走行 するとを 
は， タイヤ チェーン， スノータイヤ， 
スタ ッ ドレス タイヤな どを 装着し， 
ス ピー ドを 控えめ に してく ださい。 

•雪路 または 凍結 路 では， ス 1」 ップし 
やす < を険 です。 急 ブレーキ や 急 八 
ン ドル 操作は 避け， 車間距離を 大を 
くと り， 十分 注意し なびら 走行して 
< ださい。 


[ABS 付 ま 車の 運 面 上のを 意 

*  ABS はまして 万能な 装置では な <, 限界を 超えた 走行- 停止を 可能と する ちの 
ではありません。 

► 運転ず る 場合は， 次の ま 意 事項に 留意の 上， まを 運転を 巧って ください。 

*  ABS は， 滑り やすい 路面 上での 制動 距離を 短 < する 装置では ないた め， ABS 付 
を 車で あってち 滑り やすい 路面 上では 通常の 乾燥 舗装 路 に比べ 制動 距離は 長 < 
なります。 深い 雪- 砂利道な どでは ABS び 作動す ると， ABS び 付いていない 
車より ち 制動 距離び 若干 延びる ことち あります。 

* 路面の 状態と タイヤの 状態 （タイヤの 種類 •摩耗 状態な ど） を 常に 考慮し， 安 
全 運転を 守り， 車間距離を 適正に なっ て 走行 してく ださい。 

*  ABS は 車両の 発進， 加速， 旋回な ど 制動 時し ツ がで 生じる 車輪の ス U ップ には 働 
をません。 また， 非常に 滑り やすい 凍結した 路面な どでは， タイヤの グ リップ 
力び 化 下し， 八ン ドルび 適正に 切れず， 車両び 不安定と なること びあります。 常 
に， 路面 および タイヤの 状態に 合った ま 全速 度を 守って 走行し， 急 ブレーキを 
避ける よ ラに してく ださい。 

* 非常に 滑り やすい 凍結した 路面な どでは， 強い エンジンブレーキを 働かせる と， 
駆動輪び □ック し， 車両び 不安定と なること びあります。 （この場合には， ABS 
は 作動し ません） このよ ラな とさは， クラッチを 切る か， シフト レバーを 「N」 
の 位置に し， 駆動輪への エンジンブレーキの 作用を 一度 断った 後， 適正な レバー 
位置に して 走行して ください。 

*  ABS び 作動す ると， 八ン ドルに 若干の 振動 （特に， 左ち 輪の 路面 状態び 異なる 
場合） および 取られを 感じる ことび あります。 また， ABS 機器から 作動 音び 発 
生し ます。 これらは， 異常ではありません。 あわてずに， 適切な 八ン ドル 操作 
を 行って ください。 

* ブレーキ ペダルを 踏んだ とを， 作動 音と とちに ペダルび ル 刻みに 動く ことび あ 
ります。 これは ABS び 正常に 作動して いると をの 現象で 異常ではありません。 
さらに ブ レーキ ペダルを 強く 踏み 続けて く ださい。 

*  ABS び 装着され ていない 車両と 同様, タイヤの 状態と 路面の 状態を 常に 考慮し. 
ま 全速 度を 守 0, 急 ブレーキ， 急 加速， 急八ン ドルを 避け， ま 全 運転を む 掛け 
てくだ さい。 

* 指定 サイズし U 外の タイヤを 装着 するとを は， トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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目. 正しい 運転 操作 


f ブ レー キ 油圧 加圧 機能 付を 車の 運 面 上のを 意 

• ミ 夫して 万能な 装置では な <, 限界を 超えた 走行からの 安定した 停止を 可能と す 
るち のではありません。 


|TRC 付 ままの 運 面 上の ミち 意 

•  TRC はまして 万能な 装置では な <, 限界を 超えた 走行を 可能と する ちので は あ 
りません。 

► 運 面ず る 場合は， 次の ま 意 事項に 留意の 上， ま 全 運転を 行って ください 

*  TRC 付を まは， 滑り やすい 路面に おいて 発進 •加速 時の タイヤの 空転を 抑え， 
駆動の 確保を 補助し ますび， タイヤの グ U ップ カび 上び るね けではありません。 


*  TRC び 作動す ると， アクセル ペダルを 踏み込んで いてち エンジン 回転 数び 化 下 
する ことび あります び， TRC の エンジン コントロールび 作動す るた めで， 異常 
ではありません。 

* タイヤの 状態び システムに 大 をく 影響し ますので， タイヤの 状態には 細む のを 
意を してく ださい。 

* 指定 サイズし ツ かの タイヤを 装着 するとを は， トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


を アドバイス 


■  TRC を 装着して いても アクセル， クラッチの 急な 操作は 避けて ください 

• 樹 こ， 滑り やすい 路面での 発進は TRC を 装着して いない 車と 同様に 半 クラ ッ 
チを 効果的に 使い， 静かに 発進して ください。 


■ 

• 走行 中， アクセル ペダルから 足を 離した とさに かかる フレー キカです。 

* ほ 速 ギヤ ほどよく 効を ます。 

■ フエード 現象とは 

参 ブレーキの 摩擦 面び 過熱す ると 摩擦 力び 減少す るた め， 同じ 力で ブレーキ ぺ 
ダルを 踏んで ち ブレーキの 効を び 悪くなる 現象です。 

■ ベーパー □ック 現象とは 

• ブレーキの 摩擦熱に より ブレーキ 液び 過熱され て 沸騰し. 気泡び 発生して， ブ 
レーキ ペダルを 踏み込ん でち 気泡を 圧縮す る だけで ブレーキ カに ならない 現 
象です。 

■ オーバーランとは 

• エンジンの 許容 最高 回転 数を 超えて 回転させる ことです。 

* 各部に 無理び 生じて エンジン などを 破損させる ことになります。 


因 知識 _ 

■ エンジンブレーキとは 
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■  A イ ド □プレーニング 現象とは 

参 路面び 水で おおわれて いると をに 高速で 走行す ると， ある 速度し U 上になる と 
水上 スキーの よ ラに タイヤび 水の 膜の 上を 滑走す る 状態に なり， 操縦 不能に 
なること をい います。 


■  ABS  (アンチ □ッ クブ レー キ システム） とは 


• 雪路 などの 滑り やすい 路面で 急フ レーキを かけて ち 車輪び ロック しないよ 5 
にし， 車両の 尻 ふり などを 抑え 車両を 安定した 状態で 停止し やす < する 装置 
です。 


■ ブレーキ 油圧 加圧 機能とは 

• ブレーキ ブースターの 助勢 効果び ほ 下した とを， ブレーキ 油圧を 加圧し 必要 
なフ レーキ 性能を 確保す る 機能です。 

■  TRC  (トラ クシ ヨン コント □- ル） とは 

•雪路 •氷結 路 などの 滑り やすい 路面で， 駆動輪の 空転を 減少 させ， 発進-加 
速 性， 直進 性， 登坂 性の 向上に より ドライバーの 負担を 減らし， 走行 ま 定性 
を 確イ呆 しよ ラと する 装置です。 

■  VSC  (ビ ーク ルスタビ リ テイ コント □- ル） とは 

• 急な 八ン ドル 操作 や 旋回 時に 発生す る 車両の 横す ベり や □ー ル 現象を 軽減す 
る 装置です。 


ム 警告 

■ エンジン ブ レー キ， 排気 ブ レー キを 併用して ください 

•フッ ト ブレーキを 使いす ざると ブレーキび 過熱して 「フェード 現象」 や 
r ベー パー ロック 現象」 を 起こし， ブレーキの 効を び 悪くなる おそれび あり 
危険です。 

■ シフト レバーを 「N」 位置で 走行し ないで ください 

参 エンジンブレーキ， 排気 ブレーキび 働かない ので フット フ レーキの 効を び 
悪  <  なります。 

■ 急 ブレーキを かける ときは 十分 ま 意して ください 

• 停車 時 強い ショックを 伴います。 

■ 緊急 時! •ソ がは 急 ブレーキを かけない ようむ 掛けて ください 

参 急 ブレーキを 使いす ざると， タイヤ， ブレーキ ドラム， ディスク □一夕一, 
ライニング， パッド 等の 部品の 早期 摩耗を 起こし， 寿命を 非常に 短く しま 
す。 

■  /\ン ドルの 切りち に 応じた ブレーキを かける よ ラに してく ださい 

参 旋回 中の 急フ レーキは スピンな どの 原因になります。 

■ ペダルを 踏み 続けて ください 

•ブ レーキ ミ 由 圧 加圧 機能び 作動 して ブ レーキ ペダルび 大を  <  動いて 床まで 達 
する ことび あります び， そのまま ペダルを 踏み 続けて ください。 
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A 警告 


■才 一/  ラ ンを 起こ さない よ うに ミち 意して く ださい 

• 下り坂を 走行 するとを は， シフ ト ダウンを 1 段ず つ 行って ください。 

■  TRC を 過信し ないで ください 

•  TRC び 作動した 状態で ち 車両の ち 向 ま 定性の 確な には 限界び あります。 無 
理な 運転は 思わめ 事故に つなび り， 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける お 

それび ありを 険 です。 常に ま 全 運転に むびけ， g) ランプび 点滅した とを 
は， とくに 慎重に 運転して ください。 

■  ABS を 過信し ないで ください 

•  ABS び 作動した 状態で ち， ス U ップの 抑制 や八ン ドルの 効を ちには 限界び 
あります。 無理な 運転は 思わめ 事故に つなび り， 生命に かかわる 重大な 傷 
害を 受ける おそれび ありを 険 です。 

ABS は 過信せ ず 速度を 抑え， 車間距離を 十分に とって ま 全 運転に むびけ て 
ください。 

参 ABS は タイヤの グ U ップ 限界を こえたり， 八イ ドロ プレーニング 現象び 起 
こった 場合は 効果を 発揮で をません。 

■  ABS は 制動 距離を 短く ずるた めの 装置ではありません 

参 なの 場合な どは ABS の 付いていない 車両に 比べて 制動 距離び 長 < なること 
び あ ります。 速度を 控えめ に して 車間距離を 十分 とってく ださい。 

- 砂利道， 新雪 路を 走行して いると を 
- タイヤ チェーンを 装着して いると を 
- 道路の 継ぎ目な どの 段差を 乗り こえる とを 
- 凸凹の ある 路面 や 石 だた みな どの 悪路を 走行して いると を 
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I .正しい 運輯 操作 


• 停ま 時の ミち 意 


W 


• 駐 停車び 許されて いる 場所で， かつ ほかの 交通に 迷惑を かけない ま 全な 場所 
を 選んで ください。 


• 坂道の 駐車は 避け， 平らな 場所を 選 
んで ください。 坂道に 駐車す ると. 
駐車 中に 車び 動を， 事故に つなび る 
おそれび あ D ます。 

• やむ を 得ず， 坂道で 駐車 するとを は 
バー キング ブレーキを 確実に 効か 
せ， 車び 動かない ことを 確認して か 
ら タイヤに 輪 止めを かけて くださ 
い。 


•  ES スタート ★は， パーキング ブレーキでは あ D ません。 

参 盗難 防止の ため， 車内には 貴重品を 置かず. 窓を 確実に 閉め， スターター キー 
を 抜を 取 D, ドア □ック してく ださい。 

• ほかの 交通から 駐 停車して いる ことび 良く 分かる よ ラに， 各 ランプの レンズ 
や 反射 器の ちれを 良 < 拭き取って ください。 

► フラッ トス ポッ トを かなくずる ために 駐車 時は; 夕の 点に ま 意して ください 

• 適正 空気 圧， 適正 荷重の 励行 
• 荷物を 積んだ ままでの 長時間 駐車を 避ける 


フラッ トス ポッ トび 発生し やすい 

フラッ トス ポッ トび 発生し にくい 

パ‘ イアス タイヤ 

ラジアルタイヤ 

新品の タイヤ 

摩耗した タイヤ 
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目. 正しい 運転 操作 


を アドバイス 


■ 万一のために 

• 縁石な ど 障害物の ある 方に 八ン ドルを 回して おくと 安全です。 


因 知識 


■ フラッ トス ポッ ト とは 

♦特にを 期， 長時間 駐車して， タイヤ 接地 部の 変形び しばら < 元に 戻らない 現 
をを いいます。 走り 始めは 3’ 卜 3’ 卜 振動し ますび， 己〜 30 分の 走行で 元の 
状態に 戻ります。 


A 警告 

■ 仮 旧ず ると をは 必ず エンジンを 止めて ください 

• 眠って いると をに 無意識に アクセル ペダルを 踏み込んだり， シフト レバー 
を 動かしたり すると 事故 や エンジン- 排気管な どの 異常 過熱に よる 火災の 
原因に なりを 険 です。 

■ 風通しの 悪い 巧で 駐 停車し ないで ください 

参 周囲の 状況によっては， 排出 ガスび 車内に 侵入し 一酸化炭素中毒に なるお 
それび あ 〇を険 です。 

■ パーキング ブレーキは いっぱいに 引いて ください 

• パーキング ブレーキ レバーの 引を び 不足いて いると 駐車 中に 車び 動を， 事 
故につな びる おそれび あります。 

■ 駐車ず ると をは 

参 坂道に 駐車 するとを や， 長時間の 駐車 および 車両の 点検'  整備な どの 作業 
を するとを は， を険 防止の ためおず タイヤに 輪 止めを 掛けて ください。 

■ ギヤ 入れ 駐車に ついて 

• トランス 5 ッシ ヨンの ギヤを 入れた 状態で 駐 まする 必要び あると をは， 
パーキング ブレーキを 使用し エンジンび 回されても 始動 しないよ ラに， ス 
ター ター キーを 巧を， さらに タイヤに 輪 止めを 掛けて ください。 

■ 枯草や 紙く ずな ど 燃え やず い 物び ある 場所に 車を 止めないで ください 

• 走行 直後は 排気管 や マフラー 付近び 高温に なって います。 燃え やすい 物び 
近くに あると 火災の 原因になります。 
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積 巧 


積 荷は 最大 積載量し i (上に 積まないで  <  ださい。 


[荷の 積み 方 


•積 荷の 下に ウ マを 用いる とさは， ウ 
マの 位置に ミ 主意し 巧 等に 支えて < 
ださい。 


• 積 荷は 巧 等に 積んで  < ださい。 巧 等 
に 積めない 場合は 極力 荷台の 中む 
付近に 積んで ください。 
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• 長 尺 物は 極力 荷台 後端より 出さず 
ウ マを 使用して ください。 なお， 
ガード フ レームと 荷台 後端 部の 2 点 
で 支持す るのは を険 です ので 避け 
て  <  ださい。 


•  ロープ- シー ト 掛けは 確実に 行って 
< ださい。 

* 積 荷び 重量 物の 場合は 荷台に 確実 
に 固定して ください。 

•シート， 幌 などは， バタつ かないよ 
ラに ロープな どで 確実に 固定して 
< ださい。 


ホ 排気管に 接触し ない よ ラに 気をつけて ください。 

* 空気 取り入れ □をふさび ない よ ラに 気をつけて ください。 

シート， 幌 などび 空気 取 0 入れ □で 吸われた とさは， 出力 不足な どび 発生し， ェ 
ン ジン 不調の 原因になります。 


A 警告 

■ 過 積載は 法律で 禁止され ています 

•過 積載を すると， 通常よ 0 制動 距離び 延びるな ど， 思わめ 事故 や 故障の 原 
因になります。 また 車両 各部の 損傷を 早めます。 

■ 積 巧び 滑り やず く， あるいは バランスを くずし やず いとき は 

• 積 荷の 滑り止めを 行い， その上に ワイヤー や ロープで 確実に 荷台に 固定し 
てくだ さい。 固定 しないと 制動 時- 旋回 時に 荷く ずれを 起こす おそれび あ 
ります。 

■ シー ト端や □ープ を キャブと 巧 台の 間に まれ 下げないで ください 

•走行 中， キャブと 荷台の 間に 燃え やすい ものび あると， エンジンの 熱に よ 
り乂 巧の 原因になります。 

■ シー トや □-プ を 排気管に 接触し ないように してく ださい 

• 排気管の 熱に より 火災の 原因になります。 
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A 警告 

■ 巧は 高く 積まないで ください 


• 横風を 受けた とを や 旋回 時に 車両 
び 横転す る おそれび あ 0 ます。 


■ 巧を 積む ときは 誤つ た 積みち を しないで ください 

• 積 荷び 不ま定 となり， 荷 < ずれに よる 重大な 事故の 原因と なる ばかりで な 
く， 集中 的に 荷重び かかり， 荷台 や フレーム 周りを 傷める おそれび ありま 
す。 
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LPG まの 上手な 取り扱い 


[長期 駐車に ついて 


燃料 取り出し バルブ 馈 色） を 閉じて 
< ださい。 


匿ち 却 化に ついて 

• 必ず トヨタ 純正の; 令 却 水を 50% の 濃度に して 入れて < ださい。 


f 燃料 ぉ繳 こつぃて 

A 警告 

■  LPG の 補給は， LPG の ガス スタンドの 係員に おまかせ ください 

参 LPG 補給 時は， 指定の 場所し i (がで 火気を 取り扱わな いよ 5 十分 ごま 意 < だ 
さい。 引火す る おそれび ありを 険 です。 

b む h  I エンジン スイッチを 「LOCK」 の 位置に 回す。 

則 2] プ □テ クターカバーにつ いている フタの ツメを 引を 上げる。 


補給 □の ビニール キャップを がす。 
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燃料 取り出し バルブ （赤色） を 閉じ， 燃 
料 充てん バルブ （灰色） を 開 <。 

[| 燃料 取り出し バルブ （赤色） 

0 燃料 充てん バルブ （灰色） 


y ：rf  5 1  LP ガス 充てん ガンを 確実に セット しま 入す る。 
b む 1 6 1 燃料 充てん バルブ 版 色） を 閉じ， 燃料 取り出し バルブ 啸 色） を 開く。 
HIE  LP ガス 充てん ガンを 外し， 補給 □に ビニール キャップを 取り付ける。 
プロテクター カバーに ついている フタを 閉じる。 

圓燃料計 

■ 燃料 タンク （ボンべ） 容量 


参 外周の 表示び 燃料 タンク （ボンべ） 
内の 燃料 容量を％ 表示で 表します。 
参 標準 キャブ 90L  (充てん 時 7 日 L) 
• 標準 キャ フ 1 07L  (充てん 時 90L) 

* 燃料は タンク 容量の 85% 程度まで 
しか 入れられない ことび， な 安基 準 
で 定められて います。 


因 知識 _ 

■ 最大 充てん 量は， 周囲の 温度 や LP ガスの 組成 成分に より 変わりまず 

• 充てん すると さには， 燃料 計を 確認し なびら 行って ください。 

* 〔目安〕 1 已 でのと をの 最大 充てん 量は， タンク 容量の 約 8 己％ です。 

■  LP ガスは， r 高圧 ガス 巧 まま」 の 適用を 受けまず 
• 燃料 タンク （ボンべ） には 容器の 所有者 表示び 義務づけられて います。 

■ 燃料 取り 出し バルブは ゆっくり 開けて く ださい 
•燃料 取 0 出し バルブ （赤色） を 急に 開ける と 過 流 防止 弁び 作動し， 燃料の 供 
給を 遮断す る ことび あ D ます。 

•過 流 防止 弁び 作動した 場合は， 燃料 取 0 出し バルブ （赤色） を 完全に 閉めた 
後， 再度 ゆっくり 開ける よ 5 依頼して ください。 
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冬期- 夏期の 取り扱い 


冬期の 取り扱い . 10-2 

夏期の 取り扱い . 10-8 
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10. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


[  冬期の 取 0 扱い  ] 

1 を 苗] 水  1 

• を 却 水の 濃度を 予想され る最 化が 
気温に 合った 混合 割合に 調整し ま 
す。 

* を 却 水の 混合 割合 （^P.  13-31) 

LLC 

1 エンジン オイル 

•外気 温が 低下す ると エンジン オイルの 粘度が 高 <  (硬く） なり、 エンジン がま 
わりにく くなります。 冬期に 入る 前に 外気 温に 合った オイルに 交換し ます。 

东 エンジン オイルの 交換 （一 P. 14 - 己） 

■ エンジン オイルの 粘度 （SAE 粘度） 

ディーゼル 車 


が 気温む 

-40  -30  -20  -10  0 10  20  30  40 
— I —— I —— I —— I —— I —— I —— I —— I —— I- 

■ :  [  15W-40  ) 

\  H _ 10W-30 _ ] 

: I _ _ ] 


《 ガソ U ン車 のみ 使 巧 可能な オイルです。 


ガソリン -LPG 車 


が 気温む 

-40  -30  -20  -10  0 10  20  30  40 
— I —— I —— I —— I —— I —— I —— I —— I —— I— 

: : I _ 10W-30  > 

: く _ 日  W- 30  _ 〉 

I  <  _  _ 5W：20*_  _  _  > 

: く ~  —  —OV 应 0*  舶 覇" - 〉 
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0. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


t 燃料 

■ 軽油の ま 結 温度 


燃料 

凍結 温度の 目を 

J に特 1 号 軽油 

十日 で UTF 

J に 1 号 軽油 

一 2 .己て: UTF 

JIS  2 号 軽油 

一 7 .日 ICUTF 

JIS  3 号 軽油 

一 20 む L ソ下 

J に特 3 号 軽油 

一 30 む 切 下 

• ディーゼル 車の 場合， を 期 や 寒を 地では 燃料び 凍結して エンジンび 始動し に 
くくなる ことび あります。 


参 通常の 輕ミ由 （J 旧 2 号 軽 ミ 由） では 約 一 7 .已 でし ツ 下になる と 凍結し ます。 

• 寒; 令 地に でかける とさは あらかじめ 現地の が 気温に 合った ちのを 補給して く 
ださい。 

♦上記の 表は 一つの 目まで す。 バラ ツキち あります ので， 表に ある 温度より 高 
い 温度で ちず 結す る ことび あります。 

♦特 1 号， 1 号， 2 号輕ミ 由を 使用して を 期に 寒; 令 地に 行 < と， 燃料 タンク 内 や 
燃料 ノ f イプ 内で 輕 油び 凍結す る 場合び あり， エンジンの 始動び 困難に なった 
り 停止した りするな どの 異常を 生じます。 

• 寒波に 襲われ タンクの 燃料び それに 対処で をる かど ラ か 不明で ある 場合， 暖 
かい ガレージに 駐車して 下さい。 緊急 用 対策と しては エンジンを 切らない こ 
と。 


■  LPG 車に ついて 

• 外気 温び 化 温になる と 燃料び 十分に 気化で をず， エンスト'  再 始動 不良の 原 
因になります ので， 寒; 令 時 （5  下） の 始動 後は， 水温 計び 動を 始める 程 
度の 暖機 運転を した あと 走行す るよ ラに してく ださい。 


[タイヤ チェー ンを取 日付ける とま 


• 雪路や 凍結した 路面 またはめ かる 
みでは， 安全に 走行す るた めに タイ 
ヤ チェーンを 装着し ます。 


y ：fi 1 1 タイヤ チェーンを 取り付ける 前に チェーンの 傷- 摩耗を 点検す る。 
hi  i  2 1 タイヤ チェーンを 駆動輪に 装着す る。 
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10. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


* タイヤ チェーンは 必ず タイヤと 同じ サイズの ものを 使用して ください。 
ホ フロント タイヤには タイヤ チェーンを 使用し ないで ください。 


* タイヤ チェーンは， コネクターの 巧 
り 曲 げ 部び タイヤの が 側に 向く よ 
ラ 取り付けます。 


bi  A  3 1 内側 フックは チェー ンの 輪び あまらな しなう に 掛け， 州 則に 引っ張り 内 
側 チェーンの たるみを なく してから 外側 フ ックを 掛ける。 


* フックは タイヤ 側面に 巧し 平らに 
なる ように 掛け， また， チェーンの 
ねじれ や® びりび ない こと を 確認 
してく ださい。 


前 41 チェーンび あまった とさは， モ 端を ワイヤーなどで 固定し， ほかの 部位 
と 接触す るのを 防ぐ。 

bi  1 5 1 スプ U ング バンドは， か 側 チェーンに 巧し 3 力 所し:! 上 バランスび 取れ 
るよう に 掛ける。 

* ダブル タイヤに 使用す る 場合は， ダブル タイヤ 用の タイヤ チェーンを 使用して 
< ださい。 

* タイヤ チェーンは ゆるみの ない よ ラに 取り付け， 己〜 10 分 走行 後に 点検し， そ 
の 後ち 常に タイヤ チェーンの 取り付け 状態に ミち 意して ください。 

* タイヤ チェーンを 着脱 するとを は， タイヤ 内側の 八 ー ネス •ホース •配管 類に 
損傷を 与えない よ ラに ま 意して ください。 


を アドバィス _ 

■ 燃料に ついて 
► 輕由 

• 軽 ミ 由を 補給 するとを は， 燃料 タンク いっぱいに 給油して ください。 

►  LPG 

参 寒; 令 地へ 行 < とさは， 現地に 着 < までに 残 量を 半分し:! 下にして おを， 現地に 
着いたら でさる だけ 早  < 現地 販売 燃料を 補給して  <  ださい。 
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0. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


A 警告 


■ 雪路- 凍結 路 では スリップに ま 意して ください 

• スタートは ゆっくり スタートし， 走行 中は 速度を ひかえて ください。 

• 急 ブレーキ- 急八ン ドルな ど 急の つ < 動作は 厳禁です。 

• 橋の 上 や 曰 陰な ど 路面び 凍結し やすい 場所では 手前で 十分に 減速して 通過 
する よ ラむ 掛けて ください。 

• シフト アップ， シフトダウン による エンジンブレーキ や エンジン 回転 数の 
急激な 変化は， 車び 横滑りす るな どして， 思わめ 事故に つなび る おそれび 
ありを 険 です。 

• 雪び 積もった 場所 や 降雪 時に 駐車 するとを は， エンジンを かけた ままに し 
ないで ください。 エンジンを かけた ままの 上体で 車の 周りに 雪び 積ち ると 
排出 ガスび 車内に 侵入して， 重大な 健康 障害に およぶ か 最悪の 場合 死 口 こ 
つなび る おそれび あり ます。 

■ 駐車ず ると をは， 風 や 雪び かか 5 ない 場所を 選んで ください 

参 車両 前 側び なるべく 風下を 向く よう に 駐車して く ださい。 

• ブレーキ 装置び 凍結し， パーキング ブレーキび 解放で をな < なるお それび 
あると さは， なの 順序で 駐車して ください。 

hi  1 1 1 平坦な 場所に 停ます る。 

2 1 パーキング ブレーキを 確実に 効かせる。 

田.' が I  エンジンを 止め， シフト レバーを 「1」 または 「R」 の 位置に する。 

(AT 車は 「P」 の 位置に します） 

ki  i  4 1 ま両び 動かな しなう に タイヤに 輪 止めを 掛ける。 

お: d  5 1 パーキング ブレーキ レバーを 戻す。 

■ タイヤ チェーン 装着 時は 必ず 慎重に 運転して ください 

参 タイヤ チェーン 装着 時は， 30km/h または チェーン メーカー推奨の 制限 速 
度し U 下で 走行して ください。 タイヤ チェーンに かかる 負荷び 大 をくな り， 
チェーンび 切れ やす <な ります。 また， 走行 性に 影響を 与える ため 必ず 慎 
重に 走行して ください。 

•タイヤ チェーンを 装着して 走行 するとを は， ま 起 や 巧を 乗り こえたり， 急 
八ン ドル や 車輪び ロ ック する よ ラ な ブレーキ 操作な どを しないで く ださ 
し、。 車両び 思わめ 動を をして 事故に つなび る おそれび あります。 また， ABS 
作動 時で ち 制動 距離び 長 < なる 場合び あります ので 慎重に 運転して < ださ 
い。 

• ダブル タイヤの 外側 タイヤの み シングル チェーンを 取り付けないで くださ 
し、。 チェーンび 車体 側に あたり 走行に 悪影響を およぼしを 険 です。 
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10. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


A ミち 意 


■ を 却 水 

参 を 却 水の ミ 居 合 割合を 誤る と， を 却 水び 凍結して エンジン や ラジエーターな 
どを 破損させる おそれび あります。 

■ 燃料に ついて 

• 燃料 タンクに 雪 や 水び 入らない よ ラに キャップを 確実に 締めてく ださい。 
燃料に 水び ミ 居 じる と エンジン故障の 原因に な ります。 

■ タイヤ チェーンの 装着は 確実に 巧って ください 

• 確実に 装着 しないと 機能 低下は ちとより 走行 中に 接触- 脱落して 思わめ 事 
故につな びる おそれび あります。 

■ タイヤ チェーンを 取り付ける ときは， タイヤ サイズに 合った ものを 使用して 
ください 

参 タイヤ サイズに 合って いない タイヤ チェーンを 使用す ると， 車体 側に あた 
り 走行に 悪影響を およぼす おそれび あります。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 
相談く ださい。 

• トヨタ 純正 品 (がの タイヤ チェーンを 使用す ると 車体 側に あた D, 走行に 
悪影響を およぼす おそれび あ 0 ます。 

■ が 気温が 抵下 ずると バッ テリ ー/ 補 機バッ テリ ーの 性能が ほ 下しまず 

•バッ テ U — 液量を 点検し， 完全に 充電した 状態で 使用して く ださい。 
•バッ テ U  -/ 補 機 バッテ U  -の 点検 P. 13-89) 

■バッ テリ ー 液の 比重が ほ くなる とバッ テリ ー 液が 凍結 しやず くな りまず 

参 バッテ U — 液の 比重を 点検し， 完全に 充電した 状態で 使用して く ださい。 
参バッ テ U  -/ 補 機 バッテ U  -の 点検 （一 P. 1 3-89) 

■ バッ テリー液を 補 巧した ときは， 必ず 巧電 （走行） してく ださい 

• バッテ U — 液び 凍結し， ケースを 破損させる おそれび あります。 
■ウインドウ ウォ ッシャ ー 液の 濃度を を 用 にして く ださい 

参 ウォッシャー 液の 凍結は， ポンプの 作動 不良 や 故障を 起こします。 

•ウ ォッ シャー 液の 混合 割合 （一 P. 1 3-84) 
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10. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


A ミち 意 


■ ドアが 凍結した ときは， お湯を かけ， 氷を とかして ください 

参 無理に 開けよ 5 とすると ドア まわりの 3’ ム びは びれ たり 損傷した りする お 
それび あります。 

参 ドアび 開いたら す ぐに 水分を 十分ない てく ださい。 

■ ワイ パー， パワー S ラーな どび ま 結した ときは， お湯を かけ， かを とかして 
ください 

•無理に 動か そ ラと スイッチを 押し 続ける と 装置を 損傷したり バッテ U — あ 
びりを 起こす 原因になります。 

■ 予熱 付き 車の エンジンを 始動ず ると きは， 予 熱を 巧って ください 

• 寒; 令 時の エンジンの かけち （一 P. 己-己） 

■ 走 巧 中にはね 上げた 雪 や 水は， 車に 付着し 氷に なりまず 

参 タイヤ 八 ウス および 1」 ンク部 や ホース- パイプ 類に 付着した 雪 や 氷で 部品 
を 傷つけな いよ ラに 取り除いて ください。 

• ブレーキ 装置に 付着す ると ブレーキの 効を び 悪くなる ことび あります の 
で， 時々 直 線路で 輕< ブレーキ ペダルを 踏んで， ブレーキの 効 さ 具合を 確 
認 してく ださい。 
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10. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


夏期の 取り扱い 


1 をが 水 


参 夏期は 特に; 令 却 水の 不足 や ラジ 
エ ー タ ー の ミちれ などに よる 才 一 
バー ヒー トを 起こし やすくな り ま 
す。 

参 井戸水 や 巧 川の 水な どの 硬水は 水 
あかび 生じ やす <, を 却 水路を 詰ま 
ら せて; 令 却 効率を 化 下させる ので 
使用し ないで ください。 

* 使用す るを 却 水 （^  P. 13-31) 


• ラジエーター 前面び ミ 尼 や ほこりで 詰まって いると; 令 却 効率び 化 下す るので 点 
検- 洗 ミ 争し ます。 

* を 却 水の 混合 割合 （^P.  13-31) 

* ラジェー ター コアの 洗 ミき （ード.13-31) 


[エンジン オイル 

• 外気 温び 上昇す ると， エンジン オイルの 粘度び 化く （やわらかく） なり， エン 
ジンを 十分に 涵滑 しなくな ります。 夏期に 入る 前に 外気 温に 合った オイルに 交 
換 してく ださい。 

* エンジン オイルの 交換 （一 P. 14 -已） 

■ エンジン オイルの 粘度 （SAE 粘度） 


ディー ゼル車 


ガソリン. LPG 車 


外気 温む 

-40  -30  -20  -10  0 10  20  30  40 

; ; i  ; ; 

: I  15W-40  > 

'!!!!!!' 

1  10W-30  1 

I  ；  I  I  I  ：  I 

I  5W-30 

外気 温で 

-40  -30  -20  -10  0 10  20  30  40 
— I —— I —— I 1 —— I —— I —— I —— I —— [— 

： I _ 10W-30  _ > 

<  _ 5W-30  _ > 

<  _  _ 5V^0*_  _  _  > 

<7"  —  -〇 画 •能奨 7 


《 ガソ U ン車 のみ 使 巧 可能な オイルです。 
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10. 冬期 •夏期の 取り 巧い 


A ミち 意 

► 外気 温度が 上昇ず ると バッ テリ ー 液の 水分 蒸発が を くな りまず 

参 パ' ッテ U —の 液量び 減少し やす < なります ので， 液量を 点検して ください。 
•バッ テ U  -/ 補 機 バッテ U  -の 点検 P. 13-89) 

► エアコン 用 コンブ レッサーベルトの ゆるみ 

参 すべりび 生じて; 令 房 能力び 化 下します ので， ゆるみ びないよ ラに 調整して 
< ださい。 

参 エアコン 用 コンプレッサー ベルトの 調整 （一 P. 13-41) 

► を媒 识ス） が 不足して いると; を 房 能力が ほ 下ず る だけでなく， エアコン 故 
障の 原因と なりまず 

• 不足して いない か 点検して ください。 

参 を媒 （ガス） 充てん量の点検 P. 1 3-80) 

► を媒 （ガス） は 新; を媒 HFC 134a を 使 巧して いまず 

参 地球 環境を 守る ため， 大気 放出 しないよ 5 修理'  廃車 時の 処理は トヨタ 版 
売店に ご 相談  <  ださい。 

► エアコン 用 コンデンサーユニット 前面の おや ほこり 

• ユニッ ト 前面び 詰まって いると; 令 却 効率び 化 下します ので 点検- 洗; 争して 
< ださい。 

• コンデンサーユニットの 洗 ミき (P. 13-80) 
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チル ト キャブ 


キャブを 上げる 前の 準備 . 1 1-2 

手動 式 チル ト キャブ ★ . 1 1-3 

電動式 キャブ チル ト女 . 1 1-7 


1 1 .チル トキ ィ 


キャブを 上げる 前の 準備 


A 警告 


■死に， 重大な 傷害 または 財産 損害に つなび る おそれび ありまず ので， キャブ 
を 上げ下げ ずると きは， 必ず! •ソ 下の 内容を 守って ください 

• 平坦で キャ ブの 周り に 充分な スペースび ある 場合に 停車して  <  ださい。 

参 シフト レバーを 「N」 （rp」， 「(風」 位置 付を 車では rpj, 「(倒」） の 位置に 
し， パーキング ブレーキを 確実に 効かせてから ェンジンを 止め， タイヤに 
輪 止めを かけて  <  ださい。 

•走行 直後は， ロック， ストッパー, ステーや， ラジェーター， ェキ ゾース 
ト パイプ， その他 ェンジン 周辺 部品び 熱く なって いる 可能性び あります。 こ 
れらの 部分び; 令め たこと を 確認して から 作業を 行って ください。 

参 キャブ 内 や ルーフ 上の 物品を 取り除を， ドアを 確実に 閉めて ください。 

• ルーフ 上に 重量 物び 取り付けられ ている 場合は， 一人で 作業を 行わないで 
< ださい。 

• キャブ 内 や キャブ 周り に 人 や 障害物び ない ことを 確認 してく ださい。 

•キャブ 内に 宙 飲料， カップ 飲料， ボトル 飲料び ない ことを 確認して < ださ 
し'!。 
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.チル ト キャブ 


手動 式 チル ト キャブ ★ 


1 キャブの 上げ 方 

レバーを 手前に 引いた ままで 八ン ドル を 上げる。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


MA  2 1 グ U ップを 持って キャブを な 持し， ロッドを 手麵こ 引く。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


* キャブび 少し 浮を 上び ります。 

b む 1 3 1  ロックび 確実に かかる まで， グ U ップを 持って キャブを 上げる。 
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b む 1 4 1 ステーに ストッパーを 確実に かける。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


[キャブの 降ろし 方 


fea  .1 1 1 スト ッノ — を夕 i す。 

標準 キャブ 車 


ワイド キャブ 車 


標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


.チル ト キャブ 


y：： ；| 3 1 ラッチび 確実に かかる まで， グ U ップを 持って ゆっくりと キャブを 下げ 
る。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


瞧 

ki'A  4 1 八ン ドルを 確実に ロックす るまで 下げる。 

あ アドバイス 

■ ラベルが 貼って ありまず 

• 記載事項を よく 理解して から 操作して ください。 
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A 警告 


■死亡， 重大な 傷害 または 財産 損害に つながる おそれが ありまず ので， キャブ 
を 上げ下げ ずる 際には， 必ず 下記を 守って ください 

参 走行 直後は， ロック， ストッパー, ステーや， ラジェーター， ェキ ゾース 
ト パイプ， その他 ェンジン 周辺 部品び 熱く なって いる 可能性び あります。 こ 
れらの 部分び; 令め たこと を 確認 してから 作業を 行って ください。 

参 ルーフ 上に 重量 物び 取 0 付けられ ている 場合は， 一人で キャブの 上げ下げ 
を 行わないで ください。 

参 キャブを 上げ下げ している 最中は， キャ フの 下に 体を 入れないで < ださい。 

• キャブを 上げた あとは， □ック び 確実に かかって いる ことを 確認し， スト ッ 
ノ v°- を 倒し， ロ ックに 必ず かけて ください。 

• 八ン ドルを 持って キャブを 下げないで ください。 

• キャブを 下げる 前に， キャブの 下に 工具 やグ □ーブ などの 置を 忘れび ない 
ことを 確認して ください。 

• キャブを 下げた あとは には， 八ン ドルを 確実に □ック する まで 下げて くだ 
さい。 


.チル ト キャブ 


電動ぶ キャブ チル ト女 


1 キャブの 上げ 方 

iTim  エンジン スイッチを 「ACC」 の 位置に する。 


田 レバー 
且八ン ドル 

• レバーを 引を 上げた まま 八ン ドル 
を 持ち上げ， キャブ ロックを 解除す 
る 0 

* 警告 ブヴ ーび 鳴り， チル ト キャブ 操 
作 中で ある ことを 巧ら せます。 


• カバーを 開け， キャブび 上び り 切る 
まで スイッチを 「上げ」 の 位置に な 
持す る。 

* キャブの 上昇び 停止したら スイ ッ 
チから 手を 離します。 


MA 4 1 格納され ている 安全 棒を 取り出す。 

2WD 車  4WD 車 


ず 巧 


n ブラケット 
0 ま 全 ピン 

因 ストッパー ブラケット 

• ま 全 棒の 上端を ブラ ケッ トに セッ 
卜 し， 下端を ま 全 ピンで 確実に ロッ 
ク する。 

* 安全 棒で 固定す るまで， キャブの 下 
に 体を 入れないで ください。 

* 安全 棒を セツ ト すると フヴ ーび 鳴 
り やみます。 


* 長時間 チル トし たま まにして おくと をは， あらかじめ エンジン スイッチを 
「LOCK」 の 位置に してく ださい。 

1 キャブの 降ろし 方 

ま 全 棒を 取りが して 格納す る。 

* 警告 フヴ ーび 鳴ります。 

* ま 全 ピンは ストッパー ブラ ケッ トに 差し込み 戻します。 

• スイッチを r 下 机 の 位置に 保持す 
る。 

* スイッチを 押してい る 間， キャブび 
下降し ます。 

* キャブび 車体に 完全に 収まり 3 秒 間 
スイッチを 押し 続けてから 手を 離 
します。 


削 3  I チル ト コント □ー ルス イッチの カバーを 閉める。 


八ン ドルを 押し下げ キャブを 確実に 
□ック する。 
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.チル ト キャブ 


[バッ テリ ー あび 0 時の 電動式 キャ ブ チル トの 処置 

• バッテ 1」 一 あびり のとを は 電動 チル ト でさません。 

* 故障のと をは， すみやかに トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて ください。 

あァド バィス _ 

■  r キャブ 上げ下げ 操作 手順」 の ラベルが 貼って ありまず 

• 記載事項を よく 理解して か ら 操作して く ださい。 


A 警告 


■死亡， 重大な 傷害 または 財産 損害に つながる おそれが ありまず ので， キャブ 
を 上げ下げ ずる 際には， 必ず 下記を 守って ください 

♦走行 直後は， ラジエーター， エキゾ ー スト パイプ， その他 エンジン 周辺 部 
品び 熱くな っ ている 可能性び あ D ます。 これら の 部分び; 令め たこと を 確認 
してから 作業を 行って ください。 

参 全ての ドアを 確実に 閉めてから 行って ください。 ドアび 確実に 閉まって い 
ない と チル ト 操作 中に ドアび 突然 開を， 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 
りを 険 です。 

参 キャブを 上げ下げ している 最中は， キャブの 下に 体を 入れないで ください。 
参 ま 全 棒び 確実に セッ ト されて いる ことを 確認して ください 
• キャブを 下げる 前に， キヤ フの 下に 工具 や グローブ などの 置を 忘れび ない 
ことを 確認して ください。 


•セツ ト されて いないと， キャブび 降 
下す る おそれび あり を険 です。 


参 キャブを 降ろした あとは 確実に ロックして ください 
• キャブ チル ト 警告 打び 点灯した 場合は， ただちに 車を ま 全な 場所に 止めて 
から， キャブを 確実に ロックし なおして ください。 

• キャブを □ック して 消な すれば そのまま 走行で をます。 消な しない 場合は， 
そのまま 使用せ ず トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

A ミち 意 

■ エンジンを 止めて ください 

• キャブを 降ろす とさは， エンジンを 止めて ください。 
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.チル ト キャブ 


12 

曰 常 （運行 前） 点検 

点検に あたって のま 意 . 12-2 

前日 または 前回 運行 中の 異状 箇所 . 12-3 

ランプの 巧れ •損傷 . 12-3 

※エンジン オイルの 量 . 12-4 

※を 却 水の 量 . 12-7 

《 V ベル トの 緩み •損傷 . 12-8 

※バッ テリー液の 量 . 12-13 

タイヤの 空気 圧 . 12-14 

タイヤの 亀裂 •損傷 . 12-1 已 

タイヤの 異常な 摩耗 . 12-1 已 

タイヤの 溝の 深さ . 12-1 色 

ブ レー キ 液の 量 . 12-18 

パーキング ブ レー キの 引きし ろ . 12-19 

※エンジンの かかり 具合- 異音 . 1 2-20 

※ウインドウ ウォッ シャー の 液量- 噴射 状態 . 12-21 

※ワイ パーの 巧き 取り 状態 . 12-22 

ランプ 類の 作用 点検 . 12-23 

ブ レー キ ペダルの 踏みし ろ . 1 2-2 已 

ブ レー キ のきき 具合 . 12-2 色 

※ほ 速 •加速の 巧 態 . 12-2 色 

LPG の 固有 点検 . 12-27 

已 AMT 警告 巧 ★ . 12-27 

•いつち ま 全で 快適に ご 使用して いただ < ため， 運転す る 前に 必ず 曰 常 （運行 前） 
点検を 行い， 異状び ない ことを 確認して く ださい。 

点検 時， 異状び あると をは ご 自身で 整備す るか， あるいは トヨタ 販売店で 整備 
を 受けてから ご 使用く ださい。 

なお， 道路 運送 車両 法に より 使用者 または 運行す る 人は， この 曰 常 （運行 前） 点 
検び 義務づけられて います。 

※の 点検 項目は， 走行距離， 運行 時の 状態から 判断した 適切な 時期に 行って < 
ださい。 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


点検に あたつ ての ま 意 


网 知識 


■ 交換を の オイル- を 却 水- 各種 部品 類の 廃棄 処理は 

• 環境に 留意した 方法で 行って < ださい。 処理ち 法を 誤る と 法律違反になります。 


ム ち 巧 


■ 点検に あたって 

• バッテ U —/補 機 バッテ U —の 点検 取り扱い 時には， 端子 部との 接触に よ 
る ショートび 起さない よ ラに 十分 ま 意して ください。 感電， 爆発な どの お 
それび あ 〇を険 です。 

•バッ テ 1」 一/補 機ノ （ッテ 1」 一からは 弓 I 火 性の 水素 ガスび 発生 してい ますの 
で， バッテ 1」 一/補 機ノ 〇ッテ 1」 一の 近く で 火花を 巧 ばしたり タノ （コの 火な 
どの 火気を 近づけたり しないで ください。 引火す ると 爆発す る おそれび あ 
りを 険 です。 


A 警告 


■ 点検に あたって 

参 人 や 交通の さまたげ となる 場所 や 傾斜 地での 点検は 行わないで < ださい。 

参 パーキング フ レーキは 確実に 効かせ， シフト レバーを 「N」 （「P」， 「(思)」 位 
置 付を 車では 「P」， 「(©)」） の 位置に し， さらに タイヤに 輪 止めを 掛けて く 
ださい。 パーキング ブレーキび 確実に 効いて いなかったり， タイヤに 輪 止 
めを していな いと 車両び 動を 出 し 思わめ 事故の 原因になります。 

• ボデ ーの 端 部な どで ケガ など しないよ ラに 軍手な どを 使用 して < ださい。 

• チル ト キャブ や 点検 □を 開けて 点検 するとを は， ま 全に 十分 注意して くだ 
さい。 （一  P'l 1-1) 

• 車を ジャッキ アップ するとを は， 適切な ジャッキを 使用して ください。 

• 搭載 工具の ジャ ッキは タイヤ 交換 や タイヤ チェーン 脱 着し U がに 使用 しない 
で  <  ださい。 

• 換気の 不十分な 車庫 や 屋内では エンジンを かけた ままに しないで < ださ 
し、。 排出 ガスに より， 一酸化炭素中毒になる おそれび ありを 険 です。 

• エンジン 停止 直後は， 排気管- ラジエーター など 高温 部に 触れないで < だ 
さい。 やけどを する おそれび あります。 
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ム 警告 

■ チル トキ ャブや エンジン 点検 □を 開けて 点検ず ると きは 

• 必ず エンジンを 止めて ください。 エンジン 回転 中に ベルト や フアンな どの 
回転 部分に 触れたり 近づいた 0 すると 手 や 巧 服な どび 巻を 込まれた D し 
て， 思わめ ケガ をす る おそれび あります。 

参 エンジン ルーム 内に 巧 や 手袋， 工具 類な どの 置を 忘れび ない ことを 確認し 
て < ださい。 巧な どの 燃え やすい 物は 火災の 原因になります。 また 工具 類 
は 振動な どで 飛びは ね， 部品を 損傷させる おそれび あります。 

参 チル ト キャブした 状態で キャ フ 内に 柔り 込まないで ください。 


前 曰 または 前回 運 巧 中の 異が 箇所 


前 曰までの 異状び 使用 時に 引を 続を あり， ご 自分で 整備で をない とさは， すみやか 
に トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


ランプの 巧れ- 損傷 


• 各 ランプ 類， レンズ， および 反射 器 
(U フレ クタ ー） に 巧れ や 変色 また 
は 損傷な どび ないかを 点検し ます。 
• 巧れ ている とさは 清掃し， 損傷して 
いると をは 交換して ください。 

(- P'l 已 -1 己） 


12 .日常 （運行 前） 点検 


エンジン オイルの 量 

Mi 1 1 オイル レベル ゲージを 抜を 取り， 付着して いる オイルを 巧で なを 取る。 

►  N04C 型 エンジン （ディーゼル 車） 

シングル キャブ 車 

ダブル キャブ 車 （標準 キャブ）- ルート 
バン 

、 

1 

i 

ダブル キャブ 車 （ワイド キャブ) 


II オイル レベル ゲージ 
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: .日常 （運行 前） 点検 


► 1BZ 型 エンジン （LPG 車) 


II オイル レベル ゲージ 


1021 再び いっぱいに 差し込み， 静かに 抜き取り， 油 量を 点検す る。 

►  N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車） 

田 FULL に VEL  (点検 用） 

旦 FULL に VEL  (給油 用） 

日  LOW  1_EVEL 

• 使用可能 範囲に 付着 すれば 良好で 
す。 


*  LOW  LEVEL より 不足して いると きは. 補給して ください。 （一 P. 14 -已) 

*  FULL  LEVEL  (点検 巧） を 超えて いる 場合は， オイル 交換して ください。 
* オイルび 著しく 巧れ ている 場合は， オイル 交換して ください。 


を 

X- 

オイル 交 撰び 必要 

使用可能 範囲 

町 

適量 範囲 

し 

補給び 必要 

TL06-064A 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


►  2TR 型 エンジン （ガソリン 車）. 1BZ 型 エンジン （LPG 車) 


n 

11 

適量 範囲 

a - 

TL06-065A 

Q  FULL  LEVEL 
0  LOW  LEVEL 


*  FULL  1_EVEL と LOW  LEVEL の 範囲 内に 付着 すれば 良好です。 
* 不足して いると きは， 補給し ます。 （一 P. 14 -已） 

* オイルび 著しく 巧れ ている 場合は， オイル 交換して ください。 

hi  i  3 1 点検 後は， オイル レベル ゲージ を いっぱいに 差し込む。 


瞬が 識 


■ 点検は， エンジン 始動 前に 巧って ください 

参 始動した とさは, エンジンを 停止 させて 30 分 しん h たって から オイル 量を 測っ 
てくだ さい。 

■ エンジン オイルび ま 入 時より も 増える ことび あ りまず 

• ディー ゼル 車は DPR の 再生 （燃 敵 を 行うた めに， エンジン 燃焼 室内に 微量 
の 燃料 噴射を 行います。 このため， オイルに 燃料び 混ざり， 注入 時より ち才 
イ ルび 増える ことび あります び 故障ではありません。 ただし. 「FULL  LEVEL」 
を 超えて いる 場合は， オイルを 交換して ください。 


A 警告 

■ 補給 時に オイルを こぼさな いように してく ださい 

•排気管な どに オイルび 付着す ると、 火災の 原因になります。 こぼした とを 
は、 完全に H を 取って ください。 

• オイル 点検の 際に， エンジン ルーム 内に 巧な どの 置を 忘れび ない ことを 確 
認 してく ださい。 巧な どの 燃え やすい 物は 火災の 原因になります。 

■ 運転 直後は エンジンび 高温に なって いまず 

参 胃 やけどを しないよ うに ま 意して ください。 

A を 意 

■ 「FULL  LEVEL」 liLh に オイルを 入れないで ください 

• 故障の 原因に な D ます。 
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: .日常 （運行 前） 点検 


冷却水の 量 


標準 キャブ 車 


• 点検は エンジン 始動 前の; 令 却 水び; 令え ている とさに 行います。 

•  U ヴーノ  く ー タン ク 内の 水量び 規定の 範囲 内に あるかを 点検 します。 
• 「FULL」 と 「LOW」 の 線の 間に あれば 良好です。 

• 「LOW」 より 下の 場合は， 「FULL」 の 線まで 補給して ください。 
(- P'13-31) 


ル ー ト バン 


n キャップ 
a U ヴー バー タンク 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


み アドバィス _ 

■ 水温が 高い とさは 正 おな 水量が 測れません 

• 水温び 高い とさに; 令 却 水の 点検を 行 ラ と 温度に よる 水の 膨張で 水量び 正確に 
測れません。 

■ リザー バー タンク 内が 空のと きは， ラジェー ター本体の 水量が 不足して いまず 

• ラジエーター キヤ ップを 開けて 給水して ください。 


A を 巧 

■ 高温 時は 絶対に ラジエーター キャ ップ をが さないで ください 

•熱湯 や 蒸気び 噴を 出して， 胃 やけどを する おそれび ありを 険 です。 

A ミち 意 

■ を 却 水が 異常に 減少' している ときは 

参 を 却 水び 異常に 減少して いた 0, 補給して ち 短期間で 再び 減少 するとを は, 
水 漏れの おそれび あり ますので， トヨ タ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 


ベル トの 緩み- 損傷 


■たねみ 量の 測定 方法 

•エンジンを 停止し， ベルトの 中央部を 約 98N  ! 10kg りの 力で 指で 押す かまた 
は 特殊 工具 ベルト テンション ゲージ （品番； S0944-41210) を 使用し， 測定 
します。 


♦損傷して いると をは， 新品の ベルト 
に 交換して ください。 

• 調整 後は 指示の 締め付け トルクに 
て 締め付けて ください。 （一 P.13- 
41) 
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[オル タネーターベル トの 測定 

•たねみ 量は， A の 位置で 測定し ます。 


エンジン 型式 

基準 値 （mm) 

張り 直し 時 

新品 ベルト 張り 時 

N04C 

12.0- 13.0 

10.5  - 12 .已 

1 巨 Z  (LP 日） 

14 .日〜 19.0 

12 .日〜 16.0 

N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車) 


U オルタ ネーター プー U — 
B フ アンプー U- 
且 クランク シャフト プ ーU- 


II オルタ ネーター プー U — 
且 アイ ドル プー 1」 一 
0 ウォー ター ポンプ プー 1」 一 
□ クランク シャフト プ ーU- 


• 運転 後に 調整す る 場合は 張 り 直し 時の 値を 適用 してく ださい。 


12 .日常 （運行 前） 点検 


[エ アコ ジ用コ ンプ レッサーベル ト ★の 測定 

•たねみ 量は， B の 位置で 測定し ます。 


エンジン 型式 

基準 値 （mm) 

張り 直し 時 

亲斤品 ベルト 張 0 時 

N04C  (ディーゼル） 

8 .已〜 10.0 

7 .日〜 日. 0 

1 巨 之 （LP 日） 

17.0 〜 24 .日 

1 1.0-  15.0 

►  N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車) 


II アイ ドル プー U — 

B エアコン 用 コンプレッサー プー 
|」一 

因 クランク シャフト プ ーU- 


II アイ ドル プー U — 

B エアコン 用 コンプレッサー プー 
|」一 

因 クランク シャフト プ ーU- 


• 運転 後に 調整す る 場合は 張り 直し 時の 値を 適用して  <  ださい。 
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: .日常 （運行 前） 点検 


[2TR 型 エンジン （ガソ IJ ン 車） の ベルト 点 巧 方法 


•  A の 位置より 目視 にて 確認し ます。 
• ベルトの 損傷を 点検し ます。 


II オルタ ネーター プー U — 

0  ノ  f ワース テア U ング ポンプ プー U - 
因 エアコン 用 コンプレッサー プ ーU- 
□ クランク シャフト プ ーU- 


n インジケーター マーク 
0 オート テン シ ョナー 
• インジケーター マークび a の 範囲 内 
にある ことを 確認し ます。 


* インジケーター マークび b の 範囲に なった とを や， ベルトび 損傷して いると を 
は， 新品の ベルトと 交換して ください。 

► ベルトの はみ出し や， ひっかかりの 点検 

• テンション プー U —幅から ベルトび はみ出し ていない か， また ベルトを 外し 
て テン ショ ナ ーを 左ち 回転ち 向に 動かして， ひっかかりび ないか 点検し ます。 

* ベルトび はみ出して いたり， ひっかかり などの 異常び あると をは テン シヨ 
ナ ーを 交換して ください。 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


A 警告 

■  V ベル トの 点検は 必ず エンジンを 停止して ください 

参 エンジン 回転 中は 回転 部分に 触れたり 近づいたり しないで ください。 手 や 
巧 服な どび 巻を 込まれた りして 思わめ ケガ をす る おそれび あります。 


A ミち 意 

■ ベルトの おりの 調 舊を巧 ラ 場合 

参 ベルトの 張り 過ぎは 寿命の 化 下につな びる ため， 指定 張力を 超えない よ ラ 
ま 意して ください。 

参 ベルト 張力は 運転 後に 化 下します び， 初期な じみに より 発生す る 現象で 異 
常ではありません。 
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: .日常 （運行 前） 点検 


ツ テリー 液の 量 


W 


n 適正 範囲 
曰 極 板 

•バッ テ U —カ バーを がし， バッテ 
U ー ケ ー ス 内の 液面び 適正 範囲 内 
にある かを 点検し ます。 

• 液面び ケース 側面の 「UPPER」 と 
「LOWER」 の 線の 間に あれば 良好で 
す。 


•液面び 「LOWER」 の 線より 下の 場合， 補充 液 または 蒸留水を 補給して くだ 
さい。 

* レベル ライン 表示の ないちのは， 液面び 極 板 上 1 0  mm あれば 良好です。 

アドバイス 


■ 「UPPER」 を 超えない よ ラに 補 巧して ください 


• 「UPPER」 し i (上に 入れる と バッテ U — 液び あふれ， バッテ U —端 子な どの 腐 
食の 原因になります。 

■補充した ときは， 必ず 巧電 （走行） してく ださい 

• を 期は バッテ U — 液び 凍結し， バッテ U — ケースび 破損す る おそれび ありま 
す。 


A を 巧 


■ 水素 ガスに 引义 ずると 爆発ず る おそれび ありを 険 でず 

• バッテ U —/補 機 バッテ U —から 引火 性の 水素 ガスび 発生して いますの 
で， バッテ 1」 一/補 機ノ （ッテ 1」 一の 近くで 火気を 近づけな いでく ださい。 

■バッ テリ ー 液は 皮膚 や 巧 服に 付着 しないよ ラに ま 意して く ださい 

参 バッテ 1」 一 液は 希硫酸で すから， 皮膚 や 巧 服に 付着す ると その 部分び 侵さ 
れ ますので， 十分 ミ 主意して ください。 ちし， 巧 服に 付着した とさは 石けん 
で 十分 洗い， また， 万一 皮膚に 付着したり 眼に 入った とさは ただちに 清水 
で 十分 洗い流 し 医師の ミ 台療を 受けて  <  ださい。 

参 誤って バッテ 1」 一 液を 飲んだ 場合は. 多量の 水を 飲んで. すぐに 医師の 診察 
を 受けて ください。 

■ バッ テリー液量が 「LOWER」 レべル]^^^のまま使わないでください 

• 劣化を 早めたり， 発熱 や 爆発す る おそれび あります。 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


タイヤのを 気 店 


• エア ゲージで タイヤの 空気 圧を 点 
検 します。 

* 空気 圧び 不良のと をは， 標準 空気 圧 
に 調整して ください。 

* タイヤ 標準 空気 圧を 示した ラベル 
び キャブの ち 側 ドア 部に あります。 

* 外した バルブ キャップは， おず 取 D 
付けて ください。 


* 点検は， 必ず タイヤび; 令え ている とさに 行って ください。 


A 警告 

■ 標準 空気 圧に してく ださい 

• 空気 圧び 低す ざると フラッ トス ポッ トび 発生したり 過熱し やすく， バース 
卜の 原因に な 0 ます。 

•空気 圧び 化す ざたり 高す ざたり すると， 乗りむ 地び 悪 < なったり， 積 荷び 
傷み やす <な ります。 また， タイヤの 異状 摩耗の 原因になります。 
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: .日常 （運行 前） 点検 


タイヤの 亀裂- 損傷 


• タイヤの 接地 面 全 周 や 側面に 亀裂 
や 損傷び なし、 かを 点検し ます。 また 
ま了  • 石な どの 異物び 刺さった りかみ 
込んだり していない かを タイヤ 全 
周に わた D 点検し ます。 

* タイヤに 亀裂 •損傷な どび あると を 
は， 新品の タイヤに 交換して < ださ 
し、。 (-P.  13-61) 


A 警告 

■ 傷び コードに 達したり， コー ドび 露出した ときは 使用し ないで ください 

参 本来の タイヤ 強度び たち たれず 破損し， 事故に つなび る おそれび ありを 険 
です。 


タイヤの 異常な 摩耗 


TL12-001A 


タイヤの 接地 面に 異常な 摩耗び な 
いかを 点検し ます。 

異常な 摩耗び あると をは， トヨタ 版 
売店で 点検- 整備を 受けて < ださ 
し、。 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


タイヤの 溝の 深を 


• タイヤの 溝び 十分に 残って いるか 
を 点検し ます。 

* 残り 溝び 1 .己 mm になる と， タイ 
ヤの ▲位置に ス U ップヴ インび 現 
れ ますので， 新品の タイヤに 交換し 
てくだ さい。 （一 P.13 -己 1) 

U ス U ップヴ イン 表示 位置 マーク 

0 ス U ップヴ イン 


n U ブバ ターン 
0 ラグ パターン 
0  U ブラ グパ ターン 


1 吕 -1 已 


タイヤ サイズ 


溝の 深さ 限度 


高速道路 

(mm) 


— 這 
(mm) 


185/65R15 101 /99L 


18己/7已円1已 10 已 /104L 

195/75R15 109 /107L 

20 已 /70R1 已]] ]/]09L 

22 已 /70R16 1 17/1 15L 

20 已 /7 已 R1 已 ] ]3/] ] ]L 

18 己/ 扫己 R1 已]] ]/]09L 

195/85R16 1 14/1 1 2L 

20 已 / 扫己 R 16  ]  ]7/] ] 已 L 

21 已 /8 已  R16 120/1 18L 

20 已 / 已〇 R1 7 .已] 1 1/109L 

22 已 / 已 OR  17 .已 ] 1 已 /]  ]4L 

19己/70円17.已 ] 12/]  ]0L 

20 己/ 70R17 .已 ] 1 已 /]  ]3L 

21 己/ 70R17 .已] 18/1 16L 

20 己/ 80R17 .己 120/1 ]8 し 

7.00 R1 巨- 12PR 

21 已 /70R17 .己 123/1 21 J 

22 已 /S0R17 .己 123/122L 


2.4 


1.6 


3.2 


A 警告 


■スリップ サイン （摩耗 限度 表示） び 現れた ときは， 走行し ないで ください 

•ス U ップ し， 制動 距離び 長く なったり， タイヤび バーストし たりし やすく 
なり 非常にを 険 です。 

■ 高を 道路を 走行ず ると きは， 溝の 深さを お認 してく ださい 

• 溝の 深さび 規定し U 下のと をは， を険 なた め 走行し ないで < ださい。 


12 .日常 （運行 前） 点検 


レー キ 液の 量 


W 


•  U ヴー バー タンク 内の 液量び 規定 
の 範囲 内に あるかを 点検し ます。 

* 液面び 「MAX」 と 「MIN」 の 線の 間 
にあれば 良好です。 

* 「MIN」 の 線より 下の 場合， 配管 系 
に 液 漏れの ない ことを 確認し， ブ 
レーキ フルードを 「MAX」 の 線 ま 
で 補給して ください。 卜 P. 14-2 己） 


接 アドバイス 


■ ブレーキ 液の 量を 点検 するとき は， キャップを 開けないで ください 

• 吸湿性び 強いた め， 空気に 触れる と 水分を 吸収し 性能び 化 下します。 


网巧識 


■パッ ドの 摩耗に 伴い ブレーキ 液面が ほ 下しまず 


• 液 漏れではありません。 

• 必要に 麻 じて ブレーキ フルー ドの 補給を 行って ください。 


A 警告 

■ 液面げ 異常に ほ 下して いると きは， 液 漏れの おそれび ありまず 

• ブレーキび 効かな < なるお それび あります ので， ただちに トヨタ 販売店で 
点検- 整備を 受けて  <  ださい。 
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: .日常 （運行 前） 点検 


— キング ブレーキの 引を しろ 


W 


• 引を しろび をす ざたり 少なす ざた 
りしない かを， ノッチ 音を 聞いて 点 
検 します。 

* パーキング ブレーキ レバーを 戻し 
た 状態から 約 250N{25kgfl の 操 
作 力で 静かに 引を ます。 

* レバーの 引を しろび 規定 範囲が の 
とさは， 調整して ください。 （一 
P. 13-54) 

TA01-01 犯 

レバーの 引を しろ 

己〜 1 日 ノッチ 

• レバーを 引いた とさに， ラ チェットび 確実に かんで いるか も 点検して ください。 


• レバーを 引いた 後， エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に し. 胃 ランプび 点灯 
する かを 点検して ください。 


A 警告 

■ 点検は， ブレーキ ペダルを 踏んだ 状態で 巧って ください 

• 車両び 動を 出す おそれび あります。 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


• エンジンの かかり 具合に 異常は な 
いか， また アイド U ング 回転で 異音 
びない か 点検し ます。 


* エンジンび 正常に かからなかった 
り， 異音び 発生して いると をは， 卜 
ヨタ 販売店で 点検'  整備を 受けて < 
ださい。 


* 寒; 令 時の エンジンの かけち （一 P. 己-己） 

接 アドバィス _ 

■ ディーゼル 車は， 始動 時に アクセル ペダルを 必要! •ソ 上に 踏まないで ください 

• 黒煙の 発生に つなび 0 ます。 

■ エンジンを 始動ず ると きは， エンジンび 完 をに 停止して いる 状態で エンジン ス 
イッチの 操作を して  <  ださい 

• エンジンび 完全に 停止す る 前に エンジン スイッチを 「START」 の 位置に した 
場合は， スターター ブロ ッ ク 機能に より スターターび 作動 しない 場合び あり 
ます。 

■ エンジン 始動 時に エンジン スイッチを 繰り返し 「START」 の 位置に した 場合， 
スターター ブ □ッ ク 機能に より スターターび 作動 しない 場合び あ りまず 

•  3 砂し i (上 間隔を あけて 操作して ください。 

A を 意 

■ スターターを 1 已 砂! •ソ上 連続して 回さないで ください 

• スター ターび 故障 したり， バッテ U -/ 補 機 バッテ U - あびり を 起こす 原 
因になります。 

• 1 度で エンジンび かからな いとを は， / 補 機 バッテ 1」 一の 機能 回復の ため エ 
ン ジン スイッチを 「ACC」 の 位置に 戻し， 30 砂 ほど 待って からかけ なお 
してく ださい。 
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: .日常 （運行 前） 点検 


ウインドウ ウォッシャーの 液量- 噴射が 態 


• ウインドウ ォ ッシャ ーの 液量び 不 
足して いない かを キャップに 付い 
ている レベル ゲージで 点検し ます。 
* ウオ ッシヤ ー 液の 補給 （一 P.1 3- 
84) 


•ウォ ッシャ ー 液び 窓ガラスに 噴射 
する かを 点検し ます。 

*  ノズルび 詰まって 噴射し ない とを 
は， 細い 針で 清掃して ください。 

* 清掃 後 も 噴射 しないと をは， トヨタ 
販売店で 点検を 受けて  <  ださい。 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


ワイパーの 拭を 取りが 態 


•ウイン ドウ ウォッシャーを 噴射 さ 
せてから ワ イノ （一の 払 巧 状態を 点 
検 します。 

•  riNTj  -  rmj  -  mu 各位 置に して 
正しく 作動す る か 点検 します。 


• 払拭 動作に むら や ビビ U び あると をは ワイパー ブレードを 点検し， 劣化して い 
る 場合は 新品と 交換して く ださい。 

* ワイパーのから 拭を は ガラス 面を 傷つけます ので， 必ず ウォッシャー 液を 噴射 
してから 動かして  <  ださい。 

* 作動 状態び 悪い とさは， トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 

* ワイ バーの 交換 （-p.is-s 己） 


A 警告 

■ ウォッ シャー 液に， 冷却液を 使用し ないで ください 

•ガラス 面に を 却 液を かける と 視界び 大幅に 巧 げられ 大変を 険 です。 

A ミち 意 

■ ワイ パー ブ レー ドの ゴムび ガラスに 張り付い ている ことがありまず 

参 寒; 令 時 や 長期 間 使用して いなかった とさは， 点検 または 作動 前に 確認して 
< ださい。 

参 凍結した とさは， お湯を かけ 氷を とかします。 

• ガラスに 張り付いた まま 作動させる と ワイパー ブレー ドの 損傷 や モーター 
故障の おそれび あ D ます。 
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: .日常 （運行 前） 点検 


ランプ 類の 作用点 巧 


•各 スイッチを roN」 にして 各 ランプび 点な または 点滅す るかを 点検し ます。 
• ブレーキ ペダルを 踏んだ とを， 制動灯び 点な する かを 点検し ます。 

• 照射ち 向 や 明るさに 異常び ないかを 点検し ます。 


II へッ ド ランプ 
旦 フォグ ランプ 
旦 車 幅 打 

□ ち 向 指示な （フロン トサ イド) 
@ 方向 指示な （フ □ン ト） 

因 後退な 
0 制動 打/尾 打 
回ち 離 示な （U ヤ） 

回 番号な 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


• シフト レバーを 「R」 の 位置に したと を， 後退 打び 点な しブヴ ーび 鳴る かを 点 
検 します。 ただし， 尾灯び 点 打して いると をは 車 外の ブヴ ーは 鳴りません。 

参 各 警告 打 および 表示 打の 作動は 正常 かを 点検し ます。 エンジン 始動 後， 各警 
告 打び 消えて いれば 正常です。 

* 点検 時， 点な や 点滅 しないと をは， 球 切れ や ヒューズ 切れな どび 考えられ ま 
すので， 点検し， 不具合 部品を 交換して < ださい。 

* 交換 後ち 点な や 点滅 しないと をは， トヨタ 販売店で 点検' 整備を 受けて < だ 
さい。 

* 交換は 下記を 参照して ください。 

• ランプ （ード.1已-1已） 

• ヒ ューズ （-P.l 己- 34) 
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: .日常 （運行 前） 点検 


ブレーキ ペダルの 踏みし ろ 


A 


• ブレーキ ペダルを いっぱいに 踏み 
込んで， 床板との すを まび 基準 値よ 
り 少なく なって いない かを 点検し 
ます。 


車 型 

基準 値 (mm) 

GVW 已 トン 車 

(シングル タイヤ.  4WD 車 除く） 

50 

上記 L ソが 

30 

* 点検 時， 異常び 認められた とさは， トヨタ f 

ぶ 売店で 点検'  整備を 受けて  <  ださい。 

A 警告 

■ ブレーキの 点検 時は 

• 坂道での 点検は 行わないで < ださい。 車両び 動を 出す おそれび ありを 険で 

す。 必ず 車を 平坦な 場所に 停車し， タイヤに 輪 止めを 掛けてから 点検して 
ください。 

• 周囲の 交通 状況に 十分 ま 意し， ま 全な 場所で 点検して < ださい。 

■ 踏みし ろに ついて 

• ペダルを 踏み 続けた とさに， ペダルび さらに 入り込む ことび ない ことを 確 
認 して  <  ださい。 

• 踏み 残 D しろび 少なく なって いると さや ペダルを いっぱいに 踏み込ん だと 
をの 踏 みごたえび やわらかく 感じる とさは， ブレーキ 液の 漏れ， 空気の ミ 居 
入に よる ブレーキの 効を 不良 や片 効を の おそれび あります ので トヨタ 販売 
店で 点検を 受けて  <  ださい。 
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12 .日常 （運行 前） 点検 


ブレーキ のをを 具を 


I - 1  • 走り 始める 前に， 安全な 場所で 徐行 

し， ブレーキを かけ， 効き 具合は 十 
分か， 片効 をはして いない かを 点検 
します。 不具合び ある 場合は ブレー 
キの 調整を してく ださい。 


* お 車の 仕様に より 調整ち 法び 異なります。 調整は 下記を 参照して < ださい。 
• ドラム ブ レー キ女 (- P. 13-47) 

• ディスク ブ レー キ女 （一 P. 13-4 目） 


A ミち 意 

■ 点検ず ると きは 

• 周囲の 交通 状況に 十分 注意し， ま 全な 場所で 点検して < ださい。 


低速- 加速の が 態 


• エンジンを 暖機 させた 状態で， アイド U ングに むらび ないかを 点検し ます。 

参 運行 前に， ま 全な 場所で 徐行し， 走行 状態び スムーズ か， また アクセル ペダル 
を徐 々に 踏み込んで いったと を， ペダルに 引っ かかりび なく スムーズに 加速す 
るかを 点検し ます。 

• ほ连 走行び 不ま定 だったり， アクセル ペダルの 踏み込み 量に 巧し スピードび 追 
従 しないと をは， トヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて ください。 


1 吕 -吕已 


: .日常 （運行 前） 点検 


LPG の 固有 点検 


圓導管、 継 手 部の ガス 漏れと 損傷 

•ベー パラ イヴ， 導管 および 継 手 部からの ガスの 臭い， ガスの 漏れる 音び ないか 
を目視 などに より 点検し ます。 

• 導管 および 継 手 部に 損傷び ないかを 目視 などに より 点検 します。 


I ガス 容器 取 付 部の 緩みと 損傷 

• ガス 容器 または コンテナ 取 付 部 および クランプに 緩みび ないかを 手な どに より 
点検し ます。 また， 損傷び ないかを 目視 などに より 点検し ます。 


f 燃料 タンクの 巧ち 者 表示に ついて 

•  L  P オー ト ガスは r 高圧 ガスな 安 法」 の 適用を 受けます ので， 車両の 所有者と 
タンク 所有者び 異なる 場合は， タンクには 所有者 表示び 義務付けられて います。 


[燃料 タンクの 巧査 について 

•  L P オート ガスは r 高圧 ガスな 安 法」 の 適用を 受けます ので， タンク および バ 
ルブ には 定期的な 検査び 義務付けられて います。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 巧 
談 ください。 


5AMT 警告な ★ 


• エンジン スイッチを 「ON」 の 位置に したと を， 警告な び 点な 
または 点滅し なし、 か 点検し ます。 


A 警告 

■ ランプが 点滅した とき 

•トヨタ 販売店へ 連絡して ください。 

A を 意 

■ ランプび 点な したと き 

• トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださい。 


0 
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12 .日常 （運行 前） 点検 
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13. 点検- 手入れ 


本文 中の ★印の 装置は， お 車の 仕様に より 装着され ない 場合び あります。 

定期 点検には， 法律で 定められた 法定 点検 項目 （距離 項目を 含む） と， 弊社び 指定 
する メーカー 指定 点検 項目 〔シビア コンディション （厳しい 使われち） 項目 および 
定期 交換 部品を 含む〕 び あり， 法令で 定められた 期間での 実施び 義務づけられ てい 
ます。 

別冊の 「メンテナンス ノート」 にした びい トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 こ 
こでは 皆様に ち 簡単に 行える 点検- 手入れに ついて まとめました ので， お 車を 快適 
にご 使用いた だくた めに 実施され るよ ラ 推奨し ます。 


易 アドバイス 

点検 および 交換 時期に 関し， 使用 期間と 走行距離を 併記して あるち のは， いずれ か 
早  < 到達した 時点で 点検 または 交換な どを 行って  <  ださい。 


网巧識 

こ こでは 本文 中の 点検 時期 表記の 見ち について 説明 しています。 


例 


点検 時期 

n- 

0- 

新車 1 ，日日 Okm 走行 時 

その後. 事業 用 3 力 月 ごと 

(距離 項目） 

0— 

自家用 已力月 ごと （距離 項目） 

□- 

[シビア コンデ イシヨ ン 項目] 

□ 新車 時から 1 ,000  km または 已 ,000  km 走行 時に 点検- 補給を 勧めて いる 項 
目で ある ことを 意味して います。 

旦 事業 用 自動車の 点検び 3 力 月 ごとで ある ことと， * 1 距離 項目で ある ことを 表し 
ています。 初回 登録 および 前回の 点検より 2,00 0  km に 満たない 場合は， この 
項目の 点検を 省略す る ことび でを ます。 ただし， 次回の 点検で， 前回の 点検 か 
らの 走行距離び 2,000  km に 満たなくて ち， 2 回 続けての 省略は でを ません。 

0 自家用 貨物車の 点検び 6 力 月 ごとで ある ことと， * 1 距離 項目で ある ことを 表し 
ています。 初回 登録 および 前回の 点検より 4,00 0  km に 満たない 場合は， この 
項目の 点検を 省略す る ことび でを ます。 ただし， 次回の 点検で， 前回の 点検 か 
らの 走行距離び 4,000  km に 満たなくて ち， 2 回 続けての 省略は でを ません。 

□ この 項目び*  2 シビア コンデ イシ ヨン 項目で ある ことを 表し， 使用 条件の 厳しい 
車両は 1 力 月 ごとの 点検を トヨタ自動車び 指定して いる 項目で ある ことを 意は 
しています。 

* 1 , *2 の 説明は な ページを 参照して ください。 
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13. 点検- 手入れ 


* 1 距離 項目 

• 自家用 貨物車， 事業 用 自動車の 定期 点検 整備 項目び 法律で 設定され， 点検 期間 
内の 走行距離び 短い 場合， その 点検を 省略す る ことび でを ます。 

• 事業 用 自動車では， 登録 曰 または 前回の 定期 点検からの 走行距離び 2.000  km 
し U 下の 場合に， その項目を1 回に 限り 省略す る ことび でさる 点検 項目です。 

• 自家用 貨物自動車では， 登録 曰 または 前回の 定期 点検 時からの 走行距離び 己 力 
月の 時点で 4,000  km しツ 下， 1 2 力 月の 時点で 8,000  km し U 下の 場合に， そ 
の項目を 1 回に 限り 省略す る ことび でさる 点検 項目です。 

*2 シビア コンデ ィシ ョン （厳しい 使われち） 項目 

参 定期 点検 整備は 1 力 月 已 ,000  km 程度を 走行す る 場合を 標準の 時期と して 定め 
て あり ます。 事業 用 自動車で 特に 走行距離 びを いなど 標準 的な 使用 条件と 著し 
く 異なる 車両には， シビア コンディションを 件を 定め， 1 力 月 ごとの 点検-整 
備 および 定期 交換を トヨ タ 販売店び 推奨して います。 


点検- 調舊 作業に あたっての ミち 意 


A ち 巧 

■ バッ テリー/ 補 機バッ テリーの 点検- 取り扱い 時には 

参 端子 部との 接触に よる ショートび 起さない よ ラに 十分 ま 意して ください。 
感電， 爆発な どの おそれび お D を険 です。 

■バッ テリ  ー/補 機バッ テ リーに 义 気を 近づけな いでく ださい 

•バッ テ U  —/補 機ノ （ッテ U —からは 弓 I 火 性の 水素 ガスび 発生 してい ますの 
で， バッテ 1」 一/補 機 バッテ 1」 一の 近く で 火花を 飛ばしたり タノ （コの 火な 
どの 火気を 近づける と， 可燃性 ガスに 引火して 爆発す る おそれび ありを 険 
です。 


A 警告 

■ 点検- 調整 作業に あたって 

参 人 や 交通の さまたげ となる 場所 や 傾斜 i 也での 点検'  整備は 行わないで < だ 
さい。 

• エンジンを 止め， スターター キーは 
必ず 抜 を 取 って  <  ださい。 

• シフト レバーを 「N」 （ 「P」 ， 「(倒」 
位置 付を 車では 「P」. 「(風」） の 位 
置に してく ださい。 

• バー キング ブレーキを 確実に 効か 
せ， タイヤに 輪 止めを 掛けて くださ 
し、。 車両び 動を 出し 思わめ 事故の 原 
因になります。 
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3. 点検- 手入れ 


ム 警告 

■ 点検- 調藝 作業に あたって 

参 ボデ ーの 端 部な どで ケガ など しないよ ラに 軍手な どを 使用 してく ださい。 

• 点検- 整備 作業には 適切な 工具 や 機械 および 測定 具を 使用して ください。 

• エンジン 停止 直後は， 排気管- ラジエーター など 高温 部に 触れないで < だ 
さい。 やけどを する おそれび あります。 

• 車を ジャッキ アップ するとを は， 適切な ジャッキを 使用して ください。 

参 搭載 工具の ジャ ッキは タイヤ 交換 や タイヤ チェーン 脱 着し i (がに 使用 しない 
で  <  ださい。 

参 ジャッキ アップ 後， 車両の 下に 入って 作業 するとを は， 必ず フレーム 下 面 
に スタン ドを 掛けるな ど， 車両の 下の 安全を 確な してく ださい。 

参 パイプ 類 や 補 機 類には 乗らないで ください。 破損 や 故障の 原因になります。 

参 電気系統の 作業を するとを は， コンピューター など 電気 部品を 破損す る お 
それび あり ますので， 必ず ノ \ :ッテ U  —/補 機ノ くッテ U —の© 端 テを がし 
てから 行って ください。 

参 点検- 調整 後， 各 機能の 作動び 正常で あるかを 点検して < ださい。 

■ 換気の 不十分な 車庫 や 屋内では エンジンを かけた ままに しないで ください 

• 排出 ガスに より， 一酸化炭素 中毒になる おそれび ありを 険 です。 

■ チル ト キャブ や エンジン 点検 □を 開けて 点検ず ると きは 

参を 全に 十分 ミ 主意して ください。 （一 P.11-1,  P.3-23) 

• 必ず エンジンを 止めて ください。 エンジン 回転 中に ベルト や フアンな どの 
回転 部分に 触れたり 近づいた りする と 手 や 巧 服な どを 巻を 込まれた りし 
て， 思わめ ケガ をす る おそれび あります。 

参 エンジン ルーム 内に 巧 や 手袋， 工具 類な どを 置を 忘れないで ください。 巧 
などの 燃え やすい 物は 火災の 原因になります。 また， 工具 類は 振動な どで 
飛びは ね， 部品を 損傷させる おそれび あります。 

参 チル ト キャブし たが 態で キャブ 内に 柔り 込まないで ください。 

■ 交換を の オイル- 冷却水- 各種 部品 類の 廃棄 処理は 

• 環境に 留意した ち 法で 行って < ださい。 処理ち 法を 誤る と 法律違反 になり 
ます。 
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13. 点検- 手入れ 


搭載 工具 


圓巧納場巧 

■ シングル キャブ 車 

• シートの 後ろに あります。 

参 取り出す とさは シートを 前に 倒します。 
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13. 点検- 手入れ 


■ ルート バン 

参 ジャッキ， ジャッキ アップ レバー, ホイール ナット レンチ 八ン ドルは スライ 
ド ドアの ステップに， その他の 工具は フ □ン トシー トの 後部に あります。 


フ □ント シートを 部 


I 搭載 工具 


下記の 工具を 車両に 搭載して あ 0 ます。 


n ツール バッグ  因 ホイール ナッ トレンチ A ンドル 

且 ホイール ナット レンチ  0 スペアタイヤ 格納 用八ン ドル 

参 車両の 分解- 組立- 調整に 必要な 特殊 工具は 別途 販売して おります。 卜 3 夕販 
売店に ご用 命く ださい。 

■ オイル ジャッキ & レバー 

4 トン 2 段ジヤ ツキ （HPD-4T)  4 トン 1 段ジヤ ツキ (NP-4H/NF-4H) 
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13. 点検- 手入れ 


[ジャッキの 取り出し および 格納の しかた 

■ 取り出しの しかた 
► シングル キャブ 車 


•ジャッキ アップ レノ （一を U  U —ス 
バルブに 差し込み 左へ 回す。 

* ダブル キャブは 横 置を， ルート バン 
は 縦 置を に 搭載して います。 
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3. 点検- 手入れ 


■ 格納の しかた 
► シングル キャブ 車 


固定 具に かみあわせて チヨ ウネ ジを締 
めます。 


ジャッキ 頭部を ブラ ケッ ト にかみ あわ 
せてから ソケッ トを 手で 左ち に 動かし 
て， ブラケットに 確実に 固定し ます。 


ム 警告 

■ 搭載 工具の 取り扱い について 

• 工具 や ジャッキを 使用した あとは， まめら れた 場所に 確実に 格納して くだ 
さい。 室内な どに 放置す ると， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険で 
す。 

参 ジャッキは 確実に 固定して ください。 確実に 固定 しないと， 急 ブレーキ 時 
などに ジャ ッキび はずれて 飛び出す など， 思わめ 事故に つなび る おそれび 
あ 0 ます。 

参 車に 搭載され ている ジャッキは お客様の 車 専用です。 他の 車に 使用した 0, 
他の 車の ジャ ッキを お客様の まに 使用 しないで < ださい。 ジャ ッキの 取り 
扱いを 誤る と， 思わめ 事故に つなび る おそれび 0 ます。 


A を 意 

■ ジャッキの ご 使用に ついて 

• 車に 搭載され ている ジャッキは， タイヤ 交換 や タイヤ チェーン 脱 着し U 外 使 
用し ないで  <  ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


エンジン オイル フイ ルター 


オイル フイ ルターは， カート U ツジ タイプを 使 巧して います。 


f 交換 時期 

►  N04C 型 エンジン （ディーゼル 車) 


交換 時期 

]已,00 曰 km 走行 ごと 


►  2TR 型 エンジン （ガソリン 車）- 1BZ 型 エンジン （LPG 車) 


交換 時期 

15,000  km 走行 ごと 


► 消防車 


交換 時期 

1 已〇 時間 運転 ごと 


* エンジン オイル フィ ルターに ついては， シビア コンデ ィシ ヨン 条件での 交換 時 
期が 異なります。 詳しくは ><ン テ ナンス ノートを 参照して ください。 


1 オイル フイ ルターレンチ 品番 一覧表 

エンジン 型式 

品番 

N04C  (2WD) 

S09 己 0-31 120 

N04C  (4WD) 

S09 己 0-31 120 

S0950-31010 

2TR 

0922 扫 -0 已已 0] 

] 巨 之 

09228-0750] 
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3. 点検- 手入れ 


I 交 巧 要 巧 

■  N04C 型 エンジン （ディー ゼル 車）. 1BZ 型 エンジン （LPG 車） 

* 作業を 行 ラ 前に， オイル フィルター 周りを 清掃して ください。 ゴ 5 び 入る おそ 
れび友 0 ます。 

b も 1 1 I オイル フィ ルターの 下に 排油 用の 容器を 置く。 N04C 型 エンジンは， 才 
イル フィ ルター 下部の ド レーン プラグを ゆるめて 排油 する。 

* ま 全の ため， 地面を 巧さない ためにち， オイルは 必ず 容器に 受けて < ださい。 


オイル フイ ルターを オイル フイ ルター 
レンチで 左に 回 して 取り外す。 


* オイルを こぼしたら 必ずな を 取って ください。 

* オイル フイ ルターケース 側に 0  — U ングび 残って いない ことを 確認し ます。 


オイル フィルター 本体の シール 面 （エレメント 0  — U ングの 接触 面） の 
ミちれ を 取り除く。 


□ オイル フィルター取り付け 面 0-  U 
ング 

• 新品の オイル フィ ルター (エレ メン 
卜） の 0  —  U ングに エンジン オイル 
を 塗布し， 本体の シール 面に 当たる 
まで， 手で ちに 軽く 回して 取り付け 
る 0 


*  0-U ング は， エレメント キットに 入つ ている 新品と 交換して ください。 
* 取り付けの 際， 0  —  U ング びね じれて 破損 しないよ ラ ま 意して ください。 
* エレメントの 再 使 巧は しないで ください。 


b む I  S  I オイル フイ ルターレンチを 使用して 約 3/4 〜 1 回転 締め付ける。 

お '  j  6  I エンジンを かけ エレメントに オイルを 充満 させてから， エンジン オイル 
量を 点検す る。 
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13. 点検- 手入れ 


■  2TR 型 エンジン （ガソリン 車） 
► 取りが しかた 


オイル フイ ルターエレメント 
0-U ング （キャップ 用） 

オイル フイ ルター キャップ 
0  — U ング （ド レーン プラグ 用） 
オイル フイ ルター ド レーン プラグ 


* 作業を 行 ラ 前に， オイル フィルタ ー周 D を 清掃して ください。 ゴ 5 び 入る おそ 
れ びあります。 

bi  l 1 1 付属の パイプを ホースに 接続す る。 

吐い」 オイル フィ ルターの 下に 排油 用の 容器を 置いて から ド レーン プラグを 
外す。 

お':； I  3  I ホー スに 取り付けた パイプを キャップに 差し込む。 

*  0 — リング （ド レーン プラグ 用） は キャップ 側に ついた 状態で パイプを 挿入し 
て  <  ださい。 

y 4 1 ホースから オイルを 排出す る。 

* ま 全の ため， 地面を 巧さない ためにち オイルは 必ず 容器に 受けて < ださい。 

* オイルを こぼしたら 必ず 拭を 取って ください。 

y fi 5 1 オイルび 抜けた ことを 確認し バ イプ および 0 —  リング （ドレー ンプラ 
グ 用） を 取りが す。 

* 取りが す 際は パイ プを 横に 巧 り 曲げない よ ラに 取り かしてく ださい。 
bi  =1 6 1 キャップを オイル フィ ルターレンチで 左に 回して 取り外す。 

1071 エレメント および 0 — リング （キャップ 用） を キャップから 取りが す。 


n 曰 曰 0 曰 
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13. 点検- 手入れ 


► 取り付け かた 

y ：rf 1 1 キャップの 内部， ねじ 部 および 0 — U ング溝 部の 巧れ を 取り除く。 

klA 2 1 新品の 0 —  リング （キャップ 用） に 少量の エンジン オイルを 塗布し， 
キャップに 取り付ける。 

3」 新品の エレメントを キャップに セットす る。 

fc も I  4  I エンジン 側の 取り付け 面 および 内部の ミちれ， 異物を 取り除く。 

kiA  5 1 再度， 0 —  リング （キャップ 用） に 少量の エンジン オイルを 塗布し. 
キャップを 取り付ける。 

*  0  — U ング （キャップ 用） を かみ 込ませないで ください。 

6 1 オイル フィ ルターレンチを 使用して， キャップを 締め付ける。 

* キャップ 締め付け 後， 隙間び ない ことを 確認して ください。 

締め付け トルク （N  •  m  ikgf  -  cm[) 

2 已 

HIE  新品の 0 — リング （ド レーン プラグ 用） に 少量の エンジン オイルを 塗 
巧し， キャップに 取り付ける。 

* 取り付け 面の 巧れ， 異物は 取 D 除いて < ださい。 

HIE  ド レーン プラグを キャップに 取り付ける。 

* 日 ー リング （ド レーン プラグ 巧） を かみ 込ませないで ください。 

締め付け トルク （N  •  m  ikgf  -  cm[) 

13  {127} 

日::? I  9  I エンジンを かけ エレメントに オイルを 充満 させてから， エンジン オイル 
量を 点検す る。 

* 交換に ついての 不明な 点は トヨタ 販売店へ ご 相談く ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


を アドバイス 


■ 交換 時期に ついて 

• エレメントを 交換 するとを は， オイル も 交換して ください。 

■ 交換 要領に ついて 

参 オイル フィ ルターは エンジン 型式に よって 種類び 異なります。 それぞれ 専用 
品と なって おります ので 絶対に 混用し ないで ください。 

参 N04C 型 エンジンの オイル フイ ルターは， 必ず 外周 面に 白い 帯状 印刷の ある 
タイプを 使用して ください。 


A 警告 


■ エンジン オイル フィルター 交換 時の ミち 意 

• 走行 後す ぐに 排油 すると， エンジン オイル や 周辺 部品び 高温に なって いて 
やけどを する おそれび あります ので， 少し 時間を おいて 温度び 下 びって か 
ら 行って ください。 

•エレメント 交換 後は， エンジンを 始動 させ 試運転を 行い， キャップ および 
ド レーン プラグ 周りから オイル 漏れの ない ことを 確認して ください。 オイ 
ル 漏れは， 火災の 原因になります。 


13-13 


1 五 点検- 手入れ 


フユーエル フイ ルター （N04C 型 エンジン） 


• フュー エル フィ ルターは 車両 側と エンジン 側の 2 種類び あります。 

• 車両 側 フューエル フィ ルターは， セジ メンタ ー- 体型 レべ ルウ ォーニング 付を 
の エレメント タイプを 使用して います。 

• エンジン 側 フユーエル フイ ルターは， カート U ツジ タイプを 使用して います。 


f 交 測き 巧 

► 車両 側 フユーエル フィルター 


車 型 

交換 時期 

標準 車 

巨 0,00 日 km 走行 ごと 

消防車 

7 己 0 時間 運転 ごと 

► エンジン 側 フユーエル フイ ルター 


車 型 

交換 時期 

標準 車 

300,000  km 走行 または 1 日 年 ごと 

消防車 

3.  7 己 曰 時間 運転 ごと 

■交 願 巧 

* 作業を 行 ラ 前に， フュー エル フィルター 周りを 清掃して ください。 ゴ 5 び 入る 
おそれび あります。 

► 車両 側 フユーエル フイ ルター 


□ コネクター 
参 コネクターを 取り外す。 
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13. 点検- 手入れ 


な。 


お': fl  S  I フィ ルターカバー部の フックを 押しな びら， カバーを 回して かす。 

* 約 120 度 回す と カバーび 完全に 下ち 向に 外れます。 

* フィ ルター内部に コ ’5 などび 入らない よ ラに ミ 主意して ください。 
y =1 6 1 エレメントを 取り外す。 

* エレメントの ガイド 部を 握り， 弓 I っ 張る と エレメントび 取り外せます。 

削 7  I 新品の エレ メン トを 取り外しの 逆の 手順で 組み付ける。 

* 各 0  — U ングは エレメント キッ トに 入っ ている 新品と 交換して ください。 

* カバーの 取り付けは， ボデ ー部との 合わせ 位置を 確認して から 行って くださ 
し)。 

* カノ （一を 回 して 確実に フックび ロ ック されて いる ことを 確認して ください。 
iO~8l 取り付け 後， 燃料 系統の エア 抜を を 行 ラ。 

* 燃料 系統の エア 巧き （一 P. 1 已 -4 日） 
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13. 点検- 手入れ 


► エンジン 側 フユーエル フィ ルター 


字 順 


II エア 抜を プラグ 

•エア 巧を プラグを 回し， 燃料を 巧 

く。 


b もい I フユーエル フイ ルターを オイル フイ ルターレンチで 左に 回して 取り外 
す。 

* 燃料を こ ぼした ら 必ず 拭を とってく ださい。 

* フィルター 本体 側に 0  — U ングび 残って ないか 確認して ください。 


4  I フユーエル フィ ルター本体の シール 面 （エレメントと 0  -1」 ングの 接 
触 面） の ミちれ を 取り除 <。 

bj； rl 5 1 新品の 0  —  U ングに 燃料を 塗布し， 本体の シール 面に 当たる まで 手で 
ちに 軽く 回して 取り付ける。 

*  0 — リングは， エレメント キットに 入って いる 新品と 交換して ください。 

* 取り付けの 際， 0  —  1」 ング びね じれて 破損 しないよ ラ ま 意して ください。 

* エレメントの 再 使用は しないで ください。 


b 丈'; I  6  I オイル フイ ルターレンチを 使用して 約 3/4 〜 1 回転 締め付ける。 

iOTTI 取り付け 後， 燃料 系統の エア 抜きを 行う。 

* 燃料 系統の エア 巧き （一 P. 15-4 己） 
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13. 点検- 手入れ 


A 警告 


■ フュー エル フィルター 交換 時のを 意 

• ま 全の ため， 地面を 巧さない ためにち， 燃料は 必ず 容器に 受けて < ださい。 

• エンジン 各部に 燃料び かかった とさは， よく 拭を 取って ください。 火災の 
原因に なりを 険 です。 

• 作業 中は タバコの 火な どを 近づけないで ください。 着火の おそれび ありを 
険 です。 

•エレメント 交換 後は， エンジンを 始動 させ 試運転を 行い， フィルタ ー周り 
から 燃料 漏れび ない ことを 確認して < ださい。 燃料 漏れは， 火災の 原因に 
なりを 険 です。 


A ミち 意 

■ 車両 側 フユーエル フィルターの 取り扱い について 

• カバー 部分に ブレーキ フルード および 有機を 剤を 含む 製品 （パーツ ク U — 
ナ ー， 塗料 等） び 付着 しないよ ラに ま 意して ください。 付着した 場合， 亀 
裂び 発生す る おそれび あり ます。 
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1 五 点検- 手入れ 


フユ ー エル フィ ルターのか 巧を 
(N04C 型 エンジン） 


燃料 系統に 水び 混入す ると， 運転 不調な どの 原因と なる ばかりでなく， エンジンの 
損傷に ちつな びります。 

エンジン 回転 中， フュー エル フィルター 内に 規定 レベル Li (上の 水び たまる と 警告 灯 
び 点 打 します。 点な したら すみやかに フュー エル フィ ルターの 水 抜を を 行って くだ 
さし、 フュー エル フィ ルターは 車体 下部の 左側 またはち 側に ついています。 

シングル キャブ 車- ダブル キャブ 車  ルー トバン 


■ 警告な 


ル ー ト バン 


■ 水 抜 さ 作業 時のを 意 

• 水を 巧く とさは， エンジンを 停止 させた 状態で 行って ください。 

• ド レーン プラグを 締め付けた 後， ド レーン プラグから 燃料 漏れび ない ことを 
確認して ください。 

■ 排水ち 法 


ド レーン プラグを 回す。 
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13. 点検- 手入れ 


エア 抜を プラグを 回す。 


• 排水す る。 

* コップー 杯ぐ らい （約 1 已〇  mL) の 
水を 排出し ます。 


社 ミ I  4  I ド レーン プラグと エア 抜を プラグを 回し 確実に 締め付ける。 

* 工具を 使用せ ず， 手で 締め付けて < ださい。 
b む I  S  I 燃料 系統の エア 巧を を 行 ラ。 

* 燃料 系統の エア 巧き （一 P.1 已 -4 日） 


ム 警告 

■ 水 巧 さ 作業に ついて 

• ま 全の ため. 地面を 巧さない ためにち， 排水は 必ず 容器に 受けて < ださい。 
• 作業 中は タバコの 火な どを 近づけないで ください。 着火の おそれび ありを 
険 です。 

A ミち 意 

■ 警告な が 点な した まま 走行を 続けないで ください 

• 噴射 系 部品び 焼を 付を エンジンを 損傷す る おそれび あります。 点な したと 
をは， すみやかに 排水して ください。 
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13. 点検- 手入れ 


• ターボ チャージ ャーで 過 給され 高温に なった 吸入 空気を; 令 却す る 装置です。 
• ラジエーターの 前面に 取り付けられて います。 

■ インター クー ラー 本体の 清掃 


n インター クーラー ホース 


H インター クーラー 


• 前面び ミ 尼 や ほこ 0 で 詰まって いる 
とを 却 効率び 化 下したり インター 
ク ー ラ ー コア の 腐食の 原因になる 
ので， 定期的に 水洗いを します。 


参 ホース 交換 時に， ィンタークーラー 
内部に 圧縮空気を 吹を つけて 清掃 
します。 


■ インタ ー ク ー ラ ー ホ ー スの 点検 

• 目視 にて 外周の ひび 割れ， 亀裂 および かしめ 部の 抜け出しを 点検し ます。 
* 不具合び あると をは， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて ください。 


A ミち 意 


■ インター クーラー 本体の 清掃に ついて 

•フイ ン などを つぶしたり 傷つけたり しないよ ラに して < ださい。 

• インター クーラー 内部を 清掃 するとを は， 水に よる 清掃を しないで くださ 
い。 

• 海岸 地帯 や 凍結防止剤を 散布した 道路の 走行 後は， 十分に 洗浄して < ださ 
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13. 点検- 手入れ 


エア ク ij ー ナー 


エアクリーナーは， 標準 キャブ 車は 車両の 左側， ワイド キャブ 車は 車両ち 側に 搭載 
されて います。 

■ エレメントの 取りが しかた 
►  N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車） 

巨 江: d 1 I クランプを 外し カバーを 取り外す。 


標準 キャブ 車 


ワイド キャブ 車 （シングル キャブ) 


ワイド キャブ 車 （ダブル キャブ) 


D クランプ （4 力 巧) 
曰 カバー 


II クランプ （3 力 所) 
曰 カバー 


D クランプ （3 力 所) 
曰 カバー 
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13. 点検- 手入れ 


エレメントを 取り外す。 

標準 キャブ 車 


ワイド キャブ 車 （シングル キャブ) 


ワイド キャブ 車 （ダブル キャブ) 


D エレメント 


[| エレメント 


[| エレメント 
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13. 点検- 手入れ 


►  2TR 型 エンジン （ガソリン 車）. 1BZ 型 エンジン （LPG 車) 


D クランプ 
0 ウイング ナット 

• クランプを 外し， カバーの ウイング 
ナツ トを 回して カバーを 取り外す。 


□ ウイング ナット 

•エレ メン トの ウイング ナツ ト をが 
す。 


kiA  3 1 エレメントを 軽く 回し， 取り外す。 

■ エアクリーナーの 清掃の しかた 


エア ク U —ナ ーの カバーと ケース 内部 
に 付着して いる ほこりを 巧な どで 落と 
す。 


* エア ク 1」 ーナ ーの 中に 直接 水び 入 らな いよ ラに してく ださい。 


y^i2j シール ラバー •ホースの 破れ， クランプの ゆるみな どを 点検す る。 
* 破れて いると をは 新品と 交換し ます。 

* クランプに ゆるみび あると をは 確実に 締め付けます。 


ちす'; I  3  I エレメントを 清掃す る。 
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13. 点検- 手入れ 


■ エレメントの 取り付け かた 

参 エレ メン トの 取り外しと 逆の 順序で 取り付けます。 

* クランプ および ウイング ナツ トは 確実に 固定して ください。 

■ エレメントの 状態 

点検 時期 

事業 巧 3 力 月 ごと （距離 項目）. 自家用 己 力 月 ごと （距舗 項目） 

[シビア コンデ イシヨ ン 項目] 

•エレメントの 巧れ， つまり， 損傷び ないか 点検し ます。 

► 非 舗装 路 などの 摸のを い 道を 走 巧され る お 客 さまは! •ソ 下の 要領で エレメントの 
清掃を 巧って ください 

清掃 時期 

吕 力 月 または 1 0,000 km 走行 ごと 

■ エレメントの 清掃 （乾いた ほこり） 

•エレメント 下流 側 （格子 側） から 上流 側に 向けて， 圧縮空気 （空気 圧力： 
6 日 0kPaf7.0  k 巨 f/cm2| し U 下） を 吹きつけて， ほこりを 落とします。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 
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13. 点検- 手入れ 


■ エレメントの 交換 
► 標準 車 


エンジン 型式 

交換 時期 

N04C 

2 年 または 100,000 km 走行 ごと [シビア コンディション 頂 目] 

2TR. ] 巨 Z 

1 年 または 己 日, 00 0  km 走行 ごと [シビア コンディション 項目] 

► 消防車 


交換 時期 

已〇〇 時 固 運転 ごと 


* シビア コンディション 条件での 交換 時期び 異なります。 詳しくは メンテナンス 
ノートを 参照して ください。 


A を 意 

■ エレメントの 取り付け かたに ついて 

• クランプの 取り付けび 不完全な 場合， エレメント パッ キン 面の シール 不良 
となり. エンジン 内部に ほこり や 異物を 吸い込み， ピストン および ライナー 
な どの 早期 摩耗の 原因に な  ります。 

■ エレメントの 清掃に ついて 

• 圧縮空気の 圧力び 高す ざたり， たたいた りして エレメントを 変形させる と. 
エンジン故障の 原因になります。 

■ エレメントの 清掃 （乾いた ほこり） について 

参 ほこりを 吸わない よ ラに してく ださい。 人体に 悪い 影響を あたえる おそれ 
び あ 0 ます。 

■ エレメントの 交換に ついて 

• エレメントは 必ず トヨタ 純正 エレメントを 使用して ください。 トヨタ 純正 
外の エレメントは， シール 不良 や 締め付け による 破損を 招を， ほこりを 
吸い込む おそれび あるた め 使用し ないで ください。 
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13. 点検- 手入れ 


エア フイ ルター 


■ 夕 + 気 エア フィ ルターの 清掃 

清掃 時期 
1 力 月 ごと 


► 標準 キャブ 車 


, J\  )rej 

0  ^ 


n ボルト 
参 ボルトを 外す。 


II ク U ップ 

• グ U ル 下側の ク U ップ をが す。 


U ク U ップ 

•グ 1」 J レ 上側の ク 1」 ッ プを がし， グ 1」 
ルを 手前に 引いて 取りが す。 
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13. 点検- 手入れ 


U 外気 エア フィルター 

• 助手席 側へ ッ ドライ ト 上部に ある 
エア フイ ルターを やねら かい ブラ 
シや 巧で 清掃す る。 


y ：|| 5 1 清掃 後， フロント グ 1」 ルを ボ デーに 取り付ける。 
y ：|| 6 1 ボルトを 取り付ける。 

► ワイド キャブ 車 


u か 気 エア フィルター 

• 助手席 足元より エア フィルターを 
引を 出す。 


y ：||  2 1 水洗い， または 圧縮空気を 吹を つけて 清掃す る。 
y 1 3 1 清掃 後， エア フイ ルターを 取り付ける。 
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3. 点検- 手入れ 


■ 内気 エア フィルターの 清掃 

清掃 時期 
1 力 月 ごと 

巨む 1 1 1 カバーを 取りが す。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


* エア フイ ルター両端の ツメを 押しな びら 引を 出します。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


yds I 水洗い， または 圧縮空気を 吹を つけて 清掃す る。 
blA  4 1 清掃 後， エア フイ ルターを 取り付ける。 
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13. 点検- 手入れ 


I 高性能 内気 エア フィルター ★ 

■ 清掃 

清掃 時期 

1 0,000 km 走行 ごと 

• 圧縮空気を 吹を つけて 清掃し ます 

■ 交換 

交換 時期 

1 年 または 30,000 km 走行 ごと 

を アドバィス _ 

■ エア フィ ルターび コちや ほこりで 詰まる と 

参 風の 出び 悪く なって エアコン. ヒーターおよび デフ □スターの 効きび 悪くな 
ります ので， 定期的に 点検して ください。 

A を 意 

■ フ □ント グリルを がず 場合は 

参 車両 前ち に まっすぐ 弓いて 取り外して ください。 無理に がそうと するとを 
おや 破損の おそれび あ 0 ます。 
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13. 点検- 手入れ 


レギュ レーター （LPG ま) 


レギュ レーター 内に タール 分び 付着す ると， 触媒 装置の 浄化を 損な ラ おそれび あ 0 
ます。 タール 巧を を 1 年に一 度， エンジン 停止 直後の レギュ レーターび 暖まって い 
ると をに 行って ください。 

■ タールの 排出 


排出 時期 
1 年 ごと 


田. ミ 1 1 1  ドレー ンコ ックの 下に 受け皿を 置く。 


ドレーンコックを 開を， タール 状の 物 
質を 排出す る。 


y =1 3 1 タール 状の 物質び 排出され なくなったら ドレーンコックを 閉じる。 


A 警告 


■ レギ ユレ ー タ ー について 

• エンジン 停止 直後の レギユ レーターは 直接 手な どで 触れないで < ださい。 
レギユ レーターび 高温に なって いるた め， やけどを する おそれび あります。 
厚手の 巧な どを 準備 し 十分 ま 意して  <  ださい。 

■ タールの 排出に ついて 

参 タール 状の 物質に 触れないで ください。 高温に なって いる ためやけ どを す 
る おそれび あ 0 ます。 

参 タール 状の 物質の 廃棄 処理は， 環境に 留意した ち 法で 行って < ださい。 
処理ち 法を 誤る と 法律違反 にな ります。 


バルブ クリアランス （LPG ま） 


A 


点検 時期 
1 年 ごと 

• 点検- 整備に ついては， トヨタ 販売店へ ご 相談 < ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


冷却水 


[ほ 用す るを 却 化 


• を 却 水は， を 却 水と 水道 水を 適正に 
混合した ものを 使用し ます。 


冷却水 

トヨタ 純正 スーパー □ン グライフ クーラント 


* トヨタ 純正し U 外の; 令 却 水を 使用す ると， を 却 系の 鐘な どに よる 損傷を 与える 原 
因になります。 選定に あたって は 十分 ま 意して ください。 


I をが 化の 作 日 方 

■ を 却 水と 水の 混合 割合 

• 外気 温度び 0 でし U 下に 下び る 期間 および 寒; 令 地域では， を 却 水の 凍結に よつ 
て エンジン および ラジエーター などび 破損す る おそれび あ 0 ます。 を 却 水は 
必ず 下記の 混合 割合で 使用 して < ださい。 


が 気温 度 （で） 

混を 割合 （％) 

-30 

已曰 

-12 

30 

N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車) 


車 型 

混合 量 （L) 

冷却水 容量 （L) 

混合 割合 30% 

混合 割合 己 日％ 

標準 車 （1」 ヤ ヒーター 付を） 

4.6 

7.6 

]已.2 

標準 車 （1」 ヤ ヒーター 無し） 

4.3 

7.1 

14.2 

消防車 （電動式 キヤ プチ ルト 付を） 

已 .3 

8.7 

17.4 

消防車 （電動式 キヤ プチ ルト おし） 

己. 2 

8.6 

17.1 
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3. 点検- 手入れ 


2TR 型 エンジン （ガソリン 車) 


U ヤ ヒーター 

混を 量 （L) 

:令却 氷 容量 （L) 

混 台 割合 己 0% 

付を 

6.1 

12.1 

おし 

已 .已 

1 1.1 

1BZ 型 エンジン （LPG 車) 


混合 量 （L) 

冷却水 容量 CL) 

混を 割を 日 0% 

巨. 日 

13.8 

1 捕 お 

■ エンジンび; をえ ている とき [日常 （運行 前） 点検〕 

•  1」 ヴー バー タンクの キャップを 取 D 外し; 令 却 水を 「FULL」 の 線まで 補給し ま 
す。 

標準 キャブ 車 （シングル キャブ） 

[| キャップ 
B U ヴー バー タンク 
旦  FULL 
□  LOW 


標準 キャブ 車 （ダブル キャブ- ルー ト バン） 

II キャップ 
且 U ヴー バー タンク 
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ワイド キャブ 車 


13. 点検- 手入れ 


n キャップ 
B 液量 確認 窓 


*  U ヴー バー タンクの キャップは， 確実に 取り付けて ください。 

■ オーバーヒートした とき 

•  U ヴー バー タンク！; (かに ラジエーター 本体の 水量 不足び 考えられます。 エン 
ジン 回転 数を アイ ド U ングの 状態より 若干 高めに し， 水温 計の 指針び ゲージ 
の 中央 付近まで 下び るのを 確認した 後， ラジエーター キャ ップを 開け 給水 □ 
いっぱいまで 給水し 減水し ない （約已 砂 間） ことを 確認 後， ラジエーター 
キャップを 確実に 締めます。 また， U ヴー バー タンクの キャップを 取り外し 
を 却 水を 「FULL」 の 線まで 補給し ます。 


■交 測き 巧 

►  N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車) 


混合 割を 

交換 時期 

ピンク 

30% 

2 年 または 200,000 km 走行 ごと 

已 0% 

3 年 または 300,000 km 走行 ごと 

►  2TR 型 エンジン （ガソリン 車）， 1BZ 型 エンジン （LPG 車) 


交換 時期 

3 年 または 300.000 km 走行 ごと 
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3. 点検- 手入れ 


[ラジェー ターコアの 巧を 

• ラジェーター コアび ミ 尼 や ほこりで 
詰まって いると; 令 却 効率の 低下 や 
腐食の 原因になる ので， 定期的に 水 
洗いを します。 

* 洗; 争 するとを は， フィンな どを つぶ 
した 0 傷つけたり しないで < ださ 
し、。 


f を 却 水 巧の 派 寺 

• ラジエーター- ヒーター コア および エンジンの; 令 却 系統 内には， 水 あか や 鐘び 
ついて; 令 却 効果を 化 下させる ので， を 却 水 交換 時に 水道 水を 使って 洗; 争 します。 


洗浄 時期 

3 年 または 300,000  km 走行 ごと 

赶 "1 1 1 

を 却 水を 排水す る。 

水道 水を 使用し. アイ ド U ング 回転に して 約 30 分 間 洗; 争 後. 排水す る。 

赶 .:il  3  1 

; 令 却 水 G 令 却 水 + 水道 水） を 給水す る。 

1 ラジェ- 

—夕ー ホー スの点 巧 

□ ラジェーター ホース 
• 亀裂 や 損傷び ないかを 点検し ます。 
• 亀裂 や 損傷び あると をは， トヨタ 版 
売店で 点検- 整備を 受けて < ださ 
い。 
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13. 点検- 手入れ 


t 交 巧の しかた （巧 化) 

* を 却 水の 温度び 十分 下 びった 状態で 行います。 


な' il 1 I  U ヴー バー タンクの キャップを 取り外す。 


標準 キャブ 車 （シングル キャブ）  標準 キャブ 車 （ダブル キャブ •ルート 

バン） 


ラジェー ターキャップを 取りが し， ラ 
ジ エー ターの ドレーンコックを 開けて 
排水す る。 


* ま 全の ため， 地面を 巧さない ためにち， を 却 水は 必ず 容器に 受けて < ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


b む 1 3 1 エンジンの ド レーン プラグを 開けて 排水す る。 


* 排水び 近接 部品に かからな いよ ラに ド レーン 用の ホースを 使用して ください。 

N04C 型 エンジン （デイー ゼ ル） 


1BZ 型 エンジン （LPG) 


2TR 型 エンジン （ガソリン) 


4 1  U ヴー バー タンク 内の; 令 却 水を 排水す る。 

* 標準 キャブ まは， U ヴー バー タンクを がして 排水し， 排水 後は 確実に ホースを 
接続し ます。 

* ワイド キャブ 車は， 1」 ヴー バー タンク 下部に ある ホースを がして 排水し， 排水 
後は 確実に ホースを 接続し ます。 

IP ■司 排水 完了後， 各 ドレーンコック および ド レーン プラグを 閉める。 
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13. 点検- 手入れ 


[交 巧の しかた （給水) 


を 却 水を 給水 □いっぱいまで， エアび 
混入し ない よ ラ ゆっくり 給水す る。 


•給水 □まで いっぱい にし， ラジ エー 
夕ーアッパー ホースを  2 〜 3 回 押 
す。 

* それにより ホース 内の エアび 抜け 
て; 令 却 水位び 下び り ますので， その 
分 給水 □いっぱいまで 給水す る。 


お; J  3  I 給水 □いっぱいまで 給水し 減水し ない （約已 秒 間） ことを 確認 後， ラ 
ジ エー ター キャ ップを 確実に 締める。 

b も I  4  I  U ヴー バー タンクの 液面 レベル 「FULL」 まで 給水して キャップを 締め 
る。 

b も I S I エンジン 内部 および 配管 内の エア 巧を を 確実に 行 ラ。 

* アイド 1」 ングの 回転 数を 通常より 少し 高めに し， 水温 計の 指針を ゲージの 中央 
付近まで 上げ， 下記の 要領に より 確実に エア 抜を 作業を 行います。 


作業 内容 

時間 （目安） 

1 

アイ ド IJ ング巨 曰 0  r/min 

] 分 

2 

レーシング 2, 已曰 0 「/min 

]0 秒 

3 

アイ ド リング 巨 曰 0  r/min 

3 分 

4 

エンジン 停止 

] 分 

參 1 〜 4 までを 1 セットと して， 2 〜 3 セッ トを 行います。 U ヤ ヒーター付を 車 
は 10 セッ トを 行います。 

mu  エンジンを 止め， エンジンが; 令え てから U ヴー バー タンク 内の; 令 却 水量 
を 点検し， 水位が 下がった 分 （エア 抜を 分） を 給水す る。 

跳 7  I 給水 後. 各 キャップは 確実に 締める。 

东 ラジェーター キャップの 締め かた (- P. 13-40) 
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13. 点検- 手入れ 


►  4WD. ダブル キャブ リヤ ヒーター 付を 車 


□  U ヤ ヒーター ホース 
(フロント ヒーター側） 

旦 エア 抜を バルブ 
0  U ヤ ヒーター ホース 

(1」 ヤ ヒーター ユニッ ト 側) 


• を 却 水を 充てん すると さは， エア 抜を バルブを ゆるめて 行 ラと 容易に なり ま 
す。 充てん 後は 確実に エア 抜を バルブを 締めてく ださい。 


网巧識 


■ を 却 水の 作り かた 

•を 却 水と 水との 混合 割合は， 已 0% で 使用して < ださい。 混合 割合び 30% し U 
下になる と 防 鐘 効果び 減少し， 60% し U 上では 凍結 防止 性び 低下し ます。 

■ レー シングとは 

参 停車の 状態で， シフト レバーを 「N」 にして エンジン 回転 数を 上げる ことを 
いいます。 


ム 警告 

■ を 却 化の 取り扱い について 

参 毒性び あるので 絶対に 飲まないで ください。 飲んで しまったと をはす ぐに 
お ラ 吐し， 医師の 処置を 受けて ください。 

参 目に 入った とさは すぐに 清水で 洗眼し， 医師の 治療を 受けて ください。 

■ 交換 （排水） について 

• ドレーンコックは 已 回転し U 上回さないで ください。 を 却 水び 前ち に 飛び出 
し， 高温 時には やけどを する おそれび あります。 

• 水温 計の 指針び ゲージの 中央 付近に 下び るまでは， 絶対に ラジエーター 
キャ ップ をが さないで ください。 不用意に キャ ップを 開ける と 熱湯 や 蒸気 
び 噴を 出 して， やけどを する おそれび ありを 険 です。 
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13. 点検- 手入れ 


A ミち 意 

■ 使用ず るを 却 水 

参； 令 却 水に ミ 居 合する 水は 水道 水 （軟水） を お使い < ださい。 ミ 可 川 や 井戸水の 
よ ラな 硬水を 使用す ると 水 あか や 鐘び つ < 原因になります。 

■ を 却 水の 作りち 

• トヨタ 純正 品を 使用して < ださい。 不凍液 •防 鐘 剤 および 市販の; 令 却 水と 
の 混用は 避けて ください。 

•を 却 水を 補充 するとを は， ま 入して あるち のと 同一 銘柄を 用い， かつ 同一 
濃度の 補充 液を 注入して  <  ださい。 

• 水 だけを 補給す ると; 令 却 水の 濃度び 薄 < なり， 防 鐘 効果 および 凍結 防止 性 
び ほ 下します。 

■ を 却 水の 取り扱い について 

• 引火 性び あるので 火気を 近づけないで ください。 

参 皮膚 や 巧 服に ついた とさは， ただちに 水洗いし， 石けんで 洗って ください。 

• な 管 するとを は， 確実に ふたを して お テ さまの 手の 届かない ところに 置い 
てくだ さい。 

♦塗装 部に 付着した とさは， 塗装 部の 損傷を 防ぐ ため， ただちに 水洗いして 
< ださい。 

■ ラジェー ターコアの 洗 ミき について 

• ミ 毎 岸 地帯- 凍結防止剤を 散布した 道路 走行 後には， 十分に 洗浄して < ださ 
い。 

■ 排水 後に ついて 

参 水な し 運転は しないで ください。 ウォー ター ポンプの 故障 や ェンジン 焼を 
付を などの 原因に な 0 ます。 

■ ェアの 混入に ついて 

• オーバーヒート やウ ォーター ポンプからの 水 漏れな どの 原因になります の 
で， 必ず ェア 抜を を 行って ください。 

■ を 却 水の 廃棄 処理に ついて 

• 排出した; 令 却 水の 廃棄 処理は， 規定の ち 法 あるいは 環境に 留意した 方法で 
行って ください。 
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13. 点検- 手入れ 


■ 締め かた 


ラジェ ー タ ー キ ヤツ 


参 常にち いっぱい （2 段 目） に 回した 
状態で 使用して ください。 

* ラジエーター キャップは 加圧 式で 
す。 


■ エンジン 高温 時 

参 エンジンび 熱い とさは 絶 巧に ラジエーター キャップを 外さないで ください。 

熱湯 や 蒸気び 噴を 出して やけどを する おそれび あります。 

• やむ を 得ず キャップを がすと をは， なの 要領に したびって ください。 

b む h  I 水温 計の 指針び 赤色 ゾーン 近くを 指示して いると をは， エンジン 回転 数 
を アイド U ング 回転 時より 少し 高めに した まま 指針び ゲージの 中央 付 
近に 下び るまで 待つ。 

y;：fi  2 1 厚手の 巧を 数枚 重ねて ラジエーター キャ ップ にかぶ せ キャップを 徐々 
に ゆるめる。 

* 著しく 蒸気び 噴を 出す とを には， ただちに キャップを 締め 直し， を 却 水温び 
下び るまで 待ちます。 


A を 巧 

■ 高温 時は 絶対に ラジェーターキャップを がさないで ください 

• 熱湯 や 蒸気び 噴を 出して， やけどな ど 重大な 障害を 受ける おそれび ありを 
険 です。 

A 警告 

■ キャップの 締め かたに ついて 

参 キャップを 締める とさは 確実に 締め付けて ください。 確実に 締めて おかな 
いと オーバーヒートした とを， 高温の; 令 却 水び 噴を 出す ことび あ D ます。 
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13. 点検- 手入れ 


V ベルト 


V ベルトの ゆるみ や 張りす ざは， 充電 不良- オルタ ネーターの 故障な どを 起こす 原 
因になります ので， 常に 正しい 張り 具合に 調整して おを ます。 


1 

ベルトの ゆるみ， 損傷の 点 巧 

点検 時期 

事業 巧 3 力 月 ごと， 自家用 目 力 月 ごと， [シビア コンディション 項目] 

1 

オル タネーターベル トの 調整 要領 

►  N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車) 


y  ri  2  I 調整 ボル ト 0 を 回 して 測定 位置 A のべ ル ト のた わみ 量び 基準 値 内に な 
るよう に 調整す る。 

* 調整 ボルト 0 を 時計回りに 回す と ベルトび 張れます。 

* ベル トの 中央部を 約 98N{10  kgf( の 力で 指で 押す か， または 特殊 工具 ベルト 
テンション ゲージ （品番： S0944-41210) を 使用して， 測定 位置 A のべ 
ル ト のた わみ 量を 測定し ます。 

* 運転 後に 調整す る 場合は， 張り 直し 時の 値を 適用して ください。 


基準 値 

張り 直し 時 (mm) 

新品 ベルト 張り 時 (mm) 

12.0 〜 13.0 

10.5  - 12 .已 

ki  I  3  I 固定 用 ボルト D を 締め付ける。 


締め付け トルク CN  •  m  !kgf  •  cm}) 
已己〇 1560.0} 
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3. 点検- 手入れ 


配 

4 

固定 用 ボルト 0 を 締め付ける。 

締め付け トルク （N  •  m  {kgf  -  cm|) 

己已 .曰 に 60 .日} 

はが 

調整 ボルト 因を 締め付ける。 

締め付け トルク （N  •  m  ikgf  -  cm[) 

已 .日 160.0} 

► 1BZ 型 エンジン （LPG 車） 

Q □ック ナット 
旦 調整 ボルト 

適 

ちわ 1 1 1  ロック ナット D を ゆるめる。 

klA  2  I 調整 ボル ト旦を 回 して 測定 位置 A のべ ル ト のた わみ 量び 基準 値 内に な 
るよう に 調整す る。 

* 調整 ボルト 旦を 時計回りに 回す と ベルトび 張れます。 

* ベル トの 中央部を 約 98W1 0  k 旨り の 力で 指で 押す か， または 特殊 工具 ベルト 
テンション ゲージ （品番： S0944-41210) を 使用して， 測定 位置 A のべ 
ル ト のた わみ 量を 測定し ます。 


基準 値 

点検 時 (mm) 

新品 ベルト 張り 時 (mm) 

14.0 〜 19.0 

12 .日〜 16.0 

£3；.=1  3  I  ロック ナット D を 締め付ける。 


締め付け トルク CN  •  k 吕 f  ‘  cm}) 

2 已 {2 己已） 

b も 1 4 1 調整 ボルト 0 を 締め付ける。 

締め付け トルク CN  .  k 吕 f  ‘  cm}) 

131133} 
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13. 点検- 手入れ 


[エアコン 用 コン プ レッサーベル トの 調整 要 預女 

N04C 型 エンジン 


Q □ック ナット 
0 調整 ボルト 


Q □ック ナット 
0 調整 ボルト 


な: ミ1 1 1  □ック ナット D を ゆるめる。 

お: む I 調整 ボル ト 0 を 回 して 測定 位置 目 のべ ル ト のた わみ 量び 基準 値 内に な 
るよう に 調整す る。 


* 調整 ボルト 旦を 時計回りに 回す と ベルトび 張れます。 

* ベル トの 中央部を 約 98NI10  kgft の 力で 指で 押す か， または 特殊 工具 ベルト テ 
ンシ ヨンゲー ジ （品番； SO 日 44-41  210) を 使用して， 測定 位置 B のた わみ 
量を 計測し ます。 

* 運転 後に 調整す る 場合は， 張り 直し 時の 値を 適用して ください。 


エンジン 型式 

基準 値 （mm) 

張り 直し 時 

新品べ ル ト張〇 時 

N04C 

扫 .已〜 10.0 

7.0 -9.0 

] 巨 之 (LPG) 

17.0-24.0 

1 1.0-  15.0 
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13. 点検- 手入れ 


国 可 司 アイドル プ ーU- の ロック ナット U を 締め付ける。 


締め付け トルク （N  .  m  {k 呂 f .  cm|) 

N04C 

44.0 1450.01 

IBZ  (LP 白） 

39.2  1400.0} 

y :rl 4 1 調整 ボルト 0 を 締め付ける。 


締め付け トルク （N  •  m  ikgf  -  cm[) 

N04 巳 

6.0  |60.0i 

IBZ  (LP 白） 

13.0 り 33.01 

[2TR 型 エンジン （ガソリン ま） の ベルトの 調整 要 巧 


参 オート テン シヨ ナ ーを 採 巧して い 
ますので， ベルトの たねみ 量の 調整 
は 不要です。 ただし， ベルトの 張り 
びべ ル ト 使用可能 範囲 内で ある こ 
とを 確認して ください。 

* ベルトの 張りの 点検ち 法 
(- P'12-8) 
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13. 点検- 手入れ 


接 アドバイス 


■ 新品の ベルトに 交換した とさは 

• ベル トに 初期な じみび 出て いません ので 3 〜已 分 間 程度 アイド U ング 回転 さ 
せ， ベルトの 張 0 を 再度 調整して < ださい。 


ム 警告 


■  V ベルトを 点検ず ると きは 

• 必ず エンジンを 停止 させて ください。 エンジン 回転 中は 回転 部分に 触れた 
り 近づいたり しないで ください。 手 や 巧 服な どび 巻を 込まれた りして 思わ 
めケガ をす る おそれび あります。 

■ ベルトの 張りの 調整を 行 ラ 場合 

• オルタ ネーターの フアンに バールな どを 当てないで ください。 オルタ ネー 
ターび 損傷す る おそれび あります。 


A ミち 意 

■ ベルトの 張りの 調 舊を巧 ラ 場合 

• ベルトの 張り 過 ざは 寿命の 化 下につな びる ため， 指定 張力を 超えない よ ラ 
ま 意して ください。 

• ベルト 張力は 運転 後に 化 下します び， 初期な じみに より 発生す る 現象で 異 
常ではありません。 
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3. 点検- 手入れ 


ツ トブ レー キ 


W 


ブレーキは なま 上 重要な 役割りを 果たして おり， 点検を 怠ったり， 調整 や 整備を 
誤る と 重大 事故に つなび ります。 

ブレーキの 定期 点検は， 別冊の 「メンテナンス ノート」 にした びって 実施し， 勇 
常び 認められ たと をは， ただちに トヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて ください。 


■ブ レー キ ペダルの 遊びの 点 巧 

点検 時期 

事業 庙 3 力 月 ごと， 自家 庙曰力 月 ごと [シビア コンディション 項目] 


* 使用 状況によって 随時 点検を 行って < ださい。 


ださい。 


I ホー ス および パイプな どの 点 巧 

点検 時期 

事業 用 3 力 月 ごと. 自家用 已力月 ごと 


参 他 部品と 接触して いない か， 固定 用の ク U ップ などび ゆるんで いない か， また， 
傷- 液 漏れな どび ないかを 点検し ます。 不具合び 認められたら 確実に 整備して 
< ださい。 

参を 期に 雪路や 融雪 路 などを 走行 後， および 曰 常 （運行 前） 点検 時， フレーム か 
ら ホイール シ 1」 ンダ ー間の オイル ホースに 雪- ミ 尼 水の 付着で 凍結した かたまり 
び 付着して いない かを 点検し ます。 付着して いると をは， ホースを 傷つけない 
よ ラに ま 意し， 払い落とします。 
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13. 点検- 手入れ 


A 警告 

■フッ トブ レー キの 点検に ついて 

• 坂道での 点検は 行わないで < ださい。 車両び 動を 出す おそれび ありを 険で 
す。 必ず 車を 平坦な 場所に 停止し， タイヤに 輪 止めを 掛けてから 点検して 
< ださい。 

参 周囲の 交通 状況に 十分 ま 意し， ま 全な 場所で 点検して < ださい。 

A ミち 意 

■ を 期の 雪路や 融雪 路 などの 走 巧に ついて 

• 雪 やおな どの かたま D び 付着した まま 走行し ないで < ださい。 ホースの 破 
損な どの 原因になります。 


ドラム ブレーキ ★ 


• フレー キラ イニングび 摩耗す ると， ドラムの すを まび 大 をくな り， ブレーキ 
の 効を び 悪くな D ます。 この ブレーキには オート アジ ャス タ 機能び あ D ます 
び， ライニングの 摩耗 状態の 点検- 調整は 定期的に 行って ください。 

• フロント ホイールび ディスクブレーキの 場合で ち U ヤ ホイールは ドラム ブ 
レーキに なって いる 車両び あ D ます。 

I ドラムと ライニング のす ままの 点 巧 

点検 時期 

事業 巧 3 力 月 ごと， 自家用 日 力 月 ごと， [シビア コンディション 項目] 

* 使用 状況に よつ て 随時 点検を 行って く ださい。 


bi  i 2 1 点検 巧から シック ネス ゲージを ライニング 全幅に わたって 差し込み， ド 
ラムと ライニングの すを まび 基準 値 内に あるかを 点検す る。 

* 基準 値を 超えて いると をは， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて ください。 


基準 値 (mm) 
0.1 〜 0. 已 
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13. 点検- 手入れ 


b む 1 3 1 点検 後， 取りが した ラバー プラグは 確実に 取り付ける。 

I ライニング 摩耗 量の 点 巧 

点検 時期 

事業 用 3 力 月 ごと （お 舗 項目）. 自家用 1 年 ごと 


* 使用 状況によって 随時 点検'  調整を 行って ください。 

hi  A 1 1 ドラム カバーに ある 点検 巧の ラバー プラグを 取りが す。 

y^i2| ライニング 端 面の 段差び 残って いるかを 点検す る。 


基準 値 （mm) 

使用 限度 〔残り 巧〕 （mm) 

10.2 

4.2 

* 段差び なくなって いると をは， ライニングの 交換び 必要です。 ライニングの 交 
換 は， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 

故い j 点検 後， 取り タルた ラバープラグは 確実に 取り付ける。 


A 警告 

■ 点検- 調整に ついて 

参 ジャッキ アップ 時は， ジャッキ アップ 軸!; (がの タイヤの 前後に 輪 止めを 掛 
けて， 車両び 動かない よ ラに して おいてく ださい。 

■ ライニングの 使用 限度に ついて 

• 使用 限度を 超えた まま 走行し ないで ください。 限度を 超えて 使用す ると ブ 
レーキの 効を 具合び 大幅に 化 下します。 また， ドラムび 損傷す る おそれび 
あります。 
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13. 点検- 手入れ 


イス クプレー キ女 


ブレーキ パッ ドの 摩 巧 量の 点な 


点検 時期 


事業 用 3 力 月 ごと （距離 項目）. 自家用 1 年 ごと [シビア コンディション 頃 目] 


* ブレーキ パッドが 摩耗した とを， ブレーキからの キー キー 音に より 運転者に 知 
ら せます。 走行 中. ブレーキから キー キー 音が 発生した とさは， ただちに トヨ 
夕 販売店で 点検を 受けて < ださい。 


* キー キー 音が 鳴らな < てち 点検 時期に なりましたら 目視 点検を 行って < ださ 
い。 


* 使用 状況によって 随時 点検を 行って < ださい。 


* ブレーキ パッドと □ー ターの す さまは， 自動的に 適正が 保たれる ため， 調整は 
不要です。 


■ ブレーキ パッドの 厚さ 
► 標準 キャブ： 積載量 2 トン* 1 


基準 値 (mm) 

使用 限度 〔残り 代〕 （mm) 

12.0 

1.0 

*1 : 車両 総 重量 已 トン 車 （4WD 車 および シングル タイヤ 車を 除く） 

► 標準 キャブ： 積載量 2  ~  3 トン*  2, ワイド キャブ： 積載量 2 トン 


点検 箇所 

基準 値 （mm) 

使用 限度 〔鶏り 代〕 (mm) 

フ □ント 

14.0 

3.0 

1」 ャ 

14.0 

1.0 

*2  ; 車両 総 重量 已 トン 超 車， 已 トン 車 （4WD 車 および シングル タイヤ 車) 
* シングル タイヤ 車は フ □ント のみ ディスクブレーキです。 

► 標準 キャブ： 積載量 3 .已 トン， ワイド キャブ： 積載量 2.9 日 トン 超 


基準 値 (mm) 

使用 限度 〔蔑り 代〕 (mm) 

13.0 

1.0 
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3. 点検- 手入れ 


[タイヤ バルブ クリ ップの 点 巧 （チ ユーブ 付を タイヤ 装着 車) 

タイヤ サイズ：  7.00 R1 巨- 12PR の 場合 


n バルブ 
0 ク U ップ 


* フ □ント および U ヤ タイヤを 取り替え ると をは， 必ず バルブ （空気 □) にク U ッ 
プ び， ついている ことを 確認して ください。 


を アドバイス 


■ クリップ について 

• フロント および 1」 ヤ タイヤ 交換 時， スペアタイヤに ク 1」 ップ びつ いていない 
とさは， パンクした タイヤから ク 1」 ップ をが して 取り付けて ください。 

参 ク 1」 ップを 取り付け 後， タイヤを 回転 させて バルブと ディスクブレーキ キヤ 
1」 パーとの すを まび 確な されて いる ことを 確認して ください。 


A 警告 

■ ブレーキ パッ ドの 使用 限度を 超えて たま ま 走行し ないで ください 

参 限度を 超えて 使用す ると， フ レーキの 効を 具合び 大幅に 化 下します。 また 
□ー ターび 損傷す る おそれび あります。 

■ディスク ホイール 交換な どに より クリップを がした ときは 

• 確実に 取り付けて ください。 ク U ップ をつ けない と ブレーキ 装置と バルブ 
び 接触し， ノ （ルブ を 損傷して 思わめ 事故に つなび る おそれび あ ります。 


]3 -已〇 


13. 点検- 手入れ 


ブレーキ のをを 具を 


• 走り 始める 前に， ま 全な 場所で 徐行し， ブレーキを かけ， 効 さ 具合は 十分 か， 片 
効 さはして いない かを 点検し ます。 

* お まの 仕様に より 点検 方法び 異なります。 点検は 下記を 参照して ください。 

- ドラム ブ レー キ女 （一 P. 13-4 の 
- ディスク ブ レー キ女 （一 P. 13-49) 

* 不具合び ある 場合は， トヨタ 販売店で 点検 •調整を 受けて < ださい。 


A 警告 

■ 点検に ついて 

• 周囲の 交通 状況に 十分 ま 意し， ま 全な 場所で 点検して < ださい。 


クラ ッ 


クラッチは 使用す るに したびい， クラッチ ディスクび 摩耗して クラッチペダルの 
遊びび 少なくな D, クラッチび すべ D やすくな D ます。 また. 遊びび 大 さすざる 
と クラッチの 切れび 悪くな D 変速し にくくな D ます。 


点検 時期 

事業 田 3 力 月 ごと， 自家 庙曰力 月 ごと， [シビア コンディション 項目] 


* クラッチペダルの 遊び， および クラッチの 作用は 定期的に 点検して ください。 


■ペダルの おび 点 巧 


• ペダルを 指で 押し込んで いくと 1 段 
階に 巧抗を 感じます。 

1 段階までの ペダルの 動を 代び おび 
です。 


•ペダルを 指で 押し込み， ペダルの 遊 
びを スケール などで 測定し， 基準 値 
内に あるかを 点検し ます。 
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3. 点検- 手入れ 


■ クラッチペダルの 遊び 

基準 値 (mm) 

已〜 10 

* 基準 値を 外れて いる 場合は， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて < ださい。 


[切れた ときの 巧が とのず ままの 点 巧 

b む h  I エンジンを 始動し， アイド U ング 回転で パーキング ブレーキを かける。 
祐|2」 クラッチペダルを いっぱい 踏み込んで シフ トレバーを 1 速に 入れる。 


クラッチペダルを ゆっくり 離し クラ ッ 
チの つなび る 直前の 状態 （エンジン 音 
び 変化したり， 振動び 発生した りする） 
で ペダルと 床板 （力ーペットを めくっ 
たが 態） とのす さまび 基準 値の 範囲に 
あるか 点検す る。 


■ 巧 板との ずき ま 


基準 値 
2 已 mm じ (上 

* 点検 するとを， まび 急 発進 しないよ 5 十分 ミ 主意して ください。 

* 基準 値を 外れて いる 場合は， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて < ださい。 


I クラッチの 作用 

■アイドリング 回転で， 次の 点検を しまず 

参 ペダルを 踏み込んで， 異常に 重くない か， 異音は しない か。 

• ギヤ チェンジび スムーズに でを るか。 

参 ペダルを 徐 々に 離して 発進した とを， 滑りび なく 接続び なめらかに でを るか。 
* シフト レバーを 「N」 位置に し， クラッチペダルから 急に 足を 離す と r ガ シャ」 
と 音び します び 異常では あ D ません。 

* 異常び 認められ たと をは， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて ください。 
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13. 点検- 手入れ 


I クラッチ ディスクの 摩耗 点な 

►  MT 車 

参 クラ ッチ ディ スクの 摩耗は 定期的に 点検 してく ださい。 

□ クラッチ ディ スクウェア 
インジケーター プレート 

旦 レ U- ズフ ォーク 

• レ U —ズフ ォークび クラッチ ディ 
スクウェア インジケーター プレー 
卜の 摩耗 限度に 達した とさは， トヨ 
夕 販売店で 点検- 整備を 受けて < だ 
さい。 


►  5AMT 車 

- • クラッチ ディスクび 摩耗し， 交換 時期に なると， ランプび 点な 

します。 

* ランプび 点 打した とさは， トヨタ 販売店で 点検-整備を 受けて 
-  ください。 


A を 意 


■ クラッチペダルの 遊びに ついて 

• ペダルの 遊び 量を 基準 値より 大 をく 調整し ないで ください。 クラッチの 切 
れび悪 くな り， クラッチ および トランス 5 ッ シヨ ンを 破損させる おそれび 
あります。 
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13. 点検- 手入れ 


— キング ブレーキ 


W 


点 お 時期 

事業 用 3 力 月 ごと， 自家用 已力月 ごと， [シビア コンディション 項目] 


• パーキング ブレーキ レバーの 引 さ 
しろ （ラ チ エツ トの山 数) が 1 日ノツ 
チ U (上 （操作 力 約 2 己 0N{2 己 k 邑 ft 
時） になった 場 含は， ライ こ ングの 
摩耗 量の 点検が 必要です。 


基準 値 

巨〜] 日 ノッチ （操作 力 約 2 已 0N{2 已 k 旨む 時） 

* 基準 値を 外れて いる 場合は トヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて < ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


ジャッキ アッ 


ジャッキの 取 0 巧い 


ジャッキ アップず る 前に 


• シフト レバーを 「R」 （MT 車)， 「N」， 「(風」 （已 AMT 車） または 「P」 (AT 
車） の 位置に します。 

■ 上げち （ジャッキ アップ） 


ず 巧 


ジヤ ツキ 頭部を 左に 回 して 高さを 含 わ 
せる。 


手順 


ジャッキ アップ レノ  く 一先 端の 切 り 欠 さ 
で. UU —ス バルブを ち いっぱいに 締 
め 込む。 


ジャ ッキ アップ レバーを ソケッ トに差 
し 込み， 上下に 動かす。 
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13. 点検- 手入れ 


■ 下げ 方 


• UU —ス バルブを 左に ゆっくり 回 
す。 

* ジャッキ 頭部を 伸ばして 使 巧した 
とさは， ちに 回して 元に 戻します。 


UU — スバ ルブ をち いっぱいに 締め込 
みます。 
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13. 点検- 手入れ 


[ジャッキ アップ ポイント 

■ 標準 キャブ 車 に WD 車） 

► リ ジッド アクス ル式フ □ント サスペンション 車 
広幅 荷台 車 


広幅 荷台 車 
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3. 点検- 手入れ 


標準 幅 荷台 車 


■  4WD  車 
広幅 荷台 車 
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13. 点検- 手入れ 


ム 警告 


■ 使用方法 および 取り扱い について 

♦ジャ ッキの 本体に 記載して あります ので 必ず 使用 前に 確認して  <  ださい。 

■ ジャッキ アップに ついて 

• ジャッキ アップし たと をは， 車両の 下に 絶対 入らないで ください。 万一， 
ジャ ッキび 外れる と 危険です。 

参 車両の 下に 入って 作業 するとを はおず フレーム 下 面に スタンド （ウ マ） を 
掛けるな ど， 車両の 下の ま 全を 確 なして < だ さい。 

参 パーキング フ レーキを 確実に 効かせ， ジャッキ アップ 軸し U がの タイヤの 前 
後に 輪 止めを 掛けて ください。 

参 ジャッキ アップ するとを は. 地面び かたい 平坦な 場所を 選んで  <  ださい。 坂 
道 および 地面の 柔らかい ところでは， ジャ ッキび 傾いたり 滑ったり して 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あります。 

参 ジャッキび， 必ず ジャッキ アップ ポイントに 掛かって いる ことを 確かめて 
ください。 ジャ ッキ アップ ポ イン ト 外に 掛ける とジャ ッキび たおれたり， 
部品び 損傷す る おそれび あ ります。 

参 ジャッキ や ジャッキ アップ ポイントに ミ 由 脂 類び 付着して いると をは， 完全 
に 拭を 取って から 掛けて ください。 すべって 思わめ 事故に つなび る おそれ 
び 友 0 ます。 

♦ジャッキ アップ 中は， エンジンを かけないで ください。 振動で がれる おそ 
れび友 D ます。 

•長時間 ジャッキ アップして おくと をは， 安全の ため， スタンド や 角材な ど 
で 車両を 支 文て おいて < ださい。 

♦  LSD 装着 まを 片輪の み ジャッキ アップした 状態で， 駆動力を かける と， 車 
両び 動く を険 びあります 。ジャッキ アップ 中は 駆動力を かけない よ ラに 注 
意して ください。 

参 2 台し U 上の ジャッキを 同時に 使用し ないで ください。 

•ジャ ッキを 必要な 高さし:! 上に 上げないで < ださい。 

参ジャ ッキの 上 や 下に 物を はさまないで ください。 

• 車に 搭載され ている ジャッキを 他の まに 使用したり しないで ください。 


13-59 


13. 点検- 手入れ 


参 ジャッキ アップを するとを は 上昇 
停止 マーク （黄色 塗装） び 見えたら 
八ン ドル 操作を 止めて ください。 そ 
のま ま 操作を 続ける と 故障の 原因 
になります。 


•  UU- スバ ルブは ゆっくり 回して くださし、 早く 回す と 車び 急激に 落下し, 
ジヤ ツキび 外れる おそれび あります。 


A 警告 


■  4 トン 2 段 ジャッキ （HPD-4T) 
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13. 点検- 手入れ 


タイヤの 取り扱い 


I タイヤの 巧 態の 点 巧 

点検 時期 

事業 用 3 力 月 ごと （距離 項目）. 自家 庙 1 年 ごと （距離 項目） 

• タイヤの 状態 点検ち 法は 下記を 参照して <  ださい。 

•タイヤの 空気 圧 (^  P. 12-14) 

• タイヤの異常な摩耗 P.1 2-1 己） 

• タイヤの 亀裂- 損傷 （一 P.1 2-1 己） 

• タイヤの 溝の 深さ （一 P. 12-16) 

1 タイヤの 交 巧の しかた 

■ タイヤの 取り外し 

パーキング ブ レー キを 確実に 効か 吐 エンジンを 停止し， 輪 止めを 掛ける。 
* フ □ント タイヤを 取りが すと をは， U ヤ タイヤに 輪 止めを 掛けます。 

*  U ヤ タイヤを 取り外す とさは， 左ち のフ □ント タイヤに 輪 止めを 掛けます。 


ホイール ナットを 対角線 上に， 手で 少 
し 回る ぐ らいまで ゆるめる。 

* 車両ち 側は 左， 車両 左側は ちに 回し 
て ゆるめて  <  ださい。 

* ダブル タイヤは 外側 タイヤ （アウ 
夕ーホイール ナット） を ゆるめて か 
ら， 内側 タイヤ （イン ナー ホイール 
ナット） を ゆるめます。 


b す: む I タイヤび 取り外せる 高さまで ジャッキ アップし， ゆるめて ある ホイール 
ナツ トを取 D がす。 


* ジャッキの 取り扱い （一 P.13 -已 己) 


* ホイール ボル トの ねじ 山を 傷つけな いよ ラ 十分 注意して ください。 

* ダブル タイヤの 外側 タイヤ だけを 取りが すと をは， イン ナー ホイール ナット 
を ゆるめる 必要は あり ません。 
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13. 点検- 手入れ 


タイヤを 取りが す。 

* ダブル タイヤの 場合は， アウター ホイール ナットを 取りが し， 外側 タイヤを 取 
りが した 後， いったん ジャッキを 下げ タイヤを 接地 させてから イン ナー ホイ ー 
ル ナツ トを 少し ゆるめ， 再び ジャッキ アップして 同様に 内側の タイヤを 取り外 
します。 


H ア ウタ ー ホイ ー ル ナット 
旦 イン ナー ホイール ナット 


■ タイヤの 取り付け 


お;; J 1 1 ホイール ボルト. ホイール ナットの ねじ 部 および ディスク ホイール 取り 
付け 面を よ  <  清掃す る。 

y'ii 2 1 ディスク ホイールの ボルト 巧を ホイール ボルトに 合わせな びら タイヤ 
を 取り付ける。 


ホイール ボルトが ディスク ホイールの ボルト 巧の 中央になる よ ラに 夕 


イヤを セツ ト し， ガタ つかない 程度に ホイール ナツ トを仮 締めす る。 
* ホイール ナツ トの 球面 座 部が ディスク ホイール 側です。 


10141 ジャッキの UU — ス バルブを 左に 回して タイヤを 静かに 降ろす。 


已 本の 場合  6 本の 場合 


• ホイール ナットを 対角線 上に 2 〜吕 
回に 分けて 締め付ける。 

* 車両ち 側は ち. 車両 左側は 左に 回し 
て 締め付けて  <  ださい。 

ホ ダブル タイヤは 内側 タイヤ （イン 
ナー ホイール ナット） を 締め付けて 
から 外側 タイヤ （アウ タ ー ホイ ー ル 
ナット） を 締め付けます。 
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13. 点検- 手入れ 


6 1 最後に 規定の 締め付け トルクで ホイール ナツ トを 締め付ける。 

ホイール ナツ トの 締め付け トルク （N  ■  m{kgf  -  cm}) 

440 〜已日 0  {4, 已〇 〇〜 6.00 CH  (イン ナー .アウ ター) 

□  590N{60kgf(x  1.0  m  =590N' 
m {日, 00 0  k 呂 f .  cm} 


■ バルブ クリップの 点検 

参 デ イス クフ レーキ 付き 車 （チューブ 付を タイヤ 装着 車） （一 P.13-4 日) 

を アドバイス 

■ホイール ナットは， 車両ち 側は ちね じ， 左側は 左ね じに なって いまず 


ホイ ー ル ナット 

ち 側 用 

左側 用 

ホイ ー ル ナット 
(シングル タイヤ） 

アウター ホイール ナット 
(ダ プル タイヤ） 

TM23-085A 

TM23-086A 

イン ナー ホイール ナット 
(ダブル タイヤ） 
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五 点検- 手入れ 


ム 警告 

■ タイヤの 交換に ついて 

参 レンチは ホイール ナッ トの 奥まで 深く 掛けて ください。 掛け かたび 浅い と， 
レンチび がれ ケガ をす る おそれび あります。 

• ホイール ナッ トは ゆるめす ざない よ ラに してく ださい。 ゆるめす ざると， ね 
じ 山を 損傷させる おそれび あります。 

• ホイール ボルト- ホイール ナッ トの ねじ 部び 損耗して いるち の や ディスク 
ホイールに 変 おや 亀裂び あるち のは 交換して ください。 そのまま 使い 続け 
ると ホイール ナッ トの ゆるみ や 脱輪の 原因になります。 

• ホイールの 平面 部、 ナットの 球面 座 部 および 八ブの ホイール 当たり 面を を 
れいに 清掃し、 鐘 •ゴ 5  - 追加 塗装 および 異物な どは 取り除いて ください。 
これらを はさんだ まま 取り付け ると、 ホイール ナッ トび ゆるむ 原因に なり 
ます。 

• タイヤ 取り付け 時は， アウター ホイール ナット- イン ナー ホイール ナット 
び 確実に 締まって いる ことを 確認して ください。 確実に 締まって いないと， 
ホイ ー ル ボルト- ア ウタ ー ホイ ー ル ナット • イン ナ ー ホイ ー ル ナッ トやフ 
レーキ 部品を 破損した D , ホイールび はずれる など 思わめ 事故に つなび る 
おそれび あります。 ナットを 取り付け ると をは， 必ず テーパー 部を 内側に 
して 取り付けて ください。 


因 ホイール 当たり 面 （平面 部）  0 ホイール 当た D 面 

0 アウター ホイール ナット  回八ブ 


参 タイヤを 取り付ける ホイール ボルト や ホイール ナツ トに オイル やグ リース 
を 塗らないで ください。 必要し i (上に 締め付けられて ボル トび 破損す る おそ 
れ びあります。 


13-64 


13. 点検- 手入れ 


A 警告 

■ ダブル タイヤに ついて 

• ダブル タイヤの 外側 タイヤを 交換した とさは， 必ず イン ナー ホイール ナッ 
卜を 締め付けてから アウター ホイール ナッ トを 締め付けて ください。 

• ホイール ナットの ゆるみ および 締めす ざは， ホイール ボルトの 折 損 や ディ 
スク ホイールの 亀裂に つなび り， 脱輪の 原因になります。 

■ クリップ について 

• バルブに ク U ップ をつ けない と ブレーキ 装置と バルブび 接触し， バルブび 
損傷 して 思わめ 事故に つなび る おそれび あり ます。 
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3. 点検- 手入れ 


タイヤ n-i 


タイヤは 道路の 状況- 積 荷- ブレーキ 操作- 取り付け 位置な どに よって それぞれ 異 
なった 摩耗を します。 また， スペアタイヤは 長時間 使用 しないと 変質し ます。 
タイヤの 摩耗を 均等に し， 寿命を 延ばす ためには 定期的に 位置 交換を して  <  ださ 
し、。 


タイヤ □ー テーシ ヨン 時期 
已 ,000  km 走行 ごと 

■ タイヤ □ー テー シヨ ン例 


岐麵 


竭 


リ ヤシン グル タイヤ 車 

前後 輪で サイズ， トレ ッ ド パターン. プ 
ライ 数び 異なる 場合 


リヤ ダブル タイヤ ま 

♦前後 輪で サイズ， トレッド パター 
ン， プライ 数び 異なる 場合 


[| スペアタイヤ 


リヤ ダブル タイヤ 車 

•前後 輪で サイズ， トレッド パター 
ン， プライ 数び 同じ 場合 

II スペアタイヤ 


リヤ ダブル タイヤ 車 

•前後 輪で サイズ， トレッド パター 
ン， プライ 数び 同じ 場合 


13 -己已 


13. 点検- 手入れ 


■ タイヤ □ー テー シヨ ン時 のま 意 

* タイヤの 配置 換えは， しツ 前の 回転 方向と 逆になる 位置に 取り付けて ください。 
* 新品 タイヤは 発熱し やすく， 摩耗び 進み やすいた め， フ □ント タイヤと して 
2 本 1 組で 取り付けて ください。 

* タイヤは 傷な どのない ちのを 使用し， ディスク ホイールに 組み込む とさは バ 
ランスを 取つ て 使用 してく ださい。 

* ダブル タイヤに 外径 差の あると を， 小さい タイヤを 内側に 取り付けて くださ 
い。 

* 外径 差は 次表の 範囲 内で 使用して < ださい。 

内側と 列 側の タ イヤの 列径差 
已 mm な 内 

* 時々， ディスク ホイールを 組み替えて， タイヤを 裏返しに してく ださい。 

*  口ーテー シ ヨンは 同じ プライ 数 間で 行って ください。 


A を 意 

■ タイヤの 取り付け について 

参 タイヤ 取り付け 後は， 初期な じみに より 締め付け トルクび ほ 下す る ことび 
あります。 已〇〜 100  km 走行 後， 規定の 締め付け トルクで ホイール ナッ 
卜の 増し 締めを 行って ください。 

• 1,00 0  km 走行した 後に 再度 ナットを 締め付け， ゆるみび ない ことを 確認 
してく ださい。 

•傷， 変 あび ある ナット- ホイール などは 使用し ないで ください。 

•走行 中， 八ン ドル や 車体に 振動び 出た 場合は， トヨタ 販売店で タイヤの バ 
ランス 点検を 受けて ください。 
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13. 点検- 手入れ 


A 警告 


■ タイヤ □- テーシヨ ン について 

参 U ヤシン グル タイヤ 車の スペアタイヤは 応急 用 タイヤと なって おります の 
で 口ーテーショ ン には 使用 しないで ください。 

參 同一 軸には， 必ず 同じ 型式の タイヤを 使用して ください。 同一 軸 内で 異な 
る 型式の タイヤを 使用す ると， 制動 時な どに 車両び 左ち に 流れたり 八ンド 
ルを 取られた りする 原因になります。 

•構造の 違 ラ タイヤ （バイアス タイヤと ラジアルタイヤ など） の ミ 居 用 装着は 
しないで ください。 混用す ると 操縦 性 および ま 定性び 悪くな ります。 

• タイヤ □ー テーシ ョンの 際， ホイール 平面 部の ボデ ー色な どの 追加 塗装 面 
び 巧手 部品 （八 ブ、 ホイール） との 当たり 面と なるとを は， 当たり 面 （平 
面部， ナット 球面 座 部） の 塗装を はび し， ワイヤー ブラシな どで 面を され 
いに 清掃した 後， 装着して ください。 塗装び 厚い と ホイール ナットび ゆる 
む 原因に な 0 ます。 

参 タイヤ ローテーションを 行った あとは， 指定 空気 圧に 調整して ください。 指 
定空 気圧より 化い と 車両の 走行 安定性を 損な 5 ばか 0 でな <, タイヤび 偏 
摩耗したり します。 高速 走行 時に スタンディングウェーブ 現象 （高速で 走 
行して いると きに， タイヤび 波う つ 現象） により タイヤび 破裂した りして， 
思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 


因 ホイール 当たり 面 （平面 部）  0 ホイール 当た D 面 

0 アウター ホイール ナット  回八ブ 
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13. 点検- 手入れ 


スペアタイヤ 


I スペアタイヤの 点 巧 

スペアタイヤび 確実に 卷を 上げられ， 取り付けられて いるかを タイヤを ゆすって 点 
検 します。 タイヤび 動く とさは 確実に 巻を 上げて ください。 

■ 格納 場所 

フ □ント 吊り下げ 式  リヤ 吊り下げ 式 


■ 
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13. 点検- 手入れ 


[スペアタイヤの 取り かし • 取 日付け かた 

■ 取りが しかた 

スペアタイヤ 格納 八ン ドルを ジャッキ レバーへ 確実に 差し込む。 
キャ U ア のスク U ユーに ジャッキ レバーを 差し込む。 

* キヤ U ア のスク U ユーは 車両 後部 または 車両 左側 後方に あります。 


ジャッキ レバーを 回して， スペア タイ 
ヤを 降ろす。 


アンカー プレートを 外して， スペア タ 
イヤを 取り出します。 
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13. 点検- 手入れ 


■ 取り付け かた 


y：  fi 1 1 スペア タイ ヤ 格納 ノ  V ン ドルを ジャッキ レノ （一へ 確実に 差 し 込む。 

2 1 ホイール 巧に アンカープレートを はめる。 
b え：; I  3  I キヤ U ア のスク U ユーに ジヤ ツキ レバーを 差し込む。 


♦ジャッキ レバーを 回して， スペア タ 
イヤ を卷を 上げる。 

* タイヤび 地面から 離れた とさに ア 
ンカ ー プレ ー トび ホイ ー ル 巧に 確 
実には まっている ことを 確認して 
ください。 


y：  1  5  I 十分に 巻を 上げた 後， 手で いっぱいに 締め付けて （約 250N  -  m  {2, 
已 49kgf-cmi  \il±) ジャッキ レバーを 逆 回転し ないで 巧く。 

* スペアタイヤ 格納した あとは， タイヤび 確実に 固定され ている ことを 確認し 
て  <  ださい。 


アドバイス 


■ スペアタイヤ について 

• スペアタイヤの 空気 圧は 正常な タイヤで ち 時間び たつと 自然 漏れの ためな 下 
します ので， 少し 高めに して おいてく ださい。 また， 使用 するとを は 標準 空 
気圧に 調整して ください。 

•  1」 ヤシン グル タイヤ 車には スペア 専用 ホイールを 用いた スペアタイヤび 搭載 
されて います。 パンク 等で スペアタイヤを 前輪， または 後輪に 使用した 場合 
は. でさる だけ 早く 標準 タイヤに 交換して ください。 なお， スペアタイヤは 
識別の ため ホイールの 塗 色を 黄色に しています。 

■ スペアタイヤ 格納 具につ いて 

•ルート バンの 一部の 車種では， スペアタイヤを 脱 着 するとを に， スペア タイ 
ヤ 格納 用八ン ドルを 回す 方向び 異なる 場合び あり ます。 
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3. 点検- 手入れ 


A ミち 意 


■ 取りが しにつ いて 

参 格納 具から タイヤを 取 D 外す とさは， 足の 上な どに 落とさな いよ ラに ゆっ 
くりと 降ろして くださし、。 

参 スペアタイヤは ジャッキ アップす る 前に 格納 具から 取り外して ください。 

■ 取り付け について 

• スペアタイヤ 格納した あとは， タイヤび 確実に 固定され ている ことを 確認 
してく ださい。 固定され ていないと タイヤび びた つを， 走行 中に 外れる お 
それび あります。 

• アンカー プレー トび ホイール 巧に 確実には まっていない まま 走行す ると. 
スペアタイヤび がれて 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 

• 必ず スペアタイヤの 点検を 行い， 異常び ある スペアタイヤは 装着し ないで 
< ださい。 なお， 指定 空気 圧は， 運転席 ドアを 開けた ボデー 側に 貼られて 
いる 「タイヤ 空気 圧」 の 表で 確認の ラえ， 調整して ください。 

• スペアタイヤ 巻を 上げ 後， 締め付けび 不十分 だったり チェーンび ねじれた 
まま 巻を 上げたり すると， 走行 中に スペアタイヤび ゆるんで， ガタ ついた 
り， 落下す る ことび あります ので， 十分に 締め付けて ください。 

• スペアタイヤは 確実に 巻を 上げて おいてく ださい。 走行 中に スペアタイヤ 
を 落とす と 後続 車 や 対向車び 柔り 上げたり して， 事故の 原因になります。 

• 空気 圧び 不足して いる 場合 や 調整で をない とさは， 控えめ なま 度で 走行し 
て  <  ださい。 

• やむ を 得ず 後輪 用 スペアタイヤを 前輪に 取り付けた 場合は， 八ン ドルを 
しっかりと 握り， 急 ブレーキを 避け， 極力 速度を 抑えて 運転し， でさる だ 
け 早く 正規の サイズの タイヤに 交換して ください。 

•ジャスト □一では， 前輪 用と 後輪 用の 格納 位置を 間違える と， 地上 高び 確 
なでさな くなります。 取り 外した 際と 同 じ 位置に 格納して く ださい。 

• ジャスト □一の スペアタイヤは， 前輪 用と 後輪 用び 別々 に 格納され てい ま 
すので， タイヤ 交換の 際は 間違えな いよ ラに してく ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


ホイール 


1 ホイール ナッ トの ゆるみ 点な 

点検 時期 

事業 用 3 力 月 ごと. 自家用 巨 力 月 ごと [シビア コンディション 頂 目] 

• ホイール ナッ トの ゆるみがない かを 点検して < ださい。 

► リヤ ダブル タイヤ 

H ア ウタ ー ホイ ー ル ナット 
H イン ナー ホイール ナット 


iron  アウター ホイール ナツ トを ゆるめる 0 
たも I  2  I イン ナー ホイール ナツ トを 締め付ける。 

ちむ i  3  I アウター ホイール ナツ トを 締め付ける。 

ホイール ナツ トの 締め付け トルク （N  ■  rn{kgf  -  cm}) 

440 〜已日 0  {4, 已〇 〇〜 6.00 CH  (イン ナー .アウ ター) 

n 已目日 N {日日 側 X 1.0  m 

= 己 90N  •  m{6, 00 0  k 呂 f  •  cm} 


■ 


东 ホイール ナットの 締め付け (- P.13-61) 
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五 点検- 手入れ 


I アクス ル シャフト 

ホイール ナツ トの ゆるみの 点検と 同時に 行って ください。 

■ 点検 

点検 時期 

事業 用 3 力 月 ごと， 自家用 目 力 月 ごと [シビア コンディション 項目] 

I - 1 ボルトの ゆるみを 点検し ます。 


ボルト/ナット ニ 面 幅 （mm) 

締め付け トルク （N  ■  mjkgf  -  cm}) 

14 

49 〜 71  ^49曰〜730} 

17 

86 〜 107  {87 曰〜], lOOi 
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13. 点検- 手入れ 


^ アドバイス 


■ ホイール ナッ ト について 

• ホイール ナッ ト および イン ナー ホイール ナット- アウター ホイール ナッ ト は， 
車両の ち 側の ちのは ちね じ， 左側の ちのは 左ね じに なつて います。 


ム 警告 


■ ホイール ナッ ト について 

• タイヤを 取り付ける ホイール ボルト や ホイール ナッ トに オイル やグ リスを 
塗らないで ください。 必要し U 上に 締め付けられて ボル トび 破損す る おそれ 
び あ 0 ます。 

参 ホイール ナッ トレンチは ホイール ナッ トの 奥まで 深く 掛けて ください。 掛 
け かたび 浅い と 力を かけた とを， ホイール ナッ トレンチび がれ ケガ をす る 
おそれび あ 0 ます。 

参 ホイール ナットの ゆるみ および 締めす ざは， ホイール ボルトの 折 損 や ディ 
スク ホイールの 亀裂に つなび り， 脱輪の 原因に な D ます。 

参 ダブル タイヤの 点検のと をは， アウター ホイール ナッ ト だけでなく イン 
ナー ホイール ナツ トち 忘れずに 締め付けて ください。 


A ミち 意 


■ ホイール ナッ ト について 

• ディスク ホイール や ホイール ボルト および ホイール ナット 交換 後， タイヤ 
□ー テーシ ョン 後は， 初期な じみに より 締め付け トルクび 低下す る ことび 
あります。 已〇〜 lOOkm 走行 後， 規定の 締め付け トルクで ホイール ナツ 
卜の 増し 締めを 行って ください。 
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13. 点検- 手入れ 


ステアリング 


なま 上 重要な 役割を 持って います。 点検 時， 異常び 認められ たと をは， ただちに 卜 
ヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて < ださい。 


I ハンドルの 操作 具合の 点な 

点検 時期 
1 年 ごと 

■ 遊びの 点検 

• 遊びは 八ン ドル 円周 上で; 欠の 通りです。 

基準 値 （mm) 

2 已じ TF 

• 前車輪を 直進ち 向に 正し < 向けて 
から. 八ン ドルを 左 もに 軽く 回して 
遊びを 点検し ます。 

* 必ず エンジンを かけて 点検して く 
ださい。 


■ ガ タの 点検 

• 八ン ドルを 前後'  左ち'  上下に 動かして， 大 さな ガタ びない かを 点検し ます。 
*  ロック レバーは 確実に □ック してく ださい。 

■ 振れ- 取 6 れの 点検 

•走行 中， 八ン ドルび 異常に 振れ， 左 も 取られ， 重くない かを 点検し ます。 

■ 戻りの 点検 

参 旋回から 直進への 八ン ドル 操作 時に 異常な 重さ や 引つ かかりび ないかを 点検 
します。 
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13. 点検- 手入れ 


■ ステアリング 装置 各部の 点検 

点検 時期 

事業 田 3 力 月 ごと （距離 項目） 自家 庙 1 年 ごと 

リジッ ドア クス ル式フ □ント サスペンション 車 

II シャフト 
0 ギヤ ボックス 
旦 リンク 


独立 縣架 式フ □ン トサ ス ペン シヨ ン車 

II シャフト 
0 ギヤ ボックス 
因 リンク 


• シャフト スプラインの 給 脂 状態と ガタ びない かを 点検し ます。 

参 取り付け 各部の ゆるみ- 亀裂- 摩耗 および 変形な どび ないかを 点検し ます。 

D ステア IJ ング 

ユニバーサル ジョイント 
0 ステア U ング シャフト スプライン 
Q ギヤ ボックス 
0 オイル パイプ 


13-77 


13. 点検- 手入れ 


|u ンク 連結 部の ダス トカ パーの 点 巧 

点検 時期 
1 年 ごと 


U ンク 連結 部の ダス ト カバーに 摩耗 や 
損傷 および 外れび ないかを 点検し ま 
す。 


I ホー ス および パイプな どの 点 巧 

点検 時期 

事業 庙 3 力 月 ごと （距飄 項目）. 自家用 1 年 ごと 

• パワー ステア U ングの オイル パイプ や ホースび 他 部と 接触して いない か， 傷 お 
よび オイル 漏れは ないかを 点検し ます。 

♦雪路 や 融雪 路 などを 走行 後， 曰 常 （運行 前） 点検 時に オイル パイプ や 1」 ンク類 
に 雪- ミ 尼 水の 付着で 凍結した かたまりび 付着して いない かを 点検し ます。 
付着して いると をは， パイプ や 1」 ンク 類を 傷つけな いよ ラに ま 意し， 払い落と 
します。 


I 水ー ンの点 も 

点検 時期 
1 年 ごと 

ホーンは 鳴る か， また， 取り付け 部に 異常び ないかを 点検し ます。 
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13. 点検- 手入れ 


シャシ スプリング 


不具合は， 乗りむ 地-積 荷の 傾 さ-走行 安定性に 悪影響を およぼします。 次の 点検 
を 行って < ださい D 


I シャシ スプリングの 点な 

点検 時期 

事業 用 3 力 月 ごと， 自家用 1 年 ごと 


•シャ シス プ U ング 周り に 異常び ないかを 点検し ます。 
- U- ボルトの ナツ トの ゆるみ 
- U- フス プ 1」 ングの 損傷 
- ショックアブソーバーの オイル 漏れ 


nu- ボルト 
旦 ショック アブ ソー バー 
因 目玉 部 


n  U- ボルト 
且 シヨ ック アブ ソー バー 


I 取 日付け 部の ゆるみ， ガタ， 損傷 点な 

点検 時期 
1 年 ごと 

• シャシ スプ U ング 取り付け 部 および 連結 部の 異常び ないかを 点検し ます。 
- スプ 1」 ング 取り付け 部の 損傷 
- スプ 1」 ング 連結 部の ガタ 
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13. 点検- 手入れ 


エア 3 ン 


I ほ 用を 巧 

標準 キャブ 車 


車種 

冷 媒 （ ガス） の 種類 

冷媒 （ガス） 規定 量 （呂） 

サづ つ、 ノ デ、/ け一化し 
コンデンサー 電動 ファン 無し 車 

HFC134a 

40 曰 ± 已 曰 

ヴプ コンデンサー 無し 
コ ン デン ヴー 電動 ファ ン 付を 車 

已已〇  ± 已 日 

サブ コンデンサー 付を 車 

650  ±  50 

ワイド キャブ 車 


車種 

冷 媒 （ ガス） の 種類 

冷媒 （ガス） 規定 量 （呂） 

コンデンサー 電動 ファン 無し 車 

HFC134a 

已日曰 ± 已 日 

コ ン デン ヴー 電動 ファ ン 付を 車 

40 曰 ± 已 曰 

ダブル キャブ IJ ヤ クーラー 無し 車 

400  ±  50 

リヤ クーラー 付を 車 


車種 

冷 媒 （ ガス） の 種類 

冷媒 （ガス） 規定 量 （呂） 

標準 キャブ 車 

HFC134a 

80 日 ± 已〇 

ワイ ド キャブ 車 

8 已曰 ± 已 曰 

[を 巧 （ガス） 巧 てん 量の 点な 


点検 時期 
已力月 ごと 

ion エンジンを アイド U ング 回転す る。 


• エアコン イッチを 「ON」， 風 量 切り 
替え ダイヤルを 「4」 ， 温度 コント 
□ー ル ダイヤルを 左 いっぱいまで 
回す。 

□ 温度 コン ト □ー ル ダイヤル 
旦風量 切り替え ダイヤル 
0 エアコン スイッチ 
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13. 点検- 手入れ 


参 サイ ト グラスに 気泡び ない ことを 
確認す る。 

□ を媒量 適正 

旦; 令媒量 不足 （泡び 出て いる） 


•サイト グラスに 気泡び 見えない のび 正常です。 気泡び 見える とさは; 令媒 （ガス) 
不足です ので， トヨ タ 販売店に 充てん を 依頼して く ださい。 

* を媒 （ガス） び 不足す ると; 令 房 能力び 化 下します。 


[コンデンサー ユニッ トの 巧を 

洗を 時期 
已力月 ごと 

► 電動 フアン 付 さ メイン コンデンサー 
標準 キャブ 車 

□  メイン コンデンサー ユニット 


fl 


TM29-010A 


ワイド キャブ 車 
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3. 点検- 手入れ 


► 電動 フアン 無し メイン コンデンサー 


旦 メイン コンデンサー ユニット 
(ラ ジ エー ター 前置を） 


参 メイン コンデンサー ユニット， サブ コンデンサー ユニッ トのフ インび ミ 尼 や ほ 
こりで 詰まって いると; 令 却 効率び 化 下したり， 腐食の 原因になります ので， 定 
期 的に 水洗いを してく ださい。 

I を 巧 （ガス） 配管 接続 部の 点な 

点検 時期 
已力月 ごと 

♦を媒 （ガス） 配管の 各 接続 部に オイルの にじみび ないかを 目視で 点検し ます。 

• オイルの にじみび 著しい とさは， を媒 （ガス） 漏れの おそれび あります ので， 卜 
ヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて < ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


を アドバイス 


■ を媒 （ガス） 巧 てん 量の 点検 

• トヨタ まの エアコンには 環境な 護の ため， オゾン 層を 破壊し ない; 令媒 （ガス） 
を 使用して います。 ただし， 法令に より 大気 放出は 禁止され ています。 
♦エアコンを 廃棄す る 場合， を媒 （ガス） の 回収び 必要です。 なお， 補充 •交 
換- 回収の 際は， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


A ミち 意 

■ を媒 （ガス） の 巧 てんに ついて 

• 高圧 ガスを 取り扱 ラた め， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 

■ コンデンサー ユニッ トの洗 ミき 
参 水洗い するとき は， 必ず エアコンを 停止して ください。 

• ブラシを 使わないで ください。 フィンび つぶれます。 

•フィンな どを 傷つけない ようま 意し， 洗剤， 高圧 洗を 機は 使用し ないで く 
ださい。 

• 海岸 地帯 和 凍結防止剤を 散布した 道路を 走行した 後は， 十分に 洗浄して < 
ださい。 
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3. 点検- 手入れ 


ウインドウ ウ ォッシ ヤー 


ウオッ シヤー おの 補給 


n キャップ 

B 満水 点検 窓 

•キャップを 取り外して ウォッ 
シャー 液を 補給し ます。 

ウォッ シャー 液の 残 量は， キャップ 
に 付いている ゲージで 確認で さま 
す。 

* ウォ ッシャ ー 液面 び 満水 点検 窓の 
「FULL」 の 線まで 補給し ます。 

• ルー ト バンの U ヤ ワイパー 用 
ウォッシャー タンクは バック ドア 
を 開けた 助手席 側に あり ます。 


ウォッ シャー おの 作り方 


ウオッ シャーの 原 液と 水との ミ 居 合 割合は, 
を 参考に 原； 夜を 薄めて ください。 


が 気温に より 異なります ので， 下記 


使用 地域- 季節 

混合 割合 

凍結 温度 

通常 

原 液] :フ iC2 

-10 で 程度 

を 期 

原 液] :フ ici 

-20 で 程度 

厳寒 期 

原 液 使用 

■己 0 で 程度 
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13. 点検- 手入れ 


ム 警告 

■ ウォッ シャー 液に ついて 

• ウォッシャー 液の 代わりに; 令 却 水を 使用し ないで ください。 ガラス 面に; 令 
却 液を かける と 視界び 大幅に 悪くな りを 険 です。 

■ ウォッ シャー 液の 原 液に ついて 

• 揮発 剤び 含まれて いますので， 火気には 近づけないで ください。 火災の 原 
因になります。 

A を 意 

■ ウォッ シャー 液に ついて 

参 石けん 水な どを 入れる と 目詰まり や 塗装 面の しみな どの 原因に なり ます。 


ワイ パ— 


1 ワイ パー ブ レー ドの 巧 巧 

► 標準 キャブ 車 


b む 1 2 1 取りが す 場合は， 固定して いる ツメを 押し込み なびら ワイパー アーム 取 
り 付け 部の 方向に 押す。 

M4  3 1 取り付けは， 新品の ワイ パーブレードを ワイ パーアームに 「カ チッ」 と 
音び する まで 引を 込む。 

お': ミ1  4  I 取り付け 後， ウインドウ ウォッシャーを 併用し， ワイ パーを 作動 させて 
払拭 状態を 確認す る。 
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3. 点検- 手入れ 


► ワイド キャブ 車 


ワイ パーブレード 
ツメ 

ワイ パーアーム 


y'j 1 1 ワイ パーアームを 手前に 起こす。 

前 2| 取りが す 場合は， 固定して いる ツメを 手前に 外し， ワイ パーアーム 取り 
付け 部の ち 向に 押す。 

hi  A  3 1 取り付けは， 新品の ワイ パーブレードを ワイ パーアームに 「カ チッ」 と 
音び する まで 引を 込む。 

kiA  4 1 取り付け 後， ウインドウ ウォッシャーを 併用し， ワイ パーを 作動 させて 
仏な 状態を 確認す る。 

1 ワイ パーラバーの 巧 巧 

► 標準 キャブ 車 


u ストッパー 
日 ワイ パーラバー 


kiA 1 1 ワイ パーラバーを 手前に 起こす。 

齡 I  2  I ストッパーを 外してから， ワイ パーラバーを 取り外し， 新品と 交換す る。 

b む I  3  I 取り外しと をの 順序で 取り付けた 後， ウインドウ ウォッシャーを 併用 
し， ワイパーを 作動 させて 仏 巧 状態を 確認す る。 

* 交換は， トヨタ 純正 部品を 使用して ください。 
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13. 点検- 手入れ 


► ワイド キャブ 車 


U ラノ く 一頭 部 側 （スト ッ パー 側） 

且 ワイ パーブレード 

ワイパー ブレー ドの ラバー 頭部 側を 確 

認 する。 


□ レバ ーm 

レバー m の 両脇 （ラバー 部） を 親指で 
持ち， 押しな びら 下ち 向に ずらす。 


n ストッパ-巧 
旦 バッキング プレート 

レバー m を スト ッバ ー巧から 外し， 
バッキング プレートの 溝に 入れる。 

逆 側ち 同様に 行い， バッキング プレー 
卜 ごと ワイ パーラバーを 引を 抜く。 

* 取りが した バッキング プレートは， 
再 使用して ください。 


n 切り 欠け 

旦 バッキング プレート 

0 ワイ バ- ラバ- 

取り か した バ ッ キング プ レートの そり 
方向を 確認し， 新しい ワイパー ラバー 
に 組み付ける。 その 際， 切り 欠けの 位 
置 （頭部 側） に ま 意す る。 
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13. 点検- 手入れ 


田 レバー 

各 レバーを 通して スト ツバ ー巧に レ 
バー m び 入る まで 押し込む。 


□ ワイ パーアーム 付け お 側 
ラバー 頭部 側び ワイパー アーム 付け根 
側になる ように 取り付ける。 
取り付けた 後， ウインドウ ウォツ 
シャーを 併用し， ワイパーを 作動 させ 
て 払拭 状態を 確認す る。 


* 交換は， トヨタ 純正 部品を 使用して ください。 


A ミち 意 


■ ワイ パーについて 

•ワイ J  v° — ブレー ド および ワイパー ラノ （一を 取り 外した まま アームを 倒した 
り， ワイパーを 作動 させたり しないで ください。 車体 や ウインドウ ガラス 
に 傷び つ  <  ことび あります。 
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13. 点検- 手入れ 


ッ テリー/捕 機 バッテリー 


W 


この 車両の 電気装置は， しツ 下の 3 種類び あり， マイナス 側を アースして います。 
参 1 2V の バッテ U  —/補 機バッ テ U - を 2 個 直列に 接続した 24V の バッテ 
U —/補 機 バッテ U — 

N04C 型 エンジン 搭載 ま 

• 1 2V の バッテ U  —/補 機バッ テ U - を 2 個 並列に 接続した 1 2 V の バッテ 
U —/補 機 バッテ U — 

1 BZ(LPG) 型 エンジン 搭載 車 

参 12VバッテU-/補機バッテU- 

IBZ(LPG)  .  2TR  (ガソリン） 型 エンジン 搭載 ま 


[点 巧 時期 


車 型 

点検 時期 

標準 車 

事業 用 3 力 月 ごと， 自家用] 年 ごと 

消防車 

120 時間 運転 ごと 

■端， 部の 点 巧 


• 端モ 部に ゆるみ や 腐食び ないかを 点検 します。 


参 白い 粉び 付着して いると をは， 湯で よく 洗いよ く 拭を 取ります。 


• 点検 および 清掃 後， ゆるみび 生じない よ ラ 確実に 端 テを 締め付けます。 


[巧電 時のを 意 

参 充電器で 充電 するとを は， 車両から バッテ U —/補 機 バッテ U —を 取り外す か 
バッテ U- コー ドを 外してから 行います。 

• 液 □をを 取り外して， 風通しの 良い 場所で 充電して ください。 

参 急速 充電 するとを は， 必ず バッテ 1」 ー コードを がします。 外さない と オルタ ネー 
ターの ダイ オー ドび 焼 損する ことび あります。 

•充電器の ク 1」 ップを バッテ 1」 一端 子に 接続す る 際， また， 取りが す 際は， 充電 
器の スイッチを 切って おいて < ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


[ 1 2  V 用バッ テリーカ/  V- 取 日 付け 時のを 意 

し U 下の 取り付け 要領を 守らない と， カバーび 脱落す る おそれび あります。 


MA 1 1 カバーの 端 部を， キヤ U ア 本体の 長 巧 部に 確実に 差し込む。 


カバー ヒン ジ 部の ツ メはパ チンと 音び 
する まで 確実に 押し込む。 


|HV バッ テリーの 点な 

*  HV バッテ U- の 点検に ついては， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


邀 アドバイス 


■バッ テリ ー/ 補 機バッ テリ ーの 液 □をに ついて 

参 バッテ U  —/補 機 バッテ U —の 液 □栓を 開けた まま 清掃し ないで く ださい。 
バッテ U — 液の 中に 異物び 入り， バッテ U  —/補 機 バッテ U —の 寿命に 悪 影 
響を およぼします。 


A を 巧 


■ バッ テリーの 取り扱い について 

•バッ テ U  —/補 機ノ （ッテ U —からは 弓 I 火 性の 水素 ガスび 発生 してい ますの 
で， バッテ U  —/補 機ノ （ッテ U —の 近く で乂 巧を 飛ばしたり タノ く コの 火な 
どの 火気を 近づけたり しないで く ださい。 バッテ U  —/補 機 バッテ U — か 
ら 発生す る 水素 ガスに 引火す ると 爆発す る おそれび ありを 険 です。 
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13. 点検- 手入れ 


A を 巧 


■ バッ テリー液の 取り扱い について 

• バッテ U — 液は 希硫酸で すから， 皮膚 や 巧 服に 付着す ると その 部分び 侵さ 
れ ますので， 十分 ま 意して ください。 ちし， 巧 服に 付着した とさは 石けん 
で 十分 洗い， また， 万一 皮膚に 付着 あるいは 眼に 入った とさは， ただちに 
清水で 十分 洗い流 し 医師の 治療を 受けて  <  ださい。 

参 誤って バッテ U — 液を 飲み込んだ 場合は， 多量の 水を 飲んで， すぐに 医師 
の 診察を 受けて ください。 

■バッテリー/補 機バッ テリ ーを 点検す ると をは! •ソ 下の 事項を お守りく ださ 
し、。 お守りいた だかない と 重大な 傷害を 負ったり， 車両の 故障 や 損傷に つな 
がる おそれな どが ありまず。 

• バッテ U —/補 機 バッテ U —を 車両に 取り付け ると をは， ガタ つを びない 
よ ラに します。 取り付けび 不完全で すと 走行 中の 振動で ケース や 極 板を 傷 
める ことび あ 0 ます。 

• バッテ U-/ 補 機 バッテ U- から 直接 1 2V の 電源を 取り出さないで くださ 
し、。 また， 24V の 電気 負荷を 追加 するとを は， トヨタ 販売店に ご 相談く だ 
さい。 

• バッテ U —/補 機 バッテ U —は 常に 清潔に して おいてく ださい。 巧れ たま 
まにして おくと， 電解液 中に 不純物び 混入して 極 板を 傷めた 0, ふた 上面 
で U- ク （漏電） し， バッテ U-/ 補 機 バッテ U- の 寿命を 短く する こと 
び あ 0 ます。 

■ 点検 •整備ず ると きは 

• コンピューター など 電気 部品を 破損す る おそれび あるので， バッテリー/ 
補 機 バッテ 1」 一を 含め 電気系統の 点検， 整備を するとを は エンジン スイ ッ 
チ や ほかの スイッチを 「OFF  (LOCK)」 にした 後， バッテ U-/ 補 機バッ 
テ U- の© 端 テを がしてから 行います。 

•  © 側び 接続され ている と， 工具な どび @ 端子と 車体に 触れた とさに 
ショート してを 険 です。 また， 電気系統の 故障の 原因に な D ます。 

•バッ テ U-/ 補 機 バッテ U- は， 必ず© 端子 （ア ース 側） から 取り外し、 
取り付け ると をは 0 端子を 最後に してく ださい。 

• バッテ U-/ 補 機 バッテ U- の© 端子と© 端子を 逆に 接続し ないで く 
ださい。 逆にす ると， 過大 電流び 流れて オルタ ネーターの ダイオード や 車 
体 配線び 焼 損する ことび あります。 
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13. 点検- 手入れ 


配線 関係 


* 配線 止めの ク U ップの ゆるみ， 損傷 および 巧れ 曲び りな どび ないかを 点検し 
てくだ さい。 

* 不具合び あると をは， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 受けて ください。 

圓巧線関係の取日巧い 

• 取り扱 ラには， 申請し 免許を 受ける ことび 法律で 定められて います。 

参 型式 検定 合格の 無線機を 使用 するとを は， 操作の ための 資格は 必要と しません 
び， 無線機の 取り付け による 車両 電子 機器への 悪影響ち 考えられ ますので， 卜 
ヨ タ 販売店に ご 相談  <  ださい。 


を アドバイス 


■ 無線 関係の 取り扱い について 

参 通常 車両 用 無線機の 電源は 12V ち 式の ため， 24V の 車両には 直接 取り付け 
る ことは でを ません ので ごま 意く ださい。 


A ミち 意 

■ 配線の 追加に ついて 

参 追加 配線は 行わないで < ださい。 やむ を 得ず 灯火 器な どを 追加 するとを は, 
トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


まか 騒音に 関わる 部品 


(^ アドバイス 


■ 取り扱いと 点検 

• 騒音 カバーな どは， 保安 基準で ミ 夫め られた 規制 値を 満足させる ために 取り付 
けられた もので あり， 故意に 改造したり， 取り外したり しないよ うにして く 
ださい。 なお， 整備の ために 取り外し たと をは， 必ず 元通りに 取り付け てく 
ださい。 

• 騒音 カバーな どは， 損傷 や 腐食な どに よる 本来の 機能 劣化を 防止す るた めに 
「メンテナンス ノート」 にした びって 点検して ください。 


A ミち 意 

■ 取り扱いと 点検 

• マフラー および 排気管び 損傷 または 腐食したり すると， 消音 機能び 低下し 
た りする おそれび あ ります ので 点検し， 異常び ある とさは 交換 してく だ 
さい。 
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13. 点検- 手入れ 


まの お 手入れ 


車の 外観を 美し < なち， 性能' 機能を 十分に 発揮し， 長 < ご 使用いた だ < ために, 
なの 手入れを 行って ください。 


r 結 

参 ホースな どで 水を かけな びら ミちれ を 落として ください。 キャブ 周り だけでなく， 
タイヤ 八 ウス， フレーム， シャシ スプ U ング， ラジエーター および ブレーキ パ 
イプな ども 十分に 洗います。 

• 洗車 するとを はヒ ユージ ブル 1」 ンク ボック スの カバーび 確実に ロックされ てい 
る ことを 確認して ください。 

► 室が ヒユー ジブ ル リンク ボックス （ルー ト バンを 除く） 

n ッメ 

13  □ック レバー 
因 板 ロック 

£1 室外 ヒュ ー ジブ) レ U ンク ボックス 


► 巧 下 ヒユー ジブ ル リンク ボックス （ルー ト バン） 

〇 □ック レバー 
0 ッメ 
因 板 ロック 
0 カバー 

因 床下 ヒュ ー ジづ) レ U ンク ボックス 


[ワックス びけ 

• 塗装を 長持ちさせる ため， 月に 1 回 程度の ワックスび けを お勧めし ます。 

- 洗車 後， 車体 温度び およそ 体温し ツ下 になって いると をに 行って ください。 

- コン パウンド （研磨 剤） 入りの ワックスを 使用す ると， 色 落ちす る ことび あ 
0 ます。 

- お使いになる ワ ッ クスの 説明を よく 読んで 正しく お 手入れし てく ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


[ぉ修 塗装 

•洗 ま 時には 傷 や 鐘び ないかを 点検し ます。 傷 や 鐘び あると をは， 正しい タッチ 
アップ 塗装を 行って ください。 

* 詳細は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

I 内装の 手入れ 

♦カーク U —ナ ーな どで ほこりを 取り除いて ください。 また， 巧れ ている 個所は 
水 またはめ る ま 湯を 含ませた 巧で なを 取ります。 

• オルガン 式 ペダル 装着 車は， ペダル 締結 部の 堆積物を 取 0 除いて  < ださい。 
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3. 点検- 手入れ 


ム 警告 


■ 内装の 手入れに ついて 

参 室内 清掃 時， 電装 部品に 水を かけないで ください。 特に 足元の スイッチ. セ 
ンヴ ー， 八 ー ネス および コネクタ ー等び 被 水す ると U —クや 導通 不良び 発 
生し， エンジン 制御 や エア バッ グ など 電子 制御機 器の 誤作動 や 故障の 原因 
となったり， 車両 火災に つなび る おそれび あります。 また， 床び 鐘び た 0, 
悪臭の 原因になります。 


♦車内の 清掃を するとを は， DC/DC 
コンバーター （装着 車） を ミ需ら さな 
いで <  ださい。 水な どの 液体び かか 
ると， 車び 故障す る 原因と なり ま 
す。 また， 車両 火災の 発生に つなび 
る おそれび ありを 険 です。 


参 シー ト ベル トの 清掃に ベンジン やガソ U ン などの 有機 溶剤を 使用 しないで 
ください。 また， ベルトを 漂白したり 染めたり しないで ください。 シート 
ベル トの 性能び 落ち， 十分な 効果び 発揮で をな < なるお それび あります。 清 
掃 するとを は 中性洗剤 をを かした める ま 湯を 使用し， 乾く まで シートべ ル 
卜を 使用し ないで ください。 

•内装 （特に インスト ル メント バネル） の 手入れを するとを は， 難 出し ワッ 
クス や 難 出し ク U —ナ ーを 使用し ないで ください。 

インス トル メント パネルび フロン ト ガラスへ 映り 込み， 運転者の 視界を さ 
またげ 思わめ 事故に つなび り， 重大な 傷害に およぶ か， 最悪の 場合 死 じに 
つなび る おそれび あ 0 ます。 
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13. 点検- 手入れ 


A ミち 意 


■ 洗車に ついて 

参 特に， お 岸 地帯 や 凍結防止剤を 散 巧した 道路を 走行 後は， ラジェ ータ — r 
ン ターク ー ラーを 十分に 洗; 争して ください。 巧れ たま ま 放置す ると 腐食の 
原因になる ことび あります。 

• 下 周り， 足 周りを 洗 5 とさは 手に ケガを しないよ ラに ま 意して ください。 

参 ワイド ビュー ピラー装着 車は， アンテナ， アンテナ キャップを 取り付けて 
いない 状態で アンテナ 付近に 水を かけないで ください。 

参 ランプの レンズ 表面を ワックス， ベンジン やガソ U ン などの 有機 溶剤で 拭 
いたり， おい ブラシな どで 擦ったり しないで ください。 破損したり， 劣化 
を 早める ことび あります。 

• 目地び ある 素 他 部 （塗装され ていない バンパー. アウター 5 ラーな どの 樹 
脂 部分） に 塗装 用 ワックスを 使用し ないで ください。 塗装 用 ワックスび 付 
着す ると， 目地に 入って 取れ なくなり， 白くなる ことび あります。 

参 洗車す ると さは， ワイヤー ブラシ やた わしな どの 硬い 物を 使用し ないで く 
ださい。 塗装な どに 傷び つを ます。 

• 洗車の 際は， 排気管 開 □から 直接 水 
を 入れないで  <  ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


A ミち 意 


■ なのよ ラな とさは， 必ず 洗車して ください。 

- ミ 毎 岸 地帯を 走行した とを 

- 樹液- 鳥の フン- 虫の 死骸 や コールタールび 付着した とを 
- 凍結防止剤を 散 巧した 道路を 走行した とを 
- ほこり や ミ 尼で 巧れ たと を 

- 煤煙- ミ 由 煙- 粉 じん- 鉄粉 および 化学物質 などの 降下のを い 場所 
• 高连 道路で 使用され るを 量の 融雪 塩び 車両 下部の フ レームの 早期 腐食を 招 
< おそれび あります。 

定期的に 洗車 や 補修 塗装を 行って < ださい。 

• 電気 配線， 電装 品， コネクター および ホーンな どの 洗を （特に 高圧 洗を） は 
避けて ください。 

また. 寒; 令 時 ドアの キー 巧 や ゴム 部品び 凍結して 開かな < なること び あり 
ますので， 洗車 後は ドア 周りな どの 水分を よく 巧を 取って ください。 

• プラスチック や 樹脂 部品を， シンナー やガソ U ンで 清掃し ないで ください。 
変色 や 亀裂の 原因に な ります。 

• キャブを チル ト して 洗車 するとを は， エンジンの 空気 取り入れ □に 水び 入 
らな いよ ラ に 処置して く ださい。 エンジン 破損の 原因に な ります。 

■ 内装の 手入れに ついて 

参 液体 芳香剤を こぼさな いよ ラに ミ 主意して ください。 含まれる 成分に よって 
は 変色 やシ =, 塗装のは びれ の 原因になります。 

参 変色 •しみ- 塗装は びれ の 原因になる ため， なの 溶剤は 使用し ないで くだ 
さい。 

- シー トし U 外の 部分： ベンジン- ガソ U ン などの 有機 溶剤 や 酸性 または アル 
力 1」 性の 溶剤- 染色 剤'  漂白剤 

- シー ト 部分： シン ナ ー • ベンジン- アルコール'  その他の アル カ U 性 や 酸 
性のを 剤 

参 諮 出し ワ ッ クス や 離 出し ク 1」 ーナ ーを 使用 しないで ください。 

インス トル メント パネル やその 他 内装の 塗装のは びれ'  溶剤'  変形の 原因 
になる おそれび あります。 
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13. 点検- 手入れ 


DPR  (排出 ガスを 化 装置) 


1 点な 

点検 時期 

1 年 ごと 

* 排出 ガス ミき 化 装置の 本体 および 本体に 取り付い ている センサーの 配線 や ホース 
について 損傷な どび ないか 点検して く ださい。 

* エン ジンの 運転 状態での 排気 圧力 を 点検 して < ださい。 

* 差 圧 J f イプに 詰まり びない か 点検 してく ださい。 

* 点検 時， センサー 巧 ホースの 表面に 損傷び あると をは， ただちに 交換び 必要で 
す。 トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


^ アドバイス 


■ 排気 圧力の 点検に ついて 

•  DPR の 排出 ガス 浄化装置 性能を 維持す るた めに， 定期的に エンジンの 運転 状 
態での 排気 圧力を 点検して < ださい。 排気 圧力び 基準 値を 超えて いる 場合は， 
DPR- ク U -ナ ーのメ ンテ ナンスび 必要に な ります。 

• 排気 圧力の 点検 および DPR の 点検- 整備に ついては， トヨタ 販売店に お申し 
付け  <  ださい。 

• 排気 圧力の 点検び 行えない 場合は， 目 まとして 25 万 km 走行 ごとに 差 圧 パ 
イプ および DPR フィ ルターの 清掃を 実施して ください。 

■ セン ヴー用 ホース 

• センサー 用 ホースは， 約 3 年 ごとに 交換して ください。 


A 警告 

■ 点検に ついて 

参 センサーの 配線 や ホースの 点検は， 走行 直後に 行わないで < ださい。 排気 
管 や マフラー 付近び 高温に なって いて， やけどを する おそれび あります。 
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13. 点検- 手入れ 


燃料 添加# 


1 点な 

点検 時期 

1 年 ごと 

*  DPR の 点検と 平行して， 燃料 添加 弁の 作動を 点検して < ださい。 

* 燃料 添加 弁の 点検 •整備に ついては， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


— トレべ リング センサー ★ 


絶 巧に 分解し ないで < ださい。 分解び 必要な 場合は， 卜 3 夕 販売店に ご 相談 < だ 
さい。 また， センサーは 精密機械の ため， たたく 等の 強い 衝撃を 与えないで くだ 
さい。 


I 点 巧 


点検 時期 


事業 用 3 ヶ月 ごと. 自家用 6 ヶ月 ごと 


ホ 点検に ついては. トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


I 交換 


交換 時期 


4 年 ごと 


* 交換に ついては， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


エア フロー メー ター 


絶対に 分解し ないで < ださい。 分解び 必要な 場合は， トヨタ 販売店に ご 相談 < だ 
さい。 （分解した 場合， 正常で あってち アッセン ブ U — 交換び 必要になる 場合び 
あります。） また， 精密機械の ため， たたく 等の 強い 衝撃を 与えないで ください。 

圓点 巧 

点検 時期 
1 年 ごと 


* 点検に ついては， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


ほを- 加速の が 態 


1 点 巧 

点検 時期 

事業 用 3 力 月 ごと. 自家用 1 年 ごと 

参 エンジンを 暖機 させた 状態で， アイド U ングに むらび ないかを 点検し ます。 


•運行 前に， ま 全な 場所で 徐行し， 走行 状態び スムーズ か， また アクセル ペダル 
を徐 々に 踏み込んで いったと を， ペダルに ひっかかりび なく スムーズに 加速す 
るかを 点検し ます。 

* 低速 走行び 不安定 だったり， アクセル ペダルの 踏み込み 量に 巧して スピードび 
追従 しないと をは， トヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて ください。 
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13. 点検- 手入れ 


八 イブ リツ ド システムの 構ぶ ★ 


A を 巧 


■  A イブ U ッ ド システム について 

•オレンジ色で 明示され た 高電圧 配線， サービス プラグには， 絶対に 触らな 
いでく ださい。 感電す る おそれび あり 大変を 険 です。 

• 警告 ラベルの 指示には 必ずした びって < ださい。 

• 点検- 取り扱いを 行 5 場合 （24V 電装 品の 点検- 手入れを 含む） は， トヨ 
夕 販売店に お申し付けく ださい。 


A 警告 


■ 高電圧， 高温に ま 意して ください 

•高電圧 部位， 高電圧の 配線 （オレンジ色） および その コネクターの 取り外 
し， 分解な どは， 生命に かかわる よ ラな 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 
危険です ので， 絶対に 行わないで ください。 

•  HV バッテ U- の 収納 部は， 不用意に ふれないで ください。 HV バッテ U- 
には 高電圧び 蓄えられて いるた め， 取り扱いを 誤る と 感電し， 生命に かか 
わるよ ラ な 重大な 傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 事故な どで H  V バッ 
テ U —の 収納 部び 損傷 した 場合は， 不用意に 破損 箇所に ふれない よ ラ に ま 
意し， トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 
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13. 点検- 手入れ 


計器 類の 点検 


f エンジン 回 面 計 

•エンジンを 始動 させ， アイド 1」 ング 回転に して 指針の 振れは ないか， また アク 
セル ペダルを 徐 々に 踏み込んで いを， エンジン 回転 計の 指針に 引っ かか D びな 
く スムーズに 上昇す るかを 点検し ます。 点検 時に 異常び 認められ たと をは， 卜 
ヨタ 販売店で 点検'  整備を 受けて < ださい。 


[巧 活計- ミ 由 圧 警報 装置 


TF01-163A 


エンジン スイッチを 「ON」 の 位置 
に して ミ 由 圧 警告 灯び 点灯す るかを 
点検し ます。 

また、 エンジンを かけて g ランプ 

び 消灯す るか、 油 温 計の 指針び 動 < 
かを 点検し ます。 点検 時に 異常び 認 
めら れ たと をは， トヨタ 販売店で 点 
検- 整備を 受けて ください。 
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14. 給油. 給 脂 


本文 中の ★印の 装置は， お 車の 仕様に より 装着され ない 場合び あります。 

定期 点検には， 法律で 定められた 法定 点検 項目 （距離 項目を 含む） と， 弊社び 指定 
する メーカー 指定 点検 項目 〔シビア コンディション （厳しい 使われち） 項目 および 
定期 交換 部品を 含む〕 び あり， 法令で 定められた 期間での 実施び 義務づけられ てい 
ます。 

別冊の 「メンテナンス ノート」 にした びい トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 こ 
こでは 皆様に ち 簡単に 行える 点検- 給 脂に ついて まとめました ので， お 車を 快適に 
ご 使用いた だくた めに 実施され るよ ラ 推奨し ます。 


易 アドバイス 

点検 および 交換 時期に 関し， 使用 期間と 走行距離を 併記して あるち のは， いずれ か 
早  < 到達した 時点で 点検 または 交換な どを 行って  <  ださい。 


网巧識 

こ こでは 本文 中の 点検 時期 表記の 見ち について 説明 しています。 


例 


点検 時期 

II— 

- 新車 1 ，〇〇 0km 走行 時 

0— 

- その 懐， 事業 用 3 力 月 ごと 

(距離 項目） 

0- 

—— 自家用 巨 力 月 ごと （距離 項目） 

0- 

—— [シビア コンデ イシ ヨン 項目] 

n 新車 時から 1 ,000km または 己 000km 走行 時に 点検 • 補給を 勧めて いる 項目 
である ことを 意味して います。 

且 事業 用 自動車の 点検び 3 力 月 ごとで ある ことと， * 1 距離 項目で ある ことを 表し 
ています。 初回 登録 および 前回の 点検より 2,000 km に 満たない 場合は， この 
項目の 点検を 省略す る ことび でを ます。 ただし， な 回の 点検で， 前回の 点検 か 
らの 走行距離び 2,000 km に 満たなくて ち， 2 回 続けての 省略は でを ません。 

且 自家用 貨物車の 点検び 己 力 月 ごとで ある ことと， * 1 距離 項目で ある ことを 表し 
ています。 初回 登録 および 前回の 点検より 4,000 km に 満たない 場合は， この 
項目の 点検を 省略す る ことび でを ます。 ただし， な 回の 点検で， 前回の 点検 か 
らの 走行距離び 4,000 km に 満たなくて ち， 2 回 続けての 省略は でを ません。 

□ この 項目び*  2 シビア コンディション 項目で ある ことを 表し， 使用 条件の 厳しい 
車両は 1 力 月 ごとの 点検を トヨタ自動車び 指定して いる 項目で ある ことを 意味 
しています。 

* 1 , *  2 の 説明は な ページを 参照して ください。 
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14. 給油 •給 脂 


*1 距離 項目 

• 自家用 貨物車， 事業 用 自動車の 定期 点検 整備 項目び 法律で 設定され， 点検 期間 
内の 走行距離び 短い 場合， その 点検を 省略す る ことび でを ます。 

• 事業 用 自動車では， 登録 曰 または 前回の 定期 点検からの 走行距離び 2,000 km 
し U 下の 場合に， その項目を1 回に 限り 省略す る ことび でさる 点検 項目です。 

• 自家用 貨物自動車では， 登録 曰 または 前回の 定期 点検 時からの 走行距離び 己 力 
月の 時点で 4,000 km (下， 12 力 月の 時点で 8,000 km 1； (下の 場合に， その 
項目を 1 回に 限り 省略す る ことび でさる 点検 項目です。 

*2 シビア コンデ ィシ ョン （厳しい 使われち） 項目 

• 定期 点検 整備は 1 力 月 己 000km 程度を 走行す る 場合を 標準の 時期と して 定め 
て あり ます。 事業 用 自動車で 特に 走行距離 びを いなど 標準 的な 使用 条件と 著し 
く 異なる 車両には， シビア コンディション 条件を 定め， 1 力 月 ごとの 点検-整 
備 および 定期 交換を トヨタ自動車び 推奨して います。 


純正 油脂 類 


• オイル やグ U —スの 定期的な 補給と 交換は、 車両の 性能 維持- 寿命 延長-事 

故 防止な どのた めに 非常に 重要な ので 確実に 実施して < ださい。 

• トヨタ 純正 油脂 類は， 車両 性能を 十分に 発揮させる よ ラに 作られて お D ます 

ので， 定期的な ミ 由 脂 類の 補給 および 交換 時は， トヨタ 純正 油脂 類の 使用を 巧 

奨 します。 

■ オイルの 補給 および 交換 時の ま 意 

* 補給 前には 漏れび ないかを 必ず 点検し， 漏れび あると をは， トヨタ 販売店 
で 点検- 整備を 受けて < ださい。 

* 補給-交換 後は， フイ ラーキャップ， フイ ラープラグ および ドレー ンプラ 
グ周 D に 付着した オイルを よく 拭を 取 D, オイル 漏れび ないかを 必ず 点検 
してく ださい。 

* 交換 時は 排油 用の 容器を おず 準備し， 廃 油は 空地 や 溝な どには 絶対 捨てな 
いで  <  だ さい。 

■ 給 脂 時の ま 意 

* グ U —ス 不足は， 回転 部 や摺動 部の 動を を 悪く し， 早期 摩耗に よる ガタや 
異音 および 焼を 付を の 原因になります。 常に グ U —ス びな 持され るよ ラに 
してく ださい。 

* 給 脂は グ U — スニッ プル- ブ 1」 ー ダー および 塗 巧 部位の おや ほこりを 取つ 
てから 行い， 給 脂 後は あふれ 出た グ 1」 ースを 必ず 拭を 取って ください。 


14-3 


14. 給油. 給 脂 


み アドバイス 


■ 点検- 交換 時期に 関して 

• 使用 期間と 走行距離を 併記して あるち のは， いずれ か 早 < 到達した 時点で 点 
検 または 交換な どを 行って ください。 


ム 警告 


■ 油脂 類の 取り扱い について 

参 ミ 由 脂 類の 廃棄 処理は， 環境に 留意した ち 法で 行って < ださい。 処理 方法を 
誤る と 法律違反になります。 

参 エンジン ルーム 内に 巧 や 手袋， 工具 類な どの 置 さ 忘れび ない ことを 確認し 
て < ださい。 巧な どの 燃え やすい 物は 火災の 原因に な D ます。 また 工具 類 
は 振動な どで 飛びは ね， 部品を 損傷させる おそれび あります。 

■ オイルの 補給 および 交換に ついて 

• 周りに 垂れた オイルは 必ず 拭を 取って ください。 そのまま にしておくと 乂 
災の 原因になります。 
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エンジン オイル 


熱 や 酸化に 対して 安定して いる こと， 温度に よる 粘度 変化が 少ない ことが 必要で 
す。 トヨタ 純正 部品は. これらの 性能を 十分に 発揮す るよう に 作られて いますので. 
車両の 使 巧 条件に より. 適正な オイル （UI 下， 「指定銘柄」 といい ます） を 使用し 
て  <  ださい。 


f お定 （推奨） 教巧 

► デ イーゼル エンジン 


オイルの 名称 

SAE 粘度 

使用 温度 範囲 （む） 

トヨタ 純正 ディーゼル オイル DH-2  10W-30 
(JASO  DH-2 ガイ ドラ イン） 

-30 〜 +40 

► ガソリン -LPG エンジン 


指定 油脂 

使用 温度 範囲 （む） 

トヨタ 純正 モーターオイル SN  0W-20  (推奨） 

(API  SN/RC.  ILSAC  GF- 已  SAE  0W-20) 

※ガソ 1」 ン車 のみ 使用 巧 

-30 〜 +40 

トヨタ 純正 モーター オイル SN 已 W-20 
(API  SN/RC.  ILSAC  GF- 已  SAE  已 W-20) 

※ガソ U ン車 のみ 使用 可 

-30 〜 +40 

卜 3 夕純正 モーター オイル SN  5W-30 
(API  SN/RC.  ILSAC  白 F- 已  SAE  已 V\/-30) 

-30 〜 +40 

トヨタ 純正 モーター オイル SN 1 0W-30 
(API  SN/RC.  ILSAC  白 F- 已  SAE  1 OW-30) 

-20 〜 +40 
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t 捕 給 

N04C 型 エンジン （デイー ゼル ま）  2TR 型 エンジン （ガソリン ま) 


1BZ 型 エンジン （LPG 車） 

□ フイ ラーキャップ 
0 オイル レベル ゲージ 


お言い I フィ ラーキャップを 外し エンジン オイルを 補給す る。 

補給 後， 10 分 程して から オイル 量を 点検す る。 

* オイル 量の 点検 （一 P. 12-4) 
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14. 給油 •給 脂 


[交 測き 巧 

■ エンジン 別 交換 時期 


エンジン 

交換 時期 

ディーゼル 

]已, 000km 走行 ごと 

ガソ 1」 ン- LPG 

1 年 または ] 己 ，日日 日 km 走行 ごと 

消防車 

1 已〇 時間 運転 ごと 

•ディーゼル エンジン 車は， 新車 および オーバーホール 後 1,000 km 走行 時に 
交換した 後は， 前記の 表に したびって 定期的に 交換して ください。 

* シビア コンデ ィシ ヨンを 件での 交換 時期び 異なります。 詳しくは メンテ ナン 
ス ノートを 参照して  <  ださい。 

N04C 型 エンジン （デイー ゼル 車）  2TR 型 エンジン （ガソリン 車） 


iTim  フィ ラー キャップと オイル バンの ド レーン プラグ および オイル フィ ル 
ターの ド レーン プラグを 取り外して 排油 する。 

• オイルび 少し 暖かい うちに 行う と 容易に 排出す る ことび できます。 

* 各 プラグは 油 温と 同じ 温度で 熱いた め 手を 触れない よ ラ 注意して ください。 
ETWI] 完全に 排 油した 後， ド レーン プラグを 確実に 締め付ける。 

* ド レーン プラグの ガスケットは， 必ず 新品と 交換して ください。 
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gp 间 オイル フイ ラーから 給油す る。 


エンジン 型式 

オイル 量 （L) 

オイル パン 

オイル フィルター 

N04C  (ディーゼル） 

約已 .2 

約 1.3 

2TR  (ガソリン） 

約 已 .0 

約 0 .已 

1BZ  (LP 日） 

約 8.4 

約 0 .白 

ETITI 給油 後 10 分 程して から， オイル 量を 点検し ます。 
y J 5 1 エンジンを かけて アイド U ング 回転に する。 

hi  i  6  I エンジンを 止め， 30 分し:! 上 経過して から オイル 量を 点検す る。 

参 不足して いると をは 補給し ます。 また， ド レーン プラグから オイル 漏れび な 
いこと を 確認して ください。 

• 入れす ざた とさは， オイルを 抜いて ください。 


獲 アドバイス 


■ オイルの 交換に ついて 

参 オイル 交換 時期は オイルを 補給せ ずに 走行で をる 期間， 距離を 示したち ので 
はありません。 定期的に オイルの 状態を オイル レベル ゲージで 確認し， 必要 
な 場合は オイルを 補給して ください。 

参 N04C 型は オイル 交換 時に オイル フィルターエレメント も 交換して くださ 
い。 


ム 警告 


■ 補給 時に オイルを こぼさない ようにして ください 

•排気管な どに オイルび 付着す ると， 火災の 原因になります。 こぼした とを 
は. 完全に 拭を 取って ください。 

■ オイル 交換に ついて 

• 走行 後す ぐに 排油 すると， オイルび 高温に なって いて やけどを する おそれ 
びあります。 少し 時間を おしに 温度び 下び ってから 行って ください。 

• 排出 ガス; 争 化 装置の 機能を 長時間 維持す るた めに 指定 （推奨） 銘柄の エン 
ジン オイルを お使いになる ことを 推奨し ます。 


A ミち 意 


■ オイル 交換に ついて 

• エンジンを 高 回転- 高 負荷で をく 使用して いる 場合は， 走行 キ □数 または 
稼動 時間に かかわらず 早めに 交換して ください。 また， オイル 量 点検 時才 
イ ルび 著しく 巧れ ている とさち 走行 キロ 数 または 稼動 時間に かかわらず 早 
めに 交換して ください。 
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PTO オイル （消防車） 


A 


PTO は 作動と 内部の 涵 滑に オイルを 使用して います。 PTO には 大 をな 負荷び かか 
ります ので， 熱 や 酸化に 巧して 安定して おり， 温度に よる 粘度 変化の 少ない， 適正 
な オイルを 使用して ください。 これらには トヨタ 純正 エンジン オイルを 使用され る 
よ ラ お勧めし ます。 


1 指定 （推奨） 链巧 

オイルの 名称 

SAE 粘度 

トヨタ 純正 ディー ゼル オイル DH-2 1 0W-30 
(JAS0  DH-2 ガイ ドラ イン） 

1 0W-30 

* 上記 オイルは」 ASO  DH-2 に 準拠す る。 


f 点 巧 •お 給 

点検 時期 

已〇 時間 運転 または 己 力 月 ごと 


田 油 面 

且 フイ ラ-プラグ 
旦 ドレ- ン プラグ 


bi' J 1 1  PTO 後方の フイ ラープラグを 取り外す。 

Mi  2 1 フイ ラープ ラグの ねじ 巧からの ぞいて， ねじの 下端に ある 段差 部分 ま 
で ミ 由 面び をて いるか， また 同時に オイルの 巧れ 具合ち 点検す る。 

* 不足して いると をは， フイ ラープラグの ねじ 穴から 補給して ください。 


点検 •補給び 完了したら， フイ ラープ ラグを 確実に 締める。 
* フイ ラープラグの 締め付け トルク ：  41 N  .  m  1420  kgf  -  cm( 
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im  試運転を 行い， フイ ラープ ラグから オイル 漏れび ない ことを 確認す る。 

* フイ ラープ ラグは 油 温と 同じ 温度で 熱いた め 手を 触れない よ ラ ま 意して くださ 
い。 

* 補給 するとを は， 入れ 過 ざない よ ラ ま 意して ください。 

* オイルび 著しく 巧れ ている 場合は， 運転 時間に かかわらず 早めに 交換して くだ 
さい。 

* フイ ラープラグの ガスケットは， 必ず 新品と 交換して ください。 

* オイルび 著しく 減って いたり， またを に 増加して いるよ ラな 場合には， トヨタ 
販売店で 点検- 整備を 受けて < ださい。 


交換 時期 

オイル 量 

] 曰 0 時間 運転 または] 年 ごと 

約 0 .已 7L 

前 1 I  PTO 後ち の ド レーン プラグ および フイ ラープ ラグを 取りが して 排 油す 
る 0 

* オイルび 少し 温かい うちに 行う と 容易に 排出す る ことび できます。 

完全に 排 油した 乾 ドレー ン プラグを 確実に 締め付ける。 

* ドレー ン プラグの 締め付け トルク ：  41N  •  m  {420  kgf  -  cm( 

b む I  3  I フイ ラープ ラグの ねじ 巧からの ぞいて， ねじの 下端に ある 段差 部分まで 
ミ 由 面び くるよ ラに 給油す る。 


b む 1 4 1 給 ミ 由び 完了したら、 フイ ラープラグを 確実に 締め付ける。 
* フイ ラープラグの 締め付け トルク ；  41N  •  m  {420  kgf  •  cm( 


y 5 1 試運転を 行い， 各 プラグから オイル 漏れび ない ことを 確認す る。 

* ドレー ン 巧から オイルび 落ちなくなる まで 完全に 排 油して ください。 

* 各 プラグは 油 温と 同じ 温度で 熱いた め 手を 触れない よ ラ ミ 主意して ください。 

* ド レーン プラグの ガスケットは， 必ず 新品と 交換して ください。 

* 給 ミ 由 するとを は， 油 面を 確認し なびら ゆっくりと 行って ください。 また， 入れ 
過 ざ や 不足の ない よ ラに ま 意して  <  ださい。 

* フイ ラープラグの ガスケットは， おず 新品と 交換して ください。 
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^ アドバイス 


■ オイルに ついて 

• 点検 や 交換 作業は， 平坦な 場所で 行って < ださい。 傾いて いると， 正確な 才 
イル 量び 測れません。 

•オイル グレードに かかわらず， 交換 時期は 同一です。 これは， オイル 交換の 
主な 目的の 一つに， PTO 作動 時に 発生す る 装置 内部の 摩耗 粉の 除去び あるた 
めです。 


A 警告 


■ 作業 時に ついて 

参 作業 時は 必ず エンジンを 停止 させて ください。 エンジン 回転 中は， 回転 部 
分に 触れたり 近づいたり しないで ください。 手 や 服な どび 巻を 込まれたり 
して 思わめ ケガ をす る おそれび あります。 

参 作業 時は 周囲に オイルを こぼさな いよ ラに してく ださい。 排気管な どに 才 
イ ルび 付着す ると， 火災の 原因になります。 こぼした とさは， 完全に なを 
取って  <  ださい。 

参 走行 後 や PTO 運転 後す ぐに 作業す ると， PTO 本体 や オイルび 高温に なっ 
ていて やけどを する おそれび あります。 少し 時間を おいてから 行って くだ 
さい。 

■ 点検- 補給- 交換を ずると きは 

参 走行 後， オイルび 高温に なって いて やけどを する おそれび あ 0 ます。 少し 
時間を おして 温度び 下び つてから 行って ください。 


A ミち 意 


■ 作業 時に ついて 

参 オイル 量は， 少なす ざて ちを すぎて ち， PTO の 性能び 発揮で をな < なった 
り， 故障の 原因になります。 

参 PTO を 高 回転 •高 負荷で 多用して いる 場合 や， オイルび 著しく 巧れ ている 
場合は， 運転 時間に かかわらず 早めに 交換して < ださい。 

参 オイルび 著しく 減って いたり， また 逆に 増加して いるよ ラな 場合には， 卜 
ヨタ 販売店で 点検'  整備を 受けて < ださい。 
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14. 給油. 給 脂 


トランスミッション オイル （MT ま， 5AMT ま) 


1 指定 （巧 袋） な 巧 

トランス ミッション 型式 

オイルの 名称 

M] 已 3.  M 己 己 0， H3 已 1 

トヨタ 純正 M 白 ギヤ オイル スペシャル ロ 
(API  GL-3.  S 冉 E7 已 W- 目 0) 

MYY 己 A， MYY 已 S.  MZZ6R 

トヨタ 純正 ディー ゼル オイル DH-2  ]  0W-30 
(JAS0  DH-2 ガイ ドラ イン） 

1 オイル 量一 覧表 

トランス ミッション 型式 

オイル 量 （L) 

Ml 已 3 

約 3 之 （PT0 付き 十日. 3) 

M 己已〇 

約 2.8  (PT0 付き 十日. 3) 

H3 已 1 

約 4.2  (PT0 付き 十日. 3) 

MYY  已  A 

トランスファー なし 

約 2.8  (PT0 付き 十日. 3) 

トランスファー 付 走 

約 3 .巳 （PT0 付き 十日. 3) 

MYY  巨  S 

約 3 .已 （PT0 付を + 日. 3) 

MZZ6R 

約 4.4  (PT0 付 さ  +  0.9) 
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t 点 巧 •捕 給 

点検 時期 

新車 1 ,000km 走行 時. 

その後. 事業 用 3 力 月 ごと （距離 項目）. 自家用 6 力 月 ごと （距離 項目） 

[シビア コンデ イショ ン 項目] 

►  M153， H3 日 1， MYY 已 A 型 トランス ミッション 

IP フイ ラープ ラグ （Ml 己 3,  MYY 己 A) 
且フ イラープラグ (H351) 

0 ド レーン プラグ 


□ ド レーン プラグ 

(MYY 己 A 〔トランスファー 付を〕） 


►  M 已已〇 型 トランス ミッション 
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►  MYY 色 S、 MZZ6R 型 トランス ミッション 


• オイル 面び フイ ラープ ラグの ねじ 
巧 下 面から 〇〜 已 mm じ (内に ある 
かを 点検す る。 

Q オイル 面 

旦 オイル 量 （ねじ 巧 下 面） 


• 不足して いると をは， フイ ラープ ラグの ねじ 穴から 補給して ください。 
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I 交 巧 

交換 時期 

2 年 または 40,000 km 走行 ごと 

y：  1 1 1 ド レーン プラグ および フイ ラープラグを 取り外して 排油 する。 

参 オイルび 少し 暖かい ラち に 行 ラと 容易に 排出す る ことび でを ます。 

•  M 已已 0,  MYY 已 A,  MYY 日 S,  MZZ 日 R 型 トランス ミッションの ドレー ンプラ 
グは マグネ ッ ト式 になって います。 付着した 鉄粉は 除まして ください。 

* 各 プラグは 油 温と 同じ 温度で 熱いた め 手を 触れない よ ラ ま 意して ください。 

iTiin 完全に 排 油した 乾 ドレー ン プラグを 確実に 締め付ける。 

* ド レーン プラグの ガスケットは， おず 新品と 交換して ください。 

(オイル 塗布の こと。 また， MYY 已 A,  MYY 日 S および MZZ 日 R は， ガスケ ッ 
卜 ではなく  0  —  U ング です。） 

ち ぉ I  3  I フイ ラー プラグの ねじ 巧 下 面まで オイルを 給 ミ 由す る。 

4 1 フイ ラープラグを 確実に 締め付ける。 

* フイ ラープ ラグの ガスケットは， おず 新品と 交換して ください。 

(オイル 塗布の こと。 また， MYY 已 A,  MYY 日 S および MZZ 日 R は， ガスケ ッ 
卜 ではなく  0  —  U ング です。） 

A 警告 

■ 点検- 補給- 交換を ずると きは 

• 走行 後は オイルび 高温に なって いて やけどを する おそれび あります。 少し 
時間を おいて 温度び 下び ってから 行って くださし、 

A ミち 意 

■ 点検- 補給に ついて 

•オイル 量は， 少なす ざて ちを す ざて ち， トランス 5 ッシ ョンの 故障の 原因 
になります。 

■ オイルの 補給- 交換 後は 

• 車両の 試運転を 行い ド レーン プラグから オイル 漏れの ない ことを 確認して 
ください。 オイル 漏れに より トランス 5 ッシ ヨンび 損傷す る おそれび あり 
ます。 
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* 点検は 定期的に 行い， オイル 量び 減少して いると をは， オイル 漏れの 点検を 行つ 
て  <  ださい。 


[| オイル レベル ゲージ 
B ド レーン プラグ 


b も 1 1 1 車両を 平坦な 場所に 停止し. シフト レバーを 口」 の位圖 こする。 


1 分 間し U 上 アイ ド U ング 回転 させ， 油圧 回路の エア 抜を をし 油 温を 20 
〜 30 でに する。 


M  i  3  I ブレーキ ペダルを 踏みな びら， シフト レバーを 各位 置に ゆっくりと シフ 
卜 した 後， 「P」 の 位置に する。 

• 各 ミ 由 圧 回路 や クラッチ 部に オイルを 充満させます。 
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良好 


COOL  HOT 


参 アイ ド U ング 回転の まま オイルの 
量と 性状 （色. 臭い. 粘度） を 点検 
する 0 

* オイル 量を COOL の 範囲 内に 調整 
した 後. ホット チェックを 実施して 
< ださい。 


* コールド チェックの 目的は， ホット チェックで をる 量が あるか どうかを 確認す 
るた めです。 

► ホット チェック （オイル 量 点検） 

HE  フ レーキ ペダルを 踏みな びら， シフト レバーを 「□」 の 位置に し， トラ 
ンス 5 ッシ ヨンを 作動 させ， ミ 由 温を 通常の 運転 温度 （70 〜 80 で） に 
する。 

凹む I シフト レバーを 各位 置に ゆっくり シフトした 後、 「P」 の 位置に する。 

• 各 ミ 由 圧 回路 や クラッチ 部に オイルを 充満させます。 


良好 


COOL  hot 


参 アイ ド U ング 回転の まま オイルの 
量と 性状 （色. 臭い. 粘度） を 点検 
する。 

*  HOT の 範囲 内に あれば 良好です。 不 
足して いると をは オイル レベル 
ゲージ ガイ ドから 給油を 行い， をす 
ざると をは ド レーン プラグから 排 
ミ 由して 調整し ます。 


* 温度の 上昇と 共に オイル 面ち 上昇す るので ホット チェックは， 油 温び 高くな 
ければ な 0 ません。 


* ホット チェック はおず 実施して ください。 


t 交換 

交換 時期 

2 年 または 40.000 km 走行 ごと 
* オイル 交換は トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


トランス ミッション 型式 

オイル 量 （L) 

冉 8 巨 0E 

約]  2.0 
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A 警告 

■ 点検- 補給- 交換を ずると きは 

参 走行 後は オイルび 高温に なって いて やけどを する おそれび あります。 少し 
時間を おして 温度び 下 びって から 行って ください。 

■ ホッ ト チェックを ずると さ 

•高温のと をに 排油 すると， やけどを する おそれび あります。 少し 時間を お 
いてから 行って ください。 


A を 意 

■ オイルの 点検に ついて 

•点検は 必ず シフト レバーを 「P」 の 位置に し， エンジンを アイド U ング 回転 
にした まま 行って ください。 

• ミ 由 温び 上昇す ると オイル 面ち 上昇し ますので， オイル レベル ゲージの 指定 
の 範囲 (上に オイルを 補給し ないで  <  ださい。 

• 点検を 行 ラと をは， オイル レベル ゲージの 周りの ゴ 5 や ほこりを ふを 取っ 
てくだ さい。 

• 補給 容器は をれ いな 物を 使用して < ださい。 異物び 入る と 故障の 原因に な 
ります。 

■ 故障を 防ぐ ために 

参 ほかの オイルを 使用した D, ミ 居 合したり すると 性能な 下 や 焼を 付を などの 
不具合び 発生し ますので 絶対に 使用し ないで < ださい。 

参 オイル 量は， 少なす ざても をす ざても， オートマチック トランス 5 ッ シヨ 
ンの 故障の 原因になります。 

■ オイルの 補給- 交換 後は 

参 車両の 試運転を 行い ド レーン プラグから オイル 漏れの ない ことを 確認して 
ください。 オイル 漏れに より オートマチック トランス 5 ッシ ヨンび 損傷す 
る おそれび あ 0 ます。 
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トランスファー オイル ★ 


[お定 （推奨） 教祝 


オイルの 名称 


トヨタ 純正 ディーゼル オイル DH-2 1 0W-30 
(JASO  DH-2 ガイ ドラ イン） 


[点 巧 •捕 給 


点検 時期 


新車 1 ,000km 走行 時. 

その後. 事業 用 3 力 月 ごと （距離 項目）. 自家用 已力月 ごと （距離 項目） 
[シビア コンデ イシヨ ン 項目] 


[| フイ ラープ ラグ 
B ド レーン プラグ 


b む 1 1 1 トランスファー ケースの フイ ラープ ラグを 取り外します。 


• オイル 面が フイ ラープ ラグの ねじ 
巧 下 面から 〇〜 已 mm し U 内に ある 
かを 点検し ます。 

Q オイル 面 

0 オイル 量 （ねじ 巧 下 面） 


不足して いると をは フイ ラープラグの ねじ 巧から 補給して ください。 
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iOH  トランス ファーケースの ド レーン プラグ および フイ ラープラグを 取り 
外して 排油 する。 


参 オイルび 少し 暖かい ラち に 行 5 と 容易に 排出す る ことび でを ます。 

• ド レーン プラグは マグネット 式に なって います。 付着した 鉄粉は 除去して くだ 
さい。 

* 各 プラグは 油 温と 同じ 温度で 熱いた め 手を 触れない よ ラ ま 意して ください。 

Enn 完全に 排 油した 乾 ドレー ン プラグを 確実に 締め付ける。 

* ドレー ン プラグの 0 —  リングは， 必ず 新品と 交換して ください。 

(オイル 塗 巧の こと） 

6 お I  3  I フィ ラー プラグの ねじ 巧 下 面まで オイルを 給 ミ 由す る。 

削 4  I フィ ラープラグを 確実に 締め付ける。 

* フィ ラープラグの 0 —  リングは， 必ず 新品と 交換して ください。 

(オイル 塗 巧の こと） 

A 警告 

■ 点検- 補給- 交換を ずると をは 

参 走行 後は オイルび 高温に なって いて やけどを する おそれび あります。 少し 
時間を おいて 温度び 下 びって から 行って ください。 

A ミち 意 

■ オイルの 補給- 交換 後は 

• 車両の 試運転を 行い ド レーン プラグから オイル 漏れの ない ことを 確認して 
ください。 オイル 漏れに より トランス ファーび 損傷す る おそれび あります。 
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レン シャル オイル 


f お定 （推奨） 教 祝 

► リヤ 10 .已 インチ， 12 インチ， 13 インチ 


オイルの 名称 

トヨタ 純正 /V イポイ ド ギヤ オイル SX  (API  GL- 已. SAE8 曰 W- 日 0) 

►フ □ン ト， リヤ 12 インチ LSD 付き 車 


オイルの 名称 

トヨタ 純正 A イポイ ド ギヤ オイル LSD  (API 日 L- 巳 S 冉 E8 已 W-90) 

1 オイル 量一質 表 

名称 

オイル 量 CL) 

フ □ント 

約 1.3 

IJ ャ 

] 曰 .已 インチ 

約 3.4 

]2 インチ 

約已 .2 

12 インチ （LSD 付を 車） 

約已 .2 

]3 インチ 

約 3.7 

[点 巧 •補給 


点検 時期 


新車 已 .OdOkm 走行 時. その後， 

事業 用 3 力 月 （距離 頃 目）， 自家用 6 力 月 ごと （距離 項目） 
[シビア コンデ イシヨ ン 項目] 


► フ □ント デイ ファレン シャル 


車両 前面 視  車両 後面視 
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► リヤ デイ ファレン シャル 


□ フイ ラープラグ 
B ド レーン プラグ 


y J 1 1 アクス ル八ウ ジングの フィ ラープラグを 取り外します。 

b む 1 2 1 フロント ディ ファレン シャル- U ヤ ディ ファレン シャルの オイルび 下記 
の オイル 量まで あるかを 点検し ます。 不足して いると をは， フィ ラープ 
ラ グの ねじ 巧 か ら 補給して く ださい。 

■ オイル 量 

► フ □ント デイ ファレン シャル 


Q オイル 面 
0 オイ レ 量 

(ねじ 巧 下 面から 10 mm 下) 
0 フイ ラープラグ ねじ 巧 


► リヤ デイ ファレン シャル 


Q オイル 面 

0 オイル 量 （ねじ 巧 下 面) 
0 フイ ラープラグ ねじ 巧 
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I 交 巧 

交換 時期 

吕 年 または 40,000 km 走行 ごと 

y'  1 1 1 アクス ル八ウ ジング 下部の ド レーン プラグ および フイ ラープ ラグを 取 
D がして 排油 する。 

• オイルび 少し 暖かい うちに 行う と 容易に 排出す る ことび できます。 

参 ド レーン プラグは マグネット 式に なって います。 付着した 鉄粉は 除去して くだ 

さい。 

* 各 プラグは 油 温と 同 じ 温度で 熱いた め ま 意して ください。 

ETun 完全に 排 油した 乾 ドレー ン プラグを 確実に 締め付ける。 

* ド レーン プラグの ガスケットは， おず 新品と 交換して ください。 

巨む  1 3  I オイル 量まで 給 ミ 由す る。 

A 警告 

■ 点検- 補給- 交換を ずると きは 

• 走行 後は オイルび 高温に なって いて やけどを する おそれび あります。 少し 
時間を おいて 温度び 下び ってから 行って くださし、 

A ミち 意 

■ オイルの 補給- 交換 後は 

参 車両の 試運転を 行い ド レーン プラグから オイル 漏れの ない ことを 確認して 
ください。 オイ j レ 漏れに よ り デイ ファレン シャ ルび 損傷す る おそれび あり 
ます。 

■ オイルは 適正. 適量に 

参 フロント デイ ファレン シャル， U ミ テッ ドス U ップ デフ 付を 車には， 必ず 
ブルー リボン L  SD オイルを 使用して ください。 

•  4  WD まの フロント デイ ファレン シャル ギヤ オイルの オイル 量は フイ ラー 
プラ グの ねじ 巧 下 面より  10  mm ほど 化い 位置に あれば 適量 （約 1.3  L) 
です。 フイ ラープ ラグ いっぱいまで 入れる と 走行 条件に よっては， ギヤ オ 
イ ルび オーバー フ □一す る おそれび あ D ます。 
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14. 給油. 給 脂 


パワーステアリング フルー 


I お定 （推奨） 教巧 


オイルの 名称 


卜 3 夕 純正 パワー ステア U ング フルード 


I 点 巧 •お 給 


点検 時期 


新車] ,000km および 己. 000 km 走行 時. 

その後. 事業 用 3 力 月 ごと （距離 項目） 自家用 1 年 ごと 


•  U ヴー バー タンク 内の オイル 量が 規定 範囲 内に あるかを 点検し ます。 

• オイル 量 点検 時に 巧れ 具合 も 点検し ます。 巧れ ている とさは 交換が 必要です。 


TN07-021B 


1BZ 型 エンジン （LPG 車） 

[| オイル レベル ゲージ 
(フィ ラー キャップ） 

• オイル 量は タンク 本体の 目盛 また 
は オイル レベル ゲージで 確認し ま 
す。 オイルが; 令え ている とさは オイ 
ル 面が 「COLD」 の 範囲 内に， 暖 
まってい ると をは オイル 面が 
「HOT」 の 範囲 内に あるか 点検し 
て  <  ださい。 
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►  2TR 型 エンジン （ガソリン 車） 

[| オイル レベル ゲージ 
(フィ ラーキャップ） 

• オイル 量は オイル レベル ゲージで 
確認し ます。 オイルび; 令え ている と 
きは オイル 面び 「COLD」 の 範囲 
内に， 暖まって いると をは 「HOT」 
の 範囲 内に あるか 点検して くださ 
い。 

参 C  0  L  D  : 約 20 で。 エンジン 停止 
後， しばらく 放置した とさの 油 温び 
これに 相当し ます。 

•  H  0  T  : 約 70 で。 高速 走行 後の 油 
温び これに 相当し ます。 


f 交 巧 

交換 時期 

新車 已 .OOOkm 走行 時. そのを， 1 年 または 巨 0.000 km 走行 ごと 
• オイルの 交換は， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


オイル 量 （L) 
約 1 .已 


A 警告 


■ オイルに ついて 

•必ず 純正の オイルを 使用して ください。 異なった オイルを ミ 居 合する と， 作 
動 不良の 原因になります。 

•オイルの 不足 や ミちれ は， 八ン ドル 操作に 支障を をた します。 補給 または 交 
換 をして ください。 

■ 点検- 補給を ずると きは 

•キャップを 外す 際は， キャップの 周りを 十分に 清掃し， タンク 内に ゴ 5 や 
水な どび 入らない よ ラに してく ださい。 ゴ 5 や 水び 入る と， 作動 不良の 原 
因になります。 

• 異常に オイルび 不足す るよ ラで あれば， オイル 漏れに よるを のです から， 卜 
ヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて < ださい。 
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ブレーキ フルード. クラッチ フルード 


I 指定 （巧 袋） な 巧 

フルー ドの 名称 

卜 3 夕純正 ブレーキ フルード 2 已〇 0H 

1 ブ レー キ フルー ドの 取り 巧し、 

* キャップを 外す とさは キャップの 周りを 清掃して ください。 

*  U ヴー バー タンクに 異物び 沈； 殿して いると きは， トヨタ 販売店で 点検 •整備を 
受けて ください。 

* 補給 時に 使用す る 容器な どにちれ びない かを 点検し， 巧れ ている とさは 洗 ミ 争し 
てから 使用して ください。 

* 補給の 際， こぼれた 液び 塗装 面に 付着す ると 塗装び は びれ る 原因になります の 
です ぐに なを 取って く ださい。 （特に 樹脂 部品） 

* 吸湿性び 強いた め， 点検 や 補給 および イ呆管 中に 水分び 混入 しないよ ラ 取り扱い 
に ま 意して ください。 

*  U ヴー バー タンク ホースに 亀裂 および 傷び ないかを 点検して ください。 不具合 
び あると をは， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


f 点 巧 •お 給 

点検 時期 

事業 庙 3 力 月 ごと， 自家 庙 1 年 ごと 


•  1」 ヴーノ （ー タンク 内の 液量び 規定の 範囲 内に あるかを 点検し ます。 

参 液面び， 「MAX」 と 「M  I  N」 の 線の 間に あれば 良好です。 不足して いると を 
は， 配管 系に 液 漏れび ない ことを 確認し， ブレーキ フルードを 「MAX」 の 線 
まで 補給し ます。 

MT ま （ブ レー キ. クラッチ）.  已 AMT 車 （クラッチ） 

已 AMT 車 （ブ レー キ） 
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14. 給油 •給 脂 


*  MT 車の 場合， U ヴー バー タンクは ブレーキ， クラッチ 共用です。 点検 および 補 
給に ついては フ レーキの 基準に 従い 実施して ください。 

已 AMT まの 場合， ブレーキは キャ フ 内. クラッチは キャブ 左 後方 （ア クチ ユエ ー 
夕一内） になります。 

• 液面び 異常に 化 下して いると をは， パイプな どからの 漏れび 考えられ ますので， 
トヨタ 販売店で 点検'  整備を 受けて ください。 


I 交 巧 

交換 時期 
2 年 ごと 

参 ブレーキ フルードは， 必ず 純正 品の 新しい ちのと 全量 交換し ます。 また， 交換 
は トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 


■ ブ レー キ フルードの 液面 ほ 下につ いて 

• ブレーキ パッ ドの 摩耗に 伴い ブレーキ フルードの 液面び 化 下します び 液 漏れ 
ではありません。 


A 警告 


■ ブレーキ フルード について 

•常に 清 ミ 争な ちのを 使用して ください。 異物び 混入して いると， ブレーキ 系 
統の各 装置に 傷を つける だけで な <, 機能の 障害を 引を 起こし， ブレーキ 
の 効を 不良の 原因に な ります。 

参 必ず 純正を 使用して ください。 異なった ブレーキ フルードを ミ 居 合する と. 性 
状び 変化して 沸点の ほ 下 や 部品の 鐘つ をを 招く ことび あります。 ほかの 鉱 
物 ミ 由び 混入す ると、 ブレーキ 装置の ゴム 部品を 膨涵 させ ブレーキの 効を 不 
良の 原因になります。 

•長期 間 使用す ると， 水分 吸収に より 沸点び 大幅に 化 下し， ベー パー □ック 
び 発生し やす <な ります ので， 化ず 交換 時期に 純正 品の 新しい ちのと 全量 
交換して ください。 


A を 意 


■ リザー バー タンクの 取り扱い について 

参 U ヴー バー タンクの キャップは 補給し i (がでは 開けないで ください。 また， 補 
給の 際 キャップを 開けた とさは， 確実に 閉めて ください。 

• 「MAX」 の 線を 超えて 補給し ないで ください。 
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14. 給油. 給 脂 


電動式 キヤ ブ チル ト シリ ン ダー オイル ★ 


国 点な. お 給 


点検 時期 


1 年 ごと 


Q ミ 由 面 

0 フイ ラープラグ 


オイルび タンク 上面より 10  mm しツ 内まで あるか 点検す る。 
• 不足して いると をは， フイ ラープラグの ねじ 巧から 補給し ます。 


f 交 巧 

交換 時期 
2 年 ごと 

• オイル 交換は， トヨタ 販売店に お申し付けく ださい。 

オイル 量 （L) 

約 2.0 

易 アドバイス _ 

■ 点検- 補給を ずると きは 

• キャブを 下げた 状態で 行って ください。 


A を 意 

■ オイルの 補給に ついて 

• 電動式 キャブ チル トシ U ン ダー オイルは， 必ず 純正の オイルを 使用して く 
ださい。 異なった オイルを 混入す ると， 作動 不良の 原因になります。 
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14. 給油 •給 脂 


上記の 「•」 は， 給 脂 個所を 示します。 


シャシ グリース 
〔シャシ グ U- ス スペシャル〕 

1」 チ ューム 系べ アリ ンググ U —ス 
〔 トヨタ 純正 MP グリース N0.2〕 

1 力 月 または 1,000 km 走行 ごと 

〔標準 キャブ 車 3.5t 積し ツ上 （後 軸） ワイド キャブ 車， 2.95t 積し ツ 上〕 
D スプ 1」 ング ピン 〔前 軸 •後 軸 （前)〕 （左ち 2 力 巧） 

および シャックル ピン 〔前 軸-後 軸 （後)〕 （左ち 4 力 巧） 

沪 3.000 km 走行 ごと 

0 キャ フロック U ンク 本体 撞動部 〔手動 式 チル トキ ャフ 車〕 

沪 1 ヶ月または 4,000km 走行ごと 
因 プ □ペラ シャフ ト ユニバーサル ジョイント 
□ プロペラ シャフ トス プライン ヨーク 
因 プ □ペラ シャフ ト センターベア リング 
^ 己 ヶ月 ごと 〔ワイド キャ フ 車， 2.9 已 t 積し: Ui〕 

因 ドラッグ U ンクボ ールジ ョ イン ト 输後 2 力丽 
0 タイ □ッ ドボール ジ ヨ イン ト （左ち 2 力 所） 


14-29 
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沪 日 ヶ月 または 己, 000 km 走行 ごと 
回 UU- スフ ォークと サポートの 摺動部 （MT 車） 

回 U  U- スフ ォーク と レ U- ズシ U ン ダーロ ッ ドの 摺動部 （MT 車） 

の UU- スフ ォークと 八 ブの摺 動 部 および UU- ス シャフト 支持 部， レ U- ズシ 
U ン ダー ク レビス ピン 周辺 （已 AMT 車） 

誤 6 ヶ月 または 10,000 km 走行 ごと 

m キング ピン （左ち， 上下 4 力 所） 

接 アドバィス _ 

■ 給 脂 時期に ついて 

給 脂 時期に 期間と 走行距離を 併記して あるち のは， いずれ か 早く 到達した 時点で 給 
脂を してく ださい。 


給 脂 


* グ U — スニッ プルへの 給 脂は シール 部から はみでる まで 行い， はみだした グ 
U —スを 拭を 取って ください。 


* グ U —スの 補給び 必要な 個所の み 記載して あります。 分解 整備 および 組み立て 
時の 給 脂は， トヨ タ 販売店に ご 相談く ださい。 


* スプ 1」 ング ピン および プ □ペラ シャフト （D. 因. E1. 因） 上の 給 脂 個 
所は 車 型に より 異なります。 

>> は 給 脂 部分 
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1 1 力 月 または 11000 km 走 巧 ごと 

1^' ン 

ャ シグ U — ス 

適量 塗布 

( D スプ U ング ピン および シャックル ピンは グ U ースび あふれ 出る まで。） 

d 

TN12-042B 

S 

r  TN12-043B 

1 

/ 

D スプ 1」 ング ピン 〔前 軸 （前)〕 

( 左ち 2 力 所） 

および シャックル ピン 
〔前 軸-後 軸 惟)〕 （左ち 4 力丽 
• スプ U ング ピン 〔後 軸 （前)〕 

(左ち 2 力 所） 

〔標準 キャ ブ車 3.5t 積し ツ上 （後 軸） 
ワイド キャブ 車， 2 .日已 t 積し i (上〕 

：{ 

砸 

m 

__ - 方 

T12-044B 

13,000 km ま 巧 ごと 

沪 U 

チユ ーム 系べ アリ ング グリ ース 

不足の 場合， 適量 塗布 

1 

i 

0 

旦 キャ フ □ック U ンク 本体 摺動部 
〔手動 式 チル ト キャブ 車〕 

• 点検は U ンク カバーを 取りが して 
行って ください。 
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14. 給油. 給 脂 


[1 力 月 または 4,000 km を 巧 ごと 

沪 リチユ ーム系 ベアリング グリー ス 

適量 

► フ □ント 


►  U ヤ 


0 プロペラ シャフト 

ユニバーサル ジョイント 
□ プ □ペラ シャフ トス プライン ョー 
ク 


因 プロペラ シャフト 

ユニ パー サル ジョイント 

□ プ □ペラ シャフ トス プライン ヨー 
ク 

因 プロペラ シャフト 
センターベア リング 
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[6 力 月 ごと 


w\ 

シャ シグ リース 

グ 1」 ースび あふれで るまで 

@ ドラッグ U ンク ボール ジョイント 
(前後 2 力 所） 

〔ワイ ド キャブ 車， 2.9 已 t 積し:! 上〕 

' — 

J 

1 

TN12-17 犯 

Q タイ □ッ ドボ ー ルジ ョ イン ト 
(左ち 2 力 所） 

〔ワイド キャブ 車， 2 .目 己 t 積 政 上〕 
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14. 給油. 給 脂 


1  6 力 月 または 5,000 km を 巧 ごと 

U チュ 

ム系 ベアリング グリー ス 

適量 （ただし @ 

は スプレー タイプの グ 1」 ース） 

回 UU- スフ オークと サポートの 撞動部 （MT 車) 


•給 脂は， ブーツを 取りが し， 内部に グ U — スガンを 挿入し ます。 
回 U  U- スフ オーク と レ U- ズシ U ン ダー □ッ ドの 撞動部 （MT 車) 


EQ  UU- スフ オークと 八 フの撞 動 部 および UU- ス シャフト 支持 部， レ U- ズシ 
U ン ダー ク レビス ピン 周辺 （已 AMT 車） 
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|6 力 月 または 1 0,000 km を 巧 ごと 

シャシ グリー ス 

グ U —スび あふれ 出る まで 


m キング ピン （左ち •上下 4 力 所) 


油脂 一覧表 


I エンジン オイル 


■ ディー ゼル車 
► 時期 


点検 

交換 

曰 常 （運行 前） 

]已,00 日 km 走行 ごと 

備考； 新車 および オーバーホール 後 1 ,000km で 交換。 

► 指定 〔推奨] 油脂 名- 容量 


名称 

SAE 粘度 

オイル 量 （L) 

オイルの み 交換 時 

オイルと 

フィルター 交換 時 

卜 3 夕純正 ディーゼル オイル 
DH-2 1 0W-30 
(JAS0  DH-2 ガイ ドラ イン） 

1 0W-30 

約 己 2 

約已 .已 
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■ ガソリン 車. LPG 車 
► 時期 


点検 

交換 

曰 常 （運行 前） 

1 年 または ]已, 00 曰 km 走行 ごと 

► 指定 〔推奨〕 油脂 名 


名称 

SAE 粘度 

卜 3 夕純正 モーター オイル 

SN  0W-20  (推奨） 

(API  SN/RC.  ILSAC  GF- 己  SAE  0W-20) 

ぷガソ 1」 ン車 のみ 使用 可 

SN  已 W-20 

(API  SN/RC,  ILSAC  GF- 己  SAE  5W-20) 

※ガソ 1」 ン車 のみ 使用 可 

SN 已 W-3 曰 

(API  SN/RC， ILSAC  GF- 已  SAE  5W-30) 

SN  1 OW-30 

(API  SN/RC,  ILSAC  GF- 已  SAE  1 OW-30) 

► 容量 


型式 

オイル 量 （L) 

オイルの み 交換 時 

オイルと フィルター 交換 時 

2TR  (ガソリン） 

約 己. 0 

約已 .己 

1 巨 Z  (LP 日 車） 

約 8.4 

約 目. 3 

1  PTO オイル （消防車） 

► 時期 


点検 

交換 

已〇 時間 運転 または 3 力 月 ごと 

100 時間 運転 または] 年 ごと 

► 指定 〔推奨〕 油脂 名- 容量 


名称 

SAE 粘度 

オイル 量 （L) 

卜 3 夕 純正 ディーゼル オイル 
DH-2 1 0W-30 
(JASO  DH-2 ガイ ドラ イン） 

1 0W-30 

約 曰. 目 7  L 
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[トランス ミッション オイル （MT 車) 

► 時期 


点検 

交換 

* 事業 用 3 力 月 （距離 項目） 

自家用 6 力 月 （距離 項目） 

2 年 または 4 曰, 000 km 走行 ごと 

備考； 新車 1 ,000km で 点検。 

* 印は， シビア コンデ イシ ヨン 項目を 表します。 

► 指定 〔推奨] 油脂 名- 容量 


型式 

指定 〔推奨〕 油脂 名 

オイル 量 CL) 

M] 已 3 

トヨタ 純正 MG ギヤ オイル スペシャル ロ 
(API  白 L-3.  SAE  7 已邮 -9 曰） 

約 3.2  (PT0 付を： +0.3) 

M 已已日 

約 2.8  (PT0 付を： +0.3) 

H3 已 1 

約 4.2  CPT0 付き： +0.3) 

MYY  已  A 

卜 3 夕純正 ディーゼル オイル 

DH-2 1 0W-30 
り冉 SO  DH-2 ガイ ドラ イン） 

約 2.8  (PT0 付き： +0.3) 

MYY  已  A 
(トランスファー 
付を） 

約 3 .已 （PT0 付き： +0.3) 

MYY6S 

約 3 .已 （PT0 付を： +0.3) 

MZZ6R 

約 4.4  (PT0 付を： +0.9) 

1 トランスミッション フルード （AT 車） 

► 時期 


点検 

交換 

新車] ,000km 
* 事業 用 3 力 月 （距離 項目） 

自家用 6 力 月 （距離 項目） 

2 年 または 4 曰, 0001 cm 走行 ごと 

悪路 走行. 発進 停止のを い 車は 

1 年 または 2 曰, 000 km 走行 ごと 

* 印は， シビア コンデ イシ ヨン 項目を 表します。 

► 指定 〔推奨] 油脂 名- 容量 


指定 〔推 契〕 油脂 名 

オイル 量 （L) 

トヨタ 純正 オー トフ ルー ド タイフ T-  IV 

約 12.0 
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14. 給油. 給 脂 


I トランス ファーオイル ★ 

► 時期 


点検 

交換 

* 事業 用 3 力 月 （距離 項目） 

自家用 已力月 （距離 項目） 

2 年 または 4 曰, 00 曰 km 走行 ごと 

備考； 新車 1 ,000km で 点検。 

* 印は， シビア コンデ イシ ヨン 項目を 表します。 

► 指定 〔推奨〕 油脂を- 容量 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

オイル 量 （L) 

トヨタ 純正 ディー ゼル オイル DH-2 1 0W-30 
り AS0  DH-2 ガイ ドラ イン） 

約 1 .已 

1 デイ ファレン シャル オイル 

► 時期 


点検 

交換 

新車 已 ,0 日日 km 
* 事業 用 3 力 月 （距離 項目） 

自家用 已力月 （距離 項目） 

2 年 または 40,000 km 走行 ごと 

* 印は， シビア コンデ イシ ヨン 項目を 表します。 

► 指定 雌 類 油脂 名 •容量 [フ □ン ト） 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

オイル 量 （L) 

トヨタ 純正 A イポイ ド ギヤ オイル [_SD 
(API  GL- 曰 S 冉 E8 已 W- 目 曰） 

約 1.3 

► 指定 〔推奨〕 油脂 名- 容量 [U ヤ〕 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

インチ 

オイル 量 （L) 

トヨタ 純正 从イ ポイ ド ギヤ オイル SX 
(API  GL- 曰  S 冉 E8 己 W-90) 

10.5 

約 3.4 

12 

約已 .2 

13 

約 3.7 

卜 3 夕 純正 从イ ボイ ド ギヤ オイル LSD 
(API  GL- 曰  S 冉 E8 已 W-g 曰） 

12 

(LSD 付を 車） 

約已 .2 
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14. 給油 •給 脂 


[パ ワー ステア IJ ング フルード 

► 時期 


点検 

交換 

事業 用 3 力 月 （距離 項目） 

自家用] 年 

1 年 または 6 日, 000 km 走行 ごと 

備考； 新車 1 ,000km および 己, 000 km で 点検。 
備考： 新車 已 ,000km で 交換 

► 指定 〔推奨] 油脂 名- 容量 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

オイル 量 （L) 

トヨタ 純正 パワー ステア 1」 ング フルード 

約 1 .已 

[ブ レー キ フルード • クラッチ フルード 


► 時期 


点検 

交換 

事業 用 3 力 月 ごと， 自家用] 年 ごと 

2 年 ごと 

(己 AMT 用 クラッチ フルード ] 年 ごと） 

► 指定 [推奨） 油脂 名 


指定 〔推奨〕 油脂 名 
卜 3 夕純正 ブレーキ フルード 2500H 


[電動式 キャブ チル トシ U ン ダーオイル ★ 

► 時期 


点検 

交換 

1 年 ごと 

2 年 ごと 
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14. 給油. 給 脂 


t グリー スの給 ミ か！ 箇所 

[I スプ U ング ピン 〔前 軸 •後 軸 （前)〕 （左ち 2 力 巧） 

および シャックル ピン 〔前 軸 •後 軸 （後)〕 （左ち 4 力 所） 

〔標準 キャブ 車 3.5t 積 上 （後 軸） ワイド キャブ 車， 2.95t 積し U 上〕 

► 時期 


補給 

1 力 月 または 1 ,000km 走行 ごと 


► 指定 〔推奨〕 油脂 名- 容量 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

容量 

シャシ グリース 
シャシ グ U —ス スペシャル 

グ 1」 ースび あふれ 出る まで 

0 キャ フロック U ンク 本体 撞動部 〔手動 式 チル ト キャブ 車〕 

► 時期 


点検 

3,000 km 走行 ごと 


► 指定 〔推奨〕 油脂 名- 容量 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

容量 

U チュー ム系 ベア U ンググ リース 
トヨタ 純正 MP グリース N0.2 

不足の 場合. 適量 塗布 

因 プ □ペラ シャフ ト ユニバーサル ジョイント 
□ プ □ペラ シャフ トス プライン ヨーク 
因 プ □ペラ シャフ ト センターベア リング 

► 時期 

補給 

1 力 月 または 4,000 km 走行 ごと 


► 指定 〔推奨〕 油脂 名- 容量 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

容量 

U チュー ム系 ベア U ンググ リース 
トヨタ 純正 MP グ リース N0.2 

適量 
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14. 給油 •給 脂 


因 ドラッグ U ンク ボール ジョイント 输後 2 力丽 〔ワイ ド キャブ 車,  2 .日已 t 積 しん h〕 
Q タイ ロッ ドボール ジョイント （左 も 2 力丽 〔ワイ ド キャブ 車， 2 .日已 t 積 (上〕 

► 時期 

補給 

巨 力 月 ごと 


► 指定 [推奨） 油脂 名- 容量 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

容量 

シャ シグ リース 
シャ シグ U —ス スペシャル 

グ U —スび 排出す るまで 

回 UU- スフ ォーク と ヴポー トの摺 動 部 （MT 車） 

回 U  U- スフ ォーク と レ U- ズシ U ン ダーロ ッ ドの 摺動部 （MT 車） 

の UU- スフ ォークと 八 ブの摺 動 部 および UU- ス シャフト 支持 部， レ U- ズシ 
U ン ダー ク レビス ピン 周辺 （已 AMT 車） 

► 時期 

補給 


巨 力 月 または 已. OOOkm 走行 ごと 


► 指定 [推奨） 油脂 名- 容量 

指定 〔推奨〕 油脂 名 

容量 

U チ ューム 系 ベア U ンググ U —ス 
トヨタ 純正 MP グ U- ス N0.2 

適量 （MT 車） 

( 巧 はスプ レ-タイプの グ 1」- ス） 

グ U —スび あふれ 出る まで （已 AMT 車） 

m キング ピン （左ち， 上下 4 力 所) 

► 時期 


補給 

己 力 月 または 10.000 km 走行 ごと 


► 指定 〔推奨] 油脂 名- 容量 


指定 〔推奨〕 油脂 名 

容量 

シャシ グ リース 
シト シグ U —ス スペシャル 

グ 1」 ースび あふれ 出る まで 
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14. 給油. 給 脂 


14-42 


1 已 

故障 時の 処置 

不調 時の 原因と 処置 . 1 已 -2 

アイ ド ルス トップ システム 付を 車の 不調 時の 原因と 処置 . 1 已 -1 1 

故障した とき . 15-12 

発 炎 筒 （緊急な ま 炎 筒） . 1 已 -13 

警告 巧が 点 口した とき . 1 已 -13 

メー ターび 異常を 示した とき . 1 已 -13 

才ー パ‘ー ヒート したと き . 1 已 -14 

警告 ブ ザーび 鳴った とき . 1 已 -1 色 

ランプ 類び 点な しないと き . 1 已 -1 臣 

ヒュ ーズを 交換 するとき . 1 已 -34 

ヒュー ジブ ル リンクが 溶 断した とき . 15-40 

リ レーび 故障した とき . 1 已 -43 

ブ レー キの 効きび 悪く なった S . 1 已 -43 

電動 パーキング ブ レー キび 解除で を なくなった とを . 1 已 -44 

走行 中 エンジンが 止ま った 6 . 1 已 -4 已 

走 巧 中 パンクした とを . 1 已 -4 已 

义災び 発生した とき . 1 己- 4 已 

燃料び 切れた とき . 15-4 色 

バッ テリー/ 補 機バッ テリーが あびった とき . 1 已 -48 

けん 引 するとき， しても 5 うとき . 1 已-已 0 

• 故障を 防止す るた め， 正しい 運転と 曰 常の 手入れ および 定期的な 点検- 整備を 
確実に 実陆 してく ださい。 

不調び 発生した とさは， 大 をな 故障になる 前に 修理して ください。 

原因び 不明な とを， ご 自分で 整備で をない とさは， トヨタ 販売店で 点検-整備 
を 受けて ください。 


]已-1 


15. 故障 時の 処置 


不調 時の 原因と 処置 


■ エンジンが かか 6 ない 

► スターターが 回 6 ない， または 回 面が ほい 場合 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

バッ テリ  ー/補 機バッ テ U —び あびつ 
ている 

充電 または 交換 

13-89 

バッテ U —端 テの がれ- ゆるみ- 腐食 

腐食 部を 清掃 後. 確実に 締め付け 

13-89 

アースび がれて いる 

確実に 取 0 付け 

— 

スターター， 電気系統の 故障 

トヨタ 版 売店へ 

— 

シフト ポジションび 「P」 ， 「(風」 また 
は 「N」 にない 

レバーを rpj, 「(風」 または 「N」 の 位 
置に する 

— 

エンジン オイル 粘度び 高い 

適正の オイルと 交換 

14-5 

エンジン イモ ビラ イヴ ー機 能の 故障 

トヨタ 版 売店へ 

— 

► スターターび 正常に 回る 場合 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

予熱 装置の 故障 

トヨタ 版 売店へ 

— 

燃料び ない 

燃料 補給 

巨- 7 

フユーエル フィ ルターび 詰まって いる 

エレメント 交換 

13-14 

エンジン 警告な び 点灯 

トヨタ 販売店へ 

— 

燃料 系統に エアび たまる 

エア 抜 さ 

] 己 -4 已 

燃料び 凍結 

燃料 パイプを お湯 （巨 〇む し U 下） で 暖め 
る 

— 

イン テーク ダク トの 空気 取り入れ □び 
ふさ びって いる 

ふさいで いる 物を 除去 

9-1 巨 

エア ク U- ナーび 詰まって いる 

エレメント 清掃 または 交換 

13-21 

イン テーク エア ホースび つぶれて いる 

トヨタ 版 売店へ 

— 

燃料 タン クの 燃料 取 り 出し バル ブび開 
いていない （LPG 車） 

燃料 タンクの バルブを 開く 

已-己 

► クラン キング （回 お） しない 場合 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

エンジン イモ ビラ イヴー機能の 巧 障 

トヨタ 販売店へ 

— 
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已. 故障 時の 処置 


► 正常に クラン キング （回 お） ずる 場合 （A イブ リツ ド 車) 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

コモン レール システム 用 ヒューズび 切 
れて いる 

ヒューズを 交換す る 

]已-34 

エンジン スイッチび roKU の 位置で エ 
ン ジン 警告 打び 点 打して いる 

エンジン スイッチを FLOCKJ の 位置 
にし 再度 「日 N」 にす る。 それでち 点灯 
するとき は トヨタ 販売店へ 

エンジン スイッチび roKU の 位置で エ 
ン ジン 警告 灯び 消な している 

コモン レール システムの コン ピュー 
ターを 点検す る 

- 

ノ  V — ネス ワイ ヤーの カ プラ ー類び がれ 
ている 

確実に 接続す る （オレンジ色で 明示し 
て ある 八 ー ネス ワイヤ ー は， 高電圧 系 
です ので， 触れないで ください） 

— 

■ エンジンび 止ま 6 ない 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

エンジン 警告な び 点灯 

トヨタ 版 売店へ 

— 

■ ほを 回 おび 不調で 止まり やず い 


原因 

処置 

記載 

ページ 

燃料び ない 

燃料 補給 

巨- 7 

フユーエル フィ ルター詰まり 

エレメント 交換 

13-14 

燃料 系統に エアび たまる 

エア 抜 さ 

]已-46 

イン テーク ダク トの 空気 取り入れ口び 
ふさ びって いる 

ふさいで いる 物を 除去 

9-1 巨 

エア ク U —ナ ーび 詰まって いる 

エレメント 清掃 または 交換 

13-21 

イン テーク エア ホースび つぶれて いる 

トヨタ 版 売店へ 

— 

1 巳- 3 


已. 故障 時の 処置 


■ エンジンの 力がない 


原因 

処置 

記載 

ページ 

フュー エル フィ ルターび 詰まって いる 

エレメント 交換 

13-14 

燃料 系統に エアび たまる 

エア 抜 さ 

]已-46 

イン テーク ダク トの 空気 取り入れ口び 
ふさ びって いる 

ふさいで いる 物を 除去 

9-1 已 

エア ク U —ナ ーび 詰まって いる 

エレメント 清掃 または 交換 

13-21 

イン テーク エア ホースび つぶれて いる 

卜 3 夕 販売店へ 

— 

ヒュー ブ 切れ 

ヒュー ブ 交換 

15-34 

パーキング ブレーキび 戻って いない 

レバーを いっぱいに 戻す 

已-己 4 

プ レーキを 引さず ってい る 

卜 3 夕 販売店へ 

— 

クラッチび 滑って いる 

ペダルの 遊び 調整 

13-51 

エンジン 警告な び 点灯 

卜 3 夕 販売店へ 

— 

■ エンジンび オーバー ヒー ト ずる 


原因 

処置 

記載 

ページ 

ラジエーター キャップび 正常に 締まっ 
ていない 

正しく 締めな おす 

13-40 

ラ ジ エー ター キャ ッ プの 作動 不良 

卜 3 夕贩 売店へ 

— 

:令却 水び 不足 

:令却 水の 漏れ 点検- 給水 

13-31 

ラ ジ エー ター 前面び 詰まっ ている 

洗浄 

13-31 

ラジエーターび 水 あかで 詰まって いる 

ミ先浄 

13-31 

インター クーラー 前面び 詰まって いる 

ミ先浄 

13-20 

サー モス タッ トの 作動 不良 

卜 3 夕 販売店へ 

— 

V ベルトが ゆるんで いる 

調整 または 交換 

13-41 

フアン クラッチび 故障 

卜 3 夕贩 売店へ 

— 

巧 -4 


瓦 故障 時の 処置 


■ 排出 ガスげ 黒い 


原因 

処置 

記載 

ページ 

イン テーク ダク トの 空気 取り入れ □び 
ふさ びって いる 

ふさいで いる 物を 除去 

9-16 

エア ク U —ナ ーび 詰まって いる。 

エレメント 清掃 または 交換 

13-21 

イン テーク エア ホースび つぶれて いる 

トヨタ 販売店へ 

— 

エンジン 警告な び 点な 

トヨタ 版 売店へ 

— 

アクセルを 急激に 踏んで いる 

アクセル 操作を 急激に 行わない 

— 

DPR び 損傷 

トヨタ 版 売店へ 

— 

■ 燃料 消費量び をい 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

燃料 漏れ 

燃料 系統を 点検， ゆるみび あると さは 
増し 締め 

13-14 

イン テーク ダク トの 空気 取り入れ口び 
ふさ びって いる 

ふさいで いる 物を 除去 

9-16 

エア ク U —ナ ーび 詰まって いる 

エレメント 清掃 または 交換 

13-21 

イン テーク エア ホースび つぶれて いる 

トヨタ 版 売店へ 

— 

タイヤの 空気 圧び 低い 

標準の 空気 圧に する 

12-14 

クラッチび 滑って いる 

ペダルの 遊びを 調整 

13-51 

ブレーキを 引さず ってい る 

トヨタ 販売店へ 

— 

エンジン 警告な び 点な 

トヨタ 販売店へ 

— 

■ エンジン オイルの 消' 費 量が をい 


原因 

処置 

記載 

ページ 

使 巧 オイルび 不適 正 

正規 オイルに 交換 

14-5 

オイル 量び をす ざる 

正規 オイル 量に する 

12-4 

オイル 漏れ 

ボル ト および ナツ トび ゆるんで いると 
さは 増し 締め 

— 

オイルの 交 撰 時期び 遅い 

正規 通りに 交換 

14-5 

オイル フィ ルターび 目詰まり している 

エレメント 交換 

13-9 

隱 機運 乾を 省略して いる 

正規 通りに 行 ラ 

5-1 1 

1 巳-己 


已. 故障 時の 処置 


■ ギヤ チェンジび 困難 


原因 

処置 

記載 

ページ 

クラッチ 液量 不足 

液量 点検 

ゆるみで 液 漏れが あると さは 増し 締め 
止まらない とさは トヨタ 販売店へ 

14-26 

■  A ン ドルび 重い 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

積 荷び 前に かたよって いる 

正しく 積みな おす 

9-1 已 

タイヤの 空気 圧び 低い 

標準の 空気 圧に する 

12-14 

ノ て ワース テア U ングの フルー ド 不足 

浦 給 

14-24 

■ 走行 中/ \ン ドルび 振れる 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

ステア U ング 関係の 連結 部び ゆるんで 
さている 

増し 締め 

13-76 

バ ワース テア 1」 ング 回路に エアび 混入 

エア 抜 さ 

— 

タイヤの バランスび 悪い 

バランスを 取りな おず 

— 

タイヤの 空気 圧び 不 均一 

標準の 空気 圧に する 

12-14 

タイヤび 偏 摩耗して いる 

タイヤ 交換 

]2-1 已 

ホイール ナッ トび ゆるんで いる 

正規 トルクで 締め付け 

13-73 

■ ブレーキの 効 さが 悪い 


原因 

処置 

記載 

ページ 

ライニングと ドラム または パッドと 
□ー ターの す さまび 大 さい。 

卜 3 夕 販売店へ 

— 

ライニング または パッドび 
使用 限度に 達して いる。 

ライニング または パッ ド 交換 

— 

ライニング または パッ ド 表面に 油脂 類 
び 付着 

油脂 類の 除去 

ライニング または パッ ド 交換 

- 

ブレーキ 液 系統に エアび 混入。 

エア 抜 さ 

— 

ブレーキ 系統から 液 漏れ 

ゆるみで 液 漏れが あると さは 増し 締め 
止まらない とさは トヨタ 販売店へ 

— 

1 己-己 


瓦 故障 時の 処置 


■ ブレーキび 引を ずる 


原因 

処置 

記載 

ページ 

ライニングと ドラム または パッドと 
□一夕 一の す さまび 不適 正 

トヨタ 版 売店へ 

- 

■ ブレーキび 片効 さになる 


原因 

処置 

記載 

ページ 

ライニングと ドラム または パッドと 
□ー ターの す さまび 不適 正 

トヨタ 販売店へ 

— 

タイヤの 空気 圧び 不 均一 

標準の 空気 圧に する 

12-14 

タイヤの 摩耗び 不 均一 

タイヤ 交換 

]2-1 已 

積 荷び 左ち どちら かに よってい る 

均等になる よ ラ 積みな おす 

9-1 巨 

■ パーキング ブレーキの 効きび 悪い 


原因 

処置 

記載 

ページ 

ライニングと ドラムの すきまび 大きい 

トヨタ 版 売店へ 

— 

ライニングび 使 巧 限度に 達して いる 

ライニング 交換 

— 

ライニング 表面に 油脂 類び 付着 

油脂 類の 除去 
ライニング 交換 

— 

■ ブレーキ 液び 減かず る 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

プ レーキ 系統から 液 漏れ 

ゆるんで いると きは 増し 締め 
止まらない とさは トヨタ 販売店へ 

— 

パッ ドび 摩耗して いる 

パッ ドの 残り 代を 確認 

•残り 代に 余裕 あると をは 液 補充 

•残り 代 びないと をは 交換 （トヨタ 販売店へ） 

13-49 

■ しばしば バッ テリ ー/ 補 機バッ テリ ーが あびる 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

バッテ U —端 テの 腐食- 外れ- ゆるみ 

腐食 部を 清掃 し 確実に 取り 付け 

13-89 

バッテ U — 液 不足 

捕 給 

13-89 

バッテ U  —/補 機ノ  くッテ U —の 寿命 

バッテ U  —/捕 機ノ  くッテ U — 交換 

13-89 

オルタ ネーターの 発電 不良 

トヨタ 販売店へ 

— 

V ベルトの ゆるみ または 滑り 

ベルトの 張り 調整 または 交換 

13-41 

1 巳- 7 


已. 故障 時の 処置 


■  HV 警告 巧び 点なず る （八 イブ リツ ド 車) 


原因 

処置 

記載 

ページ 

A イブ 1」 ッ ド システムの 異甫 

卜 3 夕贩 売店へ 

— 

■ ランプが つかない 


原因 

処置 

記載 

ページ 

バルブび 切れて いる。 

バルブを 交換ず る 

15-16 

ヒュー ブ 切れ 

ヒューズ 交換 

交換を さらに ヒューズび 切れる とさは 
卜 3 夕 販売店へ 

15-34 

各部 アース 不良 

アースを 確実に 取り付ける 

— 

■ 走行 中 異音び ずる 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

タイヤ 空気 圧び 不足 （ウォーン 音） 

標準の 空気 圧に する 

12-14 

タイヤに 異物を かみ 込み （ウォーン 音） 

異物を 取り除く 

— 

ホイール ナッ トの ゆるみ （ガ タガタ 音） 

正規 トルクで 締め付け 

13-73 

V ベルトの ゆるみ （ギ ューン 音） 

ベルトの 張りを 正規に 調整 

13-41 

エンジン オイル 不足 
(エンジン 音が 全体に ラる さい） 

浦 給 

14-5 

パワー ステア U ング フルード 不足 
(ギ ューン 音） 

浦 給 

14-24 

荷物を 高く 積んで いる （3 — ゴー 音） 

積みで を 変える 

日- 1 已 

排気管- マフラー 取り付け 部の ゆるみ 

卜 3 夕贩 売店へ 

— 

]已-目 


瓦 故障 時の 処置 


■ 走行 中 車両び 異常に} 忘 動ずる 


原因 

処置 

記載 

ページ 

プ □ペラ シャフ トの各 連結 部の ナット 
び ゆるんで いる 

増し 締め 

— 

プ □ペラ シャフ トの 振れび 大 さい 

トヨタ 販売店へ 

— 

プ □ペラ シャフ トにガ タび ある 

トヨタ 販売店へ 

— 

■ 走行 中 キャブが 異常に 振動ず る 


原因 

処置 

記載 

ページ 

シー トや キャ U ア などに 過大な 重量 物 
を 載せて いる 

上の せ 重量を 減らす 

- 

ショックアブソーバーから 油 漏れ 

ショックアブソーバー 交換 

— 

■キャブが 上が 6 ない （電動式 キャブ チル ト) 
► 電動 モーターび 動かない 


原因 

処置 

記載 

ページ 

キャブ □ ックび 解除され ていない 

□ッ ク八ン ドルを 持ち上げる 

1 1-7 

連続 操作な どで モーターび 過熱 

しばらく 時間を おいてから 再 操作 

1 1-7 

バッテ U  —/補 機ノ （ッテ U —び あびつ 
ている 

充電 または 交換 

13-89 

ヒューズ 切れ 

ヒューズ 交 撰 

交換 後 さ 5 に ヒューズび 切れる とさは 
トヨタ 販売店へ 

15-34 

► 電動 モー ターは 動く び 上が S ない 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

ミ 由圧ジ ョ イン ト部か 5 作動 油 漏れ 

トヨタ 版 売店へ 

— 

キャ ブを 上げた 状態で 作動 油を 補給 

キャブを 下げた 状態で 油 量 点検し. 規 
定 レベルに する 

— 

エアび 混入 

トヨタ 販売店へ 

— 

■ 


]已-9 


已. 故障 時の 処置 


■ キャブび 下び 5 ない （電動式 キャブ チル ト) 
► 電動 モーターび 動かない 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

連続 操作な どで モーターび 過熱 

しばらく 時間を おいてから 再 操作 

1 1-7 

ヒュー ブ 切れ 

ヒューズ 交換 

交換を さらに ヒューズび 切れる とさは 
卜 3 夕贩 売店へ 

]已-34 

バッテ U  —/補 機ノ  くッテ U —び あびつ 
ている 

充電 または 交換 

13-89 

■ キャブ □ック を 解除しても 警告 ブ ザーび 鳴 5 ない 属動式 キャブ チル ト) 


原因 

処置 

記載 

ページ 

電気系統の 故障 

卜 3 夕贩 売店へ 

— 

■ キャブが いつもより 早く 下がる （電動式 キャブ チル ト) 


原因 

処置 

記載 

ページ 

油圧 系統の 故障 

卜 3 夕 販売店へ 

— 

■  ES スター トが 作動し ない 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

メイン スイッチび r 解除」 になって いる 

スイッチを 「作動」 にす る 

己-日 目 

車両び 完全に 停止して いない 

ブレーキ ペダルを 踏み 完全に 車両を 停 
止させる 

己-日 目 

■  ES スター トび 解除し ない 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

発進 操作び 間違って いる 

発進 操作を 正し < 行 ラ 

己-日 目 

辭除 タイ S ングの 調整 不良 

適正な 状態に 調整す る 

己-日 目 

■ トランス ファーの 切り換えが でさない 


原因 

処置 

記載 

ページ 

トランスファー コン ト □ー ル ヒューズ 
切れ 

ヒューズ 交換 

交換 後 さらに ヒューズび 切れる とさは 
トヨタ 販売店へ 

— 

操作 手順び 間違って いる 

操作 手順を 確認 

已 -82 

トランスファー コン ト □ー ル システム 
の 故障 

卜 3 夕 販売店へ 

— 

1 己- 10 


已. 巧 障 時の 処置 


アイ ド ルス トツプ システム 付を まの 
不調 時の 原因と 処置 


■ エンジンび 自動 始動し ない 


原因 

処置 

記載 

ぺージ 

前回 エンジンを 止めた とき. エンジン 

エンジン スイ ッチで エンジンを 始動す 

スイッチで 止めた 

る 

前回 エンジンを 止めた とき， エンスト 

エンジン スイ ッチで エンジンを 始動す 

で 止めた 

る 

■ エンジンが 自動 停止し ない 


原因 

処置 

記載 

ページ 

アイ ドル ストップ キャンセル スイッチ 
び 「日 F  F」 の 状態で. 八 イブ U ッド 
車は 已 km/h  上， ディーゼル 車は 

1 Okm/h 拟 上で 走行し なかった 

アイ ドル ストップ キャンセル スイッチ 
び 「OFF」 の 状態で. 八 イブ U ッド 
車は 已 km/h  上， ディーゼル 車は 

1 Okm/h 似 上で 走行す る 

— 

HV バッテ U —の 容量び 十分ない 

HV バッテ U —の 容量び かないと 自動 
的に エンジンを 停止し ない ので エネ ル 
ギー 回生を 増加す る 走行を む 掛け， HV 
バッテ U —の 残 容量を 上げる 

— 

エンジン 冷却水 温び 低い 

:令却 水温び 低い と エンジンび 自動的に 
停止 しないので 冷却水 温び 適温になる 
まで 十分 暖機 ずる 

— 

上り坂 走行の 直後で ある （ターボび 高 
温） 

しばらく クー リングする 

— 

DPR びク ーU ング モー ド 中で ある 

DPR の クー U ング モー ドび 終了 すれば 
正窜に 自動 停止す るよ ラになります 

— 

15-1 1 


15. 故障 時の 処置 


巧 障した とを 


I 信 ま 時のを 意 

あわてずに 非常 点滅 灯を 点な させ， 後続 車に ま 意を 促して ください。 そして， 徐々 
にス ピー ドを 落とし. ほかの 交通の さまたげと ならない ま 全な 場所に 停車 させて く 
ださい。 


I 巧 障 車の 表示 方法 

■ 表示には， 次の ような ちまが ありまず。 

• 非常 点滅 灯を 点滅させる。 

• 停止 表示板を 車両 後方に 置 <。 

• 赤旗の 掲示 または 赤 ランプを 点な させる。 

• 白い 巧な どを 車 外の 目立つ ところに 結びつける。 

• 場合に よっては， 発 炎 筒 （緊急な 安 炎 筒） を 着火させる。 


[巧 障と その 処置 

• 故障 個所を 点検し， 整備 可能な とさは， 他 車の 通行に 十分 ま 意して 作業して < 
ださい。 整備び 不可能な とさは， トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

•高连 道路では， 非常 電話で ロード サービスに 連絡し， その 指示に したびって く 
ださい。 また， を険 防止の ための 処置を した 後， 車内に 残らず ガードレールの 
外に 避難して ください。 


网巧識 


■ 停止 表示板の 準備 

• 停止 表示板は お客様の お 車に 標準で 搭載され て お りません。 
トヨタ 販売店で お ホめ いただけます。 


A 警告 

■ 停車ず ると さは 

• トンネル 内での 停車は を険 です。 トンネルを 出てから 停車 させて ください。 
• 停車 後は， 必ず タイヤに 輪 止めを 掛けて < ださい。 

• 高连 道路 や 自動車 専用 道路では， 停車して いる ことび 後続 車に わかる よ ラ 
に. 自動車の 後ち に 停止 表示板を 置 <  ことび 法律で 義務づけられて います。 

■ 故障 表示 

参 車両 故障に より 停車 するとを は， 必ず 故障の 表示を してく ださい。 

故障の 表示を しないと， 後続 車に 追 まされる おそれび あります。 

■ トンネル 内での 整備 

• 非常にを 険で すので 行わないで < ださい。 


15-12 


瓦 故障 時の 処置 


巧 炎 筒 （緊急な ま 炎 筒) 


• 踏み切り や 高速道路での 故障な ど 
の 非常時に 使用し ます。 

• 発 炎 時間は 約已 分 間です。 

• 取り付け 位置は， 助手席 足元で， 手 
前に 引く とがれます。 

* 前 ちって 発 炎 筒の 脱 着を 確認して 
おいて  <  ださい。 


A 警告 


■ 発 炎 筒の 取り扱い について 

• 炎び 1 已 cm 程度 噴を 出します。 着火の 際， 筒先を 顔 や 体に 向けない でく 
ださい。 やけどを する おそれび あります。 

• お テ さまには 手を 触れさせないで ください。 いたずら などに より 発火し 事 
故につな びる おそれび あ 0 ます。 

• トンネル 内では， 煙で 視界び 悪 < なります ので 使用し ないで < ださい。 

非常 点滅な などを 使用 して < ださい。 

• ガソ U ンや 燃え やすい 物の そばでは 使用し ないで ください。 引火す る おそ 
れび友 D ます。 

• 発 炎 筒には 有効期限び あります。 期限び すざる 前に 新品と 交換して < ださ 
し'!。 

• 使用ち 法 および 取り扱いに ついては， 発 炎 筒の 記載を 必ず お守り  < ださい。 


警告な び 点 巧した とを 


巨. メーター. 警告な. 表示な を 参照して ください。 


ー ターび 異甫を 巧した とを 


巨. メーター. 警告な. 表示な を 参照して ください。 


W 
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15. 故障 時の 処置 


参 なのよ ラな 状態び オーバーヒートです。 


- 水温 計の 目盛 0 び 最上 部で 点滅 表示した 0, エン 
ジンの 出力び 化 下す る 
- 床下から 蒸気び 立ちのぼる 


■ 処置の しかた 

y  1 1 1 まを ま 全な 場所に 止め. ェアコンを 使用して いる 場合は roFF」 にす る。 
亂 I  2  I 床下から 蒸気び 出て いるか 確認す る。 

* 巧 下から 蒸気び 出て いない 場合. ェンジン 点検 □を 開ける， または チル トキ ャ 
ブ して そのまま ェンジンを かけて おを ます。 

* 巧 下から 蒸気び 出て いる 場合. ェンジンを 停止し， 蒸気び 出 なくなったら. 風 
通しを よくす るた めに ェンジンを かけて， ェンジン 点検 □を 開ける， または 
チル トキ ャブ します。 

y ：fi 3 1 ラジェーターの ク ーu ング ファ ンび 作動 している ことを 確認す る。 

* ファンび 作動して いないと をは， ェンジンを 停止して トヨタ 販売店に 連絡し 
て  <  ださい。 

b む 1 4 1 水温 計の 目盛りび 下 びって をたら， ェンジンを 停止す る。 

お吉 I  S  I ェンジンび 十分; 令え てから ラジェーター キャップを がし， U ヴー バー タ 
ンク の; 令 却 水量の 確認， および ラジェーター コア 部 （放熱 部） び 著しく 
ミちれ ていない か， ごみな どび 付着 していない かな どを 確認す る。 

* ラジェーターキャップ （-13-40) 

*  U ヴー バー タンク （一 13-31) 
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已. 故障 時の 処置 


b も 1 6 1 を 却 水量び 不足して いたら， ラジエーターと U ヴー バー タンクに; 令 却 水 
を 補給す る。 

* を 却 水び ない 場合は， 応急 的に 水を 補給し ます。 

* を 却 水の 補給 い 13-31) 

fe むい I すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

* 移動 途中で 再び 水温 計の 表示び 上昇した とさは， 空調の 温度 調整を 最大 暖房 
にし， フアンを 最大 風 量に する ことで， ヒーター配 管内の; 令 却 水に より 水温 
の 上昇を 抑える ことび でを ます。 


A を 巧 


■ 高温 時は 絶対に ラジェーターキャップを がさないで ください 

• 熱湯 や 蒸気び 噴を 出して， やけどな ど 重大な 障害を 受ける おそれび ありを 
険 です。 


ム 警告 


■ やけどな ど しないよ うに 十分 気をつけて ください 

参 床下から 蒸気び でて いると をは， 蒸気び 出なくなる まで エンジン 点検 □を 
開けたり， チル ト キャブ 操作し ないで ください。 エンジン ルーム 内び 高温 
になって いるた め， やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あ D を険 です。 
また， 蒸気び 出て いない 場合で ち 高温に なって いる 部分び あります。 エン 
ジン 点検 □を 開けたり， チル ト キャブ 操作 するとを は 十分 注意して くださ 
し'!。 

参 キャップを 開ける とさは， ラジエーター や U ヴー バー タンクび 十分に; 令え 
てから， 巧され などで キャップを 包み ゆっくりと 開けて ください。 

参 エンジンび まねっ ている とさは， V ベルトな どに ふれたり， 近付いた りし 
ないで < ださい。 手 や 巧 服な どび 巻を 込まれた D して， 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あります。 


A を 意 


■ を 却 水は， エンジンび 熱い ときに 入れないで ください 

• 急に; 令たい; 令 却 水を 入れる と， エンジンび 損傷す る おそれび あります。； 令 
却 水は エンジンび 十分に; 令え てから ゆっくりと 入れて ください。 
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15. 故障 時の 処置 


警告 ブザーが 鳴った とを 


■ 巧の 部位を® 認 してく ださい。 

♦排出 ガス; 争 化 装置 スイッチ （一 P.5-8 ス 
•バキューム 警告な （一 P. 日- 19) 
•キャブ チル ト 警告な 卜 P. 日- 2 ス 


ランプ 類び 点な しないと を 


♦ランプ 類の 交換は 必ず エンジン スイッチを 「LOCK」 の 位置に し， 各 スイッチ 
を rOFF」 にしてから 行って ください。 

* 記載され ていない ランプ 類の 交換に ついては， トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


■ランプ ~覧 表 

►  24V  (ディー ゼル 車) 


No. 

ランプ 類の 名称 

容量 

へッ ド ランプ （ハロゲン） 

24V-7 已  / 

〔A □ゲン 車〕 

70W 

1 

ヘッド ランプ 〔□-ビーム〕 （デ イス チャー ジ） 

〔デ イス チャージ 車〕 

24V-35W 

ヘッド ランプ 〔/V イ ビーム〕 （八 □ゲン） 

〔デ イス チャージ 車〕 

24V-70W 

吕 

フォグ ランプ （ハロゲン） 

24V-70W 

3 

方向 指示 巧 （フ □ン ト） 

24V-21W 

4 

車 幅な 

24V-5W 

己 

方向 指示 巧 （フ □ン トサ イド） 

24V-21W 

6 

番号 灯 

24V-5W 

7 

方向 指示な （1」 ヤ） 

24V-21W 

8 

制動灯/尾の 

24V-2 1  / 己  W 

9 

後退 灯 

24V-21  W 

10 

ヒーター コン ト □ー ル パネル ランプ 

24V-1. 扫  W 

11 

フ □ント ルーム ランプ 

24V-10W 

12 

室内  LED  'XJ^ 

24V-3W 

1 己- 1 日 


瓦 故障 時の 処置 


► 12V  (ガソリン .LPG 車) 


No. 

ランプ 類の 名称 

容量 

1 

へッ ド ランプ （八 □ゲン） 

1 2V-60/ 

已已 W 

吕 

フォグ ランプ （八 □ゲン） 

1 2V- 已己 W 

3 

方向 指示な （フ □ン ト） 

12V-21W 

4 

車 幅 阿 

1 2V-5W 

己 

方向 指示 打 （フ □ン トサ イド） 

12V-21W 

6 

番号な 

1 2V-5W 

7 

方向 指示な （1」 ヤ） 

12V-21W 

8 

制動 巧/尾な 

1 2V-21  / 已  W 

9 

後退な 

12V-21W 

10 

ヒーター コント □ー ル パネル ランプ 

12V-1.8W 

11 

フ □ント ルーム ランプ 

12V-10W 

12 

室内  LED  'Hit 

1 2V-3W 

]已-17 


15. 故障 時の 処置 


■ ランプ 位置 

• イ ラス トの 数字は 一覧表の No. です。 


10 


10 


12 

11 


]已-18 


已. 故障 時の 処置 


[へッ ド ランプの 交 巧 

■  A □ゲン ランプ 
► 取りが しかた 


ion キャブを チル ト する。 （一 P.1 1-1) 


カバーを がし， コネクターを がす。 


クランプを 解除して バルブを 抜を 取 
り， 新品の バルブと 交換す る。 


► 取り付け かた 

y 1 1 1 バルブを 取り付け， クランプを かける。 
E3  I  2  I コネクターを 差し込む。 


参 3’ ムカ バーを はめ込む。 


1 己- 19 


15. 故障 時の 処置 


■ デ イス チャージ ランプ 
► 下向を （□- ビ ーム） ランプの 交換 

• バルブ 交換は， 必ず トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

►上向き （ A イビー ム） ランプの 交換 

ETTn ボルトを 外す。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


y 3 1 上側 ク u ップを かし， グ U ルを 引いて 取りが す。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 
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已. 故障 時の 処置 


MA  4 1 ボルトを 外し， ランプを 取り出す。 


標準 キャブ 車 


ワイド キャブ 車 


クランプを 解除して バルブを コネ ク 
ターから 抜を 取り， 新品の バルブと 交 
換 する。 


iTTYI ランプ 交換 後， 逆の 手順で 取り付ける。 

■ ルー トバ ン- ダブル キャブ 車な ど 

* バルブ 交換び 困難な 車両の ヘッド ランプ バルブを 交換す る 場合は， トヨタ 販 
売店に ご 相談  <  ださい。 
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已. 故障 時の 処置 


[フォグ ランプの 交 巧 


ち お 1 1 1 ビスを かし， カバーを 取り 夕 '(■す。 


標準 キャブ 車 


1 

カバー \ 

1 

% 

ビス^ _ 

' 

- 4 

b 江; J  2 1 コネクターを 取り外す。 

標準 キャブ 車 

議 

コネクターが 

P 

古 

已む 1  3  1 バルブを 取り外す。 

標準 キャブ 車 

1 

1 

— バルブ 

ワイド キャブ 車 


ワイド キャブ 車 


ワイド キャブ 車 
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已. 故障 時の 処置 


y：：；i  4 1 バルブを 交換し. 取り付ける。 

* 取り付け 部と バルブの ツメ （3 力 巧） を あわせて 挿し 込んで ください。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


5 1 バルブを まわして 固定し， コネクターを 取り付ける。 

* バルブを 取り付けた あとは， いったん ヘッド ランプを 点な させ， バルブの 取 
り 付け 部から ランプの 光び ちれて いない ことを 目視 確認して ください。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


y：  <  6  I カバーを 取り付け， ビスで 固定す る。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 
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已. 故障 時の 処置 


I ま 幅の の 交 巧 

Ef^ ボルトを 外す。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


MA  3  I 上側 ク U ップを かし， グ U ルを 引いて 取りが す。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


1 己- 24 


kiA  4 1 ボルトを 外し， ランプを 取り出す。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


ワイド キャブ 車 


y fi 6 1 ソケットから バルブを 取りが し， 新品の バルブと 交換す る。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


isn バルブ 交換 後， をの 手順で 取り付ける。 


已. 故障 時の 処置 


[方向 お 示 巧 【フ □ン ト） の 交換 


b む 1 1 1 ソケッ トを 取り かす。 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


Ernn バルブ 交換 後， 逆の 手順で 取り付ける。 


1 己- 吕已 


[方向 指示 巧 （フ □ン トサ イド） の 交 巧 


ランプから ソケッ トを 取り出す。 


ソケットから バルブを 取り かし. 新品 
の バルブと 交換す る。 


IP ■引 バルブ 交換 後， をの 手順で 取り付ける。 
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已. 故障 時の 処置 


[方向 お 示な 【リ ヤ）- を おな- 制動な/尾 なの 交 巧 


■ ルート バン 


一 [ — ネジ 

チュー ブ^^ I 


• ネジ をが して ランプを 取り出す。 

*  1」 ヤ ワイパー 付を 車は ランプを 取 
り 出す 前に， ウォッ シャー タンクの 
チューブから ウオ ッシ ヤー 液を す 
ベて 出す。 


ランプから ソケッ トを 取りが す。 


ソケットから バルブを 取り かし， 新品 
の バルブと 交換す る。 


ion バルブ 交換 後， 逆の 手順で 取り付ける。 
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已. 故障 時の 処置 


■ ルート バンを 除く 


ネジを 外し， カバーを がす。 


バルブを 取り かし， 新品の バルブと 交 
換 する。 


iTTsI バルブ 交換 後， をの 手順で 取り付ける。 

I を 号の のを 巧 

■ ルート バン 
► はね 上げ 式 


ネジを 外し， カバーを 外す。 


バルブを 取りが し， 新品の バルブと 交 
換 する。 
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已. 故障 時の 処置 


11^ バルブ 交換 後， をの 手順で 取り付ける。 

► 観音開き 式 


ネジ をが し， カバーを 外す。 


バルブを 取りが し， 新品の バルブと 交 
換 する。 


ETTsI バルブ 交換 後， をの 手順で 取り付ける。 


1 己- 30 


瓦 故障 時の 処置 


■ ルート バンを 除く 


15-31 


已. 故障 時の 処置 


I フ □ン トルームラン プの交 巧 

ドライバーを レンズの 切 D 欠 さに 差し込み， レンズを 取りが し， 新品の バルブと 交 
換 します。 


標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


[室内 LED  I 灯の 交 巧 ★ 

LED ランプの ため， ランプの 交換は 不要です び， 故障 等び 発生した とさは， トヨ 
夕 販売店へ ご連絡  <  ださい。 


標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 
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已. 故障 時の 処置 


^ アドバイス 


■ ランプを 交換ず ると さは 

• 片側の ランプび 切れた 場合， ち 5 —ち の ランプち 寿命 モ 期の ため， 左ち 同時 
に 交換す る ことを お勧めし ます。 

• バルブを 交換 するとを は， 手袋を 着用して ください。 

■ デ ィス チャージ ランプを 交換ず ると きは 
• バルブ コネクターび 結合 不完全の 場合， ランプび 正規の 配 光に ならなかった 
り， ラジオな どに 雑音び 入る おそれび あります。 

• プラグ カバーの ネジの 締め付けび 不完全の 場合， 内部に 水び 侵入し ランプび 
点な しない おそれび あ ります。 

参 へッ ド ランプ 後 側の 呼吸 巧 チューブには 手を 触れないで ください。 


ム 警告 

■ デ イス チャージ ランプを 交換ず ると をは 

• バルブ 交換は， 必ず トヨタ 販売店に ご 相談 < ださい。 

参 やむ を 得ず 交換す る 場合は， 高電圧を 使用して いるた め ミ 主意して ください。 
参 ランプの 点灯は， 完全に 締め付け してから 行って ください。 

■ ランプを 交換ず ると をは 

• 必ず 規定 ワッ ト 数の 物を 使用して < ださい。 配線 過熱な どに よる 火災の 原 
因になります。 

• 消な 後す ぐに ランプ 類を 交換す ると， 高温に なって いて やけどを する おそ 
れび あり ます。 少 し 時間を おいて 温度び 下び ってから 行って ください。 

•スイッチび rOFF」 の 位置に ある ことを 確認して ください。 

A を 意 

■ へッ ド ランプの 交換 （ハロゲン） 

参 取り付け ると をは， 3’ ム カバーび しっかり はまっ ている ことを 確認して く 
ださい。 しっかりは まっていな いと 水入り やへ ッ ド ランプ をれ などの 原因 
になります。 
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15. 故障 時の 処置 


.ーズ を 交換 するとを 


[ヒユ ーズの 点 巧 


W 


ま 内ヒュ ーズブ □ック 


室外 ヒュ ーズ ボックス 
(ルー トバン を 除く） 


巧下ヒ ューズ ボックス （ルー ト バン) 


* 現金 輸送 車 仕様は， サイド ステップ 部 前 側に 搭載され ています。 


社; 1 1 I エンジン スイッチを 「LOCK」， そのほかの スイッチを rOFF」 にす る。 

b む I  2  I 該当すると 思われる ヒューズを 取り外し， ヒューズ 切れび ない ことを 確 
認 する。 切れて いる 場合は 交換す る。 

• 室外- 床下 ヒューズ ボックスの カバーを 取り付ける とさは， 確実に ロックされ 
ている ことを 確認して ください。 


1 己- 34 


已. 故障 時の 処置 


■ 室内 ヒューズ ブ □ック 


[ _ ^ __ I  19  20  21 22  23  24  25  26  27  28  29  30  31 32  33  34  35  36 


E  38  I 


1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12 13 14 15 16 17 18 


►  24V  (ディーゼル 車) 


No. 

名称 

表示 容量 

主な 負荷 

1 

ECU-ACC 

]0 冉 

シフト □ック コント □- ラー (A/T). 已 AMTE 巳 U 

吕 

ACC 

10 冉 

ラジオ， U モ コン S ラー， 電格 S ラー 

3 

— 

— 

— 

4 

H-LP  LH  HI 

lOA 

へッ ド ランプ 左 Hi 

己 

H-LP  RH  HI 

lOA 

へッ ド ランプち Lo 

已 

GAUGE 

]0 冉 

六ーター， タコ グラフ， キー レス ドア □ッ ク， 4WD 

7 

ECU- に  N0.1 

]0 冉 

エンジン  ECU,  ABS-ECU,  HV-PCU, 己 AMT  ECU 

8 

P/W 

20A 

パワー ウインド FR 

9 

HTR  RR 

lOA 

リヤ ヒーター （ダブル キャブ， バン） 

10 

— 

— 

— 

11 

ECU- 巨 

1 已冉 

木ーター、 車両 制御 ECU. ダイ アグ コネクター. 已 AMTECU 

12 

STOP 

10 冉 

制動 好 

13 

ECLMG  N0.2 

]0 冉 

A/T-ECU. シフト □ック 

14 

P/W  RR 

20 冉 

U ヤノのーウインド 

1 已 

MIR  HTR 

1 曰冉 

S ラー ヒーター 

16 

WASHER 

ISA 

ウォツ シヤー 

17 

RADIO 

]0 冉 

ラジオ. 夕つ グラフ 

18 

WIPER 

20A 

ワイ パー 

19 

仁に 

ISA 

シ ガライ ター 

20 

— 

— 

— 

21 

TAIL 

10 冉 

車 幅 口， 尾灯， 番号 灯， 六 ー ター 照明， インパネ スイッチ 照明 

22 

H-LP  LH  LO 

]0 冉 

へッ ド ランプ 左 Lo 

23 

H-LP  RH  LO 

10 冉 

へッ ド ランプち Lo 

吕 4 

冉 Ml 

1 曰冉 

電源 用 1」 レー （ACC, に） の コイル 

2 已 

冉 M2 

10 冉 

スターター 1」 レーの コイル 

呂邑 

DOME 

10A 

室内 照明 

1 已 -3 已 


15. 故障 時の 処置 


No. 

名称 

表 お 容量 

主な 負荷 

27 

ECU-B(12V) 

己 A 

キー レス ドア □ッ ク. ステアリング センサー (VSC) 

28 

IG1 

lOA 

木ーター、 後退 灯 & ブヴ ー， PTO 

29 

A/C 

lOA 

エアコン アンプ， ヒーター IJ レー， エアコンプレッサー IJ レー 

30 

WIPER  RR 

lOA 

リャ ワイ パー (バン） 

31 

に  N(12V) 

已 A 

ヘッド ランプ レべ リング. キー レス ドア □ッ ク. VS 仁 用 セン 
ヴー 

32 

SRS-IG(12V) 

20A 

エアバッグ 

33 

ENG(12V) 

lOA 

エア フ □ー モーター. 燃斜 添加 弁 

34 

A/C  RR 

20A 

IJ ヤ クーラー （ダブル キャブ） 

3 已 

HA  之/ HORN 

20A 

非常 点滅む， ホーン. 方向 指示な 

3 已 

D/L 

2 已 A 

ドア □ック 

37 

SPARE 

lOA 

予備 ヒューズ 

38 

SPARE 

1 已 A 

予備 ヒューズ 

39 

SPARE 

20A 

予備 ヒューズ 

► 12V  (ガソリン 車， LPG 車) 


No. 

名称 

表 お 容量 

主な 負荷 

1 

— 

— 

— 

2 

ACC 

lOA 

ラジオ， U モ コン S ラー， 電格 ミラー 

3 

— 

— 

— 

4 

H-LP  LH  HI 

lOA 

へツ ド ランプ 左 Hi 

己 

H-LP  RH  HI 

lOA 

へツ ド ランプち Hi 

6 

ECU-に  N0.1 

lOA 

冉巨 S-ECU 

7 

GAUGE 

lOA 

メーター 

8 

P/W 

30A 

FR ワイ パーウインド 

9 

VCS-B 

lOA 

ES スタート 

10 

HTR-RR 

lOA 

IJ ヤ ヒーター 

1 1 

ECU- 巨 

lOA 

メーター. ダイ アグ コネクター 

12 

STOP 

lOA 

制動な 

13 

— 

— 

— 

14 

AMI 

lOA 

電源 用 1」 レー （ACC, に） の コイル 

15 

冉 M2 

lOA 

スターター U レーの コイル 

16 

SRS-IG 

20A 

エアバッグ 

17 

— 

— 

— 

18 

P/W  RR 

30A 

U ヤノのーウインド 

19 

— 

— 

— 

20 

仁に 

ISA 

シ ガライ ター 

21 

— 

— 

— 

22 

H-LP  LH  LO 

lOA 

へツ ド ランプ 左 Lo 

1 已 -36 


已. 故障 時の 処置 


No. 

を 称 

表示 容量 

主な 負荷 

吕 3 

H-LP  RH  L 日 

lOA 

へッ ド ランプち Lo 

24 

— 

— 

— 

2 已 

TAIL 

lOA 

車 幅 打， 尾灯， 番号 等， 六 ー ター 照明， インパネ スイッチ 照明 

2 已 

— 

— 

— 

27 

IG1 

lOA 

後退な S ブヴー 

28 

A/C 

10 冉 

ヒーター リレー， エアコンプレッサー 1」 レー 

2 白 

MIR  HTR 

20 冉 

S ラー ヒーター 

30 

D/L 

2 已冉 

ドア □ック 

31 

HAZ 

20 冉 

非常 点滅 口. 方向 指示 灯 

32 

HORN 

1 已冉 

ホーン 

33 

RADIO 

]0 冉 

ラジオ. タコ グラフ 

34 

DOME 

10 冉 

室内 照明 

3 已 

WASHER 

10 冉 

ウオッ シヤー 

3 已 

WIPER 

30A 

ワイ パー 

37 

SPARE 

10 冉 

予備 ヒューズ 

38 

SPARE 

ISA 

予備 ヒューズ 

39 

SPARE 

20A 

予備 ヒューズ 
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已. 故障 時の 処置 


■ まが- 巧下ヒ ューズ ボックス 


►  24V  (デイー ゼル 車) 


No. 

名称 

表 お 容量 

主な 負荷 

1 

P-TAIL 

20A 

予備 電源 （尾灯 連動） 

2 

EP 巨 

20A 

電動 パーキング ブレーキ 

3 

P-BATT 

20A 

予備 電源 （常時） 

4 

FUEL  HTR 

30A 

燃料 ヒーター 

已 

E-FAN 

20A 

エアコン 電動 ファン 

6 

A/C  COMP 

lOA 

エアコンプレッサー 

7 

ALT-S 

lOA 

オルタ ネーター 

8 

ENG] 

1 已 A 

エンジン ECU 

9 

DEFOG 

lOA 

デフ ォッ ガー （ルート バン） 

HV 

lOA 

HV り V イブ リッ ド 車） 

10 

DCDCl 

30A 

□巳/ DC  C10A) 

1 1 

FOG 

1 已 A 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

12 

EN 白 2 

1 已 A 

EGR コント □- ラー. VNT コント □- ラー 

13 

DCDC3 

30A 

从 イブ 1」 ッド用 DC/DC 

14 

NOX  SSR 

lOA 

Nox センサー 

15 

PWR 己 

ISA 

キャブ 行を 電源 （キース イッチ， 室内の） 

]已 

P- に N 

20A 

予備 電源 （キー 「ON」 連動） 

17 

— 

— 

— 
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瓦 故障 時の 処置 


► 12V  (ガソリン 車， LPG 車) 


No. 

を 称 

表示 容量 

主な 負荷 

1 

— 

— 

— 

吕 

A/C  COMP 

10 冉 

エアコンプレッサー 

3 

— 

— 

— 

4 

冉  LT-S 

]0 冉 

オルタ ネーター 

己 

E-FAN 

30 冉 

エアコン 電動 ファン 

6 

— 

— 

— 

7 

P- に N 

20 冉 

予備 電源 （キー 「ON」 連動） 

8 

ENG1 

20 冉 

エンジン ECU 

9 

に N 

20 冉 

イグナ イタ， インジ ェ クター (2TR)， に コイル C1BZ) 

10 

ETCS 

10A 

エンジン ECU 

11 

FOG 

ISA 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

12 

A/F 

ISA 

A/F センサー 

13 

— 

— 

— 

14 

P-TAIL 

20 冉 

予備 電源 （尾な 連動） 

1 已 

— 

— 

— 

1 已 

P- 巨冉 TT 

20 冉 

予備 電源 （常時） 

17 

A/C  SW 

1 曰冉 

エアコン ランプ 

ム 警告 

■ 車両の 故障 や 义災を 防ぐ ために 

• 

ヒ ューズ 交換は， エンジン スイッチを 「LOCK」 の 位置に し. そのほかの 
スイッチを rOFF」 にしてから 行って ください。 

• 

• 

ヒューズ 類は 必ず 規定の アンペア のちのを 使用して ください。 

ヒュ ーズの 代わり に 針金 や 銅線を 使わない でく ださい。 

• 

エンジン スイッチが 「日 N」 の 位置に あると をは ヒューズの 交換を しないで 
< ださい。 

• 

何度ち ヒューズび 切れる とさは， トヨタ 販売店で 点検- 整備を 受けて くだ 
さい。 

• 

ヒ ューズ を 交換 するとを は， バッテ U  —/補 機 バッテ 1」 一の 0 端子を 取り 
外してから 行って ください。 
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15. 故障 時の 処置 


—ジ ブル リンクが 溶 断した とを 


► 室夕 化ュー ジブ ル リンク ボックス （ルー ト バンを 除く） 

車両 外側の □ック をが す。 


•内側の □ック をが して， カバーを 取 
り 外す。 

*  ロックを 開けた 側の カバーを 開け， 
車両 内側に 押す と 内側の ロ ックび 
外れます。 


► 巧 下 ヒュー ジブ ル リンク ボックス （ルー ト バン） 

お' J 1 1 フタを 引いて がす。 

ロック レバーを 押して ツメを 外す。 （2 力 巧) 


板 □ック 2 力 巧を 引を 上げな びら 力 
バーを 取りが す。 


• バッテ U —/補 機 バッテ U —から ヒューズ ボックス 間， オルタ ネーター 間の 
回路に 過大 電流び 流れた とを， ヒュー ジブ ル U ンク びを 断し， 車体 配線を な 
護す る 一種の ま 全 ヒューズび， キャ フの U ヤ アーチ 付近に 取り付けられ てい 
ます。 

• ヒュー ジブ ル リンク (FL1 〜 FL13) は カセット 式に なつて います。 
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参 カバーを 取り付け ると をは， 確実に □ック されて いる ことを 確認して くださ 
し)。 


[ヒ ュージ ブル リンクの 点 巧 


ヒュー ジブ ル 1」 ンク 本体に ある r 窓」 か 
ら溶 断び なし、 かを 点検し ます。 


■ 室が- 巧 下 ヒュー ジブ ル リンクの 一覧表 


►  24V  (デイー ゼル 車) 


No. 

名称 

表示 容量 

主な 負荷 

1 

HTR 

20 冉 

プ □ア モーター 

吕 

P-ACC 

20 冉 

予備 電源 （ACC 連動） 

3 

PWR4 

40 冉 

キャブ 行を 電源 （ワイパー， 木ー ター (に）. ラジオ （に)） 

4 

— 

— 

— 

己 

PWR1 

已〇冉 

みー タ ー, 制動 巧. ECU 電源. パワー ウインドウ 

已 

冉日 S  MTR 

30A 

A 巨 S ユニット 

7 

冉巨 S  SOL 

30 冉 

冉己 S ユニット 

8 

E-TILT 

40A 

電動 チル ト^  (消防車） 

DCDC2 

己〇冉 

A イブ U ッド巧 DC/DC  ( A イブ リッ ド 車） 
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15. 故障 時の 処置 


No. 

名称 

表 お 容量 

主な 負荷 

9 

STA 

60A 

スターター モーター （C 端子） 

AMT2 

30A 

モーター ドライバー 

10 

GLOW 

己 0A 

グ □ー プラグ 

1 1 

— 

— 

— 

12 

HEAD 

30A 

キャブ 行 走 電源 （ヘッド ランプ） 

13 

PWR3 

40A 

キャブ 行 走 電源 （方向 指示の， ホーン， ドア □ッ ク） 

14 

PWR2 

已 0A 

キャブ 行を 電源 （尾な. シ ガライ ター， ラジオ （ACC)) 

15 

AMT 

80A 

モーター ドライバー 

► 12V  (ガソリン 車 -LPG 車) 


No. 

名称 

表 お 容量 

主な 負荷 

1 

— 

— 

— 

2 

P-ACC 

20A 

予備 電源 （ACC 連動） 

3 

PWR4 

已 0A 

キャブ 行を 電源 （ワイパー. メーター （に）， 室内 灯， 木ー ター 
(に)） 

4 

— 

— 

— 

己 

PWR1 

已 0A 

キャブ 行を 電源 （制動な. ECU 電源， パワー ウインドウ） 

巨 

冉巨 S  SOL 

己 0A 

冉 BS ユニット 

7 

— 

— 

— 

8 

A 巨 S  MTR 

已 0A 

冉巨 S ユニット 

9 

STA 

已 0A 

スターター モーター （C 端子） 

10 

— 

— 

— 

1 1 

HTR 

30A 

プ □ア モーター 

12 

HEAD 

30A 

キャブ 行を 電源 （ヘッド ランプ） 

13 

PWR3 

己 0A 

キャブ 行き 電源 情な， シ ガライ ター， ラジオ (AGO) 

14 

PWR2 

已 0A 

キャブ 行击 電源 （方向 指示 灯， ホーン， ドア □ッ ク） 

15 

— 

— 

— 

A を 意 

■ 車両の 故障を 防ぐ ために 

• コネクターを 外した とさは， 必ず 元の 位置に 戻して ください。 

• 指定 容量し U 外の ヒュー ジブ ル U ンクを 使用 しないで < ださい。 

■ ヒュー ジブ ル リンクが 溶 断した とさは 

• ただちに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 
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已. 故障 時の 処置 


レーび 巧 障した とを 


A ま 意 

■ 車両 故障を 防ぐ ために 

参 U レーの 交換は， ご 自身で 行わないで ください。 
■ リレーび 故障した とさは 
• ただちに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 


ブレーキの 効を び 悪 < なつた 6 


A 警告 


■ ブ レー キの 効きの ほ 下 

参 フ レーキの 効を び 悪く なったら， ブレーキ ペダルを 強く 踏み， さらに 排気 
ブレーキ ★, ギヤ シフトダウン， パーキング フ レーキを 併用し， ただちに 
ま 全な 場所に 停車 させて < ださい。 停車 後， トヨタ 販売店に 連絡して < だ 
さい。 

参 停車した とさは， 絶 巧に 車を 動かさないで ください。 ブレーキの 効を びな 
下 している 状態での 走行は を険 です。 
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已. 故障 時の 処置 


電動 パーキング ブレーキび 
解除で をな < なった とを 


故障 等に より バー キング ブレーキび 解除で をな < なった とを 手動で 解除で をます。 
此い」 センターコンソールの 分割 カバーを 外す。 

[| センタ-コン ソ-ル 
0 分割 カバー 

標準 キャブ 車  ワイド キャブ 車 


II 非常 操作 レバー 
B 非常 操作 ケーブル 

《 車 載 工具の 非常 操作 レバーを 用意 
する。 


参 非常 操作 ケーブルを 引を 出し 非常 
操作 レバーを 挿入す る。 


• 非常 操作 レバーを 解除ち 向に パー 
キング ブレーキび 解除す るまで 回 
す。 （50 回転し U 上） 
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已. 故障 時の 処置 


A ミち 意 


■ 車両の 故障を 防ぐ ために 

参 手動で 解除 するとを は， 平坦な 場所で タイヤに 輪 止めを 必ず 掛けて < ださ 
い。 

参 手動に よる 解除は， 車を 坂道に 止めた とさには 行わないで ください。 

手動で 解除した 後は， ノ て ー キング ブ レーキは 効を ません。 

すみやかに 最寄りの トヨタ 販売店に 連絡して ください。 


走 巧 中 エンジンび 止まった 6 


♦走行 中， エンジンび 止まった とさは， あわてずに， ブレーキ ペダルを 踏みな び 
ら 減速し， 安全な 場 巧に 停車 させて 点検して ください。 また， パワー ステア U 
ングび 作動し なくなる ため 八ン ドルび 急に 重くな ります ので， 通常より 強い 力 
で八ン ドルを 操作して ください。 

• ディーゼル 車で 走行 中に 燃料 切れで エンジンび 止まった とさは， 燃料 系統に エ 
アび 入って しまい， 燃料を 補給した だけでは 始動で をません。 燃料 系統の エア 
抜きを 行って ください。 （一 P.1 已 -4 日） 


走 巧 中 パンクした とを 


•急 ブレーキを 避け， 八ン ドルを しっか 0 握り， 非常 点滅な で 後続 車に ミ 主意を 促 
してく ださい。 そして， 徐 々に スピードを 落とし， ま 全で 平坦な 場所に 停車 さ 
せて， タイヤの 交換を してく ださい。 

* タイヤの 取り扱い （一 P.13 -日 1) 


ム 警告 


■ 走 巧 中に パンクした 6 

• 急 ブレーキを かける と八ン ドルを 強く とられ 大変を 険で すので 絶 巧に 行わ 
ないで  <  ださい。 

•パンクし たままで 走行し ないで ください。 そのまま 走行を 続ける と、 タイ 
ヤび バースト （破裂） などを 起こす おそれび ありを 険 です。 


义災び 巧 生した とを 


ただちに 安全な 場所に 停車 させて エンジンを 止め， 消火器な どで 消火して < ださ 
い。 


]已-4 已 


15. 故障 時の 処置 


燃料び 切れた とを 


デ ィーゼル 車び 燃料 切れで エンストした とを や， フュー エル フィ ルター エレメント 
などを 交換 したと をは， 燃料 系統に 空気び 混入し， 燃料を 補給 した だけでは エン ジ 
ンを 始動で をません。 エア 巧を を 行って ください。 


[エア 巧 まの しかた 


[| エア 抜を プラグ 

• 車両 側 フュー エル フイ ルターの ェ 
ア 抜を プラグび 締まつ ている こと 
を 確認す る。 


II エア 抜を プラグ 

• エンジン 側 フユーエル フイ ルター 
の エア 巧を プラグを ゆるめる。 


車両 側 フュー エル フィ ルターの プライ 
5 ング ポンプを 上下に 動かし 燃料を 送 
る。 


1〇4| ド レーン パイプに ウェスな どを 当て， ド レーン パイプから 気泡の ミ 居 じっ 
ていない 燃料び 出て をたら， ェア 抜を プラグを 締め付ける。 

b む I S I ェア 巧を 後は ェン ジンを かけて 燃料 漏れび ない こと を 確認す る。 

ェンジンび かからない 場合は. 〜 E3 す 可を 数回 繰り返す。 

* 噴射 ポンプ 関係に 異常び みられた とさは， トヨタ 販売店で 必ず 点検' 整備を 受 
けて ください。 
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5. 故障 時の 処置 


A 警告 

■ 車両 义災を 防ぐ ために 

• 燃料 漏れび あると をは， ガスケ ッ ト 交換 または 増し 締めを してく ださい。 

• ま 全の ため. 地面を 巧さない ためにち， 燃料は 必ず 容器に 受けて < ださい。 
• エンジン 各部に 燃料び かかった とさは， よく 拭を 取って ください。 

•作業 中は タバコの 火な どを 近づけないで ください。 

A を 意 

■ プライ 5 ング ポンプの 扱いに ついて 

• エア 抜を プラグを 締め付けた 状態で プライ 5 ング ポンプを 操作し ないで く 
ださい。 破損の 原因になります。 
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15. 巧 障 時の 処置 


バッ テリー/ 補 機バッ テリーび あびった とを 


ブースター ケーブルで 他 まの バッテ U  —/補 機ノ （ッテ 1」 一と 接続して エンジンを 
始動させる とさは， 必ず; 欠の 順序で 行って ください。 


ディーゼル 車 （ルート バンを 除 <) 


ル ー トバン 


ガソリ ン 車. LPG 車 （ルー ト バンを 除 
<) 


〇 故障車の バッテ 1」 一/補 機 バッテ 
1」一 

0 正常 車の バッテ 1」 一 

• 車内 中央 床 部の シー ト をはび し， 
バッテ 1」 一/補 機ノ （ッテ 1」 一 のフ 
夕を 取り外して ください。 


お'; 1 1 I 良好な バッテ U — 側の 車両 （正常 車） の エンジンを 停止させる。 


b む I  2  I 赤色 ブースター ケーブルを 故障車の バッテ U —/補 機 バッテ U —の 
©端 テに 接続す る。 

hi  A  3 1 正常 車の バッテ U- の @ 端子に 接続す る。 

imn 黒色 ブースター ケーブルを 正常 まの© 端子に 接続す る。 

封' ^  S  I 故障 まの ノ （ッテ U  -/ 補機ノ （ッテ U  - からでき る だけ 離れた フ レー ム 
か 「A」 に 接続す る。 

故障車の エンジンを 始動させる。 

秘 I  7  I エンジン 始動 後， ブースター ケーブルを 接続の 逆の 順序で 取り外す。 
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已. 故障 時の 処置 


^ アドバイス 


■ 寒を 時で エンジンが かかりに くいと きは 

• 正常 車の エンジンを 始動 させ 数 分 たって から， 故障車の エンジンを 始動 させ 
て  <  ださい。 


ム 警告 


■ ブー スター ケー ブルの 取り扱い について 

• ブースター ケーブルを つなぐ 前に バッテ 1」 一 液量を 確認して ください。 
バッテ 1」 一 液量び 「LOWER」 しツ 下で 充電す ると 劣化を 早めたり， 発熱 や 
爆発の おそれび あります。 補充して から 行って ください。 

参 最後の 接続 時には スパークび 発生す る ことび あ 〇を険 です ので， バッテ 
U  一/補 機ノ （ッテ U —からで をる だけ 離れた 位置に 接続して く ださい。 

■ 引 さがけ や 坂道で エンジンを かけないで 

• 引を びけ や 坂道で 車を 動かして エンジンを かけないで < ださい。 追突 事故 
につな びる おそれび ありを 険 です。 

■ 义 気を バッ テリ ー/ 補 機バッ テリ ーに 近づけな いでく ださい 

• 必ずけ 下の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と バッテ U —/補 
機 バッテ U —から 発生す る 水素 ガスに 引火 •爆発し， やけどな ど， 重大な 
傷害を 受ける おそれび あり を険 です。 

- 「A」 の 接続 （前 ページ 参照） は 故障車 バッテ U —/補 機 バッテ U —の 
0 端 テに つなび ないで く ださい。 バッテ U  —/補 機ノ （ッテ U —に 直接つ 
なぐと， 火花び 発生し ます。 

- ブースター ケーブルを 接続 するとを, @ と© 端子を 絶対に 接触 させない 
でく ださい。 接触させる と 火花び 発生し ます。 

- 火気を ノ （ッテ U -/ 補 機 バッテ U - に 近付けな いでく ださい。 

• 充電 中は バッテ U —/補 機 バッテ U —に 近付かないで < ださい。 希硫酸の 
含まれる バ ッテ U — 液び 吹を 出す 場合び あ 0 , 目 や 皮膚に 付着す ると 重大 
な 傷害を 受ける おそれび ありを 険 です。 万一， 付着した とさは， すぐにを 
量の 水で 洗 ミ 争し， 医師の 診察を 受けて < ださい。 

■ バッテリー 液の 取り扱い 

• 誤って バッテ U — 液を 飲み込んだ 場合は， 多量の 水を 飲み， 医師の 診察を 
受けて ください。 


A ミち 意 


■ 救援 車の バッ テリーは 24V を 使用して く ださい 

参 他 車 （正常 車） の バッテ U- は 24V  (ガソ U ン 車， LPG 車は 12V) でな 
ければ なりません。 必ず 確認して ください。 

参 バッテ U  —/補 機ノ  く ッテ U —び あび D やすい 場合は， ト ヨタ 販売店で 点検 
を 受けて ください。 
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15. 故障 時の 処置 


けん 引ずる とを， してを 6 ラと を 


けん 引 するとを あるいはして もら 5 とさは， トヨタ 販売店に 連絡して ください。 
やむ を 得ず けん 引 するとを， またはして もら ラと をは. なの 点に ま 意して ください。 

■ けん 引 前の 準備 


• けん 引 車と 故障車の 車間距離を 已 m し U 内に します。 

参 けん 引 ロープの 中間の 見やす い 個所に 30cm 四ち!; (上の 白 巧を 付けます。 
• けん 引 車 前端から 故障車 後端までの 長さを 2 已 m し i (内に します。 

• 故障車の 荷物は 全て 降ろします。 

■ けん 引 フック 位置 


参 けん 引 ロープは 強度の あるち のを 
使用し， けん 弓 I 車 後端の フ ックと 故 
障 車 前端の フックに がれない よ ラ 
に 掛けます。 

参 けん 引 フックは ロープの 掛けち に 
より フ ックの 強度び 異な ります の 
で ま 全の ため 使用 範囲 内 （角度） で 
ご 使用く ださい。 


* 輸送 用 フック ★を けん 引には 絶対に 使用し ないで ください。 
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瓦 故障 時の 処置 


フックの 許容 荷重た て （引 張り） ち 向 


2,000kg 


A 警告 


■ けん 引され る 車は 慎重に 運転して くさい 

• けん 引され る 車は 慎重に 運転して ください。 エンジンび かかって いないと 
ブレーキの 効を び 悪く なったり， 八ン ドルび 重くなる ため， 通常と 同じ 感 
覚で 運転す ると， 思わめ 事故に つなび る おそれび あり を険 です。 

• けん 引 中に， スター ター キーを 抜いたり， エンジン スイッチを 「LOCK」 に 
しないで ください。 スターター キーび 抜けて いると， 八ン ドルび □ック さ 
れ八ン ドル 操作び でさな < なり， 思わめ 事故に つなび る おそれび ありを 険 
です。 また， エンジン スイッチび 「LOCK」 だと スターター キーび 抜ける 
おそれび あ 0 ます。 

参 けん 引す る まは 急 発進な どけん 引 フック や ロープに 大 をな 衝撃び 加わる よ 
ラな 運転を しないで ください。 けん 引 フック や □ープ び 破損す る おそれび 
あります。 また， 万一の 場合， その 破片び 周囲の 人な どに あた D, 重大な 
傷害を 与える おそれび あり を険 です。 

参 スタックからの 脱出な どに けん 引 フックを 使用 するとを は， 必ずな のこと 
を お守りく ださい。 お守りいた だかない と， けん 引 フック や □ープ に 無理 
な 力び かかり 破損す る おそれび あります。 また， 万一の 場合， その 破片び 
周囲の 人な どに あたり 重大な 傷害を 与える おそれび ありを 険 です。 

- けん 弓 I しても らう 車び なかなか 動かない ときは. 無理に けん 引を しないで 
ください。 

- けん 弓は 車に 巧して できるだけ まっすぐに 引っぱって ください。 

- けん 引 中は 車に 近寄らないで ください。 
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已. 故障 時の 処置 


A ミち 意 

■ けん 引 時の ま 意 

参 故障車の エンジンは， 必ず 回して おを ます。 エンジンを 止めて おくと ブレー 
キび 効かな < なる ばか 0 か， 八ン ドル 操作び 異常に 重 < な 〇を険 です。 

参 故障車の エンジンび 回らない とさは， けん 引 専用車 （レッカー 車） で 行い 
ます。 

•故障車の シフト レバーを 「N」 の 位置に します。 

参 4WD まは， フ U- ホイール 八ブを 左ち とも 「FREE」 の 位置に します。 
•急 発進を 避け， □ープ を たるませない よ ラに します。 

• けん 引 するとを の 最高 速度は 30  km/h です。 高速道路で のけん 引は でを 
ません。 

• 急激な 力び かかる 使いち （溝に 落ちた 車を けん 引 するとを など） をす ると 
をは， フックで のけん 引を 避けて， アクス ルな どを 用いて けん 引し ます。 
•スタック したと をは， 無理に けん 引せ ず， トヨタ 販売店 や」 AF などに 依頼 
してく ださい。 けん 引 フック や サスペンション 部品な どに □ープ を かけて 
けん 弓 I すると， けん 引 フック やヴス ペン ショ ン 部品を 損傷す る おそれび あ 
ります。 

• なのと をは， 必ず 4 輪を 持ち上げて 運搬して ください。 

- 駆動 系 内部に 異常び あると 思われる とを 
•4WD 車に て 後輪 駆動 （2WD) にならない 

参 車 速び 高い と トランス = ッシ ョンを 損傷させる おそれび あります。 

参 輸送 用 フックは， 船舶 固 縛で 車両を 輸送 するとを に 固定す るた めの ちので 
す。 けん 引には 絶対に 使用し ないで ください。 

参 長 巧路を 下る とさは， けん 引 専用車 （レッカー 車） で けん 引して ください。 
レ ッカ ー車で けん 引 しないと， ブ レーキび 過熱 し 効を び 悪くなる おそれび 
あります。 

参 ワイヤー □ープ は 使用し ないで ください。 バンパーに 傷び 付く おそれび あ 
ります。 
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已. 故障 時の 処置 


A ミち 意 


■  AT 車の けん 引 時のを 意 

参 必ず 後輪を 持ち上げて 行って < ださい。 

後輪を 持ち上げずに ワイヤー □ープ などで けん 引 するとを は， プロペラ 
シャフトを 外して ください。 外さないで けん 引す ると トランス 5 ッシ ヨン 
焼を 付を の 原因になります。 

参 AT まは， 車を 引いたり 押したり して エンジンを かける ことは でを ません。 

•  AT 車は， けん 引 速度 30km/h しツ 下， けん 弓 距離 80km/h しソ 内で 前進ち 
向で けん 引して ください。 この 速度， 距離を こえての けん 引， または 後進 
方向での けん 引を すると トランス 5 ッシ ヨンに 悪影響を およぼし， 損傷す 
る おそれび あります ので， これらの 場合は 車両 積載量な どに より 全 輪と ち 
持ち上げて 運搬して  <  ださい。 

■ 已 AMT 車の けん 引 時の ま 意 

• 後輪び 接地した 状態で けん 引す る 際は， ギヤを ニュートラル にして < ださ 
い。 

• 故障に より ギヤび 抜けない 場合は， プロペラ シャフトを がすな ど HV モー 
ターび 回転し ない 処置を 実施の 上， けん 弓 I してく ださい。 
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瓦 故障 時の 処置 


サービス データ 


サービス データ- 1 


トー ビス データ 


ご 自身で でさる 点検 整備の 基準 値を まとめて あります。 


(V ベルト 

■ オルタ ネーター ベルト 


エンジン 型式 

基準 値 (mm) 

参照 ページ 

張り 直し 時 

新品 ベルト 張り 時 

N04C 

12.0 〜 13.0 

10.5  - 12 .己 

13-41 

1BZ  (LPG) 

14.0- 19.0 

12.0 〜 16.0 

12-8 

* ベル トの 中央を 日 8N り Ok 吕り の 力で 押 したと をのた わみ 量 

■ エアコン 用 コン プ レッサーベルト ★ 


エンジン 型式 

基準 値 (mm) 

参照 ページ 

張 0 直し 時 

新品べ ル ト張〇 時 

N04C 

8 .已〜 10.0 

7 .日〜 9.0 

13-41 

] 巨 之 (LPG) 

]  7.0 〜 24.0 

1 1.0-  15.0 

12-8 

* ベル トの 中央を 98N  1 1 0kg り の 力で 押 したと をのた わみ 量 


[タイヤ • ホイール • アクス ル シャフト 

■ タイヤ 溝の 深さ 限度 


基準 値 

参照 ページ 

本艾 参照 

12-1 巨 

■ ホイール ナツ トの 締め付け トルク （イン ナ ー . ア ウター) 


締め付け トルク （N  .  m!kgf  ‘  cm}) 

参照 ページ 

44 曰〜 已 9 曰 ！4 .已 00 〜 6.曰曰0} 

13-61,  13-73 

■ アクス ル シャフトの 締め付け トルク 


ボルト/ナット ニ 面 幅 （mm) 

締め付け トルク CN  .  m  {kgf .  cm}) 

参照 ページ 

14 

49-71 1490 〜 730) 

13-73 

17 

86 〜 ] 曰 7 旧 70 〜 ], ]曰四 

■ 内側と が 側 タイヤの 外径 差 


外径 差 

参照 ページ 

ラジアルタイヤ 

13-66 

巨 mm  U (内 

サービス データ- 吕 


サービス データ 


I ラジェ— 夕 

■ を 却 水 容量 


エンジン 型式 

冷却水 容量 （L) 

参照 ページ 

N04C  (U ヤ ヒーター付を） 

1 己. 2 

N04C  (U ヤ ヒーター無し） 

14.2 

2TR  (U ヤ ヒーター付を） 

12.1 

2TR  (IJ ヤ ヒーター無し） 

1 1.1 

13-31 

] 日 之 （LPG 車） 

13.8 

消防車 （電動式 キャブ チル ト付 走） 

17.4 

消防車 （電動式 キャブ チル ト 無し） 

17.1 

[ブ レー キ 

■ パーキング ブ レー キ レバーの 引きし ろ 


基準 値 （ノッチ） 

参照 ページ 

已〜] 0 

12-19 

■ ドラムと ライニング のず さ 間 （ドラム ブレーキ) 


基準 値 （mm) 

参照 ページ 

0.1 〜〇 .已 

13-47 

■ ブ レー キ パッドの 厚さ （ディスク ブ レー キ) 


基準 値 (mm) 

参照 ページ 

標準 キャブ （積載量 2t’l) 

12.0 

13-49 

標準 キャブ （積載量 2 〜 3t* 己） 

ワイド キャブ （積載量 2t) 

14.0 

標準 キャブ （積載量 3 .已 t) 

ワイ ド キャブ （積載量 2.9 已 t 超） 

13.0 

*1 : 車両 総 重量 已 てま （4WD ま および シングル タイヤ まを 除く） 

*2  : 車両 総 重量 5t 車 超， 5t ま （4WD 車 および シングル タイヤ 車) 
* シングル タイヤ 車は， フロント のみ ディスクブレーキです。 

■ ブレーキ ペダルの 遊び 


基準 値 （mm) 

参照 ページ 

ペダル 先端で！〜 3 

13-4 巨 

サービス データ- 3 


トー ビス データ 


[クラッチ 

■ クラッチペダルの 遊び 


基準 値 （mm) 

参照 ページ 

已〜] 0 

13-51 

■ クラッチペダルと 巧 板の ずを 間 


基準 値 （mm) 

参照 ページ 

2 已じ (上 

13-51 

[ステアリング 

■  A ン ドルの 遊び （円周 上) 


基準 値 （mm) 

参照 ページ 

2 己 じ (下 

13-7 巨 

1 エアコン 

■ エアコン; を媒 （ガス） 規定 量 
► 標準 キャブ 車 

規定 量 （旨） 

参照 ページ 

サブつ V デン サー 化し 
コンデンサー 電動 ファ ン無 し 車 

400  ±  已〇 

サブ コンデンサー 無し 
コンデンサー 電動 ファ ン 付を 車 

已已〇  ± 已 日 

13-80 

ヴプ コンデンサー 付 さ 車 

650  ±  50 

► ワイド キャブ 車 

規定 量 （邑） 

参照 ページ 

コンデンサー 電動 ファ ン無 し 車 

500  ±  50 

コンデンサー 電動 ファン 付を 車 

400  ±  已〇 

13-80 

ダブル キャブ 

U ヤ クーラー 無し 車 

400  ± 已 曰 

► リ ャクー ラー 付き 車 

規定 量 （頁） 

参照 ページ 

標準 キャブ 車 

80 日 ± 已〇 

13-80 

ワイ ド キャブき 

扫已〇  ± 己 0 

サービス データ- 4 


サービス データ 


[ランプ 

►  24V  (ディーゼル 車) 


ラン フの 名称 

容量 

参照 ページ 

へッ ド ランプ 〔八 □ゲン 車〕 

24V-7 已 /70W 

へッ ド ランプ （□ー ビーム） 

〔デ イス チャージ 車〕 

24V-35W 

へッ ド ランプ （从イ ビーム） 

〔デ イス チャージ 車〕 

24V-70W 

フォグ ランプ 

24V-70W 

方向 指示な （フ □ン ト） 

24V-2 1  W 

車 幅 灯 

24V- 已  W 

方向 指示な （フ □ン トサ イド） 

24V-2 1  W 

1 已 -1 巨 

番号 灯 

24V-5W 

方向 指 お 巧 （IJ ヤ） 

24V-2 1  W 

制動 打/尾な 

24V-21/5W 

後退 灯 

24V-2 1  W 

ヒーター コン ト □ー ル パネル ランプ 

24V-1.8W 

フ □ント ルーム ランプ 

24V-10W 

室内 LED 巧 ★ 

24V-3W 

► 12V  (ガソリン .LPG 車) 


ラン フの 名称 

容量 

参照 ページ 

へッ ド ランプ （A □ゲン） 

1 2\/-60/ 已己  W 

1 已 -1 巨 

フォグ ランプ （ハロゲン） 

1 2V- 已己 W 

方向 指示 好 （フ □ン ト） 

12V-21W 

車 幅な 

1 2V-5W 

方向 指示な （フ □ン トサ イド） 

12V-21W 

番号な 

1 2V-5W 

方向 指 お 巧 （IJ ヤ） 

12V-21W 

制動 打/尾な 

12V-21/5W 

後退 灯 

12V-21W 

ヒーター コン ト □ー ル パネル ランプ 

12V-1.8W 

フ □ント ルーム ランプ 

12V-10W 

室内 LED 巧 ★ 

1 2V-3W 

サービス データ- 已 


サービス データ 


サービス データ- 6 


さ  <  いん 


お 

アイ ドル ストップ 時の 

ブレーキ 保持 （AT 車） . 已 -104 

アイ ド ルス トップ システム . 已 -91 

アイ ド ルス トップ システム 付を 車の 
不調 時の 原因と 処置 . 15-1 1 

を 全 •快適 走行の ために . 1-9 

アンテナ . 8-4 

い 

ES スタート 

(坂道 発進 補助 装置） ★ . 百- 99 

ECT パワー スイッチ （AT 車）. 已 -97 
移動 式 セ パレ ー タ ー パ ー ★  ....  8-2 色 

インター クーラー . 13-20 

イン ナー ミラー... . 8-23 

ラ 

ウインドウ ウオ ツシヤ ー... . 13-84 
ウインドウ ウ オツシ ヤーの 


液量 •噴射が 態 . 12-21 

運 乾 前に . . . 1-2 


义 

エア ク リーナー.. . 13-21 

エアコン .  7-3， 13-80 

エア フイ ルター.. . 13-2 色 

エア フ □ー メーター . 13-101 

AM ラジオ ★ .  8-6 

AM/FM  ラジオ ★ .  8-9 

ABS 警告む .  6-23 

ECO  MODE スイッチ （MT 車） 已 -97 

エコ •パワ ーモー ドス イッチ 
(已 AMT 車) . 已 -98 

SRS エアバッグ （シ ート ベルト 


補助 拘束 装置） .  5-58 

SRS エアバッグに ついて.... 1-38 
SRS エアバッグ 

/ プリ テン シ ヨナー 警告 巧....  6-26 

LPG 車の 上手な 取り扱い ....  9-19 

LPG の 固有 点検 . 12-27 

エンジン オイル . 14 -已 

エンジン オイルの 量 . 12-4 

エンジン オイル フイ ルター... 13-9 

エンジン 警告な .  6-26 

エンジン （イグ ニッシ ヨン） 

スイッチ . 曰ぶ 

エンジン 点検 □の 開閉 ★ .  3-23 

エンジンの かかり 具合 •異音. 12-20 

エンジン のかけ 方 . 已-已 

エンジンの 止め 方 . 已 -12 

エンジン 油 温 計 〔消防車〕 .  6-5 


さ  <  いん 


お 

オイル パン ヒーター 

コンセントが . 已 -8 

才ーデ ィオの 種類 . 8-5 

オーディオを 上手に 

お使いい ただく ために . 8-2 

オー トマ チック 車を 
運 乾ず るに あたって . 1-20 

オー トマ チック 


トランスミッション （AT 車）. 已 -17 
オート レべ リング センサー ★ 13-100 
オーバーヒートした とを.... 1 百- 14 


お 子 さまを 乗せる ときの 

気く ばり . 1-32 

か 

夏期の 取り扱い . 10-8 

义災び 発生した とさ . 1 日- 4 已 

稼働時間 積算 計 〔消防車〕 . 6-5 

さ 

キー . 3-2 

キャブ チル ト 警告な ★ .  6-27 

キャ ブを 上げる 前の 準備 . 1 1-2 

給 脂 . 14-30 

給 脂 図 . 14-29 


< 

クラッチ ★ . 13-51 

車の お 手入れ . 13-94 

車の 点検に ついて .  2-3 

け 

計器 類の 点検 . 13-103 

警告な び 点な したと を . 1 已 -13 

警告な- 表示な . 6-1 1 

警告 ブ ザーび 鳴った とを .... 1 已 -1 色 
けん 引ずる とを， 

してち 5 うとを . 1 已-已 0 


已  AMT . 已 -29 

已 AMT  警告な ★  ....  6-29, 1 2-27 
已 AMT 車を 運転ず るに あたって 1-22 

故障した とき . 1 已 -12 

これは をない！ 気をつけて.... 1-34 
コン ソール ボックス 類 . 8-28 

を 

サイ ド ウインドウ ガラス .  3-23 
サンバ イザー . 8-23 


吕 


さ  <  いん 


CD  -体  AM/FM  ラジオ ★.  ...  8- 1 已 


シート . 4-2 

シー ト ベルト . 4-9 

シー ト ベル ト非 着用 警告な .... 巨- 2 已 

シガ レッ トラ イター . 8-24 

室内 LED な ★ . 8-22 

まが 騒音に 関わる 部品 . 13-93 

シャシ スプリング . 13-79 

車台 番号- エンジン 番号- 

電気 モー ター番号 . 2-5 

ジャッキ アップ . 13 -已已 

車両への 柔り 降り . 3-2 已 

充電 警告な . 6-24 

手動 式 チル ト キャブ ★ . 11-3 

手動 式 ミラー ★ . 已 -80 

純正 油脂 類 . 14-3 


す 

ステアリング . 13-7 色 

スピー ドメーター . 色- 3 

スペアタイヤ . 13 -色 9 

ス □ッ トル ノブ . 已 -10 

せ 

セ パレーターカーテン ★ .  8-27 

前 曰 または 前回 運 巧 中の 

異状 箇所 . 12-3 

そ 

走' 行 時のを 意 .  9-6 

走行 中 エンジンが 止まった 5 . 1 已 -4 已 
走行 中 パンクした とき . 15-4 已 


消防 PTO^ . 已 -11 3 

新車 時の 取り扱い . 2-4 
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■ 


さ  <  いん 


た 

夕ー ボ 車の 取り扱い . 1-19 

タイヤの 異常な 摩耗 . 12-1 已 

タイヤの 亀裂 •損傷 . 12-1 已 

タイヤの 空気 圧 . 12-14 

タイヤの 取り扱い . 13-61 

タイヤの 溝の 深さ . 12-1 巨 

タイヤ □- テーシヨ ン . 13 - 色色 

タコ グラフ ★ . 色- 3 

タコメ ー タ ー . 6-4 

暖機 運転 ★ . 已 -11 

ダンプ レバー ★ .  5-1 10 

ち 

駐 •停車 時の ま 意 .  9-14 

駐 •停車 するとき . 1-30 

ご 

ツール ボックス .  3-38 

積 巧 .  9-16 


て 

DC/DC コンパ‘ー ター 

警告 巧 . 6-27 

ほを •加速の 状態 12-2 巨， 13-101 

ディスク ブ レー キ女 . 13-49 

DPR  (排出 ガス ミき 化 装置） ... 1 3-99 

DPR  (排出 ガス 淨化 装置） 

の 取り扱い . 1-41 

デイ ファレン シャル オイル... 14-21 

点検- 調整 

作業に あたっての ミち 意 . 13-3 

点検に あたって のま 意 . 12-2 

電動 格納 式 アウ ターミ ラー 
ス イッチ ★ . 已 -7 色 

電動式 キャブ チル ト^ . 11-7 

電動式 キャブ チル ト 
シ リンダーオイル ★ . 14-28 

電動 パーキング ブレーキ 

警告な . 6-20 

電動 パーキング ブレーキが 

解除で き なくなった とを .... 1 已 -44 
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さ  <  いん 


と 

ドァ . 3-9 

ドア ガラスの 開閉 . 3-21 

を 期の 取り扱い . 10-2 

搭載 工具 . 13-5 

ドラム ブ レー キ女 . 13-47 

トランス ファーオイル . 14-19 

トランスミッション フルード 

(AT  車） . 14-1 巨 

トランス ミッション オイル 

(MT  車， 已 AMT  車） . 14-12 

トランス ミッション PTO^. 已 -10 色 


に 

荷台 . 3-29 

2 面 鏡 ミラー ★ . 已 -81 


ね 

燃料が 切れた とさ . 1 已 -4 色 

燃料 計 〔LPG 車〕 . 色-色 

燃料- 水分 離 器 水位 警告な...  6-22 
燃料 添加 弁 . 13-100 

は 

パーキング ブ レー キ . 13-54 

パーキング ブ レー キ レバー... 已-已 4 

パーキング ブレーキの 

引を しろ . 12-19 

排気 ブ レーキス イッチ ★ . 已 -7 已 

灰皿 ★ .  8-2 已 

排出 ガス 淨化 装置 スイ ッチ 女.. 日- 87 

配線 関係 . 13-92 

HV 警告な ★ .  6-2 已 

A イブ リッ ド システム ★ . . . . 已 -121 

A イブ U ッ ド システムの 

表示な ★ .  6-17 

A イブ U ッ ド システムの 

構成 ★ . 13-102 

イブ リッ ド 車を 

運転ず るに あたって . 1-23 

イブ リッ ド 車の 

効率の よい 運転 操作 .  9-5 

バキ ューム 警告な- ブ ザー...  6-20 

発 炎 筒 （緊急 巧を 炎 筒） . 15-13 

発進 アイドル アップ ★ . 已 -90 

発進 前の 準備 .  9-2 

バッ テリー/ 補 機バッ テリー. 13-89 
バッ テリー液の 量 . 12-13 


巳 


さ  <  いん 


バッ テリー/ 補 機バッ テリーび あびつ 


たと き . 1 已 -48 

バッ テリーメイン スイッチ 
(消防車） . 5-4 

バルブ クリアランス （LPG 車） 13-30 

パワー ステアリング フルード. 14-24 

A ン ドル . 已-已 7 

ひ 

非常 点滅な スイッチ . 已 -72 

ヒュー ジブ ル リンクび 
溶 断した とき . 1 已 -40 

ヒュ ーズを 交換ず ると き.... 1 已 -34 

ピラーバイ ザー ★ .  8-24 

PT0 オイル （消防車) . 14-9 


ふ 

V ベルト . 13-41 

V ベルトの 緩み •損傷 . 12-8 

VSC  -  TRC  ★ . 已 -1 18 

フッ トブ レー キ . 13-4 巨 

フォグ ランプ スイッチ ★ . 已 -73 

のき 出し □の 調整 .  7-2 

不調 時の 原因と 処置 . 1 已 -2 

フユーエル フィ ルターの 水 巧き 
(N04C 型 エンジン） . 13-18 

フユーエル フィ ルター 

(N04C 型 エンジン） . 13-14 

フユーエル キャップ 

(燃料 補給！ H) . 3-27 

ブ レー キ 液の 量 . 12-18 

ブレーキ 警告な- 

バキユ ーム警 ちな . 6-19 

ブレーキの 効を が 

悪く なった 5 . 1 已 -43 

ブ レー キ のきき 具合 12-2 色， 13-51 
ブレ ー キ フル ー ド • 

クラッチ フルード . 14-26 

ブ レー キ ペダルの 踏みし ろ... 12-2 已 
ブ レー キ □ック 

(作業用 補助 制動 装置） . 已 -1 1 色 
フ □ン トルームラン プ . 8-20 


己 


さ  <  いん 


ペダル 類 . 5-14 

へッ ドライ トオー トレべ リング 
警告な ★ . 6-28 

へッ ド ランプ 

ホ卽 調整 スイッチ ★ . 已 -74 

ほ 

ホイール . 13-73 

ち 向 指示 レバー . 5-73 

ホー ン ボタン . 已-已 8 

な 証に ついて . 2-2 

ま 

マニュアル トランス ミッション 

(MT  車) . 5-15 

マルチ イン フ オメーシヨ ン . 巨- 7 


み 

ミラー ヒー タースイッチ ★ .... 已 -79 


め 

メー ターが 異常を 示した とさ. 1 已 -13 
メー ター 類の 酉 己 置 . 色- 2 

ゆ 

油圧 警告な .  6-21 

油 量 警告な ★ .  6-21 

油脂 一覧表 . 14-35 

ぶ 

4WD  ★ . 已 -82 

4WD 車の 取り扱い . 1-27 

ら 

ランプ スイッチ . 已 -69 

ラジェーター キャップ . 13-40 

ランプ 類が 点な しないと き.. 1 已 -1 色 

ランプ 類の 作用 点検 . 12-23 

ランプの 巧れ •損傷 . 12-3 
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■ 


さ  <  いん 


D 

リモコン ミラー スイッチ ★ ... 已 -78 

リヤ ウイン ドウ ディ フォ ッ ガー 
スイッチ ★ . 百- 8 色 

リヤ クーラー ★ .  7-10 

リヤ ヒーター ★ .  7-1 1 

リヤ ルーム • 

デッキ ルームラン プ^ .  8-21 

リ レーび 故障した とを . 1 已 -43 

れ 

冷却水 . 13-31 

を 却 水の 量 . 12-7 

レギュ レーター （LPG 車）.. 13-30 

わ 

ワイド ビュー ミラー ★ . 百- 80 

ワィ パー . 13-8 百 

ワイ パ ー& 

ウォ ッシャ ー スイッチ . 百- 67 

ワイパーの} 式き 取りが 態.... 12-22 
ワイヤレス ドア □ック ★ . 3-4 
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さ  <  いん 


こんなと を， この ぺージ を ご覧 < ださい。 


•寒; 令 時に エンジンを かける とき . 已 -6 

•走行 中 エンジンび 止まったら . 1 已 -4 已 

•燃料び 切れた とき . 1 已 -4 日 

•才 ーバー ヒート したと き . 1 己- 14 

参バッ テ U- び あびった とを . 1 已 -48 

•警告 打び 点灯した とを . 己- 1 

•メー ターび 異常び 示した とを . 己- 1 

•ランプ 類び 点灯 しないと き . 1 已 -1 日 

•ヒュ ーズを 交換 するとを . 15-34 

•故障した とき . 1 己- 12 

♦けん 引 するとを， して ちら 5 とを . 1 己-己 0 

•タイヤ チェー ンを 取り付ける とき . 10-3 

♦走行 中 パンクした とき . 13-61 

•こまった とさの 連絡先 
① お買い あげいた だいた 販売店 


③ 別冊の 「メンテナンス ノート」 を ご覧く ださい。 

曰 常 （運行 前） 点検 や 他の 整備に 関する 記載は メンテナンス ノー  トを ご覧く ださい。 
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さ  <  いん 
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お問い合わせ、 ご 相談は 
下記へ お願いいた します。 

トヨタ自動車 株式会社 お客様 相談 センター 
を 国 巧 通 • フリー コール 

固 0800-700-7700 

オープン 時間 365 曰 目: 日日〜 1 8 :  0日 

前 i 地〒 伽-  8711  名ち 屋 市中 村 区 名 駅 4T 目 7 蚕 1 号 

「個人情報 保護ち 針」 について は、 
http://www.toyota.co.  jp にて 掲載して おります。 


1-3 巧自 動 軍 巧 巧 会せ 

http://toyota.Jp 
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